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はじめにお読み < ださい 


■ この取扱説明書について 

• 機種による機能や画面の違いについて 

-この取扱説明書は複数の機種について説明しています。本書中で説明されている機能でも、 
機種によっては搭載されていない場合があります。 

.本書中の画面は fx - 日8目 OGII SD のものを使用していますび、機種によっては細部び異な 
る場合があります。 


• 自然入出カモードとライン入出カモードについて 

この取扱説明書で説明されている各機種は、「自然入出カモード」と r ライン入出カモード」の 
2つの異なる入出カモードを備えています。「自然入出カモード」では、分数や^、微積分な 
どの計算式を入力する際に、紙に書くときと同じ教科書どおりの形で入力することがでさま 
す。また計算結果ち、多くの場合に教科書どおりの形式で出力(表示）されます。一方「ライ 
ン入出カモード」では、入出力が常に1行で行われます。初期設定で「自然入出カモード」と 
「ライン入出カモード」のどち5び選択されているかは、機種によって異なります。 

fx -98 目 OGII SD 、 fx -9 呂目 OGII 、 fx -98 目 OG AU PLUS の初期設定は「自然入出カモード I 

ですが、この取扱説明書のさ操作説明は基本的に r ライン入出カモード I に設定した場合で書 

かれています。 これ5の機種をお使いになる際には、次のことにご留意ください。 

-「自然入出カモード」と「ライン入出カモード」の切り替えちについては、「セットアップ画面 
を使う」 （1-2 巨ぺージ）をご覧ください。 " Input / Output " モードという設定項目を使って 
切り替えることびでさます。 

•「自然入出カモード」に設定したときの入力方法、および結果表示について詳しくは、「自然 
入出カモードを使ラ」 （1-10 ページ)をご覧ください。 

• 自然入出カモードが搭載をれていない機種について 
け X- 7400 Gn、 fx-97 已 OGII) 

fx - 7400 GII 、 fx -97 已 OGII の各機種には、自然入出カモードが搭載されていません。これ 
5の機種は、常にライン入出カモードで動作します。これ5の機種をお使いの場合は、本書 
中の自然入出カモードに関する記述は無視してください。 

• キー操作の表記について 

• 極 j ) 回（厂） 

函キーを押してか5回キーを巧すと、キー操作に続く （） 内の記号にこでは"厂"）び 
入力されます。複数のキーを巧すことで完結する操作は、このような形で表記されます。 

•flNU] EQUA 

陋画キーを押し、力ーソルキ ー( 法)度)®®)を使って EQUA モードを選択し、さ 5 に 
國キーを押すことを意昧しています。陋画キーを巧すと表示されるメインメニュー （ 1 -2 
ページ）を使って機能モードを選択する操作は、このよラなおで表記されることびありま 
す。 









•フアンクシヨンキーとフアンクシヨンメニュー操作の表記について 

•ファンクションキー回〜固を使うと、さまざまな操作び可能です。各ファンクション 
キーに割り当て5れる操作はモードによって異なり、現在実行できる操作び画面最下行の 
ファンクションメニューに表示されます。 

• "回に omp )" という表記は、回キーを巧すとファンクションメニューに表示されている 
" Comp " を選択でさる、といラ意昧です。 

• "〇"がファンクションメニュー固の位置に表示されているとき、固キーを巧してファン 
クションメニューの次ページ(または最初のページ）に切り替えることびできます。 

• OPTN 、 VARS、SET UP 各メニュー操作の見出し上での表記について 

-本書の見出し上では、キー操作がキー名称とメニュー項目名の組み合わせで書かれていま 
す。例えば" [OPTN]-[UST]" は、画キーを巧すと表示されるファンクションメニュ ー 
から" LIST" といラメニュー項目を選ぶ、といラ意昧です。 

なお"画固陋画 （SET UP )" は、見出し上では [SET UP] と表記されます。 

-"國画い）回 （ HYP )" というキー操作は、見出し上では"画 （>)" の部分を省略して 

‘ [OPTN] -[HYP] "と表記されます。 

• コ7ンドリスト 

「プ□グラムコマンドー覧」 （8-39 ページ）は、ファンクションメニューの全階層を網羅し 
た一覽表です。どのキーにどんなファンクションメニュー項目やコマンドが含まれている 
か、また、あるコマンドを入力するにはどのキーか5入ってどのファンクションメニューを 
たどれば良いかを、この一覧表を使って探すことびできます。例えば" [VARS]-[FACT]- 
[Xfct] "というフアンクシヨンメニュー操作によって " Xfct " コマンドを入力することびでき 
ます。 


■コントラストの調節 

画面表示が薄い、または見づ5い場合は、コントラストを調節してください。 

1. 画 iSYSTEM 回 （《>) の順に操作して、コントラスト調節画面を表示する。 


2. コントラストを調節する。 


Contrast 


… Key 

[►]Key 

Light 

Dark 

IlNIT 



• ® を巧すと画面のコントラストがより濃くなります。 

•角)を押すと画面のコントラストびより薄くなります。 

-回 （ INIT ) を巧すと画面のコントラストび初期設定に戻ります。 


3.コントラスト調節画面を閉じるには、丽咖を巧す。 
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■ 試験モードについてけ X - 9860 GII SD 、 fx -9860 GII 、 fx -98 巨 OG 
AU PLUS のみ） 

試験を受ける際に電卓を使ラ場合、電卓の機能の一部を制限するモードです。実際に試験を 
受けるときしソがは、試験モードに入5ないでください。 

試験モードに入ると、電卓は次のよラな動作となります。 

• 次のモードや機能は使えなくなりまず： e • Act モード、 MEMORY モード、 E-CON3 
モード、 PRGM モード、ベクトルコマンド、プ□グラムコマンド(出カコマンド）、 
:( 区切りコード)、^ ( キャレッジリターン))、データ転送、アドイン•アプリケーシヨ 
ン、アドイン言語、ユーザー名の編集。 

-ユーザーデータ（メインメモリー）をバックアップします。試験モードを解除するとバック 
アップデータを復元します。試験モード中に作成したデータは削除されます。 


• 試験モードに入るには 

1. 画回 @( OFF ) を巧して電源をオフする。 

2. 画キーと回キーを同時に巧しなび5、匹到キーを巧す。 
-次のダイア□グが表示されます。 


Enter 

Examination Mode? 

Ves ： [FI] 

Ho : [F6] 


3. 回 ( Yes ) を巧す。 

•ダイア □ グボックスに表示されるメッセージを確認してください。 

4. 回を巧す。 

-次のダイア□グび表示されます。 

Entering 

Examination Mode 
Press:[EXIT] 

己.厄肝]を巧ず。 

• 次の設定に限り、試験モードに入る前の設定を保持します。 

Input / Output , Frac Result , Angle , Complex Mode , Display , Q 1 Q 3 Type , 
Language 
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•試験モードでは、本機はな下の巧態になります。 

•試験モードに入ると、アイコン（日）び点滅します。試験モードに入ってから約1已分経過す 
ると、アイコンの点滅間隔び遅くなります。 


巧-アイコン 


• 電卓が計算処理中の場合、アイコン（因）が反転表示します。 

• Auto Power Off の設冠ま、約巨0分に固定されます。 

•应固回を巧すと、次のダイア□グび表示されます。試験モードに入ってからの経過時間を 
表术します。 


Elapsed Time 
2:01:23 

Press:[EXIT] 

じ(下の操作をすると、経過時間のカウントをやり直します。 

- RESTART ボタンを巧す。 

-電池を抜き差しする。 

-メインメモリ ーの データを消去する。 

■試験モード中に、再度試験モードに入る。 


•試験モード中に、次の操作を行った場合、下表のよラに動作します。 


この操作を行ラと： 

試験モードの保持 

試験モード中に入力した 
データの保持 

電源をオフ/オンする。 

する 

する 

RESTART ボタンを巧す。 

する 

しない 

電池を抜き差しする。 

する 

しない 

メインメモリーのデータ消去。 

する 

しない 


• 試験モードを解除するには 

試験モードを解除するには、3つのち法があります。 

(1) パソコンと接続して解除する方法 

1. 試験モードになっている電卓(電卓 A ) とパソコンとを US 目ケーブルで接続する。 

2. に6|6な Connection Mode 」 ダイア□グび表示された!5、回を巧す。 

3. パソコンで、 FA - 124ソフトウェアを起動する。 
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4. パソコンで、ツールバーの占 i ボタンをクリックする。 

-試験モードを解除すると、次のダイア□グび表示されます。 


Exit 

Examination Mode 

Restart and 
广 sstoi-s msmoi-iss 

Press ： [EXIT] 


- FA -124 上に警告ポップアップび表示されますび、これで正常な動作です。 

(2) 時間経過によって解除する方法 

試験モードに入ってか5約12時間後、電卓の電源を ON にすると、自動的に試験モード 
が解除されます。 

ま意： 電卓の電源を ON にする前に、 RESTART ボタンを巧したり、電池を抜き差しし 
たりすると、再度試験モードに入ってしまいます。 

(3) 他の電卓と接続して解除するち法 

1. 試験モードになっている電卓(電卓 A ) で、 LINK モードに入り、画に ABL ) 回 (3 円 N ) 
を押す。 

2. 電卓 A と試験モードになっていない電卓(電卓 B ) とを SB -62 ケーブルで接続する。 

3. 電卓 A で、回 ( RECV ) を巧す。 

4. 電卓目*で、 LINK モードに入り、圆 ( EXAM ) 回 ( UNLK ) 回 ( Yes ) を巧す。 

•任意のデータを電卓目か5電卓 A に転送することもでさます。 

例：セッ ト アップデータを電卓 A に転送するには 

1. 電卓目で、 LINK モードに入り、回 ( TRAN ) 回 ( MAIN ) 回 ( SEL ) を巧す。 

2. 度)/みを使って、 " SETUP " を選択する。 

3. 回 ( SEL ) 画 ( TRAN ) 回 ( Yes ) を巧す。 

* 試験モード機能を有する電卓 

•試験モードを解除すると、因アイコンが消えます。 


• 試験モードのヘルプを表示するには 

LINK モードでは、試験モードのヘルプを表示することができます。 

圆 ( EXAM ) 回 ( ENTR ) ...試験モードに入るときのヘルプを表示します。 

画 ( EXAM ) 圆 ( APP ) ...... 試験モード中に使用できないモードや機能についてのヘルプを表 

术します。 

画に XAM ) 岡に XIT ) ..... 試験モードを解除するときのヘルプを表示します。 
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CATALOG P 

1 -y 

ClJ 
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2-1 

L±J 

2-1 

I 

I ist U 

-3-2 

1 

Mat V 

-2-41 

W 


[ X 


] Y 


ClJ 


LU 


ClJ 
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I 

: 7 

-2-30 



I 

■2-14 

クぶ 


2-10 



CoJ 




切 

2-1 

も 

2-1 

接 



上記のキーー覧は、本書で説明されているすべての機種に対応するちのではありません。お使い 
の機種によっては、一部のキーび含まれていない場合びあります。 





















































































■ るキーの機能表示と操作のしかた 

本機のほとんどのキーには複数の機能び割り当て5れており、1つのキーに対して次のよラ 
に最大3つの文字や記号が表示されています。 

② 一 W B — ③ 

画 

① 

各キーに対応する文字や記号は、画因キーを巧した後で有効になる機能は画因キーと同じ色、 
m キーを押した後で有効になる機能は应圏キーと同じ色で、それぞれ表示されています。 
例えば上記の画キーに割り当てられている各機能を使ラための操作は、次の通りです。 



機能 

キー操作 

① 

1〇居 

画 

② 

1ひ 

[ SHiFT ] 画 （ 1ひ0 

③ 

巨 

(Ml 网（巨） 


• アルファ□ック（画因应画（固- LOCK )) について 

回！)キーを巧し、続いていずれかのキーを巧してアルファベットを入力すると、应圏を巧し 
た直後の状態はすぐに解除されます。画司匹 i (固丄 OCK ) を巧すとキーボードはアルファ 
□ック状態(アルファベット入力に固定された状態）となり、連続してアルファベットを入力 
でさるようになります。アルファ□ック状態を解除するには、阮咖を巧します。 


2-画面上への各種表示頃目について 


■アイコンの選}尺 

ここでは、メインメニューか5各機能を選択する操作について説明します。 

• メインメニューでアイコンを選んで機能モードに入るには 

1. 陋画を巧してメインメニューを表示する。 


2.カーソルキー（廷)度)®®)を使って、アイコンを反 
転させる。 


現在選択されているアイコン 


串 i に迎慶^ 


GRAPH 




卫 


DYNFl 

豐日 


TABLE IRECUR I 


CON に S 

み 


巨 


EOUA 

"■=0 ra 


PRQM ITUM I 


ん 
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3 .國を巧す。 

•選択したアイコンに対応した機能モードに入り、そ 
の機能モードの初期画面び表おされます（ち画面は 
STAT モードを選択した場合)。 



• メインメニューで数宇/文宇のキーを押して機能モードに入るには 


1 . 醒画を巧してメインメニューを表示する。 

2. 希望する機能モードのアイコンち下に表示されている数字/文字のキーを巧す。 


メインメニューの各アイコンと対応する機能モードは、次の通りです。 


アイコン 

機能モード名 

主な用途 

RUH I 

V-iJ 


RUN 

(fx- 7400 GII のみ） 

四則計算や関数計算、 2 進 -8 進 • 10 進- 16 進計算 
を実行でをます。 

RMN-MAT 

车ぉ n 


RUN • MAT*i 
(ラン.行列- 
べク トルが） 

四則計算や関数計算、 2 進 • 8 進 • 10 進 • 16 進計算、 
行列計算、ベクトル計算を実行でさます。 

STAT 

彈 


STAT 

(統計） 

1 変数統計計算(標準偏差計算)、 2 変数統計計算(回帰 
計算)、検定*1、データ解析、統計グラフの描画を実行 
でをます。 

e.ftCT 


e • ACT が 

(eActivity) 

eActivity は、文字や式などのデータを入力することび 
可能な、ノートブックのよラなアプリケーションです。 
文字や式をはじめ、本機の各モードの機能を使った例 
題などをファイルに保存することができます。 

SSHT_ 


S • SHT*2 
(表計算） 

表計算を実行できます。 1 ファイルあたり 2 巨列 999 
行のセルが利用可能です。本機の各種内蔵関数や表計 
算専用 コマン ドび利用でさるほか、 STAT モードと同 
様の統計計算と統計グラフの描画を実行することびで 
さます。 

GRAPH 


GRAPH 

(グラフ） 

関数式を登録し、その関数式のグラフを描くことがで 
さます。 

DYN 円 

豐 ^ 


DYNA*i 

(ダイナミックグラフ） 

関数式を登録し、その関数式に含まれる変数の値を変化 
させて、複数のグラフを連続的に描くことができます。 

TABLE 

i«i 1 1 1 

MTTK 


TABLE 
(数表作成） 

関数式を登録し、その関数式に基づ<数表を作成した 
り、グラフを描画することびできます。 

RECUR 

納自 


RECUR*! 

G 斬化式） 

漸化式を登録し、その漸化式に含まれる変数の値を変 
化させたときの解の違いを数表にしたり、グラフを描 
画することびでさます。 

COMICS 

占 


CONICS*! 

(円錐曲線グラフ） 

円錐曲線のグラフを描くことびできます。 

EGUA 

化： + 口 

■■■=0 e 


EQUA 

(方程式） 

2 元〜巨元連立 1 次方程式または 2 次〜巨次ち程式の解 
を求めることがでさます。 


1-3 

















































アイコン 

機能モード名 

主な用途 

PRQM 


PRGM 
(プ□グラム） 

プ□グラムエリアへのプ□グラムの登録や、登録した 
プ□グラムを実行することびでさます。 

TUM 
が FFp 


TVM*i 

(金融計算） 

各種の金融計算や、キャッシュフ□一などのグラフを 
描くことびできます。 

E-CONE 

細 ra 


E - C 0 N 2*3 

( EA - 200コント□-ラー） 

別売品の EA - 200データアナライザーをコント□ール 
するためのアプリケーションです。 

E-C0H3 

口' 


E - C 0 N 3 が 
(データ□ガーコント 
□—ラー） 

別売品のデータ□ガーをコント□ールするためのアプ 
リケーションです。 

LIHK 

ihlri 


LINK 

(リンク） 

プ□グラムなどのメモリー内容やノ（ックアップデータ 
を、他の電卓やパソコンに転送することびでさます。 

MEMORV 

。が 巧 


MEMORY 

(メモリー） 

メモリーに保存されているデータを管理することがで 
さます。 

SYSTEM 

廣 [i 


SYSTEM 

(システム） 

メモリーの初期化やコントラスト調整などのシステム 
設定を行うことができます。 


*1 fx - 7400 GII には搭載されていません。 が fx -97 己 OGII のみ。 

が fx - 7400 Gn / fx -97 己 0 GII には搭載されていません。 


■フアンクシヨンメニューにごいて 


画面の最下行に表示されるフアンクシヨンメニュー上のメニューやコマンドを利用するには、 
回か5固までのフアンクシヨンキーを使います。各項目の表示状態によって、メニューな 
のか、コマンドなのかを見分けることがでさます。 


フアンクシヨンメニユーの表示例 

種類と動作 

I 

EES7 

反転文字でち下に切り欠きのある項目を選択する 
と、1つ下の階層のメニューが表示されます。 

I 


反転文字でち下に切り欠をのない項目を選択する 
と、即座に該当するコマンドび入力されます。 

|dmw 

枠囲い表示されている項目を選択すると、即座に該 
当するコマンドが実行されます。 


■ テキスト表巧とグラフ表示について 

本機の画面表示には、テキスト表示とグラフ表示の2種類びあります。テキスト表示時は、 
21 巧 X 8 行の文字び表示可能です（ただし最下行はファンクションメニューとして使われま 
す)。グラフ表示時は、幅 127 X 高さ巨 3 ドットのエリアを使った描画び行われます。 


■ 計算結果の標準表示について 

本機の初期設定では、計算結果の表示方法として標準表示 「 Norm 1モード」が選択されてい 
ます。 Norm 1モードでは計算結果 Oc ) は通常10巧で表示されますび、 W -? (0.01) > W 
または W >101°の範囲となる場合は指数形式で表示されます。 
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• お数表示の見方 

1.2e12 I 

1.2E+12I 

1.2 E +12 は、 1.2 X 10 にを 意昧します。指数が正であるので、 1.2 の小数点を12がもに移 
動することになります。結果として、1，200.000.000.000の値力 S 得られます。 


1.2 E -03 は、 1.2 X 1〇- 3 を意昧します。指数び負であるので、 1.2 の小数点を3巧左に 
移動することになります。結果として、0.0012の値が得5れます。 

標準表示には、指数表示となる計算結果の範囲び異なる 「Norm 2モード」ちあります。 

Norm 1モード . 10 -2 (0.01) > 切 ， W 含10… 

Norm 2モード . 1 0—9 (0.000000001)> W , |イ含1〇… 

本書中の計算例は、特に断りのない限り Norm 1モード設定時で計算結果を表示しています。 
Norm 1 、 Norm 2の間で設定を切り替えるち法については、 2-1 1ページをご覧ください。 

■ 特殊な表巧について 

分数や1巨進数、巨0進数の値は、本機特有の特殊な表示の仕方をします。 


• 分数表示例 



4己ら J じぶ柄 jl 2 j 23 

。……表お例： 456-^ 

-1巨進数表示例 





RECtEFl 

日 REUEFl 

........ 表示例 

0 A 巨 CDEFl ( i 已)は1801已〇001 (10) 

• 目0進数表示例 





12.50244 

120 347日 6.7 S " 

........ 表示例 

12° 34’ 巳巨. 78" 

•上記だけでな<、 

特殊な表おや記号は他にち使われています。詳し<は、本書の各機能説明 


の中で解説します。 

3-計算式の入力と編集 


■ 計算式の入力 

計算式の入力を始める際は、最初に画を巧して表おをクリアーします。続いて、計算式を書 
かれている通り左か5ちへ入力し、國を巧すと計算結果が得5れます。 
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例 2 + 3- 4+10 = 


画回田凹 H 山出のの國 


2+3-4+10 


11 


■ 計算式の編集 

® または®を使って間違った箇所にカーソルを合わせ、次のいずれかの操作を行います。 
押し間違いを正しく訂正した後に國を巧すと、答を求めることがでさます。 ® を使って式 
の最後までカーソルを進め、入力を続けることもできます。 

-文字入力を挿入モードと上書きモードの間で切り替えることがでさます*1。上書きモー 
ドに切り曾えると、新たに入力した文字び上書きされます。挿入モードと上書きモード 
は、画司画 （ INS ) を巧すたびに切り替わります。挿入モード時のカーソルは"1"、上書き 
モード時の力ーソルは"になります。 

*1 fx - 7400 GII / fx -97 已 OGII を除く機種では、ライン入出カモード （1-2 日ぺージ）に設定 
されている場合に限り、挿入モードと上書きモードの間で切り替えることが可能です。 


• 計算式の一部を訂正する 


例 cos 60 を sin 60 に訂正ずる 


画画固团 

cos 601 1 


tos 60 1 

圆 

も0 1 

画 

sin 160 1 

• 計算巧の一部を削除する 


例 3巨9 XX 2を3巨 9 X 2 に変更ずる 


画回固回因因回 

3 の xxa 1 

读圃 

1 

挿入モードでは、画)を巧すとカーソル直前の1文字 （1 機能)び削除されます。 

• 計算式の透中に挿入する 


例 2.36 2 を sin 2.36 2 に変更ずる 


画回 [3 回固画 

2.36 己 1 1 


C .36 a 1 

画 

sinC.36 己 1 
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■ リプレイ機能 

最後に実行した計算式は、リプレイメモリーに保存されます。リプレイメモリーに保存され 
た計算式を呼び出すには、®または ( g ) を巧します。 

® を巧したとさは、計算式の先頭にカーソルが表示されます。 ® を巧したとさは、計算式 
の末尾にカーソルび表示されます。計算式は、編集して再実行することびでさます。 

-リプレイメモリーは、ライン入出カモード （1-2 日ぺージ）に設定されている場合に限り有効 
です。自然入出カモードでは、リプレイメモリーの代わりにヒストリー機能が使われます。 
詳しくは「ヒストリー(計算履歴)機能」 (1-17 ぺージ)をご覧ください。 


例1次の計算を行ラ 


4.12 X 6.4 = 26.368 
4.1 2 X 左1= 29.2 已2 

画团 [ ZIGII 回因固 GD の國 
凌®®® 

[shIftI 画リ NS ) 

回 □ の 
國 


4.12x6.4 

26.3601 

4. 12>£.4 


4.12x6.4 


4.12x7 ■し 


4.12x7. 1 

29.2521 


-リプレイメモリーに保存された計算式は、新たな計算を実行するまでは保存されています。 


•画を押してちリプレイメモリーの内容はクリアーされません。画を巧した後でち、@ま 
たは®を巧せば、最後に実行した計算式を呼び出すことがでさます。 


• マルチリプレイ機能 

画を押してから®または度)を巧すと、直近の計算の計算式を順次呼び出すことびでをま 
す。画®の順に巧すと最新の計算式び呼び出され、画度)の順に巧すとメモリーに残って 
いる最もちい計算式が呼び出されます。一度®または®を巧した後は、引き続き®また 
は度)を巧すたびに、前後の計算式を順次呼び出すことびできます。計算式を呼び出した後に 
® または®を巧して計算式を編集し、計算を再実行することびでさます。 

例2 

画の回回旧の回固國 
回回の日回固回國 

画 


123+456 

234-567 


579 

■333 


(5)(1 つ前の計算式に戻る) 


234-567 


® (2 つ前の計算式に戻る) 


123+456 
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■ エラー位置表示機能 


例 14子 10 X 2.3 を間違えて、14子 0 X 2.3 と入力してしまった 


画口の因凹 W 凹 GD 团 


14-H0X2.3I 


國 


厕 を巧す 


必要な変更を行ラ 
® の 

再実行する 
國 


■クリップボード(コピ ー &ぺースト)機能 

関数やコマンド、その他の文字列をコピー（またはカット）してクリップボードに保存し、そ 
の内容を別の箇所にペーストすることがでさます。 

•ここで説明する操作はすべて、ライン入出カモードで行います。自然入出カモード時のコ 
ピー/ペーストの操作については、「自然入出カモードでコピー&ペーストを行ラ」 （1-1 7 
ページ)をご覧ください。 


•コピー轟囲をおちする 

1. 力ーソル (I) を、コピーしたい範囲の先頭または末尾に移動して画司面に UP ) を巧す。 
力ーソルの形が"由"に変わる。 

14-Hl0x2.3ff I 

2. カーソルキーを使ってカーソル位置を移動し、コピーしたい範囲を反乾させる。 

iE 口 EMfcj I 

3. fFTKCOPY ) を巧す。反転した範囲がクリップボードにコピーされる。 


Ma ERROR 

Press：[EXIT] 

14-Ha<2.3 

I 

カーソルはエラーが 生じた位置 
へ自動的に移動します。 

14-H1EX2.3 

14-H10X2.3 


II4 今 10x2.3 

I 

選択範囲の文字は、 コピーして 
ち変化しません。 


コピーせずに範囲指定を解除するには、厄のを巧します。 
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• 文宇列を切り取るには 

1. 力ーソル (I) を、切り取りたい範囲の先頭または末尾に移動して画司面に UP ) を巧す。 
力ーソルの形び"由"に変わる。 

14-HP0X2.3 I 

2. カーソルキーを使ってカーソル位置を移動し、切り取りたい範囲を反転させる。 

14-^KE2.3 I 

3. 回 （ CUT ) を巧す。反転した範囲びクリップボードに切り取られる。 

14-¢.3 I 

I I 

選択範囲の文字は、切り取りの 
操作によって削除されます。 


• 文字列を化0付けるには 

画团图 （ PASTE ) を巧すと、クリップボードの内容び力ーソル位置に貼り付けられます。 

画 [1 

图 ( PASTE ) 11 0 x 1 


■カタ□グ機能 

本機に搭載されたすベてのコマンドをアルフアベット順に並べた一覧です。カタ□グ画面を 
呼びだし、実行したいコマンドを選んで入力ずることがでさます。 


• カタログ画面をほってコマンドを入力する 

1. 画团团 （ CATALOG ) を巧して、カタ□グ画面を表示する。 

-このとき、カタ□グ画面を使って最後にコマンド入力した画面が表示されます。 

2. 固 （ CTGY ) を巧して、カテゴリーー覧を表示する。 

-この操作を省略して、手順己に進んでも構いません。 


3. ® または度)を巧して一覧表示したいコマンドのカテゴリーを反転させ、回 （EX 口また 
は區)を巧す。 

-選択したカテゴリーに含まれるコマンドが一覧表示されます。 

4. 入力したいコマンドの最初の文字を入力する。 

• その文字で始まる最初のコマンドが表示されます。 

已.みまたは度)を巧して入力したいコマンドを反転させ、回 （ INPUT ) または画を巧す。 


Select Category 

も Itufa し on 

3： Statistics 
4： Graph 

5：Program Command 
6：Change Setup 


[EXE 


[EXIT 
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例 カタ□グ画面を使って CIrGraph コマンドを入力ずる 


画極 3 应 ) に ATALOG) 而 1 (C) 度 ) 〜度)國 


ClrGraphl 



dD または画司画3 ( QUIT ) を巧すと、カタ□グ画面が閉じます。 


ん自然入出カモードを使う 

重要 

• fx - 7400 GII 、 fx -97 已 0 GII には、自然入出カモードは搭載されていません。 

セットアップ画面を使って" Input / Output " を" Math " (自然入出カモード）に設定すると 
(1-29 ページ)、分数や^、特定の関数を含む数式を教科書通りの書式で入力し、表示する 
ことがでさます(本書中ではこラした入力/表示形式を r 自然表示形式」と呼びます)。 

• ここで説明するすべての操作は、自然入出カモードで行います。 

-初期設定は自然入出カモードです。 

■もしライン入出カモードになっている場合は、ここで説明する操作を行ラ前に、自然入出 
カモードに切り替えてください。切り替えの操作については、「セットアップ画面を使う」 
(1-26 ぺージ)をご覧ください。 

•自然入出カモードでは、入力は常に挿入モードで行われます。ライン入出カモード時のよラ 
に画因画 （ INS ) の操作 （1-6 ページ）によって上書きモードに切り曾えることはできません。 
自然入出カモードでは、函圆 （ INS ) 口ま別の機能び割り当て5れています。詳しくは「数 
値を関数の引数として取り込む」 （1-1 4ページ)をご覧ください。 

• 特に断りのない限り、ここで説明するすべての操作は RUN • MAT モードで行います。 
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■ 自然入出カモードでの入力操作 


• 自然入出カモードでの関数と記号 

自然入出カモードでは、次の関数と記号を「自然表示形式」で入力することびでさます。「バイ 
卜」欄は、自然入出カモードで使用されるメモリーのバイト数を表します。 


関数/記号 

キー 操作 

バイト 

分数(仮分数） 

画 

9 

帯分数 W 

函画(■旨） 

14 

ベさ乗 

囚 

4 

2 乗 

图 

4 

- 1 乗赃数） 

函圧 1 ( ぐ 1) 

已 

厂 

[shIft] 回 { 厂 ) 

巨 

3 乗根 

[SHiFT] 区) (3 \〇 

9 

べき乗根 

[shIftI 囚 い厂 ) 

9 

ピ 

画 3 励 ( ピ） 

巨 

1 ひ 

画^画 （ 1 ひ0 

巨 

log(a, b) 

(MATH メニューか 5 入力が） 

7 

Abs 触対値） 

(MATH メニューか 5 入力* 2) 

巨 

1 次微分* 3 

(MATH メニューか 5 入力が） 

7 

2 次微分* 3 

(MATH メニューか 5 入力* 2) 

7 

積分 >3 

(MATH メニューか 5 入力が） 

8 

S 計算 W 

(MATH メニューか 5 入力* 2) 

11 

行列、ベクトル 

(MATH メニューか 5 入力* 2) 

14 *巳 

カツコ 

のおよび囚 

1 

中カツコ（リスト入力で使用） 

画因 （ 〇および画因 （}) 

1 

大カツコ（行列/ベクトル入力で 
使用） 

函田 （[) および @ 曰 （]) 

1 


*1 帯分数キーは、自然入出カモードでのみ有効です。 

が詳しくは 「 MATH メニューを使う」 （1-1 2ぺージ)をご覧ください。 

* 3 自然入出カモードでは、微積分計算の許容誤差範囲は指定でさません。許容誤差範囲の値 
を指定したい場合は、ライン入出カモードをご利用ください。 

* 4 自然入出カモードでは、：£計算の分割間隔は1に固定されており、指定できません。分割 
間隔の値を指定したい場合は、ライン入出カモードをご利用ください。 

*5 行列の次元が 2 X 2 の場合のバイト数です。 
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• MATH メニューをほう 

RUN • MAT モードで回 （ MATH ) を巧すと 、 MATH メニューび表示されます。 

このメニューを使って行列、微分、積分などを入力でをます。 

• {MAT} ... 行列またはべクトルの入力のためのサブメニューを表示 
•{2X2} ... 2X2 行列を入力 

•{3X3} ... 3X3 行列を入力 

•\ mXn ] ... 行列またはべクトルの次元を指定して入力（目 X 目まで） 

•{2X1 し. 2X1 べクトルを入力 
•{3X1} ...3X1 べクトルを入力 
•{1 X 2}... 1 X 2 べクトルを入力 
•{1 X3}... 1 X3 べクトルを入力 

• {logab} ... 対数1〇呂 ab の入力を始める 
- {Abs} ... 絶対値 | X | の入力を始める 

- { didx ] ... 1次微分 4^ fix ). = a の入力を始める 

-{が/み: 2} ... 2次微分 丢か)ぃ 。の入力を始める 

• ル的...積分 j ^ J [ x ) dx の入力を始める 

•だ (} ... I ： 計算の入力を始める 

• 自然入出カモードをほった入力操作例 

ここでは自然入出カモードでの入力操作例をいくつかおします。入力に際しては、カーソル 
の位置にを意してください。 

例12 3 +1を入力ずる 
画回囚 

回 

み 

田の 
國 

例2 (1+ 言)-忘人す!ずる 
画広!圧!田 

网 

1-12 



























回度) 


回 

み 

囚图 


國 


例 31+ J "。 X +1 かを入力ずる 

画の田回 （ MATH ) 画〇)回ル切 

厕阳 m 

み匹） 

みの 

み 

國 

例 4 2X J 1を入力ずる 

画回因回 （ MATH ) 回 ( MAT ) 回に X 2) 

画の度)回 

み® 

函画（\0回® 


的 


的 


〔い§1 


〔哨1 


I ：崎2 

冀 


1+ 

[U 

Ddx 

□ 

1+ 

[U 

K+li±e 

□ 

1+ 

お 1 化 

1+ 

お "1 化 

1+ 


1+ 

□ 

1…化 

0 

己 

2 


2X 

rc □! 
In m 


2X 

i □ 

In □. 


2X 

i 口 

In □. 



公 


吉厄! 

[□ □ J 
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( g ) 困图 （ 回 ( g ) ( g ) 画の度)回 


國 


2 X 

.i 反 



k i. 


2 乂 

2 … 



把 iJ 



■ 1 2巧 
.2 巧 1 


□ 


• 計算式び画面巧に収ま6ない場合の表示について 


画面の上下左ちの端に矢印び現れます。これは、矢印の 
方向に、さ5に計算式が存在することを意昧しています。 
カーソルキーを 巧して カーソル 位置を移動し、計算式を ス 
ク□ールすることびでさます。 



• 自然入出カモードを使った入力の制約について 

入力する計算式によっては、計算式が画面の縦方向にち広びります。縦方向に120ドット 
(画面縦方向の約2倍)の範囲内で入力可能です。この範囲を越える入力はでさません。 

• 数値を関数の引数として取0込む 

入力済みの数値または式を、関数の引数として取り込むことびできます。 

例 

1. 入力済みの計算式の中で、取り込みたい数式の直前(左側)の位置にカーソルを移動する。 

l - Ht 2+3>+4 

2. 画团圆 （ INS ) を巧す。力ーソルのおび►に変わる。 

l + t 2+3)+4 

3. @图（厂）を巧して、力ーソル位置に"厂"を挿入する。"に+3)"の範囲び厂内に取り 
込まれる。 


1+ぶ 2+3) +4 


上記の操作例のよラに、力ーソル位置のち側にあった数値または式び、画因圆 （ INS ) を巧し 
た直後に入力した関数の引数として取り込まれます。引数として取り込まれる範囲は、カー 
ソル位置のち側び開カッコの場合は対となる閉カッコまで、関数の場合はその関数全体 (sin 
(30). 1〇呂 2(4) など)、数字の場合はその数字のみとなります。 
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この機能は、次の各関数で利用でさます。 


関数 

キー 操作 

取り込み前の 計算 式 

取り込み後の 計算 式 

仮分数 

画 

14*；2+3)+4 

い (2?3)+4 

ベさ乗 

囚 

l +2 K 2+3)+4 

1+；>；2+3)+4 

厂 

[ijil 图（厂） 

14*；2+3)+4 

1+-1：2+3：5 +4 

3 乗根 

[ijr] 圧](3\^) 

1+-^-^ C 2+3 T +4 

べき乗根 

函囚 {て厂) 

14^ パ 2+3) +4 

ピ 

ISHIFTi 励 ( ピ） 

1+が+3)+4 

1 ひ 

[SHiFTl 画 （ 1 日ぶ） 

い 1 戸) +4 

1〇呂 ( a , b ) 

回 （ MATH ) 回（1〇邑が 

1 + 1〇3[|(口+：3))+4 

絶対値 

回 （ MATH ) 画 ( Abs ) 

1+||；2+3) 1+4 

1 次微分 

回 ( MATH ) 画 {d/dx) 

14 ♦:扣 3)+4 

1+ か… 3))1 口 ,+4 

2 次微分 

回 （ MA 下り）固 (ぶ/み 2) 

1+ 发體 3) )1 口 0+4 

積分 

回 ( MATH ) 画 (>) 

回 iSdx) 

l+PK ； X+3>ds;+4 

J □ 

2 計算 

画 ( MATH ) 画 (>) 

回に （） 

□ 

1+ E tKX +3>>+4 


•ライン入出カモードでは、画因画 （ INS ) を巧すと挿入モードになります。詳しくは 1- 巨 
ページをご覧ください。 


• 自然入出カモードでの計算式の編集 

自然入出カモードでの計算の編集操作は、基本的にはライン入出カモードでの場合と同じで 
す。「計算式の編集」 （1- 目ページ)をご覧< ださい。 

ただし次の点がライン入出カモード時とは異なりますので、ごを意ください。 

-上書きモードによる入力はでをません。常に力ーソル位置への挿入となります。 

• 画 キーはバックスペースキーと して働きます。 

•計算式の末尾にカーソルがあるとさに®を巧すと、計算式の先頭にカーソルび移動しま 
す。また、計算式の先頭にカーソルがあるとさに®を巧すと、計算式の末尾にカーソルび 
移動します。 


■ 取0ミ肖し ( UNDO ) とや0直し ( REDO ) 

計算式の入力中（國を巧して計算を実行する前)は、直前のキー操作1回分を取り消したり、 
取り消した操作をやり直したりすることびできます。取り消しとやり直しの操作は、自然入 
出カモードでのみ可能です。 

-直前のキー操作1回分を取り消すには、画画 （ UNDO ) を巧します。 

•取り消した操作をやり直すには、上記の操作を行った直樹こ、再度画画 （ UNDO ) を押します。 

-画キーの操作も取り消しの対象となります。入力中に画を巧して入力式をクリアーした 
後で应 i 画 （ UNDO ) を巧すと、画を巧す前の状態に復帰します。 
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•カーソルキーの操作も取り消しの対象となります。例えば入力中に®を1回巧した後で 
IMI 画 （ UNDO ) を巧すと、力ーソルが ( g ) を巧す前の位置に戻ります。 

•アルファ□ック中 （1-2 ぺージ)は、取り消しの操作は無効となります。（アルファ□ック中 
に面咖画 （ UNDO ) を巧すと、画キー操作と同じ動作となります。） 


圧)田画のみ 
画 

圓画 ( UNDO ) 
回 


画 


画画 （ UNDO ) 



■ 自然入出カモードでの計算結果表示 

自然入出カモードで入力した分数、行列、べクトルおよびリストは「自然表示形式」で表示されます。 



•分数はセットアップ画面の " Frac Result " の設定に応じて、仮分数か帯分数のどち5かで表 
おされます。詳しくは「セットアップ画面を使う」 （1-2 巨ぺージ)をご覧ください。 

•行列の計算結果は、目行6列までは自然表示形式で出力されます。ベクトルの計算結果は、 
1行6列または6行1列までは自然表示形式で出力されます。行、列のどち5かがこの範囲 
を超えると、計算結果がライン入出カモードと同じ画面で表示されます。 

•リストの計算結果は、20要素までは自然表示形式で出力されます。20要素を超えると、 
計算結果びライン入出カモードと同じ画面で表示されます。 

• 画面の上下左ちの端に矢印が現れる場合は、矢印の方向にさ5に計算式が存在することを意 
昧しています。 


醉點 の——^: 




Math-i：!：: 





Mat E 
Nat F 
raiwraiffir 


: Hone 
=Hons 
: Hone 
=Hons 

[fTifu 


カーソルキーを使ラと、計算式をスク□ールすることがでをます。 
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-回 （DEL) 回 （DEL’D を巧すと、計算結果と計算式がセットで削除されます。 

• 仮分数または帯分数の直前の乗算記号は省略でさません。次の例のよラに必ず乗算記号を入 
力して < ださい。 

例： 2 X 回因回画回 

•囚、 网 または丽巧の（ぶ- 1) のキー操作は、囚、图または@丘]レ:- 1) のキー操作の直 
後に連続して行ラことはできません。これ5の関数を連続して使いたい場合は、次の例のよ 
ラにカッコを使つて計算式を分割してください。 

例：（3 2 )-1 の回图囚画の(ぐ1) 


■ヒストリー(計算履歴)機能 

ヒストリー機能によって最大30組までの計算式と計算結果が保持されています。履歴をさか 
のぼって、最近行った計算を再表示することびでさます。 

口旧回國 
因回國 


また、履歴として保持されている計算式を編集して、再計算することがでさます。計算式しソ 
降のすべての計算式ち同時に再計算されます。 

例 "1+2" を"1 +3" に変更して再計算する 



前記の例に続けて、次の操作を行います。 
み®®®®画团國 


1+3 


4 


An ジ 2 


S 


D 




•アンサーメモリー （Ans、2-9 ページ)には、常に最新の(履歴上では直前の計算の)計算結果 
び記憶されています。履歴の内容にアンサーメモリーを使った計算が含まれる場合、履歴上 
の計算式の変更び、変更した計算式しソ降の計算に使われるアンサーメモリーの値に影響する 
ことがあります。 

履歴先頭の計算式にアンサーメモリー （Ans) び含まれるおで再計算を実行すると、「履歴上 
の直前の計算」び存在しなくなるため、 Ans 二0として計算されます。 


■ 自然入出カモードでコピー&ぺーストを巧う 

-自然入出カモードでは、コピー範囲として1行だけを指定することびできます。 

•切り取りの操作は、ライン入出カモードでのみ実行することびでさます。自然入出カモード 
では実行できません。 
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• 文字列を コピーす る 

1. 力ーソルキーを使ってコピーしたい行に力ーソルを移動し、反転させる。 

2. 極3面に UP ) を巧す。 

-カーソルの 形び"田"に変わります。 

3. 回 （ CPY . L ) を巧す。 

-反転した行びクリツプボードにコピーされます。 


• 文宇列を化り付ける 

画团图 （ PASTE ) を巧すと、クリップボードの内容び力ーソル位置に貼り付けられます。 


自然入出カモードでの計算操作 

ここでは自然入出カモードを使った計算例を紹介します。 

-各種の計算操作について詳しくは、「第2章マニュアル計算」をご覧くださし、。 


• 自然入出カモードでの関数計算 


計算例 

操作 

6 _ 3 

4 x 5—10 

网6网4两5阿 

。。5域=去 

(角度単位ニラジアン） 

画画の困画か)画 3( g ) の國 

logsS = 3 

V 123 =1 .988647795 

2 + 3 x ^ V §4-4 = 10 

画回 ( MATH ) 回 ( log ^ b ) 2み8國 
画困囚ド厂) 7 み123國 
画2旧3因困囚 f 厂)3み64み曰4國 

I log 手 I = 0. 1249387366 

阿阿] ( MATH ) 网 ( Abs ) 网3际 )4 阿 

と +3^= 互 

5 4 20 

1.5 + 2 ぶ=量+帯 !• 

画2画 5( g ) 旧3困画(■音)1〇4國 

画1 .5 田 2.3 函匹)の國回 

袁ピ+が+ズ -6) ス = 3=52 

画回 ( MATH ) 画 [ didx ) 画)囚3 ( g ) 田4 
國图旧國曰6み3國 

だ 2 ぶ2 + 3 ぶ + Adx = 4弓4 

画回 ( MATH ) 固 (>) 回 (I み)2画)图田3画)田4み1 
み5國 

玄ド - 3& + 5) = 55 

画回 ( MATH ) 固 (>) 回の画3囚 ( K ) 图曰3画区) ( K ) 

田5み画囚 ( K )®2®6 國 
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■ 自然入出カモードでの巧列計算/ベクトル計算 


• 巧列/ベクトルの次元(大きを)を指定する 

1. RUN • MAT モードで函陋画 (SET UP) 回 (Math) dr] と巧す。 

2. 回 （MATH) を巧して MATH メニユーを表おする。 

3. 回 （MAT) を巧して次のメニユーを表示する。 

•{2X2} ... 2行X 2列の行列の入力 

• {3X3} ... 3行X 3列の行列の入力 

• {mXn} ... W 行X n 列の行列またはべクトルの入力(最大目X 6) 

• {2X 1 し. 2行1列のべクトルの入力 

• {3X 1 し. 3行1列のべクトルの入力 

• {1X2}... 1行2列のべクトルの入力 

• {1X3}... 1行3列のべクトルの入力 


例 2 行 X 3 列の行列を作成ずる 

画 Ow X n) 

行数を指定する 
回國 

列数を指定する 

回國 

國 


• 巧列ぶ分を入力する 


例 


次の計算を行ラ 


1 S 

專已 


33 

巨 


X 8 


於下の操作は、前ぺージの操俩こ弓 I き続き行ってくださし、。 
の ® の画回®み团团み 
圧 ) 回画旺|®®回み固み 
因面國 



「□ □ の 

Ld □ m 


Effl [MW EBl r~F 


1 う 占占 

皆 5 6 


xS 

「 S 4 
126 40 


2641 
4S J 


□ 

Effl [MB EBl rT~ 
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• 自然入出カモードで作ぶした巧列を指定した巧列メモリーに代入する 

例 計算結果を Mat J に代入ずる 


[shIftI 回 (Mat) 函)回 (Ans) 曰 
[shIftI 回 （Mat) 耐 1) 囚 （J) 國 


L 4 J 

r S 4 2641 
.26 40 4S J 

Mat An が Ma1 

:J 


■ S 4 2641 
.26 40 4S J 

□ 


Egl[MW EBl r~5~ 


• 行列入カエリアの先頭(左上)位置にカーソルびある状態で圃を巧すと、その行列全体び消 
去されます。 


順目目] 


画 

2>1 



与 


Effl [MW EBl r~5~ 


Effl [MW EBl r~5~ 


■ 自然入出カモードでる種グラフモードや EQUA モードを使う 

次の各モードでは「自然表示形式」による数式の入力、計算結果の表示が可能です。 

自然表示形式で数式を入力することびでさるモード： 

RUN • MAT、e • ACT 、 GRAPH 、 DYNA 、 TABLE 、 RECUR、EQUA (SOLV) 

自然表示お式で計算結果が出力されるモード： 

RUN • MAT、e • ACT、EQUA 

ここでは GRAPH 、 DYNA 、 TABLE 、 RECUR、EQUA の各モードでの入力操作や、 
EQUA モードでの計算結果の自然表示について説明します。 

-各モードの詳しい説明は、それぞれのモードの章をご覽ください。 

- RUN • MAT モードでの入力操作と計算結果の表示については、「自然入出カモードでの入 
力操作」 （1-1 1ページ)および「自然入出カモードでの計算操作」 （1-18 ページ)をご覧くださ 
い。 

•e* ACT モードの入力操作や計算結果表示は、 RUN-MAT モードと同じです。 
e • ACT モードの操作については博10章 eActivity」 をご覧ください。 
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• GRAPH モードでの自然入出カモードによる入力操作 

GRAPH、DYNA、TABLE、RECUR の各モードでは、グラフ式の入力を自然表示形式で 
行うことびでさます。 


例1 


GRAPH モードで関数式 y = 


が 

n 


寺-、 を入力し、グラフを描画ずる。ビューウ 


インドウ（已 -2 ぺージ)はネリ期設定とずる。 


画] GRAPH 画)图國函图（厂）回 
® ® 曰画)画困图（^)回®® 
日の國 

固 （DRAW) 


Graph Func ： V= 



例 2 GRAPH モードで関数式 y = 1かを入力し、グラフを描画ずる。 

ビューウインドウ（已 -2 ぺージ)はネリ期設定とずる。 

(lil GRAPH 國回に ALC) 圆 (Jdx) 

圧)画旺 I® 画)图曰圧)画回® 

圓日の彩团彩圓國 


Graph Func :V= 

f 故 2 卡 -1 化 [ _ ] 


VI日 


固 (DRAW) 



し .../ 

n 

K7 


• EQUA モードでの自然入出カモードによる入力操作と計算結ま表お 

EQUA モードでは、次の入力操作と計算結果表示び可能です。 

-連立方程式(回 （SIML)) および高次方程式（回 （POLY)) では、可能な限り解を自然表示お 
式(分数、 ■V^、 71をそのまま表示する形式)で出力します。 

•ソルブ機能（画 （SOLV)) では、求解対象となる方程式の入力を、自然表示形式で行うこと 
びでさまず。 


例 EQUA モードで2次方程式が+ 3x +已= 0を解く 


圓 EQUA 困 UK SET UP) 

® ® ® ® (Complex Mode) 

回 (a+b り画 

回 (POLY) 回に）圧)國团國回國國 


aXa+bX+c=0 


■ E 日日 


- I.E-I.EEB3iJ 


-3+Jlli 

2 

[reFT 
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5- オプション ( OPTN ) メニュ ー 

キー上に印刷されている関数/機能のほかに、应团を巧すと表おされる「オプション ( OPTN ) 
メニュー」か5呼び出すことがでさる関数/機能びあります。使用中の機能モードによって、 
オプションメニューの内容は変わります。 

• RUN • MAT (または RUN) モードで n 進演算モードに設定しているとき、应团を巧しても 
オプションメニューは表示されません。 

•オプションメニューに含まれるすべての関数/機能の一覧は、「プ□グラムコマンドー覧」 
(8-39 ページ)の「应团キー」の項目をご覧ください。 

-オプションメニューに含まれる各項目の意昧について詳しくは、各章の個別の説明をご覧く 
ださい。 

しソ下は、 RUN-MAT (または RUN) モードまたは PRGM モード選択時に、オプションメ 
ニューに表される項目の一覧です。 

アスタリスク （*) 付きの項目は、 fx - 7400 GII には含まれません。 

- {LIST} ... リスト機能メニュ ー 

- {MAT}* ... 行列/ ベクトル *1計算メニュー（*1 fx -97 已 OGII には含まれません。） 

- {CPLX} ... 複素数計算メニュー 
-に ALC し.応用計算メニュ ー 

- {STAT} ... 2変数統計の推定値計算メニュ ー( fx - 7400 GII ) 

2変数統計の推定値計算、分な、標準偏差、分散、および検定機能メニュー 
( fx - 7400 GII を除 < 全機種） 

- {CON V} ... 単位換算メニュ ー 
- {HYP} ... 双曲線計算メニュー 
- {PRO 己 }… 確率/分巧計算メニュー 
- {NUM} ... 数値計算メニュ ー 

- {ANGL} ... 角度/座標変換-度分秒入力/変換メニュー 

• {ESYM し . En 呂シンボルメニュ ー 

• {P に T }... ピクチャーメモリーメニュ ー 

• {FMEM} ... フアンクションメモリーメニュ ー 
•{LO 岛 C し.論理計算 メニュ ー 

- {CAPT} ... 画面キャプチャー機能メニュー 
- {TVM}* ... 財務計算メニュー 

• PICT . FMEM 、 CAPT は、セットアップ画面 （1-2 目ぺージ）の" Input / O 山; put " び" Math " 
に設定されているときは表示されません。 

6. 変数データ ( VARS ) メニュ ー 

m を押すと、変数データ ( VARS ) メニューび表示されます。 

{V-WIN}/{FACT}/{STAT}/{GRPH ン {DYNA}/{TABL}/{RECR}/{EQUA}/{TVM ン 巧か} 

• EQUA と TVM の各項目は、 RUN • MAT (または RUN) モードまたは PRGM モードか5 
変数データメニューを表示した場合に限り現れます。 
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• RUN • MAT (または RUN) モードで n 進演算モードに設定しているとき、应画を巧しても 
変数データメニューは表示されません。 

•一部のメニュー項目は機種によっては含まれていません。 

• 変数データメニューに含まれるすべてのコマンドの一覧は、「プ□グラムコマンドー覧」 
(8-39 ぺージ)の「画キ ー 」の項目をご覧ください。 

-アスタリスク （*) 付きの項目は、 fx - 7400 GII には含まれません。 

• V-WIN —ビューウインドウ値の呼び出し 

- {X}/{Y}/{T,6>} ... b 軸}/か軸}/にが 

• {R-X}/{R-Y}/{R-T,6>} ... デュアルグラフのも側グラフのわ軸ンか軸}/。，が 

• {min}/{max}/{scal}/{dot}/{ptch} ... {最小値}/愼大値}/旧盛りの間隔}/ { dot 値*リ/ 
{ピッチ} 

*1 dot 値は、表示範囲 ( Xmax 値一 Xmim 値)を画面ドットピッチ （1 2巨)で割った値です。 
通常は max 値と min 値か5自動的に計算されます。 dot 値を変更すると、 max 値が再 
計算されます。 

• FACT - ズームファクターの呼び出し 

• {Xfct}/{Yfct} ... わ軸ズームファクターンか軸ズームファクター } 

• STAT - 統計データの呼び出し 

-{ X } ... 1変数、2変数統計の； C データ 

-的}/妨/{な}/だ巧/柄}/ { S が {minX}/{maxX} ... {データ数}/{平均}/{総和}/{二乗和ン 
{ 母標準偏差ン{標本標準偏差}/{最小値ン{最大値} 

- {Y} ... 2変数統計の y データ 

-讽/{な}/だ巧/{な_が{の}/曲}/ { minY }/{ maxY } ... {平均}/{総和}/{二乗和ンわデータと 
y データの積和}ぺ母標準偏差ン{標本標準偏差}/ { 最小値ン{最大値} 

- {GRPH} ... 統計グラフデータ 
- { a ]/{ b ]/{ c ]/\ d ]/{ e ] ... 回帰係数、多項式係数 

- W / {ド}…け目関係数}/じ央定係数} 

- {MSe} ... 誤差の平方和 
-伯1}/伯 3} ...{第1四分位点}/{第3四分位点} 

- {Med}/{Mod} ...入カデータの{中間値}べ最頻値} 

- {Strt}/{Pitch} ... ヒストグラムの{開始区間}/{間隔} 

• {PTS} ... サマリーポイントのデータ 

• かい/か1}/か2ンか2}/{ぶ3}/か 3}... サマリーポイントの座標値 
- {INPT}* ... 統計計算の各種入力値 

-的}/巧}/ { Sx }/{/ ll }/ 的2}/け1}/は 2}/{ Sxl }/{ Sx 2}/{ Sp } ... {標本サイズ}/{標本の平均}/{標本 
標準偏差}/{標本サイズ1ンけ票本サイズ2}/{標本の平均1 }/ け票本の平均2}/{標本1 
の標準偏差}パ標本2の標準偏差}/ { 標本グの標準偏差} 

- {RESLT}* ... 統計計算の各種出力値 
- {TEST} ... 検定計算の出力値 

• い } 化 }/ UWChi}/ { の / け }/ が 1 }/ けが { が ]/ {Se}/W / {巧べ pa}/{Fa}/{Adf}/{SSa}/ 
{MSa}/{pb}/{Fb}/{Bdf}/{SSb}/{MSb}/{pab}/{Fab}/{ABdf}/{SSab}/ 

{MSab}/{Edf}/{SSe}/{MSe} ... わ値}化値ン W 直}/が値}/が値}/{推定標本比 


率}/{標本 1 の推定比率}/{標本2の推定比率}/{自由度}/{標本誤差}/け目関係数}/{ミ央 
定係数}/{要因 A の/?値}/{要因 A の/^値}/{要因 A の自由度}/{要因 A の二乗和}/{要 
因 A の平均平ち}/{要因目のッ値}/{要因目の/^値}/{要因目の自由度}/{要因目の二 
柔和}/{要因目の平均平方}/{要因 A 目の/?値}/{要因 A 目の/^値}/{要因 A 目の自由 
度}/{要因 A 目の二乗和}/{要因 A 目の平均平方}/{誤差自由度}/{誤差二柔和}/{誤差 
平均平方} 

- {INTR} ... 信頼区間計算の出力値 

- {LeftWRight}/ {が/が 1 }/ が 2 }/ {が}... {信頼区間の下限（左端）}/{信頼区間の上限（も 
端)}ベ推定標本比率ン{標本1の推定比率ン{標本2の推定比率 }/ {自由度} 

- {DIST} ... 分な計算の出力値 

• {/7}/{xlnv}/{xl lnv}/{x2lnv}/{zLow}/{zUp}/ け Low}/ け Up} ... {確率分巧または累積 

分巧演算の結果(が}/ { StudeM ィ、カイ2乗が)、八2県ポアソン、幾何、およ 
び超幾何の各累積分巧逆演算の結果}/{正規累積分巧逆演算の下界または上界ン{正 
規累積分な逆演算の上界}/{正規累積分巧演算の下界}/{正規累積分な演算の上 
界 }/{ Student ィ累積分巧演算の下界}/ { Student ィ累積分巧演算の上界} 

• GRPH - グラフ関数式の呼び出し 

- {Y ン W ... {Y 二/ (分タイプの直交座標}/{極座標}のグラフ関数式 
- {Xt}/{Yt} ... パラメーター関数式が 
- {X} ... X 二 /( y ) タイプの直交座標のグラフ関数式 
-式データを指定するために、式番号の前にこれ5のキーを巧します。 

• DYNA * -ダイナミックグラフの巧画ま件の呼び出し 

-巧かが {EndWPitch し.係数範囲の{初期値ン{終了値ン{変化の度合い} 

• TABL - 数表設定、数表巧客データの呼び出し 

- {Strt}/{End}/{Pitch} ... 数表範囲の彻期値}/{終了値}/{変化の度合い} 

- {Reslt*i} ... 数表内容の行列 

*1RUN • MAT (または RUN) または PRGM モードで TA 目 L メニユーが表示されている 
とさのみ" Resit " 項目が表示されます。 

• RECR *- 渐化式の式*1、数まの轟囲、数表内客データの呼び出し 

- {FORM} …漸化式 

• {な n}/ {な n+l}/ {な n+s}/ {ろ n}/ {ろ n+l}/ {ろ ... {幻/4/{化 i+l }/わ。+2}/が n}/ {わ n+1 ン 

{わか 2 ン { C «}/{ Cn +1 ン { Cn + s } の式 

- {RANG} ... 数表範囲 

- {Strt}/{End} ... 数表範囲の{初期値}/{終了値} 

• {ao}/{a^}/{a^]/{bo]/{b^ ]/{b^]/{co}/{c^ }/ { な }... \ao]/{a^ ]/{a^]/\bo]/\b^]/{b 2 \/{co]/{c^ }/{cs} 

の値 

• { a « St }/ {わ" St }/{ c « St } ... わ"}/{わ"}ル"}の収束/発散グラフ ( WEB グラフ)の始点 
- {Resit 巧し . 数表内容の行列* 3 

*1 関数式/漸化式の数表びメモリー上に存在しない場合は、エラーとなります。 

*2 RUN • MAT (または RUN) または PRGM モードのときのみ" Resit " 項目び表示され 
ます。 

* 3 数表の内容は自動的に行列用アンサメモリー ( MatAns ) に記憶されます。 
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• EQUA * - 方程式の係数、解の呼び出し *1*2 

- { S - Rlt }/{ S - Cof } ... 2元〜6元連立1次ち程式の{解}/{拡大係数け5列* 3 

- { P - Rlt }/{ P - Cof } ... 2次〜6次方程式の{解}/{係数け5列 

*1 係数と解は自動的に行列用アンサメモリー ( MatAns ) に記憶されます。 

巧 ムソ下の状態ではエラーび生じます。 

-方程式の係数び入力されていないとさ 
-方程式の解び得られていないとを 

が連立1次方程式の解と係数のメモリーデータを同時に呼び出すことはでをません。 

• TVM *- を融計算データの呼び出し 

- { n }/{ I %}/{ PV }/{ PMT }/{ FV } ... {支払期間(回数)}/{年利(％)}/{現在価値}/{支仏金額ンり巧 
来価値} 

- { PIY \/\ CIY \ ... {年間の支払回数ン{年間の複利回数} 

• Str — 文宇列コマンド 

- { Str } ... 文字列メモリー 

7. プ□グラム ( PRGM ) メニュ ー 

RUN • MAT (または RUN ) モードまたは PRGM モードで画因画画 （ PRGM ) を巧すとプロ 
グラム （ PRGM ) メニューび表示されます。 

-自然入出カモードび選択されている場合(セットアップ画面の" Input / Output " び" Math " の 
場合)は、プログラムメニューは表示されません。 

- { COM }. 条件分岐/ループコマンドメニューを呼び出す 

- { CTL }. プ□グラムコント□-ルコマンドメニューを呼び出す 

• { JUMP }. ジャンプコマンドメニューを呼び出す 

•{?} . 入カコマンドを入力する 

• [ A ] . 出カコマンドを入力する 

• に LR }. クリアーコマンドメニューを呼び出す 

• { DISP }. 表示コマンドメニューを呼び出す 

- { REL }. 比較式メニューを呼び出す 

- {1/0}. 入出力制御/転送コマンドメニューを呼び出す 

•{：}. (計算式あるいはコマンドの)区切りコードを入力する 

- { STR }. 文字列コマンドメニューを呼び出す 

RUN • MAT (または RUN ) モードで n 進演算モードに設定しているとき、または PRGM 
モードで n 進計算のプ□グラムを編集しているときに画团应 D ( PRGM ) を巧した場合は、次 
のメニュー項目び表示されます。 

- { Prog }. プログラムを呼び出す 

• { JUMP }/ 巧/ UWREU か} 

プ□グラムメニューから呼び出した各メニューに含まれるコマンドについて詳しくは、「第呂 
章プ□グラム機能」をご覧ください。 
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8. セットアップ画面を使う 

セットアップ画面には、機能モードに応じた各種の設定項目が表示されます。設定の変更は、 
次の手順で行います。 


• セットアップを巧更するには 

1. メインメニューか5アイコンを選び画を巧していずれかの機能モードに入り、初期画面 
を表示させる。 

• ここでは RUN • MAT (または RUN ) モードに入ります。 

2. 画固陋画 （SET UP ) を巧して、セットアップ画面を表示 
する。 

. ちの画面は、 RUN • MAT (または RUN ) モード時の 
セットアップ画面例です。表示されるセットアップ画 
面は、機能モードによって異なります。 


3. な)力ーソルキーを巧して、設定したい項目を反転させる。 

4. 希望する設定に対応したファンクションキー（回〜画）を巧す。 
己.設定を終えた5画!)を巧してセツトアップを終了する。 


■セットアップ画面のファンクシヨンメニュ ー 

ここでは、セットアップ画面上の設定項目ごとのファンクションメニューを示します。 

VWN は各設定項目の初期設定を表しまず。 

-アスタリスク （*) 付きの項目は、 fx - 7400 GII には含まれません。 

• Mode (—般計算/2進、8進、10進、16進モード） 

- {Comp} ... —般計算モードに設定 

- {Dec}/{Hex}/{Bin}/{Oct} ... {1 0進ン {1 巨進}/ {2 進}/旧進}の各 n 進演算モードに設定 

• Frac Result (分数結まの表示お式） 

- {d/c}/{ab/c} ... {仮分数}/{帯分数} 

• Func Type (グラフ関数式タイプ） 

ファンクションメニュー項目を選択すると同時に、歴3キーの機能も切り替わります。 

. { Y4/{r=}/{Parm}/{X=} 。.{直交座標 (Y 二/(分タイプ）}/{極座標}/{パラメーター関 

数}ベ直交座標 (X 二 / ( y ) タイプ)}のグラフを描く 

-が>}/が<}/が斗/が斗…不等式か〉/レ)}/か</(饼/か為む)}/かく/〇かのグラフを描く 

-が >}/ が <}/ が斗/が斗…不等式わ >/( y )} 化く/ ( y )} 化今 ( y )} 化く/(かのグラフを描く 
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node : Comp 

Frac Result : d/c 
Func Type :V= 

Draw Type : Connect 
Derivative ：Of f 
Angle : Rad 

|M"h|LiKie'_ 


Complex 

Mode：Real 干 

CoorcJ 

： 0n 

Grid 

:0ff 

Axss 

： 0n 

Lsbel 

■■Off 

Display 

: Horml 

11115 

lAutoIhlih 










• Draw Type (グラフ抑国タイプ） 

-に onWPIot し.{グラフの点と点を結んだ線で描画ン{点のみで描画} 

• Derivative (微分係数表示） 

- { On }/{ Off } ... 数表上やトレース中に微分係数値を表示{させる}/{させない} 


• Angle (角度単位） 

- {Deg}/{Rad}/{Gra} ... 角度単位を { ディグリー ( 度数法 )}/{ ラジアン ( 弧度法)}/{グラー 
ド} 

• Complex Mode (複素数計算モード） 

- {Real} ... 実数の範囲でのみ計算する 

- \ a + bi ]/{ rAe ] ... 複素数演算を行い、結果を{直交形式ン{極お式}で表お 

• Coord (ポインター座標値表示） 

• {On ン {Off} ... グラフ画面にポインターの座標値を表示{させる}/{させない} 

• Grid (グラフ座標巧モ点表示） 

• {On}/{Off} ... グラフ画面に座標格子点を表示{させる}/{させない} 

• Axes (グラフ厘標軸表示） 

• {On ン {Off} ... グラフ画面に座標軸を表示{させる}/{させない} 

• Label (グラフ座標軸ちま巧） 

• {On}/{Off} ... グラフ画面に座標軸名を表示だせる}/{させない} 

• Display (表示形式） 

- {Fix}/{Sci}/{Norm}/{Eng} ... {小数点於下が数設定}/{有効が数設定}/け票準表示設 
定}/忙口呂記号表お設定} 

• Stat Wind (統計グラフ巧画ビユーウインドウ） 

- {Auto}/{Man} ... 統計グラフ描画時のビューウインドウを { 自動 }/{ 手動}で設定 

• Resid List (巧差の計算、巧を） 

- {None}/{LIST} ... 残差を{計算しない}/{計算し、指定したリストに保存する} 

• List File (リストフアイル表示） 

• {FILE} ... 画面に表示させるリストファイルを設定 


• Sub Name (リスト名） 

• { On ン { Off } ... リストのサブネームを表示{させる}/{させない} 

• Graph Func (グラフ関数式表示） 

- { On }/{ Off } ... グラフ描画中やトレース中に関数式を表示{させる}/{させなし、} 


1-27 


• Dual Screen (画面分割表巧） 

• 巧+6}/巧れで/{0,む...{画面を分割し、グラフを2つ描く}/{画面を分割し、グラフか 
5数表を作成}/ { 画面を分割しない} 


• Simul Graph (グラフ同時巧画） 

- {On ン {Off}... 登録した関数式のグラフを{同時に}/{順勘こ}描く 


• Background (グラフ背景） 

• {None}/{PICT} ... グラフの背景にピクチャーデータを{描かないン{描く} 

• Sketch Line (スケッチ機能の巧画線） 

- {-}/{—}/{ "… }/{ ……し.け票準}/{太線}/{破線}/{点線} 

• Dynamic Type * (ダイナミックグラフ軌跡） 

MCn が {Stop し.ダイナミックグラフを{連続して描く}/ {10 回描いて自動終了する} 

• Locus * (ダイナミックグラフ軌跡モード） 

- {On}/{Off} ... {軌跡の描画}/{軌跡の非描画} 


• Y=Draw Speed * (ダイナミックグラフの巧画速度） 

- {Norm}/{High} ... け票準}/{高速} 

• Variable (テーブルとグラフ作がま件） 

- {RANG}/{LIST} ... {数表レンジ}/け旨定したリスト}による数表作成およびグラフ描画 

• X Display * (渐化式の数表への2：データ表示） 

- {On ン {Off し.漸化式の数表上に S (シグマ)の値を表示{させる}/{させない} 

• SI 叩 e * (円錐曲線グラフ微分係数表示） 

- {On}/{Off} ... 円錐曲線のグラフを描いているとを、ポインターの微分係数の値を表示 
{させる}/{させない} 


• Payment * (ま J ム巧巧） 

- {BGN}/{END} ... 支払いの時期を{期初}/{期末}に設定する 

• Date Mode * (年巧日数） 

- {365 ン {360} ... 計算に使う年日数を {3 巨已ン {3 巨 0} に設定する*1 

*1 TVM モードの曰数計算では、3巨已曰に設定します。3巨0曰ではエラーび生じます。 


• Periods / YR * (利 J ムいの巧隔） 

- {Annu}/{Semi} ... 利仏いの間隔を{年 1 回}/{半年に 1 回}に設定する 

• Ineq Type (不等武の塗りつぶし） 

- {AND}/{OR} ... 複数の不等式の描画時に{すべての不等式の条件を満たす範囲だけを塗 
りつぶすン{各不等式の条件を満たす範囲すべてを塗りつぶす} 
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• Simplify (約分の自動/手動設定） 

- {Auto}/{Man} ... 計算結果を{自動的に約分して表示する}/{約分せずに表示する} 

• Q 1 Q 3 Type ( Q 1 / Q 3 の計算方式） 

• {St が/ {OnData} ... {集団全体を中央値で上下に分けたときの、下側の集団の中央値 

を Q 1、 上側の集団の中央値を Q 3 とする計算方法ン{累積度数の割合び1/4於上 
で1/4に最ち近い値を持つ要素のデータ値を Q 1 、累積度数の割合が 0.7 已拟上で 
0.7己に最も近い値を持つ要素のデータ値を Q 3 とする計算ち法} 

次の各項目は、 fx - 7400 GII / fx -97 已 0 GII には含まれません。 

• Input/Output (入出カモード） 

- {Math}/{Line} ...{自然入出カモード}/{ライン入出カモード} 

• Auto Calc (表計算の自動計算） 

- {On ン {Off}... 表計算のセルの自動計算を{する}パしない} 

• Show Cell (表計算のセルの表示モード） 

• {Form}/{Val} ... { 式 }* V { 値 } 

• Move (表計算の力ーソルのセル巧動)*2 

- {Low}/{Right} ... {下への移動}/{ちへの移動} 

*1" Form " (式)を選択すると、セルには式として表示されます。 " Form " は式でないデータ 
には影響しません。 

がセル入力で國を巧したときや、シーケンス機能で数列を作って入力したときや、リス 
トデータを呼び出して入力したとさに、カーソルがどの方向に動くかを指定します。 


9-画面キヤプチヤー機能を使う 


本機の操作中に、表示中の画面をキヤプチヤーメモリーに保存することがでさます C 


• 画面をキャプチャーするには 

1. 本機を操作して、キャプチャーしたい画面を表示させる。 

2. 困回 (CAPTURE) を巧す。 

•メモリーェリアを選択するためのダイア□グび表おさ 
れます。 


Store In 

Capture Memory 

CaptureC1^20]： I 


■cnunCTiinn 
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3.1 か520までの値を入力して、画を巧す。 

•画面がキャプチャーされ 、 "Capt n " という名前 ( n は入力値)のキャプチャーメモリーに 
画像データび保存されます。 

•演算中、通信中の画面はキャプチャーでさません。 

•キャプチャーした画像データを保存するためのメインメモリーの空さ容量が足りない場合 
は、メモリーエラーとなります。 


• キヤプチヤーメモリーか6画像データを呼び出すには 

次の操作はライン入出カモードの選択時のみ可能です。 

1. RUN • MAT (または RUN ) モードで國圃い） 

固 （>) 固 （ CAPT ) ( fx - 7400 GII では回に APT )) 

回 （ RCL ) と巧す。 



2. 1か520のキャプチャーメモリー番号を入力して、國を巧す。 

•指定したキャプチャーメモリー番号の画像データび表示されます。 

3. 画像データの表おか5手順1で表示していた画面に戻るには、區因を巧す。 

• プ□グラム上で RdCapt コマンドを使い、キャプチ中ーメモリーか5画像データを呼び出 
すことちでをます。 

10. が障とお思いになる前に 

操作中に問題び発生し続ける場合は、本機の故障とお思いになる前に、次の操作を行って< 
ださい。 


■ 本機の設定を初期が態に戻ず 

1. メインメニューか 5 SYSTEM モードに入る。 

2. 固 （ RSET ) を巧す。 

3. 回 （ STUP ) を巧し、続いて回 ( Yes ) を巧す。 

4. 區田歴画を巧してメインメニューに戻る。 

その後、正しい機能モードに入り、計算を再度実行して、表示される計算結果を確認して< 
ださい。 
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■ y スタートとリセット 


• u スタート 


本機の動作が異常になった場合は、 RESTART ボタンを巧して本機を再起動することびでさ 
ます。ただし、緊急時じ1外は RESTART ボタンを使用しないでください。 


通常、 RESTART ボタンを巧すと本機の 0 S び再起動し、プ□グラムやグラフ関数式、その 
他本機のメモリーに保存されているデータは保護されます。 



RESTART 

ボタン 


fx-9860GlI SD 
fx-9860GlI 
fx-9860G AU PLUS 



y 


fx-9750GlI 
fx- 7400 GII 


重要 

本機は電源オフ時にユーザーデータ（メインメモリー)のバックアップを行い、次回の電源才 
ン時には、このバックアップデータを□-ドします。 

RESTART ボタンを巧すと OS が再起動し、その時点でバックアップされているデータび 
□-ドされます。このため、プ□グラム編集やグラフ式などの入力後に RESTART ボタンを 
押すと、バックアップされていないデータは消えてしまいます。 


• リセット 

リセットは、本機のメモリーに記憶されているすべてのデータを消去したり、各種のモード 
設定を購入時の状態に戻したりする場合に実行します。 

リセットを実行する前に、重要なデータはノートに書くなどして、控えを残してください。 
詳しくは、「各種のリセットを実行する」 （12-3 ぺージ)をご覧ください。 


■ □—バッテリー表巧について 

次のよラなメッセージが画面に表おされた場合は本機の電源を切り、ただちに電池を交換し 
て < ださい。 


Low Batteries ! 
Please Replace 


電池を交換しないでそのまま使用を続けると、メモリーを保護するために自動的に電源が切 
れます。この状態になると、電源を入れることびできなくなります。またこの状態のまま放 
置すると、メモリーの内容が完全に消去されてしまう恐れがあります。 

-□ーバッテリー表示が現れた後で、データ転送機能を使ラことはでさません。 
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第 2 章マニュアル計算 
1 ■ 基本計算 


■ 加減柔除計算 

•加減乗除算は、式を記述する場合と同様に、左か5ちに入力します。 

•負数を入力する場合は、数値の前に回を巧します。 

-本機は仮数部1已巧で内部演算を行います。計算結果は仮数部10巧に四捨五入して表示さ 
れます。 


• 四則の湿合計算は、加減算より乗除算優先で計算されます。 



計算例 

操作 

56 X 卜 12) 子 (-2.5) = 268.8 

(2 + 3 )x 1〇2 = 500 

2 + 3 X (4 + 5) = 29 

4 x 5 = 0.3 

56 因回 12 因回 2.5 國 

の 2 旧 3 囚因 1 國 2 國 

2 旧 3 因の 4 田 5 國 

6 田の 4 因 5 囚國 


*1 計算式末尾（國を巧す直前)の閉じカツコは、いくつでも省略できます。 


計算結まの巧数表示方式設定(ル数点な下が数設定、有効が数設定、または 


標準表示） 


[SET UP]- 


[Display] 


-[Fix]/[Sci]/[Norm] 


• 小数点しソ下が数設定 ( Fix ) または有効巧数設定 ( Sci ) を指定して計算を実行する場合でも、本 
機は内部演算時の仮数部1己が、計算結果表示用の仮数部10巧の値を保持しています。こ 
れ 5 の数値を小数点於下設定、有効が数設定による設定が数と一致させたい場合は、 NUM 
メニューの関数" Rnd " を使います(次ぺージの計算例を参照)。 


• 小数点必下巧数設定 ( Fix ) または有効が数設定 ( Sci ) を指定した場合、通常はこれらの指定を 
変更するか、標準表示モード ( Norm ) に設定するまで解除されません。 


例1100子巨=1巨.巨巨巨巨巨巨 66 ... 


条件 

操作 

表示 


100 间 6 阿 

16.66666667 

小数点必下 4 巧を指定 

画 (HKSET UP) みみ 
回 (Fix) の國 (Ml 國 

16.6667 

有効が数已巧を指定 

困 (HKSET UP) みみ 
回 (Sci) 回國画國 

1.6667 E+01 

指定を解除 

M [MENU] (SET UP) みみ 
画 (Norm) 画]國 

16.66666667 


*1 指定巧の次の巧で四捨五入して表示されます。 















例 2 200子 7 X 1 4 = 400 


条件 

操作 

表示 


200 田 7 因 14 國 

400 

小数点必下 3 巧を指定 

画 (HKSET UP) みみ 



回 (Fix) 团國國國 

400.000 

表示 10 巧で計算を続ける 

200 田 7 國 

28.571 


因 

Ans X 1 


14 阿 

400.000 


•同じ計算を指定した巧数で計算すると： 



200 回 7 國 

28.571 

Rnd 関数を使うことで、計 

画)画 (>) 回 ( NUM )> 回 ( Rnd ) 國 

28.571 

算結果（アンサーメモリー 

因 

Ans X 1 

Ans に記憶される値）は、 

14 阿 

399.994 

指定した巧数（ここでは 



Fix 3) の次の巧を四捨五入 



した値となります。 

200 因 7 國 

28.571 

RndFix 関数を用いて、ル 

画 (>) 回 ( RndFi ) 画^ 回 ( Ans ) 区) 2 丘] 

RndFix(Ans 夕） 

数点於下の指定が数で丸 

國 

28.570 

めを行うこともできます。 

因 

Ans X 1 

(例：小数点しソ下2巧で丸 

14 阿 

399.980 

める） 




* fx - 7400 GII : 画 ( NUM ) 

• RndFix 計算の書式の各項の中で、次の関数は使用でさません。 
didx 、 d 己 / が、 J み、！:、 FMin 、 FMax 、 Solve 、 RndFix、log 日 b 


■ 計算の優先順位 

本機は於下のよラな優先順位を自動的に判断して、計算を行います。 

①タイプ A 関数 

• 座標変換 PolU y ). Rec ( r , G ) 

•カツコ付を関数(微分、積分、 I ：計算など） 

didx 、 が Id ぞ、 _[み、 S 、 Solve 、 SolveN 、 FMin 、 FMax 、 List -** Mat、FilU Seq 、 
SortA 、 SortD 、 Min 、 Max 、 Median 、 Mean 、 Augment 、 Mat -► List 、 DotP 、 
CrossP 、 Angle 、 UnitV 、 Norm 、 P (、 Q し R (、 t し RndFix 、 lo 呂日 b 

•合成関数*1、 List 、 Mat 、 Vet 、 fn 、 Yn 、 rn 、 Xtn 、 Ytn、Xn 

*1 フアンクシヨンメモリー ( fn ) またはグラフメモリー （ Yn 、 rn 、 Xtn 、 Ytn 、 Xn ) は、合成 
関数として使用することびできます。例えば、 fnUfn 2) とすると、 fnl とか2の合成関 
数 fnl 。か2となります(巳-7ページ参照)。関数の合成は、已段階まで可能です。 
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② タイプ目関数（後置関数） 

弓徽となる数値などを入力した直後に入力するタイプの関数です。 

が、 X-1 、 ズ 7 、。 ’" 、 En 呂記号、角度単位。、 r 、 邑 

③ べき乗.べき乗根へ(が)、 J 厂 

④ 備え able 

⑤ 孔、 メモリー名、変数名の直前の省略乗算 
2几、已 A 、 Xmin、F Start など 

⑥ タイプ C 関数（前置関数） 

引数となる数値などを入力する直前に入力するタイプの関数です。 

yT 、 3 厂、 | 〇昼、 In 、 ピ、 1 ひ、 ' 、 sin 、 cos 、 tan 、 sin-i 、 cos-i 、 tan-\ sinh 、 cosh 、 
tanh 、 sinh-i 、 cosh-i 、 tanh-i 、（一）、 d 、 h 、 b 、 o 、 Ne 居、 Not 、 Det 、 Trn 、 Dim 、 
Identity 、 Ref 、 Rref 、 Sum 、 Prod 、 Cum し Percent 、 ^Cist 、 Abs 、 Int 、 Frac 、 
Int 呂、 Ar 邑、 Conj 昼、 ReP、ImP 

⑦ タイプ A 関数の直前、タイプ C 関数の直前、またはカツコの直前の省略乗算 
2 V 3. A 1〇 呂 2など 

⑨順列、組み合わせ、複素数極座標指定 nPr . nCr . Z 

⑨ 単位換算コマンド 

⑩ X 、 ■!■、 Int - i -, Rmdr 

⑩+、 - 

返）関係演算子二、幸、>、<、>、く 
喔 ) And (論理演算テ )、 and (ビツト演算子） 

@ 〇し Xor (論理演算子)、 or 、 xor、xnor (ビツト演算子） 

例 2 + 3 x(lo 旨 sin 2 が+ 6.8) = 22.07101巨日1(角度単位=ラジアン） 

幽 
I @ I 
I @ I 

I ® I 
I ⑤ I 
I ⑥ I 


-同順位の関数が連続しているとをは、計算はち側か5左側の順に実行されます。 
e 1 nVT ミ巧一刈 n ( VT ミ日)} 

その他の場合は、左側か5ち側の順に計算が実行されます。 

-複合関数はち側か5左側の順に計算されます。 

• 計算式の中ではカツコ内の計算が最優先されます。 


■ 計算結果の無埋数表示について 

( fx -98 巨 0 GII SD 、 fx -98 目 0 GII 、 fx -98 巨 0 G AU PLUS のみ） 

自然入出カモードに設定することで、計算結果を^や71を含む形式(無理数お式)で表示する 
ことびでさます。 
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例： V2 + V8 = 3V2 (自然入出カモード時) 

画图 （ V ^) 回®旧画图（厂）团國 


に+原 

□ 

niraraiirawBBmraiMi 


3 に 


• 厂お式で表おされる計算結まの節囲 

計算結果び^形式で表示されるのは、計算結果び厂の項を含む2項までとなる場合です。 
厂 形式の計算結果は、次のいずれかの表示形式となります。 

+ a 巧、± d ± a 巧 、+ a わ + y 

•計算結果を^お式で表示でさるのは、各係数 ( fl 、 わ、 C 、 ム6、りが次の範囲内となる場合 
です。 

1 ^ 口 < 100、1 < わ < 1000.1 ^ c < 100 


0 ^ 100. く 1000.1 ^/< 100 

•次のよラな場合は、係数(ん C 、 ぶび上記の対応範囲を超えていてち、計算結果び厂形式 
で表おされる場合びあります。 

厂 形式での計算結果は、分母が巧通(通分)になります。 


a れ (bfe 一 a か + a、e 

c f c 


《 c ' は、 c と/の最小公倍数 


計算結果は通分されているため、係数 ( a '、 C '、 d ' 佩、 係数 ( fl 、 C 、 ぶの対応範囲を超えてい 
ても、^お式になる場合びあります。 


例： 


V3 V2 _ 1 0V3 + 11 V2 

1110 110 


計算例： 


この計算は： 

この形式で表示されまず： 

2 X (3 - 2^) = 6 - 4\^ 

^形式 

35 V2 X 3 =148.492424 (= 105\^)*' 

小数形式 

—'^-8.485281374*1 

25 

23 X (5 - 2\^) = 35.32566285 (= 115 - 

小数形式 

42 + 43 + 4 q = 43 + '342 

^お式 

化* 巧* 巧 = 5.5957541 13*2 

/VN/VVW/VS/N/N/V/WWN 

小数形式 


*1 数値が対応範囲外のため、ル数表示となります。 

が計算結果の項数び3つとなるため、ル数表示となります。 
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• 計算の途中で項の数び 3 つしソ上になった場合ち、結果は小数で表おされます。 

例： （1 + (1- (二- 4 - 2 V 6) 

二 -8.89897948 巨 

•計算式の中に、根号)の項と、分数として表示することがでさない項がある場合、計算 
結果は小数で表示されます。 

例：1〇昼3 + V 2 = 1.891 334817 


• TU お式で表おされる計算結まの節囲 

計算結果び71形式で表示されるのは、次のよラな場合です。 

-計算結果を mi の形で表すことができる場合。 

ただし n は11061未満の整数であること。 

• 計算結果を a ち n または^几の形で表すことびできる場合。 

ただし、約分された状態での上記口^またはのわの巧数+わの巧数+ C のが数}が目於 

下であること* 1 が。また、 C の巧数び 3 於下であること。が 

*1 c < わの場合は、仮分数(^)から帯分数いの形式に変換して口、わ、 C の巧数を数えま 
す。 

*2 セットアップの" Simplify" の設定が "Manual" の場合、この範囲を満たしていても、計算 
結果びル数表示となる場合びあります。 

計算例： 


この計算は： 

この形式で表示されまず： 

78 几 X 2 =15671 

K お式 

123456 几 X 9 = 3490636.164 (= 11111104 几)* 3 

小数形式 

105568 几- 105 71 几 

824 103 

K お式 

2 258 几- 6.533503684 129 

3っ3〇 VV / WN / N / VN / N / N/WW 、ム ^ 一"]つ'ソ 

小数形式 


が計算結果の整数部分び110 6 | L ソ上なので、ル数表示となります。 

* 4 計算結果を71のおで表したとさの分母のお数び4巧しソ上なので、ル数表示となりま 
す。 


■ 柔算記号 （ X ) の省脚こついて 

棄算記号 （ x ) は、次の場合に省略できます。 

-「計算の優先順位」の①タイプ A 関数に-2ぺージ)および⑥タイプ C 関数に-3ぺージ）に属 
する関数の前(ただし負符号は除く） 

例 1 2sin30 、 1010旨1.2、 2V3. 2Pol (已， 12) など 

•定数、変数名、メモリー名の前 
例 2 2打、 2AB、3Ans、3Yi など 
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• 開きカツコの前 

例3 3(已+巨)、 （ A +1) (己一 1) など 

割り算（^)と棄算省略がある計算を実行する場合は、下記の例のよラに自動的にカツコび入 
力されます。 

-開きカツコ"("の直前または、閉じカツコ")"の直後に乗算省略びある場合 


例1巨 

子 2(1 - 

卜 2) 

一 B -i 

- (2(1 - 

卜2)) 

巨 

子 A(1 

卜 2) 

一 6 - 

- ( A(l 

卜2)) 


1子 （2 + 3) sin 30 一 1子（（2 + 3) sin 30) 

• 変数や定数などの直前に乗算省略びある場台 

例 2 巨子 2几 一6 -7- (2 打） 

2 ^ 2V2 ^ 2 子 (2V2) 

4 几 子271 一 4 几 子 （2 几） 

分数(帯分数ち含む)の直前に乗算省略がある計算を実行する場合は、下記の例のよラに自動 
的にカツコび入力されます。 

例（ぃ去） 4 一 2(去） 

例 （sin 2 X 鲁 ） sin 2 昔 一 sin 2( 鲁 ) 


■ 巧才ーパーとエラーについて 

数値の入力可能範囲や演算範囲を超えたり、書式の誤った入力を行ったりすると、エラー 
メッセージが表示されます。エラーメッセージが表示されている間は、それしソ上操作するこ 
とはでさません。詳しくは、「エラーメッセージー覧表」 （0 C -1 ページ)をご覧ください。 

•エラーメッセージび表示されているときは、ほとんどのキー操作はできません。この状態を 
解除するには、尼而を巧してください。 


■入力义字数(バイト数） 

キーを1回巧して1文字または1機能（関数やコマンド）び入力されるたびに、通常は1 
バイトまたは2バイトび使用されます。例えばの、回、回、画、画、画、画、 
面、困图（^)、困國(几)などは、1バイトを消費します。 

2バイトを消費する機能には、 didx し Mat 、 Vet 、 Xmin 、 け、 For 、 Return 、 DrawGraph 、 
SortA し PxIOn 、 Sum 、 伽+ 1 などびあります。 

-ライン入出カモードと自然入出カモードでは、関数やコマンドを入力するのに必要なバイト 
数び異なります。自然入出カモードでの必要バイト数については、 1-11 ページをご覧くだ 
さい。 
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2. 特別機能 


■メモリー計算 


例 

操作 

表示 


1 93.2 曰应 i 画) (A) 國 

193.2 

193.2 -r 23 = 8.4 

画画) (A) 因 23 國 

8.4 

193.2 -r 28 = 6.9 

画画) (A) 因 28 國 

6.9 


■メモ y —にごいて 


•お数メモリー 


本機は28個の変数を備えています。計算の中で使いたい数値を、変数に格納しておくことび 
でさます。変数には2巨のアルファベット ( a 〜 Z ) と r と0があり、これ51文字の名前で識別 
することびでさます。変数に格納できる数値は、最大で仮数部 1 己が、指数部2巧までです。 

•電源をオフにしても変数に格納されている内容は保持されます。 

• 変数メモ IJ — に数値を記憶をせる 

[数個曰陵数名]國 

例1変数 A に「123」を記憶させる 


画の回回日圓圓 ( A ) 國 

123 W 1 

1231 

例2変数己に r 変数 A +4 已巨」を記憶させる 


画画圓 ( A ) 旧团回固日 
画画(目)國 

A + おい E 1 

己の1 

• 複数のを数メモリーに同じ数値を記憶させる 

[数値]因[最初の変数名]匹 i 圆（〜）[最後の変数名]國 
-変数名に V "または"が’は使用でさません。 

例 変数 A 〜 F のずベてに10を記憶させる 


画の团日画圓 ( A ) 

目巧(~)闕岡 （ F ) 國 

10 W"F 1 

1日1 
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•文字列メモリー 


20個の文字列メモリー （ Str 1 〜 Str 20) に文字列を格納しておくことができます。格納し 
た文字列は、画面への出力や、文字列を引数として取ることびでさる関数やコマンド内で使 
ラことびでをます。 

文字列の操作について詳しくは、「文字列操作コマンド」 （8-1 9ぺージ)をご覧ください。 


例 文字列" A 己 C " を Str 1 に代入し、 Str 1 を画面に出力ずる 


画極3应 D (固- LOCK ) 國 (") 画] ( A ) 

画 （ B ) 励 （ C ) 國 ("） 画（アルファロックを解除) 
问 函画（杉）固 （ Str ) * 圧!國 

固 （ Str ) * の國 

* fx - 7400 GII : 画 ( Str ) 




Done I 


Str 1 
ABC 


Dons 


文字列は左詰で表おされます 

-上記の操作はライン入出カモードで行ってください。自然入出カモードではできません。 


•フアンクシヨンメモリー [ OPTN ]-[ FMEM ] 

ファンクションメモリーは、よく使う数式を一時的に記憶しておくのに便利です。長い間記 
憶しておきたいときは、数式な5ば GRAPH モードを、プ□グラムな5ば PRGM モードを 
お使いになることをおすすめします。 

• { STO }/{ RCL}/{fn ン { SEE } ... {数式を記憶}/{数式の呼び出し}/{ファンクションメモリーの 
番号を表す" fn " を入力}/ { 数式一覧を表示} 

• フアンクシヨンメモ IJ — に数式を登録する 

例 数式 ( A + B )( A - 己）をファンクシヨンメモリー fi に登録ずる 

の画國 ( A ) 田画3画旧）囚 
広)画國 ( A ) 曰画)画旧）圧） 

國画 (>) 画 (>) 画 ( FMEM )* 

回 ( ST 0) 圧)國 

* fx - 7400 GII : 同 （ FMEM ) 




== Function Memory == 
fi ： CR+EKR-E^ 


厕厕 画 


-数式の登録先として指定した番号のフアンクシヨンメモリーにすでに数式び記憶されている 
場合、しソ前の数式は新たに登録した数式によって置き換え5れます。 

•回を使って数式をフアンクシヨンメモリーに登録する I 
こともできます。この場合、登録したい数式をダブル I 

クオーテーシヨン (11) で囲んで記述します。 
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■unction Msmot-y 
Cfl + BKFl - B ) 


•フアンクシヨンメモリーに登録をれている数式を一覧表示する 

國画 (>) 画 (>) 网 ( FMEM )* 

画 ( SEE ) 

* fx - 7400 GII : (ED ( FMEM ) 


•フアンクシヨンメモリーに登録をれている数式を削除する 

例 ファンクションメモリー fi に登録されている数式を削除ずる 

画 [1 

H ( ED 〇) ( ID (»( F 3)( FMEM )* 1== Function Memory == 

回 ( STO ) 圧)國 " 

* fx - 7400 GII : 回 ( FMEM ) 

• 何も入力されていない状態でファンクションメモリーへの登録操作を行ラと、指定した番号 
のフアンクシヨンメモリーの内容び削除されます。 


■アンサーメモ U —( Ans ) 

アンサーメモリーには、國を巧して計算を実行することで得られた最新の計算結果び、自動 
的に記憶されます（國を巧した結果びエラーとなった場合を除く）。 

•アンサーメモリーが記憶することができる最大値は、仮数部1己が、指数部2巧までです。 

-アンサーメモリーの内容は、画を押してち電源をオフにしてち消えません。 


• フアンクシヨンメモリーに登録されている数式を呼び出す 

例 フアンクシヨンメモリー fi に登録されている数式を呼び出ず 

画断 iil 画い）画い）画 ( FMEM )* 


回 （ RCL ) 圧)國 

* fx - 7400 GII : 回 （ FMEM ) 




呼び出された数式は現在のカーソル位置に表示されます。 


フアンクシヨンメモリーに登録されている数式を巧数として呼び出す 

画回日画國 ( A ) 國 
圧)日应 i 画(巨)國 
國画 (>) 画 (>) 网 ( FMEM )* 画 ( fn ) 

口旧回國 


3*A 
い E 
fnl+2 


3 

1 

10 


* fx - 7400 GII : 回 （ FMEM ) 


1 E 3 H E E 
f f f f f f 
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• アンサーメモリーの内容を計算に利用するには 


例 123 + 4已巨= 579 
789 -已79 = 210 

画の回回田の回固國 
回面回日困回 ( Ans ) 國 


123+456 

7S9-Rns 


579 

210 


fx - 7400 GII 、 fx -97 已 OGII をご使用の方へ 

•変数メモリーに数値を代入する操作(例えば回曰应1画旧）國など）を行っても、アン 
サーメモリーの内容は更新されません。 


自然入出カモード搭載機種をご使用の方へ 

-自然入出カモードでは、アンサーメモリーの内容を呼び出す操作がライン入出カモード時と 
は異なります。詳しくは、「ヒストリー(計算履歐機制り-17ぺージ)をご覧ください。 

-変数メモリーに数値を代入する操作(例えば回曰应 i 画旧）國など)を行った場合、自然 
入出カモードではアンサーメモリーの内容が更新されますが、ライン入出カモードでは更新 
されません。 


■連続計算を巧う 

アンサーメモリーを使ラと、1つの計算結果を次の計算の引数として利用でさます。 

例 1子3 = 

1^3 X 3= 

画の因回國 
(続けて）因回國 

上記のような連続計算の操作は、タイプ巨関数が、ズ-1、 X! など、 2-3 ぺージ参照)、+、一、 
へ ( が )、X 厂、 。’"などでも可能です。 


3. 角度を位と表示お式の設定 

本機で計算を行ラ前に、セツトアップ画面を使って角度単位と計算結果の表示お式を設定す 
る必要があります。 


卜 3 
Rnsx3 


0.3333333333 

1 


■ 角度単位の設定 


[SET UP]- 


[Angle] 


1. セットアップ画面で" An 邑 le " を反転させる。 

2. 希望する角度単位に応じたファンクションキーを巧し、區田を巧す。 

- {Deg}/{Rad}/{Gra} ... {ディグリー腹数法)}/{ラジアン哪度法)}べグラード} 
•度数法(ディグリー)、弧度法(ラジアン)、およびグラードの関係は、次の通りです。 
3巨0。二2几ラジアンニ400グラード 

90°二几/2ラジアンニ100グラード 
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■ 計算結まの表示形式の設定 


[SET UP]- 


[Display] 


1 . セットアップ画面で" Display " を反転させる。 

2. 希望する項目に応じたファンクションキーを巧し、區因を巧す。 

- {Fix}/{Sc り/ {Norm ン {Eng} ... {小数点必下巧数設定ン{有効が数設定}/け票準表示設定}/ 
忙 n 呂記号表示設定} 


• ル数点な下が数を設定する ( Fix モード) 


例 小数点 LU 下2巧表示を指定ずる 


回 Oix ) 凹四 



指定したいル数点 L ソ下巧数 (n = 〇〜 9) に応じた数字キーを巧しまず。 


• ル数点必下巧数の設定を行ラと、指定巧の次の巧を四捨五入して表示します。 


• 有効が数を設定する ( Sci モード) 


例 


有効巧数3巧表示を指定ずる 


回 ( Sci ) 回國 



指定したい有効巧数 (n = 〇〜 9) に応じた数字キーを巧します。0を指定すると、有効巧数10巧と 
なります。 


-有効が数の設定を行ラと、指定巧の次の巧を四捨五入して表示します。 


• 標準表示を設定する (Norm 1 /Norm 2モード） 

画 （ Norm ) を巧すたびに、 Norm 1と Norm 2の間で切り替わります。 
Norm 1モード1 0-2 (0.01) > 此 W 含1〇… 

Norm 2モード1〇—^ (0.000000001)> |ズし |ズ| ^ 10… 


• Eng 記号をほつたま示を設定する ( Eng モード） 

回 （ En 呂)を巧すたびに、計算結果を表示する際に Eng 記号を使う （ En 呂表記オン)か、使わ 
ない ( Eng 表記オフ）かを切り替えることびできます。 Eng 表記オンのときは、セットアップ 
画面の " Display " の行のち端に 7 E " と表示されます。 

En 呂表記オンのときに計算結果の表示に使われる Eng 記号は、次の通りです(例えば2,000 
二 2 X 10 3 なので、 2 k と表示されます)。 


E (エ クサ） 

X 1018 

m (ミリ） 

X 10 -3 

P (ぺ夕） 

X 101已 

[1 (マイクロ） 

X 10-已 

T (テラ） 

X 1012 

n (ナノ） 

X 1〇-9 

G (ギガ） 

X 109 

P (ピコ） 

XI 〇-12 

M (メガ） 

X 1〇6 

f (フェムト） 

XI 〇-1已 

k (キロ） 

X 103 
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• En 呂表記オンの設定時、本機は仮数部が1しソ上1000未満になるよラな En 邑記号を自動的 
に選択して、計算結果を表示します。 


ん関数計算 

-ここでの操作例を実行する際は、セツトアップ画面の" Mode " を必ず" Comp " に設定してく 
ださい。 


■関数メニュ ー 

本機はキーパネルには印刷されていない関数を呼び出すための、已つのファンクションメ 
ニューを備えています。 

-应 D を巧したとさに表示されるファンクションメニュー項目は、メインメニューか5選択 
した機能モードによって異なります。しソ下ここでは、 RUN • MAT (または RUN) または 
PRGM モードで表示されるフアンクシヨンメニューの場合の例を示します。 


• 八イパボリック計算 （ HYP) [OPTN]-[HYP] 

• {sinh}/{cosh}/{tanh} ... 双曲線関数 { sinh }/{ cosh }/{ tanh } 

• {sinh-i}/{cosh-i}/ け anh—i} ... 逆双曲線関数 { sinh - i }/{ cosh - i }/ け anh — M 


• 確率 / 分巧計算 (PROB) [OPTNHPROB] 

- { x !} ... 階乗を求める関数 

- { nPr }/{ nCr } ... {順列}/{組み合わせ}を求める関数 
- {RAND} ... 乱数関数メニユーを表示 

- {Ran#}/{lnt}/{Norm}/{Bin}/{List} ... の L ソ上1未満の擬似乱数を発生ン{整数の乱数 
を発生}/{正規乱数を発生ン{二項乱数を発生}/のしソ上1未満の擬似乱数を発生し結 
果を ListAns に格納} 

- {P(}/{Q(}/{R(} ... 正規分巧確率 { P (か/伯(か/ { R (かの値を求める関数 
•けり...標準化変量 fOc ) の値を求める関数 


• 数値計算 (NUM) [OPTNHNUM] 

- {Abs} ... 絶対値を求める関数 

- {lnt}/{Frac} ... 数値の{整数部分}/{ル数部分}を取り出す関数 

• {Rnd} ... 計算結果の数値(アンサーメモリーの値を含む)をセットアップの" Display " で設 
定されている表おお式通りの巧数に丸める関数 (Norm モード時は内部数値の有効が 
数11巧目を四捨五入して10巧に丸め、 Fix • Sci モード時は内部数値を切り捨て 
て設定が数により表示される数値通りの値に丸める） 

- {Intg} ... 引数の値を超えない最大の整数値を求める関数 

- {RndFi} ... 内部数値を指定の小数点於下が数 (0 〜 9) の次の巧を四捨五入して丸める関数 
に-2ページ参照） 

- {GCD} ... 2つの数値の最大公約数を求める関数 
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- {LCM} ... 2つの数値の最小公倍数を求める関数 

- {MOD} ... 除算を行った際のをりを求める関数 ( n を W で割った時のをりを返す） 

- {MOD • E} ... べき剰をを求める関数 ( n をッ乗した値を、 W で割った際のをりを返す) 


• ち度 / 座標変換 . 度分砂入力 / 変換計算 (ANGL) [OPTN]-[ANGL] 

-{°}/ {r}/{g} ... 特定の入力値の角度単位を{ディグリー（度数法)}/{ラジアン(弧度法)}ペグ 
ラード}に指定する 

•ド’"}...目0進数を入力する際の度(時)、分、秒を指定する 
•ド’可...10進数の数値を度/分/秒に変換する 
•ドメニューの操作は、演算結果を表示しているときのみ有効となります。 

- {Pol(}/{Rec(} ... {直交座標一極座標}/{極座標一直交座標}に変換する 
•{►DMS} ... 10進数の数値を目0進数に変換する 


• Eng 記号メニューを呼び出す関数 (ESYM) [OPTN]-[ESYM] 

• {m ン { が/いンわ }/ け }… {ミリり 0-3)}/ {マイク□り 0- 明/けノり〇-明ベピコり 0- に)}/ 

{フェムト（1〇-1已)} 

• {k}/{M}/{G}/{T}/{P}/{E} ... {キロ （1 〇3)}ベメガ （1 〇リ}ベギガ （1 〇9)}ベテラ （1 〇に)}/ 

{ぺ夕り015)}べエクサり018)} 

- {ENG}/{ENG} ... 表示されている数値を指数表示または指数部が3の倍数{負の数}/{正 
の数}になるように変換に n 呂モード指定時は、表示されている数値の Eng 記号を1 
ツ小さな記号}ベ大きな記号}に変換） 

- { ENG } および { ENG } メニューの操作は、計算結果を表示しているときのみ有効となり 
ます。 


■ 巧度単位 


例 

操作 

4.25 ラジアンを度数法に変換する 

函陋画 (SET UP) 度 ) 度 ) 度 ) 度 ) 度 ) 度)*回 (Deg) 画 

243.5070629 

4.25 画固 (>) 固 (ANGL)** 回(り國 

47.3° + 82.5rad = 4774.20181 ° 

47.3 田 82.5 國固 (>) 固 (ANGL)** 回 (r) 國 

2°20'30"+ 39'30"= 3°00'00" 

2 画画 (>) 固 (ANGL)** 画(° ’ ")20 回 (。’ ")30 
回ド’ ’’) 旧 0 回ド’ ")39 画(° ’ ")30 回ド’ ’’) 國 

固(气 

2.255° = 2 。 15'18" 

2.255 画)画 (>) 固 (ANGL)** 固い)圆 ( ►DMS) 國 


* fx - 7400 GII 、 fx -97 已 OGII : ® ® 免® 免** fx - 7400 GII : 回 ( ANGL ) 
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■= ち関数と逆 = ち関数 

-兰角関数または逆兰角関数の計算を行うときは、角度単位を確実に設定してくださし、。 


(90 。 = y ラジアン= 100 グラード) 


例 

操作 

cos に rad) = 0.5 

函陋画 (SET UP) 度)度)度*度*度*度)*回 (Rad) 國 
画の函國か)因 3 囚國 

2 •sin 45° X cos 65° = 0.5976724775 

函陋画 (SET UP) 度)度)度)度)度)活)*回 (Deg) 國 

2两耐4日两网6日阿* 1 

sin-10.5 = 30° 

(sinx = 0.5 のときの X を求める） 

[ijr] [ sin ] (sin- 1 ) 0.5が國 


*1 因 は省略可能です。 * fx - 7400 GII 、 fx -97 己 OGII : 度)度)®®® 

最初のゼ□は省略可能です。 


■ 巧数閱数と指数閲数 


例 

操作 

log 1.23 (logiol .23) = 0.08990511144 

网 1.23 岡 

10928 = 3 

國回 (CALC)* 固 (>) 回 (logab) 2囚8囚國 

( 一 3)4 = (-3) X (-3) X 卜 3) X 卜 3) = 81 

の回3囚囚4國 

7^123 (= 1237)=1.988647795 

7極3 囚 )123 國 

* fx- 7400 GII: 画 (CALC) 


-ライン入出カモードと自然入出カモードでは、2つしソ上のべを乗の入力び連続する場合(例 
えば 2 囚 3 囚 2) の計算結果び異なります。 

ライン入出カモードの場合： 2へ3へ2 二目 4 自然入出カモードの場合： 23 二已 12 


この理由は、自然入出カモードでは上記の入力を内部的には次のよラに取り扱ラためです： 
2へ (3 八に)）。 


■ 巧曲線関数と逆双曲線関数 

例 

操作 

sinh 3.6 = 18.285455(36 

cosh— 1 (― U 0.7953654612 

w 

画画 (>) 回 (HYP)* 回 (sinh)3.6 國 

画画 (>) 回 (HYP)> 固 (cosh-1) 区 )20 田15囚國 


fx - 7400 GII : 回 ( HYP ) 
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■ その他の関数 


例 

操作 

V 2 + V 5 = 3.65028154 

函图 )2 旧画图 )5 國 

(-3)2 = (-3) X 卜 3) : 

:9 

の回3囚图國 

8! (= 1 X 2 X 3 X .... 

X 8) = 40320 

8画)画(1>)圆(ド円08广回が)國 

- 3.5 の整数部は？ 

-3 

耐 il 岡 (>) 岡 ( NUM )* 2 阿 ( Int ) 闷 3.5 岡 


*1 fx - 7400 GII : 回 （ PRO 巨） *2 fx - 7400 GII : 圆 （ NUM ) 


■ 乱数 ( RAND ) 


• 0な上1未満の乱数 （ Ran #、 RanList #) 

Ran #、 RanList # の各関数はいずれも、 0 L ソ上1未満の10巧の乱数をランダムに、または 
系列的に発生します。 Ran # び実行と同時に乱数を1つ返すのに対して、 RanList # は実行と 
同時に指定した個数の乱数をリストお式で返します。 Ran # と RanList # は次の書式で入力し 
ます。 

Ran # [a] 1 ^ a ^ 9 

RanList # {n La]) 1 ^ n ^ 999 

- n は試行回数を表し、 n に入力した個数の乱数が生成されて ListAns 画面に表示されます。 
n の入力を省略することはでさません。 

• a は系列を表します。口に何も入力しないとランダムな乱数び返され、 a に1か59の整数を 
入力すると、入力した値に対応した系列乱数が返されます。 

• Ran # 0を実行すると、 Ran #, RanList # 両方の系列び初期化されます。また、 Ran # また 
は RanList # を使って直前に実行した系列とは異なる系列の乱数を発生させたり、ランダム 
な乱数を発生させたりすると、系列は初期化されます。 


Ran # の使用例 


例 

操作 

Ran # 

画固 (>) 画 ( PROB )* 回 ( RAND ) 

ほし数を生成） 

回 ( Ran #) 國 

(國を巧すたびに新しい乱数を生成） 

國 


國 

Ran#l 

画画 (>) 画 ( PROB )* 回 ( RAND ) 

(系列1の最初の乱数を生成） 

回 ( Ran #)1 國 

(系列1の2番目の乱数を生成） 

國 
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Ran #0 

(系列を初期化） 

阿 ( Ran #) 0 岡 

Ran#l 

(系列 1 の最初の乱数を生成） 

回 ( Ran #)1 國 

RanList# の使用例 

* fx - 7400 GII : 回 ( PRO 目) 

例 

操作 

RanList # (4) 

(4 個のランダムな乱数を発生し、 

ListAns 画面に表示） 

画画 (>) 画 ( PROB )* 画 ( RAND ) 固 ( List ) 

4 田國 

RanList # (3, 1 ) 

(系列1の最初から3つ目までの乱数を発 
生し、 ListAns 画面に表示） 

厕画)画 (>) 画 ( PROB 广画 ( RAND ) 

固 ( Ust )3 囚 1 囚國 

(続いて系列1の4つ目か5巨つ目までの 
乱数を発生し、 ListAns 画面に表示） 

「 EXItI 幽 

Ran # 0 
(系列を初期化） 

國回 ( Ran #) 〇國 

RanList # (3, 1 ) 

(再度、系列1の最初か53つ目までの乱 
数を発生し、 ListAns 画面に表示） 

画 ( List ) 3 区) 1 囚國 


* fx - 7400 GlI : 回 ( PRO 目) 


• 整数乱数 ( Ranint #) 

指定した2つの整数の間の整数乱数を発生します。 

Ranint # ( A , B Ini )A < B | A |、 旧 | く IeIO B - A < IeIO 1 ^ n ^ 999 

• A は開始値、目は終了値を表します。 n を省略すると発生した乱数をそのまま返し、 n を指 
定すると指定した個数の乱数をリスト形式で返します。 


例 

操作 

Ranint # (1,5) 

(1 から已の間の整数乱数1つを発生） 

画固 (>) 画 ( PROB )* 回 ( RAND ) 回 ( Int ) 

1 囚 5 囚國 

Ranint # (1, 10, 5) 

(1 か510の間の整数乱数已つを発生し、 
ListAns 画面に表示） 

画画 (>) 画 ( PROB )* 回 ( RAND ) 回 ( Int ) 

1 囚 10 囚 5 の國 


* fx - 7400 GII : 回 （ PRO 巨） 
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• 正規乱数 ( RanNorm #) 

指定した平均//と標準偏差びの値に基づを、正規分布に従って10巧の乱数を発生します。 
RanNorm # (び I // [, n \) び > 0 1 ^ n ^ 999 

• n を省略すると発生した乱数をそのまま返し、 n を指定すると指定した個数の乱数をリスト 
形式で返します。 


例 

操作 

RanNorm # (呂，巨呂） 

(1 歳未満の子供の平均身長が 68 cm 、 標 
準偏差び8の時、正規分巧に従って身長 
が取り得る値を乱数で出す） 

画)画(1>)画 ( PROB )* 回 ( RAND ) 画 ( Norm ) 

8区) 68囚國 

RanNorm # (8, 巨8,已） 

(上記と同じ例で、已人分の身長を乱数で 
出し、リストに表おする） 

画)固(1>)画 (PROB 广回 ( RAND ) 画 ( Norm ) 

8囚68囚5囚國 


* fx - 7400 GII : (ED ( PROB ) 


• 二頃乱数 ( RanBin #) 

指定した試行回数 n と確率クの値に基づく二項分袖こ従って、整数の乱数を発生します。 

Ran 巨 in # (ルグ [， m ]) 1 ^ n ^ 100000 1 ^ m ^ 999 0 ^ク^ 1 

- W を省略すると発生した乱数をそのまま返し、 W を指定すると指定した個数の乱数をリスト 
形式で返します。 


例 

操作 

RanBin # (5, 0.5) 

(コインを投げ、表び出る確率び□.己、コ 
インを巳回投げた時、二項分巧に従って 
コインの表が出ると期待される回数を乱 
数で出す） 

國固 (>) 画 ( PROB )> 回 ( RAND ) 回 ( Bin ) 

5 区) 0.5 囚國 

RanBin # (己， 0.5, 3) 

(上記の例の実験を3回試行した場合の結 
果をリストに表示する） 

國固 (>) 画 ( PROB )> 回 ( RAND ) 回 ( Bin ) 

5 囚 0.5 回 3 囚國 


* fx - 7400 GlI : 回 （ PRO 巨） 
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■座標巧換 （ Pol 、 Rec ) 


• 直交座標 ( Rectangular ) 


• 極座標 ( Polar ) 



Pol 


Rec 



•極座標の計算結果の 6> は、 一 180。< 6> ^180。の範囲で表示されます（ラジアン、グラー 
ド設定時の演算範囲ち同様)。 


例 


ス=14 、 y = 20.7 のとき r および0は？ 

1 r | 24.989 h 一 24.98979792 (r) 

2 L 55.928」一 55.92839019 (が 


r = 25、 0 = 56°のとき X および y は？ 

1 rl 1 3.979 h 一 13.97982259 ( x ) 

2 L 20.725」一 20.72593931 ( y ) 


操作 

[ ijr ] (liK SET UP )( 3 )( 3 )( S )® ® 

回 ( Deg ) 画 

画画 (>) 固 ( ANGL )_** 画 (>) 回 ( Pol () 

14 囚 20.7 囚國國 

回 ( Rec () 25 囚 56 回國 


* fx - 7400 GII 、 fx -97 已 0 GII ; ® ® 免免免** fx - 7400 GII : 回 （ ANGL ) 


■順列 (《 Pr )、 組み合わせ(《〇) 

• 順列の総数 


nPr = 


n\ 

{n - r)! 


• 組み合わせの総数 


nCr = 


n\ 

r\ {n - r)! 


例 110 個の中から 4 個を取り出して並べるとき、その並べ方は何通りあるか？ 


式 

操作 

10P4 二 5040 

10 画)画 (>) 圆 (PROB 广回 ( nPr )4 國 


* fx - 7400 GlI : (ED ( PROS ) 


例 210 個の中から 4 個を取り出ずとき、その取り出し方は何通りあるか？ 


式 

操作 

1〇〇4 = 210 

10 耐 i ] 岡 (>) 岡 ( PROBr 岡 ( nC け 4 岡 

* fx - 7400 GII : 回 （ PRO 巨） 
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■最大公約数 ( GCD )、 最ル公倍数 ( LCM ) 


例 

操作 

28と3已の最大公約数を求める 

画画 (>) 画 ( NUM )* 画 (た) 回 ( GCD ) 28囚 

(GCD (28, 35) = 7) 

35171阿 

9と1已の最小公倍数を求める 

画画 (>) 画 ( NUM 广画 (>) 画 ( LCM )9 囚15 

(LCM (9, 15) = 45) 

丘)國 


fx - 7400 GII : 画 （ NUM ) 


■除算のをり （ MOD )、 ベを剰余 (MOD Exp ) 


例 

操作 



137を7で割ったときのをりを求める 
(MOD (137, 7) = 4) 

已 3 を3で割ったときのをりを求める 
( MOD_Exp (5, 3, 3) = 2) 

國画 (>) 回 ( NUM )* 画 (>) 回 ( MOD ) 

137囚7田國 

國画 (>) 回 ( NUM )> 画 (>) 画 (MOD • E ) 

5囚3囚3丘]國 


fx - 7400 GII : 画 （ NUM ) 


■分数計算 


-自然入出カモードでは分数の入力方法び下記とは異なります。自然入出カモードでの分数入 
力操作例は、 1-1 8ページをご覧ください。 


例 

操作 

2 +31= 73_ 

2岡5圧 )3 阅1阅4岡 

5 4 20 


= 3.65 (ル数に変觀 w 

画 

〇57〇 + ヘリと =6.066202547 x 10-4 が 

1画2578旧1画4572國 

— x 0.5 = 0.25*3 

1画2因.5國 


*1 分数は小数に、小数は分数に変換することができます。 

計算結果の数値を分数 （1 を超える数値の場合は帯分数のお式)で表したとさの整数部の巧 
数、分子の巧数、分母の巧数、区切りシンボル数の総合計び10を超える場合、計算結果 
はル数で表示されます。 

が計算式に分数と小数の両方が含まれる場合、計算結果は小数で表示されます。 

-函画 ( a も 4) を巧すと、分数の表示形式が仮分数と帯分数の間で交互に切り曾わります。 
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■ Eng 記号計算 


En 呂記号を使って、計算を行うことびできます。 


例 

操作 

999 k (キ IlO + SSk (キロ） 

M [ menu ] (SET UP ) のの岡 ( Ena ) 厕 999 耐 il 岡 (た) 岡い) 

=1.024 M (メガ） 

回 ( ESYM )* 固い)回 ( k ) 田 25 回 ( k ) 國 

9 -r 10 = 0.9 = 900 m (ミリ） 

9 因 10 國 L 

= 0.9 

画)画 (>) 画い)回 ( ESYM )* 固 (>) 应 ) (>) 画 ( ENG)*i 

= 0.00009 k (キロ） 

圆 (ENGr 

= 0.9 

回 ( ENG)* 2 

= 900 m (ミリ） 

回 ( ENG ) が 

* fx - 7400 GII ; 固 ( ESYM ) 


*1 小数点位置をちに3巧ず5して、表示値を一つ上の En 邑記号を使った値に変換します。 
が小数点位置を田こ3巧ず5して、表示値を一つ下の En 昼記号を使った値に変換します。 


■論理演算 ( AND 、 OR 、 NOT 、 XOR ) [OPTN 卜 [LOGIC] 

論理演算メニューを使ラと、計算式の中に論理演算子を入力することがでさます。 

- {An が/ {OrWNotWXor し.{論理積}/{論理和}/{否定}/ほ M 也的論理和}を求める。 

例 A = 3、己= 2のとき、 A と己の論理積は？ （ AAND 己= 1) 


操作 

表示 

3曰画國い)國 


2回画画 ( B ) 國 


画國 ( A ) 國画 (>) 画い） 


回 ( LOG に)*回 ( And ) 画画 ( B ) 國 

1 

* fx -7400 GII : 画 ( LOGIC ) 


• 論理演算について 

-論理演算は、常に1または0を計算結果として出力します。 

•次の表は、論理演算子 AND 、 OR 、 XOR び返す計算結果の一覧です。 


数値または式 A 

数値または式目 

A AND 巨 

A OR 巨 

A XOR 巨 

A 单〇 

巨 卓 0 

1 

1 

0 

A 单〇 

巨 二 0 

0 

1 

1 

A 二0 

巨单〇 

0 

1 

1 

A 二 0 

巨 二 0 

0 

0 

0 


• 次の表は、論理演算子 NOT び返す計算結果の一覧です。 


数値または式 A 

NOT A 

A 卓0 

0 

A 二0 

1 
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5. 応用 計算 

ここでは应1回 ( CALC ) ( fx - 7400 GII では应1画に ALC )) を巧したときに表示される 
ファンクションメニューを使った、次の各種数値計算について説明します。 

- {lnt^}/{Rmdr}/{Simp} ... {商}/{をり}/{約分} 

- {Solve}/ {ぶか}/{が/ホ巧/ルが/巧 oivN} ... {ソルブ計算（方程式の解）}/{微分}/ {2 次微 
分 }/{ 積分 }/ r ノルブ N 計算爛数式/(分の解)} 

- {FMinWFMax ンだり/り ogab し.{最小値}/{最大値ン{総和}/{巧数1〇邑ョり} 

■ 舊数子整数の商を巧める [OPTNHCALCHInt 今 ] 

" Int 早"関数を使うと、整数を整数で割ったときの商を求めることができます。 

例 107子7の商を求める 

画の匹)回 因回に ALC ) * 画 (>) 

画 (>) 回 (In い）区） 

國 

* fx - 7400 GII : 画 ( CALC ) 


107 In い 了 

15 

nng HHtra 

1 t- 


■ 舊数 "i ■整数のをりを求める [OPTNHCALCHRmdr] 

" Rmdr " を使うと、整数を整数で割ったときのをりを求めることがでさます。 

例 107子7のをりを巧める 

画のの回 因画に ALC ) * 圃 （>) 

固 (>) 回 （ Rmdr ) 回 
國 

* fx - 7400 GII ; 画 ( CALC ) 


■ 約分ずる [OPTNHCALCHSimp] 

"► Simp " を使うと、分数の約分を手動で実行することびできます。約分されていない計算結 
果の表示中に、次の操作で約分を実行します。 

•{► 苗 mp} 画...表示中の計算結果を、約分可能な最小の素数で自動的に約分します。約分 
に使った素数と約分の結果び表示されます。 

- {►SimpU 画...指定した約数 n によって約分を実行します。 

本機の初期設定では、分数計算の結果は自動的に約分されてか6表示されます。次の操作 
を行う前に、セットアップ画面の" Simplify " を" Auto " から" Manual " に変更してください 
(1-2 目ページ参照)。 

•セットアップ画面の ■■Complex Mode " で " a + bi " または V が’び指定されている場合、 
" Simplify " が" Manual " に設定されていても、分数計算の結果は常に約分されて表示されま 
す。 


107 Rmdr 7 

2 

nng HHtra 

1 t- 
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•約分を手動で行いたい場合 （" Simplify " : " Manual " の設定を有効にしたい場合）は、必ず 
"Complex Mode " として " Real " を選択してください。 


例1語を約分ずる提=蠢=ふ) 

画の回画固の國 

國问に ALC )* 画い）画い）画 ( Simp ) 國 
* fx - 7400 GII : 画 ( CALC ) 


圆 （ Simp ) 國 


15^60 

flns^Simp 

1 己 j60 

F=3 

日 j20 

nHjg HHtra 

1 t- 



1 日 j60 

flns^Simp 

F=3 

日 j20 

flns^Simp 

F= 己 


し 4 

nHjg HHtra 

1 t- 


" F 二"の後に約数が表示されます 


例2 II を約数9を指定して約分ずる 



画回回画固团國 耐画に ALC ) * 
画 （>) 固 （>) 圆 （ Simp ) 图國 

* fx - 7400 GII : 画 ( CALC ) 


• 指定した約数で約分できないときは、エラーとなります。 

•約分び不可能な分数に対して ► Simp を実行すると、 " F 二"行は表おされず、計算結果とし 
て元の分数びそのまま表示されます。 


2 了 j 口 

2 下 J 口 

fins►Simp 9 

F=9 


3^7 

nHjg HHtra 

1 t- 


■ ソルブ計算 ( 方程式の解） [OPTNHCALC]-[Solve] 

ソルブ計算の機能を使ラと、方程式の解の1つを近似的に求めることがでさます。ソルブ計 
算は EQUA モードを使ラち法び簡単ですので、通常は EQUA モードの利用をおすすめしま 
す。詳しくは 4-4 ページをご覧ください。 

" Solve " を使ってソルブ計算を実行する場合は、次の書式で入力します。 

Solve (fix) [I 初期推定値] [I 下限，上限]) 


-ソルブ計算の各引数の中に、次の関数は使用でさません。 

Solve 、 が/ dx を、 FMin 、 FMax 、 I ： 

• ソルブ計算の実行中(カーソルが画面に表示されていないとき）に画を巧すと、計算が中断 
されます。 
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■ ソルブ N 計算 ( 関数式 / U) の解を巧める） [OPTNHCALCHSolvN] 

" SolveN " を使うと、方程式/レ)の複数の解を、一度に求めることびできます。入力は次の書 
式で行います。 


SolveN (左辺[二ち辺][，変数][，下限，上限]) 


• ち辺、変数、下限、上限は省略でさます。 

•左辺[二ち辺]は求解対象の式です。変数として A 〜 Z 、 r 、 6>を使用でさます。ち辺を省略し 
たときはち辺二0として扱います。 

•「変数」は、式中の求辭対象の変数 ( A 〜 Z 、 r 、 がを指定します。指定を省略した場合は X を 
変数とみなします。 

•「下励「上限」は、求解範囲を指定します。数値または数式の入力が可能です。 

• 各引数の中に次の関数は使用でさません。 

Solve 、 d を/ dx を、 FMin 、 FMax 、 I ： 


演算結果は ListAns 形式で、最大10個の解を同時に表示することがでさます。 

• 解が存在しない場合は 、 "No Solution " と表示されます。 

•表示した解しソ外の解が存在する可能性があるときは 、 "More solutions may exist ." と表 
示されます。 

例 が一已 X - 巨= 0 の解を求める 
画！]回に ALC )* 固 ( SolvN ) 

圓图日回圓日固囚國 

* fx - 7400 GII : 画 ( CALC ) 


(exit) flKiS 


WflRHIHG! 


More solutions 
may exist. 

Press ： [EXIT] 


H3PH PTOB jgn ajnni rT~ 


■ 微分計算 [OPTNHCALC]- [ ぶか ] 

微分計算を実行するには、 CALC メニューか5ぶみを選び、次の書式に従って値を入力しま 
す。 


國回に ALC ) * 回 UMx) fix) 囚 囚化/) * fx - 7400 GII : 画 ( CALC ) 

(ロニ微分係数を求める点、か/二許容誤差範囲） 

didx (/ (x), 幻 ）=> "^ / ( 幻） 
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本機の微分計算は、微分の定義 


八。)=熙 


f(a+Ax)-f(a) 

Ax 


において r 無限ル」の代わりに r 十分ルさな^ん!を用いて、パロ)に近似した値 
f(a+Ax)-f(a) 


f(a) = 


Ax 


を求めるものです。解の精度をより高めるために、本機は「中む差分法」を用います。 

例 次の関数の点 X = 3における微分係数を求める 

y =户+ 4が+ X — 6 (ただし許容誤差範囲か/ =1 E - 已とずる） 

関数/(分の入力 

画國巧 （ CALC )* 回 id/dx) 國囚团田旺|画)图田國曰固囚 

* fx - 7400 GII : 画 ( CALC ) 

微分係数を求める点 X 二 G の入力 
回囚 

許容誤差範囲の入力 

口网回回田國 


d/dxC X-^3+4Xa +X-6 ， 3，1 e 
- 己） 

己 2 


グラフ式の中での微分計算について 

-グラフ式の中で微分計算式を入力する際に許容誤差範囲(化りの指定を省略すると、グラフ 
の描画速度を優先するために、精度を落として簡略化した計算び実施されます。ゎ/値を指 
定すれば、指定した精度に従った計算び行われます。 

•微分点の指定は省略可能なので、例えば Y2 二ぶみ (Y1) のような入力を行うことがでさま 
す。この場合、変数 X の値び微分点として使われます。 

微分計算時のごを意 

-関数/レ)には X の式しか使ラことがでさません。それ m がの変数 (X を除く A 〜 Z および r 、 
がは定数と見なされ、その変数メモリーに記憶されている数値が計算に使われます。 

•化/と閉じカッコは省略することびできます。ゎ/の省略時はゎ/二 Ie-10 として計算され 
ます。 

• 化/の値は1 E — 14しソ上に設定してください。指定した化/値を満たす解び求め5れなかった 
場合は、 エラー （Time Out ) となります。 

-微分計算の実行中(カーソルが画面に表示されていないとさ）に画を巧すと、計算が中断さ 
れます。 

-次の場合は、計算結果の精度が落ちたりエラーが発生したりします。 

- X 値における不連続な点 
- X 値における極端な変化 
- X 値における極大点や極小点の含有 
- X 値における変曲点の含有 
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- X 値における微分不可能点の含有 
-微分計算結果びゼ□に近づ< 

• 兰角関数の微分計算を行ラ場合は、必ず角度単位としてラジアンを選択してください。 
-微分計算の各引数の中に、次の関数は使用できません。 

didx 、 ホ / が、 J み、！ : 、 FMin 、 FMax 、 Solve 、 RndFix 、 lo 呂よ 
-自然入出カモード時の化/値は 1e- 10 に固定されており、変更でさません。 


■ 2 巧微分計算 [OPTNHCAL 。 - [ が / み 2] 

2次微分計算を実行するには、 CALC メニューか5ぞ/み 2 を選び、次の書式に従って値を入 
力します。 

國问に ALC )* * 画(ぶんが） か) 囚 a 囚ゎ/回 * fx - 7400 GII : 画 ( CALC ) 

(ロニ微分係数を求める点、か/二許容誤差範囲） 

~^(/ 树，口）づ -^^れみ 


本機の2次微分計算は、次のニュートンの補間多項式に基づ< 2階数値微分公式を使って、 
近似値を求めるちのです。 


f’’(a) = 


2/fl + 3h) - 21 j{a + 2h) + 270/a + み )- 490 /が + 270/a - の - 27 /a -2 み )+ 2/a - 3 の 

180だ 


この式において「十分ルさなみ」を用いて、 /" (口)に近似した値を求めます。 


例 次の関数の点 x = 3 における2次微分係数を求める 

y = x^ + 4x^ + x- 6 (ただし許容誤差節囲か/ =1 E - 已とずる） 

関数/(分の入力 

画國回に ALC)"^ 画(ぞ/<が)画)囚回旧团画)图旧國曰固囚 

* fx - 7400 GII : 画 ( CALC ) 

微分係数を求める点 X 二 G の値として3を入力 
回の 

許容誤差範囲の入力 
口國回回田 
國 


d レ d パ （ K *3+4 が + K -6 ，3， 
lE- 己） 
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2巧微分計算時のごを意 

• 2次微分計算における計算精度は、最大で仮数部己巧です。 

•その他のま意点は、1次微分の場合と同様です。「微分計算時のごミ主意」 （2-24 ページ)をご 
覧ください。 

•グラフ式の中で2次微分計算式を入力する際のルールは、1次微分の場合と同様です。「グ 
ラフ式の中での微分計算について」 （2-24 ページ)をご覧ください。 
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積分計算 


[optnhcalchJ か ] 


積分計算を実行するには、 CALC メニューか51みを選び、次の書式に従って値を入力しま 
す。 


画]回に ALC )* 岡 {\dx) fix) 回 <3 囚も囚か/田 

( fl 二始点、わ二終点、か/二許容誤差範囲） 

[み 


fx - 7400 GII : 画 （ CALC ) 


{fix), a, b, tol) 


か ) dx 

y 



本機の積分計算は、上の図に示すように区間 a ^ X 含 b において常に /( ズ）含0であり、か 
つ連続的な関数 y 二/レ)のか5わまでの積分値、すなわち塗りつぶした部分の面積を求める 
ちのです。 

例 1 次の関数の積分計算を行ラ（ただし許容誤差節囲か/= 1e-4 とずる） 

1* S (2 が + 3jc + 4) dx 


関数/ Oc ) の入力 

画 因回 ( CALC ) * 回 りが 回國图田回画)旧旺 I 囚 

* fx - 7400 GII : 画 ( CALC ) 

始点と終点の入力 
口回回回 
許容誤差範囲の入力 

口國回の回國 


歷 B + 綱，し己，1 碰 3 


例2角度単位の設定びディグリー （ De 旨)のとき、ラジアンを使って兰角関数の積分計算を 
行ラ（角度単位=ディグリー） 


バ。。 S 片ド，ゎ2,1) 

計算結果の表示例 
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正確な積分値を求めるために、しソ下の点にごミ主意ください。 

(1) 周期関数や、積分区間によって関数/(分の値び正•負になる場合は、1周期ごと、また 
は正の部分と負の部分に分けて積分値を求め、各々を加算します。 



(2) 積分区間の微小移動により積分値び大を<変動する場合は、積分区間を分割して(変動の 
大きい箇所をより細かく分割する)積分値を求め、各々を加算します。 


fix ) 



• 積分計算の実行中(カーソルび画面に表示されていないとを）に画を巧すと、計算び中断さ 
れます。 

• 兰角関数の積分計算を行う場合は、必ず角度単位としてラジアンを選択してください。 

-指定したか/値を満たす解び求められなかった場合は、エラー (Time Out ) となります。 

積分計算時のごを意 

-関数 / Oc ) には X の式しか使うことびでさません。それしソ外の変数( X を除く A 〜 Z および r 、 
がは定数と見なされ、その変数メモリーに記憶されている数値が計算に使われます。 

•化/と閉じカツコは省略することができます。化/の省略時は化/二 1e- 巳として計算されま 
す。 

. 積分計算は完了までに長時間かかる場合びあります。 

. 積分計算の各引数の中に、次の関数は使用でさません。 

d / dx 、 ホ / dx を、 J み、！:、 FMin 、 FMax 、 Solve 、 RndFix、log 日 b 
-自然入出カモード時の化/値は 1 e —已に固定されており、変更できません。 
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■ E 計算 [OPTNHCALC]- に (] 

ジシグマ）計算を実行するには、 CALC メニューか5玄(を選び、次の書式に従って値を入力 
します。 


画)回に ALC )* 画 （>) 画じ （ ）け&囚も囚 a 囚囚 w 囚 

* fx - 7400 GII : 画 ( CALC ) 

が 

S い k ， k ， 從 み n) = 2^ 佩 := da + Cla+\ + . + な ]3 

k = a 

( n 二分割間隔） 

例 次の計算を行ラ 

艺 が- 3 も + 夕 

k = 2 

ただし、分割間隔 n 二1とする。 

画國巧に ALC )* 画い）画（乙 （） 画囚 （ K ) |：：( KB -3 K + 日， K ，2,6,1) 

图曰回画)回 （ K ) 旧回囚 
画回 ( K ) 囚回囚面囚口回國 
* fx - 7400 GII : 画 ( CALC ) 

2計算時のごミ主意 

•指定した変数の値は S 計算の間に変化します。計算を実行する前に、後で必要になるかもし 
れない変数値は、別途書き残しておいてください。 

-数列 a * の関数式に、変数は1つしか使ラことはでさません。 

-求めたい数列 fl * の初項 a と終項夕には、整数を入力してください。 

• n と閉じカッコは省略することがでさます。 n を省略すると、 n 二1として計算されます。 

-終項刮こは、初項 a より大をな値を入力して<ださい。終項夕の値が初項 a の値よりルさい 
と、エラーと なります。 

• I ：計算の実行中(カーソルが画面に表示されていないとき）に画を巧すと、計算び中断され 
ます。 

計算の各引数の中に、次の関数は使用でさません。 
d / dx 、 ホ/が、 J み、！:、 FMin 、 FMax 、 Solve 、 RndFix 、 lo 呂よ 
-自然入出カモードでは n の値は1に固定されており、変更でさません。 


■ 最ル値/最大値計算 [OPTN]-[CALC]-[FMin]/[FMax] 

CALC メニューか5 FMin または FMax を選び、次の書式に従って値を入力することにより、 
区間^ズ^わにおける関数式の最小値/最大値を求めることができます。 

• 最小値 

國问に ALC )* 固 (>) 回 ( FMin )/( ズ）回 a 囚わ囚 n 囚 * fx - 7400 GII : 画に ALC ) 
(ロニ求める区間の始点、わ二求める区間の終点、 n 二演算精度 (n 二1〜9)) 
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•最大値 

耐 i ] 岡 ( CALC )* 画 (>) 回 ( FMax )/ Oc ) 囚 a 囚わ囚 n の * fx - 7400 GII : 画に ALC ) 
(ロニ求める区間の始点、わ二求める区間の終点、演算精度 ( n 二1〜9)) 

例 関数式 y = x ^ - 4 x + 9の抱点 a = 0、 終点み= 3の区間における最ル値の座標をお 

める（ただし演算精度は《 =巨とずる） 

関数/(分の入力 

画國回に ALC )"^ 画 (>) 回 ( FMin ) 画)回曰团画)田回囚 

fx - 7400 GII : 岡 （ CALC ) 


-関数/〇〇には X の式しか使ラことびでさません。それしソ外の変数 (X を除く A 〜 Z および r 、 
がは定数と見なされ、その変数メモリーに記憶されている数値が計算に使われます。 

• n と閉じカッコは省略することがでさます。 

-不連続な点、急激に変化する部分では精度がでなかったりエラーになったりすることがあり 
ます。 

- n の数値を大きくすると精度は上びりますび、演算時間は長くかかります。 

• 区間の終点わには、始点 a より大きな値を入力してください。終点わの値び始点 a の値より 
ルさいと、 エラーと なります。 

-最大値/最小値計算の実行中に画を巧して計算を中断することができます。 

• n には1か59までの整数を入力してください。それ於外の値を入力すると、エラーとなり 
ます。 

-最大値/最小値計算の各引数の中に、次の関数は使用でさません。 
dJdx 、 ホ / dx を、 J み、乙、 FMin 、 FMax 、 Solve 、 RndFix、lo 邑日 b 

6. 複素数計算 

複素数を使った計算として、 2-1 〜 2-1 已ページで説明されている各種のマニュアル計算と同 

様の加減乗除算、カッコ計算、関数計算、メモリー計算などび実行でさます。 

-複素数の入出力範囲は仮数部10巧、指数部2巧です。 

-複素数計算では、次の関数び利用可能です。 

厂、ぞ、 x~\ へが)、 3 厂 、X 厂、 In 、 log 、 logab 、 10 ょ - 、ピ、 Int 、 Frac 、 Rnd 、 Int 邑、 
RndFix( 、 Fix 、 Sci 、 ENG 、 ENG 、 。’ "、 。’ "、 a ゎん、ぶ c 

セットアップ画面で" Complex Mode" の設定を変更することで、次のいずれかの複素数計算 

モードを選択することびでさます。 

- {Real} ... 実数の範囲で計算を行ラ*1 


区間 a 二0、わ二3の入力 
回囚回囚 
演算精度 n 二6の入力 
固回國 
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• {a+bi} ... 複素数計算を行い、計算結果を直交形式で表示 

• { rZ 6>} ... 複素数計算を行い、計算結果を極形式で表示が 

*1 計算式の中に引数が実数で解び虚数となるよラな関数項び1つでち含まれる場合は、計算 
結果が実数の範囲を超えることを意味する" Non-Real ERROR " が表示されます。ただし 
弓 I 数に複素数び指定された場合は、 " Real " 設定でも複素数計算を行います。 

例： 

In 2/ 二0.6931471806 + 1 .570796327!’ 

In 2 i + In (- 2) 二 ( Non-Real ERROR ) 

が 0 の表示範囲は、角度単位の設定に応じてそれぞれ次のよラになります。 

• ディグリー（度）…一180 く 6> ^180 

• ラジアン ...一 几く 6> ^打 
• グラード... -200 く台含 200 

國圆に PLX ) ( fx - 7400 Gn では画回に PLX )) を巧すと、次の各項目を含む複素数計 
算メニューび表示されます。 

•识…虚数単位 i の入力 

- {Abs}/{Arg} ... 複素数の{絶対値}/{偏角}を求める 

• {Conj} ... 巧役複素数を求める 

- {ReP}/{lmP} ... 複素数の{実部}パ虚部}を抽出 
- {► rZ 6>}/{^ a + W } ... 結果を{極形式}/{直交お式}に変換して表示する 

•虚数単位 i は複素数計算メニューか5入力する代わりに、画团团り)を巧して入力すること 
ちでをます。 

•べき乗根卜の計算において「ズく 0」かつ= w / n で n が奇数」の場合、 Real 、 口+わ!’、 
rZ 0の各複素数計算モードで解が変わります。 

例： 3^^(- 8)二 - 2 ( Real ) 

二1 + 1 .732050808/ («+ わ〇 
二 2 Z 目0レ Z 0、 角度単位ニディグリー(度)） 

•" Z " を入力するには、耐巧胃 （ Z ) を巧します。 


■ 加減柔除計算 [OPTNHCPLX ]- [幻 

加減乗除計算は、マニュアル計算と同様に行います。カツコやメモリーも使用でさます。 

例 （1 + 2!.) + (2 + 3'.) 

网 厮^ 匿 KCPLX ) * * |( l +2 i ) + (2+3 i ) 7 

のの田回回の囚 1 

田の回田回回の囚國 

* fx - 7400 GII : 回 ( CPLX ) 
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■ 逆数、平方根、ベを柔 

例 V (3 T 7) 

画國圆に PLX )* 

@图 {厂 )の团旧回のの國 
* fx - 7400 GII : 回 ( CPLX ) 


"3+ぃ 

し7己己317302 
+0.2S 40407046 i 


■極が式による複素数計算 

例 2 Z 30 X 3 Z 4 已= 6 Z 7 已 

丽 0 (SET UP ) 度)度)度)度)度)度) * 2^30 x 3^45 

回 ( De 邑)度)画 OZ が國 
画回困國 ( Z ) 团团因回 
画國 ( Z ) の回國 

* fx - 7400 GII 、 fx -97 已 OGII : 度)®®® 度） 


■絶巧値と偏ち [OPTN ]- に PLX]-[Abs]/[Arg] 

本機は+わ i のおで表わされる複素数をガウス平面上の座標と見なし、絶対値 I 习と偏角 
( arg ) を計算します。 


例 複素数3+4!’の絶対値(りと偏角(がを求める谓度単位=デイグリー(度)） 

虚軸 



実軸 


画國圆 ( CPLX )* 岡 （ Abs ) 

広)回田の回の囚國 
(絶対値を算出） 

* fx - 7400 GII : 回 ( CPLX ) 


Rbs (3+か） 


己 


画國圆に PLX )* 圆 ( Ar 呂） 

の回田の回の囚國 
(偏角を算出） 

* fx - 7400 GII : 回 ( CPLX ) 


53.13010235 
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•偏角の計算結果は、セットアップ画面で選択されている角度単位（ディグリー、ラジアン、 
グラード）によって異なります。 


■ 共役複素数を巧める 


[OPTN ； KCPLX ； KConj] 


複素数 <3 +わ*’に対する巧役複素数は (3 — 切’となります。 
例 複素数2 + 4/の共役複素数を求める 


画國圆に PLX )* 回に onj ) 
の回田の回の囚國 


亡。。 jg 。+斗ぃ 2-か 


* fx - 7400 GII : 回 ( CPLX ) 

■ 実部、虚部の}由出 [OPTWJCPLX 卜 [ReP]/[lmP] 

複素数 + わ t ’ の実部ん虚部わを、次の操作によって巧出することびできます。 

例 複素数2 +已の実部および虚部を抽出ずる 


画國圆に PLX )* 画 （>) 回 （ ReP ) 
の回旧回画 （>) 回の圧)國 
(実部を抽出） 

* fx - 7400 GII : 回 ( CPLX ) 

画國圆に PLX )* 画い）回 ( ImP ) 
の回田回画 （>) 回の囚國 
(虚部を巧出） 

* fx - 7400 GII : 画 ( CPLX ) 


■ 極お式/直交お式変換表巧 [ OPTN 卜に PLX ]-[^ r 之が/ [►«+ わ幻 

直交形式で表示されている複素数を極形式に、また極形式で表示されている複素数を直交形 
式に変換して表示することびできます。 

例 直交形式の複素数1+ を極形式に変換して表示ずる 

函圓 (SET UP ) 度)度)度)度)度)度) * 

回 （ De 旨)度)回 ( a + bi ) 國 

网口旧の丽^回（^)回团 11 +…）い rd 

2 d 曰 

國圆に PLX )** fFn の画い）圆 Or Z が岡 


ReP (2 +己ぃ 


2 


ImP (2 +己ぃ 


5 


fx - 7400 GII 、 fx -97 已 OGII : 免免 


林 fx - 7400 GII : 阿 ( CPLX ) 


画回 [shft] 咖 ( Z ) [6] [〇] 

國圆に PLX )* 画い）回 （ ►がも!’)國 

* fx - 7400 GII : 回 ( CPLX ) 
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7. 2 進、8進、10進、16進計算 

RUN • MAT (または RUN ) モードでは、セットアップ画面の" Mode " の設定を変更するこ 
とで、2進数、8進数、10進数、16進数を含む計算を行ラことびでさます。また、記数法 
間での数値の変換や、ビット演算び実行でさます。 

•2 進、8進、10進、1目進計算では、関数を使用することはでさません。 

•2 進、8進、10進、16進計算で使用できるのは、整数のみです。つまりル数値は使えませ 
ん。計算結果び小数となる場合の小数部は、自動的に切り捨て5れます。 

•セットアップ画面の" Mode " で選択されている記数法に進法、呂進法、10進法、または 
1巨進法)で無効な数字を入力しよラとすると、エラーメッセージが表示されます。記数法 
に応じて使用できる数字は、次の通りです。 

2進法： 0、1 

8進法： 0、1、2、3、4、已、巨、7 

10進法： 0、1、2、3、4、巳、巨、7、8、9 


1巨進法： 0、1、2、3、4、已、巨、7、8、9、 A 、 巨、 C 、 □、 E、F 

•2 進数、8進数、10進数、1巨進数における負数は、2の補数を使用して算出されます。 
•記数法ごとの表示可能が数は、次の通りです。 


記数法 

2進法 

8進法 

1。進法 

1目進法 

表示可能巧数 

1目が 

川巧 

10巧 

8巧 


-1巨進数で使用される A 〜 F は通常のアルファべット文字と区別するため、次のよラに表示 
されます。 


通常の文字 

A 

巨 

C 

□ 

E 

F 

1巨進数 

A 

B 

C 


E 

F 

入力に使ラキ ー 

國 

画 

面 

画 

[cos] 

画 


•記数法ごとの演算範囲は、次の通りです。 

2進数： 

正： 0 ^ X ^ 111111111111111 

負：1000000000000000 ^ X ^ 1111111111111111 
8進数： 

正： 0 ^ X ^ 17777777777 
負： 20000000000 ^ X ^ 37777777777 
1。進数： 

正； 0 ^ X ^ 2147483曰47 
負： 一21 47483巨4呂 ^ ズ^-1 
1巨進数： 

正： 0 ^ X ^ 7 FFFFFFF 
負： 80000000 ^ X ^ FFFFFFFF 
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■ 記数法の選択と入力値の基数指定 

セットアップ画面を使って、計算時の数値入力と結果表示に使われる記数法 (2 進法、8進法、 
10進法、または1巨進法)を指定することができます。また、指定した記数法にかかわ5ず、 
入力数値の基数を個別に指定することが可能です。 


2進、日進、10進、16進計算の開始 


[SET UP]- 


[Mode] 


- [Dec]/[Hex]/[Bin]/[Oct] 


1. メインメニューで RUN • MAT (または RUN) を選択する。 


2. 画因圓 （SET UP ) を巧し、度)/みを使って" Mode " を反転させ、回 （ Dec ) 二10進、 
圆 （ Hex ) 二1巨進、回 （ Bin ) 二2進、固（〇な）二8進のいずれかを巧して記数法を選 
ぶ。 

3. 區田を巧して計算入力画面に切り替える。次の項目を含むファンクションメニューが表示 
される。 

- {d~o}/{LOG}/{DISP} ... {基数指定記号メニューを表お}/ { ビット演算子メニューを表 
示}/{記数法変換コマンドメニューを表示} 


• 入力数値に巧する基数の個別指定 

数値の入力はセットアップ画面で選択した記数法 (2 進、8進、10進、16進）に従って行い 
ますが、基数を数値ごとに個別指定することも可能です。回 （ d 〜 0) を巧すと表おされる基数 
指定記号メニューで希望する記号を入力し、その記号の直後に数値を入力します。 

-{が/ { W / 也}/{〇} ... {10 進ン {1 目進ン它進ン旧進}の基数指定記号を入力 


例 記数法の指定び1巨進法のとき（セットアップ画面の" Mode "=" Hex " のとき）に、10 

進数の123を入力ずる 

(» t 1 (InDI (SET UP) |dl25 i 

_ 白白白白白白了 EI 

" Mode " を反転させ、圆 （ Hex ) 画を巧す。 

画回 ( d — o ) 回 ( d ) 圧!回回國 

計算結果は16進法で表示されるため、入力値が16進数に変換されたことになります。 


■負数およびビット演算 


回 （ LOG ) を巧すと、次のよラなビット演算子メニューび表示されます。 

- {Neg} ... {置数の負数を求める} *1 

- {Not}/{and}/{or}/{xor}/{xnor} ... 置数の{否定}*ツ{論理積}/{論理和}ベ排他的論理 
和}/ { が他的論理和の否定ド 3 を求める 


*1 2のお数 

が1の補数（ビツト単位補数） 

*3 ビツト単イな and 、 ビツト単イな OR 、 ビツト単イな X 0 R 、 ビツト単イな XN 0 R 
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•負数計算 


例 2進数110010の負数を求める 


(shIftI fli] (SET UP) 

" Mode " を反転させ、回 （ Bin ) 画を巧す。 
画回 （ LOG ) 回 （ Ne 昼） 

口の面面の面画 


1111111111日日111日 


•本機は16ビットの2進数の2の巧数を2進法、8進法、16進法の負数として使用します 
(8 進法、1巨進法の負数は、1目ビットの2進数の2の巧数を各記数法に変換した値となり 
ます)。10進法の負数はマイナス記号付きで表示されます。 

•ビット演算 

例 1巨進法で " 120 and AD " を求める 

耐巧 pOl(SET UP) |120andfil5 I 

000000 20 I 

" Mode " を反転させ、画 （ Hex ) 國を巧す。 

画の回匹)回 （ LOG ) 

画 ( and ) 困固國 


■ 記数法の巧換表示 


圆 （ DISP ) を巧すと、次のような記数法変換コマンドメニューが表示されます。 

• {►Dec}/{^Hex}/{^Bin}/{^Oct} ... 計算結果として表示されている値をり0進}/り6 
進}/它進ン旧進}に変換して表示 

例 10進数の22を2進数、8進数に変換ずる 


画画^圓 (SET UP ) 

" Mode " を反転させ、回 （ Dec ) 國を巧す。 
回 ( d — o ) 回 ( d ) 回回國 

画画 ( DISP ) 画 （► Bin ) 國 
画〇〇な)网 


d22 


221 


Fins。in 

0000000000010110 
00000000026 
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8. 行列計算 

重要 

-行列計算は fx - 7400 GII では実行でさません。 

行列計算を実行するには、メインメニューか 5RUN • MAT モードに入り、回 （► MAT ) を 
巧します。 

2巨の行列メモリー (Mat A~Mat Z ) と行列用アンサーメモリー ( MatAns ) を使って、次の 
行列計算を行ラことびできます。 

.加算、減算、乗算 
-スカラー 倍計算 
-行列式の計算 
-転置行列の計算 
-逆行列の計算 
-二乗計算 
-べさ棄計算 

•絶対値、整数部巧出、小数部抽出、最大整数値計算 
-行列成分への複素数の入力、および複素数関連関数を使った計算 
-行列コマンドを使った行列の編集 

各行列に指定可能な行数は最大で999、指定可能な列数は最大で999です。 

行列用アンサーメモリー ( MatAns ) について 

行列用アンサーメモリー （ MatAns ) とは、行列計算の結果を記憶するためのメモリーです。 
次の点にを意してください。 

•行列計算を実行するたびに、 MatAns の内容は新しい計算結果に置き換わります。しソ前に 
記憶していた内容は消去され、元に戻すことはできません。 

-行列の代入を行ってち、行列用アンサーメモリーの内容は更新されません。 

•行列計算の結果が W (行） X U 列）または U 行） Xn 巧 U ) の場合は、ベクトル用アンサーメモ 
U -( VctAns ) にも計算結果が記憶されます。 


■巧列の入力と編集 

回 （► MAT ) を巧すと、 MAT エディター画面が表示されます。この MAT エディターを使つ 
て、行列の入力および編集びでさます。 


mxn ... W (行) xn 巧 U ) の行列が登録されていることを表す 
None ... 行列が登録されていないことを表す 
- {DEL}/{DEL-A} ... け5列メモリーを指定して消去}/{すべての行列メモリーの内容を消去} 
- {DIM} ... け巧 U メモリーの次元(行数 X 列数)を指定} 

• { MOV } ... VCT エディター画面に切り替えに-已〇ぺージ参照） 


Matrix 

rial. B : Tfone 

Mat C : Hone 

Mat D : Hone 

Mat E : Hone 

Mat F : Hone 

EHPHHJEnSP_FTS^ 
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• 行列の作成 

行列を作成するには、まず MAT エディターで行列の次元を設定する必要びあります。その後 
で、行列に値を入力することがでさます。 


• 巧列の巧元を設定する 


例 "Mat 己"に2巧 X 3列の行列を作成ずる 


"Mat B" を反転させる 

圆 （DIM) にのステップは省略可能) 
行数を指定する 
回國 

列数を指定する 
回國 
國 




• 作成直後の行列の全セルには0が入ります。 

-行列メモリーの次元を変更すると、現在の内容は消去されます。 

• ■■Memory ERROR" と表示される場合は、メモリー不足のためそのエリアに行列を作成で 
きなかったことを表します。 


• 巧列ぶ分を入力する 

例 "Mat 己"に次のデータを入力ずる 


12 3 
4 5 6 


次の操作は、前ページの操作例の続をです。 


口四凹四回國 
团國回國固國 

現在入力可能なセルが反輯表おされます(セルカーソ 
ル)。画を巧すたびに、セルカーソルは1つちのセ 
ル(も端からは次行左端セル)に移動します。 


;[- r U 

ら 


dD (行列成分の入力画面を閉じる) 


• セル上に表おされる値は、巨巧までの正の整数および己巧までの負の整数です （1 巧が負待 
号に使用されます)。指数表示の場合は有効数字2巧までが表示されます。分数は表示され 
ません。 
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• 行列の消去 

行列メモリー内の特定の行列、またはすベての行列を消去することがでさます。 


• 特定の巧列を消去する 

1. MAT エディターの表示中に®と®を使って、消去したい行列を反転させる。 

2. 回 （DEL) を巧す。 

3指定した行列の内容を消去するには、回 （Yes) を巧す。何も消去せずに操作を中止する 
には、固 （No) を巧す。 


• すべての巧列を消去する 

1.MAT エディターの表示中に回 （DEL，A) を巧す。 

2すべての行列の内容を消去するには、回 （Yes) を巧す。何も消去せずに操作を中止する 
には、固 （No) を巧す。 


■ 巧列のセル(が分)にがずる操作 

次の手順で、行列のセルに対する操作を開始することびでさます。 

1. MAT エディターの表示中に®と度)を使って、編集したい行列を反転させる。 

•行列のエリア名に対応するアルフアベットを入力することで、該当する行列へジャンプ 
することができます。例えば匹图团 （N) を巧すと Mat N へジャンプします。 

また、画因回 (Ans) を巧して行列用アンサーメモリー （MatAns) へもジャンプできま 
す。 

2. 画を巧して、編集対象の行列メモリーの内容を表示する。 

• このときフアンクシヨンメニューとして次の各項目び表示されます。 

•{R ， OP}... け5成分の入れ替え、スカラー倍、加算}を実行するメニューを呼び出す 

• {ROW} 

- {DEL}/{INS ン {ADD} ... 行を f 削除ンけ串入ン{追加}するメニューを呼び出す 

• に OL} 

- {DELWINS ン {ADD} ... 列を f 削除}/{挿入ン{追加}するメニューを呼び出す 
- {EDIT} ... 成分の値を編集する 

於下のすべての例題では Mat A を使用します。 


• 行成分を巧まとした操作や計算 

行列メモリーの成分入力画面で回 （R’OP) を巧すと、次のメニューび表示されます。 

• {Swap} ... 2つの行の成分を入れ替える 

•{XRw} ... 指定行の各成分をその行のスカラー倍で置き換える 

- {XRW+} ... 指定行の各成分のスカラー倍を別の行の各成分に加算する 

- {RW+} ... 指定行の各成分を別の指定行の各成分に加算する 
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• 2 つの巧のぶ分を入れ替える 

例 次の行列の2行目と3行目の成分を入れ曾える。 

r 1 2 n 

Mat A = 3 4 

- 5 6 - 

回 (R • OP) 回 (Swap) 

入れ曾えたい行の番号を入力する。 

回國回國國 



• 指定巧の各ぶ分をその巧のスカラー倍で置を換える 

例 Mat A の2巧目の各成分を4倍ずる 

回 (R’OP) 回 （xRw) 

かける値 (k 二 4) を入力する。* 

团國 |R _ 

行番号 (W 二 2) を入力する。 r 

回國國 

* かける値 (k) として、複素数を入力することもでさます。 

• 指定巧の各ぶ分のスカラー倍を別の巧の各ぶ分に加算する 

例 Mat A の2行目の各成分を4倍し、3行目の成分に加算ずる 

回旧 • 0P) 圆 （ X Rw+) 

かける値 (k 二 4) を入力する。* 


圧)國 

スカラー倍を求める対象となる行番号 (W 二 2) を入力する。 


回國 

R 

I 己 

求めたスカラー倍の加算対象となる行番号 (n 二 3) を入力 

I 

己 

I 己 

3 M 


する。 

3 

L n 



回國函 

かける値 (k) として、複素数を入力することもでをます。 


• 指定巧の各ぶ分を別の指定巧のるぶ分に加算する 


例 Mat A の2行目の各成分を3行目の成分に加算ずる 

回 (R’OP) 回 （Rw+) 

加算元となる行番号 (W 二 2) を入力する。 

回國 

加算先となる行番号 (n 二 3) を入力する。 

回國國 


n 
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•行の編集 

- {DEL} ... 行を削除する 
• {INS} ... 行を挿入する 
- {ADD} ... 行を追加する 

• 巧を削除する 

例 2行目を削除ずる 

回 (ROW) 度） 

回 （DEL) 



う] 


• 巧を挿入する 

例 1行目と2行目の間に新たな行を挿入ずる 

回 (ROW) 度） 

回 (INS) 



• 巧を追加する 

例 3行目の下に新たな行を追力日ずる 

回 (ROW) 度)度） 

岡 （ADD) 


• 列の編集 

- {DEL} ... 列を削除する 
• {INS} ... 列を挿入する 
- {ADD} ... 列を追加する 



• 列を削除する 

例 2列目を削除ずる。 

画に OL)® 

回 （DEL) 
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■ 巧列コマンドによる巧列の編集 


[OPTN 卜 [MAT] 


• 巧列コマンドを表示する 

1. メインメニューで RUN • MAT を選択する。 

2. 际河を巧してオプションメニューを表おする。 

3. 回 （ MAT ) を巧して行タロマンドメニューを表示する。 

ここでは、行列を作成したり入力したりするための次の行列コマンドについて説明します。 
- {Mat} ... 行列を指定するコマンド" Mat " を入力 

- {M-L} ... 指定した列成分をリストへ代入するコマンド " Mat 一 List " を入力 

• {Aug} ... 2つの行列を結合するコマンド" Au 呂 ment " を入力 
- {Iden} ... 単位行列を入力するコマンド" Identity " を入力 

• {Dim} ... 次元を確認するコマンド" Dim " を入力 

- {Fill} ... すべての行列成分に同じ値を入力するコマンド" Fill " を入力 


- " Mat " コマンドは行列コマンドメニューか5入力する代わりに、画回回 （ Mat ) を巧して入 
力することちでさます。 


• 巧列データの入力書式 [OPTN 卜 [MAT]-[Ma 口 

" Mat " コマンドを使って行列のデータ入力を行う際は、次の書式に従います。 
aii ai2 ... ain 

。 ?1… 二 [ [311 ， 3 12 . 3lrtJ [321, 322 . 32/iJ .... [Sml , a け !2, 3m/i]] 

^im^ 3m2 ... 

-►Mat [ A 〜 Z ] 


例 Mat A に;夕のデータを入力ずる： 2 4 6 

函圧 ]([ )函店 K [ ) Q ] 回回の回 I [[し3,己][2,4,6]い Mat 

丽 曰 （] )@田 （[) 回囚田)囚固 
困曰 （] )画3曰 （] )曰画回 ( MAT ) 

回 ( Mat ) 画)國 ( A ) 

國 行列名ード I B 3 

主 S I] 


• m 、 n の最大値は、ともに999です。 

• メモリー不足により行列データを入力でさなかった場合は、エラーとなります。 
• 行列データの入力を行ラプ□グラム内でも、上記の書式を使ラことができます。 


2-41 



















• 単位行列を入力する [ OPTN 卜 [ MATHIden ] 

単位行列を作成するには、 "Identity" コマンドを使います。 


例 Mat A として3行3列の単位行列を作成ずる 

國回 (MAT) 画い)回 (Iden) 

回曰画 （>) 回 (Mat) 画)画) (A) 國 
^行数/列数 



• 行列の次元を確認する 

行列の次元を確認するには、 "Dim" コマンドを使います。 

例1 Mat A の次元を確認ずる 

國回 （MAT) 固い）回 （Dim) 

画 （>) 回 (Mat) 画画) (A) 國 

結果表示は、 Mat A び2行3列の行列であることを表しまず。 

"Dim" コマンドの結果はリストタイプのデータなので、リストアンサーメモリー (ListAns) 
に記憶されます。 

"Dim" コマンドを使って行列の次元を設定することもできます。 

例2 Mat 己の次元を2行3列に設定ずる 


[ OPTN ]-[ MATl -[ Dim ] 




巧] 


砸]因 （ 0回囚回函田 （}) 曰 E —!_?_し ' 

國回 （MAT) 固い）回 （Dim) d d ] 

画い）回 (Mat) 画3画旧）國 

• "Dim" コマンドを使って、ベクトルの次元を確認したり、設定したりすることもできます。 


• 巧列コマンドをほった行列の操作 

行列コマンドを使うと、次の操作びできます。 

-既存の行列に値を代入する 
-既存の行列か5値を呼び出す 
-既存の行列のすべての成分に同じ値を書き込む 
- 2つの行列を1つの行列に結合する 
-既存の行列の指定した列の内容をリストに代入する 
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• 既存の巧列に値を代入する/既存の巧列か 6 値を呼び出す 

[ OPTNHMA " n -[ Mat ] 

値の代入/呼び出しを行う対象のセルを、 " Mat " コマンドを使って次の書式で指定します。 
Mat X [ m , n\ 

X 二行列名 ( A ~ Z または Ans ) 
m 二 行番号 
n — 列番号 

例1 Mat A の1行2列目の成分に10を代入ずる 

r 1 2 n 

Mat A = 34 

- 5 6 - 

圧)匹)曰國回 （ MAT ) 回 ( Mat ) 

画画 ( A ) 画旧 （[) の囚回 
困日（ ] )國 

• " Vet " コマンドを使って、既存のベクトルに値を代入することもでをます。 

例2 Mat A の2行2列目の成分値を呼び出し、その値を已倍ずる 

國回 ( MAT ) 回 ( Mat ) IMat A[2,2]x 己 

画)画) ( A ) 極1圧 ]([) 回囚回 
困日（ ]) 因回國 

• " Vet " コマンドを使って、既存のベクトルから値を呼び出すこともできます。 


• 巧列のすべての巧分に同じ値を書定込む/2つの巧列を1つに結合する 

[ OPTN ] - [M AT ] - [Fi 11 ] / [ Aug ] 

" Fill " コマンドを使うと、行列のすべての成分に同じ値を書き込むことができます。また 
"Au 邑 ment " コマンドを使って2つの行列を1つに結合することびできます。 

例1 Mat A のずベて成分の値を3にずる 

國回 ( MAT ) 圃 (>) 画 ( Fill ) 

回回画 （>) 回 ( Mat ) 画)画) ( A ) 國 
回 ( Mat ) 画)國 ( A ) 國 

• " Fill " コマンドを使って、ベクトルのすべての成分に同じ値を書き込むこともでさます。 

例2次の2つの行列を1つの行列に結合ずる 



10 -^Mat fl [し 2] 


101 


MatA=L2 」 


Mat B = 


- 3 - 

- 4 - 


[oftnI 回 ( MAT ) 固 ( Aug ) 
回 ( Mat ) 画國 （ A ) 囚 
回 ( Mat ) 画 3 画旧）阮] 


Anf I_ B 

主—。 
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-結合対象の2つの行列は、行数が同じでなければなりません。行数の異なる2つの行列を結 
合しよラとすると、エラーとなります。 

•例2では Mat A と Mat 巨の結合結果び行列用アンサーメモリー ( MatAns ) に格納されます 
び、 MatAns の代わりに他の行列メモリー (Mat C など）に代入することもできます。この 
代入操作は、次の構文で行います。 

Augment (Mat a . Mat ぶ一 Mat y 

ただしルタ、 Y は A か 5 Z までのアルファベットです。 

この構文で計算を実行した場合、 MatAns の内容は影響を受けません。 

- "Au 邑"コマンドを使って、2つのべクトルを1つの行列に統合することもできます。 


• 列ぶ分をリストへ代入する [ OPTN ]-[ MAT ]-[ M 一 L ] 

" Mat 一 List " コマンドを使うと、指定した列成分をリストへ代入することができます。 
Mat -^ List(Mat X , m) List n 
X 二行列名 ( A 〜 Z ) 
m — 列番号 
n ニリスト番号 

例 Mat A の2列目の成分をリスト1へ代入ずる 

r 1 2 n 

Mat A = 3 4 

- 5 6 - 

(oftnI 回 ( MAT ) 回 (M 一 L ) 

回 ( Mat ) 画)國 （ A ) 囚回の 
曰國回 （ UST ) 回 （ List ) の國 
回 ( List ) 圧)國 


■ 巧列計算 [ OPTNHMAT ] 

行列計算を行うには、行列コマンドメニューを使います。 


• 巧列コマンドを表巧する 

1. メインメニューで RUN • MAT を選択する。 

2. 应 D を巧してオプションメニューを表示する。 

3. 回 （ MAT ) を巧して行列コマンドメニューを表示する。 

ここでは、行列計算を実行するための次の行列コマンドについて説明します。 

- { Mat } ... 行列を指定するコマンド" Mat " を入力 
- { Det } ... 行列式を計算するコマンド" Det " を入力 
- { Trn } ... 転置行列を計算するコマンド" Trn " を入力 
- { Iden } ... 単位行列を入力するコマンド" Identity " を入力 
• { Ref } ... 階段形の行列 （Row Echelon Form ) を計算するコマンド" Ref " を入力 



2-44 












• { Rref } ... 被約階段おの行列 （Reduced Row Echelon Form ) を計算するコマンド" Rref " 
を入力 

行列計算時のご注意 

-行列式および逆行列は、巧落ちにより誤差が生じることがあります。 

-階段おの行列および被約階段おの行列は、巧落ちにより精度が出ない場合があります。 

•行列計算は成分ごとに独立して計算が実行されるため、結果が表示されるまでに時間がかか 
ることびあります。 

•行列計算の演算精度は、原則として表示結果の最下位が±1となります。 

• 行列計算の結果び、メモリー不足により行列用アンサーメモリー （ MatAns ) に格納できな 
かった場合は、エラーとなります。 

•計算結果を行列用アンサーメモリー （ MatAns ) か5他の行列メモリーに代入することがで 
きます。この代入操作は、次の構文で行います。 

MatAns 一 Mat a 

ただし a は A か 5 Z までのアルファベットです。この構文で計算を実行した場合 、 MatAns 
の内容は影響を受けません。 

じ I 下の例題は、行列メモリーにデータが入力されていることを前提として説明します。 


• 行列の加減乗除計算 [ OPTN ]-[ MAT ]-[ Mat ]/[ lden ] 

例1次の2つの行列の和を求める (Mat A + Mat 己） 


MatA=L2 1 」 


Mat 己= 


- 2 
-2 



画國回 （ MAT ) 回 ( Mat ) 画)画) ( A ) 旧 
回 （ Mat ) 面!耐旧）阮] 


;_!_ _ L_ 
リ 


例2例1の2つの行列の積を巧める (Mat A X Mat 己) 

画國 (ED ( MAT ) 回 ( Mat ) 画3國 ( A ) 因 
fnl ( Mat ) 应1画旧）國 





•2 つの行列の加減算を実行するには、2つの行列の次元び同じでなければなりません。2つ 
の行列の次元び異なる場合はエラーとなります。 


•行列の乗算(行列1 X 行列 2) を実行する際は、行列1の列数と、行列2の行数が一致して 
いなければなりません。この条件び満たされない場合はエラーとなります。 
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• 行列式 

例 次の行列の行列式を求める 

「12 3^ 

Mat A = 4 5 6 

-- 1-2 0 - 

國回 （ MAT ) 画 （ Det ) 回 ( Mat ) 
剛厕 （ A ) 网 


[ OPTN ]-[ MAT ]-[ Det ] 


Det Mat A 




-行列式は、正方行列(行数と列数が同じ行列)しソ外については求めることができません。正方 
行列でない行列の行列式を求めよラとすると、エラーとなります。 

• 2行2列の正方行列の行列式は、次式で求められます。 

3ii3 i2 

IAI = = aiia22 — 312321 

321322 


• 3 行 3 列の正方行列の行列式は、次式で求められます。 

—ai1312 313 — 

I A I = 321 322 か 3 = 311322333 + み2323江 31 + み3321332 — 311323332 — 912321333 — 313お2331 

— 331 332 333 _ 


• 拓置巧列 [OPTN 卜 [ MAT ]-[ Tm ] 

行列の行と列を入れ替えた行列を転置行列と呼びます。 

例 次の行列の転置行列を求める 

r 1 2 n 

Mat A = 3 4 

- 5 6 - 


國回 （MAT) 画 (Trn) 回 (Mat) 
画厕 （A) 网 


Anf _!_ _ L_ — i_ 

主 S I] 


- "Trn" コマンドは、べクトルにも使うことびできます。1行 Xn 列のべクトルを n 行X1列 
のべクトルに変換します。また、 W 行 X 1列のべクトルを1行 X W 列のべクトルに変換しま 
す。 


• 階段おの巧列 [ OPTN ]-[ MA " n -[ Ref ] 

"Ref コマンドはガウスの消去法アルゴリズムを用いて、指定した行列の階段おの行列 (Row 
Echelon Form) を求めます。 


例 次の行列の階段形の行列を求める 


Mat A = 
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國回 (MAT) 画い)回 (Ref) 
画 （>) 回 （Mat) 嗎画) (A) 國 



• 被約階段おの行列 [ OPTN ]-[ MA " n -[ Rref ] 

"Rref" コマンドを用いて、指定した行列の被約階段形の行列 （Reduced Row Echelon 
Form) を求めます。 


例 次の行列の被約階段おの行列を求める 

-2-1 3 19- 

Mat A =1 1-5-21 

_ 0 4 3 0 _ 

(oftnI 回 (MAT) 画 (>) 固 (Rref) 

岡 （>) 阿 （Mat) 狮耐1 (A) 國 


• 逆行列 

例 次の行列の逆行列を求める 




r 12 n 

Mat A = 

L 3 4 」 


國回 （MAT) 回 (Mat) 
画國 (A) 画の(ズ -1) 岡 


; _ !_ 

巧 



• 正方行列(行数と列数び同じ行列）に限り、逆行列を求めることび可能です。正方行列しソ外の 
逆行列を求めようとすると、エラーとなります。 

-行列式び0となるよラな行列の逆行列を求めることはでさません。行列式び0の行列に対す 
る逆行列を求めよラとすると、エラーとなります。 

-行列式が0に近い行列を使って計算を行うと、精度び出ない場合びあります。 

•行列 A と、その逆行列 A-1 は、次の条件を満たす行列のことです。 


A A-1 = A-1 A = E = 


10 
01 
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行列 A が 2 行 2 列の場合、行列 A から逆行列 A -1 を求める式は、次のようになります。 


ad - be 
ただし 、 ad — be 卓日 


d -b 


• 巧列の二柔 

例次の行列の二乗を求める 
r 12 n 

Mat A = 

L 3 4 」 

國回 （ MAT ) 回 ( Mat ) 画)画) ( A ) 图國 


が] 


_!_ _ L _ 

;巧 ；?] 


• 巧列のべき乗 い] 

例 次の行列の3乗を求める 


r 12 n 

Mat A = 

L 3 4 」 


(oftnI 回 （ MAT ) 回 ( Mat ) 画國 ( A ) 
囚回國 


;_!_ _ L _ 

r^EE 5 リ 

L 日 I I ibJ 


. 行列のべき乗計算は、最大327巨巨乗まで行ラことびできます。 


•行列のおが値/整数部}由出/ル数部}由出/最大壁数計算 

[OPTN ] - [N U M] - [ Abs] / [Frac] / [I nt] / [I n tg] 

例 次の行列の絶対値を求める 

r 1 -2 n 

Mat A = 

L -3 4 」 


(oftnI 画 （>) 回 （ NUM ) 回 ( Abs ) 

國回 （ MAT ) 回 ( Mat ) [alpha] 國 ( A ) 國 


;_!_ _ L _ 

—。 


• " Abs " コマンドを使って、ベクトルの要素の絶対値を求めることもでさます。 
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• 行列による複素数計算を行ラ 


例 複素数を要素に持つ次の行列の絶対値を求める 

—— 1 +I 1+1 — 

Mat D = 

L 1+1 -2 + 2i 」 

画國画い）回 （ NUM ) 回 ( Abs ) 

耐 I ]回 （ MAT ) 回 （ Mat ) pSl 耐 （ D ) 阮1 


-行列およびべクトルに巧して、次の複素数関連の関数び使用可能です。 
i , Abs , Ar 邑, Conjg , ReP , ImP 

9 -べクトル計算 

重要 

-べクトル計算は fx - 7400 Gn / fx -97 已 OGII では実行でさません。 

ベクトル計算を実行するには、メインメニューか 5 RUN，MAT モードに入り、回 （► MAT ) 
固 ( MOV ) と巧します。 

べクトルは、 m (行） X 1巧 U ) または1 ( 行） X n 巧 U ) の行列として定義されます。 
m 、 n に指定可能な数は最大で999です。 

2巨のべクトルメモリー (Vet A~Vct Z ) とべクトル用アンサーメモリー ( VetAns ) を使っ 
て、次のベクトル計算を行ラことができます。 

.加算、減算、乗算 
-スカラー倍計算 
• 内積の計算 
. 外積の計算 

-べクトルのノルム(大きさ）を求める 
• 2つのべクトルのなす角を求める 
-単位べクトルを求める 

べクトル用アンサーメモリー ( VetAns ) について 

べクトル用アンサーメモリー （ VetAns ) とは、べクトル計算の結果を記憶するためのメモ 
リーです。 

次の点にを意してください。 

•ベクトル計算を実行するたびに、 VetAns の内容は新しい計富結果に置き換わります。 L ソ 
前に記憶していた内容は消去され、元に戻すことはでさません。 

-べクトルの代入を行ってち、べクトル用アンサーメモリーの内容は更新されません。 

-べクトル計算の結果は、行列用アンサーメモリー ( MatAns ) にも記憶されます。 
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■べクトルの入力と編集 

回 （► MAT ) 固 ( MOV ) と巧すと、 VCT エディター画面び表示されます。この VCT エディ 
ターを使って、ベクトルの入力および編集がでをます。 


m xn ... w 行 X n 列のべクトルび登録されていることを表 
す 

None ... べクトルび登録されていないことを表す 

• { DEL }/{ DEL » A } ... {ベクトルメモリーを指定して消去}/{すべてのべクトルメモリーの内 

容を消去} 

• { DIM } ... べクトルメモリーの次元を指定 ( W 行 X1 列または 1 行 Xn 列） 

• { MOV } ... MAT エディター画面に切り曾えに-3目ぺージ参照） 

ベクトルの入力と編集と、ベクトルのセル(成分）に対する操作は、行列計算と同じ操作を行 
います。「行列の入力と編集」に-3目ぺージ)、「行列のセル(成分）に対する操作」に-38ぺ一 
ジ)を参照してください。ただし、行列計算と次の点び異なります。 

•べクトルメモリーの成分入力画面では、フアンクシヨンメニューに回 ( R ， OP ) は表示され 
ません。 

-べクトルの編集では、次元はつねに W 行 X 1列または1行 X n 列に限5れます。 


■ べクトル計算 [ OPTN 卜 [ MAT ] 

べクトル計算を行うには、べクトルコマンドメニューを使います。 


• べクトルコ7ンドを表示する 

1. メインメニューで RUN«MAT を選択する。 

2. 应 D を巧してオプションメニューを表示する。 

3. 回 （ MAT ) 画 (>) 固 (>) を押してべクトルコマンドメニューを表おする。 

- {Vet} ... べクトルを指定するコマンド" Vet " を入力 

- {DotP} ... 内積を計算するコマンド" DotP " を入力 
-に rsP} ... 外積を計算するコマンド" CrossP " を入力 

• {Angle} ... 2つのべクトルのなす角を計算するコマンド" Angle " を入力 
- {UntV} ... 単位べクトルを計算するコマンド" Unitv " を入力 

• {Norm} ... べクトルのノルム(大きさ）を計算するコマンド" Norm " を入力 

べクトル計算時のご注意 

•内積、外積および2つのベクトルのなす角を計算する場合は、2つのベクトルの次元が同じ 
でなければなりません。さ 5 に、が積は 1 X2 、 1X3 、 2X1 、 または 3 XI の次元でな 
ければな0ません。 

-べクトル計算は成分ごとに独立して計算び実行されるため、結果が表示されるまでに時間が 
かかることびあります。 


】CDEFF 


託 

VUUUU 
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•ベクトル計算の演算精度は、原則として表お結果の最下位が±1となります。 

• べクトル計算の結果が、メモリー不足によりべクトル用アンサーメモリー （ VctAns ) に格納 
できなかった場合は、エラーとなります。 

-計算結果をべクトル用アンサーメモリー ( VctAns ) か5他のべクトルメモリーに代入するこ 
とがでさます。この代入操作は、次の構文で行います。 

VctAns 一 Vet a 

ただし a は A か 5 Z までのアルファベットです。この構文で計算を実行した場合 、 VctAns 
の内容は影響を受けません。 

-べクトルメモリーと行列メモリーは互換性びあり、べクトルメモリーの内容を行列メモリー 
に代入することがでさます。 この代入操作は、次の構文で行います。 

Vet a 一 Mat グ 

ただし a 及び夕は A か 5 Z までのアルフアベットです。 


• べクトルデータの入力式 [ OPTN ]-[ MAT]-[Vc 口 

" Vet " コマンドを使ってべクトルのデータ入力を行う際は、次の書式に従います。 

_ an" 

. 一 Vet [ A ~ Z ] [an ai2 ... a ]"] ^ Vet [ A 〜 Z ] 

_ 日 "' i_ 

例 VetA に次のデータを入力ずる： [1 2 

画圧 ]([ )@圧1( [ )の回回回回 
画日（ ]) 函日（ ]) 日 
國回 ( MAT ) 画 (>) 画 (>) 回 ( Vet ) 

因 厕 ( A ) 國 


• m 、 n の最大値は、ともに999です。 

-メモリー不足によりべクトルデータを入力できなかった場合は、エラーとなります。 

•べクトルデータの入力を行ラプ□グラム内でも、上記の書式を使ラことがでさます。 

しソ下の例題では、べクトルメモリーにデータが入力されていることを前提として説明します。 


• べクトルの加減乗算 [ OPTN ]-[ MA " n -[ Vct ] 

例1次の2つのべクトルの和をホめる （Vet A + Vet 己） 

Vet A = [ 1 2 ] Vet B = [ 3 4 I 


3] 


[[ し 2,3] い Uct H 


べクトル名 
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國回 ( MAT ) 画い)画い)回 ( Vc 。 
画厕 ( A ) 旧回 ( Vet ) 啊网旧)國 


ftKi; _!_ 己 

E ] 


例2次の2つのべクトルの積を求める (Vet A X Vet 己） 


Vet A 


121 Vet 己 


3 

4 


國回 ( MAT ) 画い)画 (>) 回 ( Vet ) 
卿厕 ]( A ) 两岡 ( Vet ) IM 1 网旧)國 


IC 




例3次の行列とべクトルの積を求める (Mat A X Vet 己） 


Mat A 


2 


2 


Vet 己 


2 


國回 ( MAT ) 回 ( Mat ) 

画画 ( A ) 因画 (>) 圃 (>) 
回 ( Vet ) 卿网旧)國 




I—] 


2つのべクトルの加減算を実行するには、2つのべクトルの次元び同じでなければなりませ 
ん/。 

Vet A ( lXn ) と Vet 巨 ( wXI ) の乗算を実行する斷ホ、 n と W とび一致していなければなり 
ません。 


• 内積 

例 次の2つのべクトルの内積を求める 

VcDt A = [ I 2 I Vet B = [3 

國回 ( MAT ) 画い)画 (>) 

回 ( DotP ) 回 ( Veil ) 画國 ( A ) 囚 
fFT ) ( Vet ) 闹网旧)囚國 


[ OPTN ]-[ MATl -[ DotP ] 


4] 


DotPCUct n,Uct E> 


11 


•か積 

例 次の2つのべクトルの夕1•積を求める 

Vet A = [ 1 2 1 Vet B = [ 3 4 1 

國回 ( MAT ) 画い)圃 (>) 

画に 「 sP ) 回(\/な)应 i 画 ( A ) 区） 

阿 ( Vet ) 脚画旧)囚岡 


[ OPTNHMATHCrsP ] 


Anf _!_ 己 3 

D ■ 己 ] 


2-52 
































• 2 つのべクトルのなすち [ OPTN ]-[ MAT ]-[ Angle ] 

例 次の2つのベクトルのなず角を求める 

Vet A = [ 1 2 1 Vet 己= [ 3 4 1 

^ (ED ( MAT ) (ED (»(ID (» pr ；^ TeaJc ^ r ~ n 7 uctr ~ B > 

回 (An 旨 le ) 回 ( Vet ) 画國 ( A ) 囚 B •1 了弓賊斗弓弓 3 

回 ( Vet ) 画)画旧)囚國 

• を位ベクトル 

例 次のべクトルの単位べクトルを求める 

Vet A =[已 已 I 

(oftnI 回 ( MAT ) 画い)画 (>) 

网 ( UntV)lrO ( Vet ) 剛國 ( A ) 区)國 


[ OPTN ]-[ MATl -[ UntV ] 




己 


iciFniiyii D.nnni 


• べクトルのノルム(大まさ） 

例次のべクトルのノルム(大きさ）を求める 
Vet A = [ 1 3 1 

[oftn] 回 ( MAT ) 画い)画い)固い） 

回 ( Norm ) 画 (>) 画 (>) 画(た） 

回 ( Vet ) 画圓 ( A ) 囚國 

- " Norm " コマンドを使って、行列のノルムを計算することもできます。 

10. 単位換算 


ある単位の数値を異なる単位の数値に変換することができます。単位は次の11のカテゴリー 
の中か5選択します。「表示名」は単位換算メニュ ー([ OPTN ]- に ONV ]) 上に表示される名称 
です。 


表 TJT 名 

カテゴリー 

表 TJT 名 

カテゴリー 

表名 

カテゴリー 

LENG 

長さ 

TMPR 

温度 

PRES 

圧力 

AREA 

面積 

VELO 

速度 

ENGY 

エネルギー/仕事 

VLUM 

体積 

MASS 

質量 

PWR 

仕事率/動力 

TIME 

時間 

FORC 

力/重量 
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[ OPTN ]-[ MATl -[ Norm ] 


HormCUct n> 


3 . 16227766 


































変換元の単位と変換先の単位は、同じカテゴリー内であれば自由な組み合わせで指定するこ 
とが可能です。 

•カテゴリーの異なる単位同± (例えば " AREA " と " TIME " の間など)で換算を実行しようとす 
ると、エラーに onversion ERROR ) となります。 

-各カテゴリーに含まれる単位は、「単位換算コマンドー覧」に-已已ぺージ)をご覧ください。 


■ 単位換算を実巧ずる [OPTNHCONV] 

次の書式で換算元の数値と換算コマンドを入力して、単位換算を実行します。 

{換算元の数値 H 換算コマンドり►{換算コマンド 2} 

-{換算コマンド1 } として{換算元の数値}の単位を、{換算コマンド 2} として換算先の単位を 
指定します。 

. ►は換算元と換算先の2つのコマンドをつなぐコマンドで、単位換算メニューの表示中は必 
ず回 （►) で入力できます。 

-換算元の数値としては、実数または実数のみを要素に持つリストデータを使うことがでさま 
す。換算元の数値としてリストデータを入力（またはリストメモリーを指定）した場 S ま、リ 
ストデータ内の各要素が単位換算され、計算結果はリスト形式で返されます ( ListAns 画面 
に表示されます)。 

-換算元の数値として複素数を使ラことはできません。また換算元の数値としてリストデータ 
を指定した場合、そのリストデータの中に複素数の要素び1つでち含まれていると、エラー 
となります。 

例1已 0 cm をインチに換算ずる 

画回匹)厕)岡 （>) 回に 0 NV )* 回 （ LENG ) I 己 0 km い [ in ] 

- 19.63503937 

回 ( cm ) 回〇)回 ( LENG ) み回 （ in ) 國 

* fx - 7400 GlI : 画 （ CONV ) 


例2175, 162,180 m 2 をまとめて へクタールに 換算ずる 

画困因 (0 の回回囚の固回回 
圧)面面)極3田り） 

画]画 （>) 回に ON V )_* 画 ( AREA ) 回 ( m 2) 

回 （►) 圆 ( AREA ) 回 （ ha ) 國 

* fx - 7400 GII : 固 （ CONV ) 




1 

-|— … け - 


己 

D.DIEB 


3 

L □■□1 日」 



0.0175 
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■単位換算コマンドー覧 


カテゴリ- 

表示名 

単位 

カテゴリ- 

表示名 

単位 

長 

さ 

fm 

フェルミ 

体 

積 

cm 3 

立方センチメートル 

A 

オングスト□ーム 

mL 

ミリリットル 

//m 

マイク□メートル 

L 

リットル 

mm 

ミリメートル 

m 3 

立方メートル 

cm 

センチメートル 

が 

立方インチ 

m 

メートル 

け3 

立方フィート 

km 

キ□メ^—トル 

fLoz ( UK ) 

液量オンス(英） 

AU 

天文単位 

fl—oz ( US ) 

液量オンス(米） 

i . y . 

光年 

gal ( US ) 

ガ□ン 

pc 

パーセク 

gal ( UK ) 

英ガ□ン 

Mil 

ミル 

Pt 

パイント 

in 

インチ 

qt 

クオー ト（二2 pt ) 

ft 

フィート 

tsp 

テイースプーン 

yd 

ヤード 

tbsp 

テーブルスプーン 

fath 

ファゾム 

cup 

カップ 

rd 

□ッド 

時 

間 

ns 

ナノ秒 

mile 

7ィル 

jUS 

マイク□秒 

n mile 

海里 

ms 

5リ秒 

面 

積 

cm 2 

平方センチメートル 

s 

秒 

m 2 

平方メートル 

min 

分 

ha 

ヘクタール 

h 

時 

km 2 

平方キ□メートル 

day 

曰 

が 

平方インチ 

week 

週 

ザ 

平ちフィート 

y 「 

年 

y ポ 

平方ヤード 

s-yr 

恒星年 

acre 

ェーカー 

t-yr 

太陽年(回帰年） 

mile ^ 

平方マィル 
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カテゴリ- 

表示名 

単位 

カテコリ- 

表示名 

単位 

ご曰 

/nn 

度 

。じ 

摂氏 

圧 

力 

Pa 

パスカル 

K 

ケルビン 

kPa 

キ□パスカル 

中 

華氏 

mmHsO 

水柱ミリメートル 

DR 

蘭氏 

mmH 呂 

水銀柱ミリメートル 

速 

度 

m/s 

メー トル/秒 

atm 

気圧(標準大気圧） 

km/h 

キ□メートル/時 

inHsO 

水柱インチ 

knot 

ノット 

inH 呂 

水銀柱インチ 

ft/s 

フィート/秒 

Ibf / in 2 

ポンド/平方インチ 

mile/h 

マイル/時 

bar 

パール 

質 

量 

u 

原子質量単位 

k 昼 f / cm 2 

重量キ□グラム/ 

平方センチメートル 

ms 

ミリグラム 


eV 

電子ボルト 

邑 

グラム 

J 

ジュール 

kg 

キ□グラム 

calth 

熱力学力□リー 

mton 

メトリックトン 

call 已 

1己度カロリー 

oz 

常用オンス 

cal IT 

国際蒸気表力□リー 

lb 

常用ポンド 

kcalth 

キ□力□リー 
(熱力学） 

slug 

スラグ 

て 

ネ 

ル 

ギ 

1 

/ 

仕 

事 

kcalis 

キ□力□リー 
(1 已度） 

ton ( short ) 

米トン 

(= 2000ポンド') 

kcaliT 

キ□力□リー 
(国際蒸気表） 

ton (Ion 呂） 

英トン 

(二2240ポンド） 

l-atm 

リットル気圧 

力 

/ 

重 

量 

N 

ニュートン 

kW.h 

キ□ワット時 

Ibf 

重量ポンド 

ft * Ibf 

フィート重量ポンド 

tonf 

重量トン 

Btu 

英熱量 

dyne 

ダイン 

erg 

エルグ 

kgf 

重量キ□グラム 

kgf.m 

重量キ□グラムメー 
トル 
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カテゴリ- 

表示名 

単位 

仕 

事 

率 

/ 

動 

力 

W 

ワット 

calth/s 

力□リー/秒 

hp 

馬力 

け Hbf/s 

フィート重量ポンド/ 

秒 

Btu/min 

英熱量/分 


* NIST Special Publication 811(2008) のデータに準拠。 


2-57 










第 3 章リスト機能 

リストは複数のデータをまとめて操作するのに便利な「入れ物」です。 

本機には、1ファイルあたり2目個のリストを保存でさます。ファイルは最大巨つまで保存可能で 
す。リストは四則演算や統計計算、グラフの描画などに利用することがでをます。 


要素番号 


表术範囲 


セル 



List 1 

List 2 

List 3 


List 4 


List 5 

i List 26 - 

SUB 








) - 

- 1 

56 

1 

107 


H 3.5 I 


4 

) 0 

2 

37 

2 

75 

6 


0 


3 

21 

4 

122 

2.1 


0 

) 0 

4 

69 

8 

87 

4.4 


2 

( 0 

5 

40 

16 

298 

3 

0 

/ 0 

6 

48 

32 

48 

6.8 

3 

) 0 

7 

93 

64 

338 

2 

9 

r 0 

8 

30 

128 

49 

8.7 

0 

い 

• 

• 

• 

• 

• 

• 



IJ スト名 
サブ名 



1. リストの入力と編集 

STAT モードに入ると、最初に「リストエディター」が表示されます。リストにデータを入力 
したり、その他各種のリストに対する操作を実行したりする際に、このリストエディターを 
使います。 


• 値を1つずつ入力するには 

カーソルキーを使ってリスト名、サブ名、または特定のセ 
ルにセルカーソル*を移動します。な)を巧すと、値が入力 
されている次の行までの範囲でセルカーソルの移動びでさ 
ます(値び入力されていない行よりも下の行にはセルカーソ 
ルは移動しませんので、ごを意ください)。 


* 入力可能なセル位置を示すための反転表示部分を「セルカーソル」と呼びます。 

カーソルキーを使ってセルカーソルを画面の端からさ5に移動すると、画面は自動的にスク 
□ールします。しソ下はセルカーソルび List 1の1行目にある状態から操作を開始した場合の 
例です。 

1. 数値を入力し、國を巧してリストに登録する。 

回國 

•セルカーソルび自動的に次の行に移動します。 



L;" I 

L ;" 己 

L;" 3 

L;" 4 


SUE 






I 

3 





己 






3 








L;" I 

L;" 己 

L;" 3 

L;" 4 

SUE 





I 

己 

3 

皿 

inn 

" IB 

己 1 1 己己 

EsI 日 1 

JBH?Tlgngin 

D 

□ 

□ 

D 

顺の 

ヨ■日 

E 

己 . 1 

5 も 
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2. 2行目に4を入力し、続いて3行目に2 + 3と入力す 


L ;" 1 

L ;" 己 

L ;" 3 

L ;" 4 


る（この場合、2 + 3の計算結果として己び入力されま 
す)。 

の國回旧回岡 

SUE 






1 

己 

3 

3 

5 






• 各セルには計算式の計算結果や、複素数ち入力することがでをます。 
• 1つのリストには日9日行までの値を入力できます。 


• 値をまとめて入力するには 


1. カーソルキーを使って、 リスト名に セルカーソルを 移動 
する。 


2. 画因因 （{) を巧し、続いて登録したい複数の値を囚 
で区切って入力する。最後の値を入力した5、最後 
に画回因 （}) を巧す。 

§11因（〇固囚回回面§11因 （}) 

3. 國を巧して、入力した値をリストに登録する。 

國 


選 

1 

L;" 1 

11 

: St 

F 

L;" 3 

L;" 4 





3 




SUE 

1 

己 

3 

{6 

L;" 1 

11 

: St 

3 L;st 3 1 

L;" 4 





3 

5 

，了， S; 

1 



SUE 

1 

己 

3 

M\ 

L;" 1 

L;St 己 

L;" 3 

L;" 4 





3 

5 

の HHO 

B 

iirar 口 

耐而 

6 

VI [> 


• カンマ（回）は複数の値の区切りとして入力するので、最後の値の後にカンマを入力しない 
よラごミ主意ください。 

正： {34,53,78} 

誤：{34,已3,78，} 


数式中にリスト名を指定して、他のセルへの値入力を行うこともでさます。於下は、 List 1 
と List 2の各行の値の和を List 3に入力する場合の操作例です。 


1. カーソルキーを使って、計算結果を入力したいリストの 
リスト名にセルカーソルを移動する。 

2. 应画を巧して、式を入力する。 

國回 （ UST ) 回 （ List ) 圧)田 
耐 I )回 （ LIST ) 巧 （ List ) 回國 


SUE 

1 

L ;" 1 

L ;" 己 

い t 3 

L ;" 4 






3 

E 




L ;" 1 

L ;" 己 

L ;" 3 

L ;" 4 


SUE 






1 

3 

E 

1 9 



己 

M 

n 

II 



3 

5 

B 

13 







c 


|[S]E!SlEn!!l[9I!^ll [> 1 


• 國回 （ UST ) 阿 （ List ) の代わりに、厕の （ List ) を巧すこともできます。 
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■ リストの値を編集ずる 


• 七ルの値を巧更するには 

カーソルキーを使って、値を変更したいセルにセルカーソルを移動します。新たな値を入力 
して岡を押すと、入力されていた値が新しい値によって上書きされます。 


• 七ルの内容を編集するには 

1. カーソルキーを使って、値を編集したいセルにセルカーソルを移動する。 

2. 固 （>) 回 （ EDIT ) を巧す。 

3. 入力されている値に対して、希望する編集を行ラ。 


• 七ルを削除するには 

1. カーソルキーを使って、削除したいセルにセルカーソルを移動する。 

2. 固 （>) 圆 （ DEL ) を巧す。 

-セルカーソル位置のセルが削除され、 L ソ降のすべての行が1行上に移動します。 

-セル削除の操個ま、他のリストのセルには影響しません。もしセル削除を行ったリストと他 
のリストの各行に関連があった場合、セル削除の操作によってその関連が崩れることになり 
ますので、ごミ主意ください。 


• 1つのリスト内のを七ルを削除するには 

1. カーソルキーを使って、全セルを削除したいリスト内のセル（どのセルでも構いません）に 
セルカーソルを移動する。 

2. 固 （>) 回 （ DEL ’ A ) を巧すと、確認メッセージが表示される。 

3. 全セルを削除するには回 ( Yes ) を巧し、削除をキャンセルするには画 （ No ) を巧す。 


• 新しい七ルを挿入するには 

1. 力ーソルキーを使って、新しいセルを挿入したい位置にセルカーソルを移動する。 

2. 固 （>) 固 （ INS ) を巧す。 

-セルカーソルの位置に" 0" び入力された新しいセルが挿入され、そのセルしソ降のすべて 
の行び1行下に移動します。 

•セル挿入の操作は、他のリストのセルには影響しません。もしセル挿入を行ったリストと他 
のリストの各行に関連があった場合、セル挿入の操作によってその関連び崩れることになり 
ますので、ごま意ください。 


■ リストに名前を付ける 

List 1 〜 List 2目のそれぞれに、8バイト L ソ内の名前(サブ名）を付けることびできます。 
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• リストにち前を付けるには 

1. セットアップ画面で "Sub Name " を反転させ、回 ( On ) 画を巧す。 

2. 力ーソルキーを使って、名前を付けたいリストの" SUB " 行にセルカーソルを移動する。 


SUE 

I 

己 

3 


L;" 1 

L;St 己 

L;" 3 

L;" 4 










cnw iiCT inn raCT 


3 .名前を入力し、國を巧す。 

• アルフアベットを入力するには画司匹固を巧してアルファ□ック状態にします。 


例 ： YEAR 

曰 ( Y ) 画旧画) ( A ) 固旧）國 



-次の操作で、リストにつけ5れたサブ名を RUN • MAT (または RUN ) モードで確認する 
ことびでさます。 

丽 の （ Ust ) n 画田 （[) 匹)画曰 （]) 國 

( n ニリスト番号1〜2巨） 


• サブ名には8バイトまで入力でさますび、リストエディターには幅に収まる範囲の文字だけ 
が表示されます。 

• リストエディターの" SUB " 行は、セツトアップ画面の " Sub Name " が" Off " に設定されて 
いるとをは表示されません。 


■ リストの値を並べ替える 

リストを値の昇順または降順に並べ曾えることがでさます。この操作を行ラとさ、セルカー 
ソルはどのセルにあっても構いません。 


强 パ。] 


• 1つのリストを並べ替えるには 

値の昇順に並べ曾える場合： 


1. リストエディターの表示中に、画い）回 ( TOOL ) 回 （ SRT ’ A ) を巧す。 

•いくつのリストを並べ曾えたいかを確認するために 、 "How Many Lists ス"と表示され 
ます。 
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2.1 つのリストを並べ替えるので、1を入力する。 

圧)國 

3. "Select List List N0 :"と表示されるので、並べ曾えを実行したいリスト番号を入力する。 
圧)國 


値の降順に並べ曾える場合： 

「値の昇順に並べ替える場合」の手順1で、回 （ SRT ’ A ) を巧す代わりに回 （ SRT ’ D ) を巧し 
ます。その他の操作は、昇順に並べ替える場合と同様です。 


• 複数のリストを並べ替えるには 

複数のリストを、ある1つの基準リストの並べ替えに従って並べ替えることびでさます。基 
準リストは昇順または降順で並べ曾えが行われ、その他のリストは基準リストとの行の相関 
び維持された状態で並べ替え5れます。 

値の昇順に並べ替える場合： 

1. リストエディターの表示中に、画い）回 ( TOOL ) 回 （ SRT ’ A ) を巧す。 

•並べ替えるリスト数を確認するための " How Many Lists ?:" というメッセージび表示さ 
れます。ここでは例として、1つの基準リストとそれにリンクしたもラ1つのリスト(合 
計2つのリスト)の並べ替えを行います。 

2. 2つのリストを並べ替えるので、2を入力する。 

回國 

3. 基準リストの指定を促す " Select Base List List No :" というメッセージが表示されるの 
で、ここでは List 1を指定する。 

圧)國 

4. 基準リストに従って並べ替えるリストの指定を促ず " Select Second List List No :" とい 
ラメッセージが表示されるので、ここでは List 2を指定する。 

回國 


値の降順に並べ曾える場合： 

r 値の昇順に並べ替える場合」の手順1で、回 （ SRT ’ A ) を巧す代わりに回 （ SRT ’ D ) を巧し 
ます。その他の操作は、昇順に並べ曾える場合と同様です。 

-同時に並べ曾えることびでさるリストは、最大6つまでです。 

•上記の操作で1つのリストを2回拟上指定すると、エラーとなります。また、要素数(行数) 
が異なるリストを指定して並べ替えを実行しようとした場合も、エラーとなります。 

2. U ストデータを操作する 

リストデータは四則演算や関数計算の中で使ラことびできます。さ5に、さまざまなリスト 
データ操作関数を使ラことで、リストデータを素早く簡単に操作することびできます。 

リストデータ操作関数は 、 RUN • MAT (または RUN )、 STAT 、 TABLE 、 EQUA および 
PRGM の各機能モードで利用可能です。 
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■ リストデータ操作関数の呼び出し 

L ソ下のすべての操作例は、 RUN • MAT (または RUN ) モードで行います。 

应团回 （ LIST ) を巧すと、次の項目を含むリストデータ操作メニューび表示されます。 

• { List }/{ L ^ M }/{ Dim }/{ Fill }/{ Seq }/{ Min }/{ Max }/{ Mean }/{ Med }/{ Aug }/{ Sum }/ 
{ Prod }/{ Cuml }/{%}/{4 

拟下のすべての操作例で、末尾の閉じカッコは省略可能です。 


•リストの巧容巧巧列用アンサーメモリー ( MatAns ) に代入するには 

( fx - 7400 GII では操作できません） [OPTNHUSTHL 一 M ] 

國回 （ LIST ) 回 （ L 一 M ) 回 （ List ) <リスト番号1〜26> 区]回 （ List ) <リスト番号 
1~2巨> ...回回 ( List ) <リスト番号！〜2巨> 囚國 

-上記の操作中の"回 （ List )" の部分は、省略可能です。 

• 転送元のすべてのリストの要素数は同じであることが必要です。要素数の異なるリストび含 
まれていると、エラーとなります。 

例 ： List 一 Mat ( l ， 2)厕 



行列用アンサーメモリーの1列目に List 1(2, 3, 6,己 4) を、2列目に List 2(1 1， 
12,13,14,1已)を代入ずる。 


画國回 （ LIST ) 回 ( L ^ M ) 

回 ( List ) 圧)回回 ( List ) 回囚國 


AnS I_ a 


1 


Il¬ 

己 

3 

ls 

3 

E 

13 


5 

m 

5 


IE. 


• リスト内の要素数をボめるには [ OPTNHLISTHDim ] 

厕回 （ UST ) 画 （ Dim ) 阿 ( List ) <リスト番号！ ~2巨> 网 


• " Dim " は" Dimension " (次元)の略で、ここではリストに含まれる要素数を表します。 

例 List 1(36,16|已8, 46,已巨)の要素数を求める。 

画國回 ( UST ) 画 ( Dim ) IDim List 1 

回 （ List ) 圧)國 


• 要素数を指定してリストを作ぶするには [ OPTN ]-[ UST ]-[ Dim ] 

次の書式を使って、指定した数の要素を持つリストを作成することびできます。 

<要素数 n > 曰國回 （ LIST ) 圆 （ Dim ) 回 （ List ) <リスト番号1〜26> 國 
(n 二1 ~999) 
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例 List 1に已つの要素を作成ずる。 


画回曰國回 （ LIST ) 画 ( Dim ) 

回 ( List ) 圧)國 

作成されたリストは STAT モードで確認できます。 



L;" 1 

L ;" 己 

L;" 3 

L;" 4 


SUE 






1 





己 

□ 





3 

□ 






□ 






• リスト巧のすべての要素を同じ値で置き換えるには [ OPTN ]-[ UST ]-[ Fill ] 


國回 （ UST ) 回 （ Fill ) <値> 囚阿 （ List ) <リスト番号1〜26> 囚阮) 


例 List 1のずベての要素を3に置き換える。 


画國回 （ LIST ) 回 （ Fill ) 

回囚回 ( List ) 圧)囚國 

要素置き換え後の List 1の内容は次のようになります。 


Fill(3，List 1) 

Dons 



L;" 1 

L ;" 己 

L;" 3 

L;" 4 


SUE 






1 





己 

3 





3 

3 






3 






• リストに数列を作ぶするには [ OPTNHUST ]-[ Seq ] 

國回 （ LIST ) 固 （ Seq ) く式> 囚く変数名 > 回 <開始値> 回 <終了値> 

囚 < 変化の度合い > 囚國 

• この操作の結果は、リスト用アンサーメモリー ( ListAns ) に保存されます。 

例 ド、6 2 、1ドという数列を、関数式/ ( x )= X 2 を使ってリストに入力ずる。開始値1、 
終了値11、変化の度合い日とずる。 

画画)回 （ LIST ) 固 ( Seq ) 画)回回 
圓囚の回 CD の囚回回國 

終了値を12、13、14、1己にしても、結果は上記の例と同じになります。変化の度合いび 
己なので、11の次の X の値は 16(11+ 已）となるためです。 

• リスト巧の最ル値をホめるには [ OPTNHLISTHMin ] 

國回 （ UST ) 固 （>) 回 （ Min ) 画 （>) 固 （>) 回 ( List ) <リスト番号！〜26> 回國 

例 List 1(36,16,已8, 46,已巨)の最ル値を表示ずる。 

画國回 ( LIST ) 画 (>) 回 ( Min ) 

画 (>) 固い）回 ( List ) 圧)囚國 


MinCList 〇 


161 





己 3E 
ヨ L I 己 I- 
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• 2 つのリストの同じ位置の要素か6より大をい方を抽出するには 

[ OPTN ]-[ LIST ]-[ Max ] 

國回 （ UST ) 画 （>) 回 （ Max ) 画い）圃 （>) 回 ( List ) くリスト番号！〜2巨> 

囚回 ( List ) くリスト番号！〜2巨> 囚國 

•2 つのリストの要素数は同じであることび必要です。要素数び異なると、エラーとなりま 
す。 

• この操作の結果は、リスト用アンサーメモリー （ ListAns ) に保存されます。 

例 List 1 (75, 16, 98, 46,已 6) と List 2 (3 己已9,已8, 72,巨 7) の同じ位置の要素か 
5、より大きい方を}由出ずる。 

國回 ( UST ) 圃 （>) 回 ( Max ) 

画 (>) 固い）回 ( List ) 圧)囚 
回 （ List ) 回囚國 



• リストに含まれるを要素の平均値をホめるには [ OPTN 卜 [ US " n -[ Mean ] 

國回 （ LIST ) 固 （>) 画 （ Mean ) 画 （>) 圃 （>) 回 ( List ) <リスト番号！〜26> の國 

例 List 1(36,16,已8, 46,已巨）に含まれる全要素の平均値を求める。 

画！！回 （ UST ) 画（^)画 （ Mean ) MeanCList 1) 

画 (>) 画 （>) 回 ( List ) 圧)囚國 ■ 


• 度数指定付きのデータの中巧値をホめるには [ OPTN ]-[ UST ]-[ Med ] 

この操作では、2つのリストを使います。1つはデータ値を含むリスト、もラ1つはその 
データ値の度数(発生頻度）を含むリストです。最初のリストの各要素びデータ値を表し、2 
つ目のリストの対応する各要素が度数を表すことになります。 

•2 つのリストの要素数は同じであることび必要です。要素数が異なると、エラーとなりま 
す。 

國回 （ LIST ) 圃 （>) 画 （ Med ) 固 （>) 画 （>) 回 （ List ) <リスト番号1~26(データ)> 
囚回 ( List ) <リスト番号！〜26 (度数)> 囚國 

例 List 1(36,16,已8, 46,已巨)の中央値を計算ずる。ただし List 1の各データの度数 
び List 2(7 已，89, 98, 72,巨 7) で表されるものとずる。 

画國回（1_に下）画い）回 （ Med ) IMedianCList し List 2) 

画 (>) 固 （>) 回 ( List ) 圧)回 46 

回 （ List ) 回囚國 
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• 2 つのリストを 1 つに結合するには [ OPTN ]-[ US " n -[ Aug ] 

•2 つの別々のリストを結合して1つのリストにすることびでさます。この操作の結果は、リ 
スト用アンサーメモリー ( ListAns ) に保存されます。 

國回 （ UST ) 画 （>) 固 ( Au 邑）画い）画 （>) 回 ( List ) くリスト番号！ ~2目> 

囚回 ( List ) くリスト番号！〜2巨> 囚國 

例 List 1(-3, 一2) と List 2(1，9,1 0) を結台ずる。 

画國回 （ UST ) 画 （>) 固 ( Aug ) 

圃 (>) 固 （>) 回 ( List ) 圧)囚 
回 （ List ) 回囚國 


• リストに含まれるを要素の総な!を巧めるには [ OPTN ]-[ UST ]-[ Sum ] 

厕回 （ LIST ) 固 （>) 画 （>) 回 （ Sum ) 画 （>) 回 ( List ) <リスト番号！〜2巨> 國 



例 List 1 (3 巨，16,已8, 46,已巨）に含まれる全要素の総和を巧める。 

网际1回 （ UST ) 圃 （ D >) 画（〇)回 （ Sum ) ISum List 1 I 

2121 

画 (>) 回 ( List ) 圧)國 

• リストに含まれるを要素の総積をホめるには [ OPTNMLISTMProd ] 

國回 （ LIST ) 画 （>) 画 （>) 回 （ Prod ) 画 （>) 回 ( List ) <リスト番号！〜2巨> 國 

例 List 1(2, 3, 6,己 4) に含まれる全要素の総積を求める。 

画应河 [ FTKUST ) 网（〇)画（〇)岡 （ Prod ) IProd List 1 I 

720 1 

画 (>) 回 ( List ) 圧)國 


• リスト内のち要素の累積度数を計算する [ OPTNHUSTHCumI ] 

國回 （ LIST ) 画 （>) 固い）画に uml ) 固 （>) 回 ( List ) <リスト番号！〜26> 國 
• この操作の結果は、リスト用アンサーメモリー ( ListAns ) に保存されます。 

例 List 1 (2, 3, 6, 5, 4) のき要素の累積度数を計算ずる。 

网阿 H 岡 （ UST ) 画 （>) 画 （>) 画に uml ) 


圃〇)回 （ List ) 圧)國 






1 



2+3= - 1 

-己 

5 


と+。+0= - R 

-3 

II 


2+3+6+5= -» 


IE 


2+3+6+5+4= - 1 

>5 

ED. 



3-9 
























• リスト巧のち要素のパーセンテージを計算する [ OPTN ]-[ UST ]-[%] 

厕回 （ UST ) 固 （>) 画 （>) 画(〇/〇)画 （>) 回 ( List ) くリスト番号！ ~26> 岡 


-上記の操作により、リスト内の全要素合計値に対する各要素のパーセンテージび計算されま 
す。 

• この操作の結果は、リスト用アンサーメモリー ( ListAns ) に保存されます。 


例 List 1(2, 3, 6,己 4) の各要素のパーセンテージを計算ずる。 


画國回 （ UST ) 圃 （>) 固い）画(％) 


固 （>) 回 （ List ) 圧)國 


2 /( 2 + 3 + 6 + 5 + 4 ) X 100 
3 /( 2 + 3 + 6 + 5 + 4 ) X 100 
6 /( 2 + 3 + 6 + 5 + 4 ) X 100 
5 /( 2 + 3 + 6 + 5 + 4 ) X 100 
4 /( 2 + 3 + 6 + 5 + 4 ) X 100 



•リスト内のき要素と隣り合う要素の差を計算ずる [ OPTNHUST ]- レ] 


國回 （ UST ) 固 （>) 画 （>) 固。）くリスト番号！〜2目> 國 
• この操作の結果は、リスト用アンサーメモリー ( ListAns ) に保存されます。 

例 List 1(1，3, 8,己， 4) の各要素と隣り合う要素の差を計算ずる。 
画國回 （ UST ) 圃 （>) 圃〇)固 (4 



5 — 8 = -3 ■ヨ 

4-5 = - mL -I 


-リスト計算の結果として ListAns に保存される要素を、特定のリストメモリーを指定して 
代入することびできます。例えば"^ List 1 一 List 2" と指定することで、 ^ List 1の結果 
を List 2に保存することができます。 

•^ List の計算結果として得られるリストは、元のリストよりも要素数び1つ減ります。 

-要素を持たないリストや要素が1つしかないリストを指定して^ List を実行すると、エラー 
となります。 


3. リストを®つた四則演算 

リスト同±、またはリストと数値を使った四則演算を実行することがでさます。計算結果は 
ListAns に保存されます。 


U スト\ - 

数値 /X 


/リスト 

\数値 


U スト用アンサー 
メモリー ( ListAns ) 

U スト 
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■ エラーメッセージについて 

•リスト同±による四則演算は、各リスト内の対応する要素同±によって行われます。このた 
め要素数(次元)び異なるリスト同±による四則演算は、エラーとなります。 

•対応する要素同±で行われた計算の組の中に、1つでも数学的エラー （Ma ERROR ) を起こ 
す組びあった場合は、エラーとなりまず。 


■ 計算式の中にリストを入力ずるには 

計算式の中にリストを入力する方法は、次の3通りがあります。 

•リストエディターに登録済みのリストを、リスト番号で指定する方法 
-リストエディターに登録済みのリストを、サブ名で指定する方法 


• 直接リストの値を入力する方法 


• 登録巧みの IJ ストをま号で指定して入力するには 

1. RUN • MAT (または RUN ) モードで次のキー操作を行う。 

画國回 （ UST ) 回 ( List ) 

• " List " コマンドび入力されます。 

2. 指定したいリスト番号 （1 〜 26) を入力する。 



List 11 1 

• 登録巧みの IJ ストをサブちで指定して入力するには 

1. RUN • MAT (または RUN ) モードで次のキー操作を行う。 

画國回 （ LIST ) 回 ( List ) 

• " List " コマンドが入力されます。 

2. 指定したいリストのサブ名を""で括って入力する。 


例： " QTY " 

List " QTV"I 1 

• リストの値を直接入力するには 

画团因（{)、画固因（})、丘]を使ってリストを直接入力することもできます。 

例 巧 6, 82, 巨 4} というリストを入力ずる。 

(SHIFTi 因…回固囚团回囚 
固应)函田 （}) 

{己6,の，… 1 1 
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•あるリストの内容を化のリストに代入する 

因を使って、あるリストの内容を他のリストに代入することびでさます。 

例 List 3(41, 65, 22) の内容を List 1に代入ずる。 

國回 （ LIST ) 回 ( List ) 团日回 （ List ) の國 


次の操作を、上記の回 （ LIST ) 回 （ List ) 团という操作の代わりに使うこともできます。 
丽 因（り团口囚固回回回回@因 （}) 


• リスト内の特定の七ルの値を呼び出す 

あるリストに含まれる特定のセルの値を呼び出して、計算式の中で使ラことびでさます。セ 
ル番号は [] で括って指定します。 

例 関数 sin の引数として List 2の3つめのセルの値を使い、計算を実行ずる。 

画國回 （ UST ) 回 ( List ) 回困田 （[) 团函曰 （] )國 


• リスト巧の特定の七ルに値を入力する 

あるリストに含まれる特定のセルを指定して、値を入力することがでをます。この操作を行 
ラと、指定したセルの元の値は、新しく入力した値に置き換わります。 

例 List 3の2つめのセルに2已を入力ずる。 



■ リストの内容を呼び出ず 


例 List 1の内容を呼び出ず。 


國回 （ LIST ) 回 （ List ) の國 

•上記の操作によって、指定したリストの内容が表示されると同時に、リスト用アンサーメモ 
リー ( ListAns ) に保存されます。次の計算に ListAns の内容を使うことびできます。 

•リスト用アンサーメモリー ( ListAns ) の内容を計算にほうには 

例 ListAns X 36を計算ずる。 


画]回 （ UST ) 回 ( List ) fsHFf ) 回 ( Ans ) 因回固國 


• 画回 （ UST ) 回 （ List ) 画固回 （ Ans ) の操作で、 ListAns の内容を呼び出すことびできま 
す。 

• ListAns を使った計算の結果がリスト形式となる場合、 ListAns の内容は計算結果に置き 
換わります。 


3-12 







■ リストを使って関数式のグラフを巧く 

GRAPH モードにグラフ式を入力する際に、例えば" Y 1 二 List IX "のように入力する 
ことびできます。 List 1が1、2、3という値を含んでいる場合、このグラフ式によって 
" Y 二 X "、 " Y 二 2 X "、" Y 二 3 X " という3つのグラフが描画されます。 

リストを使ったグラフの描画には、一部に制約びあります。 


■ 閲数計算の結果をリストに代入ずる 

TABLE モードを使って、関数計算の結果をリストに代入することびでをます。まず数表を 
作成してか5、数表か5リストへの代入を行います。 


例 TABLE モードで関数式" Y 1= j «: 2 - 1"か5数表を作成し、その数表を List 1に代入ず 
る。 


1. TABLE モードで関数式" Y 1 二が一1"を入力する。 

2. 数表を作成する。 


K VI 



if^ rasnff [edit igTlt 


3. ® を使って Y 1 列にセルカーソルを移動する。 

4. 画回 （ LMEM ) を巧す。 


V ： 

— U a 4 

Store In 

List Memory 



List [い26]： 1 



■ 1 ■一’ 

0 

1 U 

山 SM 品 lEHGlE 而 


已.圧)國を巧して List 1への代入を実行する。 


•STAT モードに入ると、数表の Y 1 列の内容び List 1に代入されているのを確認すること 
がでさます。 


SUE 

L;" 1 

L ;" 己 

L;" 3 

L;" 4 





1 

jjcnwnCTn 

fTTTinn 

田 If 


■ リストを使った関数計算を巧う 

リストは、数値と同様に計算式の中で関数の引数として使ラことびでさます。計算結果びリ 
ストとなる場合、その計算結果は ListAns に保存されます。 

例 List 3 = {41, 65, 33} のとき、 sin(Ust 3) を計算ずる。（角度単位=ラジアン） 


画画)回 ( LIST ) 回 ( List ) 团 岡 
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4 -リストファイルを切り替える 

File 1 -File 目の各ファイルに、それぞれ2巨のリスト （List 1〜 List 26) を保存することび 
でをます。使用するリストファイルは、次の操作で切り替えることができます。 


• リストファイルを切り替えるには 


1. メインメニューか 5STAT モードに入り、画 SKSET UP) を巧して STAT モードの 
セツトアップ画面を表おする。 


2. 度)を使って" List File" を反転させる。 


Stat Wind 

: Auto 

Resid List 

: Hone 


H 夕曰圓 

Sub Name 

:而 

Frac Result 

: d^c 

Fmc Type 

:V= 

Graph Func 

fJHJ 

:白 n -I- 


3. 阿 （ FILE) を巧し、続いて使いたいリストファイルのファイル番号を入力し、画を巧す。 


例 File 3を選択ずる。 
回 （FILE) 团 


國 


a 


Select File Ho. 
File[l"6]: 31 


い BEM—■ 


於降のリスト操作では、選択したリストファイル(上記の例では File 3) に含まれているリス 
卜び使われます。 
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第 4 章方程式計算 


方程式計算を行うには、メインメニューから EQUA モードに入 
0ます。 


• { SIML } ... 2〜6元連立一次方程式を解く 
- { POLY } ... 2〜目次方程式を解く 
- { SOLV } ... ソルブ計算を実行する 


Equation 


Select Type 
FI ： Simul taneoLJS 
F2 ： Polynomial 
F3 ： Solver 


1 -連立一次方程式 

2 元か 5 巨元までの連立一次方程式を解くことがでさます。 
• 2元連立一次ち程式： 

な1ズ+も ly 二 C 1 
なな + bzy — C 2 


•3 元連立一次方程式： 

幻1ズ+わげ+ C 1 Z 二み 
幻な+わ2ツ + C な二お 

asx + bsy + csz — ds 


1. メインメニューか 5 EQUA モードに入る。 

2. SIML モードを選択し、元(変数)の数を2〜巨の間で指定する。 

3. 順次、係数を入力する。 

-現在入力可能なセルが、反転表おされます(反転表示位置を「セルカーソル」と呼びます)。 
係数を入力するたびに、セルカーソルは次の順序で移動します。 

口！一*■り1 一 C 1——* ■口/!—*■わ n —*■ Cn 、打二 2 ~OJ 

-分数や変数 ( A 〜 X ，/•，がを、係数として入力することちでさます(変数を入力した場合は、 
その変数に代入されている値び使われます)。 

-各セルへの入力は國を巧すと確定します。入力中に dD を巧すとそのセルへの入力開 
始前の状態に戻るので、必要に応じて再度入力し直すことびでをます。 

•セルの値を変更するには、その位置にセルカーソルを移動し、新しい値を入力します。 

-画に LR ) を巧すと、すべての係数値が0になります。 

4. 方程式の解を求める。 

例 次の連立一;夕方程式をん _ y、Z について解く。 

4x + y - 2 z = — 1 
X + 6y + 3 z = 1 
—已 x + 4_ y + z 二— 1 
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①圓 EQUA 

anX + tinV + CnZ=cJn 

◎ 回 ( SIML ) 

1 

M 1 ■己 -n 

回 (3) 

己 

3 

1 E 3 1 

-5 M 1 

③团國口國回回國回の國 


-7 

iSOLylSHPKLR IEDIT 


回回國の國の國回回國 


④回 （ SOLV ) 


anX + bnV + CnZ=dn 



1 

[rept 


•内部演算は仮数部1已巧で行われますび、計算結果は仮数部10巧、指数部2巧で表示され 
ます。 

-本機は連立一次方程式の解を、方程式の係数値を含む行列の逆行列を計算することによって 
求めます。例えば、3元連立一次方程式は次の式で求めます。 


-ス- 


—幻1ち1 c ^ 

-1 

-み- 


= 

幻2も2 C 2 


d 2 

_ z _ 


_幻3も3 C 3 _ 


_戒_ 


このため行列式の値が0に近づくと、精度び落ちる場合があります。また3元しソ上の連立方 
程式は、計算に非常に時間びかかることがあります。 

-解び見つか5なかった場合は、エラーとなります。 

-回 （ REPT ) を巧した繳こ、係数を変更して計算することびできます。 

2 - 高次方程式 (2 〜6次） 

本機は2次から巨次までの高次方程式を解くことができます。 

• 2次方程式：の(：2 +わ ; C + C 二0 (口卓 0) 

• 3 次ち程式： ロズ3 +わ；(：2 + C ズ + 二0 (<3 单 0) 

• 4次方程式：の(：4 +わが+ (：ズ2 +み:+ e 二0 ( fl 单 0) 


1. メインメニユーか 5EQUA モードに入る。 

2. POLY モードを選択し、次数を2〜目の間で指定する。 

3. 順次、係数を入力する。 

-現在入力可能なセルが、反転表示されます(反転表示位置を「セルカーソル」と呼びます)。 
係数を入力するたびに、セルカーソルは次の順序で移動します。 

a 一 b 一 C 一... 

-入力のしかたは「連立一次方程式」 （4-1 ページ)の手順3と同様です。 

4. 方程式の解を求める。 
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例 次の3;夕方程式を解く。（角度単位=ラジアン) 

片一 2 a : 吕 — X + 2 = 0 


① 圓 EQUA 

② 回 （ POLY ) 

回 (3) 

③ の國回回國回の國回國 

④ 回 （ SOLV ) 


aX3+bXa+cX+d=0 

EH 


Irept 

2 


方程式が重解を持つ場合(例：が+ 3が+ 3 x +1二 0) 



方程式び虚数解を持つ場合(例：が+ 2が+ 3ス+ 2二 0) 
複素数モード ： Real (1-27 ぺージ） 


複素数モード：+ W 



aX3+bXa+cX+d=0 

KB -D.E+I.BBBBi 
uL -D.E-I.BBBBi. 


複素数モード： rZ 6» 


aX3+bXa+cX+d=0 


Kl 

KB 

W 3 


I.MNE^- I.93EJ 


U3.141 己 926 己 4 


•内部演算は仮数部 1 己巧で行われますび、計算結果は仮数部10巧、指数部2巧で表示され 
ます。 

• 3次しソ上の高次方程式は、計算に非常に時間がかかることがあります。 

• 解び見つからなかった場合は、エラーとなります。 

-方程式が重解を持つ場合、解び不正確になることびあります。 


-回 （ REPT ) を巧した後に、係数を変更して計算ずることびできます。 


4-3 





















3. ソルブ計算 

式の変形や壁理など方程式を解<手間を省いて、その方程式に含まれる任意の変数の値を求 
めることがでさます。 

1. メインメニューか 5 EQUA モードに入る。 

2. SOLV モードを選択し、数式をそのままの形で入力する。 

•等号を入力しなかった場合は、入力された数式を左辺とし、ち辺を0とする方程式とみ 
なされます。 

•等号を2つじ(上入力すると、エラーとなります。 

3. 式に含まれる変数の一覧が表示されるので、各変数の値を入力する。 

- " Upper " と" Lower " の入力行を使って、求める解の上限値と下限値をそれぞれ指定する 
ことびでさます。 

-解び指定範囲を超えた場合は、エラーとなりまず。 

4. 求解対象の変数を選択し、ソルブ計算を実行する。 

- " L け 7" R 邑 t " は、求めた解で左辺/ち辺を計算した結果を表します。 *1 

*1 ソルブ計算では、解はニュートン法を使った近似計算によって求め5れます。 " L け"と 
" R 邑ピの値が表示されるのは、ニュートン法による計算が真の解に対して誤差を生じる場 
合びあるためです。"1_け"と" R 呂 t " の値の差び0に近いほど、計算結果の誤差びルさいこと 
を表します。 

例 ある物体び空気中に初速 V で投げ出され、 T 時間後に高さ H に到達したとずる。次の式 

を使って 、 H = 14( m)、T = 2(秒)、重力加速度 G =日.8 ( m / s 2 ) の場合のネリ速 V を 
求めよ。 

H = VT - 1 /2 GT 吕 

① 圓 EQUA 

② 画 ( SOLV ) 

画回 （ H ) 函曰（二)匹!)回（ V )匹 i 因 ( T ) 曰 
のの因回四画)画 ( G ) 画)因 （ T ) 图國 

③ の团國 （ H 二 14) 

匹)國( V 二 0) 

回國 ( T 二 2) 

回曰面國 （G = 9.8) 

④ みみみを巧して V 二0の行を反転させ、固 （ SOLV ) 

を押す。 


EsihNUT-Cl 今 2) 日 T 己 

H=14 
U = 曰 
T=2 


G=9.S 



RHW EHP_ に OL り 


EsihNUT-Cl 今 2) 日 T 己 

U=16.S 

Lft=14 

R3t=14 


[rept 


-表おされた解の収束び十分でない場合、 " Retry " というメツセージび表示されます。 

-ソルブ計算では、解は1つだけび求め5れます。高次方程式(口が+わぶ+ C 二0など)の複 
数の解を求めたい場合は、 POLY モード (4-2 ページ)をご使用ください。 
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第已章グラフ機能 

描きたいグラフや作成したい数表のタイプに応じて、機能モードを次の中か5選んでください。 
- GRAPH ... 一般の関数グラフの描画 

• RUN • MAT (または RUN ) ... マニュアルグラフの描画(己- 1 3-5- 1 巨ぺージ） 

• TABLE ... 数表の作成(已 -1 目〜已 -20 ぺージ） 

• DYNA * ... ダイナミックグラフの描画(巳- 20 〜已 -23 ページ） 

- RECUR * ... 漸化式グラフの描画または数表作成(已 -23 〜已 -27 ぺージ） 

• CONICS * ... 円錐曲線グラフの描画(已 -27 〜已 -28 ぺージ） 

• fx - 7400 GII には含まれない機能です。 

1 • グラフの描画例 


■ 基本的なグラフを描画ずる （ 1 ) 


関数式を入力して、そのグラフを描画することができます。 

1. メインメニューか5 GRAPH モードに入る。 

-関数式を登録するための r グラフ関数式リスト」が表示されます。 

2. グラフを描くための関数式を入力する。 

• ここで、ビューウインドウ （ V - Window ) その他のグラフ描画にかかわる設定を行うこと 
びできます。詳しくは己-2ぺージをご覧ください。 

3. グラフを描画する。 

例 _y = 3 がのグラフを描く。 


①圓 GRAPH 

◎ 回画)图國 
③固 （ DRAW ) (または画） 

•画を巧すと、グラフ関数式リストに戻ります。グラブの描画後は画司固 （G 一 T ) を押すた 
びに、グラフ関数式リスト画面とグラフ画面の間で切り曾えることができます。 



■ 基本的なグラフを描画ずる (2) 

最大20の関数式をメモリーに保存し、どのグラフを描画するかを選ぶことびできます。 

1. メインメニューか 5 GRAPH モードに入る。 

2. 描画したいグラフの関数式のタイプを指定し、式を入力する。 

-詳しくは「関数式のタイプを指定する」（己-6ぺージ)をご覧ください。 
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• ビューウインドウを設定するには 

1. メインメニューか5 GRAPH モードに入る。 

2. 函圆 （ V - WIN ) を巧して、ビューウインドウ設定画面に切り替える。 
直交座標グラフに巧ずる設定項目 

Xmin/Xmax ... x 軸の最小値/最大値 
Xscale ... X 軸の目盛り間隔 
Xdot ... x 軸方向の1ドットあたりの値 
YmirVYmax ... y 軸の最小値/最大値 
Yscale ... y 軸の目盛りの間隔 
極座標グラフに巧ずる設定項目 

T 0 min / T 0 max ... T ， 0の最小値/最大値 
T 0 ptch ... T ， 6>のピッチ 


-登録した関数式の中から、実際にグラフを描くちのを指定することび必要です(已 -9 ペー 
ジを参照)。何ちしなければ、登録したすべての関数式のグラフび描画されます。 

3. グラフを描画する。 

-手順2で画 （ STYL ) を巧すと、線のスタイルを選ぶことびでさます。 

例1次の関数式を入力し、グラフを描く。 

Y 1 = 2が一3、店= 3 sin 20 


① 圓 GRAPH 

② 画 ( TYPE ) 回 ( Y =) 回画)图曰回國 
圆 ( TYPE ) 回レ =) 回画回國國 

③ 固 （ DRAW ) 



例2角度単位の設定びディグリー （ De 旨)のとき、ラジアンを使って兰角関数のグラフを描 
く。（角度単位=デイグリー) 

Yl=sin パ 


① 圓 GRAPH 

② 画画)國画 (>) 固 ( ANGL ) 回(「)國 

③ 画 ( DRAW ) 


2. グラフ画面の表示轟囲を調節ずる 


ビユーウインドウ ( V - Window ) を設定ずる 

ビューウインドウを使うと、 X 軸、 y 軸の範囲や、両軸の目盛りの間隔を指定することびでさ 
ます。グラフを描画する前に、まずビューウインドウの設定を行うことが必要です。 
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3. 度)/みを使って値を変更したい設定項目を反転させ、適切な値を入力して國を巧す。 

- { INIT }/{ TRIG }/{ STD } ... ビューウインドウ設定を{初期化ン{角度単位に合わせて初期 
化}/{標準化}する 

- { STO }/{ RCL } ... ビューウインドウ設定を{保存する}/{呼び出す} 

4. 厄肝]または耐巧區田 （ QUIT ) を巧してビューウインドウ設定画面を閉じる。 


• ビューウインドウ設定時のごミち意 

• T 化 tch に0を入力すると、エラー (Range ERROR ) になります。 

•範囲外の数値や負符号だけの入力など、不適切な入力をするとエラー (Syntax 
ERROR ) にな D ます。 

• T か nax び T か nin よりも小さい場合、 T 化 tch は負の方向に設定されます。 

-ビューウインドウ設定の各項目に"2几"などの式を入力することができます。 

-ビューウインドウ設定によって座標軸び画面に収ま 5 ない場合は、原点に近い側の枠に 
目盛りを取ります。 

•ビューウインドウ設定を変更すると、描画されていたグラフびクリアーされ、新たに設 
定された座標軸のみが表示されます。 

• Xmin または Xmax の値を変更すると、 Xdot の値が自動的に調整されます。 Xdot の値 
を変更すると、 Xmax の値び自動的に調整されます。 

• 極座標式レニ）またはパラメーター関数式のグラフは、 T 化 Itch 値が T か nin と T か nax の 
各設定値の差に対して大きすざると、グラフが粗くなります。 T か) tch 値が T か nin と 
T か nax の各設定値の差に対してルさすざると、グラフの描画に非常に時間びかかります。 

-各ビューウインドウ設定項目の入力範囲は、次の通りです。 

- 9.99999 白 999e 97 〜 9.999999999 e 97 


■ ビューウインドウメモリーを利用ずる 

最大巨セツトのビューウインドウ設定を、ビューウインドウメモリーに保存できます。 


• ビユーウインドウ設定を巧巧するには 

1. メインメニユーか 5 GRAPH モードに入る。 

2. 画团圆 （ V - WIN ) を巧してビユーウインドウ設定画面を表示し、希望する値を入力する。 

3. 回 ( S 下。)を巧す。 

4. ビユーウインドウメモリー番号 （1 〜目）を指定し、画を巧す。 

•例えば田岡を巧すと、ビューウインドウメモリー1 ( V - Winl ) に保存されます。 


• 巧巧したビューウインドウ設定を呼び出すには 

1. メインメニューか 5 GRAPH モードに入る。 

2. 画团圆 （ V - WIN ) を巧してビューウインドウ設定画面を表示する。 

3. 固 （ RCL ) を巧す。 

4. ビューウインドウメモリー番号 （1 〜巨）を指定し、國を巧す。 

•例えば田國を巧すと、ビューウインドウメモリー1 ( V - Winl ) に保存されている設定 
が呼び出されます。 
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■ 轟囲を指定してグラフを巧く 

グラフ描画の前に、描画するための範囲(開始点と終了点)を指定することびでさます。 

1. メインメニューか 5 GRAPH モードに入る。 

2. ビューウインドウ設定を行う。 

3. 関数式のタイプを指定し、関数式を次の書式に従って入力する。 

<関数式 > 囚函田 （[) く開始点 > 回く終了点 > 画曰 （]) 

4. グラフの描画を実行する。 

例 3；= が + Sx - 2の グラフを一 2 4の 節 囲で描く。 

ビューウインドウ設定は下記とずる。 

Xmin = — 3、 Xmax =已、 Xscale =1 

Ymin = — 10、 Ymax = 30、 Yscale = 已 

① 圓 GRAPH 

② 極 j ] 圆 ( V - WIN ) 回团國回國圧)國度） 

回のの國回の國回國画 

③ 画 ( TYPE ) 回 ( Y =) 画)回田回画)曰回囚 
§11旧 （[) 回回回の函日（])國 

④ 固 （ DRAW ) 

•直交座標式、極座標式、パラメーター関数式、および不等式のグラフ描画時に、範囲指定を 
実行することびできます。 



■ズーム 

画面上のグラフを、次の操作で拡大-縮ルすることがでさます。 

1. グラフを描画する。 

2. ズームの種類を選択する。 

画回に00 M ) 回（巨 0 X )... ボックスズーム 

ボックスで囲んだ範囲を表示画面いっぱいの大をさまで拡 
大します(操作は手順3じ I 降を参照)。 

回 （ FACT ) ... ファクターズーム(倍率指定） 

画 （ IN )/ 回 （ OUT ) で拡大/縮ルする倍率を指定します。 

圆 （ IN )/ 画 （ OUT ) ... ファクターズーム(拡大/縮ル） 

表示されるポインター（な）を使って拡大/縮ルする中む位置 
を指定し國を巧すと、回 ( FACT ) で指定した比率でグラ 
フを拡大/縮ル表示します。 

固 ( AUTO ) ... 才ートズーム 

y 軸ち向いっぱいにグラフが描かれるようにビューウインド 
ウの: y 軸の値を自動設定し、グラフを再描画します。 
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固 （>) 回 （ OR に）...ズームの初期化 

ビューウインドウ設定を、各種のズーム操作によって拡大/ 
縮小する前の初期状態に戻し、グラフを再描画します。 

固 （>) 回 （ SQR ) ... グラフ巧正 

X 軸と};軸の目盛りび1:1の比率となるよラに; C 軸側の値を 
自動巧正し、グラフを再描画します。 


固 （>) 圆 （ RND ) ... X 座標軸丸め 

ポインターの座標値を適切な有効が数に丸めます。 

固 (>) 回 ( INTG ) ...整数座標 

各ドット幅を！にして座標値び整数になるように設定し、 
グラフを再描画します。 

固 （>) 固 （ PRE ) ... 直前のズーム設定に戻す 

ビューウインドウ設定を、最後に実行したズーム操作を行 
ラ直前の状態に戻し、グラフを再描画します。 

ボックスズームを選択した場合は画面中央にポインター（な）が表示されるので、引さ続き次 
の操作を行います。 


3. カーソルキー使って拡大したい範囲の左上角（またはち下角）にポインターを移動し、國 
を押す。 

4. カーソルキー使って拡大したい範囲のち下角（または左上角）にポインターを移動する。 

-手順3で指定した角と現在のポインター位置の範囲び、四角形で囲まれます。 

己.四角おで囲まれた範囲を拡大するには、國を巧す。 

例 j = (x + 5 )(x + 4)( x + 3) のグラフを描き、ボックスズームを実行ずる。 

ビューウインドウ設定は下記とずる。 

Xmin = — 8、 Xmax = 8、 Xscale = 2 

Ymin = — 4、 Ymax = 2、 Yscale =1 

① （S GRAPH 

[ SHFf ] 岡 ( V - WIN ) 回面國困國回國度） 

回の國回國口國画 

画 ( TYPE ) 回 ( Y =) の画)田回回の画)田旺|囚 

囚圓田回囚國 

画 ( DRAW ) 

② 困回に00 M ) 回 ( BOX ) 

③ 线〜®國 

④ 读〜®，®〜®國 



す 




K=-B. 

9EBEE39 

EB 

た 1■ 旧 BBS 日 DE4 


•ボックスズームでは、必ず異なる2点を指定してください。ただし、水平または垂直な直線 
上の2点は指定しないでください。 
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3. グラフ関数式を営録ずる 

最大20の関数式を、メモリーに登録しておくことびでさます。メモリー内の関数式は後か5 
編集したり、グラフを描いたりすることがでさます。 


■ 関数式のタイプを指定ずる 

グラフ関数式をメモリーに登録する前に、関数式タイプを指定する必要びあります。 

1. グラフ関数式リストの表示中に画 ( TYPE ) を巧して、次の関数式タイプメニユーを表示 
する。 

.{ Y =}/{ r =}/{ Parm }/{ X =} ... 関数式タイプをが 二/ (ズ)直交座標式}/{極座標式}/り（ラメー 
夕一関数式}/が =/( y ) 直交座標式}に設定 

- { Y >}/{ Y <^{ Y >^{ Y く}…関数式タイプを不等式 { Y >/0 c)}/{Y く/(が/ { Y づ bW 
がく/〇かに設定 

- { X >}/{ X <}/{ X >}/ がく}…関数式タイプを不等式が >/(： か/が</(：か/がづ ty )}/ 

がく/(がに設定 

• { CONV } 

.{► Y =}/{ ►¥>}/{ ►¥<}/{ ►¥>}/{ ►¥<}/{ ► X =}/{ ► X >}/{ ► X <}/{ ► X く} 

... 関数式タイプを { Y 二}/ { Y >^{ Y く}/ { Y >}/{ Y く}/{ X 二}/ { X >}/ P (< q /{ X >^{ X く}に変 
要 

2. 設定したい関数式タイプに該当するキーを巧す。 


■ グラフ関数式を登録ずる 


• 直交座標式 (Y=) を登録するには 

例 巧の関数式をメモリーエリア" Y 1" に登録ずる。 

y = 2が一已 

画 (TYPE) 回 (Y 二) (Y 二/ (ズ)直交座標式に設定） 

回圓图曰回试の入力） 

國、ェ C の登録） 「Graph Fmc ： V = 

V1B2X2-5 [― ] 

• 関数式タイプの指定は、その時点で何ち登録されていないすべてのメモリーエリアに対して 
適用されます。すでに式が登録済みのメモリーエリアの関数式タイプは変わりません。式が 
登録済みのメモリーエリアに別タイプの関数式を登録したい場合は、いったんそのメモリー 
エリアの式を削除してか5登録しなおすか、関数式タイプの変更（固 ( CONV )) を行ってく 
ださい。 


• パラメーター関数式を登録するには 

例 、なの! ラメーター関数式をメモリーエリア" Xt3" と "Yt3" に登録ずる。 
X = 3 sinT 
V = 3 COST 
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画 （TYP 口画 （ Parm ) り（ラメーター式に設定) 
回画圓國 Ot 式の入力と登録） 

回画國國 ( y 式の入力と登録） 


• 合ぶ関数を登録するには 

例 Y 1 と Y 2 の関数式を使って台成関数 Y 3 と Y 4 を登録ずる。 

Y 1= V ( X + 1)， Y 2 = X 2 + 3 

Y 3 に YlcY 2 を、 Y 4 に Y 2° Y 1 を登録ずる。 

( Y 1 。丫2 = V (が + 3) +1) =ベが + 4) Y 1 。丫2 = ( a/(X + 1が + 3 = X + 4 
(X 含-1)) 

しソ下は、 Y 3 と Y 4 に合成関数の関数式を登録する操作です。 

画 (TYPE) 回 (Y 二)画回 (GRPH) 

回 (Y) 圧)の回 (Y) 回囚國 
画回 (GRPH) 回 (Y) 回 
の回 (Y) 圧Iの國 


Graph Func 

viB-rcx+n 

V2BXa+3 

V3BV1( ： V2> 

V4BV2(：Vn 


V= 



rsiT raraw [p^ 


•最大己つの関数式か 5 成る合成関数を登録することができます。 


• グラフ関数式内の変数に値をげ入してグラフを巧くには 


例 グラフ関数式 Y = AX 2 -1 において、変数 A に一1、0、1を代入したときのグラフを 
描画ずる。 


圆 (TYPE) 回 (Y=) 

画國 (A) 圓图日口國 
國回 （GRPH) 回 (Y) 圧)圧)画國 (A) 
困 CD( 二)回の回國 
國回 (GRPH) 回 (Y) 圧)の画國 (A) 
極3亡) （=) 匹) [3 國 

國回 （GRPH) 回 (Y) 圧)の画國 (A) 
困 CD ( 二）の囚國 


Graph Func :V= 

vianxa-i [― ] 

v2Bvi( ： n=-n [― ] 

V 3 日… fl =0) [― ] 

v 4 Bvi (： n=n [― ] 



r?dr raraw [p^ 


み嗟)みみ回 （SEL) 


画 （ DRAW ) 




上の画面のポインター（な）は、トレース機能を用いて表示しています。詳しくは「グラフ関数 
式の解析」（己-30ぺージ)をご覽ください。 
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■ 関数式の編集と削除 


• メモリー巧の関数式を編集するには 


例 メモリーエリア" Y 1" の関数式= 2が一已を= 2が一 3に変更ずる。 

グラフ関数式リスト上で(5)/®を使い、" Y 1 "の行を反転させる 
み爛数式の先頭に力ーソルが表おされる） 

み®®画团（已を3に変更） 

國(変更後の関数式を登録） 


• 関数式のグラフ描画時にほう線のスタイルを変更するには 

1. グラフ関数式リスト上で®/度)を使い、グラフ描画時の線のスタイルを変更したい関数 
式の行を反転させる。 

2. 回 （ STYL ) を巧す。 

3. 線のスタイルを選択する。 

回（一）...標準(初期設定） 

回 （ 一 ）... 太線(標準の倍の太さ） 

画 （ …" ）... 破線(太線の破線） 

画 ( …… ）... 点線 

例 メモリーエリア" Yi " の関数式 y = 2 x 2 — 3の線のスタイルを r 破線」に変更ずる。 

画 ( STYL ) 画 （ "… ) (破線を選択） 


• グラフ関数式のタイプを巧更するには 

1. グラフ関数式リスト上で®/度)を使い、関数式のタイプを変更したい関数式の行を反転 
させる。 

2. 画 ( TYPE ) 固 ( CONV ) を巧す。 

3. 関数式のタイプを選ぶ。 

例 メモリーエリア" Y 1" の関数式 y = 2 x 2 - 3を< 2 x 2 - 3に変更ずる。 

画 ( TYPE ) 固 （ CONV ) 匿 )（► Y く）（関数式タイプを " Y ぐに変更する） 

• 変更でさる関数式は、直交座標式と不等式のみです。 


• グラフ関数式を削除するには 

1. グラフ関数式リスト上で®/度)を使い、削除したい関数式の行を反転させる。 

2. 回 （ DEL ) または画)を巧す。 

3. 回 ( Yes ) を巧して選択した関数式を削除するか、画 （ No ) を巧して削除せずに操作を中 
止する。 

-上記の操作でパラメーター関数式の片方の式(例えば Xt 2) を削除すると、対になってい 
るもう片方の式も同時に削除されます ( Xt 2 の場合は Yt 2)。 
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■ グラフを巧画ずるための関数式を選}尺ずる 


• グラフを巧くか巧かないかを指定するには 

1. グラフ関数式リスト上で(5)/®を使い、グラフを描くか描かないかを指定したい関数式 
の行を反転させる。 

2. 回 （ SEL ) を巧す。 

-回 （ SEL ) を巧すたびに、該当するメモリーエリアのグラフを描く指定と描かない指定の 
間で切り替わります。 

3. 指定に従ってグラフの描画を行うには、画 （ DRAW ) を巧す。 


例 


グラフ関数式リスト上で次の関数式だけを還択し、グラフを描画ずる。 
Y 1 = 2 x 2 —已、 r 2 =已 sin 30 


ビューウインドウ設定は下記とずる。 


Xmin = 

一己、 

Xmax =已、 

Xscale : 

Ymin = 

一己、 

Ymax =已、 

Yscals : 

TO min 

= 0、 

TO max =打、 

TO ptch 


み/度)（メモリーてリアを指定） 

回 （ SEL ) (グラフの描画/非描画を指定） 

固 （ DRAW ) または岡（指定に従ってグラフを描画） 



•セットアップ画面上の各項目の設定に応じて、グラフ画面上の座標軸やラベルなどの表示を 
次の例のよラに切り替えることびでさます。 

• GridiOn ( Axes:On Label : Off ) 

この設定では、画面上に座標格子点び表示されます。 


• Axes:Off (LabeliOff Grid : 0 ff ) 

この設定では、画面上に座標軸が表示されません。 


• Label:On ( Axes:On Grid : Off ) 

この設定では、画面上に； C 軸と y 軸の座標軸名び表示さ 
れます。 
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•複数の不等式を同時に描画する場合、セットアップ画面の " Ineq Type " を使って次のいずれ 
かの塗りつぶし範囲を指定することびでさます。 


回 ( AND ) ... すべての不等式の条件を満たず範囲のみを 
塗りつぶす(初期設定） 



■グラフメモリー 

グラフメモリーを使ラと、 グラフ関数式リストに現在登録されているグラフ関数式と各種設 
定情報を、最大20セットまで保存しておくことができます ( G - Mem 1〜 G-Mem 20)。保 
存したデータは、必要なときにグラフ関数式リストに呼び出すことができます。 

1セットのグラフメモリーには、次のデータび保存されます。 

-グラフ関数式(最大20個） -関数式のグラフの描画/非描画設定 

-グラフタイプ設定 -ビューウインドウ設定 （1 セット） 

-関数式の線のスタイル設定 


• グラフ関数式リストのを巧客をグラフメモリーにほ巧するには 

1. 固 （ GMEM ) 回 （ ST 0) を巧す。 

2. 表示されるポップアップウインドウでグラフメモリー番号 （1 〜 20) を指定し、國を巧す。 

-例えば田國を巧すと、現在のグラフ関数式リストの全内容とビューウインドウ設定内 
容びグラフメモリー1 ( G - Mem 1 ) に保存されます。 

. データを保存済みのメモリー番号を指定して保存の操作を行ラと、 L ソ前に保存されてい 
た内容は新たな内容で上書さされます。 

-保存しようとしたデータび本機のメモリー容量を超える場合は、エラーとなります。 


• グラフメモリーのデータを呼び出すには 

1. 固 （ GMEM ) 回 （ RCL ) を巧す。 

2. 表おされるポップアップウインドウでグラフメモリー番号 （1 〜 20) を指定し、國を巧す。 

•例えば田國を巧すと、グラフメモリー1 ( G - Mem 1) に保存されているデータび呼び出 
されます。 

•呼び出しの操作を行ラと、現在のグラフ関数式リストの全内容とビューウインドウ設定 
内容び、呼び出された内容に置き換わります(元の内容は削除されます)。 
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4. ピクチヤーメモリーにグラフを巧をずる 

ピクチャーメモリーを使ラと、グラフを画像として20まで保存しておくことびでさます 
( Piet 1 〜 Piet 20)。ピクチャーメモリーに保存した画像を呼び出して、現在画面に表示中 
のグラフに重ねて表示することびでさます。 


• ピクチヤーメモ IJ — にグラフを巧巧するには 


1. GRAPH モードでグラフを描画した後で应团回 （ P に T ) 回 （ ST 0) を巧す。 


2. 表おされるポップアップウインドウでピクチャーメモリー番号 （1 〜 20) を指定し、國を 
押す。 

•例えば田國を巧すと、ピクチャーメモリ ー1( Ret 1) に保存されます。 

. データを保存済みのメモリー番号を指定して保存の操作を行ラと、 L ソ前に保存されてい 
た内容は新たな内容で上書をされます。 

-デュアルグラフ画面など2分割表示されるタイプの画面は、ピクチャーメモリーに保存 
でさません。 


• 巧巧したグラフ画像を呼び出すには 

1. GRAPH モードでグラフを描画した後で应团回 （ P に T ) 回 （ RCL ) を巧す。 

2. 表おされるポップアップウインドウでピクチャーメモリー番号 （1 〜 20) を指定し、画を 
巧す。 

•例えば田國を巧すと、ピクチャーメモリー1 ( Ret 1) に保存されている画像が呼び出 
されます。 

-呼び出しの操作を行うと、現在表示中のグラフは上書きされます。 

-ピクチャーメモリーから呼び出したグラフをクリアーするには、スケッチの CIS 機能 
(己-29ぺージ)を使います。 


已-デュアルグラフ 


■ グラフをサブ画面にコピーずる 

デュアルグラフは画面を左ち2つのパートに分割する機能です。各パートに異なる関数式の 
グラフを表示したり、片方に通常サイズのグラフを表示し、もラ片方に同じグラフの一部を 
拡大表示することが可能です。デュアルグラフは、関数式グラフの解析に便利です。 

デュアルグラフでは、左側の画面を r メイン画面」、ち側の画面を「サブ画面」と呼びます。 

• メイン画面 

実際の関数式からグラフを描画するための画面です。 


• サブ画面 

サブ画面のグラフは、メイン画面のグラフをコピーしたり、部分的に拡大したりして表示さ 
れます。メイン画面とは異なるビューウインドウ設定にすることび可能です。 
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• サブ画面にグラフをコピーするには 

1. メインメニューか5 GRAPH モードに入る。 

2. セットアップ画面の " Dual Screen " を" G + G " に設定する。 

3. ビューウインドウ設定を行う。 

•圃 （ R に HT ) を巧すと、サブ画面用の設定画面を表示することびできます。圃 （ LEFT ) 
を押すと、メイン画面用の設定画面に戻ります。 

4. グラフ関数式リストに関数式を登録し、メイン画面にグラフを描画する。 

已.希望するデュアルグラフの操作を実行する。 

11回 （ COPY ) ... メイン画面のグラフをサブ画面にコピーする 
应1回 （ SWAP ) ... メイン画面の内容とサブ画面の内容を入れ替える 

-グラフ関数式リスト上の関数式のち側に表おされるシンボルによって、デュアルグラフのど 
ち5の画面にグラフび描画されるかびわかります。下の画面例で" 因" の付いた関数式は、ヴ 
ブ画面に描画されます。 "因" の付いた関数式は、両方の画面に描画されます。 


Graph+Graph ： V= 



関数式を選択して回 （ SEL ) を巧すと、"因"または"回"のシンボルはクリアーされます。シ 
ンボルの付いていない関数式はメイン画面(画面左側）に描画されます。 

例 y = x ( x + l )( x - l ) のグラフをメイン画面とサブ画面に描く。 

ビューウインドウ設定は下記とずる。 


メイン画面 

Xmin = 

=-2、 

Xmax = 2、 

Xscal 居 = 

0.5 


Ymin = 

=—2、 

Ymax = 2、 

Yscal 居 = 

1 

サブ画面： 

Xmin = 

=—4、 

Xmax = 4、 

Xscals = 

1 


Ymin = 

= 一3、 

Ymax = 3、 

Yscals = 

1 


① 圓 GRAPH 

② 困圓 (SET UP ) 乐)度)度)度)*回 ( G + G ) 國 

* fx - 7400 GII 、 fx -97 已 0 GII ; 度)度)度) 

③ 困圆 ( V - WIN ) 回回國回國の曰回國度） 

回回國回國口國 
画 ( RIGHT ) 回团國团國の國度） 

回回國回國口國國 

④ 圆 ( TYPE ) 回 ( Y =) 画)圧)國田の回囚 
圓日の田國 

固 ( DRAW ) 

⑤ 國回 （ COPY ) 



-グラフの表示中に画を巧すと、グラフ関数式リスト画面に戻ります。 
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6 -マニュアルグラフ 


■直交座標グラフを巧く 


RUN • MAT (または RUN) モードでグラフコマンドを入力して、直交座標グラフを描くこ 
とびでさます。 

1. メインメニューか 5RUN • MAT (または RUN) モードに入る。 

2. セットアップ画面の" Input / Output " を" Linear " に設定する。 

3. ビューウインドウ設定を行う。 

4. 直交座標グラフを描くコマンド " Graph Y 二"（画回 （ SKTCH ) 固 （ GRPH )) を入力する。 
已.関数式を入力して國を巧す。 

例 3；= が+ 3x-4 のグラフを描く。 

ビューウインドウ設定は下記とずる。 

Xmin = —已、 Xmax =已、 Xscale = 2 

Ymin = — 10、 Ymax =10、 Yscale =已 


① ii RUN • MAT (または RUN) 

② 函圓 (SET UP ) 回 ( Line ) 國 

@ ( Ht ) 圆 ( V - WIN ) 回回國回國回國度） 

回のの國のの國回國画 

④ 困回 ( SKTCH ) 回に Is ) 國 
固 ( GRPH ) 回 (Y 二） 

⑤ 回画)回田回画)曰团國 



• 特定の関数は、組み込み関数として簡単にグラフ描画することがでさます。 
-組み込み関数としてグラフ描画に使ラことがでさるのは、次の各関数です。 


直交座標グラフ 


極座標のグラフ 


• sin X 

•cos ぶ 

• tan X 

• sin— 1 X 

• C0S_1 ぶ 

• tan- 1 ぶ 

• sinh X 

• cosh X 

• tanh X 

• sinh_i ぶ 

• cosh- 1 ぶ 

• tanh_i X 

• Vx 

•が 

• log X 

• Inx 

• 1 が 

• が 

•;ri 

• 3 も 

• 夺(々 

ax 

が 

• /( ぶ ) み 



sin 6 

• cos 6 

• tan 0 

• sin-1 0 

cos-1 0 

• tan—1 0 

• sinh 6 

• cosh 9 

tanh 6 

• sinh-1 0 

• cosh-i6 

• ね nh-1 0 

巧 

•が 

• log 6 

•In6 

1 〇 0 

• e 白 

•6 H 

•3 巧 


-組み込み関数グラフを描画する際は、グラフコマンドの書式内に X や 6> の変数を入力する 
必要はありません。 

-組み込み関数グラフを描画する際は、関数式として組み込み関数だけを入力します。他の 
演算子や値は入力でをません。 
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■複数のグラフを重ねて巧 < (オーバーライト） 

関数式内の変数にさまざまな値を代入したときに描かれる複数のグラフを、重ねて描くこと 
びでさます。 

1. メインメニューか5 GRAPH モードに入る。 

2. セットアップ画面の " Dual Screen " を" Off に設定する。 

3. ビューウインドウ設定を行う。 

4. 関数式タイプを指定し、次の書式に従って関数式を入力する。 

<変数を含む関数式 > 回函田 （[) < 変数> 函曰（二）<値> 囚 <値> 回...回 
<値> 函]曰 （]) 

己.グラフを描画する。 

例 A に3、1、 一1 を代入したときの _y = A が一3のグラフを描く。 

ビューウインドウ設定は下記とずる。 

Xmin = —已、 Xmax =已、 Xscale =1 

Ymin = — 10、 Ymax =10、 Yscale = 2 

① 圓 GRAPH 

② 困画 ) (SET UP ) 度)度)度)度)*圆 （ Off ) 國 

* fx - 7400 GII 、 fx -97 已 OGII : 度)度)® 

@極3圆 ( V - WIN ) 回回國回國圧)國度） 

回のの國のの國回國國 

④ 圆 ( TYPE ) 回 ( Y =) 画画 ( A ) 画)图曰回囚 

旧 （[) 画國 ( A ) 画 E ]( 二)回回の囚回の 
@ Q (] )國 

⑤ 固 （ DRAW ) 



• 関数式中で値を変化させることができる変数は1つだけです。 

• X 、 Y 、 r 、 ん T を変数名として使用することはできません。 

-関数内に記述されている変数に巧して、変数を代入することはできません。 

- "Simul Graph " び" On " に設定されている場合は、変数に各値を代入したときのグラフすベ 
てび同時に描かれます。 

•グラフを重ねて描画する操作は、直交座標式、極座標式、パラメーター関数式、および不等 
式について実行できます。 


■コピ ー &ぺーストを使ってグラフを巧画ずる 

関数式をクリップボードにコピーし、グラフ画面にペーストすることで、グラフを描くこと 
びでさます。 
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次の 2 つのタイプの関数式をグラフ画面にペーストして、グラフを描くことが可能です。 
タイプ 1( Y = 式） 

左辺が変数 Y の 、 Y 二/( X )お式の関数式です 。 「Y 二/( X )」のグラフが描画されます。 
例： Y 二 X をペーストして、グラフを描く 
• Y の左側のスぺースは無視されます。 

タイプ2(数式） 

左辺を持たない数式です。 「 Y 二数式」のグラフび描画されます。 

例： X をぺーストして、 Y 二 X をグラフに描く。 

• 数式の左側のスペースは無視されます。 


• コピ ー& ぺーストをほつてグラフを巧画するには 

1. グラフを描きたい関数式をクリップボードにコピーする。 

2. メインメニューか 5GRAPH モードに入る。 

3. セットアップ画面の " Dual Screen " を" Off に設定する。 

4. ビューウインドウ設定を行う。 

已.グラフを描画する。 

6. 数式をペーストする。 

例 グラフ画面に y = 2 x 2 —3 x — 4のグラフび表示されているときに、じ(前にクリップ 

ボードにコピーした関数 Y = X をぺーストずる。 

ビューウインドウ設定は下記とずる。 

Xmin = —已、 Xmax =已、 Xscale = 2 

Ymin = — 10、 Ymax =10、 Yscale =已 

① ii RUN • MAT (または RUN) 

应 i 曰 ( Y ) 函曰 (=) 國 

困面 ( CLIP ) ® ® ® 回 KOPY ) 

② 圓 GRAPH 

③ 困圓 (SET UP ) 乐)度)受度)*画 ( Off ) 國 

* fx - 7400 GII 、 fx -97 已 OGII : 度)® 度） 

④ 極3圆 ( V - WIN ) 回回國回國回國度） 

回のの國のの國回國國 

⑤ 圆 ( TYPE ) 回 ( Y =) 回画)图田回國曰团國 
固 （ DRAW ) 

⑥ 画固图 （ PASTE ) 



-グラフ画面への関数式のぺーストは 、 "Dual Screen " び" Off " に設定されている場合に限り 
実行でさます。 

-関数式をペーストして描画することができるグラフの数自体には制限はありませんび、卜 
レースやその他の機能びサポートするグラフの合計数は30個です(数式番号1〜20として 
描かれるグラフの数とペースト機能を使つて描かれるグラフの数の合計)。 
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• ペーストによって描画されたグラフに対してトレース等の機能を使った場合、グラフ式は 
「 Y 二式」の形で表示されます。 

• グラフ画面のメモリーをクリアーせずにグラフを再描画すると、ペーストによって描かれた 
グラフも含めて、すべてのグラフび再描画されます。 


7-テーブル(数表)を使う 

メインメニューか STABLE モードに入り、関数式に基づく数表を作成することびでさます。 


■ 関数式を登録し数表を作がずる 


• 関数式の登録について 

TABLE モードに入ると、はじめに関数式を登録するための「テーブル関数式リスト」が表示 
されます。この画面では、 GRAPH モードの「グラフ関数式リスト」と同様の手順で関数式を 
登録することびできます。関数式の登録操作について詳しくは、「グラフ関数式を登録する」 
(己-目ぺージ)をご覧ください。 


• を数設定を巧ラには 

数式を作成するときの変数； C に値を指定する方法には、次の 2 通りびあります。 

• テーブル設定画面を使う方法 

変数； d こ代入する値の範囲指定を専用の設定画面で行い、数表を作成します。 
• リストを使う方法 

指定したリストを変数 X に代入して、数表を作成します。 

• テーブル設定画面をほって数表作ぶ時の轟囲指定を巧うには 

例 変数 X のネリ期値を一3、最終値を3、変化の度台いを1に設定ずる。 

(lil TABLE 
固 ( SET ) 

回回國回國の國 


Table Setting 

X 

Start：-3 
End ：3 


上記の操作で、数表作成に使ラ関数式の変数； d こ代入する値の条件び設定されます。ここで設 
定した条件をもとに、計算が実行されます。 

Start . 変数； C の初期値 

End . 変数； C の最終値 

Step . 変数; C の値の変化の度合い(間隔値） 

テーブル設定への入力び終了した5、區因を巧してテーブル関数式リストに戻ります。 
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• 数表作ぶ時のを数としてリストをほうには 

1. テーブル関数式リストか5セットアップ画面を表示する。 

2. " Variable " の行を反転させ、回 （ UST ) を巧す。 

3. 表示されるポップアップウインドウを使って、 x 変数に代入したいリストのリスト番号を 
指定する。 

•例えば List 巨を選ぶときは、固画を巧します。ポップアップウインドウび閉じ、 
" Variable " の設定として "List 6" と表示されます。 

4. リストの指定びすんだ5、厄のを巧してテーブル関数式リストに戻る。 


• 数表を作巧するには 

例 テーブル関数式リストの" Yl "、" Y 3" に登録された関数式から数表を作成ずる。 

嗟)/度)を使って関数式び登録されている行を反転させ、 

回 （ SEL ) を巧して数表の作成対象とするか、しないかを 
指定します。 

"二"記号び反転表示になっているちのは数表の作成対象の 
関数式、反転していない行の関数式は作成対象でない関数 
式です。回 ( SEL ) を巧すたびにこの指定び切り替わりま 
す。 

固 ( TABL ) を巧すと、指定した関数式と変数の設定に従っ 
て数表び作成され、表示されます。変数; d こは、テーブル 
設定画面で指定した値またはリストデータび代入されます。 

ちの画面は、変数 X に一3、一2、一1、0、...が代入された 
場合の結果例です。 


数表中では、各セルは負符号を含め最大目巧まで表示されます。 



W VI V3 

BE 9. 

-己 ID M 

- I I I 

□ - 己 □ 

-3 

iFORMin—laOflflEDIT K.CON に . FLT 


Table Func 

:v= 

けい I 1 い 

V2=X+4 

L — J 

V3BXa 

[— ] 

V4: 

[— ] 

V 己： 

[— ] 

V6: 

[— ] 

rsiT raraw iTflEL 


• 微分係数を含む数表を作ぶするには 


セツトアップ画面の" Derivative " を" On " に設定すると、数表を作成したとさに、変数； d こ対 
する y 値のも列に微分係数が表示されます。 


セルカーソル(反転表示したセル)を微 一 
分係数の列に移動すると、微分を表す 
"み/が’が1行目に表示されます。 

• 範囲指定（「範囲を指定してグラフを描く」、己-4ページ） 
や重ね描さ指定（「複数のグラフを重ねて描<」、 5-14 
ページ)を行った関数式び含まれる場合は、エラーとなり 


か/化 






9 


[FORM 


D ■己 


D 

IS 


DIT p COHIG PLT 


ます。 


• 関数式のタイプを指定するには 


数表を作成するための関数式は、次の3タイプか5指定できます。 
-直交座標式 （ Y 二） 

• 極座標式レニ） 
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•パラメーター関数式 ( Farm ) 

1. テーブル関数式リストで圆 （ TYPE ) を巧す。 

2. 設定したい関数式タイプに該当するファンクションキーを巧す。 

-ここで指定したタイプの関数式だけび、画 （ TABL ) を巧したときの数表作成の対象となり 
ます。テーブル関数式リストに異なるタイプの関数式び登録されている場合、現在指定され 
ていないタイプの関数式は数表作成の対象とはなりません(異なるタイプの関数式の数表を 
同時に作成することはでさません)。 


■ 数表を編集ずる 

数表の作成後は、テーブルメニューを使って次の編集操作を行ラことびでさます。 

-変数； C の値の変更 

•行の編集(削除、挿入、追加） 

-数表の削除 

• コネクトタイプのグラフを描く 
• プ□ットタイプのグラフを描く 

- {FORM} ... テーブル関数式リストに戻る 
- {DEL} ... 数表を削除する 

• {ROW} 

- {DEL}/{INS}/{ADD} ... 行を{削除する}/{挿入するン{追加する} 

- {EDIT} ... 変数ズの値を編集する 

• {G«CON}/{G*PLT} ... {コネクトタイプ}/{プロットタイプ}のグラフを描く 

•変数 X を計算結果びエラーとなるよラな値 (0 による除算となるよラな値など）に変更すると 
エラーとなり、変更前の値のままとなります。 

• 数表内のズし U 外の列の値は、直接変更することはできません。 

■ 数表の特定の列をリストにコピーずる 

を使ってセルカーソルをコピーしたい列に移動します。カーソルはどの行にあっても 
構いません。 

• 数表を IJ ストにコピーするには 

例 列 X の内容を List 1にコピーずる。 


國回 ( LMEM ) 

田國（リスト番号の指定) 


Store In 

List Memory 

ListCl 〜 26 ]： I 


11 onnn |EHG [eiTg 


3 



[wr^rEHG 
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■数表か 5 グラフを描画ずる 


1. メインメニューか 5 TABLE モードに入る。 

2. ビューウインドウ設定を行う。 

3. 関数式を登録する。 

4. テーブル設定画面を表おし、範囲指定を行ラ。 

已.テーブルを作成する。 

6. グラフタイプを指定し、グラフを描画する。 

固 （G • CON ) ... コネクトタイプのグラフを描く 
固 （G • PLT ) ... プ□ットタイプのグラフを描く 

-グラフの描画後に函画 （G 一 T ) または画を巧すと、テーブル関数式リストに戻ります。 

例 次の2つの関数式を登録し、数表を作成し、コネクトタイプのグラフを描画ずる。 

数表の節囲指定はネリ期値一3、最終値3、変化の度合い1とする。 

Y 1 = 3が一2, Y 2 =が 
ビューウインドウ設定は下記とずる。 

Xmin = 0、 Xmax =巨、 Xscale =1 

Ymin = — 2、 Ymax =10、 Yscale = 2 

①圓 TABLE 

◎ 歐 3 圆 ( V - WIN ) 匹)國固國圧)國度） 

回回國口の國回國画 

③ 圆 ( TYPE ) 回 ( Y =) 回國图曰回國 

圓图國 

④ 固 ( SET ) 回回國回國の國國 

⑤ 固 （ TABL ) 

⑥ 固 (G • CON ) 

•グラフの描画後は、トレース機能、ズーム機能、スケッチ機能を使用でをます。 


■ 数表とグラフを同時に表示ずる 

セットアップ画面の " Dual Screen " を" T + G " に設定します。 

1. メインメニューか STABLE モードに入る。 

2. ビューウインドウ設定を行う。 

3. セットアップ画面で " Dual Screen " を" T + G " に設定する。 

4. 関数式を登録する。 

已.テーブル設定画面で範囲指定を行う。 

6. 画 （ TA 目 L ) を巧し、関数式の数表をち側のサブ画面に表おする。 

7. グラフタイプを指定し、グラフを描画する。 

固 （G • CON ) ... コネクトタイプのグラフを描く 

画 （G • PLT ) ... プ□ットタイプのグラフを描く 
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例 関数式 y = 3 x 2 -2 を登録し、その数表とコネクトタイプのグラフを同時に表示ずる。 

数表の節囲指定はネリ期値一3、最終値3、変化の度合い1とずる。 

ビューウインドウ設定は下記とずる。 

Xmin = □、 Xmax = 6、 Xscale =1 

Ymin = — 2、 Ymax =10、 Yscale = 2 

① O TABLE 

◎ 極 j ] 圆 ( V - WIN ) 匹)國固國圧)國度） 

回回國口の國回國画 

③ 困圓 （SET UP ) 度)免度)*回 ( T + G ) 画 

* fx - 7400 GII 、 fx -97 已 OGII : 度)度） 

④ 圆 ( TYPE ) 回 ( Y =) 回画)图曰回國 

⑤ 固 ( SET ) 

回回國团國の國画 

⑥ 固 （ TABL ) 

⑦ 固 (G • CON ) 

•セットアップ画面の " Dual Screen " の設定は、 TABLE モードと RECUR モードで適用さ 
れます。 

-应 D 回 （ CHNG ) または画を巧すと、数表をアクティブにすることができます。 

8. ダイナミックグラフ 

重要 

• fx - 7400 GII には、 DYNA モードはありません。 


■ ダイナ S ックグラフを利用ずる 

ダイナミックグラフ機能を使ラと、関数式の係数値を変化させたとさ、その変化がグラフに 
どのよラに影響するかを観察することびできます。関数式の特定の係数や項び、グラフの形 
や位置にどのよラに影響するかがわかります。 

1. メインメニューか5 DYNA モードに入る。 

-「ダイナミックグラフ関数式リスト」が表示されます。 

2. ビューウインドウ設定を行う。 

3. セットアップ画面の " Dynamic Type " か5、次のいずれかを選ぶ。 

回に nt ) ...連続的に描く 

回 （ Stop ) ... 10回の描画後、停止する 

4. 組み込まれている関数式タイプの一覧*1を使って、関数式を入力する。 

已.係数値を入力し、どの係数を変化させるかを指定する。*2 

6. 初期値、最終値、変化の度合いを順に指定する。 
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7. 描画速度を指定する。 

画 （ SPEED ) 回〇忙） ... 1回の描画ごとに一時停止 ( Stop & Go ) 
回い）...標準の半分の速度に設定 ( Slow ) 

画け）...標準速度に設定 ( Normal ) 

回か）...標準の倍速に設定 ( Fast ) 

8. ダイナミックグラフを描画する。 


*1 組み込まれている関数式タイプは、次の通りです。 

• Y 二 AX + 巨 - Y 二 A ( X + 巨） 2 +C - Y 二 AX 2+ 巨 X+C • Y=AX へ3+巨 X ^+ CX+D 

• Y 二 Asin (巨 X + C ) • Y 二 Acos (巨 X + C ) • Y 二 Atan (目 X + C ) 

圆 （ TYPE ) を巧して関数式タイプを選択し、手動で関数式を入力することもできます。 

が画を押して、係数値設定メニューを表示することもでさます。 

•ダイナミックグラフを描く関数式び複数存在するときは " Too Many Functions " と表示さ 
れます。 


例 y = A レ:一1ド ー1 の係数 A の値を2か5已まで1ずつ変化させて、ダイナミックグラ 
フを10回繰り返して描く。 

① 圓 DYNA 

② 画3圆 ( V - WIN ) 回 ( INIT ) 画 

③ 画司圓 (SET UP ) 度)*回 （ Stop ) 画 

* fx -97 已 OGII : (shift) 画!) (SET UP ) 

④ 固 （ B - IN ) 度)回 （ SEL ) 

⑤ 回 ( VAR ) 回國回の國回の國 

⑥ 回 ( SET ) 回國回國圧)國画 

⑦ 画 ( SPEED ) 画け）國 
⑨固 （ DYNA ) 


①か5④を繰り返す 


V1=A( ： か巨 ）24 
\ 

■C 

I / 

n =2 

Vy 


V1=A( ： K+E 川 

C 

\l 

A = 己 

V 


② 


V1=A( ： K+E 川 

■c 

ij 

R=3 

XJ 


丄丫 


V1=FKK+B)B+ 

C 

\l 

fl=4 
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■ ダイナミックグラフの轨跡を巧 < 

セットアップ画面で軌跡を描画する設定にすると、係数値を変えて描いたグラフを重ねて表 
示させることがでさます。 

1. メインメニューか5 DYNA モードに入る。 

2. ビューウインドウ設定を行う。 

3. セットアップ画面の" Locus " を" On " にする。 

4. 組み込まれている関数式タイプの一覧を使って、関数式を入力する。 

已.係数値を入力し、どの係数を変化させるかを指定する。 

6. 初期値、最終値、変化の度合いを順に指定ずる。 

7. 描画速度を" Normal " にする。 

8. ダイナミックグラフを描画する。 

例 J = Ax の係数 A の値を1か54まで1ずつ変化させて、ダイナミックグラフを10回 
繰り返して描く。 

① 圓 DYNA 

② 困圆 ( V - WIN ) 回 ( INIT ) 画 

③ 函圓 （SET UP ) 度)度)*回 ( On ) 國 

* fx -97 已 OGII :活） 

④ 固旧- IN ) 回 （ SEL ) 

⑤ 回 ( VAR ) 圧)國匹)國 

⑥ 回 ( SET ) 圧)國旺 I 國圧)國画） 

⑦ 画 ( SPEED ) 画（り國 
⑨固 （ DYNA ) 




■ グラフ計算 DOT 切り替え機能 

この機能を使ってダイナミックグラフの X 軸のドットをすべて描画するか、1個おきに描画 
するかを指定することができます。この設定は " Dynamic Func Y 二"で描画するときにのみ 
有効です。 

1 . 画固陋画 （SET UP ) を巧してセットアップ画面を表示する。 

2. 度)度)度) *を巧して " Y 二 Draw Speed " を選択する。 

* fx -97 已 OGII : 度)度） 

3. 描画タイプを選択する。 

回 （ Norm ) ... X 軸のすべてのドットを描画(初期設定） 

回 （ Hi 呂 h ) ... X 軸のドットを1個おきに描画 （" Norm " 時よりも高速に描画） 

4. 區而を巧す。 


vi=nx+E 

r 

....著 

n=4 



vi=nx+E 

r 

A 

n=i 
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■ダイナ s ックメモリーを利用ずる 

現在設定されているダイナ S ックグラフ描画条件およびダイナミックグラフ画面データをダ 
イナミックメモリーに1組保存し、呼び出すことができます。保存したデータを呼び出すと、 
すぐにダイナミックグラフが描画されるため、時間を節約することびでさます。一度にメモ 
リーに保存でをるデータは1組だけです。 


• ダイナミックメモリーにデータを巧巧するには 

1. ダイナミックグラフ描画中に画を巧して、描画速度切り替え表おを呼び出す。 

2. 固 （ STO ) を巧す。確認のポップアップウインドウび表おされた5回 ( Yes ) を巧して、 
データを保存する。 


• ダイナ S ックメモリーか6データを呼び出すには 

1. ダイナミックグラフ関数式リストを呼び出す。 

2. 固 （ RCL ) を巧すとダイナミックメモリーの内容び呼び出され、グラフび描画される。 

9-漸化式グラフ 

重要 

• fx - 7400 GII には、 RECUR モードはありません。 


■ 漸化式を入力して数表を作がずる 

次の種類の漸化式を最大3つまで入力し、数表を作成することができます。 
• an 、 n で構成されている数列わ"}の一般項 
• な 打 +1 、ひれ、 n で構成される線形2項間漸化式 
• な11+呂、 け/1+1、なパ、巧 で構成される線形3項間漸化式 

1. メインメニューか 5RECUR モードに入る。 

2. 漸化式のタイプを選択する。 

画 （ TYPE ) 回 （ fl ") ... 数列 an の一般項 

回 ( fln + l ) ... 線形2項間漸化式 
画 （ fln +2) ... 線形3項間漸化式 


3. 漸化式を入力する。 

4. テーブル設定を行ラ。 n の始点と終点を入力する。必要な場合は、初項の値、グラフを描 
く場合はポインターの始点の値も入力する。 

己.漸化式の数表を表示する。 


Select Type 


Fl ： an=Rn+B 

F2!an+i=flan+Bn+C 

F3 ： an+a=Aan+i+Ean+'■■ 


ran r^Ki+i [Ski" 
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例 a«+2 = «"+i+ な"で表される3項間漸化式（フィボナッチ数列）で、ネリ項びな1 = 1、化= 
1のとき、変数 W の値を1か5巨まで変化させたときの数表を作成ずる。 

① 圓 RECUR 

② 圆 (TYPE) 圆レ…） 

③ 回（化斯 ••） 画（舶+1 ) 旧回（斯）國 

④ 固 （SET) 回 (の） 丘]國固國の國己]國國 

⑤ 固 （TABL) 


-回 （FORM) を巧すと漸化式を保存する画面に戻ります。 

. セツトアップ画面で" ^Display" を" On" に設定すると、各項の和を含めた数表を作成するこ 
とびでさます。 


■漸化式グラフを描画ずる 

漸化式の数表から、コネクトタイプ/プロットタイプのグラフを描きます。 

1. メインメニューか 5RECUR モードに入る。 

2. ビューウインドウ設定を行う。 

3. 漸化式のタイプを選択し、漸化式を入力する。 

4. テーブル設定を行ラ。 n の始点と終点を入力する。必要な場合は、初項の値も入力する。 

己.グラフの線のスタイルを選択する。 

6. 漸化式の数表を表示ずる。 

7. グラフタイプを選択して、グラフを描画する。 

固 （G • CON) ... コネクトタイプのグラフを描画 
固 （G • PLT) ... プ□ットタイプのグラフを描画 

例 なか 1 = 2 な n +1 で表される 2 項間漸化式で、ネリ項びの= 1 のとき、変数 W の値を 1 か 
5巨まで変化させた数表を作成ずる。この数表の値を使ってコネクトタイプのグラフ 
を描画する。 

ビューウインドウ設定は下記とずる。 

Xmin = □、 Xmax =巨、 Xscale =1 

Ymin = — 1已、 Ymax =巨已、 Yscale =已 

①圓 RECUR 

◎ 極 j] 圆 (V-WIN) 匹]國固國圧)國度） 

回口回國固回國回國画 

③ 画 (TYPE) 回 (fln+i) 回回(か0田圧)國 

④ 固 (SET) 回(の）圧)國固國の國國 

⑤ 回 (SE1_+S)® 回(一)國 

⑥ 固 （TABL) 

⑦ 固 (G • CON) 



n + 立 j 

n+2 




1 1 



己 

1 



3 

己 




3 

1 

iFORHin— 


K-COH に . PLT 


最初の2つの値は、の=1 
と幻 2 二1に対応します。 
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•グラフの描画後は、トレース機能、ズーム機能、スケッチ機能を使用できます。 
-グラフの描画後に画巧画 （G 一 T) または画を巧すと、数表画面に戻ります。 


■ 2つの数列から位相プ□ットグラフを巧画ずる 


RECUR モードで入力した2つの式による数列のラち、片方を横軸、もラ片方を縦軸とした 
位相プロツトグラフを描画できます。 fln ( 化 1+1 、化 J+2)、 わ n ( わ。 +1 、わ n+2 )、Cn (Cn+K Cn+2) のう 
ち、アルファベット順で先の数列が横軸、後の数列が縦軸となります。 


1. メインメニューか 5RECUR モードに入る。 


2. ビューウインドウ設定を行う。 

3. 2つの漸化式を入力し、両方をテーブル作成対象として選択する。 

4. テーブル設定を行ラ。変数 n の始点と終点、および各漸化式の初項の値を入力する。 
己.漸化式の数表を表示する。 

6. 位相プ□ットグラフを描画する。 


例 2つの2項間漸化式な"+1= 0.9な"、わ"+1 = bn + 0.1 W-0.2 を入力し、それぞれの巧 

項を ai =1， bi =1とずる。変数《の値を1か510まで変化させたときの数表を作成 
し、この数表を使って位相プ□ットグラフを描画ずる。 

ビューウインドウ設定は下記とずる。 

Xmin = 0、 Xmax = 2、 Xscale =1 

Ymin = 0、 Ymax = 4、 Yscale =1 

① 圓 RECUR 

② 極 j] 圆 (V-WIN) 匹)國回國圧)國度） 


の尼司円 1 IEX 司 m 尼司厄而 1 
③画 (TYPE) 回 (fln+l ) 应|曰回回 (fln) 國 

回 (n ぶ n ••) 画(わ"）旧匹)曰丘)回 (n) 曰匹)曰回國 


④ 「F 引 （SET) 岡（の） m 岡 M 1101 iEx 司 m 岡 m IEXEI に加 

⑤ 固 （TABL) 


⑥圆 （PHAS) 




• RECUR モード画面で3つの式を入力し、すべての式をテーブル作成対象として選択して 
いた場合、3つの式のうちどの2つを使って位相プ□ットグラフを描画するかを指定する必 
要びあります。この指定を行うには、テーブル画面で圆 （PHAS) を巧すと表おされるファ 
ンクシヨンメニューを使います。 
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回（がわ） . an (an+K 化 1 + 2 ) とわ n (わ n+K わ n+2) をグラ 

フ描画に使ラ 

|F2| (わ .C) . わ,!（わ,! +1 、 わ n+2) と Cn (C,!+l 、 C,!+2) をクフ 

フ描画に使ラ 

岡 (が C) . an (化 J+1 、 化 1 + 2J とな（な+1 、 Cn+2) をフフ 

フ描画に使ラ 



•セットアップ画面の" sDisplay" を" On" にすると、数表に各項の累計が表示されます。この 
とき、位相プ□ットグラフを描画するのに使ラデータとして、2つの数列をそのまま使ラ 
か、2つの数列それぞれの累計を使ラかを選択することびできます。この選択は、テーブル 
画面で画 （PHAS) を巧すと表示されるフアンクシヨンメニューで行います。 

回(航） . 数列をグラフ描画に使う 

画 だ化 ) ........ 数列の累計をグラフ描画に使ラ 



n+i jn+i 

E jn+i 

bn+i 



1 

1 


己 D.S 

1.9 

D.9 


3 □■日 1 

己 . 11 

D.9 


M D.l 己 9 

3 ■ りヨ 9 

1 

1 

1 a 

n SELECT 

TYPE 

Iran 


•セットアップ画面の"： EDisplay" び" On" に設定されており、かつ RECUR モードで入力し 
た 3 つの式すべてがテーブル作成対象として選択されていた場合は、テーブル画面で画 
(PHAS) を巧したときに表示されるフアンクシヨンメニユーで、どの 2 つの式を使うか、お 
よび数列データと数列の累計データのどちらを使うかを指定します。 

| F 1| (口 •わ） . 口,!（口,!+1 、 航+2) とわ,, . （わ,! +1 、 わ n +2) の数列 

をグラフ描画に使う 

| F 2| ib . C ) bn (わ n +1 、わ n +2) と。 （ Cn +1 、 Cn +2) の数列 

をグラフ描画に使う 

| F 3| (な . C ) . 口,!（口,!+1 、 舶+2)と Cn ( C,!+l 、 Cn +2) の数列 

をグラフ描画に使う 

| F 4| じ 口 •わ） . a 打 (口 n +1 、 fln +2) とわ/!(わ n +1 、わ) i +2) の数列 

の累計をグラフ描画に使ラ 

| F 5| じかに） . わ,!（わ,!+1、わ n +2) と Cn ( C ,!+ l 、 C ,!+2) の数列 

の累計をグラフ描画に使ラ 

| F 6| じ口 . C ) Un (口 n +1 、口 n +2) と。 （ Cn +1 、 Cn + s ) の数列 

の累計をグラフ描画に使ラ 


■ 漸化式の収束/巧散グラフ (WEB グラフ）を描画ずる 

y = /Oc) のグラフは、 け/1+1二 y 、Cln — X を2項間漸化式舶+1二 /(fl。） に見立てて描かれます。 
このとき2項間漸化式は fln+K 口,1で構成されています。グラフを描いた5、その関数が収束 
するか拡散するかを調べることびでをます。 



n +1 jn+i Edn+i bn+i 


己 D.S 1.9 D.9 

3 D.BI B.ni D.9 

M LI 己 9 ヨ ■ りヨ 9 1 

1 

|a-b 1 b e 1 a-c に j-t に t.c |zJ c 


1. メインメニューか 5RECUR モードに入る。 

2. ビューウインドウ設定を行う。 

3. 2項間漸化式のタイプを選択し、漸化式を入力する。 

4. テーブル設定を行ラ。 n の始点と終点、初項の値、ポインターの始点の値を入力する。 


已.漸化式の数表を表示する。 
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6. グラフを描画する。 

7. 画を押す。設定したポインターの始点にポインターが点滅する。 

國を数回巧す。 

-収束する場合はグラフ上にクモの巣状にラインが描かれます。そラでない場合は発散し 
ているか、グラフび画面からはみだしている可能性びあります。この場合はビューウイ 
ンドウ設定で表示領域を拡大し、再度グラフを描画して確認します。な)/®を巧すと、 
グラフを選択することびできます。 

例 漸化式《。+1=-3(な。) 2 + 30。、 6n+i=3 わ。 + 0.2 の WE 己グラフを描き、収束/発散を 

調べる。テーブル設定は Start = 0、 End =巨、 ao = 0.01、 «nStr = 0.01、わ〇 = 
0.1 1、わ" St「= 0.1 1とずる。 

①圓 RECUR 

◎ 極3圆 ( V - WIN ) 匹)國圧)國圧)國度） 

の國の國の國画 

③ 回 ( TYPE ) 回(口"+1 ) 回回回(口。)图旧回回 ( fl ") 國 
回画 ( bn ) 田团亡|回國 

④ 固 ( SET ) 回 ( flo ) 

の國固國の日のの画の日口の國@ 

团 CD 团口画面 CD のの國國 

⑤ 固 （ TABL ) 

⑥ 回 ( WEB ) 

⑦ 國〜國(化!は収束） 

度）國〜國化。は発散） 

• グラフの線のスタイルを変えるには、④の後に回 （ SE い S ) を巧します。 

• WE 目グラフでは 、 y 二/(分グラフの線のスタイルを指定することができます。線のスタイ 
ルの選択は、セッ ト アップ画面の " Draw Type " び" Connect " に設定されているときだけ有 
効です。 

10. 円錐曲線グラフの描画 

重要 



• fx - 7400 GII には、 CONICS モードはありません。 


■ 円潍曲線グラフの巧画 

CONICS モードを使うと、放物線、円、情円、双曲線のグラフを描くことができます。直交 
座標式、極座標式、またはパラメーター関数式び入力可能です。 


1. メインメニューか 5CON に S モードに入る。 

2. 関数式のタイプを選択する。 

回 （ RECT ) ... 直交座標式 
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回 （ P 01_) …極座標式 
画 （ PARM ) ... パラメーター関数式 
3. 描画したいグラフに応じて、組み込みの関数式を選択する。 


國 


4 .関数式の係数をそれぞれ入力し、グラフを描画する。 

例 直交座標の関数式 X =2 y ^+ y -^ を入力してち側の開いた放物線グラフを描画し、次 
に極座標の関数式 r = 4COS0 を入力して円のグラフを描画ずる。 

① 圓 CONICS 

② 回 ( RECT ) 度 )(X 二 AY 2+ 目 Y + C ) 國 

③ 回國の國回の國画 （ DRAW ) 


④ lExifl TexitI 

⑤ 回 （ POL ) 度)度)度)度) （ R =2 Acos が國 

⑥ 回网固 （ DRAW ) 


11. スケッチ 


■ グラフに点や線を重ねて巧< 

すでに描かれているグラフに、点や線を重ね描きすることびでさます。 
重ね描きする際の線は、4種類のスタイルか5選ぶことびできます。 

1. メインメニューか5 GRAPH モードに入る。 

2. ビューウインドウ設定を行う。 

3. セットアップ画面の " Sketch Line " を使って線のスタイルを選択する。 
回（一）...標準(初期状態） 

回 （ 一 )... 太線(標準の2倍の太さ） 

匿 ]( …" )... 破線(太線の破線） 

回 ( …… ） …点線 

4. グラフの関数式を入力する。 

己.グラフを描画する。 




C=0 

D=0 

バ BS + CS -4 flD )>0) 




Select Equation 


RXa+RVa+EX+CV+D=0 


cx- け > 百 1 

, <Y—K >曰 

A 己叫 

卜 E 己 

け一 … 

<V—K>a 

A 己 

E 己 



IftE" IPO L [Farm 
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6. スケッチ機能を選択する。* 1 

@回 （ SK 下 CH ) 回 （ CIS ) …画面をミ肖去する 
回 ( Tang ) ... 接線を描く 
画 （ Norm ) ... 法線を描く 
画 （ Inv ) ... 逆関数を描画する*吕 
画 （>) 回 （ PLOT ) 

{ Plot }/ {円 • On }/ {円 • Off ン{円 • Chg } ... 点を{プ□ットする}/{描 
く}/{消す}/{切り替える} 

画 (>) 回 （ LINE ) 

{ Line}/{F • Line } ... {画い）回 （ PLOT ) でプ□ットした2点を直線 
で結ぶ値繳 }/{ 任意の2点間に線を描く（自由直線)} 

固 （>) 画に 「 cl ) ... 円を描画ずる 
画 （>) 回 ( Vert ) ... き直線を描画する 
画 （>) 固 ( Hztl ) ... 水平線をお画する 
固 （>) 固 （>) 回 （ PEN ) ... 自由に線を引く 
画 （>) 固 （>) 回 ( Text )... 文字を書き込む 

7. カーソルキーでポインター（な）を描さたい位置に移動し、画を巧す。*3 

*1 上記は GRAPH モードで表示されるメニューです。モードによって選択できる機能がを 
少異なります。 

が逆関数のグラフは、選択後ただちに描画されます。 

* 3 機能によっては、2点を指定しなければな5ないものもあります。その場合は、最初の1 
点を指定した後に國を巧し、カーソルキーでポインターを2番目の点の位置に移動し、 
國を押します。 

• 次の各スケッチ機能では、線のタイプを指定することびできます。 

接線、法線、逆関数、直歉自由直線、円、き直線、水平歉自由に線を引く 

例 グラフ y = x(x + 2)( x -2) 上の点に， 0) における接線を描く。 

① 圓 GRAPH 

② 函]圆 ( V - WIN ) 回 ( INIT ) 画 

③ 丽 fli ] (SET UP ) 度)度)度)度)度)度)度)度) * 回 ( —)國 

* fx -7400 GIL fx -97 已。 GII : 度)度)度)度)度)度)度） 

④ 画 ( TYPE ) 回 ( Y =) 画)圧)画)田回囚広)画） 

日回回國 

⑤ 固 ( DRAW ) 

⑥ 困回 （ SKTCH ) 回 ( Tan 呂） 

⑦ み〜®國 "^1 



；-2> 

し.. 

わ己 


い 

v=n 



*1 ポインターを移動して画を巧すことにより、続けて接線を描画することができます。 
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12 -グラフ関数式の解が 

重要 

-ここで説明する解析機能を使って各種の解を求めるとき、次のよラな場合は精度がでなかっ 
たり、解が求め5れなかったりすることがあります。 

-求める解びグラフ同±の接点、またはグラフと X 軸との接点になる場合。 

-求める解びグラフの変曲点になる場合。 


■ グラフ上の座標を読みとる 

グラフ上のポインター（な）をカーソルキーで移動して、座標値を読み取ることがでさます。 

1. メインメニューか5 GRAPH モードに入る。 

2. グラフを描画する。 

3. 画因回 （ TRCE ) を巧す。グラフの中央にポインターが点滅する。*1 

4. を巧すとグラフに沿つてポインターが移動する 
ので、読み取りたい位置にポインターを合わせる。 

-複数のグラフび描かれている場合、な)/®を巧すと、 

異なるグラフの同じ； C 座標の位置にポインターび移動 
します。 


已.歴 g を巧すと表示されるポップアップウインドウに座標値を入力すると、その座標にポイ 
ンターび移動する。 

-臣圏を巧さずに直接座標値を入力しても、ポップアップウインドウび表示されます。 

6. トレースを中断するには、画因回 （ TRCE ) を巧す。 

*1 ポインターを表おする位置びグラフの表示領域がの場合、またはエラー（値を持たない)の 
場合は、ポインターはグラフに表示されません。 

•セットアップ画面で" Coord " を" Off " に設定すると、ポインター位置の座標値の表示をオフ 
にすることびでさます。 

-関数式の種類により、座標値は次のよラに表示されます。 

極座標のグラフ 



h-=l.n3EDEDBDB 

た DJ 叫 DE 日日日叫 

パラメーター関数のグラフ 

T=D.nBE39BIE3M 



X=E.n9nEDEE33 

V=E.EEI3I39EM 

不等式のグラフ 




た 1 

v<-n 


V1=K 己一 3 

.A. 



心 

た 4JIE 叫 93 旧 


■ 微分係数を表示ずる 

トレース機能実行時に、ポインターの座標値に加えて、ポインター位置での微分係数を同時 
に表示させることびでさます。 
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1. メインメニューか 5GRAPH モードに入る。 

2. セットアップ画面で" Derivative " を" On " に設定する。 

3. グラフを描画する。 

4. 画因回 （ TRCE ) を巧す。グラフの中央にポインターが 
点滅し、ポインターの座標値ととちに微分係数ち表おさ 
れる。 


V1=K 己一 3 

..V 

I./.. 


dV-^dX=-E.EEE 
V=UJIE[] 叫 3 旧 


■グラフの座標値か6数表を作がずる(グラフ to テーブル） 

トレース機能などによって読み取ったグラフの座標値を数表に登録し、画面をグラフと数表 
に分割表示することがでさます。グラフと解析結果を同時に見たいときに、便利です。 

1. メインメニューか 5GRAPH モードに入る。 

2. セットアップ画面で " Dual Screen " を" GtoT " に設定する。 

3. ビューウインドウ設定を行う。 

4. 関数式を登録し、左側の画面にグラフを描画する。 

己.トレース機能を実行する。複数のグラフび描画されてい 
る場合は、度)/嗟)を巧してグラフを選択する。 

6. ®/( g ) を巧してポインターを移動し、数表に登録した 
い座標位置で國を巧す。登録する座標値の数だけ繰り 
返す。 

7. 11回 （ CHNG ) を巧して、キー操作の対象を数表側に切り替える。 



1.774193548 
[rdel nnffi _ 


■ 座標値の巧数をかめて表示ずる 

トレース機能などを使用する際、座標値を適切な有効が数に丸めて表示することびできます。 

1. メインメニューか5 GRAPH モードに入る。 

2. グラフを描画する。 

3. 画 i ) 回 （ ZOOM ) 画 （>) 画 （ RND ) を巧す。このとき、 

ビューウインドウの設定が Rnd の値に従って自動的に 
変更される。 

4. 画因回 （ TRCE ) を巧し、力ーソルキーでポインターを 
グラフ上の適当な位置に移動する。ポインターの座標値 
び丸めて表おされる。 



■ グラフ関数式を解がずる 

グラフを描画した後に、グラフ解析メニューを使ってさまざまな解析結果を求めることがで 
さます。 


1. メインメニユーか 5GRAPH モードに入る。 

2. グラフを描画する。 
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3. グラフ解析メニューを表示し、解析機能を選択する。 


画 i 固 （ G - SLV ) 回 ( ROOT ) ... 根の算出 
回 ( MAX ) ... 極大値 
圆 （ MIN ) ... 極ル値 
回 ( Y - ICPT ) ... y 軸切片 
固 （ ISCT ) ... 2つのグラフの交点 
固 （>) 回 （ Y - CAL ) ... ズに対する: y 座標値 
固 （>) 回 ( X - CAL ) ... y に対する X 座標値 
画 （>) 圆 (I み）...任意の範囲の積分値 


4. 複数のグラフが描かれているときは、登録エリア番号の最もルさいグラフ上にカーソル 
(■) が点滅する。な)/®を使って、選択したいグラフ上に力ーソルを移動する。 

已.画を巧してグラフを選択すると、解析された値が表示される。 

•値び2つしソ上ある場合は®を巧すと、次の値が算出されます。また®を巧すと、前に 
表示していた値に戻ります。 



； -2> 


わ-己 


v=n 

ROOT 



• 2つのグラフの交点を算出するには 

1. グラフを描画する。 

2. 画因画 （ G - SLV ) 固り SCT ) と巧す。3つ於上のグラフび描かれているときは、登録エリ 
ア番号の最も小さいグラフ上に力ーソル (■) が点滅する。 

3. 度)/®を使って、選択したいグラフ上に力ーソルを移動する。 

4. 國を押し、1つ目のグラフを選択する。カーソルの形び■か5♦に切り替わる。 

己.活)/廷)を使って、2番目のグラフ上にカーソルを移動する。 

目.國を巧すと、2つのグラフの交点が算出される。 

•値が2つしソ上ある場合は®を巧すと、次の値が算出されます。また@を巧すと、前に 
表示していた値に戻ります。 


例 Y 1 =x + 1、 Y 2 =がの2つのグラフを描き、 Y 1 と Y 2 のグラフの交点を求める。 


¥强1 

ド 

わ -[l.EI 日 □ ヨヨ 9 日日 1 

ISECT 

； =D.3BI9EEDI 13 


¥强1 

VJ 

ド 

わ I.EIB □ ヨヨ 9 日 9 

ISECT 

た己 -El 日旧ヨ 9 日 9 


•交点の算出は、 Y = /(分タイプの直交座標式、 Y >/0 c )/ Y く/レ) / Y 含/レ) / Y ろむ)各タイプの 
不等式についてのみ実行でさます。 
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• グラフ上の座標値を算出するには 

任意の X に対する y 座標値、任意の： y に対する； C 座標値を求めることびできます。 

1. グラフを描画する。 

2. 関数式を選択する。複数のグラフび描かれているときは、登録エリア番号の最ち小さいグ 
ラフ上に選択力ーソル (■) び点滅する。 

函固 （ G - SLV ) 固い）回 ( Y - CAL ) ... X に対する};座標値 
固 （>) 回 （ X - CAL ) ... y に対するズ座標値 

3. 度)/®を巧して、選択したいグラフに力ーソル (■) を移動し、画を巧して選択する。 

4. 任意の； C 座標値または y 座標値を入力する。 

-國を巧すと、対応する: y 座標値またはズ座標値が算出されます。 

例 Y 1 =x + 1、 Y 2 =x レ:+ 2) レ:一 2) の2つの式のグラフを描き、 Y 2 のグラフの： V 座 
標値を X = 0.已に対して、またぶ座標値を :V = 2.2 に対してホめる。 


•上の手順で解が2つしソ上ある場合、彩を巧すと次の値を算出します。また®を巧すと、 
前に表示していた値に戻ります。 

•パラメーター関数グラフの X - CAL 値を求めることはでさません。 




• グラフ上の指定轟囲の積分値を算出するには 

1. グラフを描画する。 

2. 函固 （ G - SLV ) 固 （>) 圆( I み)を巧す。複数のグラフが描かれているときは、登録エリ 
ア番号の最も小さいグラフ上に選択力ーソル (■) び点滅する。 

3. 度)/®を巧して、選択したいグラフに力ーソル (■) を移動し、画を巧して選択する。 

4. 贫/みを押し、積分の下限値にポインターを移動し、画を巧す。 

己. ® を巧し、積分の上限値にポインターを移動する。 

6. 岡を巧すと、積分値が算出される。 


例 Y 1= xU ：+2)( x -2) のグラフを描き、（一2,0)の積分値をおめる。 


A 

■ 

1 

LOWER : ■己 

…=4 

LJPPER=D 


•下限値、上限値は、数字キーを使って直接数値で指定することちでさます。 
• 積分範囲は、下限<上限となるよラに設定してください。 

• 積分値の算出ができるのは、直交座標式グラフのみです。 
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■ 円潍曲線のグラフ関数式を解がずる 


重要 


• fx - 7400 GII には、 CONICS モードはありません。 


次の手順で円維曲線のグラフを描画した後に、グラフ解析メニューを使ってさまざまな解析 
結果を求めることびでさます。 

1. メインメニューか 5CON に S モードに入る。 

2. 関数式のタイプを選択する。 

回 （ RECT ) ... 直交座標式 
回 （ P 01_) …極座標式 

画 （ PARM ) ... パラメーター関数式 

3. 度)/®を使って解析する円錐曲線を選択する。 

4. 円錐曲線の各定数を入力する。 

已.グラフを描画する。 

円維曲線のグラフを描いた後、函画 （ G - SLV ) を巧します。次のようなグラフ解析メニュー 
力巧見れます。 

•放物線グラフの解析 

• {FOCS ン {VTXWLEW/ 似...{焦点}/{頂点}/{通径の長さ}/{離/こ、率}を求める 
-の旧ン {SYM し.{準線}/{対称軸}を引く 

- {X-IN}/{Y-IN} ... b 軸ンか軸}との交点を求める 

• 円グラフの解析 

• {CNTR}/{RADS} ... {中/こ、}/{半径}を求める 

• {X-IN}/{Y-IN} ... わ軸}/か軸}との交点を求める 

•情円グラフの解ホ斤 

- {FOCS ン {VTXWCNTR}/ 似...{焦点}/{頂点}/冲む}/{離/こ、率}を求める 

• {X-IN}/{Y-IN} ... わ軸ンか軸}との交点を求める 

•双曲線グラフの解析 

- {FOCS ン {VTXWCNTR}/ 似...{焦点}/{頂点}/{中む}/{離,こ、率}を求める 
- {ASYM} ...漸近線を引く 

• {X-IN}/{Y-IN} ... わ軸}/か軸}との交点を求める 
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• 焦点/通径の長をを算出するには 


例 放物線 X = (Y - 2ド+ 3のグラフの焦点、頂点、通径の長さを求める。 

ビューウインドウ設定は下記とずる。 

Xmin = — 1、 Xmax =10、 Xscale =1 

Ymin = —已、 Ymax = 已、 Yscale =1 


flNUl CONICS 
國 

圧)國回國回國画 （ DRAW ) 
[SHiFT] 固 （ G - SLV ) 

(ED ( FOGS ) 

(焦点の算出） 


X=n( ： V-K>a+H 











たヨ 

FOCUS 

.BE V = 己 


[shIftI 固 （ G - SLV ) 

固 ( LEN ) 

(通径の長さの算出) 


•情円または双曲線の焦点を算出しているときに®を巧すと、次の焦点の値を算出します。 
また、 （3) を巧すと、前に表示していた焦点の値に戻ります。 

•双曲線の頂点を算出しているときに ( g ) を巧すと、次の頂点の値を算出します。また、® 
を押すと、前に表示していた頂点の値に戻ります。 

•情円の頂点を算出しているときに®を押すと、次の頂点の値を算出します。 ® を巧すと、 
その前に表示していた頂点の値に戻ります。信円には頂点び4つあります。 



• 中むを算出するには 

例 円のグラフ (X + 2ド +(Y +1ド= 2 2 の中;こ、を求める。 

(lil CONICS 
度)®®®國 


回回國回の國图國画 （ DRAW ) 
( sHipTl 固 （ G - SLV ) 

回 ( CNTR ) 

(中むの算出） 


川 -K 

、 P—DP ド、 

バ ー l、e 



い：! 

わ-己 

CENTER 

V=- 1 
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第 6 章統計グラフと統計計算 

重要 

-本章で紹介されているグラフ画面は、それぞれの機能ごとの特徴び表れるよラなデータや設定に 
基づいた表示例です。実際に表示されるグラフは、描画元のデータや設定によって変わるので、 
掲載されているグラフ画面と同じ画面にはな5ないことびあります。 


1 - 統計計算を巧5前に 


メインメニューか5 STAT モードに入ると、リストエディターび表示されます。 


この表示から、統計に使ラデータの入力と計算を行います。 


活) /®/ 角)/®でセルカーソル(反転 
しているセル)の位置を移動します。 


データを入力した5、グラフ化してデータの傾向を検討す 
ることびでさます。さまざまな回帰計算によって、データ 
を分析することも可能です。 

• リストエディターの使い方について詳しくは、「第3章 
リスト機能」をご覧ください。 
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■ 統計グラフの巧画設定について 

リストエディターに登録したデータに基づいて、統計グラフを描くことびできます。グラフ 
を描くには、グラフメニューを使います。リストエディターの表示中に回 （ GRPH ) を巧す 
と、次のようなグラフメニューが現れます。 

• {GPH1}/{GPH2}/{GPH3} ... { GPH り/ { GPH 2}/{ GPH 3} の設定に基づく グラフを描 

ぐ*1 

•{SEL} ... GPHK GPH 2、 GPH 3 のどのグラフを描くかを選択する(複数選択可） 

•{SET} ... GPHK GPH 2、 GPH 3 の各々のグラフ描画設定(グラフの種類の指定、描画 
元となるリストデータの指定など)を行ラ 

*1 統計グラフを描くための設定は 、 GPHK GPH 2、 GPH 3 という3つのメモリーエリ 
ア（統計グラフ項目）に登録しておくことびできます。初期設定では 、 GPHK GPH 2、 
GPH 3 のすべてが散な図を描く指定になっています。 { SET } を使ってこの指定を変更する 
ことびでさます。 


■ グラフ抑！設定を巧う [GRPH]-[SET] 

GPHK GPH 2、 GPH 3 の各グラフの描画設定のしかたについて説明します。設定は「グラ 
フ描画設定画面」で行います。 


• グラフタイプ (Graph Type ) 

初期設定では、どのグラフも散布図になっています。グラフごとに他のさまざまな統計グラ 
フタイプか51つを選択でさます。 
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• U スト ( XList 、 YList ) 

グラフの描画元となる統計データとして、リスト （ List 1〜 Ust 26) を指定します。 " XList " 
は； C 軸用のデータ、 " YList " は: y 軸用のデータを表します。 

初期設定では、1変数統計計算の場合の； C 軸データとして List 1び、2変数統計計算の場合 
のズ軸データ、 y 軸データとして List 1と List 2が、それぞれグラフの描画元データとして 
指定されています。どのリストデータを； C 軸データ、 y 軸データとして使用するかを、変更す 
ることがでさます。 

• 度数 ( Frequency ) 

この設定項目を使って、度数データとして使ラリストを指定します。 

度数とは、1つ（または1組)のデータの出現回数のことです。値が同一のデータを1行にま 
とめ、データち隣の列に各行の度数を記した表を「度数分な表」と呼びます。この度数分な表 
に基づいて統計グラフを描く場合は、度数データとして使ラリストを、本項目を使って指定 
します。 

- Med - Med グラフ（目-13ぺージ）については、度数データには正の壁数のみ入力してくださ 
し、。他のタイプの値(ル数など）を入力すると、エラーとなります。 


重要け X - 9860 GII SD 、 fx - 9860 GII 、 fx - 9860 G AU PLUS のみ） 

•度数データとして使うリストには、必ず0または正の数だけを入力してください。負数び1 
つでも入力されたリストを度数データとして使うと、エラーとなります。 

-度数データニ0に該当する統計データは、最大値および最小値の計算には使われません。 

• マークタイプ (Mark Type ) 

グラフ上の点の形を指定でをます。 


• グラフ巧画設定画面を表示するには 

回 （ GRPH ) 网 ( SET ) を巧します。 


• StatGraph ( 統計グラフ頃目の選択 ) 



Graph Type 

: Scatter 

XList 

: Listl 

VList 

: List2 

Fsnty 

: 1 

Mark Type 

1 □ 

IGPHI IGPHB に川 3 



- {GPH1}/{GPH2}/{GPH3} ... 統計グラフ項目り}/{2}/{3}を選択する 


• Graph Type ( グラフの種類の選択） 

• {Scat}/ {巧}/ {NPP ン {Pie} ... {散布図}/わ};線図ン{正規確率プ□ット}/{円グラフ}を選択 
する 


• {Hist}/ 旧 OX ン旧 arWN.Dis}/ 旧 rkn} ... {ヒストグラム}/ { Med ボックスグラフ}/{棒グ 
ラフン { 正規分巧曲線}/ { 巧れ線グラフ}を選択する 


•{X ン {Med}/{XA2 ンが 八 3}/ が 八 4} ... {1 次回帰グラフ}/ { Med - Med グラフン {2 次回帰グ 
ラフン巧次回帰グラフ}/{4次回帰グラフ}を選択する 


• { Los }/{ ae ^ bx }/{ ab ^ x }/{ P \ Nr }/{ S \ n }/{ Lsst } ... {対数回帰グラフ }/ け旨数回帰グラフ 
( flc 叫}/け旨数回帰グラフ(口が) }/ {べき乗回帰グラフ}/ { sin 回帰グラフ}/{□ジス 
テイック回帰グラフ}を選択する 
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• XList レ:軸方向のデータの選択)/ YListCy 軸方向のデータの選択) 
• { LIST } ... List 1~26の列を； c 軸/； y 軸に割り当てる 


• Frequency (1 個のデータに对なずるデータの個数の選択） 

•{1}... 1つのデータを1個の点に対応させる 

- { LIST } ... List 1〜2巨の示す数のデータを1個の変数データの個数に対応させる 


• Mark Type (マークの種類の選択） 

• に}/ { X }/{•}... 散な図としてプ□ットするマークの形を選択する 

グラフタイプとして" Pie " (円グラフ)び選がをれている場合： 

• Data (描画元のデータを選択） 

- { LIST } ... List 1〜2巨の列をグラフ描画元データとして割り当てる 

• Display (円グラフの値の表示設定） 

- { % } / { Data } ... データの各要素を{パーセンテージで表示} / H 直で表示} 

• % Sto Mem (パーセンテージの数値のリストへの登録指定） 

• { None }/{ LIST } ... パーセンテージの数値をリストに{登録しない}/ { List 1~2巨を指定 

して登録する} 

グラフタイプとして" Box "( Med ボックスグラフ)び還 J 尺されている場合： 

• Outliers (巧れ値表示の選}只） 

• { On }/{ Off } ... Med ボックスグラフに外れ値を{表示する}/{表示しなしりを選択する 

グラフタイプとして" Bar " (棒グラフ)び還がをれている場合： 

• Datal (1 ま目の棒の巧画につかうデータ） 

• { LIST } ... List 1~2巨の列を割り当てる 


• Data 2(2 ま目の棒の巧画につかうデータ) / Data 3(3 ま目の棒の描画につかうデータ) 
• { None }/{ LIST } ... {何も割り当てない}/ { List 1~2目の列を割り当てる} 

• Stick Style (棒の向をの指定） 

- { Leng }/{ HZtl } ... {縦向きンけ黄向き}の棒グラフを描画する 


■ GPH1、GPH2、GPH3 のどのグラフを巧くかを選がずる 

[ GRPH ]-[ SEL ] 

統計グラフ項目 （ GPH 1、 GPH 2、 GPH 3) の設定に基づいた各グラフを描くか、描かないか 
を選択することがでさます。 


• グラフを巧く/巧かないを設定するには 


1. 回 （ GRPH ) 画 （ SEL ) を巧して、各グラフを描くか、 
描かないかを指定する画面を表示する。 


な a 巧 t-apT 
StatGraph3 


rawUn 


JrawOf f 
: DrawOf f 


• StatGraph 1 設定はグラフメニューの GPHl 、 StatG 「 aph 2 設定は GPH 2、 
StatGraphS 設定は GPH 3 をそれぞれ設定します。 
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2. カーソルキーを使って設定したい行を反転させ、ファンクションキーを押して設定を変更 
する。 

- {On ン {Off し.グラフを{描くン{描かない}を設定 
• {DRAW} …「描く」 （ DrawOn ) 指定となっているすべてのグラフを描く 


3. 元の画面に戻るには厨 n を巧す。 


■ 統計グラフのビューウインドウ設定について 

統計グラフを描く際は、通常ビューウインドウ値は自動的に計算され、設定されます。自動 
的に設定されないようにするには、セットアップ画面の " Stat Wind " を" Manual " に設定して 
ください。リストエディターが表示されているとさに、次の操作を行います。 

丽 flil (SET UP ) 回 ( Man ) 

厄の（元の画面に戻る） 

"Stat Wind " び" Manual " となっていても、次のグラフではビューウインドウ値は自動的に設 
定されます。 

円グラフ、1標本の Z 検定、2標本の Z 検定、1比率の Z 検定、2比率の Z 検定、1標本の f 検 
定、2標本の f 検定、 x 2 G 0 F 検定、 X 2 検定、2標本の/^検定レ軸方向のみ無視） 


2-1変数統計グラフの描画と計算 

データの中には、1つのデータ(変数)だけび意昧を持つちのびあります。例えば、単純にク 
ラスの平均身長を求める場合、使ラ変数は1つ(身長)だけです。このよラな統計を「1 変数続 
計」と呼びます。1変数統計の計算には、分巧を調べたり、合計を求めたりすることなどが含 
まれます。 

1変数統計のグラフは、「統計グラフの描画設定について」（目-1ページ)で説明した方法で設 
定を行い、描画を実行します。1変数統計をグラフ化するために、次の各種グラフび用意さ 
れています。 


■正規確率プロット ( NPP ) 

データの累積比率を正規分巧の累積比率と対比させてプ□ットします。 XList にデータを入 
力したリストを指定し、マークタイプ (Mark Type ) でプ□ットに使うマークを口}/ { x }/ W か 
5選択でさます。 



1 □ 

1 □ 

Q. 

□ 

□ 

IlUAR 



画、画3または画固画!) （ QUIT ) を巧すと、リストエディターに戻ります。 
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■円グラフ （ Pie ) 

指定したリストに基づいて、円グラフを描画することびできます。描画び可能なデータ数（リ 
ストの行数)は、最大20です。描画したグラフ上では、描画元データのリストの1行目か5 
順に A 、 目 、 C ... というラベルび表示されます。 



グラフ描画設定の " Display " で"％"を選択しておくと、アルフアベットのラベルごとのノ（ーセ 
ンテージび数値で表示されます。 


■ヒストグラム ( Hist ) 

グラフ描画設定の" XList " にデータを入力したリストを、 Treq " にデータの度数を入力した 
リストを、それぞれ指定します(度数を使わない場合は Treq " を" 1" にしまず)。 


づ 

國 （ DRAW ) 




1 . . 1 . 1 . 1 . 


SUI 

Histogram Setting 






Widthi：0.S89 

Draw：[EXE] 

£i 




[gphi Rph 己 「 w 旧 SMP 


グラフを描く前に、上のよラな画面び現れます。ここで、ヒストグラムの描き始めの値 
( S ね rt ) とピッチ値 ( Width ) の変更が可能です。 


■ Med ボックスグラフ （ MedBox ) 


多くのデータび存在するとさ、それらびどのよラ 
な範囲に収まっているか調べます。下か5数えて 
2己％のデータ地点 Q 1 に己パーセンタイル、第1 
四分位数）と、下か5数えて7已％のデータ地点 Q 3 
(7 己パーセンタイル、第3四分位数）びボックスで 
囲まれます。下か5数えて巳0%のデータ地点 Med 
に線び引かれます。ボックスの両端か5、最小値 
( minX ) v 最大値 ( maxX ) へ向かって線(ひげ）び描 
かれます。 


minx 



1 






1 












IlUAR 











Q1 Med Q3 maxX 


ボックスから外れたデータをプ□ットするには、グラフ描 
画設定を使って " Graph Type " として" Box " ( Med 目 ox ) を 
指定したうえで、 " Outliers " を" On " に設定し、グラフを描 
画します。 


1 

N II の II 1 

1 

II "山 II 1 

IlUAR 



•セットアップ画面の" Q 1 Q 3 Type " の設定を変更すると、同じリストデータに基づいて 
Med ボックスグラフを描画しても、 Q 1、 Q 3 の位置び変わることびあります。 
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■椿グラフ （ Bar ) 

リストを最大3つまで指定して、棒グラフを描画することびできます。描画したグラフ上で 
は、描画元データのリストの1行目から順に[1]、[2]、 [3]... のラベルび表示されます。 


.n In In 1 If]..In. 

1 

A ■■ u 

[1] [ 己 ][ ヨ ] [4] [5] [E] 
lUAR 

Cl] 


• 次の場合はエラーとなり、棒グラフの描画は行われません。 

■複数の統計グラフ項目 （ GPH 1、 GPH 2、 GPH 3) によるグラフを描画するように設定し 
たとき、例えばあるグラフ設定では棒グラフを描画するよラに指定し、別のグラフ設定で 
は棒グラフしソ外のグラフを描画するように指定した場合に ondition ERROR )。 

- 2つまたは3つのリストを指定して棒グラフを描画するとき、指定したすべてのリストの 
要素数(データが登録されている行数)が同じでない場合 (Dimension ERROR )。 

-グラフ描画設定で " Data 1" と " DataS " にはリストを割り当て、 " Da ね 2" を " None " に設 
定した場合 (Condition ERROR )。 


■正規分巧曲線 ( N ， Dis ) 

正規分布関数に従ラ曲線を描さます。グラフ描画設定の 
" XList " に データを 入力したリストを、 " Freq " に データの 
度数を入力したリストを、それぞれ指定します(度数を使わ 
ない場合は Treq " を" 1" にします)。 


■抓れ線グラフ旧 rkn ) 

ヒストグラムの棒の中む点を線でつないだグラフを描きます。グラフ描画設定の" XList " に 
データを入力したリストを、 Treq " にデータの度数を入力したリストを、それぞれ指定しま 
す(度数を使わない場合は " Freq " を" 1" にします)。 


國 （ DRAW ) 




1 . . 1 . 1 . 1 . 


SUI 

Histogram Setting 






Widthi：0.S89 

Draw：[EXE] 

£i 




[gphi Rph 己 「 w 旧 SMP 



グラフを描く前に、上のような画面び現れます。ここで、グラフの描き始めの値 ( Start ) と 
ピッチ値 ( Width ) の変更が可能です。 
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1 変数統計の計算結まを数値で表示ずる 


1変数統計の結果は、グラフの他に数値で表わすことび 
できます。1変数統計グラフが表示されているときに回 
(1 VAR ) を巧すと、計算結果が数値で表示されます。 


度)/®を使って画面をスク□ールし、計算結果を表示することびできます。計算結果とし 
て表示される各係数の意昧は、次の通りです。 


が 


n , 


..... 平均値 

Q 1 

....データの第 1 四分位点 

..... データの総和(合計値） 


(First Quartile ) 

..... データの—乗和 

Med . 

…データの中央値 

(データを2棄して合計した値） 

Q 3. 

....データの第3四分位点 

..... データの母標準偏差 


(Third Quartile ) 

..... テ —夕の標本標準偏差 

maxX .... 

.…データの最大値 

..... データの数 

Mod . 

.…データの最頻値 

..... データの最小値 

Mod:n.... 

....データの最頻値の個数 


Mod:F.... 

....データの最頻値の度数 

(ぶ-ぶ) 2 / S ぶ2- にが/ n 。 

n y n 

片 (ぶ-ぶ) 2 

V n-1 - 

ドぶし がぶ)2 /巧 

\ n -1 


画 （ DRAW ) を巧すと、元の1変数統計のグラフに戻ります。 

Mod が複数個の解を持つときは、それ5すべてが表示されます。 

セットアップ画面の" Q 1 Q 3 Type " を使うと、 Q 1、 Q 3 の計算方法として" Std " (標準計算 
ち法）と" OnData " (フランス計算方法)のいずれかを選ぶことがでさます。 

詳しくは下記の 「 QlQ 3 タイプ設定に応じた計算方法について」をご覧ください。 


■ Q 1 Q 3 タイプ設定に応じた計算方法について 

セットアップ画面の" Q 1 Q 3 Type " の設定に応じて、 Q 1、 Q 3、 Med は次のように計算され 
ます。 

• Std 

この設定では、計算対象の集団に含まれる要素数 n び奇数個の場合と偶数個の場合で、計算の 
処理が異なります。 

要素数 n が偶数個の場合： 

集団の全要素を、集団全体の中央値を基準として下半分のグループ、上半分のグループに2 
分します。 Q 1、 Q 3、 Med はそれぞれ次の値となります。 

Q 1 二{集団全体の下か5^のグループの中央値} 

Q 3 二{集団全体の上か5 のグループの中央値} 


3 S 


己己0 

■63 
百曰百33 
7 -9-32 
e ■了69百 
1斗49斗6 
b 己己3 ■■百 
all 2331 


xssstf s n 
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Med 二 {| ■番目と - f + l 番目の要素の平均値} 


中央点 中央点 中央点 



要素数 n が奇数個の場合： 

集団の全要素か5中央値の要素を除いて、中央値より下半分のグループ、中央値より上半分 
のグループに2分します。 Q 1、 Q 3、 Med はそれぞれ次の値となります。 

Q 1 二{集団全体の下か5 のグループの中央値} 

Q 3 二{集団全体の上か5 のグループの中央値} 

Med 二番目の要素} 


1のとを、 Q 1 二 Q 3 二 Med 二集団全体の中央値となります。 

中央点 中央点 



②+③ 

2 


Q 1 



•度数にィ_]\数だく含まれるとを （ fx -98 巨 OGII SD 、 fx -98 巨 OGII 、 fx -98 巨 0 G AU PLUS のみ） 

この設定では、計算対象の集団に含まれる要素を n 個とするとを、それぞれ次の値び Q 1、 
Q 3、 Med となります。 

Q 1 二{累積度数の割合が 0.2 已を超えて、 0.2 已に最も近い値を持つ要素のデータ値} 

累積度数の割合がちよラど 0.2 已となる場合は、次のデータ値との平均値となります。 

Q 3 二{累積度数の割合び 0.7 己を超えて、 0.7 已に最も近い値を持つ要素のデータ値} 

累積度数の割合びちよラど 0.7 已となる場合は、次のデータ値との平均値となります。 

Med 二{累積度数の割合が0.已を超えて、0.已に最も近い値を持つ要素のデータ個 
累積度数の割合がちよラど0.已となる場合は、次のデータ値との平均値となります。 
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じ(下に具体例を示します。 


データ値 

度数 

累積度数 

累積度数の割合 

1 

0.1 

0.1 

0.1/1.0 = 0.1 

2 

0.1 

0.2 

0.2/1. 0 = 0.2 

3 

0.2 

0.4 

0.4/1.0 = 0.4 

4 

0.3 

0.7 

0.7/1. 0 = 0.7 

5 

0.1 

0.8 

0.8/1.0 = 0.8 

巨 

0.1 

0.9 

0.9/1. 0 = 0.9 

7 

0.1 

1.0 

1.0/1.0 = 1.0 


•累積度数の割合び 0.2 巳 L ソ上で 0.2 已に最ち近い値を持つ要素のデータ値二3が、 Q 1 とな 
0ます。 

•累積度数の割合び 0.7 已 L ソ上で 0.7 己に最ち近い値を持つ要素のデータ値二己が、 Q 3 とな 
0ます。 

•累積度数の割合が 0. 已しソ上で 0. 已に最ち近い値を持つ要素のデータ値二4び、 Med となり 
ます。 


• OnData 

この設定では、計算対象の集団に含まれる要素を n 個とするとさ、それぞれ次の値び Q 1、 
Q 3、 Med となります。 

Q 1 二{累積度数の割合び 0.2 己 L ソ上で 0.2 己に最ち近い値を持つ要素のデータ値} 

Q 3 二標積度数の割合び 0.7 已 L ソ上で 0.7 已に最も近い値を持つ要素のデータ値} 


於下に具体例を示します。 
(要素数び10個の集団） 


データ値 

度数 

累積度数 

累積度数の割合 

1 

1 

1 

1/10二0.1 

2 

1 

2 

2/10二0.2 

3 

2 

4 

4/10 = 0.4 

4 

3 

7 

7/10二0.7 

己 

1 

8 

8/10 = 0.8 

巨 

1 

9 

9/10二0.9 

7 

1 

10 

10/10 = 1.0 


•累積度数の割合が 0.2 巳拟上で 0.2 已に最ち近い値を持つ要素のデータ値二3が、 Q 1 とな 
0ます。 
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• 累積度数の割合が 0.7 已拟上で 0.7 已に最ち近い値を持つ要素のデータ値二已が、 Q 3 とな 
0ます。 


基準点 (0.2 己) 


基準点 (0.7 已) 


の 


0.2 




0.8 


0.9 


1.0 



Q1 


Q3 


• Med は、 Std の場合と同じ方法で求め5れます。 

-度数にル数が含まれるか、含まれないかには影響されません。 

•イ数だく含まれる言十算は、 fx -98 巨 OGIISD 、 fx -98 巨 0 GII 、 fx -9 呂巨 0 G AU PLUS のみ可自目 
です。 


3. 2変数統計グラフの描画と計算 


■ 散巧図と線図を描画ずる操作例 

次の手順で、散布図を描画した後その散布図上の点を結んだ；び線図を描画することがでさます。 

1. メインメニューか5 STAT モードに入る。 

2. リストにデータを入力する。 

3. グラフタイプとして" Scat " 撒な図）または"が"切線図）を指定し、描画を実行する。 

画、画3または函画!) （ QUIT ) を巧すと、リストエディターに戻ります。 

例 次のデータを入力ずる。このデータよる散な図を描画し、続いてその点を結んだ；び線 

図を描画ずる。 

0.5, 1.2, 2.4, 4.01 5.2 レ:リスト） 

— 2.1， 0.3, 1.5, 2.01 2.4 ( y リスト） 

① 陋| STAT 

② 面日回國の CD 回國回 □ 团國团國回 □ 回画® 

回回 □ の画面 CD 团國の □ 回國回國回 □ の國 

③ （散巧図）回 （ GRPH ) 画 （ SET ) 度)回 （ Scat ) 画回 （ GPH 1) 

③（が線図）回 ( GRPH ) 画 ( SET ) 度)回(が)画回 ( GPH 1) 



(散な図) 
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(が線図) 

















■ 散巧図か 6 回帰グラフを描画ずる操作例 

2変数データを入力して散な図を描画した後、回帰計算を実行して、回帰グラフを描画する 
ことびでをます。 

1. メインメニューか5 STAT モードに入る。 

2. リストにデータを入力し、散巧図を描画する。 

3. 回帰のタイプを選択し、計算を実行して、回帰パラメーターを表示する。 

4. 回帰グラフを描画する。 

例 次のデータを入力して、散な図を描画ずる。次にこのデータを巧数回帰したときの回 

帰係数を表示し、回帰グラフを描画ずる。 

0.5, 1.2, 2.4, 4.01 5.2 レ:リスト） 

-2.1, 0.3, 1.5, 2.0, 2.4 (y リスト） 

① 圓 STA 下 

② 固 [3 回國口日回國回 □ 团國团國回 □ 回画® 

回回 [ Dei ] 國面 CD 团國の □ 回國回國回 □ 团國 
回 （ GRPH ) 圃 （ SET ) 度)回 （ Scat ) 國回 ( GPH 1) 

③ 回 ( CALC ) 画 （>) 回 （ Log ) 

④ 固 ( DRAW ) 


•描画した回帰グラフに対して、トレース機能(已 -30 ページ)を使用することができます。卜 
レーススク□-ルを行うことはでさません。 


■ 回帰グラフを巧画ずる 

ここでは、散布図など2変数データに基づくグラフを描画した後で、そのデータに対する回 
帰計算を行い、回帰グラフを描くときの操作の流れを説明します。 


• 回帰タイプを選択するには 

2変数データに基づく散布図などのグラフび表示されているときに回に ALC ) を巧します。 
このとき表示されるファンクションメニューか5回帰式を選択すると、表示中のグラフに選 
択した回帰式を当てはめたときの計算結果を表示することびでをます。 

ファンクションメニューに含まれるメニュー項目は、次の通りです。 

• { ax +^}/{ a +^ x }/{ Med }/{ X ^2}/{ X ^3}/{ X ^4}/{ Log }/ W ^^ j «:}/{ a ^^ x }/{ Pwr }/{ Sin }/ 
{ Lgst } ... り次回帰(化 c + わ)}/り次回帰 ( a + fo )}/{ Med-Me が/ {2 次回帰}/巧次回帰ン {4 
次回帰}/例数回帰}/け旨数回帰 (心う}/ け旨数回帰 (口が)}/ {べき乗回帰}/间 n 回帰}/ {□ ジ 
ステイック回帰}の計算-グラフ描画を実行する 



LogReg 

a =-0.4546043 
b =1.37475056 
r =0.9 0216271 
r 己 =0.9646436 
MS ド日 .15495531 
y=a+b' Inre 

_ に〇 " mm 


6-11 











各回帰タイプについて詳しくは、下記の「回帰タイプと回帰グラフ」をご覧ください。 

- {2 VAR } ... 2変数統計の結果を数値で表示する 

計算結果として表おされる値について詳しくは「2変数統計の計算結果を数値で表おする」 
(6-1 巨ぺージ)をご覧ください。 


• 回帰計算の結果を表示するには 

回帰計算を実行すると、統計的な処理によって回帰式のパラメーター（例えば1次回帰};二 fl ズ 
+わの a とわ)び算出されます。2変数データのグラフ表示か5回に ALC ) を巧し、実行した 
い回帰に対応するキーを巧すと、回帰式のパラメーターが表示されます。 

また次の値が、回帰式のパラメーターととちに表示されます。 

r . 相関係数 （1 次回帰、対数回帰、指数回帰、べき乗回帰のみ） 

ド . ま定係数 ( Med - Med 、 sin 回帰、□ジスティック回帰を除く） 

MSe . 平均平方誤差 ( Med - Med を除く） 


• 回帰計算結果をグラフ化するには 

回帰計算結果の表示中のファンクションメニューで画 （ DRAW ) を巧すと、回帰計算の元と 
なった散な図などの回帰式グラフが、元のグラフに重ねて描画されます。 


■ 回帰タイプと回帰グラフ 

ここでは本機に搭載されている回帰タイプごとの処理内容とグラフの描画例をおします。 


• 1巧回帰グラフ 

できるだけをくの点の近くを通るよラに最ルニ乗法で処理して、直線の傾さと： y 軸切片 
(ズニ0のときの y 座標の値)を数値で表わすのが1次回帰です。また、その関係をグラフに表 
わしたものび1次回帰(直線回帰)グラフです。 


回に ALC ) 回( X ) 

回(の:+わ)あるいは回 {a+bx) 

画 （ DRAW ) 

1次回帰のモデル式は、次の通りです。 
y — ax + b 

a . 回帰式の回帰係数(傾さ) 

わ . 回帰式の定数項(切片） 



a . 回帰式の定数項(切片） 

わ . 回帰式の回帰係数(傾き) 
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• Med - Med グラフ 

外れ値びいくつか存在することび考えられる場合、最小二乗法の代わりに Med - Med グラフ 
び利用でさます。これは1次回帰と似ていますび、外れ値の影響を受けにくくなっています。 

回に ALC ) 画 （ Med ) 

画 ( DRAW ) 

Med - Med のモデル式は、次の通りです。 
y — ax + b 

a . Med - Med グラフの傾き 

b . Med - Med グラフの切片 



• 2 巧〜 4; 夕回帰グラフ 

データを散巧図に表示したとき、それらを結ぶ2次から4次の曲線を描きます。実際には点 
が散らばっているので、できるだけをくの点の近くを通るよラに最 d \二乗法で処理して曲線 
を描きます。これを式の形で表わしたのが、2次回帰か54次回帰です。 


例： 2次回帰 
回に ALC ) 回( X へ 2) 
画 ( DRAW ) 



2次回帰 

モデル式 . y 二。ズ吕 + bx + C 

a . 回帰式の2次係数 

b . 回帰式の1次係数 

C . 回帰式の定数項(切片) 


3次回帰 

モデル式 . y 二 ax^ + bx を + cx + d 

a . 回帰式の3次係数 

わ . 回帰式の2次係数 

C . 回帰式の1次係数 

d . 回帰式の定数項(切片） 


4;夕回帰 

モデル式 . y 二 。が + わが + が + dx + e 

a . 回帰式の4次係数 

わ . 回帰式の3次係数 

C . 回帰式の2次係数 

d . 回帰式の1次係数 

e . 回帰式の定数項(切片） 
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• 巧数回帰グラフ 

y を X の対数関数として表せる場合、対数回帰が利用でさます。一般式は、 y 二 + わ Xin ズ 
です。ここで X 二 In x と定義すると、 y 二 + わ X となり、1次回帰の手法び応用でさます。 


回 ( CALC ) 固 （>) 回 ( Log ) 
画 （ DRAW ) 


対数回帰のモデル式は、次の通りです。 
\ — a + わ . In X 

a . 回帰式の定数項 

わ . 回帰式の回帰係数 



• 指数回帰グラフ 

y び； C の指数関数に比例する場合、指数回帰が利用できます。一般式は、 y 二 flXebx でず。こ 
こで両辺の対数を取ると、 In y 二 In + fee となります。ここで Y 二 In y 、 A 二 In a と定義す 
ると、 Y 二 A + わ； t となるため、 1 次回帰の手法が応用でさます。 


回 ( CALC ) 固〇)画 ( Exp ) 
回](口 eA も； c ) あるいは回 ( ab ^ x ) 
画 ( DRAW ) 


指数回帰のモデル式は、次の通りです。 

y — 口 - だ。ス 

a . 回帰式の回帰係数 

わ . 回帰式の指数定数 


• ベを乗回帰グラフ 

y が； C のべき乗に比例する場合、べき乗回帰び利用できます。一般式は、 y 二 flX ズ6です。こ 
こで両辺の対数を取ると 、 In y 二 In 口 +わ X In ことなります。ここで、 X 二 In ん Y 二 In y 、 
A 二 In と定義すると、 Y 二 A + わ X となるため、1次回帰の手法び応用でさます。 

回に ALC ) 固 （>) 回 （ Pwr ) 

固 ( DRAW ) 

べき乗回帰のモデル式は、次の通りです。 

y 二 化ザ 

a . 回帰式の回帰係数 

わ . 回帰式のべき数 




y 二 a が 

a . 回帰式の指数定数 

わ . 回帰式の回帰係数 
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• sin 回帰グラフ 

一定の範囲で周期的に繰り返されるよラなデータには、 sin 回帰が良く当てはまります。 
sin 回帰のモデル式は、次の通りです。 
y 二 fl . sin 似 + c) + d 
回に ALC ) 固 （>) 固 ( Sin ) 

岡 （ DRAW ) 


sin 回帰グラフを描画するときは、角度単位の設定を Rad (ラジアン）にしてください。 sin 回 
帰計算はラジアンを使って行われるので、角度単位設定び違ラとグラフは正しく描画されま 
せん。 

-データによっては計算に時間びかかる場合びありますび、故障ではありません。 


• □ジスティツク回帰グラフ 

飽和するまで増加が続く傾向にあるよラな時系列データに対しては、□ジスティック回帰が 
良く当てはまります。□ジスティック回帰のモデル式は、次の通りです。 

v= —^ 

1 + ae-b て 

回 ( CALC ) 固 （>) 固 （>) 回 ( Lgst ) 

岡 （ DRAW ) 


-データによっては計算に時間がかかる場合びありますび、故障ではありません。 


■残是計算 

回帰計算を行ったときの、実際のプ□ットポイント ( y 座標)と回帰モデルとの距離(残差)を計 
算します。 

リストエディターか5セットアップ画面を呼び出し 、 "Resid List " として" List 1"~ 
"List 26" のいずれかを指定します。指定したリストに残差を保存します。 

保存される内容は、プ□ットか5回帰モデルまでのま直距離です。 

回帰モデルよりプ□ットび上にある場合は正の数値、プ□ットが下にある場合は負の数値と 
なります。 

どの回帰モデルの回帰計算でも、残差値の計算と保存を行ラことびでさます。 

•選択したリストにデータが存在している場合、そのデータはクリアーされます。モデル化に 
使われたデータと同じ順序で、各プ□ットの残差値び保存されます。 
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■2 変数統計の計算結まを数値で表示ずる 

2変数統計の結果は、グラフの他に数値で表わすことびできます。2変数統計グラフび表おさ 
れているとき、回 （ CALC ) 回 （2 VAR ) を巧すと、2変数統計の計算結果が数値で表示され 
ます。 

2 -Uariable 
5 =3. SST 30150 

た =24.49 
む a =105.993 
む- =1.30000199 
な =1.4 2702911 
n =6.3 

_ mm 


.度)/嗟)を使って画面をスク□ールし、計算結果を表おすることびできます。計算結果とし 
て表示される各係数の意昧は、次の通りです。 


X . 

....... んがに登録されているデータの 

平均 

が ……… 

....yList に登録されているデータの 
二柔和 

Xx ……. 

....... んがに登録されているデータの 

総和 

Oy .. 

....yList に登録されているデータの 
母標準偏差 

此…… 

.......xList に登録されているデータの 

二乗和 

Sy. 

....yList に登録されているデータの 
標本標準偏差 

Ox . 

.......xList に登録されているデータの 

母標準偏差 

邸 . 

...jcList と yList に登録されている 
データの積和 

S.V. 

....... xList に登録されているデータの 

標本標準偏差 

minx .…. 

...jcList に登録されているデータの 
最小値 

n . 

……データの数 

maxX... 

.…ズ List に登録されているデータの 

歹 . 

.......yList に登録されているデータの 


最大値 


平均 

minY .…. 

....yList に登録されているデータの 

み ……. 

.......yList に登録されているデータの 


最小値 


総和 

maxY... 

....yList に登録されているデータの 
最大値 


■ 回帰グラフの式を GRAPH モードにコピーずる 

回帰計算の結果として得られた回帰式を、 GRAPH モードのグラフ関数式リストにコピーし 
て保存し、他の式との比較などに利用でさます。 

1. 回帰計算結果の表示中に固に OPY ) を巧す (6-1 2ぺージの「回帰計算の結果を表示する 
には」を参照)。 

- GRAPH モードのグラフ関数式リストび表示されます。*1 

2. を使って、回帰式をコピーしたい行を反転させる。 

3. 國を巧してグラフ式を登録する。元の回帰計算結果表示に戻る。 

*1GRAPH モードでは、グラフの回帰式を変更でさません。 
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■2 巧数統計計算 

「2変数統計の計算結果を数値で表示する」 （6-1 目ページ) 
の説明では、グラフを描いた後で統計計算結果を数値表示 
していました。この数値は、 STAT モードの初期画面で 
回に ALC ) 回 （2 VAR ) を巧せば、直接表おすることがで 
さます。 


■1 変数統計計算 

n 変数統計の計算結果を数値で表示する」（目-7ページ)の 
説明では、グラフを描いた後で統計計算結果を数値表示し 
ていました。この数値は、 STAT モードの初期画面で回 
に ALC ) 回 （ 1 VAR ) を巧せば、直接表示することびできま 
す。 


度)/®を使って画面をスク□-ルし、すべての計算結果を確認することびでさます。 

表示される各係数の意昧については、「1変数統計の計算結果を数値で表示する」（目-7ペー 
ジ)をご覧ください。 


4-統計計算の実行 


ここまでの統計計算は、いずれちグラフ作成と組み合わせて実行していました。ここでは、 
統計計算だけを実行する方法を説明します。 


• 計算するデータを指定するには 

統計計算を実行する前に、あ5かじめ計算対象のデータとして使ラリストを指定することが 
必要です。リストエディターを呼び出し、回に ALC ) 岡 （ SET ) を巧します。 


War Fre^ 

: 1 

2Uar 

XList 

: Listl 

2Uar 

VList 

: List2 

2Uar 

Fre^ 

: 1 


各項目の意昧は次の通りです。 

IVar XList ........ 1変数統計計算の変数; c ( XUst ) として使うリストを指定する 

IVar Freq . 1変数統計計算の度数 ( Frequency ) として使う U ストまたは値 （ 1 ) を指定 

する 

2 Var XList 。……2変数統計計算の変数ズ ( XList ) として使うリストを指定する 
2 Var YList ........ 2変数統計計算の変数パ YList ) として使うリストを指定する 

2 Var Freq . 2変数統計計算の度数 ( Frequency ) として使うリストまたは値 （1) を指定 

する 

-ここではしソ上の設定内容をもとに計算を進めます。 




1己 
百1 

74 
69 
06 
1己 
e 百了 0 

1 0509 

b 百02 ■ ■ 
a 212775 

i II II II II II II 
r 

5 E 

u ザザザザ 

五 EE-O s n 

12 




96 
19 
92 
斗6 
252 
百 2ら 0 
e -8729 
1449百 1 
b 己己 3 ■■百 

all 2331 

i II II II II II II 

广 

a 

u a 

- ザザザザ 

1 五 EE-O s n 


6-17 
















度)/®を使って画面をスク□-ルし、すべての計算結果を確認することびでさます。 

表おされる各係数の意昧については、「2変数統計の計算結果を数値で表おする」 （6-1 6ペー 
ジ)をご覧ください。 


■ 回帰計算 

「回帰タイプと回帰グラフ」（目-12ページ)の説明では、グラフを描いた後で回帰計算結果のパ 
ラメーターを表示していました。こラしたパラメーターは、 STAT モードの初期画面で回 
に ALC ) 圆 （ REG ) を巧すと現れる次のファンクションメニューを使って、直接表示すること 
びでさます。 

• { ax +^}/{ a +^ x }/{ Med }/{ X ^2}/{ X ^3}/{ X ^4}/{ Log }/ W ^^ j «:}/{ a ^^ x }/{ Pwr }/{ Sin }/ 

{ Lgst } ... {1 次回帰(口けわ)}/り次回帰 ( fl + to )}/{ Med - Med }/{2 次回帰}/ {3 次回帰}/ {4 
次回帰}/例数回帰}/け旨数回帰(心う}/{指数回帰 ( fl が)}/{べき乗回帰ン间 n 回帰}/但ジ 
スティック回帰}のパラメーターを表示する 
例 1次回帰のパラメーターを表示する。 

岡 ( CALC ) 画 （ REG ) 回( X )回 iax+b) 


この画面で表おされるパラメーターの意昧については、「回帰グラフを描画する」（目-11ぺ一 
ジ)および個帰タイプと回帰グラフ」 （6-1 2ぺージ)をご覧ください。 


• 相関係数い)、決定係数【ド)、平巧平方誤是 ( MSe ) の計算 

回帰計算結果画面には、回帰式のパラメーターととちに、実行した回帰計算に応じて次の値 
ち表示されます。 

相関係数レ） . 1次回帰、対数回帰、指数回帰、ベさ乗回帰の計算時 

ミ央定係数レ 2 ) . Med - Med 、 sin 回帰、□ジスティック回帰を除く回帰計算時 

平均平ち誤差 ( M み)… Med - Med を除く回帰計算時 
なお各回帰タイプの MSe は、次の式で求められます。 


1次回帰（の C + わ) . MSe 

(。+わズ) . MSe 

2次回帰 . MSe 

3次回帰 . MSe 


QuadReg 

a =0.31 了 6 己 306 
b =-0.1133673 
c =0.11530612 
ra =0.9 9991504 
MSe =4. S 149 E -03 
y=a ： i ； B+b ： i；+t 




n — 

1 

2 

巧一 

2 

1 


n — 

3 

1 


n — 4 


をい-(幻ぶ + ゎ)) 2 

i=^ 

をい -(a +ゎぶ))2 

i=^ 

n 

艺い - いぶ 2 +ろ X +づ)2 

/=1 
n 

艺い - (のみわぶ2+ C ぶ+の)2 
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• 4 次回帰 . 

.… MSe - - 

1 

な 一 5 

n 

艺 

i=^ 

い - 

{axr+ わぶ 。+ ext + dxi + だが 

•対数回帰 . 

....MSe - - 

1 

巧 — 2 

n 

I ： 

i=^ 

い - 

( 幻 + わ In ぶ ))2 

•指数回帰 ( が e 叫 . 

… .MSe - - 

1 

巧 — 2 

n 

艺 

(Iny' 

-(Ina + わぶ ))2 

(a ■ が ) . 

....MSe - - 

1 

巧 — 2 

n 

艺 

た 1 

(Iny, 

- (Ina + (In b ) .ぶが 

• べき乗回帰 . 

.… MSe - - 

1 

巧 — 2 

n 

E 

i=^ 

(Iny' 

-(Ina + ら In ぶ ))2 

• sin 回帰 . 

.… MSe - - 

1 

巧 — 2 

n 

艺 

i=^ 

い -( 幻 sin ( わぶ + c) + み )2 

• □ ジステイツク回帰 .... 

....MSe - - 

1 

n 


C T 

巧一 2 

ム 

1-1 

い ‘ 

1+ 幻 e — ゎソ 


• 回帰グラフの推定値を計算する 

STAT モードでは、2変数統計のグラフを作成して特定の； d 直に対する};値を推定する 
「 Y - CAL 式」び利用できます。 Y - CAL 式を使う手順は、次の通りです。 

1. 回帰グラフを描いた後で画因固 （ G - SLV ) 回 ( Y - CAL ) を巧してグラフ選択メニューを表 
示し、画を巧す。（画面に複数のグラフがある場合は度)/®を使ってグラフを選択して 
か5、國を巧す。） 

- X 値の入カポップアップウインドウび現れます。 


2. X 値を入力し、國を巧す。 

-入力したズ値に対応する回帰グラフ上のん y 座標値が 
画面下部に現れ、グラフ上のその座標にポインターび 
現れます。 


3. 別の値で計算するには、區 g または数字キーを巧してポップアップウインドウを再表示 
し、 x 値を入力し、國を巧す。 

4. 計算を終了するには區田を巧し、座標値とポインターの表示を消す。 


Regression 


Enter X-Ualue 

X：l 


•ド 





• 計算した座標値び画面の範囲にない場合は、ポインターは表示されません。 
•セツトアップ画面の" Coord " び" Off " の場合は、座標値は表示されません。 
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• 回帰計算結ま画面の回帰式をコピーする 

回帰計算結果画面で画 ( COPY ) を巧すことで、回帰式を GRAPH モードのグラフ関数式リ 
ストにコピーすることびできます。この機能は、グラフの描画後に回帰計算結果を表示した 
ときに実行可能なコピー機能と同じです。固に OPY ) を巧した後の操作は、「回帰グラフの 
式を GRAPH モードにコピーする」 （6- 1巨ぺージ)の手順2しソ降をご覧ください。 


■ お定値の計算(ちが 

STAT モードで回帰グラフを描画した後、 RUN • MAT (または RUN) モードを使って回帰 
グラフの x と y の推定値を計算することができます。 

例 表のデータを直線回帰して 、； d = 20、が=1000のときのえ夕をそれぞれ推定ずる。 


xi 

10 

15 

20 

2 已 

30 

yi 

1003 

100己 

1010 

1011 

1014 


1. メインメニューか 5STAT モードに入る。 

2. データをリストに入力し、直線回帰グラフを描く。 

3. メインメニューか 5RUN • MAT (または RUN) モードに入る。 

4. 次の順序でキーを巧す。 

回应 lOa ’ の値） 

耐 i ] 岡 ( STAT )* 岡け)國 

* fx - 7400 GII : 回 ( STAT ) 

放二20のとさの推定値》び表示されます。 

圧)匹)匹)匹)(がの値） 

回(ぇ)國 

が二1000のときの推定値ぶび表示されます。 

• Med - Med 、 2次回帰、3次回帰、4次回帰、 sin 回帰、□ジスティック回帰グラフの推定値 
を求めることはでをません。 


■ 確率分巧計算 

RUN • MAT (または RUN) モードで1変数統計計算に関する確率分な計算び実行できます。 

國画い）画 （ PROB )( fx - 7400 GII では回 （ PRO 目)）画 （>) を巧すと、次のようなファ 
ンクシヨンメニユーが現れます。 

- {P り/ {Q(}/{R(} ... 確率 { P (?)}/{ Q ( f )}/{ R ( f )} の値を求める 
•けり...標準化変量？(分の値を求める 


20立 


1000.6 


20を 
1000占 


1000.6 

4.642057143 


b 


359 
0 -9 

R 百9110 

广 II II II II II b 
3 B P + 

e ab r rs X 
n M a 
■1 II 

L y 
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.確率 PW 、 QW 、 RW および標準化変量 fOc ) は次の式により計算します 


標準正規分な 



1 rt _追 

2施 


か): 


义一义 

(3 x 



1 rt _ w! 
A/§jt Jo ピ 2 み / 



_ 1 _ 广 +00 が 

屈い2也 


例 ある大学のぎ生20人の身長を計測した結果、表のよラになった。この内、身長び 
1巨0.已 cm 〜17已.已 cm のぎ生は、全体の何％か。また17已.已 cm のぎ生は、上位か 
5何％の位置になるか。 


1. メインメニューか5 STAT モードに入る。 

2. 身長のデータをリスト1に、度数のデータをリスト2に入力する。 

3. 1変数統計計算を行ラ。 

•標準化変量を求めるためには、直前に1変数統計計算 
を行ラ必要があります。 

回に ALC ) 画 ( SET ) 

回 ( LIST ) 圧)國 

度)回 ( LIST ) 回國画 ii ) 画] ( QUIT ) 

回に ALC ) 回 （1 VAR ) 

4. 圓を巧し RUN • MAT (または RUN ) モードを選択して画画 （>) 圆 （ PRO 目） （ fx - 
7400 GII では回 （ PRO 巨)）网（杉）を巧し、確率計算 ( PRO 目)メニューを呼び出す。 


圆 ( PRO 目) *画 (>) 画00圧)固匹)曰回の國 
* fx - 7400 GII : 回 ( PRO 目） 

(身長160.己 cm の標準化変量伯） 


(答を）-1.巨338已已948 
(=1.634) 


階級 No . 

身長 ( cm ) 

度数 

巨 

173.3 

4 

7 

17 巳.巳 

2 

8 

178.6 

2 

9 

1呂0.4 

2 

10 

186.7 

1 


階級 No . 

身長 ( cm ) 

度数 

1 

1已8.已 

1 

2 

1巨0.已 

1 

3 

163.3 

2 

4 

1巨7.已 

2 

已 

170.2 

3 




己己 
弓斗2 
百斗斗 
己 -25 
百 166 己 
百 "91 斗 
e -0 了斗2 
124202 
b 了49 ■■百 
3135772 

i II II II II II II 

r 

a 

u a 

- ザザザザ 

1 五 EE-O s n 
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(答を） 0.49巨33433巨1 
(=0.49 巨) 


(答え） 0.638921 

(全体の巨 3.9 %) 

(答え） 0.3099巳 

(31.0 %の位置) 


■確率分巧グラフの描画 

マニュアルグラフ（己-13ぺージ)の描画の方法によって、確率分巧グラフを RUN • MAT (ま 
たは RUN ) モードで描くことができます。 

1. メインメニューか 5 RUN • MAT (または RUN ) モードに入る。 

2. 直交座標グラフの描画コマンドを入力する。 

3. 確率の値を入力する。 

例 確率 P (0 .已)のグラフを描く。 

① 11 RUN • MAT (または RUN ) 

② 函回 ( SKTCH ) 回に Is ) 國 
固 ( GRPH ) 回 (Y 二） 

③ 因画 （>) 画 ( PRO 目) *固 （>) 回 （ P 0 の曰回回國 

* fx - 7400 GII : 回 （ PRO 目） 


■分巧閲数を利用した計算 

重要 

- fx - 7400 GII では、次の操作は実行できません。 

STAT モードの分巧計算(日-41ぺージ）と同じ計算を、専用の関数を使って RUN • MAT 
モードや PRGM モードで実行することができます。 

例 標準偏差び=1.已、平均パ= 2のとき、データ値{1，2, 3} の正規確率分巧を 
RUN • MAT モードで計算ずる。 

1. メインメニューか 5 RUN • MAT モードに入る。 



画00山山回 GD 回回 H 
(身長17巳.巳 cm の標準化変量 f は） 

回 （ P 0 の曰团图固の曰 
回 ( P 0 回の CD 固团のの國 
(全体での％数） 

画の〇の曰团图固の國 
(上位か5の位置） 
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2. 次のキー操作を行ラ。 


國固 ( STAT ) 圆 ( DIST ) 回 ( NORM ) 
回 ( NPd ) (shift) 因 （ 0圧)回回囚回 
困田。）回の □ 回回回囚國 




己 D.BES9 
山 ■ 己 I 己 9- 


0.212965337 


• 利用可能な分巧関数の機能と入力書式については、「プ□グラム内で分巧計算を実行する」 
(8-30 ぺージ)をご覧ください。 


■ リストデータか6標本標準偏是と標本分散を巧める 

指定したリストデータの標本標準偏差と標本分散を、関数を使って求めることびできま 
す。計算は RUN • MAT (または RUN ) モードで行います。計算を行うためのデータと 
して、 STAT モードのリストエディターを使って登録したデータ （ List 1〜2巨)、または 
RUN • MAT (または RUN ) モード画面で直接入力したリストデータび使用できます。 

書式 StdDevCList n [.List m ]) 

Variance(List n[,List m \) 

List n ..... 標本データ 
List w .... 度数データ 

例 巧のデータ X を List 1 、度数を List 2に登録し、標本標準偏差と標本分散を求める。 


ぶ 

60 

70 

80 

90 

度数 

3 

5 

4 

1 


1. メインメニューか5 STAT モードに入る。 

2. リストエディターを使って上記のデータを登録する。 

3. メインメニューか 5 RUN • MAT (または RUN ) モードに入る。 

4. 次のキー操作を行ラ。 

闕岡 (5 TAT ) 岡旧 • Dev )* [Ml 
回 （ LIST ) 回 ( List ) 圧)囚回 ( List ) 回囚國 

* fx - 7400 GII : 回 ( STAT ) 画 (S • Dev ) 

画 T ) 固 (ST AT ) 固 (VaiT 厕 
回 （ UST ) 回 ( List ) 圧)囚回 ( List ) 回囚國 

* fx - 7400 GII : 回 （ STAT ) 回 ( Var ) 


StdDevCList し List 2) 
9.26000696 


StdDevCList し List 2) 
9.26000696 

UariancetList 1j List 
2) 

05.0974359 

WM w raCT HMi BPa rT~ 
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■ 検定 ( TEST ) コマンドを利用した計算 

重要 

- fx - 7400 GII では、次の操作は実行できません。 

STAT モードの Z 検定、？検定など各種の検定計算 (6-2 巳ページ）と同じ計算を、専用のコマ 
ンドを使って RUN • MAT モードや PRGM モードで実行することびでさます。 

例 次のを件で1標本の Z 検定を行ったときの Z 値と/;値を求める。 

検定を 件い 条件）幸 パ0*、 仮定母 平均が0 = 0、 母標準偏差び= 1、 標本平均ぇ= 1、 標 
本数《 = 2 

* 「バ条件幸片 0 」は、1標本 Z 検定コマンド" OneSampleZTest " の最初の引数に0を 
入力することで指定でさます。 

1. メインメニューか 5RUN • MAT モードに入る。 

2. 次のキー操作を行ラ。 

國固 ( STAT ) 画 （>) 回 ( TEST ) 回 ( Z ) 

回 (1- S ) 回囚应 I 囚圧)囚口囚回 
國 

fEXlf] fEXlf] fEXlf) 

回 （ LIST ) 回 （ List ) 岡 （ Ans ) 國 


ListAns の要素 1 か 54 までび、次の計算結果を表します。 

1: Z 値 

2 :グ値 

3 : X 

4 : n 

• 利用可能な検定コマンドの機能と入力書式については、「プ□グラム内で検定コマンドを 
使った計算を実行する」 （8-34 ぺージ)をご覧ください。 


OneSampleZTest 0 ， 0 ，し 
し 2 

Dons 




1 

-■—…が 


己 

D.lEHB 


3 

1 



L 己」 




1.414213562 
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5. 巧定 (TEST) 

重要 

-検定計算は、 fx - 7400 GII では実行できません。 

Z 巧定 は、標準化に基づいたさまざまな検定を行います。過去の調査などによって母集団(例 
えば個の全人!:]」など)の標準偏差姆標準偏差)びわかっている場合に、標本びその母集団を 
正しく表しているかどラかを検定することがでさます。 Z 検定は、繰り返し実施される市場調 
査、世論調査などにおいて利用されます。 

1 標本の Z 巧定 は、母標準偏差びわかっている場合に、母集団の平均(母平均）に関する仮説 
を検定します。 

2 標本の Z 巧定 は、母標準偏差びわかっている場合に、 2 つの母集団の母平均を比較します。 

1 化率の Z 巧定 は、基準を満たしているデータび一定の比率に達しているかどラかを検定し 
ます。 

2 化率の Z 巧定 は、 2 つの母集団に対して、基準を満たしているデータの比率を比較します。 


f 巧定は、母標準偏差びわかっていない場合に用います。実証したい仮説と逆の仮説を、「帰 
無仮説」といい、これを否定したちのを「対立仮説」といいます。？検定では通常、帰無仮説を 
検定します。そして、帰無仮説と対立仮説のどち 5 を採用するかをミ央定します。 

1標本の f 巧定は、母標準偏差びわかっていない場合に、母平均に関する仮説を検定します。 

2標本の f 巧定は、2つの母集団の母標準偏差びわかっていない場合に、両方の母平均を比較 
します。 

1巧回帰の f 巧定は、 2 組のデータの線形関係の強さを計算します。 


カイ 2 柔(/2)巧定 は、いくつかの独立したグループを用意しておを、各グループに含まれる 
標本の比率に関する仮説を検定します。 

カイ 2 柔(/2)適合度巧定 は、度数からなるサンプルデータが、ある分冊こ従うかどうかを検 
定します。例えば、正規分巧や 2 項分巧への適合度判定に応用できます。 

カイ 2 柔(/2)巧立性巧定 は、主に 2 つの質的な変数(例えば「はい」と「しル>え」など）を組み合 
わせてク□ス集計表を作成し、それ 5 の変数の独立性について評価します。 


2標本の/^巧定は、 2 つの母集団の母分散の比に関する検定を行います。例えば、発ガンの 
要因として考え 5 れる、たばこ、飲酒、ビタミンの不足、コーヒーの大量摂取、運動す足、 
不規則な生活などび、実際に影響を及ぼすかどラかを調べるとをなどに利用されます。 


分な分が ( ANOVA ) は、複数の標本があるとき、各標本の母平均が等しいという仮説を検定 
します。例えば、製品の材料組成比を何通りか用意したときに、それ 5 び最終製品の品質や 
寿命に影響を及ぼすかどラかを調べるとさなどに利用されます。 

-元 配置 分散分析 ( One-Way ANOVA ) は、各標本の変化する因子が1つの場合の検定を行 
います。 

二元 配置 分散分析 ( Two-Way ANOVA ) は、各標本の変化する因子び 2 つの場合について、 
その 2 つの因子の交互作用をも含めた検定を行います。 
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於下のページでは、これ5の概念に基づいて、さまざまな統計計算をする方法を説明します。 
統計の概念や用語に関する詳しい説明は、統計関係の文献をご覧ください。 

STAT モードの初期画面で圆 ( TEST ) を巧すと、検定機能のファンクシヨンメニューび表示 
されます。 

- ( F 3)( TEST ) mU ) ... Z 検定(巨-2巨ページ） 

回け） ... けミ定 (6-29 ぺージ） 

圆 ( CHI ) ... 乂2検定 (6-31 ぺージ） 

回 （ F ) ... 2標本の/^検定 (6-33 ページ） 

固 ( ANOV ) ... 分散分析 ( ANOVA ) (巨-34ぺージ） 

すべての設定を行った後で度)を使って" Execute " の行に反転を移動し、次のファンクシヨ 
ンキーを巧すと、計算やグラフの描画が実行されます。 

-回に ALC ) ...計算を実行 
• 圃 （ DRAW ) ... グラフを描画 

-グラフ描画時のビューウインドウは、自動的に最適な設定が適用されます。 


■ Z 検定 


•Z 検定に共通する機能 

Z 検定のグラフを描画した後、次のグラフ解析機能を利用することびできます。 

-回に） U . Z 値の表示 

回 （ Z ) を巧すと最下行に Z 値び表示され、該当する点にポインターび表示されます(該当点が 
表示範囲外の場合は表示されません)。 

両側検定の場合は2点が表示されます。(3)/®を巧すとポインターが移動します。 

• ( fD ( P ) ... グ値の 表示 

回 （ P ) を巧すと、最下行にグ値び表示されます。ポインターは表示されません。 

-解析機能を実行すると、変数 Z と P に Z 値とグ値び自動的に保存されます。 


• 1標本の Z 検定 

母標準偏差びわかっている場合、母平均に関する仮説を検定します。1標本の Z 検定は、正 
規分巧に適用します。 

STAT モードの初期画面か5次のキー操作を行います。 

圆 ( TEST ) 

回に） 

回 （1- S ) 
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1 -Sample ZTest 


ド百 
6 

List 

F 〜3 


か0 

0 

1 

Listl 


ん 


[Save Res：Hone 
lExecute 











パラメーター形式でデータを指定する場合、次の項目びリスト形式の場合と異なります。 


子 - ：0 

n ■■百 


計算結果の出力例 


片单11 .4 . 検定の方向 

S .. データの標本標準偏差(データびリスト形式の場合のみ表示) 

- "Save Res " で指定したリストには、2行目の//条件は保存されません。 



1 -Sample ZTest 

ド 

¢11.4 

Z 

=0.26032015 

P 

=0.70044673 

子 - 

=11.52 

SX 

=0.61006140 

n 

=己 


• 2標本の Z 検定 

2つの母集団の母標準偏差がわかっているときに、2つの母集団の母平均に関する仮説を検定 
します。 2標本の Z 巧定 は、正規分巧に適用します。 

STAT モードの初期画面か5次のキー操作を行います。 

画 ( TEST ) 

回に） 

回に- S ) 

Frw …：1 
F … （ 2) :1 
Save Res：Hone 
Execute 


2-Sample ZTest 

巧 ：か 2 

tfl : 1 

の ： 1 

Listen : Listl 
List(2) : List2 ん 


パラメーター形式でデータを指定する場合、次の項目びリストお式の場合と異なります。 


51 

：0 

nl 

：0 

口 

:曰 

n2 

■■百 


計算結果の出力例 


2-Sample ZTest 


K-1 

か 2 


Z 

=1.2492945 


P 

=0.21155737 


xl 

=11.52 


x2 

=0.036 


sxl 

=0.61006140 

ん 



い丰批 . 検定の方向 

S.1 . 標本1の標準偏差(データがリスト形式の場合のみ表示) 

S 。. 標本2の標準偏差(データびリスト形式の場合のみ表示) 


- "Save Res " で指定したリストには、2行目のパ i 条件は保存されません。 


6-27 





























2-Prop ZTest 


1-Prop ZTest 



Save Res 
Execute 


• 2 比率の Z 検定 

2 つの母集団に対して、基準を満たしているデータの比率を比較します。2化率の Z 巧定は、 
正規分巧に適用します。 

STAT モードの初期画面か5次のキー操作を行います。 


画 ( TEST ) 
回に） 
画に- P ) 


lExecute 


計算結果の出力例 


1比率の Z 検定 

基準を満たしているデータび一定の比率に達しているかどラかを検定します。1化率の Z 巧 
定は、正規分巧に適用します。 

STAT モードの初期画面か5次のキー操作を行います。 

画 ( TEST ) 

回に） 

画 （1- P ) 

計算結果の出力例 


P 1> P 2 . 検たの方向 

• "Save Res " で指定したリストには、2行目の/ 7 i 条件は保存されません。 


Prop 单〇.己 . 検定の方向 

• "Save Res " で指定したリストには、2行目の Prop 条件は保存されません。 




2-Prop ZTest 
p1>p2 

z =-0.4763216 
p =0.6 0325542 
p1=0.T5 
p2=0.76666666 
P =0.7 5033333 


ふ 


e 

n 

0 

目 00H 

■…引 

e 

R 


e 

V 

*122 a 
て n K ns 


曰百 9 
斗 26 
3 斗百 
493 

t 029 

s 1 百 6 

e 8700 

T 53354 

z ■ ■ ■ >0 

00004 

p# II II II II 

op 

广〇 

p r 

- p z p^p n 
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■很定 


• 方検定に共通する機能 

f 検定のグラフを描画した後、次のグラフ解析機能を利用することがでさます。 

-回 ( T ) ... f 値の表示 

回 ( T ) を巧すと、最下行に f 値が表示され、該当する点にポインターが表示されます(該当点 
び表示範囲外の場合は表示されません)。 

両側検定の場合は2点表示されまず。 み I あ を巧すとポインターが移動します。 

• ( fD ( P ) …グ値の表示 

回 （ P ) を巧すと、最下行にグ値が表示されます。ポインターは表示されません。 

•解析機能を実行すると、変数 T と P に f 値とグ値が自動的に保存されます。 

• 1標本の《検定 

母標準偏差びわかっていない場合に、母平均に関する仮説を検定します。1標本の(巧定は、 f 
分巧に適用します。 


STAT モードの初期画面か5次のキー操作を行います。 

画 ( TEST ) 

回け） 

回 （1- S ) 


1 -Sample tTest 



ド- :か0 

ド -B : 0 

List : Listl 
Freq :1 

Save Res：Hone ん 


lExecute 


パラメーター形式でデータを指定する場合、次の項目びリストお式の場合と異なります。 


計算結果の出力例 


1 -Sample tTest 


¢ 11.3 

t 

= 0.79593206 

p 

= 0 . 4 了063601 

子- 

= 11.52 

sx 

= 0.61006140 

n 

= 己 



：0 

sx 

：0 

n 

■■百 



バ单11 .3 . 検定の方向 


- "Save Res " で指定したリストには、2行目の/!条件は保存されません。 
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• 2 標本の很定 

2つの母集団の母標準偏差びわかっていない場合に、両方の母平均を比較します。 2標本の 
(巧定は、 f 分巧に適用します。 

STAT モードの初期画面か5次のキー操作を行います。 


画 ( TEST ) 
回け） 
回に- S ) 


2-Sample tTest 


K 1 ■ 壬い直 

Listen : Listl 
List(2) : List2 

Frs^(.2> ：1 

Pooled ： 0ff 
Save Res：Hone 
Execute 


■I 


パラメーター形式でデータを指定する場合、次の項目びリスト形式の場合と異なります。 


計算結果の出力例 


い丰护 . 検定の方向 

Sp . プール標本標準偏差 (Pooled : On の場合のみ表术) 


- "Save Res " で指定したリストには、2行目のパ i 条件は保存されません。 


• 1巧回帰《検定 

1次回帰 f 巧定 は、2組のデータを2つの変数(ち y ) の組み合わせと考え、それ5のデータに 
最もよく当てはまる回帰式； y 二+わズの係数んわを最小二乗法で求めます。また相関係数や 
f 値などを求め、 X と y びどれほど強い関係にあるかを計算します。 

STAT モードの初期画面か5次のキー操作を行います。 

画 ( TEST ) 

回け） 

画 ( REG ) 


LinearReg tTest 

XList 

List! 

VList 

List2 

Fre^ 

1 

Save Res 

Hone 

Execute 


1 * 1 < 1 

> 



0000 00 


1 2 
1 Kl 2 X2 
正 s n 五 s n 




8 2 
曰斗了 
t 1 百百 
s 4S6 
0 091 
T 729 6 
t 97356 
■3 斗-- 

0120 ■ -34 

1 - 百己己己 
P# II II II II II 
m 
a 

s 

-1 f 12 
2 i-t Pd 正五 
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Graph Func 


計算結果の出力例 

LinearReg tTest 

が 0 & が B 

t =2.39793632 
p =0.0960526 
df =3 

a =-1.4050105 
b = しの 211223 

[copy 


p 单 0 ら p 丰 Q ....... 検定の方向 

計算結果の表示中に画に OPY ) を巧すと、回帰式をグラフ関数式リスト表示にコピーするこ 
とがでさます。 


セットアップ画面の " Resid List " 設定でリストび指定されている場合、回帰式に対する残差 
データが計算された後、自動的に指定されたリストに保存されます。 


• 1次回帰 f 検定にはグラフ描画の機能はありません。 

• "Save Res " で指定したリストには、2行目の/3 & p 条件は保存されません。 

• "Save Res " で指定したリストと、セットアップ画面の " Resid List " で指定したリストび同 
じ場合は 、 "Resid List " のデータだけび保存されます。 


■カイ2柔が)検定 


• カイ2乗が)検定に共通する機能 

カイ2柔 が)巧定のグラフを描画した後、次のグラフ解析機能を利用することびできます。 

-回 （ CHI ) ... 乂2値の表示 

回 （ CHI ) を巧すと最下行に X 2 値が表示され、該当する点にポインターが表示されます(該当 
点び表示範囲外の場合は表示されません)。 

• 回 （ P ) …グ値の表示 

回 （ P ) を巧すと、最下行にグ値が表示されます。ポインターは表示されません。 

-解析機能を実行すると、変数 C と P に X 2 値とグ値が自動的に保存されます。 
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• カイ 2 乗 (/2) 適合度検定 

カイ2柔(乂 2) 適合度巧定は、度数からなるサンプルデータが、ある分冊こ従うかどうかを検 
定します。例えば、正規分巧や2項分巧への適合度判定に応用できます。 


STAT モードの初期画面か5次のキー操作を行います。 


画 ( TEST ) 
画に HI ) 
回 ( GOF ) 


x 己日 OF Test 
MajzllMtJJHMMI 
Ex 〜 [" Isd ： Cis 巧 
df :4 

CHTRE : List3 
Save Res：Hone 
Execute 


次に、データの入力してあるリストを指定します。各項目の意昧は次の通りです。 

Observed . 観測値のリスト名 ( List 1〜 26) (どのリスト要素も正の整数) 

Expected . 期待度数を保存するリスト名 （ List 1〜 26) 


CNTRB . 計算結果として得5れた、各度数の客与 ( contribution ) を保存する 

リスト名 （ List 1〜2巨） 


計算結果の出力例 


x 己日 OF Test 

x 己 =2■ 下 8333333 
P =0.59 471300 
df =4 

CHTRE ： List3 



CNTRB . CNTR 巨値の出力先 U スト名 


• カイ2柔が)独立性検定 

カイ2柔レ2)巧立性巧定は、いくつかの独立したグループを用意しておき、各グループに含 
まれる標本の比率に関する仮説を検定します。カイ2柔(/2)巧立性巧定は、二分変数(「はい」 
と「しル>え」のよラに、2種類の値のみをとる変数)に適用します。 

STAT モードの初期画面か5次のキー操作を行います。 

圆 ( TEST ) 

画に HI ) 

岡に WAY ) 


Test 


serve 


Expeci-ec 
Save Res 川 one 
Execute 




次に、データの入力してある行列を指定します。各項目の意昧は次の通りです。 

Observed . 観測値の行列名 ( A 〜 Z ) (どの行列要素も正の整数） 

Expected . 期待度数を保存する行列名 ( A 〜 Z ) 


6-32 




















2 標本の検定 

2標本の/;'巧定は、2つの母集団の母分散の比に関する検定を行います。2標本の/;'巧定は、 
分巧を適用します。 

STAT モードの初期画面か5次のキー操作を行います。 


画 (TEST) 
画の 


2-Sample FTest 

m 

_ _ ■ f t _ 

Listen : Listl 
List(2) : List2 
ド…… ：1 
Frs^(.2> ：1 

I Save Res：Hone 
lExecute 


ん 


パラメーター形式でデータを指定する場合、次の項目びリストお式の場合と異なります。 


計算結果の出力例 


sxl 

：0 

nl 

：0 


:曰 

n2 

■■百 


び 1 幸び 2 . 検定の方向 

み . 標本1のデータ平均 （Data : List 形式の場合のみ表示） 

お . 標本2のデータ平均 （Data : List 形式の場合のみ表示） 
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計算結果の出力例 


• 行列は少なくとも2行2列である必要があります。1行または1列しかない行列を指定する 
と エラーと なります。 

• "Observed" または" Expected" び反転しているときに回 （Mat) を巧すと、行列 (A 〜 Z) の 
設定画面が表示されます。 

• "Observed" または "Expected" が反転しているときに回 （► MAT) を巧すと MAT エディ 
ターに入り、行列の編集や閲覧びでさます。 

• 計算結果の表示中に画 （►MAT) を巧すと MAT エディターに入り、行列の編集や閲覧がで 
さます。 

• MAT エディターから VCT エディターに切り曾えることはでをません。 



Test 

： ¥ 己 =0.31746031 
P =0.57313791 
df=l 





s 65 0 
e 9 百 了 
T 07 3 
F 己了 62 斗 
55649 

e 2 . 

1^00211 
p# II II II II II 
m 
a 

s 1 

-1 12 X 
2 -OF p 五 IK s 

























グラフを描画した後、次のグラフ解析機能を利用することびでをます。 


• 回 （F)... パ直の表示 

回 （F) を巧すと、最下行に/^値び表示され、該当する点にポインターび表おされます(該当点 
び表示範囲外の場合は表示されません)。 

両側検定の場合は2点表示されます。 み/あ を巧すとポインターび移動します。 


• (F2)(P) …グ値の表示 

回 （P) を巧すと、最下行にク値び表示されます。ポインターは表示されません。 

-解析機能を実行すると、変数 F と P に/^値とグ値び自動的に保存されます。 

- "Save Res" で指定したリストには、2行目のの条件は保存されません。 


■ 分散分が ( ANOVA ) 

分が分が (ANOVA) は、複数の標本びあるとき、各標本の母平均び等しいという仮説を検定 
します。 

—元 配置 分散分析 (One-Way ANOVA) は、各標本の変化する因子び 1 つの場合の検定を行 
います。 


二元 配置 分散分析 (Two-Way ANOVA) は、各標本の変化する因子が2つの場合について、 
その2つの因子の交互作用をも含めた検定を行います。 

STAT モードの初期画面か5次のキー操作を行います。 


画 (TEST) 
固 （ANOV) 


flHOUn 


Facl-or 


Dependnt ： List2 
Save Res：Hone 
Execute 


リスト形式でデータを指定します。各項目の意昧は次の通りです。 

How Many .One-Way ANOVA か Two-Way ANOVA を選択するりまたは 2) 

Factor A . 因子 A の水準び入っているリスト （List 1~26) 

Dependnt. 標本のデータとして使うリスト （List 1~2目） 

Save Res . 計算結果を保存する最初のリスト (None、List 1〜 22)*i 

Execute. 計算の実行、またはグラフの描画 (Two-Way ANOVA の場合のみ） 

*1"Save Res" で指定したリストには計算結果の1列目び保存され、次のリストに2列目、 
その次のリストに3列目…というように順次已列目まで保存されます。 "Save Res" に 
List 22を指定すると List 22〜2巨び使われるので、指定可能なのは List 22までです。 


Two-Way ANOVA の場合のみ、次の項目が表示されます。 

Factor B . 因子目の水準が入っているリスト （List 1~26) 
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すべてのパラメーターを設定した5、度)を使って" Execute" を反転させ、次のファンク 
シヨンキーを巧して計算を実行、またはグラフを描画します。 


-回に ALC) ...計算を実行する。 

. 画 （DRAW) ... グラフを描画する (Two-Way ANOVA の場合のみ)。 
計算の結果は、教科書等で示されているのと同じテーブル形式で表示されます。 
データ例と計算結果例 


One-Way ANOVA 


Two-Way ANOVA 


つ ■—夕 


List 1=11,1,2,2} 

Ust2 二{124,913,1201100 1} 


Listl={l,l,l,l,2,2,2,2} 

List2={l,l,2,2,l,1.2,2} 

Lists 叫 113,1 16,139,1 32,1 33, 
131,126 ,122} 


設定画面 


flHoun 
How Many：1 
Factor R：Listl 
Dependnt ： List2 
Save Res：Hone 


[CflLC 


flHOUn 

How Many：2 
Factor R：Listl 
Factor B ： List2 
Dependnt ： List3 
Save Res：Hone 


|"LC 


■ DRAW 


計算結果 


AH 

oun 

J u 

mS 

F 

A 

ERR 

MEM 

己 1E99 ョ 41 

MEM 

ヨ叫 E1D 

EE-3 

1 


AH 

oun 

WS 

mS 

F 

p I 

A 

ERR 

HEM 
E9 旧 41 

MEM 

ヨ叫 E1D 

EE-3 

TMJUtTTl 


AH 


A 

E 

AE 

ERR 


oun 

山 


だ 


IB 

叫■日 

MBD.E 




IB 

叫■日 

MBD.E 

g.ns 


F 


し日叫 I 
B.EEEE 
M3.IBB 


0，9490399 了 34 


AH 

oun 

WS 

mS 

F 

p 


A 

IB 

IB 

1 ■日叫 1 

iPtaJUi：! 


E 

叫■日 

叫■日 

B.EEEE 

□■叫己己 


AE 

MED.E 

MBD.E 

旧 ■ 1 己日 

己 .IE ■ヨ 


ERR 

39 

g.ns 






0.2450019511 

f 


-元配置分散分析 (One-Way ANOVA) 

1歹 U 目 (A).. 因子 A©rf/ イ直、 S 別直、 MS イ直、イ直、グイ直 

2歹 U 目 （ERR). 誤差の若/イ直、及が直、 MS イ直 

二元配置分散分析 (Two-Way ANOVA) 

1歹 U 目 (A). 因子 A のがイ直、ぶ S イ直、 MS イ直、イ直、グイ直 

2歹 IJ 目 （B). 因子 B のがイ直、ぶ S イ直、 MS イ直、イ直、グイ直 

3歹 U 目 (AB). 因子 A X因子 B のがイ直、反 S イ直、 MS イ直、イ直、グイ直 

* 繰り返しのない条件での演算では、この行は表示されません。 

4歹 U 目 （ERR) ……...誤差のみ H、 及が直、 MS イ直 
F .....F 値 

P . .....グイ直 

が . .............自由度 

SS . 平方和 

MS . 平均平ち 6-35 




























































二元配置分散分析 (Two-Way ANOVA) では、 Interactive 円011グラフを描画することがで 
きます。これは、グラフの本数び因子目に、X軸方向のデータ数び因子 A に依存し、 Y 軸ち向 
には各カテゴリー（水準組合せ)の平均値び示されます。 

グラフを描画した後、次のグラフ解析機能を利用することびでさます。 

• 回 （Trace) または画司回 (TRCE) ... トレース機能 

®/(g) を押すと、ポインターびプ□ット点上を移動します。複数のグラフび描かれている場 
合には、な)/®を巧すとポインターびグラフ間を移動します。 

•グラフの描画は二元配置分散分析 (Two-Way ANOVA) のみで可能です。このとさビューウ 
インドウは常に自動設定となります。 

•グラフの描画後にトレースを実行すると、変数 A に因子 A の水準、変数 M にトレースした 
際の水準組合せの平均値が、それぞれ自動的に保存されます。 


■ 二元配置分散分が ( Two-Way ANOVA ) 


•例題 

次の表は、ある金属製品の耐义性を、熱処理の時間 (A) と温度旧)を2通りに変化させて測定 
した結果です。実験は、それぞれの条件で2回ずつ行いました。 



下の帰無仮説に関する相違の分析を、有意水準已％で行います。 
Ho :時間による耐义性の不変性 
Ho :処理温度による耐义性の不変性 

Ho :時間と処理温度の変化の交互作用による耐义性の不変性 


• 本機による検定 

上記の仮説の検定には、二元配置分散分析 (Two-Way ANOVA) を用います。 

表の測定データを、次のよラに入力します。 

Listl={l,l.l,l,2,2,2,2} 

Ust2 二{1,1，2,21111，2,2} 

Lists 二 { 113,1 16,139,132,133,131,12巨.1 22} 

List 3(各グループデータ）を Dependent とします。 List 1と List 2 (List 3の測定データ 
の因子の番号)をそれぞれ Factor A と Factor 目とします。 
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IB 
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ERR 

39 
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0.2450019 51? 



• 計算結ま表示 


計算結果は次のようになります。 

• 時間差 （Factor A ) による水準 P 二0.24已8019已17 

この値 ( P 二0.24已8019已 17) は有意水準0.0已(已％)より大きいので、仮説は棄却され 
ない。 

• 処理温度差 （ Factor 巨）にぶる水準 P = 0.04222398836 

この値 ( P 二0.0422239883巨）は有意水準0.0己（已％)よりルさし、ので、仮説は棄却され 
る。 

• 交旦作用 (A X 巨）による水準 P 二 2.781699466-3 

この値 ( P 二2.781目994巨 e -3) は有意水準0.0已(巳％)よりルさいので、仮説は棄却され 
る。 

於上の検定より、時間の差は重要ではないが温度の差は重要であり、さ5に双方の交互作用 
び非常に重要であるといラことびわかります。 


• 入力画面例 

nRoUn 

How Many： 2 
Factor R：Listl 
Factor B ： List2 
Dependnt ： List3 
Save Res：Hone 


e 


IcflLC mm 


占 

占 


B E E 9 
^ ■ 3 
M D 

B 己 


i 鬥 


H 

fl 


p R 
- A E 
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6. 信 *! 区間 (INTR) 

重要 

-信頼区間計算は、 fx - 7400 GII では実行できません。 

信頼区間とは、ある確率(信頼水準)で母集団のパラメーター（母数)を推定する場合の、その 
範囲(区間)のことです。 

信頼区間び広いと、母数(真の値)びどこにあるのかお握しにくくなります。逆に信頼区間が 
狭ければ、母数の範囲び限定され、精度の高い調査結果を得ることびでさます。よ<使われ 
る信頼水準は9已％と99%です。信頼水準を高くすると信頼区間は広がってしまいます。逆 
に信頼水準をほ<すると、信頼区間は狭まりますが、母数を見逃してしまラ危険性が高<な 
ります。例えば、9已％信頼区間は、求めた区間の中に已％の割合で母数び含まれていない 
可能性びあるといラことになります。 

調査を実施し、データを f 検定と Z 検定で処理することを計画する場合、標本数、信頼区間の 
幅、信頼水準を総合的に考慮すベをです。信頼水準は用途に応じて変更します。 

1標本の Z 信巧区間は、母標準偏差びわかっている場合に、母平均の信頼区間を求めます。 

2標本の Z 信巧区間は、2つの母集団の母標準偏差びわかっている場合に、母平均の差の信頼 
区間を求めます。 

1比率の Z 信巧区間は、母集団の基準を満たしているデータの比率の信頼区間を求めます。 

2化率の Z 信巧区間は、2つの母集団の、基準を満たすデータの比率の差の信頼区間を求めま 
す。 

1標本の(信巧区間は、母標準偏差びわか5ない場合に、母平均の信頼区間を求めます。 

2標本の f 信巧区間は、母標準偏差びわか5ない場合に、2つの母集団の母平均の差の信頼区 
間を求めます。 


STAT モードの初期画面で画 （ INTR ) を巧すと、信頼区間のファンクションメニューが表示 
されます。 

-回 （ INTR ) 回に）... Z 信頼区間(目-39ぺージ） 

回け）... f 信頼区間 (6-40 ページ） 

すべての設定を行った後で度)を使って " Execute " の行に反転を移動し、次のファンクショ 
ンキーを巧すと、計算び実行されます。 

-回に ALC ) ...計算を実行 

• 信頼区間にはグラフ描画の機能はありません。 


• 信巧区囲に共通するま意事 I 貝 

C 丄 evel (信頼水準)の設定において O ^ C 丄 evel < 1の値を入力すると、その値が設定され 
ます。1 ^ C - Level < 100の値を入力すると、その値を100で割った値び設定されます。 
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lExetute 


パラメーター お式で データを 指定する場合、次の項目がリストお式と異なります。 


IS 


;目 


計算結果の出力例 


Z 信巧区間 


1標本の Z 信巧区間 

母標準偏差がわかっている場合に、母平均の信頼区間を求めます。 


STAT モードの初期画面か5次のキー操作を行います。 

画 ( INTR ) 

回に） 

回 （1- S ) 


1-Sample ZInterval 



List 

Fre ^ 

Save Res 


• 2 標本の Z 信巧区囲 

2つの母集団の母標準偏差びわかっている場合に、母平均の差の信頼区間を求めます。 

STAT モードの初期画面か6次のキー操作を行います。 

画 ( INTR ) 

回に） 

回に- S ) 

• 1比率の Z 信巧区間 

母集団の中で基準を満たしているデータの比率の信頼区間を求めます。 


STAT モードの初期画面か5次のキー操作を行います。 

(ED ( INTR ) 

回に） 

画 （1- P ) 


1-Prop 

x 

n 

Save Res 
Execute 


ZInterval 



Tx 

a 

V 91 

广百9 
0181 
109 
n 63 
127 
三了 S 3 

国国国 

e 了0斗百 
15762 

P II II II II 

m t 

ath 

sf ミ 

- 0i 

1し R 五〇 


パラメーター 形式で データを 指定し ます。 
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計算結果の出力例 


l-Sample 


List : 
Fre^ : 
Save Res ： 
Execute 


に に t n^ar 


1 標本の《信巧区囲 

母標準偏差がわか5ない場合に、母平均の信頼区間を求めます。 

STAT モードの初期画面か5次のキー操作を行います。 

画 ( INTR ) 

回け） 

回 （1- S ) 


パラメーター形式でデータを指定する場合、次の項目がリスト形式と異なります。 


計算結果の出力例 


• 2比率の Z 信巧区間 

2つの母集団の、基準を満たすデータの比率の差の信頼区間を求めます。 

STAT モードの初期画面か5次のキー操作を行います。 

画 ( INTR ) 

回に） 

画に- P ) 


■ 准巧区間 



IXIX 
】tt 〇 | 
S S n 
■ ii 〇 
UULLH 


〇〇〇 


S ^ n 


TX 

a 

>6 斗 
广斗己 
11190 

t 百 1 
n 2 了 
163 
t963 

■ ■ Bi— 

e 百 16 -2 
16 了 6 百 1 
P II II II II II 
m t 

3th 

sf ミ 

-ei ザ 

1 し R 五 s n 


127 

a 百 1 

V 己斗 

广 63 

054 

t 百 9 

nl 8 己 

17770 

Z ■■■百 

百 0 百百 

P II II II II 

〇 t 

广 th 

pf Ui 

-ei 

ILR-P n 
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•2 標本の《信巧区間 

母標準偏差がわか 5 ない場合に、 2 つの母集団の母平均の差の信頼区間を求めます。この f 信 
頼区間は、^分巧に応用されます。 


STAT モードの初期画面か5次のキー操作を行います。 

回 (INTR) 

回け） 

回に- S) 


7. 分巧 (DIST) 

重要 

-分な計算は、 fx- 7400 GII では実行できません。 

分巧には、いくつもの種類びあります。最も有名で、統計計算にとって重要なちのび r 正規分 
巧」です。これは、平均値のデータが最ちをく（度数が高く）、そこか5離れるに従って度数が 
減っていく分巧です。他にも、ポアソン分な、幾何分ななどびあります。 

データの種類によって、分布の形はさまざまです。分巧の形がミ央まれば、ある程度の傾向を 
知ることがでさます。ある値を指定して、分布か5取り出したデータびその値未満になる確 
率(言いかえると、そのデータが分布の中で下か5何パーセントの位置にあるか）を計算する 
ことびでさます。 

例えば、製品を作っているときの歩留まりの計算に利用することびでさます。ある値を基準 
としたとき、何パーセントの製品びその基準を満たすかを推定するときには「確率密度」を求 
めます。迎こ、成功率の目標(例えば80%)を仮定し、その比率の製品びどれだけの値に達し 
ているかを推定するには「分布確率」を求めます。 

正規巧率密度演算は、 指定された； d 直か5正規分巧の確率密度を計算します。 

正規お積分巧演算は、 2つの値を指定して、正規分巧のデータびその範囲に収まる確率を求 
めます。 

正規黒積分巧逆演算は、 累積確率を指定して、正規分巧の中でその位置を占める値を求めま 
す。 

スチユーデントの(巧率密度演算は、 指定された; d 直か確率密度を計算します。 

スチユーデントの f 累積分巧演算は、 2つの値を指定して、？分巧のデータがその範囲に収ま 
る確率を計算します。 

スチユーデントの f 累積分巧逆演算は、 特定比率(パーセンテージ)の累積確率密度を指定し 
て、？分布の中でのその下限値を求めます。 

スチューデントの f 分な演算と同様に、カイ 2 柔 ( 乂 2) 分巧、 /T 分巧、 2 頂分巧、ポアソン分 
巧、幾何分巧、超幾何分巧 演算びあり、それぞれに分な確率などを計算することびできます。 
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STAT モードの初期画面（リストエディター)で固 （DIST) を巧すと、分布機能のファンク 
シヨンメニューが表示されます。 


-固 （DIST) 回 （NORM) ... 正規分巧演算 (6-42 ぺージ） 

回け）...スチューデントの f 分な演算 (6-44 ぺージ） 

圆 （CHI) ... カイ2棄が)分布演算 (6-4 已ページ） 

回の...パ巧お寅算 (6-4 巨ぺージ） 

固 （BINM) ... 2項分巧演算 (6-47 ぺージ） 

画（^)回 （POISN) ... ポアソン分な演算 (6-49 ぺージ） 

画 （>) 回 （GEO) ... 幾何分な演算 (6 -已〇ぺージ） 

画 （>) 圆 （H.GEO) ... 超幾何分な演算(目-已2ぺージ） 

すべての設定を行った後で®を使って" Execute" の行に反転を移動し、次のファンクシヨ 
ンキーを巧すと、計算やグラフの描画び実行されます。 

-回に ALC) ...計算を実行 
• (ED(DRAW) ... グラフを描画 


• 分巧に共通する機能 

• グラフ描画時のビューウインドウ設定は、セットアップ画面の" Stat Wind" が" Auto" のと 
きは自動的に設定されます。一方、 "Stat Wind" び" Manual" のときは、現在のビューウイ 
ンドウ設定が使われます。 

-グラフを描いた後、X値に対するグ値を推定する機能 (P-CAL 機能）を利用することがでさま 
す。 P-CAL 機能は正規確率密度演算、スチューデントの f 確率密度演算、カイ2乗(户)確率 
密度演算、確率密度演算のグラフを描いた後でのみ利用可能です。 

P-CAL 機能を使う一般的な手麵ま、次の通りです。 

1. 分布グラフを描いて函固 （G-SLV) 回 （P-CAL) を巧す。 

2. 表示されるポップアップウインドウで； d 直を入力し、國を巧す。X値とグ値が画面の最 
下行に表示され、グラフ上の該当する点にポインターび移動する。 

3. 別の値で計算するには、區3または数字キーを巧してポップアップウインドウを再表示 
し、ズ値を入力し、國を巧す。 

4. 計算を終了するには區田を巧し、座標値とポインターの表示を消す。 

-解析機能を実行すると、変数Xと P に; d 直とク値び自動的に保存されます。 


■ 正規分巧演算 


• 正規確率密度演算 


固 (DIST) 回 (NORM) 回 (NPd) 


X値として単一の数値またはリストデータを指定して、正 
規分巧の確率密度(グ)を計算します。リスト指定時は、リス 
卜の各要素を； d 直とした計算結果び、リスト形式で表示さ 
れます。 


で 1ST) 回 （IN 
Normal P.i 
UTst 

6 : 

ド : 

Save Res ： 
Execute 

|Li" … fi 


Lil 

0 

Hone 
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• 正規確率密度は、正規分巧に適用されます。 

.び二 1 、バニ 0を指定すると、標準正規分布になります。 


計算結果の出力例 


Normal 

P.D 

1 

-IBTIEI- 


己 

D. 1 叫 1 


3 

□.DE39 



B.HE-M 


5 

Li.me-eJ 

0.2419707245 



Data : List 指定時の計算結果 


Data : Variable 指定時のグラフ 


グラフの描画は "Data" 設定に "Variable" を指定した場合のみ実行可能です。 


• 正規お積分巧演算 


固 (DIST) 回 (NORM) 同 (NCd) 


2つの値を指定して、正規分布のデータびその範囲に収ま 
る累積確率を求めます。 


計算結果の出力例 




L.List 

Listl 


U.List 

List2 



1 



曰 


Save Res 

|Li" … r 

Hone 

ん 


Normal 

C.D 




ISLOIaI 

E ; 化 


1 

riNL-Ltl 

1 

31 


己 

D.DBDn 

I.M 

M 


3 

□■D 己己 1 

己 

M 


W 

S.3E-M 

3.S 

5 



0. 1573053559 



Data : List 指定時の計算結果 


Data : Variable 指定時のグラフ 


グラフの描画は "Data" 設定に "Variable" を指定した場合のみ実行可能です。 


• 正規お積分巧逆演算 


固 （DIST) 回 （NORM) 圆 (InvN) 


累積確率を指定して、正規分巧の中でその位置を占める値 
を求めます。 


Inverse 

Normal 

1 。 

Tail 

: Left 

A 〜 a 

：0 


: 1 


：0 

Save Res 

: Hone i 

|Li" … r 



Area :累積確率 
(0 ^ Area ^ 1 ) 
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"Area" にて次式の/ 7 の値燥積確率)を指定して、式の積分区間を求めます。 



/ { x)dx - P 


I* +00 

f [ x)dx 二 P 

J Lower 


Upper 

れ x)dx 二 p 

Lower 


"Tail" び" Left" の場合： 

積分区間の上界 Upper を 
求める 


"Tail" び" Ri 昼が’の場合： 

積分区間の下界 Low がを 
求める 


"Tail" が" Central" の場合： 

積分区間の上界 Upper と 
下界ム 9VV がを求める 


-本機は上の式において+ 〇〇二1 E99、一 〇〇二一1 E99 として計算を行います。 
• 正規累積分巧逆演算のグラフは描画できません。 


■ スチューデントの^分巧演算 


• スチユーデントの《お率密度演算 

X値として単一の数値またはリストデータを指定して、ス 
チューデントの f 確率密度を計算します。リスト指定時は、 
リストの各要素を； d 直とした計算結果び、リスト形式で表 
示されます。 


計算結果の出力例 


固(□に T) 回 
Student-t P.[ 


け)回け Pd) 


uryr 

df 

Save Res 
Execute 

|Li" … fi 


P.D 

List! 


student-t P.D 

1 

「■— AI] 


己 

1 ■己 E-3 


3 

B.HE-M 



Lh.ee-mJ 



2. 195240594 E- 03 



Data : List 指定時の計算結果 


Data : Variable 指定時のグラフ 


-グラフの描画は "Data" 設定に "Variable" を指定した場合のみ実行可能です。 


• スチユーデントの r 累積分巧演算 固(□に T) 回け)回け Cd) 

2つの値を指定して、？分巧のデータびその範囲に収まる票 
積確率を計算します。 


計算結果の出力例 


Data : Variable 指定時のグラフ 
-グラフの描画は "Data" 設定に "Variable" を指定した場合のみ実行可能です。 



St-ucJent-t- C- D 

P t：Low t；UP 
Ir ltJ ■川 I I 己 

己 □■l"1 B IE 

3 D.DBEE 3 19 

uLei.de 己日 M 己 I 」 


白. 223 己 3 己 323 弓 


Data : List 指定時の計算結果 


Student-t 

C.D 

しじ式： 


U.List : 

List2 

df : 

1 

Save Res ： 

Hone 

ExeGute 


|Li" … r 
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• スチユーデントの《累積分巧逆演算 

ズとが自由啟の値を指定して、スチューデントの读積分 
巧確率の下限値(積分区間の下界)を求めます。 


計算結果の出力例 


(□に T) 回け）同 （InvN) 


(fD(DIST) 
Inverse S. 


Student-t 


UTTE ： mr 

df :0. 

Save Res：Hone 
Execute 



「 Li" 「り ar 


Inverse 

StucJent-t 


Inverse StucJent-t 

1 




Kinv =-64.706546 

己 

E.MNE 




3 

I.EIBE 





Ld.edbbJ 






64.70654564 




Data : List 指定時の計算結果 Data : Variable 指定時の計算結果 


• スチューデントの f 累積分巧逆演算のグラフは描画できません。 


■カイ2柔が)分巧演算 


• カイ2乗が)確率密度演算 

X値として単一の数値またはリストデータを指定して、力 
イ2乗( X 2 )分巧か5取り出したデータが指定の; d 直未満に 
なる確率を求めます。リスト指定時は、リストの各要素を 
X値とした計算結果が、リスト形式で表示されます。 


計算結果の出力例 


园 （DIST) 圆 （CHI) 回 （CPd) 



UTTt むす 

df :1 

Save Res：Hone 
Execute 


「 Li" 「り ar 


x 己 P.D 
irTUmn-i 

己 D. I 旧 1 
3 D.DEI3 

mLd.dbes. 

0.2419707245 



Data : List 指定時の計算結果 Data : Variable 指定時のグラフ 


-グラフの描画は "Data" 設定に "Variable" を指定した場合のみ実行可能です。 


• カイ2乗が)お積分巧演算 

2つの値を指定して、カイ2棄(X 2 )分巧のデータびその範 
囲に収まる累積確率を計算します。 


固 （DIST) 圆 （CHI) 回 (CCd) 


が C. D 




しじ式 

Xistl 

U.List 

List2 

df 

1 

Save Res 
ExeGute 

|Li" … r 

Hone 
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計算結果の出力例 


XB 


3 D . D 旧己 

mLd.dmem. 

0.3167705024 


C. D 
rTgirUI-i 

D. I SI 己 


Data : List 指定時の計算結果 



Data : Variable 指定時のグラフ 


-グラフの描画は "Data" 設定に "Variable" を指定した場合のみ実行可能です。 


• カイ2乗(/2)累積分巧逆演算 画 (DIST) 画に HI) 画 (InvC) 

Xとが■(自由度)の値を指定して、カイ2乗(X 2 )累積分巧確 
率の下限値(積分区間の下界)を求めます。 


計算結果の出力例 


InverssxE 



List 
df 

Save Res 川 one 
Execute 


rust r り ar 


Inverse 

：¥ 己 


Inverse yE 

1 

-senn- 



Klnv=0. 01579077 

己 

I.EU 己ヨ 




3 

i.Dnm 





Ln.nDBBJ 






2.705543454 




Data : List 指定時の計算結果 


Data : Variable 指定時の計算結果 


• カイ2乗( X 2 )累積分布逆演算のグラフは描画でをません。 


■ 分巧演算 


• 確率密度演算 

X値として単一の数値またはリストデータを指定して 、 FA 
巧か5取り出したデータが指定の； d 直未満になる確率を求 
めます。リスト指定時は、リストの各要素を； d 直とした計 
算結果び、リスト形式で表示されます。 


計算結果の出力例 


固 （DIST) 



uryt 

n：df 
d：df 
Save Res 
Execute 

|Li" … fi 



Data : List 指定時の計算結果 Da ね： Variable 指定時のグラフ 

-グラフの描画は "Data" 設定に "Variable" を指定した場合のみ実行可能です。 
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• 累積分巧逆演算 固（□に T) 回 （F) 画 (InvF) 

X値、 n: が分子側の自由度)、ぶが分母側の自由度)の値を 
指定して、累積分巧確率の下限値(積分区間の下界)を求 
めます。 


計算結果の出力例 


Inverse 

F 


Inverse F 

1 

-ICHIl- 



Klnv=0. 02020202 

己 

3.EEEE 




3 

I.SBIE 





L し 1 己5」 






0.52631 己了の 




Data : List 指定時の計算結果 


Data : Variable 指定時の計算 i 


累積分な逆演算のグラフは描画でさません。 


2項分な演算 


• 2頃瞄演算 

X値として単一の数値またはリストデータを指定して、2項 
分巧に従ラ確率変数び指定値; C をとる確率を求めます。例 
えば、成功する確率びグの試行を n 回行った場合、 x 回成功 
する確率を求めます。リスト指定時は、リストの各要素を 
X値とした計算結果び、リスト形式で表示されます。 


固 （DIST) 固 （BINM) 阿 (BPd) 


Binomial P.D 

Uist : GistT 

Humtrial：0 
P :白 

Save Res：Hone 
Execute 

I Li". [Oar 


尉責分巧演算 

2 つの値を指定して、分布のデータびその範囲に収まる 
累積確率を求めます。 


固（□に T) 回 （F) 回 （FCd) 


計算結果の出力例 


F C.D 

E.Li^ :品 tT 


U.List : List2 
n：df : 1 

d：df :2 

Save Res：Hone 
[List「uar 


F C.D 

umii 

D. II 叫 
3 D. I 己 99 
mLd.I 旧3」 


0.2670039055 



Data : List 指定時の計算結果 


Data : Variable 指定時のグラフ 


i 


グラフの描画は "Data" 設定に "Variable" を指定した場合のみ実行可能です c 
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計算結果の出力例 


Binomial P.D 


Binomial P-D 

1 




p=0. 15625 

己 

DJI 己日 




3 

IEEE 





L □■ ョ 1 己 5 」 






0. 15625 




Data : List 指定時 Data : Variable 指定時 


• 2 項確率演算では、グラフは描画できません。 


• 2頃累積分巧演算 固 （DIST) 固间 NM) 回旧 Cd) 

2項分巧に従ラ確率変数が、指定値ズしソ下の値をとる累積 
確率を求めます。例えば、成功する確率びグの試行を n 回 
行った場合、X回しソ下成功する累積確率を求めます。 


計算結果の出力例 


Binomial C-D 


口 St :円 

Humtrial ：5 
P : 0 ■己 

Save Res：Hone 
ExeGute 

|Li" luar' 


List! 


Binomial C.D 


Binomial C-D 

1 

riHliLLHi 



P=0. IS 了己 

3 

IBIS 





L d.eJ 






0.IS 了己 




Data : List 指定時 Data : Variable 指定時 

•2 項累積分巧演算では、グラフは描画でをません。 


• 21 貝尉責分巧逆演算 

累積確率 (Area)、 試行回数 (Numtrial)、 試行の成功確率 
(グ)を指定したとさの、2項分巧に従ラ確率変数； C の上限値 
X( ズ Inv) を求めます。例えば、成功確率グの試行を n 回行つ 
た場合、最ほ何回成功すると、累積確率 Area び指定値 L ソ 
下となるかを求めます。 


固 （DIST) 固 (BINM)lF3l (InvB) 


Inverse Binomial 

Uist : CistT 

Humtrial：2 

p :1 

Save Res ： List1 
Execute 

I Lift j り。 r" 


計算結果の出力例 


Inverse 

Binomial 


Inverse Binomial 

1 

r^ni 



xlnv=l 

己 

1 




3 

1 





L □」 






1 




Data : List 指定時 


Data : Variable 指定時 


•2 項累積分巧逆演算では、グラフは描画でさません。 
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重要 

2項累積分布逆演算を実行するとさ、本機は指定された Area 値と、その Area 値か5最小有 
効ネ巧で1を引いた数値（本 Area 値)の2つの値を計算に使います。 

Area 値で計算した結果はシステム変数； dnv に格納され、本 Area 値で計算した結果はシステ 
ム変数本ズ Inv に格納されます。本機は常に； dnv のみを計算結果として表おします。ただし、 
xinv と本； dnv の値び異なる場合は、次のような警告メッセージび現れ、両方の値び表示され 
ます。 


1 T - --_ - ■： ■ 1_ 1 

i 

WnRHIHG! 


1 

f 

Rrea ： 0.2 


f 

xlnv：3 


c 

flrea-0.1 



+xlnv：2 


[ 

Press ： [EXIT] 



1 


2項累積分巧逆演算の計算結果は整数となります。 Area 値び10巧於上の場合、精度び落ち 
ます。計算精度のわずかな差が計算結果に影響する点にごを意<ださい。警告メッセージが 
現れた場合は、表おされた値をご確認ください。 


■ ポアソン分巧演算 


• ポアソンお率演算 固 (DIST ) 画 (>) 回 ( P0ISN ) 回 ( PPd) 

X値として単一の数値またはリストデータを指定して、ポ 
アソン分巧に従ラ確率変数び指定値； C をとる確率を求めま 
す。 


計算結果の出力例 


Data : List 指定時 Data : Variable 指定時 


p=0. 30326533 


Poisson 

P.D 

1 

-IHIEH- 


己 

D.DHEB 


3 

□■ヨ旧己 



Ld-dhebJ 



0.3032653299 


Poisson 

P.D 


List 

: Listl 


:0 ■己 

Save Res 
Execute 

: Hone 

|Li" … r 



• ポアソン確率演算では、グラフは描画でをません。 


• ポアソン尉責分巧演算 固（□に T) 画 （>) 回 （P0 に N) 回 （PCd) 


ポアソン分布に従ラ確率変数が、指定値； C 拟下の値をとる 
累積確率を求めます。 


Poisson 

C.D 


List 

: Listl 


:0 ■己 

Save Res 
Execute 

: Hone 

|Li" … r 
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計算結果の出力例 


Poisson 

C.D 

1 

-icrcni- 


己 

D.9BEE 


3 

D.SDSn 



Ld.sbeeJ 



0.9097959096 


Data : List 指定時 


Poisson C.D 

p=0. 90979599 


Data : Variable 指定時 


• ポアソン累積分巧演算では、グラフは描画できません。 


ポアソン尉責分巧逆演算 固(□に T ) 圃 (>) 回 ( POISN ) 画 ( InvP ) 

累積確率 Area 、 平均/!を指定したときの、ポアソン分巧にI nverse Poisson ' 

;0is 


従う確率変数ズの上限値 XOdnv ) を求めます。 


List 

Save Res：Hone 
Execute 


計算結果の出力例 


lust luar 


Inverse 

Poisson 

1 



己 

9.9E99 


3 

己 

ヨ . 




4 


Invsr ■〜 Poisson 
： i ； Inv=l 


Data : List 指定時 


Data : Variable 指定時 


. ポアソン累積分巧逆演算では、グラフは描画でさません。 

重要 

ポアソン累積分巧逆演算を実行するとき、本機は指定された Area 値と、その Area 値か5最 
ル有効巧で1を弓 I いた数値 （* A 「 ea 値)の2つの値を計算に使います。 

Area 値で計算した結果はシステム変数ズ Inv に格納され、 * Area 値で計算した結果はシステ 
ム変数本； dnv に格納されます。本機は常に； dnv のみを計算結果として表おします。ただし、 
ズ Inv と本ズ Inv の値が異なる場合は、警告メッセージが現れ、両方の値が表示されます。 

ポアソン累積分巧逆演算の計算結果は整数となります。 Area 値が10巧しソ上の場合、精度び 
落ちます。計算精度のわずかな差び計算結果に影響する点にごを意<ださい。警告メッセー 
ジが現れた場合は、表示された値をご確認ください。 


■ 幾何分巧演算 


•幾何確率演算 固 (DIST) 

X 値として単一の数値またはリストデータを指定して、幾 
何分巧に従ラ確率変数が指定値 X をとる確率を求めます。 
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r) 画 （>) 回 (GE0 
Geometric P.D 


) 回 (GPd) 


uryr 

p 

Save Res 
Execute 

rust fuar 




0 . 

Hone 
























計算結果の出力例 


•幾何確率演算では、グラフは描画できません。 


• 幾何累積分巧演算 固（□に T ) 画 （>) 回 （ GEO ) 回 ( GCd ) 

幾何分布に従ラ確率変数が、指定値； C 於下の値をとる累積 
確率を求めます。 


計算結果の出力例 


•幾何累積分な演算では、グラフは描画できません。 


• 幾何累積分巧逆演算 固（□に T ) 固 （>) 回 （ GEO ) 圆 （ InvG ) 

累積確率 Area 、 試行の成功確率グを指定したとさの、幾何 
分巧に従う確率変数 X の上限値 XOdnv ) を求めます。 


計算結果の出力例 


•幾何累積分な逆演算では、グラフは描画できません。 


Inverse 

xlnv=2 


Geometric 


Data : Variable 指定時 


Inverse Geometric 

I 

己 
3 
M 

2 


Data : List 指定時 



Inverse 

Geometric 


List 

: Listl 

P 

： 0.7 

Save Res!Hone 

ExeGute 


|Li" … r 



Geometric C.D 
p=0.99 


Data : Variable 指定時 


Geometric C.D 



0.5 


Data : List 指定時 


Geometric C.D 

rnr : Liin 

P :0 ■己 

Save Res：Hone 
Execute 


「 Li " 「りが 


Geometric P.D 
P=0 ■己 


Data : Variable 指定時 


Geometric P.D 


D ■己日 
I 己日 

LD.DEBEJ 


0.5 


Data : List 指定時 
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重要 

幾何累積分な逆演算を実行するとさ、本機は指定された Area 値と、その Area 値から最小有 
効ネ巧で1を引いた数値（本 Area 値)の2つの値を計算に使います。 

Area 値で計算した結果はシステム変数； dnv に格納され、本 Area 値で計算した結果はシステ 
ム変数本ズ Inv に格納されます。本機は常に； dnv のみを計算結果として表おします。ただし、 
xinv と本； dnv の値び異なる場合は、警告メッセージび現れ、両方の値び表示されます。 

幾何累積分巧逆演算の計算結果は整数となります。 Area 値び10巧於上の場合、精度び落ち 
ます。計算精度のわずかな差が計算結果に影響する点にごを意<ださい。警告メッセージび 
現れた場合は、表おされた値をご確認ください。 


超幾何分巧演算 


• 超幾何確率演算 固 （ DIST ) 画い）画 ( H . GEO ) 回 ( HPd ) 

直として単一の数値またはリストデータを指定して、超 
幾何分巧に従ラ確率変数び指定値; C をとる確率を求めます。 


Hyperseometric P.D 


計算結果の出力例 



lust luar 


Hypergeometric P.D 


Hypergeometric P.D 

1 

[iHtL-Uh 



p=0.3 4029721 

己 

D.3MBB 




3 

□■ヨ叫己 





Ld.diebJ 





0. 1354409164 




Data : List 指定時 


Data : Variable 指定時 


超幾何確率演算では、グラフは描画できません。 


• 超幾何累積分巧演算 固 （ DIST ) 画 （>) 画 （ H . GE 0) 回 （ HCd ) 

超幾何分巧に従ラ確率変数が、指定値ズしソ下の値をとる票 
積確率を求めます。 


Hyperseometric C.D 


計算結果の出力例 


Data : List 指定時 



lust luar 


Hypergeometric C.D 


Hypergeometric C.D 

1 

riHULh 



P=0.S 4029721 

己 

3 

D.E 

□■叫日己 
. し 

0. 1517027064 




Data : Variable 指定時 


超幾何累積分巧演算では、グラフは描画できません。 
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• 超幾何累積分巧逆演算 固 ( DIST ) 画 （>) 圆 （ H ’ GEO ) 圆 （ InvH ) 

累積確率 Area 、 母集団か5の巧出要素数 m 属性 A をちつ 
要素数 M 、 母集団要素数 N を指定したとさの、超幾何分巧 
に従う確率変数ズの上限値 X ( ズ Inv ) を求めます。 


計算結果の出力例 


Invsrse Hypst-gso 



M :10 

H ：20 

Save Res：Hone 
[List |yar 


Inverse 

Hypergeomei-ri 

1 



己 

己 


3 

3 

己 . 




2 


Data : List 指定時 


Inverse Hypergeometri 
： i ； Inv=2 


Data : Variable 指定時 


-超幾何累積分巧逆演算では、グラフは描画でさません。 

重要 

超幾何累積分な逆演算を実行するとさ、本機は指定された Area 値と、その Area 値か5最小 
有効巧で1を引いた数値 （* Area 値)の2つの値を計算に使います。 

Area 値で計算した結果はシステム変数； dnv に格納され、 * Area 値で計算した結果はシステ 
ム変数本ズ Inv に格納されます。本機は常に； dnv のみを計算結果として表おします。ただし、 
xinv と本； dnv の値び異なる場合は、警告メッセージび現れ、両方の値び表示されます。 

超幾何累積分巧逆演算の計算結果は壁数となります。 Area 値び10巧於上の場合、精度び落 
ちます。計算精度のわずかな差び計算結果に影響する点にごを意<ださい。警告メッセージ 
び現れた場合は、表示された値をご確認ください。 


8-検定、信頼区聞、分巧の入出力用語 

(fx- 7400 GII を除 <) 

ここでは検定、信頼区間、分巧の各機能でのデータ入力時、計算結果の出力時に使われる用 
語について説明します。 


■ 入力関連用語 


Data . データタイプ(変数またはリスト） 

片 （1 標本 Z 検定） . 母集団の平均値の検定条件（"卓 パ □"は両側検定、 "< パ 0" は下側の片 

側検定、 "> パ 0" は上側の片側検定） 

バ1 (2 標本 Z 検定) . 母集団の平均値の検定条件（"幸 パ 2" は両側検定、"く パ 2" は標本1び 

標本2よりルさい片側検定、 "> パ 2" は標本1び標本2より大さい 
片側検定） 

Pr 叩 （ 1比率 Z 検定) . 標本比率の検定条件（"串グ 0" は両側検定、"< グ〇"は下側の片側検 

定、">グ〇"は上側の片側検定） 
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pi に 比率 Z 検定） . 標本比率の検定条件（"幸グ 2" は両側検定、 "くが" は標本1が標本2 

より小さい片側検定、"> ク2"は標本1び標本2より大さい片側検 
定） 

PL (1 標本の f 検定) . 母集団の平均値の検定条件（"串バ□"は両側検定、"今0"は下側の片 

側検定、 "> パ 0" は上側の片側検定） 

片1 (2 標本の f 検定） . 標本平均値の検定条件（"幸 パ 2" は両側検定、 "< パ 2" は標本1び標本 

2より小さい片側検定、 "> 斬’’ は標本1び標本2より大をい片側 
検定） 


夕 &P (1 次回帰の f 検定）.検定条件（"卓 0" は両側検定、"くび’は下側の片側検定、">0"は上 


側の片側検定） 

の （2 標本の/^検定) . 母標準偏差の検定条件（"单化"は両側検定、"くび 2" は標本1が標本 

2より小さい片側検定、 "> 化"は標本1び標本2より大きい片側 
検定） 

护 . 仮定母平均 

び . 母標準偏差(び >0) 

の . 標本1の母標準偏差(の > 0) 

び2 . 標本2の母標準偏差(び2 > 0) 

List (リスト） . 内容をデータとして使用したいリスト （ List 1~2巨） 

Listl . 内容を標本1のデータとして使用したいリスト （ List 1~26) 

List 2. 内容を標本2のデータとして使用したいリスト （ List 1〜 26) 

Freq . 度数 （1 または List 1〜 26) 

Freql . 標本1の度数 （ 1または List 1~2目） 

Freq 2. 標本2の度数 （1 または List 1〜 26) 

Execute . 計算またはグラフ描画の実行 

ぇ . 標本の平均値 

无1 . 標本1の平均値 

ぉ . 標本2の平均値 

n . 標本のデータの個数(正の整数） 

m . 標本1のデータの個数(正の整数） 

巧2 . 標本2のデータの個数(正の整数） 

po . 期待標本比率 (0 < グ〇 く1 ) 

pi . 標本比率の検定条件 

ズ （1 比率 Z 検定） . 標本値(ズ^ 0の整数） 


X (1 比率の Z 信頼区間）....データ (0 または正の整数) 


XI . 標本1 のデータ 値(の含0 の 整数) 

X 2. 標本2 のデータ 値^ 0 の 整数) 

S.V . 標本標準偏差 ( s ； c >0) 

s.vi . 標本1 の 標準偏差 (sxi > 0) 

S.V2 . 標本 2の 標準偏差 (S 化 > 0) 

XList . X 軸 データ用のリスト （ List 1〜 6) 

YList . y 軸 データ用のリスト （ List 1〜 6) 
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C-Level . 信頼水準 (0 ^ C-Level < 1) 

Pooled . プールする （ On ) / しない ( Off ) 

ぶ（分巧） . データ 

び（分巧） . 標準偏差(び >0) 

11 (分巧） . 平均 

Lower (分巧) . 下界 

Upper (分巧) . 上界 

が汾巧） . 自由度(が> 0) 

n..df (分巧） . 自由度の分テ(正の整数） 

d:df (分な） . 自由度の分母(正の整数） 

Numtrial (分巧) . 試行回数 

P (分布） . 成功確率 (0 ^p^^) 


■ 出力関連用語 


Z .■ d 直 

P . グ値 

t . M 匡 

t . 乂2値 

F . の直 

P . 期待標本比率 

か . 標本1の期待比率 

P 立 . 標本2の期待比率 

无 . 標本平均値 

み . 標本1の平均値 

お . 標本2の平均値 

Sjc . 標本標準偏差 

S.vl . 標本1の標準偏差 

Sx 2 . 標本2の標準偏差 

Sp . プール標本標準偏差 

n . データの個数 

m . 標本1のデータの個数 

nz . 標本2のデータの個数 

df . 自由度 

a . 定数項 

b . 係数 

ん . 標準誤差 

r . 相関係数 

ド . ま定係数 

Left . 信頼区間の下限(左端) 

Right . 信頼区間の上限(ち端) 
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9 -統計演算式 


■検定 


検定 

式 

1 標本 Z 検定 

Z = (ぶ-パ 0)/( び/ vTi) 

2 標本 Z 検定 

Z = {x^- る W (びか 1) + (び。。/化） 

1 比率 Z 検定 

艺=が" -Po) り PoO -Po)/n 

2 比率 Z 検定 

Z = (み/み一ぶ2/巧 2)/7 公 (1 - 公)〇/巧 1+1/ 巧 2) 

1 標本 f 検定 

t={x- fj . Q )/{ Sx/Vn ) 

2 標本?検定 (Pooled:On) 

f = ( る-あ)/ Vs /(1 /"i + 1/。2) 

Sp = V ((巧 1 - "〇ミぶ/ + ( 巧 2 - 1)S_ x 22)/( 巧 1 + 巧 2 - 2) 

df 二 巧 1 + 巧 2 — 2 

2 標本?検定 (Pooled:Off) 

t={x^- あ)/、 /s ぶ i7 巧1 + Sxi ! の艺 

df 二 1/(だ/机 -1) + (1- C)2/( 巧2 - 1)) 

C = (S ぶ 1 / 巧 1)/(S ぶ 1 /み + S ぶ 2 / 巧 2) 

1 次回帰 f 検定 

b = ろ(も' -巧か一巧/ろ(み一巧 2 口 =夕一 わぶ 

t 二 り [n- 2)/(1 - ド） 

カイ2乗( X 2 )適合度検定 

k or . 観測値リストの!’番目の要素 

が = 艺 ( り,-あ) 2 /岛 Ei :期待度数を保存するリストの 

«番目の要素 

カイ 2 乗が)独立性検定 

で二 乙玄くみ- E が旧り 0 り -.観測値行列の 巧ノ •列の要素 
/ , い 岛/:期待度数を保存する行列の 

Eij = 香 0 り • 5み/ 5 吾。り '•行 ノ •列の要素 

2 標本/^検定 

戶二 S ぶ 1 /s ぶ 2 

分散分析 (ANOVA) 

F 二 MSIMSe MS = SS/Fdf MSe = SSe/Edf 

SS - Y^rii {Xi - xf SSe - ( ル - 1)s の' ^ 

'.=1 '.=1 

Fdf= k - 1 尉 / = を n,'-1) 
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■ 信巧区間 


信頼区間 

Left ： 信頼区間の下限(左端） 

Right :信頼区間の上限(ち端） 

1標本の Z 信頼区間 

Left, Right = x + Z 仲み . 014 Ti 

2標本の Z 信頼区間 

Left, Right 二け、- ミ 2 ) 斗 Z (供/ 2 ) "^み 2 /打 i + び 22 /打2 

1比率の Z 信頼区間 

Left, Right = xin + Z{a/2)^Mn - {x/n . (1 - x/n)) 

2比率の Z 信頼区間 

Left, Right - {x^ln^ - ぶ 2/ 巧 2) 

+ Z ( a /2 )V (ぶ 1 / 打 1 . (1 -み/ル))/ル + (ぶ 2/ 巧 2.(1 - X 艺 In ぶ In 艺 

1標本の f 信頼区間 

Left, Right =ぶ + f 巧- i(a/ 2 ). s.x/Vn 

2標本の d 言頼区間 
( Pooled : On ) 

Left, がなお =( る-あ)+てみ+化-2い/ 2) Vs/(1/ ル + 1/化） 

Sp = V (机- 1 ) s ； n 2 + い2 - 1 知 2')/( み + 打 2-2) 

2標本の d 言頼区間 
( Pooled : Off ) 

Left, がな片 f = ( る-あ）+ 。/い/2) ^5"2/ル + Sxi! 化 

df 二 1/(仁2/( も -1) + (1- 仁ド/知 - 1)) 

C = ( S " /み)/(5" /み + S の /。2) 


a :有意水準 a -^— に- Level ] C-Level :信頼水準 (0 ^ C-Level < 1 ) 

Z ( a /2) :標準正規分巧の上側 a /2 点 
tdfia /2) :自由度が時のが巧の上側 a /2 点 


■ 分巧(連続巧) 


分な 

確率密度 

累積分な 

正規分布 

如）％ & e 2。2 ( び > 0) 

广 upper 

P = p{x)dx 

J Lower 

スチューデン 
卜の f 分巧 

。ザ別 K )- 学 

P け=戸义 而啼 

カイ 2 乗 (乂2) 
分巧 

制 （ス闊 

/"分布 

r (パみ+ がつ ndf 刪、 ndf+ddf 

ロレ)- ^2 J 作ぶ Y — て 2-' いが X つ2 

^ て户\ \ddfj V ddf ) 

(ス呈 0) 
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分な 

逆累積分な 

正規分巧 

f upper 

p ニ ロ (x)dx p = 

V — 〇〇 

tail 二 Left ね 

•oo f upper 

p{x)dx p = p[x)dx 

y Lower J Lower 

il 二 Right tail 二 Central 

スチューデン 
卜の f 分巧 

カイ2乗(乂2) 
分巧 

分布 

P = 

% 

00 

p{x)dx 

Lower 


■ 分巧(離散巧) 


分な 

確率 

2 項分な 

p{x) = " C が (1- p)"-x (x = 0,1 ,…… ,n)n- 試行回数 

ポアソン分巧 

p(x) = ( ぶ = 0，1 ， 2,…）パ.平均(バ〉日） 

幾何分布 

バ句=/7(1-が -1 (ぶ=1,2,3，…） 

超幾何分巧 

, . M し X 乂 N — mC n — X 

バス) = 旅。 

n :母集団からの抽出数のの整数） 

M ： 属性 A を持つ要素数 (0 ^ M の整数） 

N\ 母集団要素数 M 含 NOm 数) 


分な 

累積分な 

逆累積分な 

2 項分な 

X 



P-1L p{x) 

グく艺グ的 

ポアソン分巧 

玉二 0 

-Y 二 0 


X 

X 

幾何分な 

P = 'L p{x) 

_Y 二 1 

P く' Lp 的 


ズ 

X 

超幾何分布 

P 二 1L P が) 

P<11 p{x) 


x=0 

x=0 
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第 7 章財務計算 ( TVM ) 


重要 

• fx - 7400 GII には、 TVM モードはありません C 


I 財務計算を巧5前に 

メインメニューか 5TVM モードに入ると、次のよラな財務計算の初期画面び表示されます。 


財務計算初期画面1 


財務計算初期画面2 


- {SMPL} ... 単利計算 
- {CMPD} ... 複利計算 
- {CASH} ... 投資評価(キャッシュフ □-) 
- {AMT} ... 年賦償還 
• {CNVT} ... 金利変換 


- {COST} ... 原価/販売価格/粗利 
- {DAYS} ... 日数/曰付計算 
- {DEPR} ... 減価償却計算 
- {BOND} ... 債券計算 



TVM モードの各機能共通のごを意 

-各機能の入力画面で、計算に必要な各パラメーターび正し<設定されていない状態で計算を 
実行すると、エラー (Ma ERROR ) となります。 

• PV (元金/現在価値)、 FV (将来価値)、 PRC (債券の購入価格）は、行う計算に応じて正の 
値、負の値どち5か適切な方の値を指定します。 

. 本機の TVM モードによる計算結果およびグラフ表示は、あくまで 1 つの目安として用いて 
<ださい。 

•実際の金融取引においては、本機の計算結果およびグラフ表示を、金融機関が計算した値と 
比較するよラにしてください。 


Financial (：2/2> 

F 1 ： Cost ^ Sel^Margin 
F 2 ：Days Calculation 
F 3 ：Depreciation 
F 4 ：Bond Calculation 

F 6 ：Next Page 

HCTfintHiimjiMnT_r 


■セットアップ頂目 

〜 wM ま初期設定を表します。 

• Payment ( ま J ム巧巧） 

- {BGN}/{END} ... 支払いの時期を{期初ン{期末}に設定する 

• Date Mode ( 年巧日数） 

-{365}/{360} ... 言十算に使う年日数を {3 巨已}/{3巨 0} に設定する 

• Periods/YR. ( 利化いの巧隔） 

- {Annu}/{Semi} ... 利払いの間隔を{年 1 回}/{半年に 1 回}に設定する 


S 

to! 

S 广 

e P- 

rt n 
> e n o 

2 tl i i 

\ n wt 
IXTx c o 3 - 1 3b 
nl z s a™ 
1 e UFi s-pl! 
alo t e B 
i p ph 广 V 玉 
亡 m m s o n ム 
ni o a m o 忌 

asccflcH^ 

■ 1123456 ™ 
FFFFFF 巳 


7-1 






■ TVM モードにおけるグラフの描画 

財務計算後、画 （ GRPH ) を巧して、次のようなグラフを描くことびできます。 


-グラフの表示中に画因回 ( TRCE ) を巧すとトレース機能が有効になり、計算結果を参照す 
ることができます。例えば単利計算では、 （ g ) を巧すと戶 V 、が、の値び順に表示され 
ます。 （3) を巧すと、逆の順序で表示されます。 

•TVM モードでは、ズーム、スク□ール、スケッチの各機能は利用でさません。 

•TVM モードでのグラフ描画時は、セットアップ画面の" Axes "、" Grid"、"Dual Screen " 
はすべて " Off に設定されます。 

•セットアップ画面の" Label " を" On " に設定してグラフを描くと、縦軸には入出力金額を表 
す CASH 、 横軸には回数を表す TIME といララべルび表示されます。 


2-単利計算 

本機は、次の計算式を用いて単利計算を行います。 


•計算式 



3 巨已曰モード 

が = 3^5 命! • 

/% 

-100 

3 巨 0 曰モード 

が = 3^0 命! • 〔/ 

1 % 

-100 


SFv = -{PV+sr) 



SI 

:利息 

n 

:支払期間(回数) 

PV 

:元金 

/% 

:年利(％) 

SFV 

:元利合計 


初期画面1で回 （ SMPL ) を巧すと、次のよラな単利計算の入力画面が表示されます。 
回 ( SMPL ) 

n . 支仏期間(回数） 

/% . 年利(％) 

PV . 元金 


各パラメーターを設定した 5 、 次の フアン クシ ヨン メニューを使って計算を実行します。 
• 巧1} ... 利息を計算する 
• {SFV} ... 元利合計を計算する 


Simple Interest 
SI =26.01506049 

:36 己 

Irept 

Igrph 



7-2 






















計算結果の表示中は、次のファンクションメニューで画面を切り曾えることびでさます。 
- {REPT} ... ；(ラメーター入力画面に戻る 
• {GRPH} ... グラフを描画する 


グラフの描画後に画因回 ( TRCE ) を巧すとトレース機能が有効になり、計算結果を参照する 
ことがでさます。 

カーソルキー®を巧すと、元金(戶の、利息な/)、元利合計け/^のび順に表示されます。® 
を押すと、逆の順序で表示されます。 

画!)を巧すと、パラメーター入力画面に戻ります。 

3. 複利計算 

本機は、次の計算式を用いて複利計算を行います。 


• PV 、 PMT 、 FV 、 《 


/%单〇 

PV = -{ax PMT + グ X FV) 

口， PV+axPMT 

W = - -p — 

1 % 二 0 

戶 y 二一 {PMT X n + FV ) 
FV 二一 {PMT X n + PV ) 


PMT ： 


log 


PV+^xFV 

a 

{^+iS)xPMT-FVxi] 


{■\ + iS)xPMT + PVxi 


log (1+0 


PMT: 


PV + FV 


打 

PV + FV 
PMT 


a = 

(1+ZX の X 1 _夕 ， 夕 =(1 +f)-n 



0 . Payment : End 

|!〇〇 . { P / Y = C / Y =^) 

S 二 

(セットアップ画面） i = 

C/Y 



(1 + i 。。 巧；/ 1 严 1 ..... (上記必夕り 


1 . Payment : Begin 

I 10 Ox に/が 


(セットアップ画面） 



• /% 

実効金利ぶ 

実効金利り)はニュートン法により計算されます。 
户 y + a X PMT + 夕 X FV 二0 
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Compound Interest：End 


初期画面 1 で、回 （ CMPD ) を巧すと、次のよラな複利計算の入力画面び表示されまず。 
阿 （ CMPD ) 


|C/V=12 I 

n . 支払期間(回数） 

/% . 年利(％) 

PV . 現在価値(分割払いでは借入金、預金では元金） 

PMT ....... 定期的な等額入出金額(分割払いでは支払額、預金では預入額） 

FV . 将来価値(最終回の入出金額、または元利合計） 

P/Y . 年間の支仏 け MT ) 回数 

C / Y ......... 年間の複利回数 

重要 

値の入力について 

期間 ( n ) は正の値で入力します。現在価値(戶のと将来価値(/^のは、一ちを正の値、ちラーち 
を負の値で入力します。 

計算精度について 

本機は金利計算にニュートン法を用います。そのため、計算結果はあくまで近似値であり、 
条件によっては精度び変動する可能性びあります。本機で金利計算を行った後は、その結果 
を元にした検算を行い、誤差が発生していないか、または実用上許容できる範囲にあるかを 
確認してください。 


各パラメーターを設定した5、次のフアンクシ; 
- {n} ... 複利の期間(年)を計算する 
• り ％}... 年利を計算する 


ンメニューを使って計算を実行します。 


実効金利のか5表面金利(/%)への変換 


/% 


/X 100 . {PIY=CIY= 1) 

PIY 

(1 +ザ化-1 xC / Fx 1 00 ... (上記な外） 


n . 支払期間(回数） 

/% . 年利(％) 

PV . 現在価値(分割仏いでは借入金、 

預金では元金） 

PMT ....... 定期的な等額入出金額(分割仏い 

では支払額、預金では預入額） 


FV . 将来価値(最終回の入出金額、または 

元利合計） 

P/Y . 年間の支仏(のけて)回数 

C / Y ......... 年間の複利回数 


入金のときは+の符号を使います。出金のときは一の符号を使います。 


ん 


) 1 ご ！*^I ご ^—! 

I II II II 


ぶ即心 
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• {PV} ... 現在価値(分割仏いでは借入額、預金では元金)を計算する 

- {PMT} ... 定期的な等額入出金額(分割仏いでは支払額、預金では預入額)を計算する 

• {FV} ... 将来価値(元利合計または最終回の入出金額)を計算する 
- {AMT} ... 年賦償還の入力画面 (7-8 ページ)に移動する 

Compound Interest 
じ = 6 . 170664177 


[REPT _ 因狂？ _ IGRPH 


計算結果の表示中は、次のファンクションメニューで画面を切り曾えることびでさます。 

• {REPT} ... パラメーター入力画面に戻る 

- {AMT} ... 年賦償還の入力画面 (7 -呂ぺージ)に移動する 

• {GRPH} ... グラフを描画する - 


グラフの描画後に画因回 （TRCE) を巧すとトレース機能が有効になり、計算結果を参照する 
ことびでさます。 

画!)を巧すと、パラメーター入力画面に戻ります。 

4-投資評価(キャッシュフ □—) 

—定期間にわたって資金額を合計し、減価資金額 (Discounted Cash Row、DCF) 法を用い 
て投資評価を行います。次の4種類の投資評価を利用ずることびできます。 

• 正味現在価値 (Net Present Value、 NPV ) 

• 正昧最終価値 (Net Future Value、 NFV ) 

• 内部収益率 （Internal Rate of Return、 I 民民) 

• 回収期間 （Payback Period、 PBP ) 


次のキャッシュフ□一図は、資金の動きを視覚的に表現したものです。 


CF2 


CFz 


CF 百 


CF ? 


CF* 


CFe 


ぴ1 


T 

CFo 


この図では、が初回の投資額を表します。その後の入出金額については順次、第1期分 
をじの、第2期分を C/^2 のように表します。 

投資評価を用いると、当初意図していた利益を実際に達成しているかどラかを評価すること 
びでさます。 
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•NPV r 。， 

mdu 尸 C CF1 CF2 CFz CFn f. 1。/ へ 

(1+ り （1+ が （1+ が （1+!)" V 100； 

n :最大2已4までの自然数 


• NFV 

NFV=NPVxn + が 


• IRR 

A 抑 CFi CF2 CF3 CFn 

0 =し户0 +- h - r + - — + ... + - 

(1+0 (1+ が （1+ が （1+が 

この式では、 NPV 二 0であり、 I 民民は i X 100に相当します。これしソ降の計算は本機が自動 
的に行いますが、わずかな誤差び累積されるので、 AWy がちよラど0になることは実際には 
ミ央してありません。 Af 戶 y び0に近づくと、/ががはさ5に高い精度を示します。 


• PBP 


PBP 


0 . {CFo ^ 0) 

NPVn 


NPVn +、一 NPVn 


.…让記なが） 


NPVn 含0、 iV 戶 V,1+1 ^ 0の条件を満たす正の最小整数、 


NPVn = 


^ CFk 

台 (1 +が 


または0 


初期画面 1 で 画に ASH ) を巧すと、次のような投資評価の入力画面が表示されます。 

画 ( CASH ) 

/% . 利率(％) 

Csh ........ キャッシュフローに用いるリスト （ List 1~2目） 


データがリストに入力されていない場合は、固 （►LIST) を巧して、リストにデータを入力し 
ます。 

各パラメーターを設定した5、次のファンクションメニューを使って計算を実行します。 

- {NPV} ... 正昧現在価値を計算する 
- {IRR} ... 内部収益率を計算する 
- {PBP} ... 回収期間を計算する 
- {NFV}... 正昧最終価値を計算する 
- {►LIST} ... リストにデータを入力する 
- {LIST} ... リストを指定する 


Cash Flow 
HPU=9610. 156175 


[REPT _fCRPH 


Cash Flow 



infu ri^ rFEr infu BiH? [fCT 
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計算結果の表示中は、次のファンクションメニューで画面を切り曾えることびでさます。 
- {REPT} ... ；(ラメーター入力画面に戻る 

• {GRPH} ... グラフを描画する ， . 


グラフの描画後に画因回 (TRCE) を巧すとトレース機能が有効になり、計算結果を参照する 
ことがでさます。 

画！)を巧すと、パラメーター入力画面に戻ります。 

5. 年賦償還 

毎月の返済金額の中に含まれている元金返済分と金利分、元金の残高、これまでに支払った 
元金と金利を求めることがでさます。 


•計算式 



返済回数 

a ： PM1 回目の支払いの金利分 (W の 
わ： PM1 回目の支払いの元金分(戶化V) 

C : PM2 回目の支払いが終わった段階での元金の残高(公 AL) 



返済回数 

： PM1 回目か5 PM2 回目までに支仏った元金の総額に戶化V) 
e : PM1 回目から PM2 回目までに支仏った金利の総額じ/ AT) 
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* u + わ二 1 回分の返済金額 ( fMr ) 


flmori-ization 


: End 


b 


d 


/ATTpmi =■ BALpm-^ X /1 X \PMT sign) 
PRNpm = PMT + 及 ALpmi-i X !• 

BALpu2 = fiALpM2-i + PRNpm 艺 

^ PRN 二 PRNpm + PRNpmui + .. ■ + PRNpm 2 

PM 1 

: S INT = INTpm + INTpm+1 + ... + INTpu2 


BALo 二 戶 y (支払期間の開始時はが/て 1 二。、 PRNi 二 PMT ) 




表面を利と実効を利のを換 


分割仏いで、年間の支払回数(戶/のと複利回数 ( C / のが異なる場合、表面金利(ユーザーが入力 
する/%値)は実効金利(/%' ) に変換されます。 


/〇/〇': 


(1 + 


/% 


[c/y] 

、[p の 


x100 


ioox [ c / r ] 

表面金利か 5 実効金利への変換後、次式によりが算出され、その後の計算に用いられます。 

!- = /〇/〇'子100 


初期画面1で画 ( AMT ) を巧すと、次のような年賦償還の入力画面び表示されます。 
岡 ( AMT ) 


FU =0 

P / V =12 

C / V =12 

PMl ...... PMl 回目の支仏い回数 

PM 2...... PM 2 回目の支払い回数 

n . 支払期間(回数） 

/% . 利率 

PV . 元金 

PMT ....... 各回の支払額 

FV . 最終支仏い後の残高 

P/Y . 年間の支仏回数 

C / Y ......... 年間の複利回数 

各パラメーターを設定した 5 、 次の ファンクション メニューを使って計算を実行します。 
- { BAL } ... PM 2 回目の支仏い終了時での元金の残高を計算する 
• り NT } ... PMl 回目の支払いの金利分を求める 
• { PRN } ... PM 1 回目の支仏いの元金分を求める 


ふ 


自曰曰 B 
III II II II II 


n じ即 
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• 间 NT} ... PMl 回目から PM2 回目までに支仏った金利の総額を計算する 
• に PRN} ... PM1 回目か5 PM2 回目までに支仏った元金の総額を計算する 
- {CMPD} ... 複利計算の入力画面 (7-4 ページ)に移動する 


Amortization 

PRH= ■ 己 2 己 . 2603340 

: End 

[repT crarai? 

Igrph 


計算結果の表示中は、次のファンクションメニューで画面を切り曾えることがでをます。 


- {REPT} ... パラメーター入力画面に戻る 
- {CMPD} ... 複利計算の入力画面 (7-4 ページ)に移動する 
• {GRPH} ... グラフを描画する 



グラフの描画後に画因回 (TRCE) を巧すとトレース機能び有効になり、計算結果を参照する 
ことがでさます。 

画团回 （TRCE) を巧すと n 二1のときの支仏いの金利分(が/のと支払いの元金分(戶化V)び表 
示されます。続けて (g) を巧すと、 打二2、 n 二3、その後各回の W 了と戶化Vが順次表示され 
ます。 

dD を巧すと、パラメーター入力画面に戻ります。 


6. を利変換 

表面金利と実効金利の変換を行います。 


•計算式 



胃1。。)"-1卜1。。 

1 

縣 -1|x"x100 


APR :表面金利(％) 
EFF :実効金利(％) 
n :複利回数 


初期画面1で固に NVT) を巧すと、次のような金利変換の入力画面び表示されます。 
固 (CNVT) 

打 . 複利回数 

1% . 利率 


Convsrsion 



「 ►EFF「MPR 
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各パラメーターを設定した5、次のフアンクシヨンメニューを使って計算を実行します。 
- {►EFF} ... 表面金利か5実効金利へ変換する 
- {►APR} ... 実効金利か5表面金利へ変換する 

Conversion 

EFF=12.550SS1 


Frept 

計算結果の表示中は、次のファンクションメニューで画面を切り替えることびでさます。 
- {REPT} ... パラメーター入力画面に戻る 

7-原価/16売価巧/お利 

原価、販売価格、粗利のラち、2つの値から残りの値を求めることびでさます。 


•計算武 


CST = SEL 


MRG \ 


SEL = 


CST 

MRG 

'IM 


MRG ぐ/。) =11- 


CST ] 

^ELJ 


x100 


CST :原価 
SEL '■ 販売価格 
MRG :粗利 


初期画面 2 で回に OST) を巧すと、次のような入力画面び表示されます。 
画 (>) 回 (COST) 

Cst. 原価 

Sel. 販売価格 

Mr 邑 ........ 粗利 


各パラメーターを設定した 5、 次の ファンクション メニューを使って計算を実行します。 
- {COST} ... 原価を計算する 
- {SEL} ... 販売価格を計算する 
• {MRG} ... 粗利を計算する 


閣销旨も… in 


[rept 


Cost^Sel^Margin 



Mrg=0 


[cost 「 sel 「MRG 


計算結果の表示中は、次のファンクションメニューで画面を切り替えることびでさます。 
- {REPT} ... パラメーター入力画面に戻る 
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8. 日数/曰付計算 

2つの日付を指定して、その間の日数を求めます。また、ある日付から指定した日数後の(あ 
るいは前の）日付を求めます。 


初期画面2で回 （ DAYS ) を巧すと、次のような日数/日 
付計算の入力画面が表示されます。 

固 (>) 回 ( DAYS ) 

dl . 日付1 

d 2. 曰付2 

□. 曰数 

日付を入力するには、まず dl (または d 2) に力ーソルを合 
わせ、数字キーで月を入力します。最初の数字を入力する 
と、次のようなポップアップウインドウび表示されます。 


月を入力して画を巧し、続いて日、年を順次入力します。 

各パラメーターを設定した5、次のファンクションメニューを使って計算を実行します。 

• {PRD} ... dl か 5 d 2 までの日数 ( d 2- dl ) を計算する 

• {dl+D} ... dl + □を計算する 

• {dl-D} ... dl - D を計算する 

計算結果の表示中は、次のファンクションメニューで画面を切り替えることびでさます。 

- {REPT} ... パラメーター入力画面に戻る 

•セットアップ画面の " Date Mode " によって、財務計算時の年日数を3巨己日または3巨0 
曰に設定できます。日数/曰付計算時にもこの設定び適用されます。3巨0曰の設定では、 
{ dl +□} および { dl - D } の計算はエラーとなりますので、ごミ主意ください。 

•セットアップ画面の " Date Mode " び3巨0日に設定されている場合、 dl に「ある月の31 
日」を入力すると、 dl は同月の30日として扱われます。また d 2 に「ある月の31日」を入 
力すると、 d 2 は次月の1曰として扱われます(ただし dl が30曰の場合を除く）。 

•計算可能な日付の範囲は、1901年1月1曰か52099年12月31日までです。 


Days Calculation :365 

d2 =0in01Dl59TValE™ 
D =1 


I PRD |dl+D|dl-D 




D 


Input a Date 

■■■Month 

M[l"12]: a 


に 


I PRD |dl+D|dl-D 
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9 -減価償却計算 

年度収入と相殺でさる減価償却の額を計算します。次の 4 種類の計算方法で減価償却費を求 
めることがでさます。 


• 定觀去 ( SL ) 



化 1 = 

{PV-FV) 

び- 1} 

SLj 

n — 

12 

化= 

{PV-FV) 


n 

PV 

n 


SLn+^ 

{PV-FV) 

n 

12- {7-1} 

* 12 

FV 

j 



(び- 1 お 12) 

Y- 1 


ノ’年度の償却額 
償却年数 
取得価格 
残存簿価 

償却費を計算する年度 
初年度の償却月数 


• 定率法 ( FP ) 


で/。 一び一 1} 


FPj = {RDVh + FV)x 


1% 

TM 


FPj : ノ‘年度の償却額 
RDVj : ノ’年度末の未償却額 
/% :償却率 


の Vi = RDVn ( び-お 1 2) 
RDVi =PV-FV-FPi 
RDVj = RDVj-1 - FPj 
がが/。 +1=0 ( び - 1 お 12) 


• 級数法 ( SYD ) 

n{n+^) , げ - 1 } 

z =^ "= 内-市 


マ I い’整数部+1 )("’ 整数部+ 2*"’ル数部） 

Z = -2- 

5 の 1 =去 X {PV- FV) 

SYDj = ( 沪 2 )(py_ fy_ SYD^) ( が） 

5の"+1 = ( 打しい ^ リ十ム ){PV- FV- 5の1) X 。-{.り ({7-1 片 12) 


が = PV- FV- SYD^ 
RDVj = RDVj-1-SYDj 


SYDj : ノ’年度の償却額 
RDVj : ノ‘年度末の未償却額 
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• 特巧定率ミ去の已） 

。だ扁 X 菩 

RDVi = PV - FV-DBi 
DBj = ( RDVj -，+ FV ) 

RDVj = RDVh - DBj 
O 公" +1 =RDVn (び- 1 お 12) 
が OV"+i=0 (び- 1 お 12) 


DBj : ノ’年度の償却額 
民 DVj : ノ‘年度末の未償却額 
/% :償却係数 


初期画面2で画 （ DEPR ) を巧すと、次のような減価償却計算の入力画面び表示されまず。 
岡 （>) 巧] ( DEPR ) 


.償却年数 


Depreciation 
n =己 
じ =25 
PU =12000 
FU =0 
=1 



阿。 . 定率法 ( FP ) では償却率、特殊定率法 ( DB ) では償却係数 

PV . 取得価格 

FV . 残存簿価 


ノ’ . 償却費を計算する年度 

y - 1 ..... 初年度の償却月数 

各パラメーターを設定した5、次のフアンクシヨンメニューを使って計算を実行します。 

• {SL} …ノ‘年度の償却額を定額法で計算する 

- {FP} ... {FP} …ノ‘年度の償却額を定率法で計算する 
{I%} ...償却率を計算する 

• {SYD} ... ノ’年度の償却額を年数総和法(級数法)で計算する 

• {DB} …ノ‘年度の償却額を特殊定率法で計算する 

計算結果の出力例 


DePre^ciation 

RDU 



叫叫 

BDDD1 



己 

3 己叫 

MBDD 



3 

己叫 □ 

己り □□ 




IE 叫 

BDD 

1 

IREPT 



IGRPH 


Depreciation 

SVD=4000 


Irept 

Itabl 


{ SYD } 


{ SYD } - { TABL } 


{ SYD } - { GRPH } 


計算結果の表示中は、次のファンクションメニューで画面を切り曾えることびでさます。 
- {REPT} ... パラメーター入力画面に戻る 

• {TABU ... テーブル(年度ごとの償却額と未償却額の一覧表)を表示する 

• {GRPH} ... グラフを描画する 
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10- 債券計算 

債券の購入価格と年利回りを求めることびできます。 


•計算式 



PRC : 額面価額$100あたりの購入価格 
CPN :クーポンレート％ 

YLD :年利回り％ 

A :利仏曰か5購入曰までの日数 

M :利払い間隔 （1 二年1回、2二半年に1回） 

N :償還曰までの利仏い回数 

RDV :額面価額$100あたりの償還価格 

D :購入曰をまたぐ、利仏曰か5利仏曰までの日数 

公 :購入曰から利仏曰までの日数(二 D-A) 

INT :経過利息 

CST :経過利息を含んだ購入価格 
-償還曰までが巨ヶ月じI内の場合 


RDV + 


CPN 


PRC 


B 

1 +が 


M A CPN 

Woo~ + が方 ) 


償還曰までび6ヶ月於上の場合 


PRC 


RDV 


( 1 . 


YLOn 00 


-X- 


CPN 

M 


( W -1 +及/〇) 


( 1 . 


化0/100 


け一 1+S の） 


A CPN 

—X- 

D M 


A CPN 

INT = -X- CST = PRC + INT 

D M 
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• 年麵り (YI_D) 

年利回りは、ニュートン法で計算しています。 

初期画面2で画 （BOND) を巧すと、次のような債き計算の入力画面び表示されます。 


画 (>) 回 （BOND) 


Bond Calculation 

d2 =01 m 1D 2010 Wfr I? 

RDU=100 

CPH=3 

PRC=-1 日 3 

VLD=-1.0 2022962 E-11 

I PRC |VLD. _ 


dl. 購入曰、 M 月り〜 12); □曰り〜 31);Y 年 (1902 〜209 7) 

d2. 償還日、 M 月り〜 12); 00(1-31)：Y 年 （1902 〜209 7) 

RDV ....... 額面価額$100あたりの償還価格 

CPN ....... クーポンレート％ 

PRC 額面価額$100あたりの購入価格 
YLD ....... 年利回り％ 


各パラメーターを設定した 5、 次の ファンクション メニューを使って計算を実行します。 
•{PRC} ...購入価格 (PRC)、 経過利息 (INT)、 経過利息を含んだ購入価格に ST) を計算する 
- {YLD} ... 利率を計算する 


{PRC} {PRC} - {GRPH} {PRC} - {MEMO} 

計算結果の表示中は、次のファンクションメニューで画面を切り替えることびでさます。 

- {REPT} ... パラメーター入力画面に戻る 

• {GRPH} ... グラフを描画する 

• {MEMO} ... MEMO 画面を表おする 

MEMO 画面について 

- MEMO 画面には、計算に用い5れた次の各日数び表示されます。 

戶が購入曰か5償還曰までの日数 

N . 償還日までの利払い回数 

A. 利仏日から購入曰までの日数 

公 . 購入曰か5利仏曰までの日数(二 D-A) 

D ......... 購入日をまたぐ、利仏曰か5利仏日までの日数 


Bond Calculation 
PRD=10 巧 PRD 

N =6 

n =0 

B =181 

D =181 


N 



D ； —一 

i 


\ \ \ 

、占 

d1 

d2 


計算結果の出力例 


Bond Calculation 
PRC=-9 了， 199204 己己 
IHT=0 

CST=-97. 19928455 


IfiEPT _ MEMOIgRPH 
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- MEMO 画面で画を巧すと、償還年から購入した年までの利仏日 （ CPD ) が表示されます 
(セツトアップ画面の " Date Mode " び"3巨己"の場合のみ)。 


Bond Calculation 
CPD=01M01D2012V( ： SUH> 


11- 関数を使った財務計算 

重要 

-次の操作は、 fx - 7400 GII では実行できません。 

TVM モードと同様の財務計算を、専用の関数を使って RUN • MAT モードや PRGM モー 
ドで実行することびでさます。 


例 元金$300を年利已％の単利で2年間 (730 曰）借りたときの支払利子と元利合計を求 
める。セツトアップ画面の " Date Mode " は"3巨已"に設定されているものとずる。 


1. メインメニューか 5RUN • MAT モードに入る。 

2. 次のキー操作を行ラ。 


國固い)画い)画い)回 ( TVM ) 

回 ( SMPL ) 回 ( SI ) 回回の回回回 

团团団囚國 

Smp し51(730，己，300) 

-30 

回 ( SFV ) 囚回团囚回囚团面匹)の 

國 

Smp し51(730，己，300) 

-30 

Smp し SFU (73 日，5,3日日） 

-330 


BBHag 


• "Date Mode " は TVM モードのセットアップ画面（画固陋画 （SET UP )) を使って設定しま 
す。また、 PRGM モードでは、専用のコマンド （ DateModeS 巨已. DateModeS 巨 0) を 
使って設定することびできます。 

• 利用可能な財務計算関数の機能と入力書式については、「プ□グラム内で財務計算を実行す 
る」 （8-37 ぺージ)をご覧ください。 
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第 8 章プログラム機能 

重要 

• PRGM モードでの入力は、常にライン入出カモードとなります。 


1. プ□グラムの作ぶか6実行までの流れ 


1. メインメニューか 5 PRGM モードに入る。次のようなプ□グラムリスト （ Pro 邑 ram List ) 
が表示される。 


選択されているプ□グラムエリア 
(な)/嗟)で移動します） 


-ファイル名はアルファベット順に表示されます。 

• プ□グラムリストのち側の数字は、各プ□グラムの使用バイト数を表します。 

2. ファンクシヨンメニユーから { NEW } を選択し、ファイル名を登録する。 

3. プ□グラムを入力する。 

4. プ□グラムを実行する。 

• ファイル名は最大8文字まで入力することびでさます。 

• ファイル名として使用できる文字は次の通りです。 

A 〜 Z 、 r 、 白、 空白（スぺース）、し]、し}、’、"、~、数字 (0 〜9)、 .、+、一、 X 、^ 

-ファイル名の登録に、メモリーを32バイト使用します。 

例 正8面体の表面積と体積を求めるプ□グラムを作成し、进の長さび7、10、1已のと 

きの表面積と体積を巧める。プログラムのファイル名は" 0 CTA " とずる。 

一辺の長さを A とする正8面体の表面積 S 、 体積 V は、次の式で求めること 
がでさます。 

S = 2V3AK V= 

3 

① 圓 PRGM 

② 画 （ NEW ) 图 （0) 励に）因 ( T ) 画) ( A ) 國 

③ @画 ( PRGM ) 回り)日画画 ( A ) 画い)固(:） 

回因極3图（厂）回因画画) ( A ) 回画〇)画 （>) 固（^) 

困 画（厂）回因回因画画) ( A ) 囚回 



Program List 



MEASURE 

らら 

OCTfl 

44 

OCTOHRRV 

の 

TRIANGLE : 69 


[EXE* [TOW itraCT EBP nraffii rT~ 


I EXIT! I EXIT] 

④回 （ EXE ) または國 
回國 ( A の値） 

國 


S の計算結果 ( A 二 7) 
V の計算結果 ( A 二 7) 



つ 

7 

1 i：：q 7dRQ7Q1 


1 D? ■ r "tu? r ? i 

1 " 口 1 了 sw 
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岡* 1 岡 
の团國 
國 


S の計算結果 ( A 二1 0) 
V の計算結果 ( A 二1 0) 


つ 

i0 

-346.4101615 

- 471. 4045200 


岡本 1 fixil 

口回國 
岡*1 


S の計算結果 ( A 二1已) 
V の計算結果 ( A 二1己) 


つ 

i5 

- T 79. 

-1590.990250 


*1 最後の計算結果び表おされた状態で國を巧すと、プ□グラムリストに戻ります。 

• RUN • MAT (または RUN ) モードで 「 Pro 呂"ファイル名"」と入力して画を巧すと、該当 
ファイル名のプ□グラムを実行することができます。 

•上記の方法でプ□グラムを実行して、最後の計算結果び表示された状態で國を巧すと、プ 
□グラムが再実行されます。 

- 「 Pro 呂"ファイル名"」で指定したプ□グラムが見つからないときは、エラーとなります。 

2. プ□グラム機能フアンクシヨンメニュ ー 


• プログラムリストのフアンクシヨンメニユ ー（ 登録されているプ□グラムびな 
い場ち） 

- { NEW } ... プ□グラムを新規作成する（ファイル名登録画面を表示する） 


• プログラム IJ ストのフアンクシヨンメニュ ー（ 登録巧みプ□グラムびある場合) 

• { EXE }/{ EDIT } ... 登録されているプ□グラムを{実行}/{編集}する 

- { NEW } ... プ□グラムを新規作成する（ファイル名登録画面を表示する） 

• { DEL }/{ DEL * A } ... け旨定した}/{すべての}プ□グラムを削除する 
- { SRC }/{ REN } ... ファイル名を{検索ン{変更}する 


•新規プ□グラムのファイルち登録時のファンクシヨンメニュ ー 

• { RUN ン { BASE } ... 新規作成するプ□グラムを般演算モードン { n 進計算モード* 1} に設 

定する 

•{がし.パスワードを設定する 

• { SYBL } ... 記号入カファンクシヨンメニューを表示する 

*1 プ□グラムを n 進計算モードに設定すると、そのプ□グラムのファイル名のち横には" 回" 
び表示されます。 
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• —般演算モードのプログラム入力中のフアンクシヨンメニュ ー 

於下はファイル名登録時に { RUN } (—般演算モード、初期設定)を選択して作成したプ□グラ 
ムの入力中に表示されるファンクシヨンメニューです。 

• { TOP }/{ BTM } ... プ□グラムの{先頭ン{末尾}に力ーソルを移動する 
- { SRC } ... プ□グラム内の文字列を検索する 

•{ MENU } ... 各種機能モードのファンクシヨンメニューを呼び出す 

• { STAT }/{ MAT }*/{ LIS " n /{ GRPH }/{ DYNA }*/ rrABL }/{ RECR }* ... {統計}/{行列}/ 
{リスト}/{グラフ}ベダイナミックグラフン{数表}/ { 漸化式} メニュ ー 

- { A - a } ... 大文字とル文字の入カモードを切り替える 
- { CHAR } ... 数学記号や特殊記号、各国語文字の入カメニューを表おする 

* fx - 7400 GII には含まれないメニューです。 

• 画因画画 （ PRGM ) を巧すと、プ□グラム （ PRGM ) メニューび表示されます。 

- { COM } ... 条件分岐/ループコマンドメニューを呼び出す 

• { CTL } ... プ□グラム制御コマンドメニューを呼び出す 

• { JUMP } ... ジャンプコマンドメニューを呼び出す 

• {?} /{^} ... {入カコマンド}/{出カコマンド}を入力する 

•に LRWDISP } ... {クリアー}/{表示}コマンドメニューを呼び出す 
- { REL } ... 関係演算子メニューを呼び出す 
- {1/0} ... {入出力制御/転送コマンドメニュ ー} を呼び出す 
-{:} ... (計算式あるいはコマンドの)区切りコードを入力する 
- { STR } ... {文字列操作関数メニュー}を呼び出す 
各コマンドについ口ま「プ□グラムコマンドリファレンス」 （8-7 ぺージ)をご覧ください。 

• 画固陋画 （SET UP ) を巧すと次の設定コマンドメニューび表示されます。 

• { ANGL }/{ COOR }/{ GRID }/{ AXES }/{ LABL }/{ DISP }/{ S / L }/{ DRAW }/{ DERV }/ 
{ BACK }/{ FUNC }/{ SIML }/{ S - WIN }/{ LIST }/{ LOCS } V { T - VAR }/ だ DSP } V { RESID }/ 
{ CPLX }/{ FRAC}/{Y • SPD } V { DATE }*/{ PMT } V { PRD }*/{ INEQ }/{ SIMP }/{ Q 1 Q 3} 

* fx - 7400 GII には含まれないメニューです。 

各設定コマンドについては「セツトアップ画面のフアンクシヨンメニュー」（ 1-2 目ぺージ）をご 
覧< ださい。 


•« 進計算モードのプログラム入力中のフアンクシヨンメニュ ー 

拟下はファイル名登録時に旧 ASE}(n 進計算モード)を選択して作成したプ□グラムの入力中 
に表示されるフアンクシヨンメニューです。 


• { TOP }/{ BTM }/{ SRC } 


• { MENU } 

- { d 〜〇} ... 入力数値の基数をり 0 進ンり 6 進 }/{2 進ン旧進}に設定する 
- { LOG } ... 論理演算コマンドメニューを呼び出す 

• { DISP } ... り0進ンり巨進}/た進ン旧進}への変換コマンドメニューを呼び出す 

• {A 一 a}/{SYBU 
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• 画因画画 （ PRGM ) を巧すと、プログラム （ PRGM ) メニューが表示されます。 
- {Prog} ... プ□グラムを呼び出す 

• {JUMP }/}?}/ {斗 

- {REL} ... 関係演算子メニューを呼び出す 

•{：} ...(計算式あるいはコマンドの)区切りコードを入力する 

• @ S (SET UP ) を巧すと次の設定コマンドメニューび表示されます。 

• {Dec}/{Hex}/{Bin}/{Oct} 


3. プ□グラムの訂正 • 変更 

■プログラムのデバッグ 


プ□グラムが意図したよラに実行されなかったとき、その原因であるプ□グラムの間違いを 
「バグ ( BUG )」 と呼びます。また、バグを取り除く作業を「デバッグ ( DEBUG )」 と呼びます。 
次の場合はプ□グラム上にバグがあると考えられますので、デバッグしてください。 


-プ□グラムを実行してち、エラーメッセージび表示されるとき。 
• 思ラよラな計算結果(答え)が得5れないとさ。 


• エラーメッセージによるデバッグ 


エラーび発生したとを、次のよラなエラーメッセージび表 
示されます。 




Ma ERROR 

Press ： [EXIT] 



エラーメッセージが表示されたとさは、區田を巧してください。エラーが発生した箇所に 
力ーソルび点滅します。その後、「エラーメッセージー覧表」 （ a -1 ページ）を参照の上、正し 
いプ□グラムに直してください。 

•パスワードを設定したファイルでプ□グラムを実行している場合、區因を巧してもエラーび 
発生した場所にカーソルは点滅しません。そのままプ□グラムリストに戻ります。 


• プ□グラム実巧結果にがするデバッグ 

プ□グラム実行時に思ラよラな結果(答え）び得られなかった場合は、ちラー度プ□グラムの 
内容を見直して、正しいプ□グラムに直してください。 


回 （ TOP ) ... 力ーソルをプ□グラムの先頭に移動し 
ます。 


======0 CTn 

P-^R ： 2xJ'3xREj 
■rs づ xFr3 


回 （ BTM ) ... 力ーソルをプ□グラムの末尾に移動し 
ます。 


======CiCTA 

?W:2xT3xABj 
■rs づ xFra 
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■ プログラム巧の义字列を検索ずる 


例 プログラムファイル名" OCTA " 内の文字列" A " を検索ずる。 


1. プ□グラムを呼び出す。 


2. 圆 （ SRC ) を巧す。表示される入力画面で、検索したい 
文字列" A " を入力する。 


======0CTn 

P-^R ： 2xJ'3xREj 
■rs づ xFr3 


画 ( SRC ) 
画厕 （ A ) 


Search For Text 



3 .國を巧す。 

-検索び開始され、プ□グラムの中の最初の" A " の位置 
に力ーソルが移動します。*1 


======0CTn 

?-JFl：2xJ-3xna^ 
じづ冲 ^3 




4. 國または回 （ SRC ) を巧すたびに、次の" A " に力ーソ 
ルび移動する。*2 


======0CTn 

?-^ R ：2 xJ -3> fl 2 j 
■rs づ xFr3 


1該当するデータが存在しない場合は " Not Found " と表示されます。 


が該当するデータがそれ上存在しない場合、検索は終了します。 


-検索文字列として、"一"および"^"は入力でさません。 

-プ□グラムを呼び出して内容を表示した後は、プ□グラムの途中か5検索を開始できます。 
任意の位置にカーソルを移動して検索を開始すると、カーソル位置しソ降のデータだけび検索 
されます。 

•検索を実行して、指定した文字列の位置にカーソルが移動した後、文字入力やカーソル移動 
などの操作を行うと、検索状態は解除されます。 

•検索文字列の入力画面で入力を間違えたときは、画を巧して入力をクリアーしてか5、改 
めて入力してください。 


4. ファイルの管埋 


■ファイルを検索ずる 


• ファイル名巧頭の文ぞ列で巧索する 

例 ファイル名を最ネリの数で字で検索ずる方法を使って、 " OCTA " という名前のプ□グラ 

ムを検索する。 
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1. プ□グラムリストで固 （>) 回 （ SRC ) を巧し、検索したいファイル名の頭文字を入力す 
る。 

画 （>) 回 ( SRC ) 

回 （0) 面似因 ( T ) 

2. 國を巧して検索を開始する。 

-該当するファイル名が反転します。 

•該当するファイル名がないときは 、 "Not Found " と表示されます。この場合、画！]を巧し 
てエラーメッセージを閉じて<ださい。 


Search For Program 
[OCT A 



■ファイル名を訂正ずる 

1. プ□グラムリストで度)/®を使って編集したいファイル名を反転させ、画 （>) 回 
( REN ) を巧す。 

2. 新しいファイル名に訂正する。 

3. 画を巧してファイル名を登録し、プ□グラムリストに戻る。 

-プ□グラムリストは、変更後のファイル名に従って並べ替えられます。 

•変更後のファイル名と同名のファイルびすでにメモリー上に存在する場合は 、 "Already 
Exists " という エラー メッセージび表示されます。この場合は 画 または画を巧して エ 
ラーを閉じ、新しいファイル名を入力しなおしてください。 


■ ファイルを削除ずる 


• ファイルを指定して削除するには 

1. プ□グラムリストで、度)/®を使って削除したいファイル名を反転させる。 

2. 回 （ DEL ) を巧す。 

3. 回 ( Yes ) を巧して選択したファイルを削除するか、画 ( No ) を巧して削除せずに操作を 
中止する。 


• すべてのファイルを削除するには 

1. プ□グラムリストで固 （ DEL ， A ) を巧す。 

2. 回 ( Yes ) を巧してすべてのファイルを削除するか、画 （ No ) を巧して何も削除せずに操 
作を中止する。 


-メインメニューか 5MEMORY モードに入り、すべてのプ□グラムファイルを削除するこ 
とちでをます。詳しくは「第11章メモリーマネージヤー」をご覧ください。 
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■パスワードを設定ずる 

ファイル名を登録する際にパスワードを設定することにより、パスワードを知5ない人によ 
るファイルへのアクセスを制限することびでさます。 

-プ□グラムの実行時は、パスワードを入力する必要はありません。 

-パスワードの入力手順はファイル名の入力手順と同じです。 

1. プ□グラムリストで画 （ NEW ) を巧し、ファイル名を入力する。 

2. 固 （ rrO ) を巧して、パスワードを入力する。 

3. 画を巧してファイル名とパスワードを登録し、プ□グラムの入力画面を表示する。 

4. プ□グラムの入力後、画因画!] ( QUIT ) を巧してファイ 
ルを閉じ、プ□グラムリストに戻る。 

• パスワードを設定したファイル名のも横には"*"び表 
示されます。 

■ パスワードつをのプログラムを呼び出ず 

1. プ□グラムリストで®/度)を使って、内容を呼び出したいプ□グラムのファイル名を反 
転させる。 

2. 回 （ EDIT ) を巧す。 

3. パスワードを入力して國を巧し、プ□グラムを呼び出す。 

-入力したパスワードび不一致の場合は" Mismatch " と表示され、プ□グラムの内容を呼び 
出すことはでさません。 

已-プ□グラムコマンドリファレンス 


■コマンド索引 

Break .8-1 1 

CloseComport 38 k .8-1 8 

CIrGraph . 呂 -14 

CIrList .8-14 

ClrMat .8-1 已 

CIrText .8-1 已 

CIrVct .8-1 已 

DispF - Tbl 、 DispR-Tbl .8-1 已 

Do~LpWhile .8-10 

DrawDyna .8-1 已 

DrawFTG - Con . DrawFTG-PIt .8-1 已 

DrawGraph . 呂 -1 巨 

DrawR - Con . DrawR-PIt .8-16 


DrawRE - Con . DrawRE-PIt .8-16 

DrawStat .8-16 

DrawWeb . 呂 -1 巨 

Dsz (カウントジャンプ） .8-12 

Exp (.8-19 

Exp^StrC .8-19 

For 〜 To 〜 （ Step 〜) Next .8-10 

Getkey .8-17 

Goto~Lbl .8-13 

lf ~ Then ~ ( Else~)lfEnd . 呂 -9 

Isz (カウントジャンプ） .8-13 

Locate . 呂 -17 

Menu .8-14 


Prosram List 
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OpenComport 38 k . 

.8-18 

StrMidC . 

.8-20 

Pro 呂 . 

.8-11 

StrRightC . 

.8-20 

PlotPhase . 

.8-16 

StrRotateC . 

.目- 21 

Rc に apt . 

.8-21 

StrShiftC . 

.8-21 

ReceiveC . 

. 呂 -18 

StrSrcC . 

.8-21 

Receive 38 k . 

.8-18 

StrUprC . 

.8-21 

Return . 

. 呂 -12 

While-WhileEnd . 

.呂 -1 1 

SendC . 

.8-18 

? (入カコマンド） . 

....8-8 

Send 38 k . 

. 呂 -18 

A (出カコマンド） . 

....目-日 

Stop . 

.8-12 

:(区切りコード) . 

....8-9 

StrCmpC . 

.8-20 

U (キャリッジリターン） . 

....8-9 

StrInvC . 

.8-20 

’（コメント文指定） . 

....8-9 

StrJoinC . 

.8-20 

づ（条件ジャンプ） . 

.8-13 

StrLeftC . 

.8-20 

二、单、>、く、>、く （関係演算子） 


StrLenC . 

.8-20 


.8-19 

StrLwrC . 

.8-20 

+ (文字列の結合） . 

.8-21 


ここでは各コマンドの書式や機能について、次のミ央まりに従って説明しています。 


{波括弧} . コマンドの書式中に { } で囲まれた個所びある場合は、 { } 内の1つを選ん 

で記述することが必要です。ただし { } そのものは入力しないでください。 

[角括弧] . コマンドの書式中の [] で囲まれた個所は、記述を省略してち構いません。 

ただし省略しない場合、 [] そのものは入力しないでください。 

数式 . 定数、計算式、数値変数を表します（10、10+ 20、 A など)。 

文字 ." AB " などの文字巧 U ) を表します。 


■基本動作コマンド 


?认ヵコマンド） 

機能： 変数に代入するための数値入力を促すプ□ンプトを、プ□グラム実行中に表示します。 
書式：？ 一<変数名>、"くプ□ンプト >"? 一 <変数名> 

文例：？ 一 
解説： 

•プ□グラムの実行を一時停止し、変数に数値や計算式を入力するよラに促します。プ□ン 
プトの表示を指定しないと、このコマンドは"？"を表示して、入力待ちであることを示しま 
す。プロンプトの表示を指定した場合は、"<プ□ンプト>?"が表示され、入力を促します。 
プ□ンプトには最大2已已バイトのテキストを使うことびできます。 

•この入カコマンドに対する入力は、値または数式でなければなりません。数式には、区切り 
コード(:)で複数の数式をつないだ文は使用できません。 

•変数名として、リスト名、行列名、ベクトル名、文字列メモリー、ファンクションメモリー 
( fn )、 グラフ関数式 ( Yn ) なども指定することびでさます。 
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A (出カコマンド） 

機能： プ□グラム実行中の中間演算結果を表示します。 

解説： 

• プ□グラムの実行を一時停止し、コマンドの直前に記述されている文字や計算の結果を表示 
します。 

• 通常^は、マニュアル計算中であれば國を巧して計算結果を表示するよラな位置に挿入し 
ます。 


:( 区切りコード） 

機能： 2つの文を結合し、途中で停止せずに、連続して実行します。 

お説： 

-出カコマンド（^)と異なり、区切りコードで結合した文は途中停止せずに実行されます。 
•区切りコードは2つの計算式や2つのコマンドを結合するために使われます。 

-区切りコードの代わりに、^ ( キヤリッジリターン）を使うこともできます。 


^ (キヤ U ツジ U 夕ーン） 

機能： 2つの文を結合し、途中で停止せずに、連続して実行します。 

解説： 

•キヤリツジリターンの動作は区切りコード(:）と同じです。 

•キャリッジリターンだけを入力して、空白行を作ることもできます。区切りコードの代わり 
にキヤリッジリターンを使うとプログラムび読みやすくなります。 


’（コメント文お定） 

機能： プログラム中にコメント文を挿入します。 

お説： 行の先頭に’を入力した行は、行の先頭か5 : ( 区切りコード)、 一 （キャリッジリター 
ン）、または^(出カコマンド）までびコメント文として扱われ、実行時には無視されます。 


■ プログラムコマンド ( COM ) 


け〜 Then 〜 （Else 〜)け End 

機能： 分岐条件が真(〇しソ外の値)のとをだけ、 Then 文を実行します。分岐条件び偽 (0) のと 
きは、曰 se 文を実行します。 Then 文または Else 文の実行後には、必ず IfEnd 文が実行され 
ます。 

書式： r^j] 

If <分岐条件> ^ : ^ Then <文> 

数式 \a 


I < 文 > 



〔Else <文> 



<文> 



IfEnd 
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パラメーター： 分岐条件、数式 
解説： 

(1)lf~Then~lfEnd 

-分岐条件が真のとをは Then 文が実行され、続いて IfEnd 文が実行されます。 

-分岐条件び偽のときは、 IfEnd 文へ直接ジャンプします。 

に） lf~Then~Else~lfEnd 

-分岐条件び真のときは Then 文び実行され、続いて IfEnd 文へジャンプします。 
-分岐条件び偽のときは曰 se 文へジャンプし、続いて IfEnd 文が実行されます。 


For 〜 To 〜 （ Ste 口 〜） Next 


機能： このコマンドは For 文か SNext 文の間にあるすべての文を繰り返し実行します。初期 
値は最初の実行時に制御変数に代入されます。制御変数の値は、繰り返し1回ごとに刻み幅 
の値ずつ変化します。制御変数の値び終了値をまたぐと、繰り返しび終了します。 

書式 ： For く初期値> ^ く制御変数名> To く終了値> 


(Step <刻み幅の値 >) <文> 



パラメーター： 

• 制御変数名： A 〜 Z 、 r 、 6> 

-初期値：数値または数値を生成する数式 (sin ズ、 A など) 
-終了値：数値または数値を生成する数式 (sin ん A など) 
-刻み幅：数値(省略時は1 ) 


お説： r 初期値<終了値」の場合、刻み幅には正の値を指定します。制御変数は1回の実行ご 
とに増加し、終了値を超えると繰り返しを終了します。「初期値>終了値」の場合、刻み幅に 
は負の値を指定します。制御変数は1回の実行ごとに減少し、終了値を下回ると繰り返しを 
終了します。 


Do 〜 LpWhile 

機能： 条件が真 (0 於外の値)の間、指定した文を繰り返し実行します。 

書式： 

Do J : 1 く文> イ： [ LpWhile <条件> 

パラメーター： 数式 
解説： 

. 条件び真 (0 しソ外の値)の間、□〇〜 LpWhile の間の文を繰り返し実行します。条件が偽 (0) 
になると、 LpWhile 文 L ソ降を実行します。 

•条件は LpWhile 文の後に来るため、ループ内の文が実行された後で、ループか5抜けるか 
どラかの条件判定が行われます。 
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While 〜 WhileEnd 

機能： 条件が真 (0 しソ外の値)の間、指定した文を繰り返し実行します。 

書式： 

While <分岐条件> <1 : [ <3t> \ : 1 WhileEnd 

数式 レ J レ J 

パラメーター： 数式 
解説： 

. 条件が真 (0 於外の値)の間、 While 〜 WhileEnd の間の文を繰り返し実行します。条件び偽 
(0) になると、 WhileEnd 文！;(降を実行します。 

•条件は While 文の後にくるため、ループ内の文び実行される前に、ループから巧けるかどラ 
かの条件判定び行われます。 


■ プログラム制御コマンド ( CTL ) 


Break 

機能： ループの実行を終了し、そのループの次のコマンドに移ります。 

書式： Break♦J 

お説： このコマンドは、 For 文、 Do 文、 While 文の実行を終了するために使います。 


Prog 

機能： サブルーチンとして独立させたプ□グラムの実行を指定します 。 RUN • MAT (また 
は RUN ) モードでは、このコマンドは新しいプ□グラムを実行します。 

書式： Prog "くファイル名 >" 一 
文例： Prog "A 目 C " 一 

お説： 

• 入れ子になっているループ内でこのコマンドを実行してち、サブルーチンを開始します。 

• 一連の計算を行ラプ□グラム（メインルーチン)の中で、特定のタスクを実行するヴブルーチ 
ンを呼び出すために、何度でも Prog コマンドを使用することびできます。 

-ある1つのサブルーチンを同じメインルーチンの複数の場所で使ラことびできます。またサ 
ブルーチンは複数のメインルーチンか5呼び出すことがでをます。 


メインルーチン サブルーチン 



レベル1レベル2レベル3レベル4 
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•呼び出されたサブルーチンは、先頭から実行されます。サブルーチンの実行が終了すると元 
のメインルーチンに戻り、引き続き prog コマンドの次の文か5実行されます。 

•サブルーチン内の Goto ~ Lbl コマンドは、そのサブルーチン内でのみ有効です。ヴブルー 
チンの外にあるラベルにはジャンプできません。 

• Pro 呂"ファイル名"により指定されたプ□グラムび見つか5ないとさは、エラーとなりま 
す。 

• RUN-MAT (または RUN ) モードで、 Prog コマンドを入力して國を巧すと、コマンド 
によって指定されたプ□グラムを開始します。 


Return 

機能： サブルーチンか5復帰します。 

書式： Return♦J 

お説： サブルーチンの中で Return 文を実行すると、そのサブルーチンの実行が終了し、サブ 
ルーチンへジャンプする前の元のプ□グラムに戻ります。メインプ□グラムの中で Return 文 
を実行すると、プ□グラムの実行び中止されます。 


Stop 

機能： プ□グラムの実行を終了します。 
書式： St 叩 "tJ 

解説： プ□グラムの実行を終了します。 


■ ジャンプコマンド ( JUMP ) 


Dsz (カウントジャンプ） 

機能： 制御変数の値を1ずつ減算し、変数の現在値が0になるとジャンプするカウントジャ 
ンプです。 

書式： 

-変数値が ' 

Dsz <変数名> :く文> ^ : ^ く文> 

-変数値二。— U —— t 

パラメーター： 変数名： A ~ Z 、 r 、 6> 

(例） Dsz 目：変数目に割り当て5れた値を1ずつ減5す。 

解説： このコマンドは制御変数の値を1ずつ減5し、続いて制御変数の現在値を判定します。 
現在値び0でなければ、引き続を次の文を実行します。現在値び0であれば、区切りコード 
(:)、表示コマンド （> i )、 またはキヤリッジリターン（一）の後の文にジャンプします。 
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Goto 〜 Lbl 

機能： 指定された箇所に無条件にジャンプします。 

書式： Goto < ラベル名 >~Lbl <ラベル名> 

パラメーター： ラベル名：数値(0-9)、変数 ( A 〜 Z 、 r 、 が 

お説： 

•このコマンドは Goto n ( n は上記のパラメーター)と Lbl n ( n は Goto n び参照するノ（ラメー 
夕一) の 2 つの部分か 5 構成されます。 Goto 文の指定と一致するラベル名を持った Lbl 文へ 
の無条件ジャンプび実行されます。 

-このコマンドはプ□グラムの先頭に戻ったり、プ□グラム内の特定の位置にジャンプしたり 
するのに使われます。 

• このコマンドは、条件ジャンプやカウントジャンプと組み合わせて使うことがでさます。 

- Goto 文の指定と一致するラベル名を持つ Lbl 文が見つか5ない場合、エラーとなります。 


Isz (カウントジャンプ） 

機能： 制御変数の値を1ずつ加算し、変数の現在値び0になるとジャンプするカウントジャ 
ンプです。 

書式： 

_変数値卓0;^ 

Isz <変数名 > : <文> ^ : ^ く文> 

-変数値二。- U —— r 

パラメーター： 変数名： A ~ Z 、 r 、 6> 

(例 ） Isz A :変数 A に割り当てられた値を1ずつ増やす。 

解説： このコマンドは制御変数の値を1ずつ増やし、続いて制御変数の現在値を判定します。 
現在値び0でなければ、引き続さ次の文を実行します。現在の値び0であれば、区切りコー 
ド(:）、表示コマンド（^)、またはキャリッジリターン （♦ J ) の後の文にジャンプします。 


ぅ（条件ジャンプ） 

機能： このコードは条件ジャンプの条件を設定するために使われます。条件が偽になった場 
合にジャンプび実行されます。 

書式： 

I 真 i 

<左辺 > < 関係演算子 > < 右辺 > 二く文> 

-偽- 



パラメーター： 

•左辺、ち辺：変数 ( A 〜 Z 、 r 、 が、数値定数、変数式 (AX 2など) 
. 関係演算子：二、单、>、く、>、く （8-1 9ページを参照） 
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解説： 

• 条件ジャンプは2つの変数または2つの式の結果を比較し、その結果に基づいてジャンプを 
実行するかしないかをミ央定します。 

•比較の結果び真を返した場合、^コマンドに続<文か5実行び継続されます。比較の結果が 
偽を返した場合は、区切りコード(:）、表示コマンド（^)、またはキャリッジリターン（一） 
に続く文にジャンプします。 


Menu 

機能： プ□グラムの中で、メニューによる分岐を作成します。 

書式： Menu "く文字列(メニュー名)>"，"く文字列(分岐名）1>"，く数値1>，"く文字列(分岐 
名)2>", <数値2>，…，"く文字列扮岐名) n >"， く数値 

パラメーター： 数値 (0-9) 、変数 ( A ~ Z 、 r 、 が 

解説： 

. 「11 く文字列(分岐名) n >"， く数値 n >」 の部分は、必ずセットで記述します。 

•分岐のセットは2個か59個の間で指定でさます。1個、または10個上を指定すると、 
エラーとなります。 

-コマンド実行時にメニュー表示上で各分岐を選択したときの遷移先は、 Goto コマンドと同 
様に Lbl n によって指定します。例えば「"<文字列份岐名)心"，く数値 n >」 の部分を rOK "， 
3」と記述した場合、遷移先は Lbl 3となります。 

例： Lbl 2一 

Menu "IS IT DONE ?", " OK ",1," EXIT ", 2 >J 

Lbl 1 一 

" IT ' S DONE !" 


■クリアーコマンドに LR ) 


CIrGraph 

機能： グラフ画面を消去し、ビューウインドウの設定を INIT 値に戻します。 
書式： CIrGraph♦J 
お説： グラフ画面をクリアーします。 


CIrList 

機能： リストデータを削除します。 

書式： CIrList くリスト番号> 

CIrList 

パラメーター： リスト番号：1~26 、 Ans 

お説： 「リスト番号」によって指定されたリスト内のデータを削除します。「リスト番号」の指 
定がない場合は、全てのリストのデータが消去されます。 
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CIrMat ( fx - 7400 GII には含まれません） 

機能： 行列データを削除します。 

書式： じ1「1\/131；<行列名> 

CIrMat 

パラメーター： 行列名： A 〜 Z、Ans 

お説： 「行列名」によって指定された行列内のデータを削除します。「行列名」の指定びない場 
合は、全ての行列のデータび消去されます。 


ClrText 

機能： テキスト画面を消去します。 

書式： ClrText♦J 

解説： テキスト画面に表示されている内容を消去します。 


ClrVct ( fx - 7400 Gll / fx - 日7已 OGII には含まれません） 

拐!能： べクトルデータを削除します。 

書式： ClrVct <べクトル名> 

ClrVct 

パラメーター： べクトル名： A ~ Z、Ans 

お説： r べクトル名」によって指定されたべクトル内のデータを削除します。「べクトル名」の 
指定がない場合は、すべてのべクトルのデータび消去されます。 


■表巧コマンド ( D 旧 P ) 


DispF-Tb し DispR-Tbl ( fx - 7400 GII には含まれません） パラメーターなし 

機能： 数表を作成します。 

書式： 8-2 已ぺージの「プ□グラム内でテーブル機能による数表を作成する」を参照。 

お説： DispF - Tbl は関数式の数表を、 DispR - Tbl は漸化式の数表を作成します。 


DrawDyna ( fx - 7400 GII には含まれません） パラメーターなし 

機能： ダイナミックグラフの描画を行います。 

書式： 8-2 己ページの「プ□グラム内でダイナミックグラフを描画する」を参照。 


DrawFTG-Con 、 DrawFTG-PIt パラメーターなし 

機能： 作成された数表の値を用いて関数式のグラフを描をます。 

書式： 8-2 已ページの「プ□グラム内でテーブル機能による数表を作成する」を参照。 

お説： DrawFTG - Con はコネク ト タイプのグラフを、 DrawFTG - PIt はプ□ッ ト タイプのグ 
ラフを描をます。 
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DrawGraph パラメーターなし 

機能： 関数式グラフを描きます。 

書式： 8-23 ページの「プ□グラム内で関数式のグラフを描画する」を参照。 


DrawR - Con 、 DrawR-PIt ( fx - 7400 GII には含まれません） パラメーターなし 

機能： 作成された数表の値を使って、縦軸を口。(わ。または C 。)、 横軸を n とした漸化式のグラ 
フを描をます。 

書式： 8-2 已ぺージの「プ□グラム内で漸化式の数表作成やグラフ描画を実行する」を参照。 

解説： DrawR - Con はコネク ト タイプのグラフを、 DrawR - 円 t はプ□ッ ト タイプのグラフを 
巧をます。 


DrawRS - Con 、 DrawRE-PIt ( fx - 7400 GII には含まれません） パラメーターなし 

機能： 作成された数表の値を使って、縦軸を故 U にわ n または乙な)、横軸を n とした漸化式のグ 
ラフを描をます。 

書式： 8-2 已ページの「プ□グラム内で漸化式の数表作成やグラフ描画を実行する」を参照。 

解説： DrawRS - Con はコネクトタイプのグラフを、 DrawRi ：- 円 t はプ□ットタイプのグラフ 
を描さます。 


DrawStat 

機能： 統計グラフを描きます。 

書式： 8-2 目ページの r プ□グラム内で統計計算や統計グラフの描画を実行する」を参照。 


DrawWeb ( fx - 7400 GII には含まれません） 

機能： 漸化式の収束/発散グラフ ( WE 目グラフ）を描さます。 

書式： DrawWeb <漸化式タイプ >[，< ラインの本数 >] ^ 

で 例： DrawWeb 口 n+l (わ n+l または Cn+l) , 已 ♦J 

お説： ラインの本数を指定しないと、自動のにラインの本数は初期設定値の30に設定されます。 


PlotPhase ( fx - 7400 GII には含まれません） 

機能： X 軸、 Y 軸それぞれに割り当てた数列に基づく位相プ□ットを描画します。 

書式： 円 otPhase < X 軸に割り当てる数列名>,く Y 軸に割り当てる数列名> 

解説： 

-各引数には、漸化式テーブルを指定する次のコマンドのみが入力可能です。 

ル 1 、り II 、 Cn 、 口 n +1、 わ"+1、 Cn +1、 口 n +2、 bn + 己、 Cn +2\ IMn 、 主わ n 、 SCn 、 £ 口 n +1、 £ わ n +1 、£c 円+1、 
么け /!+ 吕、玄もパ+吕、置 C * パ+吕 

•漸化式テーブルに値が格納されていない数列名を指定すると、エラー (Memory ERROR ) 
となります。 

例 ： PlotPhase S わ n+i ぶ幻 か 1 

X 軸を！:わ。+1、 Y 軸を!:加+1とする位相プ□ットび描画されます。 
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■ 入出力制御/お送コマンド ( I / O ) 


Getkey 

機能： 最後に巧したキーに対応するコードを返します。 

書式： Getkey♦J 

解説： 

-最後に巧したキーに対応するコード(下図の数値)を返します。 



-このコマンドを実行する前にどのキーも巧していなかった場合は、0び返されます。 
• このコマンドはループの中でも使ラことびできます。 


Locate 

機能： テキス ト 画面上の特定の位置に数値または文字列を表示します。 
書式： Locate <列番号 >，< 行番号 >，< 数値> 

Locate <列番号>，く行番号 >，< 数式> 

Locate <列番号>，<行番号>， "< 文字巧 U )>" 

(例 ） Locate 1,1, " AB"^j 
パラメーター： 

•行番号：1〜7の数字 
•列番号：1〜21の数字 
• 数値および数式 
• 文字切 J ) 
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解説： 

-数値(変数メモリー内の数値を含む)または文字巧 U ) をテキスト画面の指定した場所に表示し 
ます。数式を入力した場合は、その計算結果を表おします。 

•数値や文字列を表おしたい位置(下図を参照）に応じて、行番号には！〜7、列番号には1〜 
21の範囲で数値を入力します。 


(1,1)一 


(1,7 )一 

例： CIs ^ 

Locate ス1 ， "CASIO FX " 

画面の中央に文字列 " CASIO FX " を表おします。 

-上記のプ□グラムを実行する前に、 CIrText コマンドを実行したちが良い場合びあります。 


□ 

□ 

□ 

□ 


( 21 , 1 ) 


(21,7) 


Receive ( / Send ( 

機能： 外部のデバイスと本機の間でデータを送受信します。 

書式： Receive (< データ >) / Send (< データ >) 

お説： 

• 外部のデバイスと本機の間でデータを送受信します。 

• 送受信できるデータのタイプは次の通りです。 

• 変数に割り当てられている値 

•行列データに割り当て5れているすべての値(個々の値指定は不可） 

-リストデータに割り当て5れているすべての値(個々の値指定は不可) 


OpenComport 38 k / CloseComport 38 k 

機能： 3ピン COM ポート（シリアル)を開閉します。 

お説： この後の Receive 38 k / Send 38 k コマンドを参照。 


Receive 38 k / Send 38 k 

機能： データレー ト 38 kbps で データの 送受信を行います。 
書式： Send 38 k < 数式> 

。 . 。。， r く変数名> 1 

Receives 呂い > 

1< U スト名> J 


お説： 

-この コマン ドを実行する前に、 OpenComport 38 k コマン ドを実行しておかなければなり 
ません。 

• このコマンドを実行した後、 CloseComport 38 k コマンドを実行しなければなりません。 

• 通信ケーブルが接続されていないときにこのコマンドを実行すると、エラーを表示せずにプ 
□グラムび実行されます。 
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■ 関係演算子 (RED 


= 、串、>、 < 、^ 、く 

機能： 条件ジャンプとの組み合わせで使用します。 

書式： <左辺> <関係演算子> くち辺> 

パラメーター： 

左辺/ち辺：変数 ( A 〜 Z 、 r 、 が、数値定数、変数式 (AX 2など) 
関係演算子：二、幸、>、<、>、く 


■ 文字列操作コマンド 

文字列とは、クォーテーシヨンマーク （") で囲まれた文字のことです。プ□グラム内では、文 
字列は表示文字の指定に使われます。数字や式か5成る文字列（"123"、"ズ ー1" など)は、計 
算の対象とはなりません。 

-画面上の特定の位置に文字列を表示させるときは、 Locate コマンド (8-1 7ページ)を使い 
ます。 

-文字列内に クォーテーシヨンマー ク （11) またはバックスラッシュへ)を含めたい場合は、それ 
5の文字の前にバックスラッシュへ)を置きます。 

例1: 「 Tokyo "」 を文字列内に含める 
" Japan :\" Tokyo \"" 

例2 : r \ abc 」 を文字列内に含める 
" mainWabc " 

バックスラッシュは、 PRGM モードの圃 （ CHAR ) 回 （ SY 巨 L ) か5入力するか、函因] 
に ATALOG ) の " String " カテゴリーか5入力することびできます。 

-文字列は、文字列メモリーに-呂ぺージ)に格納しておくことびできます。 

. 引数内で" +" コマンド (8-21 ぺージ)を使った文字列の結合び可能です。 

-文字列操作コマンド （" Exp (" や" StrCmp ("など）内に記述された関数やコマンドは、1文字 
として巧われます。例えば関数" sin " は3文字ではなく、1文字として扱われます。 


Exp( 

機能： 文字列を数式に変換し、数式を実行します。 
書式： Exp ("< 文字列 >"[)] 


Exp 一が 

機能： グラフ式を文字列に変換し、指定された文字列メモリーに格納します。 

書式： Exp^Str (く数式>，く文字列メモリー名 >[)] 

お説：第1引数 (< 数式 >) としてグラフ式 (Yru r 、 Xu Yu X )、漸化式(口"、口 か 1 、 a 打。、 bn 、 
わ。 +1、 わ。 +2、 な、。+1、。+2)、フアンクシヨンメモリー ( fn ) び使用可能です。 
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StrCmp ( 

機能：指定した2つの文字列を比較します(文字コード比較)。 

書式： St 「 Cmp ("<文字列 l >"， "< 文字列2>"[)] 

解説：大小の比較を文字コード表の数値で行い、比較の結果として次の値を返します。 

"< 文字列1>"二"く文字列2>"のときは、0を返す。 

"< 文字列1>11 > "く文字列2>"のとをは、1を返す。 

"< 文字列1>" < "< 文字列2>"のときは、-1を返す。 

Strlnv ( 

機能：入力した文字列を逆順にして返します。 

書式： St 「 lnv ("< 文字列 >"[)] 

StrJoin ( 

機能：指定した2つの文字列を結合します。 

書式： StrJoin ("く文字列1>"， "< 文字列2>"[)] 

• このコマンドと同様の文字列操作を、 "+" コマンドを使って行うことも可能です (8-21 ぺ一 
ジ)。 

StrLeftC 

機能：入力した文字列の左か番目までの文字列をコピーします。 

書式 ： StrLe け ("< 文字列>"， n [)] (0^ n ^9 日日日、 n は自然数） 

StrLen ( 

機能：入力した文字列の長さ(文字数)を返します。 

書式： StrLen (||< 文字列 >"[)] 

StrLwr ( 

機能：入力した文字列をすべてル文字に変換します。 

書式： StrLwr ("く文字列 >"[)] 

StrMicK 

機能：文字列の n 番目から W 文字分を取り出します。 

書式 ： StrMi がく 文字列 >"， n [， w )](1 ^ n ^9999、0^ m ^9999. n . w は自然数） 

解説： w の入力を省略すると、文字列の n 番目から文字列の最後までび取り出されます。 

StrRight ( 


機能：入力した文字列のちか 5 n 番目までの文字列をコピーします。 
書式： StrRi 昼 ht ("< 文字列 nD ] (0^ n ^9999、 n は自然数) 


8-20 










StrRotate( 

機能：入力した文字列を、左ち向(またはも方向）に n 文字分□-テーシヨンした文字夕略返し 
ます。 

書式： StrRotate ("< 文字列>"，[，《)] (-9999^^^9999、 n は整数） 

お説： n び正の場合は左方向に、負の場合はち方向に、 n 文字分の□ーテーシヨンび行われま 
す。 n を省略すると n 二1が使われます。 

例： StrRotateC ' abcde ", 2). 文字列' ' cdeab " を返します。 


StrSh け t( 

機能：入力した文字列を、左方向(またはち方向）に n 文字分シフトした文字列を返します。 
書式： StrShi け ("< 文字列 >"，[，心)](-日999 9999、 n は整数） 

お説： n び正の場合は左方向に、負の場合はち方向に、 n 文字分のシフトび行われます。シフ 
卜された文字数分だけ、文字列は短くなります。 n を省略すると n 二1が使われます。 

例： StrShi け (|| abcde"i 2). 文字列" cde " を返します。 


StrSrc( 

機能： < 文字列1> 内の指定位置(先頭か 5 n 文字目）か5検索を開始し、< 文字列2> で指定 
した文字列び含まれるかどラかを判定します。指定した文字列び見つかった場合は、<文字 
列1>の先頭文字か5数えたときの<文字列2>の最初の文字の位置を返します。見つか5な 
かったとさは、0を返します。 

書式： 5む5「が|<文字列1>"， "< 文字列 2>"[. n )](1^ n ^9999、 n は自然数） 

お説： n の指定を省略すると、<文字列1>の先頭か5検索が開始されます。 


StrUpr( 

機能：入力した文字列をすべて大文字に変換します。 
書式： St 「 Up 「("< 文字列 >"[)] 


+ ( 文き列の結合） 

機能： 指定した2つの文字列を結合します。 

書式： "< 文字列1 >"+"< 文字列2>" 

例： " abc "+" de " 一 Str 1 . Str 1に " abcde " び代入されます。 


■その他 


RcICapt 

機能：キャプチャーメモリー番号によって指定された内容を表示します。 

書式 ： RcICapt <キヤプチヤーメモリー番号 > (キヤプチヤーメモリー番号：1〜 20) 
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6 -本機の各機能をプログラム巧で使う 


■ テキストの表巧 

テキストを「"」で囲むことにより、プ□グラムにコメント文を含めることができます。このテ 
キストはプ□グラムの実行中に画面に表示されるため、入カプ□ンプトや結果にラベルをつ 
けることびでをます。 

プログラム 表示 

" CASIO " CASIO 

? 一 X ? 

"X 二"？ 一 X X 二？ 

-テキストの後に計算式び続くときは、テキストと計算式の間を必ず"^"で区切ってくださ 
い。 

-テキストを21文字しソ上入力すると、改行されます。 

-最大2已已バイト分のテキストをコメント文として指定でさます。 


■ プログラム巧で巧列の巧が分編集を実巧ずる （ fx - 7400 GII では実行できません) 
プ□グラム内で行列の行成分編集を実行することがでさます。 

• RUN • MAT モードに入り、 MAT エディターを使って行列を入力してか5、 PRGM モー 
ドでプ□グラムを入力します。 


• 巧ぶ分を入れ替える ( Swap ) 

例1次の巧列2巧目と3行目の成分を入れ替える。 


r 12 n 

行列 A= 34 

- 5 6 - 


プ□グラムには、次の書式で入力します。 

Swap A , 2, 3 >J 

-入れ替える 2 つの行 

-行列名 


Mat A 


このプ□グラムを実行すると、次の結果画面が表示されます。 



8-22 

















• 巧ぶ分のスカラー倍を巧める （* Row ) 

例2例1の行列 A の2行目の成分のスカラー倍を求める。柔数は4とずる。 

プ□グラムには、次の書式で入力します。 

木 Row 4, A , 2一 

— T I ^列 
—行列名 
-乗数 

Mat A 


• 巧ぶ分のスカラー倍を別の巧ぶ分に加算する （* ROW +) 

例3例1の行列 A の2行目の成分のスカラー倍を、3巧目の成分に加算ずる。乗数は4とず 
る。 

プログラムには、次の書式で入力します。 

本 Row + 4, A , 2, 3 u 

^加算される行 
——スカラー倍を計算する行 

-行列名 

-乗数 

Mat A 

• 巧ぶ分を加算する ( Row +) 

例4例1の巧列 A の2行目と3巧目の成分を加算ずる。 

プ□グラムには、次の書式で入力します。 

Row + A , 2, 3一 

L -加算される行 

-加算する行 

-行列名 

Mat A 


■ プログラム巧で関数式のグラフを描画ずる 

GRAPH モードの機能をプ□グラムに組み込んで、複雑なグラフを描いたり、複数のグラフ 
を重ねて表示させたりすることびでさます。プ□グラム内でグラフを描画するには、次の例 
のよラな書式を使います。 

• ビューウインドウ設定 View Window -己，己，1，一已，已，1一 

-グラフ関数式の登録 Y 二 Type 一 . グラフタイプの選択 

" X 2 - 3" 一 Yri 一 

• グラフの描画 DrawGraph^J 
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*1 この Y 1 は國回 （ GRPH ) 回 ( Y ) 丘]と入力します （ VI と表示されます）。本機のキーを 
使って" Y " を入力するとエラーとなります。 


• その他のグラフ機能の書式 

• V-Window View Window < Xmin の値>,く Xmax の値>, < Xscale の値>, 

<Ymin の値>, < Ymax の値>, < Yscale の値>，ぐ Wmin の値>, 

ぐ Wmax の値>， < T 化けかの値> 

StoV-Win < V-Win メモリーの番号 > . 番号：1〜巨 

RcIV-Win く V-Win メモリーの番号 > . 番号：1〜目 

• Zoom Factor < X 軸方向の倍率>、 < Y 軸方向の倍率> 

ZoomAuto . パラメーターなし 

• Piet StoPict <ピクチャーメモリーの番号 > . 番号：1〜20 

円ご1ド1な<ピクチャーメモリーの番号 > . 番号：1~20 

• Sketch 円が < X 座標値>， < Y 座標値> 

PlotOn く X 座標値>, < Y 座標値> 

円 otOff < X 座標値>， < Y 座標値> 

円 otCh 呂 < X 座標値>， < Y 座標値> 

PxIOn <行番号>，<列番号> 

PxIOff <行番号>，<列番号> 

Px に h 邑 < 行番号 >，< 列番号> 

PxlTest (< 行番号>，く列番号 >[)] 

Text <行番号 >，< 列番号 >， "< 文字列 >" 

Text く行番号>，く列番号 >，< 計算式> 

SketchThick < Sketch 文または Graph 文> 

Sketch 巨 roken < Sketch 文または Graph 文> 

SketchDot < Sketch 文または Graph 文> 

SketchNormal < Sketch 文または Graph 文> 

Tangent <グラフ関数式>，く X 座標値> 

Normal <グラフ関数式>， < X 座標値> 

Inverse <グラフ関数式> 

Line . パラメーター なし 

F-Line く X 座標値1>， < Y 座標値1>， < X 座標値2>， < Y 座標値2> 
Circle <中/こ、点の X 座標値>，<中/こ、点の Y 座標値>，<半径 R の値> 
Vertical く X 座標値> 

Horizontal く Y 座標値> 
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■ プログラム巧でダイナミックグラフを巧画ずる （ fx - 7400 GII では実行できません) 

DYNA モードの機能をプ□グラムに組み込んで、ダイナミックグラフを描画することびでさ 
ます。ダイナミックグラフを描画するには、次の例のよラな書式を使います。 


-ダイナミックグラフ式の入力 
Y 二 Type ^ グラフタイプの選択 
" AX 2 - 3" 一 Yl * i 一 

•ダイナ=ックグラフ式の変数指定 
□ Var A>J 


• ダイナミックグラフの係数値の範囲指定 
1 一 D Start 一 
己- ► D End 一 
1 一 D pitch ♦J 
• グラフの描画 
DrawDyna 


*1 この Y 1 は國回 （ GRPH ) 回 ( Y ) 丘]と入力します （VI と表示されます）。本機のキーを 
使って" Y " を入力するとエラーとなります。 


■ プログラム巧でテーブル機能による数表を作ぶずる 


TABLE モードの機能をプ□グラムに組み込んで数表を作成したり、グラフを描いたりする 
ことびでさます。数表を作成するには、次の例のよラな書式を使います。 


• 数表範囲の設定 •グラフの描画 

1 一 F Start 一 DrawFTG-Con 一... コネクトタイプのグラ 

已一 FEnd ー フを描画 

1 -F pitchy DrawFTG - 円 t 一。…プ□ットタイプのグラ 

-フを麵 

DispF-Tbl 一 


■ プログラム巧で漸化式の数表作がやグラフ描画を実巧ずる 

( fx - 7400 GII では実行でさません) 

RECUR モードの機能をプ□グラムに組み込んで漸化式の数表を作成したり、グラフを描い 
たりすることびできます。これらを実行するには、次の例のよラな書式を使ってプ□グラム 
を記述します。 

-漸化式の入力 -数表の作成 

口"+ 1 Type 漸化式タイプの選択 DispR-TbU 

"3 な。 +2" 一《。+1^ • グラフの描画 


"4 わ n + 目''一わ n +1 


DrawR - Con ^ J . DrawRE - Con>J 


• 数表範囲の設定 


コネクトタイプのグラフを描画 


1 一 R Start ♦J 


DrawR - PIt 一、 DrawRZ - PIt+J 


已一 R End 一 . プ□ットタイプのグラフを描画 

1一加一 •統計収束/発散グラフ ( WE 目グラフ）の描画 

DrawWeb lO^j 


2一 加一 

1 - ►幻,！ Start♦J 
3 -► bn Start ♦J 
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■ プログラム巧でリストの並べ替えを実巧ずる 

リストの中のデータを昇順/降順に並べ替えることびでさます。 

-昇順で並べ替える 

SortA (List 1 .List 2. List 3) 

-並べ替えたいリスト(最大目個まで指定可) 

-降順で並べ替える 

SortD (List 1 .List 2. List 3) 

-並べ替えたいリスト(最大目個まで指定可) 


■ プログラム巧で統計計算や統計グラフの描画を実巧ずる 

STAT モードの機能をプ□グラムに組み込んで統計計算を実行したり、グラフを描いたりす 
ることびでさます。 


• グラフの巧画設定を巧い、統計グラフを巧く 

統計グラフの描画コマンド ( S - Gphl 、 S - Gph 2、 または S - Gph 3) に続いて、次のグラフ描 
画設定び必要です。 

• グラフを描くか描かないかの指定 ( DrawOn / DrawOff ) 

• グラフの種類 (Graph Type ) 

•ぶ軸のデータ指定（リスト名） 

• y 軸のデータ指定（リスト名） 

-度数データ指定 （"1" またはリスト名） 

• マークの種類 (Mark Type ) 

• 円グラフのデータ表示設定(パーセンテージで表示(％)または値で表示 ( Data )) 

• 円グラフのパーセンテージデータの保存リスト指定 （" None " またはリスト名） 

• 棒グラフの1つ目のデータ（リスト名） 

•棒グラフの2つ目、および3つ目のデータ（リスト名） 

•棒グラフの向き(縦向き （ Len 呂か 1 )または横向き （ Horizontal )) 

必要なグラフ描画設定は、描<グラフの種類によって異なります。詳し<は「統計グラフの描 
画設定について」 （6-1 ページ)をご覧ください。 
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各グラフの一般的なグラフ描画設定は、次の通りです。 

• 散巧図： S-Gphl DrawOn , Scatter , List 1 ,List 2, 1, Square ♦j 
• ズ; y 線図： S-Gphl DrawOn , が Line , List 1, List 2, 1, Square ♦J 
• 正規確率プ□ツト： S-Gphl DrawOn , NPPIot , List 1, Square 一 
•1 変数統計グラフ： S-Gphl DrawOn , Hist , List 1 ,List 

これと同じフオーマットを使って、次の種類のグラフを指定することびでさます。上の 
" Hist " の部分を該当するグラフの種類で置を換えて入力します。 


ヒストグラム . Hist 


正規分布 . N-Dist 


Med ボックスグラフ .... Med 目 ox*i 巧れ線グラフ 


*1 Outlie 「 s:On の場合 

S-Gphl DrawOn , Med 目 ox , List 1,1,1 
Outliers:Off の場合 

S-Gphl DrawOn , Med 目 ox , List 1,1,0 


Broken 


回帰グラフ： S-Gphl DrawOn , Linear , List 1 ,List 2, List 3 一 

これと同じフオーマットを使って、次の種類のグラフを指定することびでさます。上の 
" Linear " の部分を該当するグラフの種類で置き換えて入力します。 


1次回帰グラフ . Linear 

Med-Med グラフ . Med-Med 

2次回帰グラフ . Quad 

3次回帰グラフ . Cubic 

4次回帰グラフ . Quart 


対数回帰グラフ . Log 

指数回帰グラフ . ExpRe 旨 ( a’e へ bx ) 

ExpReg 巧 - b へ X ) 
べき乗回帰グラフ . Power 


• sin 回帰 グラフ： S-Gphl DrawOn , Sinusoidal , List 1 ,List 

• □ジステイツク回帰グラフ： S-Gphl DrawOn , Logistic , List 1 ,List 2 一 
• 円グラフ： S-Gphl DrawOn , Pie , List 1, % , Nonew 

• 棒グラフ： S-Gphl DrawOn , Bar , List 1, None , None , StickLength+J 


統計グラフを描画するには、しソ上のグラフ描画設定行の最後に" DrawStat " コマンドを挿入 
します。 

ClrGraph 
S-Wind Auto 
{1,2, 3} ^ List 1 
{1,2, 3} ^ List 2 

S-Gphl DrawOn , Scatter , List 1 ,List 2,1, Square ♦j 
D rawStat 


8-27 













■ プログラム巧で分巧グラフを巧画ずる （ fx - 7400 GII では実行できません) 

分なグラフを描画するには、専用のコマンドを使います。 


• 正規累積分巧グラフを巧く 


DrawDistNorm < Lpw ^>, < Upper > [，び，与] 

I _平均*1 


標準偏差 W 

上界 

下界 


入力を省略できます。省略すると、び二1、二0として計算び実行されます。 


( Upper _ げ一が.） 

e 艺 。2 dx 

Lower 


42na 


ZLow : 


Lower — fi 

び 


ZUp 


Upper — 

び 


• " DrawDistNorm " を実行すると指定した条件に従って 
上式の演算が行われ、グラフが描画されます。このとき、 
グラフ上の ZLow ^ぶ^ ZUp の区間が塗りつぶされます。 



•同時に、演算結果のグ、 ZLow 、 ZUp の値がそれぞれ変数グ、 ZLow 、 ZUp に格納され、 
グは Ans にも格納されます。 


スチユーデントの r 累積分巧グラフを巧< 

DrawDistT く Lower >, < UDper ； 


[>■ \df\ 


自由度 


-上界 
-下界 


P 


•upper r(^)(1+ 著 )- 

-77— X — 


_が+1 


Lower 厂 


簡 


な X が 


dx 


tLow = Lower 


tUp = Upper 


- " DrawDistT " を実行すると指定した条件に従って上式の演算び行われ、グラフび描画され 
ます。このとき、グラフ上の Lowers ズ^ Upper の区間び塗りつぶされます。 

•同時に、演算結果のッおよび入力した Lower 、 Upper の値びそれぞれ変数/7、 tLow、tUp 
に格納され、グは Ans にも格納されます。 
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• カイ 2 ま (/2) 累積分巧グラフを巧く 


DrawDistChi <Lower>, <Upper>. 


ず 


自由度 


上界 


下界 


* Upper 

P = 

J Lower 





- "DrawDistChi" を実行すると指定した条件に従って上式の演算が行われ、グラフが描画さ 
れます。このとき、グラフ上の Lower^x^ Upper の区間が塗りつぶされます。 

-同時に、演算結果びグおよび Ans に格納されます。 


• 累積分巧グラフを巧く 


DrawDistF く Lower〉. <Upper>. [ndf\, \ddf\ 

^ 分母側の自由度 

-分子側の自由度 

-上界 

-下界 



LOW び僧 )X 嘴 ) 



ndfxx 

ddf 


ndf+ ddf 


dx 


- "DrawDistF" を実行すると指定した条件に従って上式の演算が行われ、グラフが描画され 
ます。このとき、グラフ上の LowerUpper の区間び塗りつぶされます。 

-同時に、演算結果がクおよび Ans に格納されます。 


■ プ□グラム巧で統計計算を実巧ずる 

-1変数統計計算を実行するプ□グラムの書式は、次の通りです。 


1 -Variable UstI ， Ust_2 

- 度数データ (Frequency) 

- 义軸データ （ XList) 


• 2変数統計計算を実行するプ□グラムの書式は、次の通りです。 
2-Variable Listi.Ust_2, LLst_3 

- 度数データ (Frequency) 


y 軸データ (YList) 


X 軸データ (XList) 
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• 回帰計算を実行するプ□グラムの書式は、次の通りです。 


LinearReg(ax+b) Listl , List 2, List 3 

^r 1 d 

計算タイプ* 


度数データ ( Frequency ) 
y 軸データ ( YList ) 

X 軸データ ( XList ) 


次の計算タイプを指定することができます。 


LinearRegi ^ ax + b ).... 

....1次回帰計算 (化 c + わタイプ) 

LinearRe 居巧 + b ； c ).... 

.…1次回帰計算(口+わスタイプ) 

Med-MedLine . 

.... Med-Med 計算 

QuadRe 呂 . 

....2次回帰計算 

CubicRe 呂 . 

....3次回帰計算 

QuartRe 邑 . 

....4次回帰計算 

LogRe 邑 . 

....対数回帰計算 

ExpRe 昼巧 -e へ bx )... 

....指数回帰計算(口乂^タイプ) 

ExpRe 昼巧 -b へズ) ...... 

....指数回帰計算 ( fl •がタイス 

PowerReg . 

....ベさ乗回帰計算 


• sin 回帰計算を実行するプ□グラムの書式は、次の通りです。 

Sin Re 呂 jJstJ _, List 2 

- y 軸 データ ( YList ) 

- X 軸 データ ( XList ) 

-□ジステイツク回帰計算を実行するプ□グラムの書式は、次の通りです。 
し〇呂 isticRe 呂 Usti , List 2 

^ y 軸データ （ YList ) 

- jc 軸データ ( XList ) 


■ プログラム内で分巧計算を実巧ずる （ fx - 7400 GII では実行できません) 

•拟下の書式中で、 [] 内に示されている引数を省略した場合は、次の値び適用されます。 
0=1、バニ0、 tail 二 L ( Left ) 

-於下の各関数の計算式は、「統計演算式」（目-已6ページ)をご覧ください。 


•正規分巧 

NormPD (:指定したデータに対する正規確率密度を返します。 

書式： NormPD Oc [，び,パ)] 

•ズには単一の数値またはリストを指定可能です。演算結果は、変数ツおよび AnsOc びリスト 
の場台は ListAns ) に格納されます。 
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NormCD (:指定したデータに対する正規累積確率を返します。 

書式 ： NormCD ( Lower , Upper [，び,パ)] 

• Lower 、 Upper にはそれぞれ単一の数値またはリストを指定可能です。演算結果/7、 
ZLow 、 ZUp の各値は、変数/7、 ZLow 、 ZUp にそれぞれ格納されます。また演算結果は 
Ans ( Lower 、 Upper がリストの場合は ListAns ) にも格納されます。 

InvNormCD (:指定したグに基づいて、正規累積分布逆演算した値 ( Lower 値か Upper 値の 
片方、または両方)を返します。 

書式： InvNormCDC r ’ L (または一 1) または R (または 1) または C (または0)". わ[，び， パ]) 

tail (Left Right, Central) 

•グには単一の数値またはリストを指定可能です。演算結果は"ね il " の設定に応じて次のよラ 
に出力されます。 

tail 二 Left 時 

Upper 値び変数 InvN および Ans (グびリストの場合は ListAns ) に格納されます。 
tail 二 Ri 旨 ht 時 

Lower 値び変数 InvN および Ans (グびリストの場合は ListAns ) に格納されます。 
tail 二 Central 時 

Lower 、 Upper 値がそれぞれ変数ズ1 InvN 、 x 2 lnvN に格納されます。 Lower 値のみ Ans 
(グびリストの場合は ListAns ) にも格納されます。 


•スチユー デントの《分巧 

tPD (:指定したデータに対するスチューデントの f 確率密度を返します。 

書式： tPD ( x , が [)] 

• X には単一の数値またはリストを指定可能です。演算結果は、変数グおよび AnsOc びリスト 
の場合は ListAns ) に格納されます。 

tCD (:指定したデータに対するスチューデントの f 累積確率を返します。 

書式 ： tCD ( Lower , Upper ,< i /[)] 

• Lower 、 Upper にはそれぞれ単一の数値またはリストを指定可能です。演算結果グ、 
tLow 、 tUp の各値は、変数ク、 tLow 、 tUp にそれぞれ格納されます。また演算結果は Ans 
( Lower 、 Upper がリストの場合は ListAns ) にも格納されます。 

InvTCD (:指定したグに基づいて、スチューデントの t 累積分布逆演算した Lower 値を返し 
ます。 

書式 ： InvTCD (みが)] 

•グには単一の数値またはリストを指定可能です。演算結果の Lower 値は、変数； dnv および 
Ans (グがリストの場合は ListAns ) に格納されます。 


•カイ2乗が)分巧 

ChiPD (:指定したデータに対する X 2 確率密度を返します。 

書式： ChiPD (ズ，が D ] 

• X には単一の数値またはリストを指定可能です。演算結果は、変数グおよび AnsOc びリスト 
の場合は ListAns ) に格納されます。 
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ChiCD (:指定したデータに対する X 2 累積確率を返します。 

書式： Ch に D(Lowe 「 ,Uppe 「， が [)] 

• Lower 、 Upper にはそれぞれ単一の数値またはリストを指定可能です。演算結果は、 変数 p 
および Ans ( Lowe 「、 Upper びリストの場合は ListAns ) に格納されます。 

InvCh に D (:指定したグに基づいて、 X 2 累積分布逆演算した Lower 値を返します。 

書式： InvCh に □(みが [)] 

•グには単一の数値またはリストを指定可能です。演算結果の Lower 値は、変数； dnv および 
Ans (/7 がリストの場合は ListAns ) に格納されます。 


• f ' 分巧 

FPD (:指定したデータに対する/^確率密度を返します。 

書式 ： FPD (x,ndf,ddf[)] 

•ズには単一の数値またはリストを指定可能です。演算結果は、変数グおよび AnsOc びリスト 
の場合は ListAns ) に格納されます。 

FCD (:指定したデータに対する/^累積確率を返します。 

書式： FCD ( Lower , Upper , n がふが!)] 

• Lower 、 Upper にはそれぞれ単一の数値またはリストを指定可能です。演算結果は、変数ク 
および Ans ( Lowe 「、 Upper がリストの場合は ListAns ) に格納されます。 

InvFCD (:指定したグに基づいて、累積分な逆演算した Lower 値を返します。 

書式： InvFCD(p,ndf,ddf[)] 

•ッには単一の数値またはリストを指定可能です。演算結果の Lower 値は、変数； dnv および 
Ans (グびリストの場合は ListAns ) に格納されます。 


• 2 頃分巧 

BinomialPD (:指定したデータに対する2項確率を返します。 

書式： BinomialPD ( Dc ,] n , P [)] 

•ぶには単一の数値またはリストを指定可能です。演算結果は、変数ツおよび AnsOc びリスト 
の場合は ListAns ) に格納されます。 

BinomialCD (:指定したデータに対する2項累積確率を返します。 

書式：巨 inomia に D ([ X .] n . PD ] 

• X には単一の数値またはリストを指定可能です。演算結果は、変数グおよび Ans ( X び省略 
された場合またはリストの場合は ListAns ) に格納されます。 

InvBinomia に D (:指定したクに基づいて、2項累積分巧を演算した値を返します。 

書式： InvBinomia に □(か化 PD ] 

•グには単一の数値またはリストを指定可能です。演算結果の X 値は、変数； dnv および Ans (ク 
びリストの場合は ListAns ) に格納されます。 
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• ポアソン分巧 

PoissonPD (:指定したデータに対するポアソン確率を返します。 

書式 ： PoissonPD (ズ,パ)] 

•ズには単一の数値またはリストを指定可能です。演算結果は、変数ツおよび AnsOc びリスト 
の場合は ListAns ) に格納されます。 

PoissonCD (:指定したデータに対するポアソン累積確率を返します。 

書式： PoissonCD ( X , バ [)] 

• X には単一の数値またはリストを指定可能です。演算結果は、変数グおよび Ans ( X びリス 
卜の場合は ListAns ) に格納されます。 

InvPoissonCD (:指定したグに基づいて、ポアソン累積分な逆演算した値を返します。 
書式 ： InvPoissonCD ip,pi [)] 

•グには単一の数値またはリストを指定可能です。演算結果の X 値は、変数ズ Inv および Ans (/7 
びリストの場合は ListAns ) に格納されます。 


•幾何分巧 

GeoPD (:指定したデータに対する幾何確率を返します。 

書式： GeoPDU ， PD ] 

•ズには単一の数値またはリストを指定可能です。演算結果は、変数ツおよび AnsOc びリスト 
の場合は ListAns ) に格納されます。 

GeoCD (:指定したデータに対する幾何累積確率を返します。 

書式： GeoCD ( X . P 0] 

• X には単一の数値またはリストを指定可能です。演算結果は、変数ツおよび Ans ( X がリス 
卜の場合は ListAns ) に格納されます。 

InvGeoCD (:指定したグに基づいて、幾何累積分巧逆演算した値を返します。 

書式 ： InvGeoCD (か PD ] 

•グには単一の数値またはリストを指定可能です。演算結果は、変数； dnv および Ans ( p びリ 
ストの場合は ListAns ) に格納されます。 


• 超幾何分巧 

HypergeoPDC :指定したデータに対する超幾何確率を返します。 

書式： HypergeoPDU , n, M , N [)] 

• X には単一の数値またはリストを指定可能です。演算結果は、変数グおよび AnsOc びリスト 
の場合は ListAns ) に格納されます。 

HypergeoCD (:指定したデータに対する超幾何累積確率を返します。 

書式 ： HypergeoCD ( X , n, M , N [)] 

• X には単一の数値またはリストを指定可能です。演算結果は、変数ツおよび Ans ( X がリス 
卜の場合は ListAns ) に格納されます。 
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InvHypergeoCD (:指定したグに基づいて、超幾何累積分な逆演算した値を返します。 
書式： InvHypergeoCD (/?, n , M , N [)] 

•ッには単一の数値またはリストを指定可能です。演算結果の X 値は、変数ズ Inv および Ans 
(グびリストの場合は ListAns ) に格納されます。 


■ プログラム巧で検定コマンドを使った計算を実巧ずる 

( fx - 7400 GII では実行でさません） 

-於下の書式中で、コマンドの引数"バ condition " は次のように指定します。 
fA . < パ □のとき"ぐまたは一1 
片丰 バ〇のとき"卓"または0 
fA . > パ □のとを">"または1 

"P condition "と"/ 3 &P condition " の指定ち法も同様です。 

• L ソ下の書式中の各引数の意昧にっいては、 r 検定 ( TEST )」 （目-2己ぺージ)または「検定、信頼 
区間、分巧の入出力用語」 （6 -已3ページ)をご覧ください。 

-しソ下の各コマンドの計算式は、「統計演算式」（目-巳目ぺージ)をご覧ください。 


• Z 検定 


OneSampleZTest :1標本 Z 検定演算を実行します。 

書式： OneSampleZTest ^ conditio 口，八 0 , び， X , 打 

出力値： Z 、 P 、 X 、 n をそれぞれ同名の変数に格納し、さ5に ListAns の要素 

1か5 4に格納します。 


書式： OneSampleZTest > condition ", バ〇，び， List [, Freq ] 

出力値： ム 护 ん s _ v、n をそれぞれ同名の変数に格納し、さ5に ListAns の 

要素1から巳に格納します。 

TwoSampleZTest : 2標本 Z 検定演算を実行します。 


書式： 

出力値： 

書式： 
出力値： 


TwoSampleZTest " バ 1 condition ", び i , び吕，を，…，お， 

Z 、 P 、 え U な 、 nu 巧 2 をそれぞれ同名の変数に格納し、さ！5に 
ListAns の要素1から巨に格納します。 

TwoSampleZTest " バ 1 condition ", び i , びら Listl , List 2[, Freq 1 [, 
Freq 2]] 

z 、 グ、ぶ1、お、 s . vi 、 s 。、 ni 、 n 2 をそれぞれ同名の変数に格納し、さ 
5に ListAns の要素1か5 8に格納します。 


OnePropZTest : 1 比率 Z 検定演算を実行します。 

書式： OnePropZTest " ク condition ", po , x , n 

出力値： z 、 p 、 p 、 n をそれぞれ同名の変数に格納し、さ5に ListAns の要素 

1 か 5 4 に格納します。 


TwoPropZTest : 
書式： 

出力値： 


2比率 Z 検定演算を実行します。 

TwoPropZTest ' 'グ 1 condition ' '，ズ i , ni , ズ& ns 

z 、 p、pu p2 、 p、nu n2 をそれぞれ同名の変数に格納し、さ5に 
ListAns の要素1か!5 7に格納します。 
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• mm 

OneSampleTTest ： 1 標本 f 検定演算を実行します。 

書式： OneSampleTTest バ condition ", バ□，え s.v, n 


出力 値： 

OneSampleTTest "パ condition ", バ □, List [, Freq ] 

f 、 グ、ん Sju n をそれぞれ同名の変数に格納し、さらに ListAns の 
要素1か5巳に格納します。 


TwoSampleTTest : 2標本 f 検定演算を実行します。 

書式： TwoSampleTTest " バ 1 condition ", xi , Sai , m , xz , Sa2 , « 2[, Pooled 


出力 値： 

condition ] 

TwoSampleTTest "パ i condition ", Listl , List 2, [, Freq 1 し 
Freq 2[, Pooled condition ]]] 

"Pooled condition " 二 0 のとき:、 し p 、 df 、 み、ぉ、 s 。、 ni 、 
巧 2 をそれぞれ同名の変数に格納し、さ5に1_131八口5の要素1か59 
に格納します。 

Pooled condition 二1 のとき:、 t 、 p 、 df 、 か、 ぉ、 s ."、 s 。、 Sp 、 
ni 、 ns をそれぞれ同名の変数に格納し、さ5に ListAns の要素1か 
510に格納します。 

注意： 

"Pooled condition " (プールの設定）は、 " Off にしたい場合は0、 
" On " にしたい場合は1を指定します。入力を省略した場合は" Off " 
とみなされます。 

LinRegTTest : 

書式： 

出力 値： 

1次回帰 f 検定演算を実行します。 

LinRegTTest で邸 condition ", XList , YList [, Freq ] 

し p 、 df 、 a 、 b 、 s ' r 、 r 2 をそれぞれ同名の変数に格納し、さ!5に 
ListAns の要素1か5 8に格納します。 

• カイ 2 乗 レ 2) 検定 
ChiGOFTest : 

カイ 2 乗 (X 2 ) 適合度検定演算を実行します。 

書式： 

ChiGOFTest Listl , List 2, df , List 3 

Listl は観測値のリスト ( Observed )、 Ust 2 は期待度数の出力先リ 
ス h ( Expected ). Ust 3 は寄与値の出力先リスト （ CNTR 目）です。 

出力 値： 

%を、 P 、 がをそれぞれ同名の変数に格納し、さらに ListAns の要素1 
か53に格納します。また、 Lists に寄与値のリストに NTR 巨)を格 
納します。 

ChiTest : 

カイ 2 乗 (X 2 ) 独立性検定演算を実行します。 

書式： 

ChiTest MatA , MatB 

MatA は観測値の行列 ( Observed ) 、 MatB は期待度数の出力先行列 
( Expected ) です 0 

出力 値： 

が、 P 、 がをそれぞれ同名の変数に格納し、さ5に ListAns の要素1 
か53に格納します。また、 Mat 目に期待度数の行列を格納します。 
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• Fmm 

TwoSampI が Test : 2 標本 f 検定演算を実行します。 

書式： TwoSampleFTest " び 1 condition ", s . vi , m , Sa2, ns . 

出力値： 八/?、 s ル s . 记、 ni、ns をそれぞれ同名の変数に格納し、さ5に 

ListAns の要素1か5目に格納します。 

書式： TwoSamplefTest " び 1 condition ", Listl , List 2, [, Freql [, 

Freq 2]] 

出力値： 八グ、を、お、 s ル s 。、 ni 、 n 2 をそれぞれ同名の変数に格納し、 

さ5に ListAns の要素1か5 8に格納します。 


• 分散分析 ( ANOVA ) 

OneWayANOVA :一元配置分散分析演算を実行します。 

書式： OneWayANOVA Listl , List 2 

Listl は因子 A の水準び入っているリスト （Factor A )、 Ust 2 は標 
本のデータとして使うリスト （ Dependrit ) です。 

出力値： Adf 、 Ass 、 Ams 、 AF 、 Ap 、 ERRdf 、 ERRss 、 ERRms をそれぞ 

れ変数 Adf 、 SSa 、 MSa 、 Fa 、 pa 、 Edf 、 SSe 、 MSe に格納しま 
す。 

また、 MatAns に次のように各出力値を格納します。 

- Adf Ass Ams AF Ap~ 

MatAns = 

-ERRdf ERRss ERRms 0 0 _ 


TwoWayANOVA :二元配置分散分析演算を実行します。 

書式： TwoWayANOVA Listl , List 2, List 3 

Listl は因子 A の水準が入っているリスト （Factor A )、 Ust 2 は因 
子巨の水準び入っているリスト （ Factor 巨）、 Ust 3 は標本のデータ 
として使うリスト （ Dependnt ) です。 

出力値： Adf 、 Ass 、 Ams 、 AF 、 Ap 、 目が、目 ss 、 目 ms 、 目 F 、 目 p 、 A 巨が、 

A 巨 ss 、 A 目 ms 、 ABF 、 A 目 p 、 ERRdf 、 ERRss、ERRms を、そ 
れぞれ変数 Adf 、 SSa 、 MSa 、 Fa 、 pa 、 目が、 SSb 、 MSb 、 Fb 、 
pb 、 A 目が、 SSab 、 MSab 、 Fab 、 pab 、 Edf 、 SSe 、 MSe に格納 
します。 

また、 MatAns に次のように各出力値を格納します。 


MatAns = 


-Adf 

公が 

ABdf 


Ass 

Bss 

ABss 


-ERRdf ERRss 


Ams AF Ap 
Bms BF Bp 
ABms ABF ABp 
ERRms 0 0 
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■ プログラム巧でが務計算を実巧ずる 

( fx - 7400 GII では実行でさません） 

• セットアップ関連のコマンド 


-財務計算時の年日数の設定 


DateMode 3 巨已 . 

...... 3巨已日に設定 


DateMode 3 巨0 . 

...... 3目0日に設定 


• 支仏い時期の設定 



PmtBgn . 

...... 期初に設定 


PmtEnd . 

...... 期末に設定 


. 債券計算時の利払い間隔設定 


PeriodsAnnual . 

...... 年1回に設定 


PeriodsSemi . 

...... 半年に1回に設定 



•財務計算コマンド 

各引数の意昧については、「第7章財務計算 ( TVM )」 をご覧くださし、。 


• 単利計算 

SmpLSI : 単利計算による利息の数値を返します。 

書式： SmpLSI (化/%, PV ) 

SmpLSFV :単利計算による元利合計の数値を返します。 


書式： SmpLSFV (ル/%, PV ) 

• 複利計算 

•複利計算のすべての関数で、 P / Y 、 C / Y は省略可能です。省略した場合は P / Y 二12、 
C / Y 二12として計算が実行されます。 

• " Cmpd _ n ("、" Cmpd _/%("、" Cmpd _ PV ("、" Cmpd _ PMT ("、" Cmpd _ FV ("の各複利計 
算関数^使って計算を実行すると、した引数や計算結果はそれぞれ該当する変数 ( n 、 
阿。、 戶 y など）に保存されます。その他の財務計算関数を使った計算時は、入力した引数や 
計算結果は変数には保存されません。 


Cmpd_n : 

書式： 

Cmpdjo/o : 
書式： 

Cmpd_PV : 

書式： 

Cmpd-PMT : 
書式： 

Cmpd-FV : 

書式： 


複利期間の数を返します。 

Cmpd— "(/%, PV, PMT, FV, P/Y, C/Y) 

年利の数値を返します。 

Cmpd -/。/。 (ル PV, PMT, FV, P/Y, CVY) 

現在の金額(分割仏いでは借入金、預金では元金)を返します。 

Cmpd_PV ( ル /。/。, PMT ， FV ， P/Y, CVY) 

定期的な等額入出金額(分割仏いでは支払額、預金では預入額)を返します。 
Cmpd-PMT ( ル /。/。, PV, FV, P/Y, CVY) 

最終回の入出金額、または元利合計を返します。 

Cmpd-FV ( 化 / 。 / 。， PV ， PMT, P/Y, CVY) 
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• 投資評価 ( キャッシュフ □—) 
Cash_NPV :正昧現在価値を返します。 


書式： 

Cash _ NPV (/%, Csh ) 

CashJRR : 

内部収益率を返します。 

書式： 

Cash_P 己 P : 

CashJRR に sh ) 

回収期間の値を返します。 

書式： 

Cash _ PBP (/%, Csh ) 

Cash_NFV : 

正昧最終価値を返します。 

書式： 

Cash _ NFV (/%, Csh ) 

• 年賦 償還 


Amt_BAL : 

PM 2 回目の支仏い終了時における元金の残高を返します。 

書式： 

Am し目 AUPMl ， PM 2, /%, PV , PMT ， P / Y , C / Y ) 

AmtJNT : 

PM 1 回目の支払いの金利分の額を返します。 

書式： 

AmtJNTCPMl , PM 2, /%, PV , PMT , P パ' C / Y ) 

Amt_PRN : 

PM 1 回目の支仏いの元金分の額を返します。 

書式： 

Amt _ PRN ( PMl , PM 2, /%, PV , PMT , P / Y , CVY ) 

Amt_2：INT : 

PM 1 回目か5 PM 2 回目までに支仏った金利の総額を返します。 

書式： 

Amt _ IINT ( PMl , PM 2, /%, PV , PMT , P / Y , CVY ) 

Am じ PRN : 

PM 1 回目か5 PM 2 回目までに支仏った元金の総額を返します。 

書式： 

Amt _ IPRN ( PMl , PM 2, /%, PV , PMT , P / Y . C / Y ) 

• 金利を換 
Cnvt_EFF : 

表面金利か5実効金利に変換した金利の値を返します。 

書式： 

Cnv し EFF (ル /%) 

Cnvt_APR : 

実効金利から表面金利に変換した金利の値を返します。 

書式： 

Cnv し APR (打，/%) 


• 原価、お売価巧、粗利計算 

Cost ： 指定した販売価格と粗利に基づいて、原価の値を返します。 


書式： 

Cost ( Sell , Margin ) 

Sell : 

指定した原価と粗利に基づいて、販売価格の値を返します。 

書式： 

Sell ( Cost , Mar 呂 in ) 

Margin : 

書式： 

指定した原価と販売価格に基づいて、粗利の値を返します。 
Margin ( Cost , Sell ) 

• 日数計算 
Days_Prd : 

書式： 

指定した dl か 5 d 2 までの日数を返します。 

Days _ Prd ( MMl ， DD 1, YYYY 1, MM 2, DD 2. YYYY 2) 
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• 債券計算 
Bond_PRC : 

書式： 

Bond-YLD : 

書式： 


指定した条件に基づいた購入価格、経過利息、経過利息を含んだ価格を、リ 
スト形式で返します。 

巨 ond _ PRC ( MMl , DD 1, YYYY 1, MM 2, DD 2, YYYY 2, RDV , CPN . 
YLD ) 二 { PRC , INT , CST } 

指定した条件に基づいた年利回りの値を返します。 

巨 oncLYLD ( MMl ， DD 1, YYYY 1, MM 2, DD 2, YYYY 2, RDV , CPN , 
PRC ) 


7-プ□グラムコマンドー質 


RUN プ□グラム 


回 (MENU) キー 

Level 1 

Level 2 

Level 3 

Command 

STAT 

DRAW 

On 

DrawOn 



Off 

DrawOff 


GRPH 

GPH1 

S-Gph1 



GPH2 

S-Gph2 



GPH3 

S-Gph3 



Scat 

Scatter 



xy 

xyLine 



Hist 

Hist 



Box 

MedBox 



Bar 

Bar 



N-Dis 

N-Dist 



Brkn 

Broken 



X 

Linear 



Med 

Med-Med 



XA2 

Quad 



X へ 3 

Cubic 



X れ 4 

Quart 



Log 

Log 



*1 



Pwr 

Power 



Sin 

Sinusoidal 



NPP 

NPPIot 



Lgst 

Logistic 



Pie 

Pie 


List 


Us し 


TYPE 

*2 


D に T 

DrwN 

DrawDistNorm 



Drwt 

DrawDislT 



DrwC 

DrawDistChL 



DrwF 

DrawDislF 


CALC 

1VAR 

1-Variable 



2VAR 

2-Variable 



*3 



Med 

iVled-MedLine. 



X へ 2 

QuadReg 



X れ 3 

CubicReg 



X れ 4 

QuarlReg 



Log 

LogReg 



STYL 

— 

NormalG 

— 

ThickG 


BrokenThickG 


DotG 

RECR 

SEL+S 

On 

R SelOn 



Off 

R SelOfL 



— 

NormalG 



— 

ThickG 




BrokenThickG 




DotG 


TYPE 

an 

anType 



an +1 

an+iType 



an +2 

an+zType 


n.arv. 

n 

n 



an 

an 



an +1 

3n+1 



an +2 

3n+2 



bn 

bn 



bn+1 

bn+1 



bn+2 

bn+2 



Cn 

Cn 



Cn+1 

Cn+1 



Cn+2 

Cn+2 



San 

lan 



San +1 

San+i 



Ian +2 

San+2 



Ibn 

Zbn 



Sbn+1 

£bn+1 



乙 bn+2 

2bn+2 



乙 Cn 

DCn 



ZCn+1 

SCn+1 



乙 Cn+2 

£Cn+2 


RANG 

ao 

SeLao 



ai 

SeLai 




M 

Pwr 

PowerReg 

窃 n 

SinReg 

Lgst 

LogisticReg 

MAT 

Swap 


Swap— 

xRw 


ネ Row— 

xRw+ 


木 Row+ 

Rw+ 


Row+ 

UST 

Srt-A 


SortA( 

Srt-D 


SortD( 

GRPH 

SEL 

On 

G SelOn 

Off 

G SelOff 

TYPE 

Y= 

Y=Type 

r= 

r=Type 

Parm 

ParamType 

X= 

X=Type 

Y> 

Y>Type 

Y< 

Y<Type 

Y> 

Y を Type 

Y< 

Y く Type 

X> 

X>Type 

X< 

X<Type 

x> 

X^Type 

x< 

X く Type 

STYL 

— 

NormalG 

— 

ThickG- 


BrokenThickG 


DotG 

GMEM 

Sto 

StoGMEM 

Rcl 

RcIGMEIVL 

DYNA 

On 


D SelOn 

Off 


D SelOf し 

Var 


D Var 

TYPE 

Y= 

Y=Type 

r= 

r=Type 

Parm 

ParamType 

TA 巳 L 

On 


T SelOn 

Off 


T—SelOf し 

TYPE 

Y= 

Y=Type 

r= 

r=Type 

Parm 

ParamType 
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國 キー 

Level 1 

Level 2 

Level 3 

Command 

UST 

List 


Us し 


レ M 


List->Mat( 


Dim 


Dim 


Fill 


Fill( 


Seq 


Seq( 


Min 


Min( 


Max 


Max( 


Mean 


Mean( 


Med 
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8. ライブラリー編 


-プ□グラミングする前に、残りバイト数を確認してください。 


プ□グラムち 素因数分解 


解説 

このプ□グラムは、与え5れた自然数 A を、目二2、3、己、7 ...(3於降はすべて奇数)で順 
次除していさます。 

• A - 目が割り切れた場合は、その商を A に代入して、引さ続さ A - 目を計算します。 

八*^目び割り切れなくなった時点で、目に次の数値を割り当て、計算を継続します。 

•このループ中、 A - 目が割り切れたときの目の値を、順次画面に出力します。 

•巨 > A となるまで、この操作を繰り返します。 

目の 

自然数 A のすベての素因数を表示します。 

例 プログラムを実行し、 A に4巨2を代入して結果を得る (4 巨2 = 2 X 3 X 7 X 11) 
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プログラムち 宿円 

解説 

このプログラムは、情円の焦点、軌跡と焦点間の距離の和、 X の刻み幅(増分)の入力値に基 
づいて、次の値の数表を表示します。 

Y 1 :情円の上半分の座標値 
Y 2 :情円の下半分の座標値 
Y 3 :ち焦点と軌跡との距離 
Y 4： 左焦点と軌跡との距離 
Y 已：丫3と丫4の和 

続いてこのプ□グラムは、焦点、 Y 1、 Y 2 の値をプ□ットします。 

目の 

惰円の軌跡と2つの焦点との間の距離の和が等しいことを示します。 
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I 胜… L 。， け）八-。，け) 


固國 



IFOCUS ( 〔，日），（ - 〔，日） 
C=? 

3 

SUM D ■ に TFINCE? 


の面四 


FOCUS (C, 日），（ - 〔，日） 
C=? 

3 

SUM DISTANCE? 

10 

F Pitch? 
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第9章表計算(スプレッドシート) 

スプレッドシートは、強力で応用範囲の広い表計算機能です。 

本章で説明するすべての操作は、 S • SHT モードで行います。 


重要 

• fx - 7400 GII には、 S • SHT モードはありません。 


1. スプレッドシートの概要とフアンクシヨンメニュ ー 

メインメニューか5 S • SHT モードに入ると、スプレッドシート画面び表示されます。 

S • SHT モードの初回起動時は、 " SHEET " という名前のファイルび自動的に作成されます。 
スプレッドシート画面には、セル(升目）と、各セルに入力されたデータが表示されます。 


ファイルち表示 


ファイル名の先頭か5可能 
な分だけ表示されます。 


行き号。〜 999) 




エディットボックス 

現在のセルカーソル位置のセル内容が表示 
されます。複数セル選択時は選択範囲が表 
示されます。 


列の文き （A 〜 Z) 


セルカーソル 


フアンクシヨンメニュ ー 



各セルには、次のよラな種類のデータを入力することびできます。 

定数 入力すると同時に値び確定するタイプのデータび定数です。数字や、先頭に 

等号（二）を付けずに入力した計算式(7+3、 sin 30、 A 1 X 2 など）は、定数 
となります。 

テキスト 先頭に"を付けて入力した文字列は、テキストとして扱われます。 

定義式 定義式は、計算式のままの状態で登録されるタイプのデータです。"二 A 1 X 

2" のよラに、先頭に等号（二）を付けて計算式を入力すると、定義式として扱 
われます。 

なお S • SHT モードは、複素数のデータには対応していません。 


■ スプレツドシート画面のフアンクシヨンメニユ ー 

- {FILE} ... 次の FILE (ファイル操作)サブメニューを表示する 


• {NEW}/{OPEN}/{SV • AS}/{RECAL} 
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- {EDIT} ... 次の EUT (編集)サブメニューを表おする 

• に UT}/{PASTE}/ に OPY}/ に ELL}/{JUMP}/{SEQ}/{FILU/{SRT • A}/{SRT • D} 

- " PASTE " は、 CUT または COPY の実行後に表おされるメニューです。 

- {DEL} ... 次の DEL (削除)サブメニューを表おする 

• {ROW}/ に 014 /{ALL} 

- {INS} ... 次の INS (挿入)サブメニューを表示する 

• {ROW}/{COL} 

• {CLR} ... 選択範囲のセルの内容をクリアーする 

• {GRPH} ... STAT モードと同様の、次の GRPH (グラフ）メニューを呼び出ず 

• {GPH'H/jGPHai/IGPHSl/fSELl/fSET} 

-に ALC し. STAT モードと同様の、次の CALC (統計計算)メニューを呼び出す 

• { 1 VAR}/{2VAR}/{REG}/{SET} 

- {STO} ... 次の STO (入力)サブメニューを表示する 

• {VAR}/{LIST}/{FILE}/{MAT}/{VCT} 

• {RCL} ... 次の RCL (読み込み)ヴブメニューを表おする 

• {LIST}/{FILE}/{MAT}/{VCT} 


セルへのデータ入力中のフアンクシヨンメニュ ー 

• {GRAB} ... セルの参照名を入力ずるための GRABS - ドに入る 
•ぶし.セルの絶対参照コマンドげ)を入力する 

叫:}...セルの範囲指定コマンド(:）を入力する 

• {If} ... Celllf (コマンドを入力する 

• {CEL} ... 次の各コマンドを入力するためのサブメニューを表示する 

• " CellMin ("、" CellMax("、"Cel I Mean (\ " CellMedian ("、" CellSum ("、" CellProcK " 

• {REL} ... 次の関係演算子を入力するためのサブメニューを表示する 

ii け ft . I! li 、 I! ii If 、 I! ii 

•二、单、>、<、>、く 


2 -スプレツドシートの基本操作 

ここでは、スプレッドシートのファイル操作、セルカーソルの移動やセルの選択操作、およ 
びセルへの各種データの入力と編集の操作について説明します。 


■ スプレツドシートのファイル操作 


• 新規ファイルを作ぶするには 

1. 回 （ FILE ) 回 （ NEW ) を巧す。 

2. ファイル名の入力画面が表示されるので、ファイル名を8文字しソ内で入力し、画を巧す。 
•新規ファイルが作成され、空白のスプレツドシートが表示されます。 

-ちし入力した名前と同名のファイルびすでに存在する場合は、新規ファイルは作成され 
ずに、そのファイルび開かれます。 
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• ファイルを開ぐには 

1. 回 （ FILE ) 回 （ OPEN ) を巧す。 

2. ファイルの一覧び表示されるので、嗟)/®を使ってファイルを選択し、國を巧す。 


• ファイルの自動巧巧について 

S-SHT モードでは、開いているファイルを編集するたびに、自動的に上書を保存されま 
す。このため、手動での保存の操作は必要ありません。 


• ファイルを別ちで巧巧するには 

1. 回 （ FILE ) 圆 （SV • AS ) を巧す。 

2. ファイル名の入力画面び表示されるので、ファイル名を8文字切内で入力し、画を巧す。 

-もし入力したファイル名と同名のファイルびすでに存在する場合は、ファイルを上書き 
して良いかを確認するポップアップウインドウが表示されます。上書きして良い場合は 
回 （ Yes ) を、上書きせずにファイル名を入力し直す場合は画 （ No ) を巧します。固 
( No ) を選択した場合は、ファイル名入力画面に戻ります。 


• ファイルを削除するには 

1. 回 （ FILE ) 回 （ OPEN ) を巧す。 

2. ファイルの一覧が表示されるので、み/度)を使ってファイルを選択し、回 （ DEL ) を巧 
す。 

3. 削除して良いかを確認するポップアップウインドウが表おされる。削除して良い場合は 
回 ( Yes ) を、削除しない場合は固 （ No ) を巧す。 

4. ファイルー覧か5スプレッドシート画面に戻るには、區田を巧す。 

•現在開いているファイルを削除した場合は、 " SHEET " という名前の新しいファイルび自 
動的に作成され、そのスプレツドシート画面が表示されます。 


■ Auto Calc (定義式の自動再計算設定)について 


Auto Calc は、 S • SHT モードのセットアップ項目です （1-29 ぺージ)。 

Auto Calc が" On " の場合湖期設定)、ファイルを開くたび、あるいは編集操作を行うたび 
に、ファイル内のすべての定義式の再計算が自動的に実行されます(再計算には長い時間を要 
する場合びあります )。 Auto Calc び" Off " の場合、再計算は自動実行されないため、手動で 
実行することが必要となります。 


• 再計算を手動で実巧するには 

回 （ FILE ) 回 （ RECAL ) を巧します。現在開いているファイル内のすべての定義式が再計算 
され、定義式の入力されている各セルに、更新された計算結果び表示されます。 
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■ セルを選がずる(セルカーソルを使う） 

セルカーソルは、スプレッドシート上で現在選択されているセル位置を示す目印です。白黒 
が反転して表示されているセルが、セルカーソルの現在位置です。 


セルカーソル 


エディツトボックス 


単独のセルにセルカーソルびある場合は、そのセルの内容がエディットボックスに表示され 
ます。この状態で、そのセルの内容を編集することびできます。複数のセルにセルカーソル 
がある場合は、セルの選択範囲がエディットボックスに表示されます。この状態では、選択 
範囲のセルのコピーや削除など、一括編集び実行でさます。 


• 七ルを還巧するには 



このセルを選択ずるには： 
単一のセル 


特定範囲のセル 


この操作を行う： 


カーソルキーを使って選択したいセルにセルカーソル 
を移動するか、 JUMP コマンドを使って希望するセ 
ルにセルカーソルを移動する。 

「特定範囲のセルを選択するには」 （9 -已ページ）を参 



行全体 


全選択したい行の A 列にセルカーソルを移動し、 





を巧す。例えば A 2 にセルカーソルを置いて®を巧 
すと、2行目全体 ( A 2 か 5 Z 2 まで）び選択され、エ 
デイツトボックスに" A 2: Z 2" と表示されます。 


NWlirbEL「IMS r[LR 「。 

列全体 


全選択したい列の1行目にセルカーソルを移動し、 




® を巧す。例えば C 1 にセルカーソルを置いて® 
を巧すと、 C 列全体に1か 5 C 999 まで）が選択さ 
れ、エディツトボックスに" C 1: C 日日 9" と表示されま 
す。 


A 列全体び選択された状態で®を巧すか、1列目全 
体び選択された状態で®を巧す。すべてのセルび選 
択された状態となり、エディットボックスには現在開 
いているスプレツドシートのファイル名が表示されま 
す。 
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• JUMP コマンドをほってセルカーソルを巧動するには 


このセルに移動ずるには： 

この操作を行う： 

特定のセル 

1. 回に DIT ) 回 ( JUMP ) 回 ( GO ) を押す。 

2. 表示されるポップアップウインドウに、移動先の 
セル位置 ( A 1 〜 Z 999) を入力する。 

3. 國を巧す。 

現在の列の1行目 

回 ( EDIT ) 回 ( JUMP ) 回订 0 P t ) を巧す。 

現在の行の A 列 

回 ( EDIT ) 回 ( JUMP ) 画 (TOP を巧す。 

現在の列の末尾行 

回 ( EDIT ) 回 ( JUMP ) 画(目0。 ） を巧す。 

現在の行の Z 列 

回 ( EDIT ) 回 ( JUMP ) 固(目 0 T 一)を巧す。 


• 特定轟囲のセルを還巧するには 

1. 選択したい範囲のセルの始点にセルカーソルを移動する。 

•始点として行全体、または列全体を選ぶことちできます(選択の操作は、 9-4 ページの 
「セルを選択するには」をご覧ください)。 

2. 画3面に UP ) を巧す。 

-セルカーソルの表示び、白黒反転か5太枠囲いに変わります。 

3. 力ーソルキーを使って、選択したい範囲のセルの終点に 

セルカーソルを移動す る。 

-エディットボックスに選択範囲が表示されます。 

•範囲指定を解除するには、區面を巧します。このとさ 
セルカーソルの位置は、終点として指定したセルとな 
0ます。 

■ セルへのデータ(定数、テキスト、定義式)入力の基本操作 

セルにどの種類(定数、テキスト、定義式)のデータを入力する場合にちみ通した、入力の基 

本操作を説明します。 

• ある七ルにデータを上書を入力するには 

1. データを入力したいセルにセルカーソルを移動する。 

-移動先セルにすでに入力されているデータがある場合、そのデータは次の操作によって 
上書きされます。 

2. 本機のキーを使って、入力を行ラ。 

•数字や文字を入力するキー操作（田や应图画（巨）な 
ど）を行ラと同時に、入力された文字びエディット 
ボックスに左詰めで表示されます。 

•入力途中で入力をキャンセルするには、次の操作を行 
ラ前に區田を巧します。セルの内容び、手順1の状態 
に戻ります。 

3. 入力を確定するには岡を巧す。 
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• 七ルに入力済みのデータを編集ほ B 分修正)するには 

1. データを編集したいセルにセルカーソルを移動する。 

2. 回 （ EDIT ) 画に ELL ) を巧す。 

• エディットボックスの内容表おびち詰めか5左詰めに 
変わります。エディットボックスの先頭に文字力ーソ 
ルび現れ、セルの内容を文字単位で編集することびで 
きる状態になります。 


3. を使って文字カーソルを移動し、セル内の文字を編集する。 

•入力途中で入力をキャンセルするには、次の操作を行ラ前に區田を巧します。セルの内 
客げ、 手順1の状態に戻ります。 

4. 入力を確定するには國を巧す。 


• 七ルへのデータ入力時のセルカーソルのを動方向について 

セルへの入力中に國を巧すと、初期設定ではセルカーソルは次の行に移動しますび、次の列 
に移動するように変更できます。 1-29 ぺージの" Move " の項をご覽ください。 



■ セルに定数(数字、計算結果の値、数列)を入力ずる 

入力すると同時に値び確定するタイプのデータび定数です。数字や、先頭に等号（二）を付け 
ずに入力した計算式(7+3、 sin 30、 A 1 x 2 など）は、定数となります。例えばあるセルで 
画)回面画と入力すると、そのセルには0.己といラ計算結果の値が登録されます(角度単位 
ニディグリー（度)の場合)。また、複数のセルにわたって規則的な定数(数列）を自動入力する 
ことちでさます(下記をご覧ください)。 


• 関数式に基ヴいた数列を自動入力するには 


1. 数列の入力を開始したいセルに、セルカーソルを移動する。 

-数列び順次どの向きに入力されていくかを、指定することびできます(初期設定では下方 
向)。 1-29 ぺージの" Move " の項をご覧ください。 

2. 回に DIT ) 固 （ SEQ ) を巧すと表おされる Sequence (数列)画面で、数列を生成するため 
の関数式や値を入力する。 


贾 

Start 
End 
Incre 
1st Cell 


ni 


[EXE 


項目の反転表示は、その項目が入力でさる状態であ 
ることを表す 


手順1で指定したセルの参照名び表示される 
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項目名 

入力ずる内容 

Expr 

数列を作成するための関数式を入力する。 

入力例：画)田（ X )回田の國 （ X 2 + l ) 

Var 

Expr に入力した関数式中の変数名を入力する。 

入力例：应 i 田( X )國 （ X ) 

Start 

Var で指定した変数に代入する値の初期値 ( Xi ) を入力する。 

入力例：回國 

End 

Var で指定した変数に代入する値の上限値 ( X ,0 を入力する。 

入力例：圧)匹)國 

Incre 

Xl の次の値が2二 Xl + W )、 その次の値 ( X 3 二 Xs + W )、 …を得るため 
の間隔値 W を入力する。数列は、 Xl + (n -1) の範囲で生成さ 
れます。 

入力例：回國 

1 St Cell 

数列の最初の値を入力したいセルの参照名 ( A 1、 目2など）を入力する。 
手順1で指定したセルを変更したい場合のみ、入力してください。 

入力例：应 i 画旧）圧!國（巨1 ) 


•各項目を入力して國を巧すたびに、次の項目び反転表示状態となります。嗟)/度)を 
使って反転表示を上下に移動することちでさます。 

-次の操作を行うと、指定したセルを始点として下方向（またはちち向）に数列が自動入力 
されます。数列び入力される範囲のセルにすでにデータが入力されている場合は、数列 
のデータによって上書をされます。 

3. すべての項目への入力が済んだ5、固 （ EXE ) または國を巧す。 


Sequence 


Exp 广 

Xa + l 

Uar 

X 

Start 

2 

End 

10 

Incre 

2 

■口 

lEXE 



■ セルにテキストを入力ずる 

テキストを入力するには、入力時の先頭にクオーテーシヨンマーク（应圏國の）を付けます。 
こラして入力した文字列は計算の対象とな5ず、入力したセル位置にそのままの状態で出力 
(表示）されます。セルへの出力時には、先頭に付けたクオーテーシヨンマークは表示されま 
せん。 


■ セルに定義式を入力ずる 


例えば<単価 > x < 数量>二<金額>といラ数表を作成することを考えます。 C 列のセルに 
"二 A 1 X 目1"、"二 A 2 X 目2"、…を入力しておくと、 A 列と巨列に<単価>と<数量>の値 
をそれぞれ入力したとき、 C 列の同じ行に<金額>び表示されます。 A 、 目各列の値を更新す 
るたびに、 C 列に表示される値も自動的に更新されます （"Auto Calc " が" On " の場合)。 


9-7 

























このよラに、他のセルの値を参照して計算を行ラことを主目的とした文字列び、定義式です。 
形式的には、先頭に等号（二）の付いた式は、すべて定義式として扱われます。定義式を記述 
する際は、数値や演算子、セルの参照名のほかに、本機の内蔵関数コマンド (2-1 2ページ)や 
S • SHT モード専用コマンド (9- 14ぺージ)を使うことびできます。 


• 定義式の入力例 



操作手順 

1. 1行目のテキスト、および A 2 〜目4の数値を、順次各セルに入力する。 

2. セルカーソルを C 2 に移動し、 A 2 X 目2の計算を実行する定義式を入力する。 

困 ( Z )( 二)画國 ( A ) 回因画画旧)回國 

3. C 2 に入力した定義式をコピーして、 C 3, C 4 にペーストする。セルカーソルを C 2 に移動 
し、次のキー操作を行ラ。 

(£2) ( EDIT ) 回 ( COPY ) 度)回 ( PASTE ) (5) 回 ( PASTE ) 國 

•コピー、ペーストの操作について詳しくは、「セルの 
内容をコピ ー& ぺーストする」 （9 -日ぺージ）をご覧く 
ださい。 


■セルの参照を ( A 1、 已2など)を入力ずる 

S • SHT モードの各セルは、列名 ( A 〜 Z ) と行番号り〜日日 9) の組み合わせ ( A 1、 目2など） 
によって位置を特定することびできます。この A 1、 目2といった呼び名を、セルの「参照名」 
と呼びます。セルの参照名は、定義式の中でセルの値を参照するときに使います (9-7 ページ 
「セルに定義式を入力する」をご覧ください)。参照名の入力のしかたには、参照名の文字列を 
直接入力してしまラ方法と、 GRA 目コマンドを使ラち法びあります。ここでは、セル目1に 
"= A 1+己"という定義式を入力するという例で説明します。 


SHEEl 


35 

15 

S 己 

15 

1H 

bdI 


■TOTAL 


日己 S 




[cnjr [c^ M5P HiP ft 


• 七ルの参照ちの文宇列を直接入力するには 

セル B 1 にセルカーソルを移動し、次のキー操作を行います。 
函亡)（二）闘圆 ( A ) 口旧回國 
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• GRAB コマンドをほつてセルの参照ちを入力するには 

セル目1にセルカーソルを移動し、次の キー 操作を行います。 

画曰(二) 回 ( GRA 目)®回 ( SET ) 田回國 

•回 （ GRAB ) を巧したときに表おされるヴブメニューに含まれる回 （ GO ) か5画旧〇下^) 
までの各コマンドは、 JUMP コマンドのサブメニュー回 （ GO ) か5固 （ BOT 一）までの各 
コマンドと同じ働きをします。9-已ぺージ 「 JUMP コマンドを使ってセルカーソルを移動す 
るには」をご覧ください。 


■ セルの巧巧参照名と絶巧参照名について 

セルの参照名には、「相巧参照名」と「絶対参照名」の2種類びあります。通常、セルの参照名 
は相対参照名として扱われます。 

相対参照名 

"二 A 1+ 已"のよラに、定義式の中に単にセルの参照名だけを記述した場合は、定義式が登録 
されているセルとその参照名び表すセルの間での相対参照扱いとなります。例えばセル目1に 
定義式"二 A 1+ 已"が登録されているとき、セル B 1 をコピーしてセル C 3 にぺーストすると、 
C 3 の内容は"二目3+已"となります。目1か 5 C 3 へのコピー/ペーストは、 " B " か 5" C " で1 
歹 IJ 、"1" か5 "3" で2行の移動なので、定義式内の" A 1" は1列2行移動した"巨 3" になりま 
す。 

重要： コピー&ペーストを実行した結果として、コピー元の定義式に含まれていた相対参照 
が貼り付け先ではスプレッドシートの範囲がとなった場合、貼り付け先の定義式内の相対参 
照部分は"？"に置き換わり、セル上の表示は " ERROR " になります。 

絶対参照名 

セルのコピー&ペーストを行ったとさに、コピー元とペースト先で参照名が変わ5ないよラ 
にしたい場合は、絶巧参照び必要となります。セルの参照名を絶対参照で入力したい場合は、 
列名、行番号のラち絶対指定したい方の文字の前に"$"記号(これを r 絶対参照記号」と呼びま 
す）を付けます。 " Al " といラ参照名の列だけを固定したい場合は" $ Ar 、 行だけを固定した 
い場合は" A $ r 、 行、列ともに固定したい場合は" $ A $ r と入力します。 


• 絶巧参照記号(重)を入力するには 

セルへの入力中に回 （$) を巧します。 

例えば"二 $ B $ r と入力したい場合は、次のキー操作を行います。 
函曰 (=) 回 ($) 画画旧)回 ($) の 


■ セルの巧客をコピ ー &ぺーストずる 

コピー&ペーストの操作によって、単一またはある範囲のセルの内容を、別の位置に貼り付 
けることびできます。一度コピーの操作を行ラと、異なるセル(またはセル範囲）に対して繰 
り返し、貼り付け操作を実行できます。 
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• コピ ー& ぺーストするには 

1. コピー元として指定したい単一のセル、または特定範囲のセルを選択する。 

.詳しくは「セルを選択する口ま」 （9-4 ぺージ)をご覧ください。 

2. 回 ( EDIT ) 回 ( COPY ) を巧す。 

-データび選択されて貼り付け待機状態となり、回び ( PASTE ) に変わります。 

•この後、手順4の操作を行ラ前であれば、画!]を巧すことで貼り付け待機状態をキャン 
セルすることができます。 

3. カーソルキーを使って、貼り付け先として指定したいセルにセルカーソルを移動する。 

•手順1で特定範囲のセルを選択した場合は、ここで選択したセルが貼り付け先の始点 
(ちっとち左上のセル)となります。 

-貼り付け先のセルびデータを含む場合、そのデータは次の操作を行ラことで上書さされ 
ます。 

4. 回 （ PASTE ) を巧す。 

-指定したセルにコピー元の内容が貼り付け5れます。 

-引さ続き他の位置への貼り付けを行ラには、手順3と4の操作を繰り返します。 

己.コピーの待機状態か5抜けて操作を終了する口ま、區田を巧す。 


■ セルの内容をカツト&ペーストずる 

カツト&ペーストの操作によって、単一またはある範囲のセルの内容を別の位置に移動する 
ことびできます。カット&ペースト操作を行っても、セル内の参照名はけ目対参照、絶対参照 
にかかわ5ず)基本的には変化しません。 



irann 

|*> f. 


A1 + 己 
EHP 01^ fcTF r~D~ 


づ 



A1 + 己 


fc^iT [cMv IMO ： Sfflil? r 


定義式"二 A 1+ 已"が入力されているセル目 1 をカツトして、目2にペーストした。 
ペースト先でも参照名は" A 1"のまま。 


例外的に、ある範囲のセルをカット&ペーストする場合で、カット&ペーストの操作を行ラ 
前後でセルの参照関係を保つ必要びある場合に限り、参照名はけ目巧参照、絶対参照にかかわ 
5ず)カツト&ペースト操作によって移動した分だけ移動します。 




セル C 1 に定義式"二巨1+已"が入力されているとき、巨 1: C 1 の範囲をカツトして 
巨 2: C 2 の位置にぺーストした。ぺースト先のセル C 2 では、参照名び"巨 2" に変わつ 
ている（カツト&ペースト操作前の目1の内容び、操作後に目2に移動してしまった 
ため)。 
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• カット & ぺーストするには 

1. 切り取り元として指定したい単一のセル、または特定範囲のセルを選択する。 

•詳しくは「セルを選択する口ま」 （9-4 ぺージ)をご覧ください。 

2. 回 ( EDIT ) 回 ( CUT ) を巧す。 

-データが選択されて貼り付け待機状態となり、回び ( PASTE ) に変わります。 

•この後、手順4の操作を行ラ前であれば、画!]を巧すことで貼り付け待機状態をキャン 
セルすることができます。 

3. カーソルキーを使って、貼り付け先として指定したいセルにセルカーソルを移動する。 

•手順1で特定範囲のセルを選択した場合は、ここで選択したセルが貼り付け先の始点 
(ちっとち左上のセル)となります。 

-貼り付け先のセルびデータを含む場合、そのデータは次の操作を行ラことで上書さされ 
ます。 

4. 回 （ PASTE ) を巧す。 

-指定したセルに切り取り元の内容び貼り付け5れ、同時に切り取り元のセルの内容びク 
リアーされます。 

•このとき、貼り付け先のセルに含まれるすべての定義式の再計算が 、 Auto Calc (9-3 
ページ)の設定状態にかかわ5ず実行されます。 


■ 指定範囲のセルに同じ定義式を入力ずる ( Fill コマンドを使う） 

Fill コマンドを使ラと、指定範囲のセルすべてに、同じ定義式を一括入力することがでをま 
す。一括入力時の相対参照、絶巧参照の扱いは、コピー&ペーストの場合と同様となります。 


Fill コマンドを使って、例えば巨1〜目3の範囲に同じ定義式を入力したいときは、目1に入力 
する定義式だけを指定します(目1はいわば r コピー元」となります)。目1に指定した定義式に 
麻じて、目！〜巨3の各セルにはそれぞれ次のよラに定義式び自動入力されます。 



実際に各セルに表示され 
るのは左図のよラな定義 
式ではな<、計算結果で 
す。 


9-11 



















• 指定節囲のセルに同じ定義式を入力するには 

1. 同じ定義式を入力したい範囲のセルを選択する。 

-ここでは目1旧3の範囲を選びます。操作のしかたは「特定範囲のセルを選択するには」 
(9 -已ぺージ)をご覧ください。 

2. 回に DIT) 固 （>) 回 （FILL) を巧す。 

3. 表おされる Fill 画面に定義式 (Formula) を入力する。 

項目の反転表おは、その項目が入力でをる状態 
であることを表す 

手順1で指定したセル範囲び表示される 

[exT 


•ここでは Formula の行に"二 A 1 x 2"( 画曰（二）应 i 圓 （A) の因回國）と入力しま 
す。國を巧すと、反転表示び Cell Ran 呂 e の行に移動します。 

•Cell Range に表示されている範囲のセルびデータを含む場合、そのデータは次の操作を 
行ラことで上書きされます。 

4. 固 （EXE) または画を巧す。 

-指定範囲セルへの定義式の自動入力び実行されます。 


■ データを並べ替える 

定数データのみを含む1行 N 列（または N 行1列)の範囲を指定して、データを並べ曾えるこ 
とがでをます。 

• データを 並べ替えるには 

1. データの並べ曾えを実行したい1行 N 列(または N 行1歹 U) の範囲を選択する。 

-「特定範囲のセルを選択するには」 （9 -已ページ)をご覧ください。 

-指定範囲内に定数於外のデータが含まれているとエラー （Syntax ERROR) となります。 

2. データを昇順に並べ替えるには回 （EDIT) 画 （>) 回 （SRT-A) を、降順に並べ曾えるに 
は回 （EDIT) 固〇)圆 （SRT • D) を巧す。 


■ セルを巧/列単位で削除/挿入ずる 



• 巧/列単位でセルを削除するには 

削除したい行(または列）を選択し、画 （DEL) を巧します。選択されていた行(または列）が、 
即座に削除されます。また、次の操作手順で削除することもでをます。 

1. 削除したい行/列を含む任意のセル範囲を選択する。 

-例えば2〜4行目を削除したい場合は、 A2 旧4や C2:C4 など、削除したい行を含むセ 
ル範囲を選択します。 

•例えば A 〜目列を削除したい場合は、 A1 旧1や A2 旧4などを選択します。 
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2. 画 （DEL) を巧す。 

•削除の待機状態となります。もし操作をキャンセルするな5、ここで画!]を巧します。 

3. 手順1で選択した範囲の行全体を削除したい場合は回 （ROW) を、列全体を削除したい場 
合は回に OL) を巧す。 


• すべての七ルのデータを一括して削除するには 


1. 画 （DEL) 画 (ALL) を巧す。 

2. 削除して良いかを確認するポップアップウインドウが表示されるので、削除して良い場合 
は回 (Yes) を、削除しない場合は画 （No) を巧す。 


• 巧/列を位で空白の七ルを}串入するには 

1.次の操作を行い、空白行と空白列を挿入したい位置と、行数および列数を指定する。 

•行を挿入ずるには： 

挿入したい位置のすぐ下の行か5、挿入したい行数分だけ選択します。 

例えば2行目の上に3行分挿入したい場合は、 A2:A4 や目 2:C4 などのよラに選択する 
ことびでさます。 


•列を挿入ずるには： 

挿入したい位置のすぐちの行か5、挿入したい列数分だけ選択します。 

例えば目列の左に3列分挿入したい場合は、目2:04や B1 ひ020などのように選択する 
ことびでさます。 

2. 画 （INS) を巧す。 

•行または列挿入の待機状態となります。もし操作をキャンセルするな5、ここで画!]を 
押します。 

3. 空白行を挿入したい場合は回 （ROW) を、空白列を挿入したい場合は回に 0L) を巧す。 

•行や列を挿入することによって、データを入力済みのセルが A1:Z999 の範囲外になっ 
てしまう場合は、 エラー (Ran 邑 e ERROR) となります。 


■ セルの内容をクリアーずる 

内容をクリアーしたい範囲のセルを選択し、固に LR) を巧します。 

3- S • SHT モードき用コマンドの利用 

S • SHT モードでは、指定範囲のセルの総和を返す" CellSum ("や、分岐条件を指定可能な 
"Celllf ("など、いくつかの専用コマンドが用意されています。これ5のコマンドは定義式の 
中で使います。ここでは、各コマンドの機能、入力のしかた(キー操作と書式)、使用例を、 
一覧で示します。 
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■ S • SHT モード専用コマンドー覧 

「入カキー操作」におされている操作は、セルへの入力中のみ可能です。 
書式中で [] で括5れた部分は、入力を省略でさます。 


コマンド 

解説 

CelllfC 
(分岐条件） 

分岐条件として与えられた等式または不等式の真偽を判別して、真 
の場合は式1、偽の場合は式2によって求め5れた結果を返します。 

入カキー操作： ( ED ( If ) 

書式： Celllf (等式，式1，式 2 D ] または Celllf (不等式.式1，式 2 D ] 

使用例：二 Celllf ( Al > 目1， A 1， 巨 1) 

{セル A 1 の衝> {セル B 1 の値}の場合は A 1 の値を返し、そうでな 
い場合は目1の値を返す。 

CellMinC 
(最小値を返す） 

指定した範囲のセルに含まれる最小値を返します。 

入カキー操作：固に EL ) 回 （ Min ) 

書式 ： Cel 1 Min 雌点のセル:終点のセル D ] 

使用例：二 CellMin ( A 3 :C 巳） 

A 3: C 已の範囲のセルに含まれるデータ中の最小値を返す。 

CellMaxC 
(最大値を返す） 

指定した範囲のセルに含まれる最大値を返します。 

入カキー操作：园に EL ) 回 （ Max ) 

書式 ： Cell Max (始点のセル:終点のセル [)] 

使用例：二 CellMax ( A 3 :C 己） 

A 式 C 已の範囲のセルに含まれるデータ中の最大値を返す。 

CellMeanC 
(平均値を返す） 

指定した範囲のセルに含まれる値の平均を返します。 

入カキー操作：固に EL ) 画 ( Mean ) 

書式： CellMean (始点のセル:終点のセル!;)] 

使用例：二 CellMean ( A 3 :C 已） 

A 3: C 己の範囲のセルに含まれる全データの平均値を返す。 

CellMedianC 
(中央値を返す） 

指定した範囲のセルに含まれる値の中央値を返します。 

入カキー操作：画に EL ) 画 ( Med ) 

書式： CellMedian (始点のセル:終点のセル [)] 

使用例：二 CellMedian ( A 3 :C 已） 

A 3: C 已の範囲のセルに含まれるデータ中の中央値を返す。 

CellSumC 
(総和を返す） 

指定した範囲のセルに含まれる値の総和を返します。 

入カキー操作：固に EL ) 固 （ Sum ) 

書式： CellSum (始点のセル:終点のセル [)] 

使用例：二 CellSum ( A 3 :C 已） 

A 3: C 已の範囲のセルに含まれる全データの総和を返す。 
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CellProdC 

指定した範囲のセルに含まれる値の総積を返します。 

(総積を返す） 

入カキー操作：画に EL ) 画 ( Prod ) 


書式： Cel I Prod (始点のセル:終点のセル [)] 


使用例：二 CellProd (巨3:巨己） 


巨3旧已の範囲のセルに含まれる全データの総積を返す。 


■ S • SHT モードき用コマンドの操作例 

セル範囲 A 1 旧已に含まれる全データの総和を求める定義式を、セル C 1 に入力します。定義 
式には、 S • SHT コマンドの CellSum (を使います。 A 1 旧己には、データが入力済みとし 
ます。 

1. セルカーソルを C 1 に移動し、次のキー操作を行ラ。 

丽 曰（二）固に EL ) 固 ( Sum ) 

厕圓厕 ( A ) 口网(:)剛阿(目) [1] の 

•上記のアンダーライン部分の操作は、 GRA 目機能 
(日-日ぺージ）と CUP 機能 (9 -已ぺージ）を組み合わせ 
て、次のキー操作で行うこともでさます。 



國回 （ GRA 巨）回 （TOP 
丽 面 ( CLIP ) ( g ) 度》度)度)度） 
國 [3 

2. 國を巧して、定義式を確定する。 


( GRA 目モードに入り A 1 に移動) 
に UP 機能で選択範囲を指定） 



5 ID 


fcIlR r 


4 -統計グラフの描画と統計計算/回帰計算の実行 

相関関係を調べたい2つのデータ(例えば「気温」と「ある商品の売上高」など）びあるとき、片 
方のデータを; C 軸、他方のデータを y 軸に取り、グラフを描くと傾向の巧握びしやすくなりま 
す。スプレッドシートを使ラと、各データの数値を入力して、プ□ットグラフ(散巧図）など 
のグラフを描くことびできます。さ5に回帰計算を実行し、回帰式や相関係数を求めたり、 
回帰グラフをプ□ットグラフに重ねて描いたりすることが可能です。 

グラフの描画と統計計算、回帰計算は、 STAT モードと S-SHT モードで共通の機能です。 
ここでは S • SHT モード特有の操作手順を例示した上で、フアンクシヨンメニュー項目ごと 
の第巨章 (STATE- ド)内での参照先を示します。 
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■ 統計グラフ ( GRPH ) の操作例 


じ(下のデータを入力して、統計グラフ（ここでは散巧図）を描画します。 
0.己， 1.2, 2.4, 4.0, 5.2 レ:軸データ） 

-2.1, 0.3, 1.5, 2.0, 2.4 ( y 軸データ） 


• データを入力して統計グラフ(散巧図)を巧画するには 


1. 統計計算に使ラデータをスフレツドシートに入力する。 


-ここではズ軸データを A 列に、 V 軸データを目列に入力します。 


2. グラフの描画に使うセル範囲 ( A 1 旧已）を選択する。 



3. 固 （>) 回 （ GRPH ) を巧してグラフメニューを表示し、回 （ GRPH 1) を巧す。 
•手順2で選択した範囲のデータに基づいて、グラフ 
(散布図)び描画されます。 

•ここで描画されるグラフは、 S-SHT モードの統計 
グラフ描画の初期設定によるものです。グラフの描画 
設定は、グラフメニューで画 （ SET ) を巧すと表示さ 
れる描画設定画面で行います。詳しくは「統計グラフ 
の描画設定画面の操作」（下記)をご覧 < ださい。 



□ 

□ 

□ 

日 

:。 


■ 統計グラフの巧画設定画面の操作 

統計グラフの描画設定画面を使ラと、グラフ描画に使ラデータの範囲指定や、描画するグラ 
フのタイプを選ぶことがでをます。 


• 統計グラフの巧画設定を巧うには 

1. 統計計算に使ラデータをスプレツドシートに入力し、グラフの描画に使ラセル範囲を選択 
する。 

•この操作は必須ではありません。描画設定を行ってか5データを入力したり、グラフの 
描画に使ラセル範囲を後から指定しなおすことちでをます。 


2. 画 （>) 回 （ GRPH ) 固 （ SET ) を巧す。 

• 統計グラフの描画設定画面にこでは StatGraphl 画面)が表示されます。 

項目の反転表示は、その項目が現在の設定対象 
であることを表す 


Qrapn 


Typs! 
XCellRan3e ： Rl ： fl5 
VCellRan 〜； B1:B 己 
Fre-^uency : 1 
Mark Type : ° 


[GPHi Rph 己 r " 旧 


設定項目に応じたフアンクシ; 
示される 


ンメニューび表 
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•手順 1 で選択していたセル範囲の列数に応じて、統計グラフの描画設定画面の次の項目 
に、セル範囲び自動入力されます。 


選択していた列数 

自動入力される項目 

1 

XCellRan 呂 e 

2 

XCellRan 呂 e 、 YCellRan 邑 e 

3 

XCellRan 邑 e 、 YCellRan 邑 e、Frequency 


• この画面の各項目の設定内容は、次の通りです。 


項目名 

設定内容 

StatGraph 1 

統計グラフは最大 3 つまで同時に描画できます。3つの 
うちどのグラフ描画設定 ( StatGraph 1、2、 3) を行うか 
を、ここで選びます。 

Graph Type 

描画するグラフの種類を選びます。初期設定は散巧図 
( Scatter ) です。 

XCellRan 邑 e 

グラフ描画時に； C 軸 ( XCel 旧3口邑 e ) に割り当てるデータ 
を、セルの範囲で指定します 。 Graph Type で選択した 
グラフの種類によっては、 XCeHRan 邑 e のみび表示され 
ます。 

YCellRan 呂 e 

グラフ描画時に y 軸 ( YCel 旧3口呂 e ) に割り当てるデータ 
を、セルの範囲で指定します。 

Frequency 

描画元データとして度数分巧表を使ラ場合の度数列に割 
り当てるデータを、セルの範囲で指定します。度数を使 
わない場合は、回 （1) を選択します。 

Mark Type 

グラフ上で値をプ□ットする際に使ラ点の形 (□ 、 X 、 •） 

を指定します。 


3. 嗟)/度)を使って設定を変更したい項目に反転表示を移動し、ファンクションメニューに 
表示される選択肢の中か5希望するちのを選ぶ。 

• StatGraph 1 .Graph Type、Mark Type の各項目に対する選択肢については、「グラ 
フ描画設定画面を表示するには」 （6-2 ページ)をご覧ください。 

• XCellRan 邑已、 YCellRan 呂 e 、 Frequency の設定を変更したい場は、変更したい項目 
に反転表示を移動したうえで直接セル範囲を入力するか、回 KELL )( Frequency では 
回 （ CELL )) を選んで現在入力されている内容を編集します。セル範囲の入力時は、回 
(:)を巧して区切り記号(:）を入力できます。 

4. 必要な設定び済んだ5、厕または國を巧す。 


■ 統計計算 ( CALC ) の操作例 


「統計グラフ （ GRPH ) の操作例」 （9-1 目ぺージ)で使用した下記のデータをそのまま使用し、2 
変数統計計算を実行します。 

0.5, 1.2, 2.4, 4.0，巳.2 (ズデータ） 

-2.1, 0.3, 1.5, 2.0, 2.4 ( y データ） 
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• 2 を数統計計算を実巧するには 


1. 前記の； C データをスフレツドシートの A 1: A 己に、 y デー 
夕を B 1 旧己の範囲にそれぞれ入力し、データを入力し 
た範囲のセル ( A 1 旧己）を選択する。 



2. 固 （>) 回 （ CALC ) を巧して CALC メニューを表示し、 
回 (2 VAR ) を巧す。 

•手順1で選択した範囲のデータに基づ<、2変数統計 
計算の結果画面(統計値の一覧)が表示されます。®/ 
度)を使って、結果画面をスク□-ル表示することが 
でさます。画面を閉じるには厄肝)を巧します。 


2-Uariable 
子 - =2.66 
む =13.3 
む a =50.49 
Ktfn =1.7 305051 
Ktfn-i= 1.9 4370779 
n =己 i 


• この画面上の各統計値の意昧については、「2変数統計 
の計算結果を数値で表示する」 （6- 1巨ページ)をご覧く 
ださい。 


3. スプレツドシート画面に戻るには、画 n を巧す。 


■ 統計計算のデータ範囲指定画面の操作 

統計計算に使ラデータの範囲指定は、専用の設定画面(統計グラフの描画設定画面とは別の画 
面)で行います。 


• 統計計算のデータ節囲指定を巧うには 

1.統計計算に使ラデータをスプレツドシートに入力し、その範囲のセルを選択する。 


2. 固 （>) 回 （ CALC ) 画 （ SET ) を巧す。 
-次のよラな設定画面び表示されます。 


了广 Fr-e-=i : BTTIES 
2Uar XCell ： ni ： n5 
2Uar VCell ： El ： E5 
2Uar Fres :1 


[cell 


•手順 1 で選択していたセル範囲の列数に応じて、設定画面の次の項目に、セル範囲び自 
動入力されます。 


選択していた列数 

自動入力される項目 

1 

1 Var XCell と 2 Va「XCell 

2 

1 Var Freq と 2 Va「YCell 

3 

2 Var Freq 
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• この画面の各項目の設定内容は、次の通りです。 


項目名 

設定内容 

1 Var XCell 

1 Var Freq 

ここで指定されているセル範囲のデータを、 1 変数統計 
計算を行う際の変数んおよび度数(杆 equency ) として 
使います。 

2 Var XCell 

2 Var YCell 

2 Var Freq 

ここで指定されているセル範囲のデータを、2変数統計 
計算を行う際の変数ん変数 y 、 および度数 ( Frequency ) 
として使います。 


3. セル範囲を変更したい場合は、を使って変更したい項目に反転表示を移動し、新 
しいセル範囲を入力する。 

-セル範囲の入力時は、回（:)を巧して区切り記号(:)を入力できます。 

•直接セル範囲を入力する L ソ外に、回に ELL )( lVa 「 Freq と 2 Va 「 Freq では回 
( CELL )) を選んで現在入力されている内容を編集します。 

4. 必要な設定び済んだ5、尼而または國を巧す。 


■ STAT モー ドと S • SHT モー ドの フアン クシ ヨン メニ ユー巧応一覧 

STAT モード、 S-SHT モードともに、統計グラフの機能にはに RPH し統計計算/回帰計 
算の機能にはに ALC } の各フアンクシヨンメニューからアクセスします。これ5のメニュー 
内のサブメニュー構成は、 STAT モード、 S • SHT モードみ通です。各メニュー項目につ 
いて詳しくは、下表の参照先をご覧ください。 


メニュー項目 

参照先 

{ GRPH } - { GPH 1} 

「統計グラフの描画設定について」 （6-1 ぺージ） 

{ GRPH } - { GPH 2} 

{ GRPH } - { GPH 3} 

{ GRPH }- に EL } 

「グラフを描く/描かないを設定するには」（目-3ぺージ） 

{ GRPH } - { SET } 

「統計グラフの描画設定について」 （6- 1ぺージ） 

「グラフ描画設定を行う」 （6-1 ぺージ） 
r グラフ描画設定画面を表示する口ま」 （6-2 ぺージ） 
r 統計グラフの描画設定画面の操作」 (9-1 6ページ） 

{ CALC } - {1 VAR } 

n 変数統計の計算結果を数値で表示する」（目-7ページ） 

に ALC } - {2 VA 刊 

「2変数統計の計算結果を数値で表示する」（目-16ページ） 

{ CALC } - { REG } 

「回帰タイプと回帰グラフ」 （6-1 2ページ） 

{ CALC }- に ET } 

r 統計計算のデータ範囲指定画面の操作」 (9-1 8ページ） 
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5. S • SHT モードでのメモリー機能 

スプレッドシート上のデータを本機の各種のメモリー(変数メモリー、リストメモリー、ファ 
イルメモリー、行列メモリー、ベクトルメモリー）に書き込んだり、各種メモリーのデータを 
スプレツドシート上に呼び出したりすることびでさます。 


■ スプレツドシート上のデータをる種メモリーに書を込む 

下表は、データを書を込む対象となるメモリー別の書を込み操作の概要です。詳しい操作手 
順は、後述の操作例をご覧ください。 


巧象メモリー 

書き込み操作の概要 

変数メモリー 
( A ~ Z 、 r 、 が 

単ーセル内のデータを、変数メモリーに書き込みます。セル1 
つを選択した状態で画 （ D >) 画 （ ST 0) 回 ( VAR ) を巧し、表お 
される画面で変数名を指定することで、書き込みを実行します。 

リストメモリー 
(List 1 -List 2巨） 

1行または1列のセルに格納されているデータを、リストメモ 
リーに書さ込みます。1行または1列のセルを選択した状態で 
固 （>) 圆 （ ST 0) 回 （ UST ) を巧し、表示される画面でリスト 
番号を指定することで、書き込みを実行します。 

ファイルメモリー 
(File 1 -File 巨） 

複数行、複数列の範囲のセルに格納されているデータを、ファ 
イルメモリーに書き込みます。セル範囲を選択した状態で画 
(>) 画 （ ST 0) 画 ( FILE ) を巧し、表示される画面でファイル番 
号を指定することで、書き込みを実行します。 

選択したセル範囲の1列目び List 1、2歹 U 目が List 2 ...という 
形で、指定ファイルへのデータの書を込みび行われます。 

行列メモリー 
(Mat A 〜 Mat Z ) 

複数行、複数列の範囲のセルに格納されているデータを、行列 
メモリーに書き込みます。セル範囲を選択した状態で画（杉） 
画 （ ST 0) 画 ( MAT ) を巧し、表示される画面で行列名を指定す 
ることで、書き込みを実行します。 

べクトルメモリー 
(Vet A~Vct Z ) 

1行または1列の範囲のセルに格納されているデータを、べク 
トルメモリーに書き込みます。1行または1列のセルを選択し 
た状態で画い）画 （ ST 0) 固 ( VCT ) を巧し、表示される画面 
でベクトル名を指定することで、書き込みを実行します。 


重要 

データが何も格納されていないセルや、テキストび格納されているセル、 " ERROR " び表示 
されているセル(またはセル範囲）を指定して各種メモリーへの書を込み操作を行ラと、メモ 
リーの種類に応じて次のよラな動作となります。 

• 書き込み先が変数メモリーの場合は、エラーとなります。 

•書さ込み先がリストメモリー、ファイルメモリー、行列メモリーまたはベクトルメモリーの 
場合は、該当セルの値がすべて0として書を込みび行われます。 
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• 操作例：ある列のデータをリストメモリーに書を込むには 


1. リストメモリーに登録したいデータが格納されている、1列のセルを選択する。 
-例えば A 1: A 1 0の範囲など、1列内のセル範囲を選択します。 


2. 固 （>) 圆 （ STO ) 回 （ LIST ) を巧す。 

•次のよラな画面が表示されます。このとさ、手順1で 
選択したセルび " Cell Range " 欄に自動入力されます。 


Store 

mm 


In List Memory 
"な； rrr 


3. 度)を巧して、 " List [1~2 巨]"の行を反転表示状態にする。 

4. データを書を込みたいリストメモリーのリスト番号 （1 〜2巨）を入力し、國を巧す。 

•次の操作を行うと、ここで指定した番号のリストメモリーが 、 "Cell Ran 邑 e " 欄で指定さ 
れている範囲のデータによって上書をされます。 

已.書き込みを実行するには、岡 （EX 口または岡を巧す。 


■る種メモリーのデータをスプレツドシート上に呼び出ず 


下表はデータの呼び出し元となるメモリー別の、呼び出し操作の概要です。詳しい操作手順 
は、後述の操作例をご覧ください。 


巧まメモリー 

呼び出し操作の概要 

リストメモリー 
(List 1 -List 2巨） 

指定したリストメモリーのデータを、1行または1列のセルに呼 
び出すことびできます。呼び出し先の先頭セルを選択した状態で 
画 （>) 画 （ RCL ) 回 （ LIST ) を巧し、表おされる画面でリスト蚕 
号を指定することで、呼び出しを実行します。 

なお、呼び出しが列方向と行方向のどち5に行われるかは、セッ 
トアップの" Move "(1-29 ぺージ)の設定状態に依存します。 

ファイルメモリー 
(File 1 -File 目） 

指定したファイルメモリーのデータを、指定したセルを起点(左 
上端）に呼び出すことができます。呼び出し先の起点セルを選択 
した状態で画い）回 （ RCL ) 回 （ FILE ) を巧し、表示される画面 
でファイルメモリー番号を指定することで、呼び出しを実行しま 
す。 

行列メモリー 
(Mat A~Mat Z ) 

指定した行列メモリーのデータを、指定したセルを起点(左上端） 

に呼び出すことびでさます。呼び出し先の起点セルを選択した状 
態で画〇)画 （ RCL ) 画 ( MAT ) を巧し、表示される画面で行 
列名を指定することで、呼び出しを実行します。 

べクトルメモリー 
(Vet A~Vct Z ) 

指定したべクトルメモリーのデータを、1行または1列のセルに 
呼び出すことびでさます。呼び出し先の先頭セルを選択した状態 
で画 （>) 回 （ RCL ) 回 ( VCT ) を巧し、表示される画面でべクト 
ル名を指定することで、呼び出しを実行します。 
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• 操作側：巧列メモリーのデータをスプレツドシートに呼び出すには 

1. データの呼び出し先として指定したいセル範囲の最も左上端のセルを選択する。 

2. 固 （>) 回 （ RCL ) 网 （ MAT ) を巧す。 


•次のよラな画面が表示されます。このとき、手順1で 
選択したセルび"1 St Cell " 欄に自動入力されます。 


Recall From Mat Mem 



am$ 


eTT 



3. データを呼び出したい列メモリー名 ( A 〜 Z ) を入力し、画を巧す。 

4. 呼び出しを実行するには、固 （EX 口または画を巧す。 

重要 

•リストメモリー、ファイルメモリー、行列メモリー、またはベクトルメモリーを呼び出すと 
きに、スプレッドシートの範囲内 ( A 1: Z 999) に収ま5ないような指定を行った場 S ま、ェ 
ラーとなり呼び出しび実行されません。 
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第 10 章 eActivity ( イー . アクティビティ） 

eActivity を使うと、文字や数式を自由に入力してファイルに保存しておくことびでさます。 
eActivity ファイルには文字や数式のほかに、グラフや表など本機の各種機能モードのデータ 
を「ストリップ」といラお式で埋め込んでおくことちでさます。 



eActivity を使うと、例えば先生は数学の例題や、解法のヒントなどを作成して、生徒に配布 
することびでさます。また生徒は、問題と解をメモしてファイルに保存するなどの使い方び 
でをます。 

重要 

• fx - 7400 GII 、 fx -97 已 0 GII には、 e • ACT モードは技0ません。 


I eActivity の概要 

メインメニューか 5e • ACT モードに入ると、はじめにファイルー覧画面び表示されます。 


eflct List [ ] 


eflct List [ ] 

Ho Files 


■■ゴ u ■。ゴ 

[ 巧 LDE&] 

C0HICS.32e : 740 

GE0.32e : 260 

GRRPH.g2e : 6 日日 

IHTEG.32e : 6 斗 8 ん 


e • ACT モードに保存済みの e • ACT モードに保存済みの 

ファイルび1つちない場合 ファイルがある場合 


10-1 
























e • ACT モードでファイルを開くと表示されるのが「作業画面」です。この画面を使ってテキ 
ストや計算式などを入力、編集することができます。 


テキスト行 


計算行 



======SAMPLE1 ===: 

An eflctivity file 
can contain text 
along with 
application data. 


Draw a graph 


白 RPH 


Calculation is also 
available in an 
eRctivity file. 


sin 


音〕 

Rns+123 


2 


cos 


71 


2 


1 

124 


Rns-1 


123 


> 本機の表示範囲 

ストリップ 


連続演算停止行 


eActivity ファイルに入力することが可能なデータは、次の通りです。 


テキスト行 . 文字や数字、式などをテキストとして入力することができます。 

計算行 . 計算行で計算を行います。計算式を入力し、次の行に計算結果を得る 

ことびでさます。自然入出カモード時の RUN • MAT モードと同様の 
計算がでさます。 

連続演算停止行 . 指定した位置で連続演算を停止することができます。 

ストリップ . ストリップを使うと、 eActivity フアイルに GRAPH モード、 

CONICS モード 、 S • SHT モードなど本機の各種機能モードのデー 
夕を埋め込むことがでさます。 


2. © Activity のフアンクシヨンメニユ ー 


■ ファイルー覽画面のファンクシヨンメニユ ー 

• {OPEN} ... eActivity ファイルやフオルダーを開く 

• {NEW} ... 新規 eActivity ファイルを作成する 

• {DEL} ... eActivity ファイルを削除する 

• {SRC} ... eActivity ファイルの検索を行う 

• {SD}/{SMEM} ... ファイルー覧画面に表おするメモリーエリアを本体/ SD カードの間で切 

り替える ( SD 力ード搭載モデルのみ)。本体メモリー内のファイルー覧表お中はに□し 
SD カード内のファイルー覧表お中はに MEM } と表示される。 

•保存済みのファイルが1つもない場合は、回 （ NEW ) しソ外のファンクションメニューは表示 
されません。 

• e • ACT モードを初めて使用するときは、最ほ1 28 K バイトしソ上の保存メモリーエリアび 
必要です。十分な空さメモリーがない場合は 、 "Memory Full " エラーとなります。 


10-2 

























■作業画面のファンクシヨンメニュ ー 

作業画面でのファンクションメニューの表示内容は、現在どの行(またはストリップ)び選択 
されているかによって、一部が異なります。 

• 作業画面共通のメニュ ー 

- { FILE } ... ファイル操作関連の次のサブメニューを表おする 
- { SAVE } ... 編集中ファイルを上書き保存する 
- { SV - AS } ... 編集中ファイルに名前を付けて保存する 

- { OPT } ... 1 1-1 1ぺージ r 保存メモリーや SD 力ードメモリーを最適化する」を参照 
- { CAPA } ... 編集中ファイルのデータサイズと使用可能な残りメモリー容量を表示する 

• { STRP } ... ストリップを挿入する 

• { JUMP } ... カーソル移動先を指定する次のサブメニューを表示する 

• { TOP }/ 旧 TM }/{ PgUp }/{ PgDn } ...(10 已ぺージ） 

- { DEL - L } ... 現在選択されている（またはカーソルのある)行を削除する 

- { INS } ... 現在選択されている（または力ーソルのある)行の手前に新規の1行を挿入するため 
の、次のサブメニューを表示する 

- { TEXT } ... テキスト行を挿入する 
-に ALC }... 計算行を挿入する 
- { STOP } ... 連続演算停止行を挿入する 

• {► MAT } ... MAT エディター (10-7 ぺージ) / VCT エディター (10-7 ぺージ)を呼び出す 
- {► LIST } ... リストエディター （10-7 ページ)を呼び出す 

• テキスト巧選が時のメニュ ー 

- { TEXT } ... 現在の行を、テキスト行か5計算行に切り曾える 
- { CHAR } ... 数学記号や特殊記号、各国語文字の入カメニューを表おする 

- { AOa } ... 应固を巧した直後、または画司应 i を巧した後のアルファ□ック状態のとき、大 
文字とル文字の入カモードを切り替える 

• { MATH } ... MATH メニューを表示するり-12ぺージ） 

• 計算巧/連続演算停止巧選択時のメニュ ー 
-に ALC } ... 現在の行を、計算行か5テキスト行に切り替える 

• { MATH } ... MATH メニューを表示するり-12ぺージ） 

• スト IJ ップ選巧時のメニュ ー 

- { FILE } ... ファイル操作関連の次のサブメニューを表おする 

• { SAVEWSV . ASWOPT }/ に APA } ... 「作業画面共通のメニュー」の { FILE } 内の各サブ 

メニューと同様 

-巧に E }... 現在選択されている力ーソル位置のストリップのサイズを表示する 

• { CHAR } ... 「テキスト行選択時のメニュー」のに HA 刊と同様 
- { AOa } ... 「テキスト行選択時のメニュー」の { A 03} と同様 
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3. © Activity ファイルの操作 

eActivity の各種ファイル操作について説明します。於下のすべての操作は、ファイルー覧画 
面で行います。 

なおここでは、フオルダーの操作については説明していません。フオルダーの作成など、 
フオルダーに関する各種操作については、「第11章メモリーマネージ中一」をご覧くださし、。 


• 新規ファイルを作ぶするには 

1. ファイルー覧画面で回 （ NEW ) を巧す。 

• ファイル名の入力画面び表示されます。 

2. ファイル名を8文字じ(内で入力し、國を巧す。 

-空白の作業画面び表示されます。 

• ファイル名として使用でさる文字は次の通りです。 
A 〜 Z 、 しし’、~、〇〜9 


eflctivity Name 
[A ] 

====== 日 SOLUE — 

カーソル 


• ファイルを開ぐには 

嗟)/度)を使って開きたいファイルを選択し、回 （ OPEN ) または國*を巧します。 

* エラーび起きた場合は、キャプチャーメモリーとクリップボードのデータを削除するか、パ 
ソ コンへ データを移動してみてください。 


• ファイルを削除するには 

1. み/度)を使って削除したいファイルを選択し、圆 （ DEL ) を巧す。 

• "Delete eActivity ?" といラ確認画面が表示されます。 

2. 削除して良い場合は回 ( Yes ) を、削除しない場合は固 （ No ) を巧す。 


• ファイル巧巧索するには 

1. ファイルー覧画面で画 （ SRC ) を巧す。 Search 

-ファイル検索画面が表示されます。 3 

2. 検索したいファイルのファイル名の一部(または全部)を入力する。 

•ファイル名の文字は左からちに検索されます。 IT と入力すると、 ITXX 、 ITA 日 C 、 
ITl 23のよラな名前び検索されますび、 XXIT 、 A 目 ITC などは検索されません。 

3. 國を巧す。 

•手順2で入力したテキストに合ラ名前が見つかると、 

ファイルー覧画面上でそのファイルび選択されます。 


eRct List [ 
SAtr にし 32e : 




•該当ファイルが見つからなかった場合は 、 "Not Found " というメッセージが表示されま 
す。區而を巧して、メッセージ画面を閉じてください。 
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4. データの入力と編集 

ここで説明する操作は、すべて eActivity の作業画面で行います。 「 eActivity ファイルの操 
作」 （10-4 ぺージ)をご覧になり、新規ファイルを作成するか、既存のファイルを開いておい 
て < ださい。 


■ 力ーソルの巧動とスク□—ル操作 


この操作を行うには： 

この キーを 巧ず： 

カーソルを前後の行に移動する 

み、® 

1画面手前にスク□—ルする 

画回嗟)または 

固 （>) 回 ( JUMP ) 画 ( PgUp ) 

1画面先にスク □ ールする 

画回度)または 

固 （>) 回 ( JUMP ) 画 （ PgDn ) 

作業画面の先頭にカーソルを移動する 

圃 (>) 回 ( JUMP ) 回 ( TOP ) 

作業画面の末尾にカーソルを移動する 

固 (>) 回 ( JUMP ) 回 ( BTM ) 


■テキスト巧への入力を巧う 

文字や数字、式などをテキストとして入力したいときは、テキスト行を使います。 


• 文字や式をテキストとして入力するには 

1. テキスト行にカーソルを置く。 

•力ーソルびテキスト行にあるときは、フアンクシヨンメニユーの F 3 に" TEXT " と表示さ 
れます。この状態で、テキストを入力することがでさます。 


テキスト行のカーソル表示 


======nCTl ======= 

Fctivity-1 

sir ■音 

1 

2 

Sh? BEJ PFekT HiEU rT~ 


画の" TEXT " は、テキスト行を表します。 


-フアンクシヨンメニューの F 3 に" CALC " と表示されているとき、カーソル位置は計算行 
です。この場合は、画に ALC ) を巧すと、テキスト行に切り替わります。 

•ストリップび選択されている場合は、嗟)、度)を使って力ーソルをテキスト行に移動し 
ます。 


• フアンクシヨンメニユーで { INS } 一 { TEXT } を選んで、現在力ーソルのある行の手前に新 
規テキスト行を挿入することもできます。 

2. 文字や式などを入力する。 

-「テキスト行での入力/編集操作について」（10-目ぺージ)をご覧ください。 
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• テキスト巧での入力/編集操作について 


•テキスト行には、1行に2己己バイトまで入力可能です。テキスト行に入力したテキストは、 
画面のち端で自動的に巧り返して表示されます。ただし、テキスト行に入力した数式やコ 
マンドは折り返し表示されません。 *1 画面幅に収ま5ない入力を行ラと、行の左ち端にスク 
□ —ルマーク（ィ ►) び表术されます。この場合は、左ち力ーソルキーを使って左ちにスク 
□ールすることがでさます。 

•固 （ Aoa ) を巧すと、大文字とル文字の入カモードを切り曾えることができます。この機 
能は、アルファベットび入力可能な状態でのみ有効です。詳しくは 2-7 ぺージをご覧くださ 
し、。大文字入力時の力ーソルは"が、ル文字入力時の力ーソルは"ぶ’となります。 

•國を押して、テキスト行に改行を入力でさます。改行マークは表示されません。 

•テキスト行で画を巧すと、現在カーソルのある行だけびクリアーされます。一続さのテキ 
ストび自動巧り返しによって複数行にわたっている場合でも、画を巧したときにクリアー 
されるのは、現在カーソルのある1行だけです。 

-テキスト行での式の入力は、常に自然入出カモード （1-10 ページ)での入力となります。 

*1 同様に、画に HAR ) を巧すと表おされる画面か5入力した"’"、 " {"、または" m " を含 
む語は、巧り返して表示されません。 


■計算巧への入力を巧ラ 

eActivity の計算行に計算式を入力して國を巧すと、次の行に計算結果が表おされます。こ 
のように計算行は、 RUN • MAT モード （1-3 ぺージ）と同じように使うことびできます。計 
算行は、入力した計算式と計算結果の2行で1セツトです。 

•計算行では、自動折り返し機能は働さません。画面幅に収ま5ない入力を行ラと、行の左ち 
端にスク □ —ルマーク（イ ►) が表のされます。この場合は、左ち力ーソルキーを使って左ち 
にスク□ールすることびでさます。 


• 計算巧の入力を巧うには 

1.計算行にカーソルを置く。 

-力ーソルが計算行にあるときは、フアンクシヨンメニユーの F 3 に" CALC " と表示されま 
す。この状態で、計算式を入力することびでさます。 



画の" CALC " は、計算行を表します。 

• フアンクシヨンメニューの F 3 に" TEXT " と表示されているとき、力ーソル位置はテキス 
卜行です。この場合は、画 ( TEXT ) を巧すと、計算行に切り替わります。 

•ストリップが選択されている場 S ま、み、度)を使って力ーソルを計算行に移動します。 

• フアンクシヨンメニューでり NS } 一に ALC } を選んで、現在力ーソルのある行の手前に新 
規計算行を挿入することちでさます。 
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2. 計算式を入力する(例：画圆函國(几)®固) 



ファンクシヨンメニューか 5{^ MAT } を選ぶと、 MAT エディターを呼び出すことがでさま 
す。 

e • ACT モードでの MAT エディター操作や行列計割ま、 RUN • MAT モードと同じ要領で 
実行することがでをます。 MAT エディターの使いちや行列計算の操作については、「行列計 
算」 （2-3 目ぺージ）をご覧ください。なお e* ACT モードの MAT エディター、行列計算は、 
RUN•MAT モードとは次の点が異なります。 

• e • ACT モードでは、行列メモリーにはファイルごとに独立した値び保持されます。 
e • ACT じ(外のモードか5呼び出した場合の行列メモリーとは異なります。 


• VCT エディターを利用したべクトル計算について 

ファンクシヨンメニューから {► MAT } を選ぶと、 VCT エディターを呼び出すことびでさま 
す。 

e • ACT モードでの VCT エディター操作やべクトル計算は、 RUN • MAT モードと同じ要 
領で実行することができます。 VCT エディターの使い方やべクトル計算の操作については、 
「ベクトル計算」に-4日ぺージ)をご覽ください。なお e-ACT モードの VCT エディター、ベ 
クトル計算は、 RUN • MAT モードとは次の点が異なります。 

• e • ACT モードでは、べクトルメモリーにはファイルごとに独立した値び保持されます。 
e • ACT じ(外のモードから呼び出した場合のべクトルメモリーとは異なります。 


• U ストエディターを利用した IJ スト計算について 

フアンクシヨンメニューか Si ^ LIST } を選ぶと、リストエディターを呼び出すことびでさま 
す。 


e • ACT モードのリストエディターは、 STAT モードのリストエディターと同様の操作で 
使うことびできます (3-1 ぺージ「リストの入力と編集」）。またリスト処理やリスト計算は、 
RUN • MAT モードと同じ要領で実行することができます (3 -已ページ「リストデータを操作 
する」、 3-1 0ぺージ「リストを使った四則演算」）。なお e • ACT モードのリストエディター、 
リスト計算は、他のモードとは次の点が異なります。 


• e • ACT モードのリストエディターのフアンクシヨンメニューは、 STAT モードのリスト 
エディターのフアンクシヨンメニューの2画面目のみを備えています。 
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• e • ACT モードでリストエディター表示から作業画面に戻るには、區图を巧します。 

•e*ACT モードでは、リストメモリーにはファイルごとに独立した値が保持されます。 
e • ACT じ(外のモードから呼び出した場合のリストメモリーとは異なります。 


■ 連続演算停止巧を挿入ずる 

作業画面に複数の計算行びあるとき、ある計算行の式を編集して画を巧すと、それ於降のす 
ベての計算行の式が再計算されます。計算行びをいとをや、複雑な計算式を含む計算行びあ 
る場合、再計算には時間びかかります。「連続演算停止行」は、挿入位置でこの再計算を停止 
させる働きびあります。画を巧したとを、連続演算停止行まで再計算が行われた後、演算び 
停止します。 


• 連続演算停止巧を挿入するには 

フアンクシヨンメニユーでり NS } 一に TOP } を選ぶと、現在選択されている行（またはスト 
U ップ)の手前に連続演算停止行が挿入されます。 


■ストリップを使う 

ストリップは、内蔵アプリケーション(機能モード)のデータを eActivity ファイルに埋め込む 
ためのツールです。1つのストリップは必ず内蔵アプリケーションの1画面に対応し、その 
画面で操作したデータ（グラフなど）を記憶することびでさます。 

ストリップとして挿入可能なデータは、次の通りです。「ストリップ名」は、回 （ STRP ) を巧 
すと表示されるポップアップウインドウ上の名称です。 

ストリップのデータ種類一覧 


データの種類 

ストリップ名 

RUN • MAT モードの演算画面データ ( eActivity か5呼び出し 
た場合の RUN • MAT モードは、自然入出カモードで起動しま 
す。） 

Run ( Math ) 

GRAPH モードのグラフ画面のデータ 

Graph 

GRAPH モードのグラフ関数式リスト画面のデータ 

Graph Editor 

TABLE モードのテーブル関数式リスト画面のデータ 

Table Editor 

CONICS モードのグラフ画面のデータ 

Conics Graph 

CONICS モードの関数式リスト画面のデータ 

Conics Editor 

STAT モードの統計グラフ画面のデータ 

Stat Graph 

STAT モードのリストエディターのデータ 

List Editor 

EQUA モードの計算結果画面のデータ 

Solver 

RECUR モードの漸化式タイプ選択画面のデータ 

Recur Editor 

Notes 画面のデータ （ Notes は eActivity 専用アプリケーシヨン 
です。詳しくは 「 Notes ストリップについて」 (10-10 ぺージ）を 
ご覧ください。） 

Notes 
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データの 種類 

ストリップ名 

RUN • MAT モードの MAT エディターのデータ 

Matrix Editor 

RUN • MAT モードの VCT エディターのデータ 

Vector Editor 

EQUA モードの連立方程式計算結果画面のデータ 

Simul Equation 

EQUA モードの高次方程式計算結果画面のデータ 

Poly Equation 

DYNA モードのグラフ画面のデータ 

Dynamic Graph 

TVM モードの計算結果画面のデータ 

Financial 

S • SHT モードのスプレッドシート画面のデータ 

Spreadsheet 

E-CON3 または E-CON2 モードのセットアップウィザード 
つ 夕 

Econ SetupWizard 

E-CON3 または E-CON2 モードのアドバンストセットアップ 
つ 夕 

Econ AdvancSetup 

E-CON3 または E-CON2 モードのアドバンストセットアップ 
つ 夕 

(このストリップを実行すると即座に、ストリップを最初に実行 
したときに記録された情報に基づいて、サンプリングび開始され 
ます。） 

Econ Sampling 

E-CON3 または E-CON2 モードのアドバンストセットアップ 
つ 夕 

(このストリップを実行すると、ストリップを最初に実行したと 
をに記録された情報に基づいて、グラフが描画されます。 

Econ Graph 


•スト U ツプを}串入するには 

1.ストリップを挿入したい位置に力ーソルを移動する。 


====== 日 RflPHl == 

GRAPH STRIP TEST 

I ； が- 1 


00? HTtJ [tekT HiEU \~T~ 


2. 回 ( STRP ) を巧す。 

-挿入可能なストリツプの種類一覧びポツプアツプウイ 
ンドウに表示されます。このウインドウへの表示名と 
データ種類の対応は、「ストリップのデータ種類一覧」 
(10-8 ページ)をご覧ください。 




raph 

Graph Editor 
Table Editor 
Gs Graph 


Coni 。 

fanjHiaji 


ん 


TEKT 




3 . 度)、嗟)を使って、ストリップとして挿入したいデータの種類を選択する。 

-ここでは例として Graph(GRAPH モードのグラフ画面のデータ）を選びます。 

4. 國を押す。 

• 指定した種類のストリップ(ここでは Graph ストリップ)が、手順 1 のカーソル位置の 1 
つ前の行に挿入されます。 
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已.ストリップのタイトルを 1 巨文字しソ内で入力し、画を 
巧す。 


6RRPH STRIP TEST 


臣 = GRAPH TGRPH 




6 .ストリップのデータ作成を開始するには、もラ1度國を巧す。 

•ストリップに対応する内蔵アプリケーション（ここで ^ 
は GRAPH モード）が起動し、グラフ画面が表示され 
ます。この時点では何ちデータびない状態なので、空 
のグラフ画面だけが表示されます。 


-ここか5手順9までは GRAPH モードと同様の操作となりますが、あくまで eActivity か 
5 GRAPH モードを呼び出して実行している操作である点にご留意ください。 

7. 區田を巧してグラフ関数式リスト画面に切り替える。 

8. 関数式を入力する。 


(例 ： Y 二 yX 2-1) 


9. 固 （ DRAW ) を巧す。 

•入力した関数式に従って、グラフが描画されます。 


Graph Func ： V= 


VI 日去が-1 [― ] 




10. eActivity の作業画面に戻るには、画回曰（目〇を巧す。 


-手順8で描画したグラフのデータが、この Graph ストリップに保存されます。 

•ここで保存したグラフデータはこの Graph ストリップのみとリンクしており、メインメ 
ニューか5選択して各モードを起動した場合のデータとは独立しています。 

11. ここで再度國を巧すとグラフ画面び表示され、このストリップに保存されているグラ 
フび描画される。 


• Notes ストリップについて 

" Notes " は eActivity でのみ使用可能なテキストエディターで、長文の説明を作業画面か5 
独立させたい場合などに便利です。作業画面に挿入した Notes ストリップか5呼び出すこと 
びできます。 Notes 画面での入力/編集操作は、 eActivity のテキスト行の場合と同様です。 
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Notes 画面のファンクシヨンメニューは、次の通りです。 

- {JUMP} ... ヴブメニューで回 ( TOP ) を選択するとデータの先頭に、回 （ BTM ) を選択す 
るとデータの末尾に、圆 （ P 邑 Up) を選択すると 1 画面先に、画 （ P 昼 Dn) を選択すると 
1画面手前に移動する 

• {DEL-L} ... 現在選択されている（またはカーソルのある)行を削除する 
- {INS} ... 現在カーソルのある行の手前に新規の1行を挿入する 

• {MATH} ... MATH メニューを表示するり-12ぺージ） 

- {CHAR} ... 数学記号や特殊記号、各国語文字の入カメニューを表おする 

• { AOa } ... 匹固を巧した直後、または画司匹 i を巧した後のアルファ□ック状態のとき、大 

文字とル文字の入カモードを切り曾える 


•ストリップのタイトルを巧更するには 

1. 度)、 ® を使って、タイトルを変更したいストリップを選択する。 

2. 新しいタイトルを1巨文字しソ内で入力し、國を巧す。 

• 1文字目を入力した時点で元のタイトルは消去され、新しい文字が入力されます。元の 
タイトルの一部を修正したい場合は、はじめに®または®を巧します。 

•國を押す代わりに画!)を巧すと、新しいタイトルの入力びキャンセルされ、元のタイ 
トルのままとなります。 


•ストリップか6アプリケーシヨン画面を呼び出すには 

度)、 ® を使って、呼び出したいストリップを選択し、國を巧します。 

選択したストリップに対応したアプリケーション画面が表示されます。データを保存済みの 
ストリップの場合は、最後に保存したときの状態び呼び出されます。 

描画するグラフのデータを登録していない Conics Graph ストリップを選択して画を巧し 
た場合は 、 Conics Graph 画面び表示される代わりに 、 Conics Editor 画面び表示されます。 


•ストリップか6呼び出し中のアプリケーシヨン画面か S eActivity 作業画面に 
戻るには 

丽 i ] 円（み）を巧します。 

画固因（巧）を巧すたびに、ストリップか5呼び出して最後に表示していたアプリケーシヨ 
ン画面と、 eActivity 作業画面の間で表示が切り替わります。 


•ストリツプか6呼び出し中のアプリケーシヨン画面か6化のアプリケーシヨン画 
面に切り替えるには 

画因区)（直ら）を巧します。表示されるポップアップウインドウで、度)、 ® を使って切り曾 
え先のアプリケーション画面名を選択し、國を巧します。 


•ストリップメモリーほ用画面を表示するには 

1.®、 ® を使って、メモリー使用状況を確認したいストリップを選択する。 
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2. 回 （ FILE ) 固 （ S 亿 E ) を巧す。 

-現在選択されているストリップのメモリー使用画面が 
表示されます。 


3.メモリー使用画面を閉じるには、區のを巧す。 


• 巧/ストリップを削除するには 

1. 削除したい行またはストリップにカーソルを移動する。 

-計算行にカーソルを移動した場合は、計算式と計算結果の1セット分が削除対象となり 
ます。 

2. 固 （>) 回 （ DEL - L ) を巧す。 

•削除して良いかを確認する画面が表示されます。 

3. 削除して良い場合は回 ( Yes ) を、削除しない場合は画 （ No ) を巧す。 



1-11-.T A 


品 

strip Data Size 


TI 

376 Bytes 


V ： 

因 

Press ： [EXIT] 


71 

關 ■aillKf ICIFT DfllJITaWJ 



■ファイルを保存ずる 

作業画面での各種データの入力/編集操作が済んだ5、ファイルを保存します。 

0 S パ’ージョン2.0しソ降の eActivity ファイルには、拡張子"邑 2 e " のファイルびあります。本 
書で説明している各機種 (0 S バージョン2.0しソ降の 0 S を搭載した電卓)を使って、次の操作 
で保存した eActivity ファイ j レの拡張子は、必ず"邑 2 e " となります。 

-新規作成したファイルを保存した場合 

-回 （ FILE ) 回 （ SV ， AS ) の操作により別ファイルとして保存した場合 

拡張テが" gle " のファイル(旧パ’ージョンの電卓か5転送した eActivity ファイル）を、本書 
で説明している各機種を使って保存した場合は、次の条件で拡張子がミ央まります。 

- 0 S パ’ージョン2.0於降で新規追加された機能爛数、コマンドは除く）のデータが含まれて 
いる場合は、拡張子は"邑 2 e " となります。 

ここで言う ros パ’ージョン 2.0 於降で新規追加された機能のデータ」とは、例えば 、厂や爪 
を含む形式の計算結果などを指します。 

-上記しソ外の場合は、拡張テは"呂 le " となります。 


• ファイルを上書を巧巧するには 

回 （ FILE ) 阿 （ SAV 口を巧すと、現在開いているファイルが上書き保存されます。 


• ファイル巧別ちで巧巧するには 

1. eActivity 作業画面で回 （ FILE ) 回 （ SV ， AS ) を巧す。 
• ファイル名の入力画面び表示されます。 
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2 .ファイル名を 8 文字しソ内で入力し、國を巧す。 

-もし入力したファイル名と同名のファイルがすでに存在する場合は、ファイルを上書き 
して良いかを確認するポップアップウインドウび表示されます。上書きして良い場合は 
回 （ Yes ) を、上書きせずにファイル名を入力し直す場合は画 （ No ) を巧します。固 
( No ) を選択した場 S ま、ファイル名入力画面に戻ります。 


重要 

•拡張子び"呂 2 e " のファイルは、パ’ージョン2.0よりちい 0 S の電卓に搭載されている 
eActivity では開くことはできません。 

•拡張子び" gle " のファイルを開いて、 0 S バージョン2.0しソ降で新規追加された関数を入力 
し、上書き保存した場合、拡張子が"呂 le " のままとなる場合があります。拡張子が"呂 le " 
のファイルはノ（ージョン 2.0 より古い 0 S の電卓に搭載されている eActivity でも開くこと 
びでさますび、 0 S バージョン2.0しソ降で新規追加された関数やコマンドを利用することは 
でさません。 


■ ©Activity メモリー使用画面を表巧ずる 

1つの eActivity ファイルの最大容量は、約29,已〇〇バイト*といラ制限があります。 
eActivity ファイルのメモリー使用画面で、作業中のファイルの使用容量と残り容量を確認で 
さます。 

* 実際の最大ファイルサイズ(容量)は、キヤプチヤーメモリーとクリツプボードメモリーの使 
用により29.巳00バイトより少ないことがあります。 


• eActivity メモリーほ用画面を表示するには 


作業画面で回 （ FILE ) 画に APA ) を巧します。 


Total Data Size 
1760 Eytes- 
Free Bytes 

20624 Eytes- 
Press ： [EXIT] 


ESDI? giBSP [opt ffiHJ 


团 


ファイルの使用容量 
残り容量 


メモリー使用画面を閉じるには、區图を巧します。 


• 作業画面か百ファイルー覧画面に戻るには 

作業画面で區田を巧すと、ファイルー覧画面に戻ることができます。 

このとさもし、ファイルを保存するかを確認するポップアップウインドウび表示された場合 
は、次のいずれかの操作を行ってください。 


この処理を行いたい場合は： 

この キーを 押ず： 

編集中の eActivity ファイルを上書き保存し、ファイルー覧画面に 
戻る 

回 ( Yes ) 

編集中の eActivity ファイルを保存せずにファイルー覧画面に戻る 

固 ( No ) 

eActivity 作業画面に戻る 

画 
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第 11 章メモリーマネージャー 


fx-98 巨 OGII SD/fx-98 巨 OGII/fx-98 巨 0G AU PLUS 

これ!5の機種は、メインメモリー （Main Memory ) と保存メモリー （Storage Memory ) の2 
つのメモリーエリアを備えており、メインメモリー内、および保存メモリー内のデータの表 
示、検索、削除、および2つのメモリーエリア間でのデータのコピーが可能です。 

メインメモリーは、データ入力、計算、プ□グラムの実行を行ラための作業エリアです。メ 
インメモリー内のデータは比較的安全に保存されますび、電池切れやフルリセットの実行時 
に削除されることびあります。 

保存メモリーには「フラッシュメモリー」び使用されており、電池び消耗したときでちデータ 
は安全に保持されます。通常は、長期間安全に保存したいデータは保存メモリーに保存し、 
必要に応じてメインメモリーに□ー ドします。 

• fx -98 巨 OGII SD では、 SD カードメモリーも利用可能です ( SD カードをカードス□ットに 
挿入した場合)。 

fx- 7400 GII/fx-97 已 OGII 

これらの機種は、メインメモリー内のデータの表示、検索、および削除の操作び可能です。 

重要 

• fx - 7400 GII / fx -97 已 OGII は、保存メモリーやカードス□ットを備えていません。ここで 
説明する操作のラち、保存メモリーと SD カードに関連した操作は実行でさません。 


1-メモリーマネージャーを®う 

メインメニューで MEMORY アイコンを選択し、 MEMORY モードに入ります。 

• fx - 7400 Gll / fx - 日7己 OGII では、ものようなメインメモ 
リー情報画面が表示されます。この画面の使い方につい 
ては、「メモリー情報画面」 （11-2 ぺージ）をご覧くださ 
し、。 


• その他の機種では、ちのよラなメニュー画面び表示され 
ます。 


• {MAIN} ... メインメモリー内の情報を表おする 
- {SMEM} ... 保存メモリー内の情報を表示する 

• {SD} ... SD 力ードメモリー内の情報を表おする ( fx -98 巨 OGII SD のみ) 

• {BKUP} ... メインメモリーのデータをバックアップする 
- {OPT} ... 保存メモリーまたは SD 力ードを最適化する 


Msmot-y Managsr 

FI ： Main Memory 
F2：Storage Memory 
F3：SD Card 
F4：Backup 
F 己： Optimization 
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メインメモリー 


回 （ MAIN ) 


Main Mem 


く MflT_UCT> 

く PRO 日 RflM> 
SETUP 

61600 Bytes 


■メモリー情報画面 

メモリー情報画面には、1度に1つのメモリーエリア（メインメモリー、保存メモリー、また 
は SD カードメモリー)の情報が表示されます。 

• fx - 7400 GII / fx -97 己 OGII が備えているのはメインメモ 
リーだけなので、メモリー情報画面には常にメインメモ 
リーの情報が表示されます。 


•その他の機種では、 MEMORY モードのメニュー画面で、表示したいメモリー情報画面に 
応じて次の操作を行います。 


保存メモリー 


回 ( SMEM ) 


Storage MemC 

■， 巧, B 巧 

[F0LDER2] 
DRTfll.aim : 
DflTR2.aim : 


932 


391346 Bytes Free 


SD 力ードメモ U - ( fx -98 巨 OGII SD のみ） 


圆 ( SD ) 


SD Card 

mm 

DflTfll.glm 

DflTfl2.glm 




248760 KBytes Free 


度)カーソルキーを使って反転表示の位置を移動し、各データタイプの使用容量(バイト 
数)を確認します。 

フアンクシヨンメニューの上の行に、表示中のメモリーエリア（メインメモリー、保存メモ 
リーまたは SD カードメモリー)の残り容量び表示されます。 

保存メモリーに初めてデータを保存すると本機は自動的に管理メモリーエリアを予約し、 
Tree " 値び目己己36バイト減少します。 

メインメモリー画面では、< >で括5れた項目はデータグループを表します。保存メモ 
リー画面では、 [] で括5れた項目はフオルダーをおします。 


反転表示位置をデータグループまたはフォルダーに移動して區)を巧すと、データグループま 
たはフォルダーの内容び表示されます。區田を巧すと、前の画面に戻ります。 

フオルダー内の表示中は、画面の1行目にフォルダー名が表示されます。 
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このメモリー情報画面を表示したいときは： このキーを押ず： 


WS 斗 0 
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メモリー情報画面に表示されるデータは、次の通りです。 

メインメモリー 


データ名 

内容 

ALPHA MEM 

変数メモリー 

< CAPTURE > 

キャプチャーメモリーグループ 

CAPT n (n 二 1 〜 20) 

キャプチャーメモリー 

CONICS *! 

COMCS 設定データ 

DYNA MEM*i 

ダイナミックグラフメモリー 

EQUATION 

方程式データ 

FINANCIAL *] 

財務計算データ 

< F - MEM > 

ファンクションメモリーグループ 

F-MEM n (n 二 1 〜 20) 

ファンクシヨンメモリー 

< G - MEM > 

グラフメモリーグループ 

G-MEM n ("二 1 〜 20) 

グラフメモリー 

< UST 円 LE > 

リストファイルグループ 

LISTn (n 二 1 ~2 目、および Ans ) 

リストメモリーとリスト用アンサーメモリー 

LIST FILE n (n 二 1 〜巨） 

リストファイル 

<MAT VCT > が 

行列/ベクトルグループ 

< MATRIX >*3 

行列グループが 

MAT n (n 二 A ~ Z 、 および Ans)*i 

行列メモリーと行列用アンサーメモリー 

VCT n (n 二 A ~ Z 、 および Ans ) が 

べクトルメモリーとべクトル用アンサーメモ 

U — 

< 円 CTURE > 

ピクチャーメモリーグループ 

円 CT n (n 二 1 〜 20) 

ピクチャーメモリー 

< PROGRAM > 

プ□グラムグループ 

各プ□グラム名 

プ□グラムデータ 

RECURSION *] 

漸化式データ 

SETUP 

セットアップデータ 

STAT 

統計結果データ 

< STRING > 

文字列メモリーグループ 

STR 打(打二 1 〜 20) 

文字列メモリー 

SYSTEM 

上記に含まれない、 0 S およびアプリケーショ 
ン巧有データ（クリップボード、リプレイ、履 
歴など） 

< S - SHEET > が 

表計算グループ 

各表計算名 

表計算データ 

各アドイン.アプリケーシヨン名が 

アプリケーション固有データ 

TABLE 

テーブルデータ 

< V - WIN > 

ビューウインドウメモリーグループ 

V-WIN n (n 二 1 〜 6) 

ビューウインドウメモリー 

Y = DATA 

グラフ式データ 


*1 fx - 7400 GII には含まれません。が fx - 7400 Gn / fx -97 已 OGII には含まれません。 
巧 fx -97 己 0 GII のみ。 
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保をメモリー、 SD 力ード*1 


データ名 

内容 

* .呂1 m または*.邑 2 m ファイル名 

メインメモリーか5保存メモリーまたは SD 力一 
ドメモリーに保存されたデータです。 ファイル 
名には拡張子". glm " または".邑 2 m " び付きます。 

eActivity データ名 

eActivity データ 

アドインソフトウエア名 

アドイン•アプリケーション、アドイン言語ま 

(アプリケーション、言語、メニュー） 

たはアドインメニュー 

フオルダー名 

[] で囲まれて表示されます。 

Unknown 

書さ込みエラーなどで使用不可能なエリア 


*1 保存メモリーまたは SD 力ードメモリーにデータび何もない場合は 、 "No Data " と表示 
されます。 


■ 巧をメモリーまたは SD 力ード上にフォルダーを作ぶずる 


• 新規フォルダーを作ぶするには 


1.保存メモリーまたは SD 力ードのメモリー情報画面で回 （ MlOF ) を巧し、フオルダー名 


入力画面を表のする。 

2. フオルダーに付けたい名前を最大8文字で入力する。 


Folder 

Name 

[A 

] 

mmmsM 

1 


• A 〜 Z 、 しし’、~、〇〜日の各文字だけび入力可能です。無効な文字を入力すると、 
"Invalid Name " エラーとなります。 


•入力した名前が既存ファイルですでに使用されている場合も 、 "Invalid Name " エラーと 
な0ます。 

•フォルダーの作成を取り消すには、画!)を巧します。 

3. 國を巧すとフオルダーび作成され、メモリー情報画面 
に戻る。 


giUT I 


393184 Bytes Free 


• フォルダーちをを更するには 

1. 保存メモリーまたは SD カードのメモリー情報画面で、名前を変更したいフォルダーを選 
択する。 

2. 网 （ RN ， F ) を巧して、フオルダー名変更画面を表示する。 
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3. フオルダーに付けたい名前を最大 8 文字で入力します 




main Mem 
►GRAPH 1 
►STATI 
STAT2 


己の 24 Bytes 


lExm 


Main Mem 

►STAT2 
►STAT3 
►TEST 

己の 24 Bytes 

Hoag Hag 


データを選択ずる 


回 （ SEL ) を巧すと、現在反転表示中の項目び選択されます。選択された項目の横に選択ポ 
インター （►) が表示されます。再度回 （ SEL ) を巧すと項目の選択び解除され、選択ポイン 
ターが消えます。 

必要に応じて複数の項目を選択でさます。 


回 ( SEL ) 


データグループまたはフオルダーを選択すると、その中にあるすベての項目び選択されま 
す。 


國 


データグループまたはフオルダーの中にある複数の項目を選択すると、各項目の横に選択ポ 
インター （►) が表示され、データグループまたはフオルダー名の横には白抜きの選択ポイン 
ター （[>) び表示されます。 


MEMORY モード初期画面に戻ると、すべての選択状態は解除されます。 
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Main Mem 

►ALPHA MEM : 696 

TPF? 06 RRn> : 1072 
SETUP : 100 

SYSTEM : 6Si 

己の 24 Bytes Free . 
Hoag Hag QSP 


Mam Mem 
►ALPHA MEM 


のら 


<™i6RRn> :1072 
SETUP : 100 

SVSTEM : 6Si 

己の 24 Bytes Free 

Fs^HiiMHag 皿 


Main Mem 

ALPHA MEM : の 6 
<LISTFILE> : .924 

I 獅剛細 

SVSTEM : 6Si 

50924 Bytes Free 


Rsnams 
[AOLDERl] 


• A 〜 Z 、 {，し’、 ~、 〇〜日の各文字だけび入力可能です。無効な文字を入力すると、 
"Invalid Name " エラーとなります。 

•入力した名前が既存ファイルですでに使用されている場合も 、 "Invalid Name " エラーと 
な0ます。 

-フオルダー名の変更を取り消すには、画!)を巧します。 

4. 國を押すとフオルダー名び変更され、メモリー情報画 
面 I しおる。 


avarn 


393184 Bytes Free 


M 

122 ! 


W0S24 w 

M 曰 63 百距 
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■データをコピーずる 

重要 

• fx - 7400 GII または fx -97 己 OGII では、コピーの操作はできません。 


• メインメモリーか6巧をメモリー（または SD 力ードメモリー)へコピーするには 

注意 

ソ下の手順では、選択したデータは1つのファイルに保存されます。保存メモリー(または 
SD カードメモリー）にコピーするデータには、名前を付けます。 


1. メインメモリーの情報画面で、コピーしたいデータを選択する。 


2. 回 ( COPY ) を巧す。 

•保存メモリーと SD 力ードメモリーのどち5にコピー 
するかを選択する画面び表示されます ( fx -98 目 0 GII 
SD のみ)。 *1 




Copy to 

Storage Mem:[l] 
SD Card :[2] 


62544 Bytes Free 



[jSP 


3. 田を巧して保存メモリーを選択する ( fx - 9860 GII SD 

のみ）。が 

-フオルダー選択画面び表示されます。 

4. データのコピー先となるフオルダーを選択する。 

-ファイル名入力画面び表示されます。 



I I ，よ 

62 ごみ 4 Bytes Free 
rgiTHCTiCTHgg imp 


已.ファイル名を入力する。 

•コピーを取り消す場合は、區固を巧します。 

6. 國を巧す。 

-データのコピーが開始され、コピーが完了すると" Comple お!"と表示されます。 

7. 励 T ] を巧して MEMORY モード初期画面に戻る。 


*1 保存メモリーまたは SD カードか5データをコピーするときは、次のいずれかの画面が表 
示されます ( fx -98 目 0 GII SD のみ)。 

4 Copy to 

(Main Mem : Cl] 
j Storage Mem ： [2] 

248736 KBytes Free 
rUTHiraTHBijJigTiwfartJiiTi^ 


田を巧すとフォルダー選択画面は表示されず、そのままメインメモリーにデータがコ 
ピーされます。 

保存メモリーまたは SD 力ードか5メインメモリーにデータをコピーするときは、フアイ 
ル名の入力画面は表示されません。 

が SD 力ードにコピーしたい場合は回を巧します。 fx -9 呂目 OGII SD の力ードス□ットに 
SD 力ードが挿入されていない場合は、 "No Card " エラーび表示されます。 




Copy to 

Main Mem 
SD Card 


: [ 2 ] 




257420 Bytes Free 
IsETHnilTETBlilfuT^fSngJfiTgP 
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■データコピー中のエラーチェック 

データコピーの実行中に、じ(下のエラーチェックび行われます。 

□-バッテリーチェック 

データコピーの開始前に、電池び消耗していないかのチェック（□ーバッテリーチェック）び 
行われます。電池び消耗していると " Low Battery " エラーとなり、コピーは実行されません。 

使用可能メモリーチェック 

データのコピー先メモリーに十分な空さ容量びあるかどラかのチ ェッ クが行われます。 
メモリーに十分な空を容量びない場合は 、 "Memory Full " エラーとなります。 

データ項目の数びをすざる場合は 、 "Too Much Data " エラーとなります。 

空き容量び十分でも、ガーベージコレクトが必要な場合は、"杆 a 昼 mentation ERROR " とな 
ります。 " Fra 昼 mentation ERROR " となった場合は、メモリーの最適化 （11-1 1ぺージ）を 
実行してください。 

上書きチ；！;ック 

コピー中のデータと同名のデータがコピー先に存在しないかどラかびチェックされます。 

同名のデータがある場合は、上書を確認メッセージび表お 
されます。 


-回 ( Yes ) ... 既存のデータを新しいデータで上書きする 
-固 （ No ) ... 同名のデータをコピーせずに次のデータ項目に進む 
-画を押すと、コピーを取り消して MEMORY モード初期画面に戻ります。 

上書きチェックは、於下のタイプのデータに対してのみ行われます。それな外のデータはす 
ベて、同名のデータファイルびあるかどラかのチェックなしでコピーされます。 

-プ□グラム 
•行列/ベクトル 
• リストファイル 
• グラフメモリー 
-ダイナミックグラフメモリー 
-表計算データ 

上書をチェックは、同じタイプのデータに対してのみ行われます。異なるタイプのデータび 
同名の場合、同名のデータびあることに関わりなくコピーび行われます。 

上書さチェックは、コピー先に巧してのみ適用されます。 

タイプ不一致エラーチェック 

eActivity データ、アドイン•アプリケーシヨン、アドイン言語、アドインメニュー、バッ 
クアップデータは、メインメモリーにコピーでさません。コピーしよラとすると 、 "Type 
mismatch " (タイプ不一致)エラーとなります。 


[[ 


[DRTfll.glm ] 
Already Exists 
Overwrite OK? 
Ves ： [FI] 

No : [F6] 
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■ ファイルを削除ずる 


• メインメモリーのファイルを削除するには 


1. メインメモリーの情報画面を表示する。 

-「メモリー情報画面」 （11-2 ぺージ)をご覽ください。 

2. 削除したいファイルを選択する(必要に応じて複数ファイルを選択可)。 


3. 固 （ DEL ) を巧す。 

-回 （ Yes ) を巧すと、ファイルび削除されます。 
•网 （ No ) を巧すと、操作はキャンセルされます。 



* k4_ 


Delete fill The 


L1 

Selected Data? 

■ 


Vk: [FI] 


i 

i 

•m 

Ho : [F り 



• 巧をメモ IJ — のファイルを削除するには 

1. 保存メモリーの情報画面を表おする。 

-「メモリー情報画面」 （11-2 ページ)をご覧ください。 

2. 削除したいファイルを選択する(必要に応じて複数ファイルを選択可)。 

3. 固 （ DEL ) を巧す。 

-回 （ Yes ) を巧すと、ファイルが削除されます。 

•网 （ No ) を巧すと、操作はキャンセルされます。 


• SD 力ードメモリーのファイルを削除するには ( fx -9860 GII SD のみ) 

1. SD カードメモリーの情報画面を表示する。 

-「メモリー情報画面」 （11-2 ページ)をご覧ください。 

2. 削除したいファイルを選択する(必要に応じて複数ファイルを選択可)。 

3. 固 （ DEL ) を巧す。 

-回 （ Yes ) を巧すと、ファイルが削除されます。 

•网 （ No ) を巧すと、操作はキャンセルされます。 


■ファイルを検索ずる 


• メインメモリー内のファイルを巧索するには 


例 名前び " R" で始まるメインメモリー内のずベてのファイルを検索ずる。 

1. メインメモリーの情報画面を表示する。 

- 「メモリー情報画面」 （ 11-2 ぺージ ) をご覧ください。 

2. 圆 （ SRC) を巧し、キーワードとして " R" を入力して 、 ISearch : 

阮 ] を押す。 E た 6 
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■メインメモリーデータをバックアップずる 

重要 

- fx - 7400 GII または fx -97 己 OGII では、バックアップの操作はできません: 


• メインメモリーデータをパックアップするには 

1. MEMORY モード初期画面での1(目 KUP ) を巧す。 


Backup 


F1 ： Save Backup 
F2：Load Backup 
393216 Bytes 

aapiasE^ 


• R で始まる最初のフアイル名が反転して表示されま 
す。 


• キーワードは8文字まで入力できます。 


• 巧巧メモリー巧のファイルを巧索するには 

例 名前び" S " で始まる保をメモリー内のずべてのファイルを検索ずる。 

1. 保存メモリーの情報画面を表おする。 

-「メモリー情報画面」 （11-2 ページ)をご覧ください。 

2. 画 （ SRC ) を巧し、キーワードとして" S " を入力して、國を巧す。 

- " S " で始まる最初のファイル名び反転して表示されま 
す。 


Sto 广の e_MemC _ ] 

つでだ: S 4 S 

UEHH.glm : 236 


• SD 力ードメモリー巧のファイルを巧索するにはけ X -9 日 eOGII SD のみ） 

例 名前び" R " で始まる SD 力ードメモリー内のずベてのファイルを検索ずる。 

1. SD カードメモリーの情報画面を表示する。 

-「メモリー情報画面」 （11-2 ページ)をご覧ください。 

2. 圆 （ SRC ) を巧し、キーワードとして" R " を入力して、國を巧す。 

- " R " で始まる最初のファイル名が反転して表示されま 
す。 



3 im 
TRIG.slm 


284 


• キーワードに該当するファイル名がない場合は " Not Found " と表示されます。 


a a 
tt e 
a a 0 
DD r 
F 


】白 2 百 
"112 
2 


■ 

B 

ms 

る M 

M げ qlel 

nwTSE 

iMEVI: 


A 

EET 

T し円 

SBD 

nvfl = 

aM&STV 
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2. 回 ( SAVE ) を巧す。 

• 保存先の指定画面が表示されます ( fx - 9860 GII SD の 
み)。 

田...保存メモリー 
回... SD 力ード 


Save to 


Storage 

Mem :[1] 

SD Card 

: [2] 


393216 Bytes Free 
HMJfroyni 


3. 圧)または回を巧す ( fx - 9860 GII SD のみ)。 
-フオルダー選択画面が表示されます。 


巨す 



393216 Bytes Free 
EngiMj 


4. ®/® を使って、データの保存先となるフォルダーを選択する。 

己.画を巧してバックアップを開始する。 

•バックアップび完了すると" Complete !" と表示されます。 

- m を巧すと、手順1で表示された画面に戻ります。 

•バックアップデータは、目 ACKUP . g 2 m という名前のファイルに保存されます。 


• すでに保存メモリーにバックアップデータび存在している場合、次のメッセージび表示され 
ます。 


E < 

1.. 


[ BACKUP ■ョ 2 m ] 
Already Exists 
Overwrite 日民？ 


F 

Ves ：[ FI ] 


F : 

Ho : [ F 6] 


A All b ■一 V 1 1 ■_ 

HMJiffnni 



回 ( Yes ) を巧すとバツクアツプが実行され、既存のバツクアツフデータが上書きされます。 
画 （ No ) を巧すと、操作がキャンセルされます。 

•保存メモリーにバックアップを完了するのに十分な空き容量びない場合は 、 ■■Memory 
Full " エラーと なります。 


• パックアップデータをメインメモリーに復元するには 

1. MEMORY モード初期画面で回 （ BKUP ) を巧す。 

•保存メモリーにバックアップデータび保存されているかどラかを確認します。 

2. 回 （ LOAD ) を巧す。 

-どのメモリーエリアか5復元するかの指定画面が表示 
されます ( fx -98 巨 0 GII SD のみ)。 

圧）...保存メモリーか5復元する 
回... SD 力ードか5復元する 


Load from 


Storage Mem : 
SD Card : 

[2] 


393216 Bytes Free 

aapiasE^ 
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3. 日]または回を巧す ( fx -98 目 OGII SD のみ)。 
-フォルダー選択画面び表示されます。 


4. み/度)を使ってフオルダーを選択する。 

己.國を巧す。*1 

•バックアップデータを復元するかどラかの確認メッ 
セージが表示されます。 


6. 現在メインメモリーにあるすベてのデータを削除してバックアップデータを復元するには 
回 （ Yes ) を、バックアップをキャンセルするには画 （ No ) を巧す。 

-復元び完了すると " Complete !" と表示されまず。 

•區田を巧すと、手順1で表示された画面に戻ります。 

*1 保存メモリー内にバックアップデータが保存されていない場合は 、" No Data " メッセージ 
が表示されます。區田を巧すと、手順1の画面に戻ります。 


■ 巧巧メモリーや SD カードメモリーを最適化ずる 

保存メモリーや SD カードメモリーは、保存や読み込みを何度も繰り返すと断片化し、空を 
容量分のデータ保存がでさなくなります。このため、これ5のメモリーを定期的に最適化し 
てデータを整理し、メモリーを無駄なく利用でさるようにする必要びあります。 


• 巧をメモ y — または SD 力ードメモ IJ — を最適化するには 

1. MEMORY モード初期画面で固 （ OPT ) を巧す。 

-保存メモリーの最適化が開始されます ( fx - 9860 GII SD を除く）。 

- fx -98 巨 OGII SD では、最適化するメモリーエリアの指定画面び表示されます。 
田...保存メモリー 
回... SD 力ード 


2. 田または回を巧す。 

•最適化び完了すると" Complete !" と表示されます。 

•區田を巧すと、 MEMORY モード初期画面に戻りま 
す。 


•最適化を実行しても、実行前と空きメモリー容量び変わ5ないことびありますび、本機の不 
具合ではありません。 


F 

口 

F ： 


Optimize 

Storage Mem ： Cl] 
SD Card ： [2] 


F5：Optimization 





巨す 


F ： 


F0LDER2 


广 .. 


393216 Bytes Free 
BHPliEU 


巨 f 


F ： 


Overwrite OK? 

Ves ： [FI] 

Ho : [F6] 


广 .. 

I ^ ■、く 


391683 Bytes Free 
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第 12 章システムマネージャー 

システムマネージャーはシステム情報の表示やシステム設定の変更に使います。 

1- システムメニュー画面 

メインメニューか 5SYSTEM モードに入ると、システムメニュー画面び表示されます。 
• 回（^^) ... 表示画面のコントラストを調整する 
• 回 （™)... 才ートパワーオフやバックライトを設定する 
-画 （ LANG ) ... 言語設定を行ラ 
-回 （ VER ) ... パ’ージョン情報を表示する 
-固 （ RSET ) ... 各種のリセットを実行する 

2. システム設定 


■ 表示画面のコントラストを調整ずる 

システムメニュー画面で回を巧すと、コントラスト調整画面が表示されます。 

•ち力ーソルキー ® を一回巧すと、表示は一段濃くなります。 

•左カーソルキー角)を一回巧すと、表示は一段薄くなります。 

•回 （ INIT ) を巧すと、初期設定に戻ります。 

画!)または画司画！] ( QUIT ) を押すと、システムメニュー画面に戻ります。 

どの画面の表示中でも、コントラストは画司に続けて®または®を巧せば調整でをます。 
コントラスト調整を解除するときは、再度耐巧を巧します。 


■ オートパワーオフやバックライトを設定ずる 


• 才ートパワーオフ時囲を設定するには 

システムメニュー画面で回け ■) を巧して、パワープ□パティ画面を表示します。 


•回 （10) ... 10分(初期設定） 

• 回(曰 0)... 曰0分 

画!)または画司画！) （ QUIT ) を巧すと、システムメニュー画面に戻ります。 
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Power Properties 

Auto Power 

?10 Min. 

I ID I ED 



バックライトのない機種 


Power Properties 



: LIGHT key 


Backlight Duration 
: 30 Sec. 

「 ID I ED 


バックライト付さの機種 




- i 

t r e M 
sp g n ® 
a a o 曲 

广广 uitn 

t e 3 s ep 

n w n 广 s 三 
o o a p- eE 
CD__iurh 

FFFFFrB 











• バックライト点なキーを設定するには（バックライト付去モデルのみ） 

1. システムメニュー画面で回け ■) を巧して、パワープ□パティ画面を表示する。 

2. み/度)を使って " Backlight Setting " を選択する。 

.( n ] ( LIGHT ) ...バックライトのオン/オフを画司应 IKUGHT ) で行う 
-回 （ ANY ) ... どのキーを巧してもバックライトをオンにする 

3. 厄肝]または耐巧画3 ( QUIT ) を巧して、システムメニュー画面に戻る。 


• パックライト点な時巧を設定するには（バックライト付をモデルのみ) 

1. システムメニュー画面で回 （ CM ) を巧し、パワープ□パティ画面を表示する。 

2. み/成を使って " Backlight Duration " を選択する。 


Power ProperL-ies 
fluto Power Off 

: 10 Min. 

Backlight Setting 

: LIGHT key 

T in r 3D hiw か 


. 回 （10) ... 最後のキー操作から 10 砂でバックライトを消灯する 
. 回 （30) ... 最後のキー操作か530秒でバックライトを消口する 

• 画 （ Always ) ... 画画 （ UGHT ) を巧すか、本機の電源が切5れるまで、バックライト 
を点灯したままにする 

3. 厄肝)または商 i 巧画3 ( QUIT ) を巧して、システムメニュー画面に戻る。 


■言語設定を巧う 

メッセージやメニューの表示言語を選択することびでさます。 


• メッセージ言語を還択するには 

1. システムメニュー画面で画 （ LANG ) を巧し、メッセージ言語選択画面を表示する。 

2. み/度)を使ってメッセージ言語を選択し、回 （ SEL ) を巧す。 

3. 選択した言語でポップアップウインドウが表示されるので、内容を確認して區田を巧す。 

4. 励 f ] または耐巧画3 ( QUIT ) を巧して、システムメニュー画面に戻る。 


• メニュー言語を選がするには （ fx -9860 GIISD / fx -9 日 60 Gn / fx -9 日 60 G 
AU PLUS ) 

1. システムメニュー画面で画 （ LANG ) を巧し、メッセージ言語選択画面を表おする。 

2. 固 ( MENU ) を巧す。 

3. み/度)を使ってメニュー言語を選択し、回 （ SEL ) を巧す。 

4. 選択した言語でポップアップウインドウが表示されるので、内容を確認して區田を巧す。 

-圃 （ MSG ) を巧すと、メッセージ言語選択画面に戻ります。 

巳.厄のまたは商 i 巧画3 ( QUIT ) を巧して、システムメニュー画面に戻る。 
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■ バージヨン情巧を表示ずる 

バージョン情報画面を表示すると、 0 S (オペレーティングシステム）のバージョンなどを確認 
することがでをます。また、任意のユーザー名を登録することがでをます。 


• パージョン情報を表示するには 

1. システムメニュー画面で回 （ VER ) を巧し、バージョン情報画面を表示する。 

2. み/度)を巧して、画面をスク□-ルし、情報を表おする。 

•次の各項目が表示されます。アスタリスク （*) 付きの項目は、すべての機種で表示されま 
す。その他の項目は、該当する機能を備えた機種でのみ表示されます。 

- 0 S のバージョン* 

■アドイン-アプリケーションの名前とバージョン（インス I -ールされているアドインだ 
けび表示されます） 

-メッセージ言語とバージョン* 

-メニユー言語とバージョン 
-ユーザー 名* 

3. 厄のまたは耐巧画3 ( QUIT ) を巧して、システムメニュー画面に戻る。 


•実際に表おされる 0 S のバージョンは、機種によって異なりまず。 


• ユー ザーちを登録するには 

1. パ’ージョン情報画面で回 （NAM 口を巧し、ユーザー名 
入力画面を表 7]^ する。 

2. 8文字必内で任意のユーザー名を入力する。 

3. 入力び済んだ5國を巧してユーザー名を登録し、バー 
ジョン情報画面に戻る。 

-ユーザー名の入力を取り消して、登録せずにバージョ 
ン情報画面に戻るには、画！)を巧します。 


User Name 
[A 


■る種の u セットを実巧ずる 

重要 

. リセット画面に表示される項目は、機種により異なります。 


1. システムメニュー画面で固 （ RSET ) を巧す。 

. リセットメニュー画面1が表示されます。 

回 （ STUP ) ... セットアップ情報を初期化する 
( ED ( MAIN ) ... メインメモリーのデータを消去する 
圆 （ ADD ) ...アドインソフトウエアを消去する 
回 （ SMEM ) ... 保存メモリーのデータを消去する 
固 （ A & S ) ...アドインソフトウェアと保存メモリーの 
データを消去する 


***** RESET ***** 

F1 ： Setup Data 

に ： Main Memory 

F 3： ndd-In 

F4：Storage Memory 

F 己： fldd-In£Stora3e 

F を ： Hext Page 

HPiJ raitfip [^Tini ggngi 口の r~F~ 
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-固い）を巧すと、リセツトメニュー画面2が表示されます。 

回 （ M & S ) ... メインメモリーと保存メモリーのデータ 
を消去する 

回 （ ALL ) ... すべてのメモリーのデータを消去する 

画 （ SD ) ... SD 力ードをフォーマツトする 
( fx - 9860 Gn SD のみ） 


***** RESET ***** 
FI ： MainSStora^e 
F2：Initialize All 
F3：SD Card 


F6：Next Page 
疏巧 !? lijHil _rr 


各フアンクシヨンキーの機能は、次の通りです。フアンクシヨンキーを使って、特定のデー 
夕を削除することびでさます。 

ファンクシヨンキー機能一覧 



セットアップ 
情報の初期化 

メインメモリー 
データの消去 

アドインソフト 
ウェアの消去 

保存メモリーデータ 
(アドインソフトウェア 
は除 <) の消去 

SD カードの 
フ オー マット 

回 ( STUP ) 

〇 





回 ( MAIN ) 

〇 

〇 




画 ( ADD ) 



〇 



画 ( SMEM ) 




〇 


固 ( A & S ) 



〇 

〇 


画い）回 ( M & S ) 

〇 

〇 


〇 


画 （>) 回 ( ALL ) 

〇 

〇 

〇 

〇 


画 （>) 画 （ SD ) 





〇 


2. リセツトしたい項目に応じたフアンクシヨンキーを巧す。 

3. 確認メッセージび表示されるので、処理を実行するには回 （ Yes ) を、キャンセルするに 
は画 （ No ) を巧す。 




f 本 


F ： 

Reset OK? 


F ： 

Main Memory 


F ： 



F' 

Ves ： [FI] 


F; 

Ho ： CF6] 


HIUJ [BMI fSTOH gSHBi 口の 1 ~&~ 


手順2で回 ( MAIN ) を巧した場合の確認メッセージ 


4. リセットが完了すると、完了を知5せるメッセージが表おされる C 


Reset ! 
Main Memory 


F; Pr 

HilUfBMI 


ress ： [EXIT] 


f 本 


EEEF SHU '[^0 r ~^ 


手順 2 で回 （ MAIN ) を巧した場合のリセット完了メッセージ 
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第 13 章データ巧送 

本章では、別売の SB -62 ケーブル >を使って接続した2台の電卓や、電卓とパソコンの間で 
のデータ転送について説明します。 

* 電卓に付属している場合もあります。 


1- 電卓同±の接続のしかた 

1. 2台の電卓の電源をオフにする。 

2. 2台の電卓を S 目-62ケーブルで接続する。 

3. 2台の電卓各々で次の操作を行い、ケーブルタイプとして" 3 PIN " を指定する。*1 

(1) メインメニューか 5UNK モードに入る。 

(2) 回 （ CA 目 L ) を巧して、ケーブルタイプ選択画面を表おする。 

(3) 回 （3 PIN ) を巧す。 

S 目-62ケースレ 





*1 fx - 7400 GII では手順3は不要です。 


• 次の機種の間で、この接続が可能です。 


fx -98 巨 0 GII SD 、 fx -98 巨 0 GII 、 fx -98 巨 0 G AU PLUS 、 fx -97 已 0 GII 、 fx - 7400 GII 、 fx - 
98 巨 OG SlimCOS 1.11)、 fx -98 巨 OG SD (0 S 2.0/1.05)、 fx -98 巨 0 G (0 S 2.0 /1.05)、 
fx -9860 G AU (0 S 2.0/1.05). fx - 740 OG シリーズ、 CFX -98 已 OG シリーズ 



2. パソコンとの接続のしかた 

プ□グラムリンクソフトウエア （ FA -124) と専用ケーブル *1 を使って電卓とパソコンを接続 
し、相互にデータを転送することができます。 

接続やデータ転送の手順について詳しくは、 FA -1 24の取扱説明書をお読みください。 


*1 fx -98 巨 OGII SD 、 fx -98 巨 OGII 、 fx -98 巨 OG AU PLUS の各機種に つし、 ては、プ□グ 
ラムリンクソフトウエアと別売の US 目ケーブル *をご使用ください。 fx -97 已 0 GII と 
fx - 7400 GII については、 FA -1 24をご購入ください。 

* 電卓に付属している場合もあります。 
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: USB 
：0n 

: Msmot-y 


H3n*Bni3?H3JP 


Communication 


3 -データお送のしかた 

メインメニューか5 LINK モードに入ると、次のよラなデータ転送メインメニューび表示さ 
れます。 

- { TRAN } ... データ送信画面の表示 
- { RECV } ... データ受信画面の表お 

• { EXAM } ... 試験モードメニューの表示 

• に ABL } ... ケーブルタイプ選択画面の表示 ( fx - 7400 GII 
には含まれません） 

• { WAKE } ... ウてイクアップ設定画面の表示 

• { CAPT } ... キヤプチヤー設定モードに apture Set 

Mode ) 画面の表お 

データ転送のノ（ラメーターは次のように固定されています。 

• 3ピン.シリアルポート 

•転送速度（目 PS ) :最大9巨00 bpsCCFX - 日8巳 0 G シ U —ズまたは fx - 7400 G シ U —ズと 
の接続時） 

最大11已200 bps ( fx -98 巨 OGII SD 、 fx -98 巨 OGII 、 fx -98 巨 OG AU 
PLUS 、 fx -97 已 OGII 、 fx - 7400 GII 、 fx -98 目 OG Slim (OS 1.11)、 
fx -98 巨 OG SD (0 S 2.0/1.05)、 fx -98 巨 0 G (0 S 2.0/1.0 己）または 
fx -98 巨 OG AU (0 S 2.0/1.0 已）との接続時） 

•パリテイビット （ PARITY ) : NONE り（リテイなし） 

• US 巨ポート* 

• 転送速度は US 目基準に従います。 

* fx - 7400 GII は US 目ポートを備えていません。 


接続モードに onnection Mode ) 選択画面について （ fx - 7400 Gii を除く） 


LINK モードに入った状態で電卓に US 目ケーブルを接続すると、次のよラなポップアッ 
プ画面び表示されます。このポップアップ画面を使って、 US 目ケーブルの接続モード 
Connection Mode ) を選ぶことができます。 


Cj . ;■■ * ；■■■ - 

Select 

じ Connection Mode 
山 DataTrans：CFl] 
。 ScreenCapt：[F2] 
Projector：[F3] 
n ScreenRecv：CF4] 


回 （ DataTrans ) ... パソコンとデータ通信を行うモードを選択する 

回 （ ScreenCapt ) ... FA -1 24の画面キヤプチ中一 （Screen Capture ) 機能を使って、パ 

ソコンへ電卓画面を送信するモードを選択する 
画 （ Projector ）... CASIO 製 0 HP ユニッ トまたは CASIO 製データプ□ジェクターに電卓 
画面を出力するモードを選択する 


〇| 

P 

y 

T e 
p r 
e u u 

1OIL 
bk p 
a a a 

cwc 
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• 回 （ ScreenRecv ) ... fx - 日8目 OGII Manager PLUS の画面受信 (Screen Receiver ) 機能 

を使って、パソコンへ電卓画面を送信するモードを選択する 

電卓のメモリー上のデータを、電卓とパソコンの間で転送するときは、回を巧します。 

電卓の画面を外部に乾送するための各種モードを選択するとさは、回か5回までのいずれ 
かのキーを巧します。これらの各キーを巧したときの電卓の動作について詳しくは、「画像 
(画面イメージ)の転送」 （13-1 1ページ)をご覧ください。 


■ データお送のしかた 

2台の電卓を接続した！5、次の操作を行います。 

受信側の設定 

データ受信側に設定するには、データ転送メインメニューで画 （ RECV ) を巧します 

受信待機状態に入ります。実際の受信は、送信側の送信開 
始と同時に始まります。 


送信側の設定 

データ送信側に設定するには、データ転送メインメニューで回 （ TRAN ) を巧します。 
送信データタイプ選択画面び表示されます。 


- {SEL} ... 新規データ項目を選択 
- {CRNT} ... じ(前に選択したデータ項目を自動的に選択*1 


Select Trans Type 

Fl：Select 
F2：Current 

_ 


Receiving... 
flC : Cancel 


*1 しソ前に選択したデータ項目のメモリーは、他のモードに移動するとクリアーされます。 


• 選 J 尺したデータ頃目を拓ちするには（例： ユーヴーデータ 転送） 

回 （ SEL ) または回 ( CRNT ) を巧して、データ項目選択画面を表示します。 

- {SEL} ... カーソル 位置のデータ項目を選択 
• {ALL} ... すべてのデータ項目を選択 
- {TRAN} ... 選択したデータ項目を転送 


データ項目を選ぶには、度)/®を使って転送したいデータ項目を反転させ、回 （ SEL ) を巧 
します。データ項目が選択され、項目の横に選択ポインタ ー(►) び表示されます。 

圃 （ TRAN ) を巧すと、選択されたすベてのデータ項目が転送されます。 

-データ項目の選択をやめるときは、再度回 （ SEL ) を巧して選択ポインターを消します。 


ham Mem _ 


<LISTFILE> : 72 

SETUP : 100 

V=DRTR : 1S4 

62564 Bytes Free 

「 SEL「ALL ITRAM 
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データ項目選択画面には、データび含まれている項目だけび表示されます。表示画面か5隠 
れた部分は力ーソルを移動させると、スク□ールして現れます。 


• 面送を実巧するには 

1. 転送するデータ項目の選択後に画 ( TRAN ) を巧す。 




■ K4 


. 回 ( Yes ) ... データ転送を開始する 

■, 

Transmit OK ? 

■ 

. 画 （ No ) ... データ項目選択画面に戻る 

< 

Ves ：[ FI ] 




Ho : LF 61 



U Lb* ^ V 1 1 し 

に ELIALL ITRAM 


2.輯送を開始するには、確認メッセージで回 （ Yes ) を巧 Transmitting ... 
す。 RC : Cancel 


•転送を中断するには、画を巧します。 


データ転送が終了すると、次のよラな表おになります。 
送信側 


受信側 


Tfl 


R( 





Ri 


Complete ! 



R ( 

Complete ! 

Press ：ZEXIJI 




Press ：ZEXIJI 






3.データ転送メインメニューに戻るには、厄のを巧す。 


■ 受信側のウェイクアップ機能の設定 

受信側でウェイクアップ設定をオンにしておくと、受信側の電源びデータ転送の開始と同時 
に自動的にオンになります。 

fx - 7400 GII 

-受信側はウェイクアップ後に自動的に受信モードに入ります。 


f X- 7400 GII を除く全機種 

- 2台の電卓の間でデータを転送する場合(ケーブルタイプ"3円 N " 時）： 

受信側はウェイクアップ後に自動的に受信モードに入ります。 

. 電卓とパソコンの間でデータを転送する場合(ケースレタイプ" USB " 時）： 

パソコンに接続された US 目ケーブルを電源オフ状態の電卓に接続すると、自動的に電卓の 
電源びオンになり、受信モードに入ります。 
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1. 受信側のデータ転送メインメニューで固 （ WAKE ) を巧 
し、ウェイクアップ設定画面を表示する。 

• {On} ... ウェイクアップをオンにする 
- {Off} ... ウェイクアップをオフにする 


2. 回 （ On ) を巧して、ウェイクアップをオンにする。 

-データ転送メインメニューに戻ります。 

3. 受信側の電源をオフにする。 

4. 受信側を送信側に接続する。 

已.送信側で送信操作を開始する。 

-受信側の電源び自動的にオンになり、データ転送び行われます。 

4-データ拓送時の諸注意 


転送でさるデータ項目は次の通りです。 


デー タ項目 

内容 

上書さ確認*4 

ALPHA MEM 

変数メモリーの内容 

いい元 

< CAPTURE > 

キャプチャーメモリーグループ 


CAPTn 

キャプチャーメモリー (1 〜 20) の内容 

いい元 

CONICS *! 

COMCS 設定データ 

いい元 

DYNA MEM*i 

ダイナミックグラフ関数式 

はい 

EQUATION 

方程式計算の係数値 

いい元 

< E - C 0 N 2 >*i 

E - C 0 N 2 または E - C 0 N 3 メモリーグループ 


CPn*i 

カスタムプ□ーブメモリー （ 1〜 99) の内容 

はい 

SUn*i 

E - C 0 N セットアップメモリー(1~99)の内容 

はい 

SD が 1 

E - C 0 N 測定メモ IJ -( CH 1、 CH 2、 CH 3、 CHSNC 、 
CHM に、 CHFFT ) の内容 

はい 

Econ 2 Now *2 

E - C 0 N 2 のカレントセットアップメモリーの内容 

はい 

Econ 3 Now *3 

E - C 0 N 3 のカレントセットアップメモリーの内容 

はい 

FINANCIAL *] 

財務計算データ 

いい元 

< F - MEM > 

ファンクシヨンメモリーグループ 


F-MEM n 

ファンクシヨンメモリー(1~20)の内容 

いい元 

< G - MEM > 

グラフメモリーグループ 


G-MEM n 

グラフメモリー (1 〜 20) の内容 

はい 

< LISTFILE > 

リストファイルグループ 


USTn 

リストメモリー（1~2巨、および Ans ) の内容 

はい 

LIST FILEn 

リストファイル（1~6)の内容 

はい 

< MAT — VCT >*3 

行列/ベクトルグループ 


< MATRIX > が 

行列グループが 


MATn*i 

行列メモリー ( A 〜 Z 、 および Ans ) の内容 

はい 

VCT が 3 

ベクトルメモリー ( A ~ Z 、 および Ans ) の内容 

はい 

< 円 CTURE > 

ピクチャーメモリーグループ 



Wakeup Enable 

Fl:0n 

F2 ： 0ff 


「 On 「… 
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*1 fx - 7400 GII には含まれません。 巧 fx - 日7己 OGII のみ。 

*3 fx - 7400 Gn / fx -97 己 OGII には含まれません。 

*4 上書き確認なし：受信側にすでに同じデータがあった場合は、上書きされます。 

上書き確認あり：受信側にすでに同じデータびあった場合に、上書きするかどうか確認し 
てをます。 

データ項目名一 

-回 ( YES ) ... 受信側の既存データを新しいデータに書 
き換える 

-圃（ N 0) ... 次のデータ項目にスキップする 


データ転送の実行時は、次のことにごを意ください。 

•受信側の電卓び受信待機状態になっていないとをに、送信側の電卓か5データ送信を開始す 
ると、送信側の電卓にエラーメッセージが表示されます。この場合は受信側を受信待機状態 
にしてから、送信側で區因を巧してエラーメッセージを閉じ、送信をやり直してください。 

• 受信側の電卓が受信待機状態のまま約6分間データの送信を受けなかった場合は、エラーと 
なります。區田を巧してエラーメッセージを閉じてください。 

• データ転送中にデータ転送ケーブルび外れた場合、2台の電卓のパラメーターび一致してい 
なかった場合、その他何5かの通信異常び発生した場合は、エラーとなります。この場合は 
m を巧してエラーメッセージを閉じ、問題を解ミ央してか5データ転送をやり直してくださ 
し、。區田キー操作またはエラーによってデータ転送び中断された場合、すでに転送済みの 
データは受信側のメモリーに保存されます。 

•データ転送中に受信側のメモリーが一杯になると、エラーとなります。この場合は画!]を 
押してエラーメッセージを閉じ、受信側の電卓か5不要なデータを削除して空さメモリーを 
確保し、データ転送をやり直してください。 
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データ項目 

内容 

上書さ確認* 4 

円 CTn 

ピクチヤー(グラフ）メモリー (1~20) の内容 

いい元 

<PR0GRAM> 

プ□グラムグループ 


各プ□グラム名 

プ□グラムの内容 

(すべてのプ□グラム名び表示されます） 

はい 

RECURSION*, 

漸化式データ 

いい元 

SETUP 

セットアップデータ 

いい元 

STAT 

統計結果データ 

いい元 

<STRING> 

文字列メモリーグループ 


STR n 

文字列メモリ ー( 1 〜 20) の内容 

いい元 

SYSTEM 

上記に含まれない、 0S およびアプリケーション巧 
有データ（クリップボード、リプレイ、履歴など） 

いい元 

く S-SHEET>*3 

表計算グループ 


各表計算名 

表計算データ(すべてのファイル名が表示されます） 

はい 

TABLE 

テーブルデータ 

いい元 

<V-WIN> 

ビューウインドウメモリーグループ 


V-WIN n 

ビューウインドウメモリー (1 〜目)の内容 

いい元 

Y = DATA 

グラフ式、グラフを描画するかしないかの状態、 
ビューウインドウの内容、ズーム倍率 

いい元 



Ad 广 e 〇 a 
a WVHC 
Ter. 

円广 e 

MlV 16 C 
hj 円 OFFA 
























■ 異なる機種巧でのデータ起送について 

ここでは、次の機種を総称して ros 2.0 モデル」と呼びます。 

• fx -98 巨 0 GII SD 、 fx -9 呂巨 0 GII 、 fx -98 巨 0 G AU PLUS 、 fx -97 已 0 GII 、 fx - 7400 GII 

• OS をノ（ージョン2.0にアップデートミきみの fx -98 巨 OG SD 、 fx -98 巨 0 G 、 fx -9 呂巨 0 G AU 

OS 2.0モデルは、次の各機種とのデータ転送をサポートしています。 

•0 S 2.0モテレ、 fx -98 目 0 G シ U — ズ、 fx - 740 0 G シ U — ズ、 CFX -9 呂已 0 G シ U — ズ 

0 S 2.0モデルは、上記の電卓との間でデータの送受信を行う際に、 0 S 2.0モデル側で適切 
なデータの変換や判別(送受信を行ラかどラかの判断)を行います。 0 S 2.0モデルと他の機種 
の電卓の間でデータの転送を行った場合、基本的には次のよラに動作します。 

• 0 S 2.0モデルか5その他の電卓にデータを送信する場合 

0 S 2.0 モデル側にあって受信側の電卓にはない機能のデータは、まったく転送されない 
か、受信側に合わせて変換された上で転送されます。 

• 0 S 2.0モデルびその他の電卓からのデータを受信する場合 

基本的には送信側の電卓のデータをそのまま受信します。ただし、送信側と 0 S 2.0 モデル 
側で機能に差異びあるデータを受信した場合は、 0 S 2.0モデル側で適宜変換を実施した上 
で受信します。 

L ソ下ではデータ転送について、送信、受信を行う機種の組み合わせ別に説明します。 


• OS 2.0 モデルけ X- 7400 GII を除く）と fx- 7400 GII の囲でデータ拓送を 
巧う場合 

送信側： fx - 7400 GII 

受イ言巧り： fx -97 己 0 GII 、 fx -98 巨 0 GII SD 、 fx -98 巨 0 GII 、 fx -98 巨 0 G AU PLUS 、 

fx -9 呂巨 0 G SD (0 S 2.0)、 fx -98 巨 OG (OS 2.0)、 fx -98 巨 OG AU (0 S 
2 . 0 ) 

すべてのデータび転送可能です。 

送イ言彻 j : fx -97 已 0 GII 、 fx -98 巨 0 GII SD 、 fx -98 巨 0 GII 、 fx - 9860 G AU PLUS 、 

fx -98 目 OG SD (0 S 2.0)、 fx -98 巨 OG (OS 2.0)、 fx -98 巨 OG AU (0 S 
2 . 0 ) 

受信側： fx - 7400 GII 

•次のデータは、送信側の電卓から送信び行われないか、受信側の電卓び受信をスキップしま 
す。 

- CON に S モー ドのデータ 
- DYNA モードのデータ 

- E - CON 2 モードまたは E - CON 3 モードのデータ 
-行列/ベクトルデータ 
- RECUR モードのデータ 
- TVM モードのデータ 
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- STAT モードの機能や変数のうち、 fx - 7400 GII に該当する機能や変数びないもの(例え 
ばカイ2乗が)適合度検定で得5れた計算結果データなど） 

-クリップボード、およびヒストリーのデータ （" SYSTEM " データ項目に含まれます） 

-e • ACT モー ドの デー タ*1 
-S • SHT モー ドの デー タ*1 

*1 fx -98 巨 0 GII SD 、 fx -98 巨 0 GII 、 fx -98 巨 0 G AU PLUS 、 fx -98 巨 0 G SD (0 S 2.0)、 
fx -98 目 0 G (0 S 2.0)、 fx -98 目 OG AU(OS 2 .0) か 5 転送可能です。 

-プ□グラムのデータは、そのまま送信されます。 

ただし、 fx - 7400 GII び備えていないコマンドがプ□グラム内で使われていた場合は、 fx - 
7400 GII 側のプ□グラム上では"@"と表おされ、そのプ□グラムを実行してもエラーとな 
ります。 


• OS 2.0 モデルか6旧機種にデータを送信ずる場合 

OS 2.0モデルか5 fx -9 呂目 0 G シリーズまたは CFX -98 已 0 G シリーズの電卓にデータを送信 
する場合の一般的なルールは、次の通りです。 

-次のデータは送信されません。 

-文字列メモリーのデータ 

- TVM モードの債券計算および減価償却計算のデータ 

- STAT モードの機能や変数のラち、旧機種側に該当する機能や変数がないちの(例えば力 
イ2乗( X 2 )適合度検定で得5れた計算結果データなど） 

•次のデータは 0 S 2.0モデル側で受信機種に合わせて変換され、送信されます。 

- GRAPH モード、 DYNA モードの関数式タイプ設定情報 
fx -98 巨 0 G シリーズまたは CFX -98 已 0 G シリーズに送信する場合、 X 二 、 XX X <、 
X >、 X くの各タイプを X 二 c タイプに変換して送信します。 

-グラフ線種の設定情報 

CFX -98 巳 0 G シリーズに送信する場合、標準を青、太線をホ、太点線と点線を緑にそれ 
ぞれ変換して送信します。 

- STAT モードの GPH 1 ~ GPH 3 の設定情報 
fx -98 巨 0 G シリーズに送信する場合、グラフタイプとして" Pie " (円グラフ）または" Bar " 
(棒グラフ）び指定されていると、 " Scatter "(散な図）に変換して送信します。その他の設 
定値は送信しません。 

-プログラムのデータは、そのまま送信されます。 

ただし、受信側の電卓び備えていないコマンドびプ□グラム内で使われていた場合は、受信 
側のプ□グラム上では"@"と表示され、そのプ□グラムを実行してもエラーとなります。 

•次のデータを送信しようとすると、 0 S 2.0モデル側にエラーメッセージが表示されます。 


Invalid Data S に s エフ - 

- 2 已目行または 2 已巨列じ(上の行列/ベクトルデータ* 1 

- 2 已目行じ(上のリストデータ 

- 2 已巨行 於 上の テーブル 徽勤 データ 

- 2 已巨行を超える漸化式テースレ(数動のデータ* I* 3 
- EQUA モードで入力された4次拟上の方程式データ 
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Complex Number in data エラー 

- 要素に複素数を含む行列/ベクトルデータ*1 
-要素に複素数を含むリストデータ 

- EQUA モードで複素数の係数が入力された連立方程式データ 
- EQUA モードの連立方程式計算で得5れた複素数解データ 

Invalid Data Numbe 「エラー 

- List 7 L ソ上の番号を持つリストデータ 

-円な7しソ上の番号を持つピクチヤーメモリーが 
- F-Mem 7しソ上の番号を持つファンクシヨンメモリー* 2 
- G-Mem 7な上の番号を持つグラフメモリーが 

*1 fx - 7400 GII を除く OS 2.0モデルか5送信可能 
が受信側が fx -97 巳 0 G シリーズ、 CFX -98 巳 0 G シリーズの場合のみ 
* 3 受信側が fx - 986 0 G シリーズの場合のみ 


• OS 2.0 モデルか 6 CFX -9 日已 OG シリーズにデータを送信する場合 

送信側： 0 S 2.0モデル 

受信側： CFX -98 己 0 G シ U -ズ 

次のデータは 0 S 2.0モデルか5送信が行われないか、 CFX -98 已 0 G シリーズが受信をス 
キップします。 

• キヤプチヤーメモリーのデータ 

•クリップボード、リプレイ、およびヒストリーのデータ （" SYSTEM "データ項目に含まれま 
す） 

• CONICS モードのデータ*1 

• E-CON2 モードまたは E-CON3 モードのデータ * i 

• RECUR モードの C " レ。+1、 c "+2) 式*1 

• RECUR モードのテーブル(数表)データ*1 
• セットアップデータ 

• STAT モードのデータ 

- TABLE モードのテースレ(数表)データ 
•TVM モードのデータ*1 
• ビューウインドウの Xdot データ 
-連立方程式と高次方程式の計算結果 
*1 fx - 7400 GII を除く 0 S 2.0モデルか5送信可能 
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• OS 2.0 モデルか 6fx- 740 OG シリーズにデータを送信する場ち 

送信側： 0 S 2.0モデル 

受信側： fx - 740 0 G シリ -ズ 

次のデータは 0 S 2.0モデルか5送信が行われないか、 fx - 740 0 G シリーズが受信をスキッ 
プします。 

•複素数び代入された変数メモリー ( A 〜 Z 、 r 、 が 
• アンサーメモリー 
• キャプチャーメモリーのデータ 

•クリップボード、リプレイ、およびヒストリーのデータ （" SYSTEM " データ項目に含まれま 
す） 

• CONICS モー ドの デー タ*1 

• DYNA モードのデータ*1 

• E - CON 2 モードまたは E - CON 3 モードのデータ * i 

• EQUA モー ドの データ 

• フアンクシヨンメモリーのデータ 
• グラフメモリーのデータ 
•行列/ベクトルデータ*1 
-ピクチャーメモリーのデータ 

• RECUR モードのデータ*1 
• セットアップデータ 

• STATE - ドのデータ 

• TABLE モー ドのテースレ(数表)データ 
• TVM モードのデータ*1 

• V - Win 2 な上の番号を持つビューウインドウメモリー 
• ビューウインドウの Xdot データ 

•Y 二/レ)タイプのグラフ関数式、 Y 不等式、およびパラメーター関数式 
*1 fx - 7400 GII を除く 0 S 2.0モデルから送信可能 


• OS 2.0 モデル (fx-97 已 OGII と fx- 7400 GII を除く）か 6fx- 9750 GII、 
fx- 7400 GII、fx-9860G シ U- ズ、 CFX-98 已 OG シ U- ズ、 

または fx- 740 OG シ U — ズにデータを送信する場ち 

送イ言彻 J : fx - 9860 Gn SD 、 fx - 9860 GII 、 fx - 9860 G AU PLUS 

受イ言彻 J : fx -97 巳 OGII 、 fx - 7400 GII 、 fx - 986 OG シ U — ズ、 CFX -98 已 OG シ U — 

ズ、 fx - 740 OG シリーズ 

•次のデータが厂、几お式のデータを含む場合は、小数として送信されます。 

■変数メモリー ( A 〜 Z 、 r 、 が 
-アンサーメモリー *1 

- EQUA モードの連立一次方程式および高次方程式の係数と計算結果*1 
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-ヒストリーデータ （" SYSTEM " データ項目に含まれます )*1 
-リストデータ 
■行列/ベクトルデータ*1 

-自然入出カモードで入力された次の数式は、ライン入出カモードの式に変換された上で送信 
されます。 

- GRAPH モード、 TABLE モード、 DYNA モード、 RECUR モードに登録されたグラフ 
式*1 

- EQUA モードに登録されたソルブ式 

-クリップボードに保存された数式 （" SYSTEM " データ項目に含まれます )*1 
*1 fx - 740 0 G シリーズは受信しない 


• fx- 986 OG シリーズか 60S 2.0 モデルにデータを送信する場台 

送信側： fx -9 呂巨 0 G シリ -ズ 

受信側： 0 S 2.0モデル 

• X 二 C タイプの関数式は、 X ニタイプに変換されます。 


• CFX-9 日已 0G シリーズか 60S 2.0 モデルにデータを送信する場ち 

送信側： CFX -98 己 0 G シ U - ズ 

受信側： 0 S 2.0モデル 

- X 二 C タイプの関数式は、 X ニタイプに変換されます。 

•ビューウインドウの Xmin と Xmax の値は、そのまま送信されます。 Xdot 値は CFX - 
98己 0 G シリーズには存在しないので、 0 S 2.0モデルには Xmin と Xmax の値か5計算さ 
れた Xdot 値び適用されます。 

• GRAPH モードと DYNA モードのセットアップデータのうち、送信側に存在しない項目の 
設定値はデフォルト値び適用されます。 

• CFX -98 已 0 G シリーズか5グラフ式のデータを受信した場合、青は標準、ホは太線、緑は 
点線にそれぞれ変換されます。 


5-画像(画面イメージ)の面送 

データ転送メインメニユーで圃に APT ) を巧すと、キヤプチヤー設定モードに apture Set 
Mode ) 画面が表示されます。この画面を使って、画像転送モードを選択することびでさま 
す。 

Capture Set Mode 

FI : Memory 
F2：ScreenCapture 
F3：Projector 
F4：ScreenReceiver 

[Mem ft か 1 トドり iRe"_ 


13-11 







-回 （ Mem ) ... パソコンとデータ通信を行うモードを選択する(画像転送：オフ） 

• 回に apt ) ... FA -1 24の画面キャプチャー （Screen Capture ) 機能を使って、パソコンへ 
電卓画面を送信するモードを選択する(手動画像転送：オン） 

• 画 （ ProD * ... CASIO 製 OHP ユニッ トまたは CASIO 製データプロジェクターに電卓画面を 
出力するモードを選択する（自動画像転送：オン） 

• 回 （ Recv )* ... fx -98 巨 OGII Manager PLUS の画面受信 (Screen Receiver ) 機能を使っ 
て、パソコンへ電卓画面を送信するモードを選択する（自動画像転送：オン） 


fx - 7400 GII にはありません。 


■接続モードに onnection Mode ) 選}尺画面について （ fx - 7400 Gii を除く) 


キャプチャー設定モード (Capture Set Mode ) 画面と同様の画像転送モードの選択を、電卓 
に US 目ケーブルを接続すると表おされる次のポップアップ画面で行ラことができます。 


Cj . ;■■ * ；■■■ - 

Select 

じ Connection Mode 
山 DataTrans ： CFl] 
。 ScreenCapt ： [F2] 
Projector ： [F3] 
ScreenRecv ： CF4] 
旺 


この画面の回 （ DataTrans )、 回 （ ScreenCapt )、 画 （ Projector )、 画 （ ScreenRecv ) が、 
それぞれキヤプチヤー設定モードに apture Set Mode ) 画面の回 （ Mem )、 回に apt )、 

画 （ Proj )、 画 （ Recv ) に該当します。 

-自動画像転送によって次のタイプの画像を転送することはできません。 

-データ転送中の画面 
-演算実行中の画面 
-リセツト実行後の画面 
-□ーバッテリー警告画面 


■ 画面イメージをパソコンにお送ずる 

次の手順で画面イメージをパソコンに転送することびできます。パソコン上で起動中の 
FA -1 24ソフトウエアを使って操作を行います。 

1. US 目ケーブルを使って、電卓とパソコンを接続する。 

fx - 7400 GII の場台 

2. 画 （ CAPT ) 回 （ Capt ) を巧す。 

fx - 7400 GIIL が'!•の機種の場合 

2. 電卓に USB ケーブルを接続すると " Select Connection Mode " ポップアップ画面び表示 
されるので、岡 （ ScreenCapt ) を巧す。 
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3. 電卓で、転送したい画面を表おする。 

4. FA -124 で、受信待機の操作を行う。 

已.電卓で、画司回 （ CAPTURE ) を巧す。 

-パソコンに画面データが転送されます。 


■ OHP ユニツトへの自動画像面送 （ fx - 7400 Gn を除く） 

次の手順で電卓の画面を 0 HP ユニットに送信することびでさます。 

1. US 目ケーブルを使って、電卓と OHP ユニットを接続する。 

•電卓に US 巨ケーブルを接続すると " Select Connection Mode " ポップアップ画面が表 
示されます。 

2. 圆 （ Projector ) を巧す。 

3. 電卓で、転送したい画面を表おする。 

4. 表示した画面び、自動的に 0 HP ユニットに転送される。 

己.自動画像転送を続けるには、手順3に戻る。 

6. 自動画像転送を停止するには、データ転送メインメニューで画に APT ) 回 （ Mem ) を巧 
す。 


0 HP ユニットの接続のしかたや、 0 HP ユニットと接続中の電卓の操作について詳しくは、 
0 HP ユニットに付属の取扱説明書をご覧ください。 


■ fx-S 860 GII Manager PLUS を使ったパソコンへの自動画像お送 

( fx - 7400 GII を除 <) 

次の手順で画面イメージをパソコンに転送することびでさます。パソコン上で起動中の fx - 
9860 GII Manager PLUS ソフトウエアを使って操作を行います。 

1. fx -98 巨 OGII Manager PLUS ソフトウエア上で " Screen Receiver " を起動してか5、 
US 目ケーブルを使って電卓とパソコンを接続する。 

•電卓に US 目ケーブルを接続すると " Select Connection Mode " ポップアップ画面び表 
示されます。 

2. 画 （ ScreenRecv ) を巧す。 

3. 電卓で、転送したい画面を表おする。 

4. 表示した画面び、自動的にパソコンに転送される。 

已.自動画像転送を続けるには、手順3に戻る。 


6. 自動画像転送を停止するには、データ輯送メインメニューで画に APT ) 回 （ Mem ) を巧 
す。 
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■プ□ジエクターとの接続 （ fx - 7400 GII を除く） 

電卓をカシオ製のデータプ□ジェクターと接続して、電卓の画面をスクリーンに巧映するこ 
とがでさます。 


• 接続でをるプロジェクター 

接続でさるプ□ジェクターについては、次のサイトをご覧ください。 
http :// eclu . casio . com / support / projector / 

-マルチプレゼンテーシヨンツール YP -1 00と電卓を接続すると、上記 L ソ外のプ□ジェク 
ターか5も画面を投映することびできます。 


• 電卓の画面をプ□ジエクターで投映するには 

1. US 目ケーブルを使って、電卓とプ□ジエクター(または YP -100) を接続する。 

•電卓に US 巨ケーブルを接続すると " Select Connection Mode " ポップアップ画面が表 
示されます。 

2. 圆 （ Projector ) を巧す。 


• 接続時のミち意点 

-プ□ジェクター(または YP -100) に電卓を接続したとき、投映画面に砂時計び表示された 
ままになる場合があります。また、グラフ描画中やプ□グラム実行中のよラに、画面表示び 
変わっていく場合、まれに巧映画面が電卓画面と一致しなくなることびあります。この場合 
は、電卓で何5かの操作を行うと、正常な表示に復帰します。 

•電卓が正常に動作しなくなった場合は、一度 US 目ケーブルを抜いてか5、接続し直して 
ください。それでも復帰しない場合は、 US 目ケーブルを抜き、プ□ジェクター（または 
YP - 100)の電源を一度切り、入れ直してしてか5、再度接続してください。 
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第 14 章 SD 力ード / SDHC 力ード 

(fx-9860GlI SD のみ） 

本機では、 SD メモリーカードと SDHC メモリーカード *を使用でさます。本書 
では、上記の力ードのことを rsD 力ード」と記載します。 

* USB POWER GRAPHIC 2のみ 

本機のデータを SD 力ードに保存することびでさます。メインメモリーおよび保存メモリーのデー 
夕を、 SD カードにコピーすることが可能です。 



重要 

-必ず SD メモリーカードまたは SDHC メモリーカードをご使用ください。他のタイプのメモ 
リーカードの使用は保証されません。 

- SD 力ードをご使用の前に必ず、 SD 力ードに付属の説明書をお読みください。 

•使用する SD カードによっては、本機の処理速度び遅くなることがあります。 

-使用する SD 力ードや操作環境によっては、電池寿命び短くなることびあります。 

-データの誤消去を防止するために、 SD カードにはロック（書さ込み禁止)スイッチび付いてい 
ます。ただし、データのコピーや削除、あるいはフォーマットを実行するためには、 SD 力一 
ドの □ックを解除しておくことび必要です。 

• 静電気や電磁ノイズその他の現象によって、データが突然消去または破壊されてしまラこと 
びあります。このため重要なデータは常時、その他のメディアに D - R 、 CD - RW 、 八ードディ 
スクなど)へのバックアップをおすすめします。 

• SDHC □ゴは SD -3 C 、 LLC の商標です。 


1. SD 力ードを使う 

重要 

- SD カードを抜き差しする前に、必ず本機の電源をオフにしてください。 

•本機に SD カードを挿入するときは、向きび正しいことをご確認ください。正しい面び上を 
向いており、正しい一端を差し込むことび必要です。誤った向きのまま無理にカードをス 
□ットに差し込もうとすると、ス□ットび破損します。 


• ダ S —力ードについて 

本機の工場出荷時には、カードス□ットにダミーカードび挿入されています。 SD カードの使 
用前に、まずに□力ードを取り外す口ま」 （14-2 ぺージ)をご覧になり、ダミーカードを取り 



外してくださし、。 
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• SD 力ードを挿入するには 

1 . SD カードの裏面を上向を(本機のキーボードと同じ向さ）にする。 
2. SD 力ードを本機の力ードス□ットに挿入する。 



——^ jPODDDE 

ぶ夕 


表面 裏お 


重要 

- SD カードしソ外のちのをカードス□ットに入れないでください。電卓が破損する恐れがあり 
ます。 


•力ードス□ットに水やその他の異物び入ってしまった場合は、すぐに本機の電源を切り、電 
池を取りがし、お買い上げの販売店または最畜りのカシオテクノ修理相談窓□にお問い合わ 
せください。 


• SD 力ードを取りかすには 

1. SD 力ードを巧し込んでから、離す。 

-カードの先端びカードス□ットから飛び出します。 
2. 指で SD 力ードをつまんで、ス□ットか5引さ巧く。 



重要 

• データの書き込み中に SD 力ードを力ードス□ットか5取り外さないでください。データの 
書さ込みが中断してしまラばかりでなく、 SD カードの内容が破壊されてしまラことがあり 
ます。 

- SD 力ードを取り外すときに無理な力を加えると、力ードや力ードス□ットを破損すること 
びあります。 
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2. SD 力ードをフォーマツトずる 

r 各種のリセットを実行する」 （12-3 ぺージ)をご覧くださし、。 


3- SD 力ード使用上のごを意 

• SD カードに問題びある場合、通常は再フォーマットすることで解消されます。ただし、 
データ保存の問題を避けるためにも、2枚於上の SD カードの常備をおすすめします。 

•新しい SD 力ードを初めて使う前に、フォーマット(初期化)することをおすすめします。 

• パソコンその他の機器でフォーマット済みの SD 力ードは、再フォーマットしなくてもその 
まま使用でさます。本機でフォーマットした SD カードち同様に、パソコンその他の機器で 
使用でさます。 

- SD 力ードへのアクセス中（データの書き込みまたは読み出し中）は、次の操作を行わないで 
<ださい。 

- SD カードの取り外し 
- US 目ケーブルの抜を差し 
-電卓の電源をオフにする 

-電卓とパソコンを接続中のとさ、 FA -1 24ソフトウェアを終了するか、パソコンをシャッ 
トダウンする 

-本機の電池が消耗しているとさに SD カードが挿入されていると、□ーバッテリー警告び表 
示されずに画面に何も表示されなくなることがあります。この場合は、電池を交換してくだ 
さい。 

- SD 力ードをカードス□ットに挿入したにもかかわ5ず " No Card " といラメッセージが表示 
された場合は、電卓がカードを認識していません。一度カードを抜いてか5、再度差し込み 
直してください。それでも認識されない場合は、 SD カードのメーカーにお問い合わせくだ 
さし、本機と互換性のない SD カードが一部にありますので、ごを意ください。 


■使用可能な SD 力ード 

SD メモリーカード 最大容量 2 GB 

SDHC メモリーカード最大容量 32 GB 

注意 

- SD カードの種類によって、データの書を込み/読み出しの処理時間が変わります。 

SD カードの仕様などについて詳しくは、 SD カードのメーカーにお問い合わせください。 
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き末資料 

1-エラーメッセージー覽表 


メッセージ 

エラー 内容 

対策 

Syntax 

ERROR 

-書式に誤りびある。 

• 誤ったコマンドを入力しようとし 
た。 

• 區田を巧してエラー箇所を表お 
し、誤りを訂正する。 

MaERROR 

-計算結果び演算範囲を超えた。 

-関数の入力範囲 (a- 已ページ）を超 
えた計算び行われた。 

-数学的に誤った計算び行われた 
(0 による除算など)。 

-む寅算、微分演算などで、十分な 
精度び得5れなかった。 

-解び見つか5なかった。 

-入力した数値を確認し、演算で 
きる範囲内に修正する。 

Go ERROR 

① Goto n に対する Lbl n びない。 

② 「 Prog " ファイル名"」の該当プ□グ 
ラムび指定場所に存在しない。 

① Goto n に巧する Lbl n を正しく 
入れるか 、 Goto n を削除する。 

② 指定場所に該当プ□グラムを保 
存するか、 「 Pro 呂"ファイル名"」 

を削除する。 

Nesting 

ERROR 

- 「Pro 邑 "ファイル名"」によるサブ 
ルーチンのネステイングび10段 
を超えている。 

-サブルーチンか5メインルーチ 
ンに戻すときに 「Pro 呂 "ファイル 
名"」を使っている部分びあれば、 
削除する。 

-サブルーチンのジャンプ先をた 
どり、中途でのメインルーチン 
へのジャンプび見つかった5、 
正しく戻るよラに直す。 

Stack 

ERROR 

-使用可能な数値用スタックまたは 
命令用スタックを超えた計算式び 
実行された。 

-スタックは数値用10段、命令用 

2巨段じ(内に収める。 

-計算式を2つしソ上に分けて、 
各々使用可能なスタック内に収 
める。 

Memory 

ERROR 

-残りメモリー容量を超えた演算や、 
メモリーへの記憶などを実行した。 

-使用するメモリーの数を、現在 
設定されているメモリー数じ(内 
に収める。 

-記憶させるデータの内容を簡略 
化し、残り容量しソ内に収める。 

-メモリー内の不要なデータを削 
除する。 













Argument 

ERROR 

-引数を必要とするコマンドや関数 
において間違った弓1数を入力した。 

-弓徽を正しい値に訂正する。 

Dimension 

ERROR 

-次元(大ささ）の不適切な行列、ベ 
クトル、またはリストで計算を 
行った。 

-行列、ベクトル、またはリスト 
の次元(大きさ）を確認する。 

Range 

ERROR 

① 不適切なビューウインドウ値を登 
録した。 

② グラフ画面を再描画するときに、 
ビューウインドウ範囲外になって 
しまった。 

③ 数表作成時などのレンジ指定画面 
に不適切な値を入力した。 

④ S • SHT モードのぺースト、読み 
込みなどの操作で、セル範囲を超 
元てしまった。 

① ビューウインドウ値を適切な値 
に修正する。 

② 範囲内になるよラにやり直す。 

③ 適切なレンジ値を指定し直す。 

④ セル範囲を超えない指定で操作 
をやり直す。 

Condition 

ERROR 

. 演算や機能の実行条件び十分でな 
い状態で実行を開始した。 

-入力内容を確認し、実行条件を 
満たすよラに修正をする。 

Non-Real 

ERROR 

• セットアップの" Complex Mode " 
が" Real " のときに、引数は実数だ 
び演算結果び複素数となるよラな 
演算を行った。 

• "Complex Mode " を" Real " しソが 
に設定して再計算する。 

Complex 
Number In 

List 

-複素数の認め5れない演算や操作 
に巧して、要素に複素数を含むリ 
ストを用いた。 

• リスト内のデータをすべて実数 
に修正する。 

Complex 
Number In 

Matrix 

-複素数の認め5れない演算や操作 
に対して、要素に複素数を含む行 
列を用いた。 

-行列内のデータをすべて実数に 
修正する。 

Complex 
Number In 

Matrix or 

Vector 

-複素数の認められない演算や操作 
に対して、要素に複素数を含む行 
列またはべクトルを用いた。 

-行列またはべクトル内のデータ 
をすベて実数に修正する。 

Complex 
Number In 

Data 

-通信時に複素数を含むデータを送 
信したび、受信側の該当機能は複 
素数をサポートしていない。 

(例： fx -98 目 OGII か 5 CFX - 
98巳 0 G へ、要素に複素数を含む 
連立方程式の係数データを送信し 
よラとした。） 

• 複素数を含まないデータを送信 
する。 

Can't 

Simplify 

- ►Simp 関数に-21ぺージ）を使っ 
て分数の約分を実行しよラとした 
が、指定した約数で約分でをな 
かった。例： 4/8の約分時に3を 
約数として指定した。 

-約分可能な約数を指定するか、 
約数を指定せずに ►Simp 関数に 
よる計算を実行する。 
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Can’t Solve ! 

-ソルブ計算を実行したび、指定 
された初期値では解び求め5れな 
かった。 

-初期値または入力式を修正して、 
計算をやり直す。 

No Variable 

① 変数指定のないグラフ式を登録し 
て、ダイナミックグラフを描画し 
よラとした。 

② 変数指定のない方程式でソルブ計 
算を実行しようとした。 

① 変数を含むグラフ式を登録して、 
描画をやり直す。 

② 変数を含むソルブ方程式を入力 
して、計算をやり直す。 

Conversion 

ERROR 

. 単位換算コマンドを使った計算時 
に、異なるカテゴリーか5選んだ 

2つのコマンドを使って計算しよ 
ラとした。 

• 換算式の中で1つのコマンドを2 
回使って計算しようとした。 

-換算式の中に、同じカテゴリー 
内の異なる2つのコマンドを指 
定して、計算をやり直す。 

Com ERROR 

Transmit 

ERROR 

Receive 

ERROR 

-データ転送中にケーブルび外れた 
か、転送条件1し誤りびある。 

-ケーブルの接続状態と転送条件 
を確認し、データ転送をやり直 
す。 

Memory Full 

-データ受信側のメモリーエリア容 
量び不足している。 

-データ受信側のメモリーエリア 
容量を確保した後、はじめか5 
操作をやり直す。 

Invalid Data 

Size 

-通信時、受信側びサポートしてい 
ないサイズのデータを送信しよラ 
とした。 

(例： fx -9 呂巨 OGII か5旧機種へ、 

2巳6行を超える行数の行列データ 
を送信しよラとした。） 

-受信側びサポートしている範囲 
内のサイズのデータを送信する。 

Invalid Data 

Numb 白「 

-通信時、受信側びサポートしてい 
ないデータ番号の変数を送信しよ 
ラとした。 

(例： fx - 9860 Gn か5 List 巨ま 
でしかサポートしていない旧機種 
へ、 List 7を送信しようとした。） 

-受信側びサポートしているデー 
夕番号を指定して送信する。 

Time Out 

. ソルブ演算または積分計算におい 
て、解び収束しなかった。 

-積分、微分計算にて、演算終了条 
件(ゎ/値)を満たす解び求め5れな 
かった。 

• ソルブ演算中のエラーの場合は、 
初期推定値をより解に近い値に 
変えて計算し直す。 

-積分、微分計算中のエラーの場 
合は、か/値を大さくして精度祭 
件を緩め、計算し直す。 

Circular 

ERROR 

- S*SHT モードで循環参照び起 
こった。（例：セル A 1 に"二 A 1" と 
入力した、など。） 

-セルへの入力内容を訂正し、循 
環参照を回避する。 
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PIsase 

Reconnect 

- OS アップデート中に何 5 かの理 
由で通信が切断された。 

-接続し直して試す。 

Too Much 

Data 

-データ項目の数びをすざる。 

-必要のないデータを削除する。 

Fragmentation 

ERROR 

. データを保存する前に保存メモ 
リー（または SD カードメモリー*) 
を最適化する必要びある。 

-保存メモリー(または SD 力ード 
メモリー*)を最適化する。 

Invalid 

Nam 白 

• 入力したファイル名に無効な文字 
びある。 

• 正しい文字を使い有効なファイ 
ル名を入力する。 

Invalid Type 

-不正なデータタイプび設定されて 
いる。 

-有効なデータを設定する。 

Storage 
Memory Full 

-保存メモリーの容量び不足してい 
る。 

-必要のないデータを削除する。 

No Card * 

• SD 力ードが力ードス□ットに挿 
入されていない。 

• SD 力^ —ドを力^—ドス□ツトに挿 
入する。 

SD Card 

Full * 

- SD カードメモリーの容量が不足 
している。 

-必要のないデータを削除する。 

Invalid 

file name 
or folder 

name * 

- SD カード上に本機びサポートし 
ているデータまたはフオルダーび 
見つからない。 

-本機がサポートしているデータ 
またはファイルび入った SD カー 
ドに交換する。 

Invalid Car が 

-互換性のないカードび挿入された。 

. 旦換性のあるカードと交換する。 

Card is 
protected * 

- SD カードび□ック（書き込み禁 
止)状態になっている。 

• SD 力ードの□ツクを解除する。 

Data 

ERROR 

• データエラーが発生した。 

-正しいタイプのデータを書を込 
んでいるか確認し、やり直す。 

Card 

ERROR * 

- SD カードにエラーび発生した。 

- SD カードをいったん取り外 
し、正しく挿入し直す。エラー 
が再発する場合は、 SD カード 
をフォーマツトする （ SD 力ード 
内のデータはすべて消去されま 
す)。 

Data is 
protected * 

• SD 力ードびパソコンなどで「読み 
取り専用」に設定されている。 

-「読み取り専用」設定を解除する。 


fx - 9860 GII SD のみ 
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2 -関数の入力節囲と精度 


関数 

実数解のための入力節囲 

内部演算 
巧数 

精度 

備考 

sinx 

cos ぶ 

tanx 

(DEG) I ズ I <9x(109 )。 

(RAD) Ixl < 5 X 1〇7 几 rad 
(GRA) Ixl < 1 X 1010 grad 

1 已巧 

原則として 

10 巧目 + r 

ただし tan ぶでは、 

1 ズレ 90(2 ル！ "I): DEG 

Ixl ^ jr/2(2n+1): RAD 

Ixl ^ 100 (2n+1): GRA 

sin-lx 

cos-i ズ 

tan—i 义 

Ixl ^ 1 

II 

M 


I ズ I < 1 X 10100 

sinhx 

cosh ぶ 

tanh ぶ 

Ixl ^230.9516564 

II 

II 


I ズ I < 1 X10100 

sinh-i ぶ 

cosh-iy 

tanh- 1 ぶ 

I ズ I < 1 X 10100 

II 

II 


1 1 X 10100 

Ixl < 1 

logx 

\nx 

1 X 10-99 ^ X < 1 X 1 〇の。 

II 

M 

引数として複素数を使用可 

10 、 

ピ 

-1 X 10100 <x< 100 

II 

II 

引数として複素数を使用可 

-1 X 10 …〇 

< X ^ 230.2585092 

が 

0^x<^ X 10100 

II 

M 

引数として複素数を使用可 

1 ぶ 1 < 1 X 1050 

Mx 

Ixl < 1 X 1010 o，x 卓 0 

II 

II 

引数として複素数を使用可 

I ズ I < 1 X 10100 

x\ 

0 ^ ズ ^ 69 

Od ま整数） 

II 

II 


nPr 

nCr 

計算結果 <1 X 101 W 
打， r (打と r は整数） 

0 ^ r ^ 打，巧 < 1 X 1 〇 1 〇 

II 

II 


Pol ( ぶ， y) 

Vが+ /< 1 X 10100 

II 

M 


Rec 
(r ， の 

Irl < 1 X 10100 
(DEG) 1 か <9 x (109)。 

(RAD) I0I < 5 X 1〇7 几 rad 
(GRA) 1 か < 1 X IQiograd 

II 

M 

ただし tan0 は： 

10 レ 90(2n+1): DEG 
\0\^K/2{2n+^)■. RAD 

I0U 100(2n+1): GRA 
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関数 

実数解のための入力節囲 

内部演算 
巧数 

精度 

備考 

〇 ， " 

< - 

〇 1 " 

lal , も ， C < 1 X 10^0 

0 ^ も ， C 

bd < 1 X 10100 

目0進表示は： 
bd < 1 X 1〇7 

1已巧 

原則として 
10片旧+ 1* 


ぺが） 

ぶ > 0: 

—1 x 1 0100 < y\ogx < 100 

X = 0 : y > 0 

m 

ズ <o:y = な，2内+1 

( W と n は整数） 

ただし、 

-1 X 10 i ° o<y log UI < 100 

II 

II 

引数として複素数を使用可 

X 巧 

y > 0 : X 真0 

-1 X 1〇1。〇< も ogy < 100 

y = 0 :ズ > 0 
y < 0 :ズ - 2 n +1 ， の 

(m Ov w と n は整数） 
ただし、 

-1 X 1〇1。〇< ylog lyl < 100 

II 

II 

引数として複素数を使用可 

a ゎ Ic 

整数、分子、分母の合計び 
10おじ1内（ただし区切りシ 
ンボルを含む)。 

II 

II 



一回の計算誤差は 10 巧目において ± 1、指数表示時は表示中の仮数部の最下位巧において+ 
1となります。ただし連続計算を行った場合は、誤差び累積されます。へ(が)、 X 巧、 X !、3な、 
nPr . nO など、内部で連続演算を行う場合も、同様に誤差が累積されます。 

また、関数の特異点や変曲点の近傍で、誤差び累積されて大きくなることがあります。 


関数 

入力節囲 

2 進、 8 進、 

10 進、 1 巨進計算 

変換後の値び次の範囲： 

DEC : —2147483648^x^2147483647 

BIN :1 000000000000000 ^ x ^ 1111111111111111 (負) 
0^x^111111111111111(0, 正) 

0CT : 20000000000 ^ x ^ 37777777777 (負） 

1 7777777777 (0 ，正) 

HEX : 80000000 ^ x ^ FFFFFFFF (負） 

0 ^ ズ ^ 7FFFFFFF (0, 正） 
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E-CON2 モード 

(fx-9750GII) 



















• ここで説明するすべての内容は、電卓本体と EA -200 の使用上のを意や 
用語、各種の操作について、ユーザーのちがすでによく理解しているこ 
とを前提としています。 

•本章中で指定され ている 参照ページは、特に断りびない限りは、すべて 
本章中のページを指します。 




ER-200 Controller 


E - C 0 N 2 モードの概要 


1E-CON2 モードの概要 

- E - CON 2 モードに入るには、メインメニューか5 E - C 0 N 2 を選択します。 


E-C0N2 メインメニュ ー 

• E - CON 2 モードには、 EA - 200を使ったデータ測定を簡単に、効率よく行うための、 
次の各種機能が用意されています。 

•回 ( SET )........ EA -200 のセットァップを行ラ。 

•回 ( MEM )....... EA - 200のセットアップデータに名前を付けて保存する。 

•画 ( PROG ) プ□グラム変換を行う。 

•この機能を使うと、 E - C 0 N 2 を使って作成された EA -200 のセッ 
トアップデータを、 fx -98 巨 0 G シリーズで動作可能な EA -200 制 
御プ□グラム（または EA -100 制御プ□グラム）に変換することが 
でさます。 

• CFX -98 已 0 G シリーズ / fx - 740 0 G シリーズで動作可能なプ□グ 
ラムに変換することちでさます。 

•画 ( STRT ) 。… EA -200 による測定を開始する。 

•固 ( GRPH ).... EA -200 による測定結果をグラフに表示したり、グラフに基づいた 
解析を行ラ。 

グラフ解析のための専用機能として、周期周波数計算、各種の回帰 
計算、フーリエ級数展開などを備えています。 

.画 ( HELP )..... E - C 0 N 2 のヘルプを表示する。 

• E - C 0 N 2 メインメニューの表示中に应画キー （Setup Preview ) または力ーソルキーを 
押すと、カレント-セットアップメモリー-エリアに保存されているセットアップデー 
夕の内容を表おすることがでさます。 

表示を閉じるには、尼前を巧します。 


メモ 

セットアップデータおよびカレント-セットアップメモリー-エリアについて詳しくは、 
「6セットアップメモリーを使う」 （6-1 ぺージ）を参照してください。 


E(? 


CURRENT SETUP DATA 

F ： NAME : SPEAKER 
F: SENSOR : M;C"Ph … e 
F; INTERUAL： BD 户 sec 
F ‘ NUMBER : SDDDI 


HCTIsm HMI[{inj 


r 

ヘルプについて 

固 ( HELP ) キーを巧すと、 E - CON 2 モードのヘルプを表示することびできます。 


i 

貴 I 

进圓 

SSPSGW 

!. 皆励 


e 


0 y : 

0 r n- 
2 0 0 - 
-me m 吾 
fl e an" 
EM ms 円 E 
a 

p p rth™ 
u u 3 r p™ 
o - 
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セツトアップウイヴード （Setup Wizard ) を使う 


2セットアップウイザ■ド （Setup Wizard ) を使う 

ここでは「セットアップウイザード」を使って、 EA - 200のセットアップを、画面に順次 
表おされる質問に答えるだけで手早く簡単に行ラ方法を説明します。特定の測定パラメー 
夕一についてより詳細な設定を行いたい場合は、「アドバンストセットアップ （Advanced 
Setup ) を使う」 (3-1 ぺージ）を参照してください。 


■セットアップウイザードのを種パラメーター 

セットアップウイザードを使ラと、画面に順次表おされる質問に答えるだけで、 EA -200 
の3つの基本的な測定パラメーターの変更を行ラことびでさます。 

•使用センサーの選択 (Select Sensor ): 

CASIO 製または Vernier(Vernier Software & Technolo 呂 y 社）製の各種センヴーを 
メニューか5選択可能です。 

•総測定時間 (Total Sampling Time ): 

0.01秒〜30曰の間で数値指定が可能です。 

•測定時間の単位 (Select Unit ): 

総測定時間 （Total Sampling Time ) に入力した数値に巧する単位として、秒 （ sec )、 
分 （ min )、 時間 （ hour ） または日 ( day ) を指定可能です。 

メモ 

-部のセンサーに A - 200の内蔵マイクや Vernier 社製のフォトゲートなど）では、測 
定パラメーターび上記とは異なります。各センサーに応じた測定ノ（ラメーターと設定操 
作の違いについては、このあと個別に説明します。 

セットアップウイ ザー ドの ルール 

セットアップウイザードを使う際には、次のルールにごを意ください。 

• EA - 200の測定チヤンネルは、 CH 1 または SON にとなります。 

•セットアップウイザードで作成したセットアップによる測定開始のトリガーは、常に 
國キーとなります。 
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セツトアップウイヴード （Setup Wizard ) を使う 


• セットアップウイザードをほって EA -200 のセットアップを作ぶするには 

セットアップをはじめる前に... 

-下記の操作をはじめる前に、セットアップウイザードを使って作成したセットアップで 
今すぐに測定を開始するのか、あるいは後で測定を行ラためにセットアップを保存して 
おくのかを、ミ央めてください。 

-測定の開始およびセットアップの保存を行ラために必要な操作手順については、 
rE-CON2 モード」章内の「巨セットアップメモリーを使う」 から 「8測定を開始する」 
までを参照して<ださい。下記の操作を実際に行ラ前に、あらかじめこれ5の操作手順 
すべてに目を通しておくことをお勧めします。 

. セットアップウイザードの操作を途中で中止してセットアップの作成をキャンセルする 
には、画固画!) ( QUIT ) を巧します。 

1. E - C 0 N 2 メインメニューを表示します （1-1 ぺージ)。 


2. 回 ( SET ) 回 ( W 亿）を巧します。 

•セツトアップウイザードび起動し 、 "Select Sensor " 画面が表示されます。 





Select Sensor 



CASIO : [FI] 
UERHIER ： [F2] 





3. 回を巧して CASIO 製センサーを選ぶか、回を巧して Vernier 製センサーを選びます。 

•いずれかのキーを巧すと、該当するセンサーの一覧び表示されます。次の画面は回を 
巧した場合のセンサ-覧です。 





CASIO Sensors 



Temperature 

Optical 

Motion 

Microphone 





4. 使いたいセンサーを指定します。 

嗟)/®を使って、使いたいセンサーに八イライトを移動し、國を巧します。 

•一覧から選択したセンサー名に対応するオプシヨンが複数ある場合、例えば測定単位や 
測定モードといった詳細オフシヨンびある場合などは、ここでオフシヨンの一覧び表示 
されます（次の画面は、回- [ Temperatur 引を指定したときの表示例です)。このよ 
ラな場合は、手順己に進んでください。 


Temperature 
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セツトアップウイヴード （Setup Wizard ) を使う 


• "Input Total Sampling Interval " 画面が表示された場合は、手順巨に進んでください。 





Input Total 
Sampling Interval 



0.01sec - 30days 

■ 

■ 





已.手順4で選択したセンサーに対する詳細オフションを指定します。 

み/度）を使って、指定したいオプションに八イライトを移動し、國を巧します。 

• "Input Total Sampling Interval " 画面が表示された場合は、手順巨に進んでください。 
ごを意！ 

次の各センサー/オプション項目を選択した場合は特殊な設定が必要なため 、 "Input 
Total Sampling Interval " 画面とは異なる画面が表示されます。選択したセンサー/才 
プシヨン項目に応じて、それぞれ次の箇所を参照して操作してください。 


このセンサー/オプションを選択した場合は： 

ここを参照： 

[ CASIO ] - [ Micr 叩 hone ] - |；Sound wave & 
FFT ] 

「セットアップウイザードで FFT (周 
波数特性）データのサンプリング設定 
を行う」に-己ぺージ） 

[ CASIO ] - [ Microphone ] - [FFT only ] 

[ VERNIE 刊- [ Photogate ] - [ Gate ] 

「フォトゲートを単独で使ラための設 
定を行うには」に-6ぺージ） 

[ VERNIER ] - [ Photogate ] - [ Pulley ] 

「フォトゲートとスマートプーリーを使 
うための設定を行う口ま」に-7ぺージ） 

[ CASIO ] - [ Speaker ] - [ y 二 f ( x )] 

「関数式の波形をスピーカーから出力 
する」に-8ぺージ） 


6. 数字キーを使って、総測定時間を入力します。ここでは数値だけを入力します。手順8で、 
入力した数値の単位（秒、分、時間、日）を指定します。 

メモ 

•—部のセンサー ([ CASIO ] - [ Microphone ] - |；Sound wave ] など）ではサンプリング 
時間び数秒於内に限られています。このよラなセンサーを選んだ場合の単位は「砂」固 
定なので 、 "Select Unit " 画面は表示されません。 

•総測定時間を10秒〜23時間已9分巳日秒の範囲で指定した場合、測定中にリアルタ 
イムでグラフが描画されます。このグラフ描画の機能は、アドバンストセットアップメ 
ニューで Real - time モードを選択した場合と同じものです。 
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7. 総測定時間を入力した5、励を巧します 。 "Select Unit " 画面が表示されます。 


Select Unit 

:: min 
3： hour 
4 ： day 


8. 田〜团キーを使って、手順6で入力した数値に対する単位を指定します。 
-次のよラな確認画面び表示されます。 





CHl ： Uolta 〜 
total ： 3 日 set 



OK :[F1] 
Cancel ： [F6] 





9. 確認画面の内容に問題びなければ、回を巧します。 

設定の変更び必要な場合は、画または画!]を巧して<ださい。手順6 (総測定時間の 
設定画面）に戻り、設定をし直すことがでさます。 

•回を巧すと、次のよラなセツトアップウイザードの完了画面が表示されます。 


Complete ! 

2： Save Setup-NEN 
3：Convert Program 


10 .作成したセツトアップをどラするかに応じて、次のいずれかの数字キーを巧します。 


m(Start Setup ). 作成したセットアップを使って測定を開始する （8-1 ぺージ) 

回 (Save Setup - MEM ) ...作成したセットアップを保存する (6-1 ぺージ） 

回に onvert Program ) ...作成したセットアップをプ□グラムに変換する口-1ぺージ) 
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■セットアップウイザードで FFT (周波数特性）データのサンプリング設定 
を巧う 

EA -200 の内蔵のマイクを使って音のサンプリングを実行（センサーとして [ CASIO ] - 
[ Microphone ] を指定）するときのセットアップウイヴード上でのオプションは、に ound 
wave ], [Sound wave & FFT ], [FFT only ] の 3 つびあります 。 "Sound wave " は、サン 
プリングした音を経過時間と音量の 2 次元データ(横軸二時間軸、縦軸二音量)として記録し、 
" FFT " は周波数と音量の2次元データ（横軸二周波数、縦軸二音量）として記録します。 

FFT データを記録するための設定は、次の要領で行います。 

1. 「セットアップウイザードを使って EA - 200のセットアップを作成するには」に-2 
ページ）の手順！〜2の操作を行います。 

2. "Select Sensor " 画面でに ASI 0] - [ Microphone ] - [Sound wave & FFT ] または 
[ CASIO ] - [ Microphone ] - [FFT only ] を選択します。 

• "Select FFT Range " 画面が表示されます。 


Select FFT Range 
2 - 10 日日 Hz:[FI] 

4 - 2000Hz:[F2] 
6 - 3000Hz:[F3] 

5 - 4000Hz ： [F4] 


•FFT Ran 呂 e は 4 つのオプションか 5 選ぶことができます。オプションごとに固定され 
たパラメーター値（下表参照）が、自動的に適用されます。 


オプション 

パラメーター^^^ 

2 - 1000 Hz : 
回 

4 - 2000 Hz : 
回 

6 -300 0 Hz : 
圆 

8 -400 0 Hz : 
回 

周波数ピッチ 

2 Hz 

4 Hz 

6 Hz 

8 Hz 

周波数上限 

1000 Hz 

2000 Hz 

3000 Hz 

4000 Hz 

測定周期 

61 jusec 

31 jusec 

20 jusec 

31 iisec 

測定数 

8192 

8192 

呂 192 

409巨 


各パラメーターの意昧は、次の通りです。 

周波数ピッチ：何 Hz 刻みでサンプリングするかを表します。 

周波数上限：サンプリングする周波数の上限値です（下限値は0 Hz 固定です)。 

測定周期：サンプリングを何 M 秒ごとに実行するかを表します。 

測定数：サンプリングを何回行うかを表します。 

3. 回〜回キーを使って FFT Range を選択します。 

•FFT Range を選択すると、セットアップウイザードの完了画面び表示されます。 

4. 「セットアップウイザードを使って EA - 200のセットアップを作成するには」に-2 
ページ）の手順10の操作を行います。 






















2-6 

セツトアップウイヴード （Setup Wizard ) を使う 


■セットアップウィザードでフォトゲートの設定を巧う 

Vernier 社製のフォトゲート ( Photogate ) を接続するためには、その他のセンサーを接続 
した場合とは少し異なったノ（ラメーターの設定び必要となります。 

•フォトゲートを単独でほうための設定を巧うには 

1. 「セットアップウィザードを使って EA - 200のセットアップを作成するには」に-2 
ページ）の手順！〜2の操作を行います。 

2. "Select Sensor " 画面で [ VERNIE 刊- [ Photogate ] - [ Gate ] を選択します。 

•フオトゲートび接続されているチヤンネルび CH 1 と SON にのどち5かを指定するた 
めの画面が表示されます。 





Select Channel 



CH 1: [FI] 
SONIC :[F2] 





3. CH 1 を指定するには回、 SON にを指定するには回を巧します。 
• "Gate Status " 画面び表示されます。 






Gate Status 
Open -Open : [FI] 
曰 pen -Close ： CF2] 
Close-Open : [F3] 
Close-Close ： [F4] 






• " Open " (ゲートが開く）とは光の通り道が遮断されていない状態、 " Close " (ゲートが 
閉じる）とは遮断されている状態を表します。 

•"Gate Status " は、フオトゲートびどの状態のときに計時び開始され、どの状態のと 
きに終了するかを定義するためのパラメーターです。 

Open - Open ..... ゲートが開いたときに計時が開始され、一度閉じて再度開くまで継 
続されます。 

Open - Close ..... ゲートが開いたときに計時び開始され、閉じるまで継続されます。 
Close - Open ..... ゲートび閉じたとさに計時び開始され、開くまで継続されます。 

Close - Close .... ゲートが閉じたときに計時び開始され、一度開いて再度閉じるまで 
継続されます。 
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4.回〜回のいずれかのキーを巧して、測定に利用する "Gate Status " を選択します。 
- "Gate Status " を選択すると、測定数を指定するための画面び表示されます。 






Humber ot Samples 

1-255 : 

1 白 






已.測定数として、1〜2已己の間の整数値を入力します。 

6. 「セットアップウイザードを使って EA - 200のセットアップを作成するには」に-2 
ページ）の手順10の操作を行います。 

•フォトゲートとスマートプ ー IJ — をほラための設定を巧ラには 

1. 「セットアップウイザードを使って EA - 200のセットアップを作成するには」に-2 
ページ）の手順！〜2の操作を行います。 

2. "Select Sensor " 画面で [ VERNIER ] - [ Photogate ] - [ Pulley ] を選択します。 

• "Input Distance ( m )" (距離入力）画面が表示されます。 

======== EA-BDD ========' 

Input Distanced 
0.lm-4m : 


•ここで指定する距離は、スマートプーリーの重しの落下距離です。 

•距離を 0.1 〜4.0の間のメートル （ m ) 単位の数値で入力してください。 

3. 「セットアップウィザードを使って EA - 200のセットアップを作成するには」に-2 
ページ）の手順10の操作を行います。 
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■ 閲数式の液おをスピーカーか6出力ずる 

セットアップウイザードは、 EA - 200に接続されているセンサーのセットアップを巧助 
する機能です。ただしセットアップウイザードの " Select Sensor " 画面で [ CASIO ] - 
[ Speaker ] - [ Y 二 f ( x )] を選択した場合は、電卓に入力した関数式が表す波形の音声を 
EA - 200か5出力し、その関数式のグラフを電卓本体の画面に描画するためのセットアッ 
プを行■います。 

• スピーカーか S 音声を出力するための設定を巧ラには 

1. 電卓の通信ポートと EA -200 の MASTER ポートをデータ通信ケーブル （ S 目- 62) で接 
続します。 

2. 「セットアップウイザードを使って EA - 200のセットアップを作成するには」に-2 
ページ）の手順！〜2の操作を行います。 

3. "Select Sensor " 画面でに ASI 0] - [^ Speaker ] - [ Y 二 f ( x )] を選択します。 

-次のよラな画面び表示されます。 






=== Caution === 



V-Range ： ±1 . 5 
= only 

Rngle：Radian 






4.画を押すと、ビューウィンドウ画面び表示されます。 

• Ymin 二 一1 .己、 Ymax 二1.己に自動的に設定されます。設定を変更しないでください。 

已.國（または画！])を巧すと、関数式の登録画面び表示されます。 

6. " Yl " 行に、出力したい音の波形の関数式を登録します。 


Graph Func : V- 

V3 ： [― ] 

V4 ： [― ] 

V5 ： [― ] 

V6: [― ] 




[D^ 


•角度単位はラジアンで入力してください。 

• Y 値が±1.已の範囲に収まる関数式を登録してください。 
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7. 画 ( DRAW ) を巧してグラフを描画します。 

•グラフび描画されると、次の画面のよラな垂直カーソルび表示されます。このグラフ上 
で、スピーカーから音を出力する範囲を設定します。 



8. ®/®キーを使って、出力する範囲の始点に垂直力ーソルを移動し、國キーを巧して 
登録します。 

9. ®/®キーを使って、出力する範囲の終点に垂直力ーソルを移動し、國キーを巧して 
登録します。 

•始点、終点の両方を指定すると、次のような出力周波数 （Output Frequency ) ダイア 
□グび表示されます。 





1 1 


j 

Output Frequency 

f 

— > 

/ 

• ジ 100 



己 MIJ ド Sk 434 ■叫 Hz 


10. 出力周波数を％値で設定します。 

•元の音をそのまま出力したい場合は、100(%)を指定します。1オクターブ高い音を 
出力したい場合は、200(%)と入力します。1オクターブほい音を出力したい場合は、 
已0 (%)と入力します。 


11. %値を入力した5、画を巧します。 

• EA -200 のスピーカーか5、選択範囲の波形の音び出力されます。 

•指定した結果が音として出力できない場合は " Range Error " となります。この場合は、 
m を巧すことで、順次元の画面にさかのぼって指定し直すことがでさます。 

12. 音の出力を停止するには、 EA -200 の [ START / STOP ] キーを巧します。 

13. 區]を巧します。 


•次のよラな画面び表示されます。 


PRt 


rjTrt&l 


Try Rgain? 

Ves ： [FI] 

Ho :[F り 


己 3D I ■ 5 ド … 
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14.次に何をするかに応じて、下記のいずれかの操作を行います。 

出力周波数を変更して音の出力を行ラには： 

回 （ Yes ) を巧して出力周波数 （Output Frequency ) ダイア□グに戻ります。続いて、 
上記の手順10しソ降の操作を行います。 

波形グラフ上の節囲指定を変更して音の出力を行ラには： 

固 ( No ) を巧して上記手順7のグラフ画面に戻ります。続いて、手順8しソ降の操作を行 
います。 

関数式を変更ずるには： 

固 ( No ) dr ] を巧して、上記手順目の関数式の登録画面に戻ります。続いて、手順目し U 
降の操作を行います。 

操作を終了して E - C 0 N 2 メインメニューに戻るには 
固 ( No ) を巧してか5、國を2回巧します。 
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3アドバンストセットアップ (Advanced Setup ) を使う 

「アドバンストセットアップ」を使うと、各種の測定パラメーターを個別に制御して、特定 
の用途に合わせた EA -200 の詳細なセツトアップを行うことがでさます。 


■アドバンストセツトアップの基本操作 


ここでは、アドバンストセットアップを使った EA -200 のセットアップ操作や、各パラメー 
夕一の設定値を初期値に戻すための一般的な操作手順を説明します。 個別の設定項目や、設 
定項目ごとに選択可能なオプションの詳細については、 3-3 ページしソ降の説明を参照してく 
ださい。 

•アドバンストセットアップをほって EA -200 のセットアップを作ぶするには 

於下はアドバンストセットアップの一般的な操作手順を示したものです。個別の詳細情報に 
ついては、操作手順中の参照ページをご覧ください。 

1. E - C 0 N 2 メインメニューを表示します （1-1 ぺージ)。 


2. 回 ( SET ) を巧します 。 "Setup EA - 200"サブメニューび表示されます。 

3. 回 ( ADV ) を巧します。アドバンストセットアップメニューが表示されます。 


Advanced Setup +or_EKPERT 

LZi : Sample 

[3] : Trigger 

[4] : Graph 

[ 己 ]: Custom Probe 
[6]: Initialize 
Ism [mliT raraSI[M13[flET 


アドバンストセットアップメニユ ー 

4. ここでカスタムプ□-ブを設定したい場合は、回に ustom Probe ) を巧します。次に、 
4-1 ページの「カスタムプ□ーブ設定を行ラには」の操作を行います。 


•カスタムプ□-ブの設定は、 3-3 ぺージの「チャンネル設定を行うには」の操作で行う 
ことちでさます。 

•メモリーに保存したカスタムプ□-ブ設定は、手順己の中の " Channel " で選択するこ 
とびでさます。 

己.その他の各パラメーターを設定するには、次の各キーを使います。 

• EHChannel ) ....現在各チャンネルに H 1， CH 2, CH 3, SONIC , Mic ) に割り当て5 
れているセンサーの一覧画面が表示されます。この画面を使って、 
各チャンネルに割り当てるセンサーを変更することびでさます。詳 
しくは「チャンネル設定に hannel )」（3-3 ぺージ）を参照してく 
ださい。 


•回 ( Sample )..... 測定モード、測定周期、測定数、およびウォームアップモードの設 
定を行う画面が表示されます。測定モード （ Mode ) として " Fast " 
び選択されている場合は、 FFT グラフ（周波数特性グラフ）の描画 
切り替え設定もこの画面に表示されます。詳しくは「サンプリング 
設定 （ Sample )」（3 -已ページ）を参照してください。 








3-2 

アドバンストセツトアップ (Advanced Setup ) を使う 


•回 ( Trigger ） 。…測定開始条件を設定する画面が表示されます。詳しくは「トリガー 
設定 （ Trigger )」（3-8 ぺージ）を参照してください。 

•团 ( Graph )........ グラフの描画設定を行う画面が表示されます。詳しくは「グラフ設 

定 （ Graph )」(3-13 ぺージ）を参照してください。 

•上記の各画面（田〜田）に含まれる設定は、下記の「設定パラメーターを初期値に 
戻すには」の操作によって初期値に戻すことがでさます。 


巨.セットアップの作成び済んだ5、次のファンクションキー操作によって測定を開始した 
り、その他の操作を行います。 

•回 ( STRT )..... 作成したセットアップによる測定を開始する （8-1 ぺージ） 

•回 ( MLTI )....... 作成したセットアップによる MULTIMETER モード測定を開始する 

(5-1 ぺージ） 

•画 ( MEM )....... 作成したセットアップを保存する （6-1 ぺージ） 

•画 ( PROG ) ....作成したセットアップをプ□グラムに変換する （7-1 ページ） 

•固 ( GRPH ).... EA -200 で測定した結果をグラフ化する、各種のグラフ分析ツール 
を使ラ （10-1 ぺージ） 


•岡 ( ABT )........ 現在電卓に接続されている EA -200 のバージョン情報を表示する 


• 設定パラメーターを初期値に戻すには 

カレント-セットアップメモリー.エリア（目-1ぺージ）に保存されているセットアップの 
すべてのパラメーターを初期値に戻すには、次の操作を行います。 

1.アドバンストセットアップメニュ ー(3-1 ぺージ）が表示されているときに、 
固 ( Initialize ) を巧します。 




Initialize 
Current Setup? 

Ves ： [FI] 

Ho :[F り 




2. セツトアップを初期値に戻すには、表示される確認メッセージ画面で回 （ Yes ) を巧しま 
す。 


•セットアップを初期値に戻さずに確認メッセージを消すには、画 ( No ) を巧します。 
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■ チヤンネル設定 Channel ) 

チヤンネル設定画面は、各チヤンネルに H 1. CH 2. CH 3, SONIC , Mic ) に、現在割り当て 
5れているセンサーを一覧表示します。 


•チヤンネル設定を巧うには 

1.アドバンストセットアップメニュ ー(3-1 ぺージ）び表示されているときに、 
圧 KChannel ) を巧します。 

•チヤンネル設定画面が表示されます。 


現在還択されているチヤンネル 


Channel Setup 
CH 1: Uoltage 


SONIC : 

Mic : 

Range ： -20"130 〇 [ 
HW CHID* IHiF Ih^ 


チヤンネル設定画面 

2. を使って、設定を変更したいチャンネルに八イライトを移動します。 


3. 次に行う操作は、選択したチャンネルに応じて異なります。 

• CH 1、 CH 2、 CH 3 の場台 

選択したチャンネルに割り当て可能なセンサーー覧を表示するために、次のファンク 
シ ヨンキーを 巧します。 

回 ( CASIO )...... カシオ製センサーの一覧を表示する。 

回 ( VRNR )....... Vernier 社製センサーの一覧を表示する。 

画に STM )....... カスタムプ□ーブの一覧を表示する。 

回 ( None ) 。……選択したチャンネルにセンサーを何も割り当てない。 

• SON にの場合 

選択したチャンネルに割り当て可能なセンサーー覧を表示するために、次のファンク 
シ ヨンキーを 巧します。 

回 ( CASIO )...... カシオ製センサーの一覧を表示する。 

" Motion " だけび選択可能です。 

回 ( VRNR )....... Vernier 社製センサーの一覧を表示する。 

" Motion " または " Photo 邑 ate " のいずれかを選択できます。 


メモ 

• CASIO または Vernier センサ ー- 覧のいずれかか5 " Motion " を選択した場 
合は、選択後に表示されるメニューか5測定単位として" meters " (メートル) 
または " feet " (フィート）を選択してください。 

• CASIO または Vernier センサ ー- 覧のいずれかか5 " Motion " を選択した場 
合は、应 D を巧すことでスムージング（測定誤差の補正）のオン/オフを切り替 
えることがでさます。オンのとをは"- Smooth " が表示され、オフのとさは表示 
されません。 
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• Vemie 「センサ ー 覧か5 " Photo 邑 ate " を選択した場合は、選択後に表示され 
るメニューで [ Gate ] または [ Pulley ] のいずれかを選択します。 

[ Gate ]. フォトゲートセンサーを単体で使用する。 

[ Pulley ]. フォ トゲートセンサーを スマー トプーリーと併せて使用する。 

回 ( None ). SONIC チャンネルを使わない。 

• Mic の場合 

このチャンネルには、自動的に内蔵（または外部）マイクが割り当て5れます。ただし、 
次のいずれかの設定を選ぶことが必要です。 

回 ( Snd ). サンプリングした音を経過時間と音量の2次元データ（横軸二時間、 

縦軸二音量）として記録する。 

回 ( FFT ). サンプリングした音を周波数と音量の2次元データ（横軸二周波数、 

縦軸二音量）として記録する。 

回 ( None ). Mic チャンネルを使わない。 

4. 使いたいすべてのチャンネルについて、上記の手順2と3の操作を繰り返し行います。 

已.すべての設定び済んだ5、國を巧します。 

•アドバンストセットアップメニューに戻ります。 

メモ 

チャンネル設定画面でチャンネルを選択すると、選択したチャンネルの測定レンジび画 
面の最下行に表示されます。 

Channel Setup 
CH 1 : Uoitage _ 


some ： 

Mic : 

Range ： -20"13 日 
HW CHID* IHiF Ih^ 

上の画面例では、 CH 2 に割り当てられている温度センサーの測定レンジび表示されてい 
ます。 

測定レンジの値が画面幅に収ま5ない場合は、表示可能な範囲の値だけが表示されます。 

-チャンネル設定を変更したときに、サンプリング設定 （3 -已ぺージ）やトリガー設定 （3-8 
ページ）の現在の設定が不適切な組み合わせとなった場合は、これ5の設定は自動的に初 
期値に変更されます。例えばサンプリング設定で測定モードび " Extended " に設定されて 
いるときに、チャンネル設定で Mic チャンネルを選択すると、測定モードは自動的に （Mic 
チャンネル選択時の初期設定である） " Fast " に変更されます。測定モードに応じて選択可 
能なチャンネルについては、サンプリング設定 （3 -已ぺージ）を参照してください。 
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■ ヴンプ U ング設定 ( Sample ) 

サンプリング設定画面を使ラと、サンプリング（測定）を制御するさまざまな設定を行ラこ 
とがでをます。 

• サンプリング設定を巧うには 

1.アドバンストセットアップメニュ ー(3-1 ページ）び表示されているときに、 
回 ( Sample ) を巧します。 

•サンプリング設定画面び表示され、 " Mode " の行び八イライト表示されます。この状態 
で、測定モードの選択が可能です。 

Sample Setup 

interval : Isec 
Humber :101 

[ 白 h01m40s] 
Warm-Ljp : Ruto 


「 R-T 「り " hoKlti fEKt j [!nW I D- 


2. 実行したい測定のタイプに応じた測定モードを選択します。 


これをずるには： 

このキーを 
巧ず： 

選択される 
測定モード： 

測定と同時にグラフを描画する 

回 ( R - T ) 

Real-time 

高速の現象を測定する（音声の測定など） 

回 ( Fas 1;) 

Fast 

長期間にわたって測定する（天気の測定など） 

-スタンバイ中は、 EA -200 はスリープ状態（電源オフ 
状態）になります。 

回に xtd ) 

Extended 

EA - 200の内蔵マイクを使って音のサンプリングを実行 
する 

画 (た） 

回 ( Snd ) 

Sound 

特定のトリガーイベントび発生したタイミングを、0 ( 測 
定開始時間）から始まる絶対値として記録する 

画 (た） 

回に Ick ) 

Clock 

開始トリガーイベントか5終了トリガーイベントまでの 
間で、周期的な測定を行ラ 

画 (た） 

圆 ( Priod ) 

Period 

上記於外の測定を行ラ 

圆 （ Norm ) 

Normal 


•選択した測定モードによって、選択可能なチャンネルもミ央まる点にごを意くださし、。 


測定モード 

選択可能なチヤンネル 

Real - time , Extended , Normal 

CHI , CH 2, CH 3, SONIC 

Fast 

CHI,Mic 

Sound 

Mic 

Clock , Period 

CHI 
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3.測定周期の設定を変更するには、 " Interval " に八イライトを移動します。次に、回を 
押して測定周期を設定するためのダイア□グを表おします。 

•設定可能な値の範囲は、選択されている測定モードによってミ央まります。 


この測定モードび選択されている場合は： 

この範囲の値が設定可能： 

Real-time 

0.2 ~ 299 sec 

Fast 

20 ~ 已〇〇 jusec 

Extended 

已〜240 min 

Period 

"二 Trigger " 固定（値の設定は不要です） 

Sound 

20 iisec ~ 27 jusec 

Clock 

"二 Trigger " 固定（値の設定は不要です） 

Normal 

0.0005 ~ 299 sec 


4.測定数の設定を変更するには、 " Number " に八イライトを移動します。次に、回を押 
して測定数を設定するためのダイア□グを表示します。 

•ダイア□グの最下行に表おされる総測定時間は、手順3で指定した測定周期の値と、 
ここで指定した測定数の値を掛け合わせて計算された数値です。 

ごを意！ 

次のすべての条件に当てはまる場合は、 " Number " の代わりに " Distance " び表示され 
ます。 " Distance " の設定について詳しくは、「距離 （ Dis ね nee ) 設定を行うには」 （3-7 
ページ）を参照してください。 

•チヤンネル設定 （3-3 ぺージ）：回 ( VRNR ) - [ Photogate ] - [ Pulley ] 

•測定モード （3 -己ぺージ ）： Clock 

已.ウォームアップ時間の設定を変更するには、 " Warm - up " に八イライトを移動します。次 
に、下記のいずれかのフアンクシヨンキーを巧します。 

メモ 

測定モードとして " Fast "、" Sound "、 または " Extended " が選択されている場合は、 
サンプリング設定画面上に " Warm - up " の行は表示されません。 


これをずるには： 

この キーを 巧ず： 

ウオームアップ時間をセンサーごとに自動的に設定する 

回 ( Auto ) 

ウオームアップ時間を秒単位で手動入力する 

回 ( Man ) 

ウオームアップ時間を無効にする 

画 ( None ) 


ごを意！ 

次の条件に当てはまる場合は、 " Warm - up " の代わりに "FFT Graph " び表示されます。 
TFT Graph " の設定について詳しくは、 「 FFT グラフの設定を行う口ま」 （3-7 ぺージ) 
を参照してください。 

•測定モード （3 -已ぺージ ）： Fast 
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6. すべての設定が済んだ5、國を巧します。 

•アドバンストセットアップメニューに戻ります。 

メモ 

サンプリング設定を変更したときに、チャンネル設定 （3-3 ページ）やトリガー設定 
(3-8 ページ）の現在の設定び不適切な組み合わせとなった場合は、これらの設定び自動 
的に初期値に変更されたり、エラーメッセージが表示されたりすることがあります。例 
えばチャンネル設定で Mic チャンネルび選択されており、トリガー設定でトリガーソー 
ス （ Source ) として" Mic " び選択されているときに、サンプリング設定で測定モードを 
" Real - time " に変更すると、チャンネル設定の Mic チャンネルの選択状態は解除され、 
トリガーソースは "[ EXE ] key " に変更されます。 

測定モードに応じて選択可能なチャンネルについては、「サンプリング設定を行ラには」 
の手順2を参照してください。また、測定モードに応じて選択可能なトリガーソースに 
ついては、トリガー設定 （3-8 ぺージ）を参照してください。 

• 距離 ( Distance ) 設定を巧うには 

「サンプリング設定を行うには」 （3 -巳ぺージ）の手順3の代わりに、回を巧して スマー ト 
プーリーの重しの落下距離をメートル単位で指定するためのダイア□グを表示します。 

距離を 0.1 〜4.0の間のメートル （ m ) 単位の数値で入力してください。 


• FFT グラフの設定を巧うには 

「サンプリング設定を行うには」 （3 -己ページ）の手順已の代わりに、回を巧して周波数特 
性グラフの描画を行ラか、行わないかを設定するためのダイア□グを表示します。 


これをずるには： 

この キーを 巧ず： 

測定の実行後に周波数特性グラフを描画する 

回 ( On ) 

測定の実行後に周波数特性グラフを描画しない 

回 ( Off ) 
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アドバンストセツトアップ (Advanced Setup ) を使う 


■ 卜 y 力 . 一設定 (Trigger) 

トリガー設定画面では、例えば國キーを巧すと測定び開始されるといった、「測定び何に 
よって開始されるかの条件」を指定します。この測定の開始条件のことを「トリガーソース」 
(Trigger Source ) と呼び、トリガー設定画面上では " Source " と表示されます。 


Trisser Setup 


Trigger Setup I 

— 1 I " 1 ■ 

Source sCountDown 1 


Timer ： 己 set 

|EXE lent |CH1 iSoniclCSTRJllNIJ 

|EXE lent |CHl' fcSTRjfUnJ 




iTrigger Setup I 


Trigger Setup 

Source : CHI 1 



[Optical] 
Threshold ： 549.5 

Unit : Lum Int 

Edge : Rising 


|EXE ICnt'fCHl fcSTRjfUnJ 

|EXE lent |CHl' fcSTRjfUnJ 


下表は選択可能な巨つのトリガーソースそれぞれを解説したちのです。 


このイベントによって測定を開始ずるには： 

このトリガーソースを選ぶ： 

區)キーび押された 

[ EXE ] key 

指定した秒数のカウントダウンが完了した 

Count Down 

CH 1 への入力値び指定した値に達した 

CHI 

SON にチャンネルへの入力値が指定した値に達した 

SONIC 

EA -200 の内蔵マイクが音を感知した 

Mic 

EA -200 の [ START / STOP ] キーび押された 

[ START ] key 


メモ 

サンプリング設定 （3 -巳ページ）で選択した測定モードに応じて、選択可能なトリガーソー 
スは異なります。 


この測定 モー ドでは： 

この 卜 U ガーソースび 選択可能： 

Real-time 

[ EXE ] key , Count Down 

Fast 

[ EXE ] key , Count Down , CHI,Mic 

Normal 

[ EXE ] key , Count Down , CHI ， SONIC , [ START ] key 

Extended 

[ EXE ] key 

Sound 

[ EXE ] key , Count Down , Mic 

Clock 

CHI 

Period 

CHI 
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• トリガー設定を巧うには 

1.アドバンストセットアップメニュ ー(3-1 ページ）が表示されているときに、 
回 ( Trigger ) を巧します。 

-トリガー設定画面び表示され、 " Source " の行び八イライト表示されます。 


Trigger Setup _ 


に ><E lent に HI l ； onicl[ ； TR][!NlJ 

•ファンクシヨンメニユーに表示される項目は、サンプリング設定 （3 -已ページ）で選択 
した測定モードによって異なります。上の画面は、測定モードとして " Normal " び選択 
されている場合の表示例です。 


2. フアンクシヨンキーを使って、希望するトリガーソースを選択します。 
•測定モードに応じて選択可能なトリガーソースは次の通りです。 


測定モード 

トリガー ソース 

Real-time 

回に XE ) ; [ EXE ] key , 回に nt ) : Count Down 

Fast 

回 ( EXE ) : [ EXE ] key , 回に nt ) ; Count Down , 画に Hl )， 
固 ( Mic :) 

Normal 

回 ( EXE ) ; [ EXE ] key , 回に nt ) : Count Down , 画に HI ), 
回 ( Sonic ). 固 ( STR ) ; [ START ] key 

Sound 

回 ( EXE ) : [ EXE ] key , 回に nt ) : Count Down , 固 ( Mic ) 


•測定モードび " Extended " の場合のトリガーソースは常に" [ EXE ] key " に、測定モー 
ドび " Clock " または " Period " の場合のトリガーソースは常に " CHI " となります。 
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3. 手順2で選択したトリガーソースに応じて、次のいずれかの操作を行います。 


このトリガー ソース 
の場台は： 

この操作を行ラ： 

[ EXE ] key 

國を巧してトリガー設定を終了し、アドバンストセットアッ 
プメニューに戻ります。 

Count Down 

カウントダウンの開始時間を設定します。下記の「カウントダ 
ウンの開始時間を設定するには」を参照してください。 

CHI 

トリガーのしきい値とトリガーエッジの向きを指定します。「卜 
リガーのしきい値とトリガーエッジを指定するには」 （3-11 
ページ）、「トリガーのしをい値、トリガー開始エッジ、およ 
びトリガー終了エッジを指定するには」 （3-11 ページ）または 
「フォトゲートの開始トリガー/終了トリガーを設定するには」 
(3-12 ぺージ）を参照してください。 

SONIC 

トリガーのしきい値とモーションセンサーのレベルを設定しま 
す。「トリガーのしきい値とモーションセンサーのレベルを設 
定するには」 （3-12 ぺージ）を参照してください。 

Mic 

マイクの感度を設定します。下記の「マイクの感度を設定する 
には」を参照してください。 

[ START ] key 

國を巧してトリガー設定を終了し、アドバンストセットアッ 
プメニューに戻ります。 


• カウントダウンの開始時巧を設定するには 

1. " Timer " に八イライトを移動します。 

2. 回 （ Time ) を巧して、カウントダウンの開始時間を設定するためのダイア□グを表示し 
ます。 

3. 1~10の間の数値（単位：秒）を入力します。 

4. 岡を押してトリガー設定を終了し、アドバンストセットアップメニューに戻ります。 


• 7イクの感度を設定するには 

1." Sense " に八イライトを移動し、次のいずれかのフアンクシヨンキーを巧します。 


このレベルのマイク感度を還択ずるには： 

この キーを 巧ず： 

ほ感度 

回 ( Low ) 

中程度の感度 

回 ( Mid ) 

高感度 

画 ( High ) 


2. 岡を巧してトリガー設定を終了し、アドバンストセットアップメニューに戻ります。 
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アドバンストセツトアップ (Advanced Setup ) を使う 


• トリガーのしをい値とトリガーエッジを指定するには 

測定モード (3 -已ぺージ)として" Fast " 、 Normal " 、または" Clock " が選択されている場 S ま、 
次の操作を行います。 

1. " Threshold " に八イライトを移動します。 

2. 回 ( EDIT ) を巧して、トリガーのしきい値にの値に達すると測定が開始されるデータ値) 
を指定するためのダイア□グを表おします。 



チャンネル設定 （ 3-3 ぺージ）で CH 1 または 
SONIC チヤンネルに割り当て 5 れたセンヴー 


割り当て 5 れているセンサーの測定単位 


3. 希望する値を入力し、國を巧します。 

4. " Edge " に八イライトを移動します。 

已.次のいずれかのフアンクシヨンキーを巧します。 


このトリガーエツジを選択ずるには： 

このキーを押ず： 

下降時トリガー 

回 ( Fall ) 

上昇時トリガー 

回 ( Rise ) 


目.岡を巧してトリガー設定を終了し、アドバンストセットアップメニューに戻ります。 


•トリガーのしをい値、トリガー開おエッジ、およびトリガー終了エッジを指定 
するには 

測定モード （3 -已ぺージ）として " Period " が選択されている場 S ま、次の操作を行います。 

1. " Threshold " に八イライトを移動します。 

2. 回 ( EDIT ) を巧して、トリガーのしきい値にの値に達すると測定び開始されるデータ値) 
を指定するためのダイア□グを表おします。 

3. 希望する値を入力します。 

4. "Start to " に八イライトを移動します。 

己.次のいずれかのフアンクシヨンキーを巧します。 


このトリガー開始エッジを選択ずるには： 

この キーを 巧ず： 

下降時トリガー 

回 ( Fall ) 

上昇時トリガー 

回 ( Rise ) 


6. "End Edge " に八イライトを移動します。 

7. 次のいずれかのフアンクシヨンキーを巧します。 


このトリガー終了エッジを還択ずるには： 

この キーを 押ず： 

下降時トリガー 

回 ( Fall ) 

上昇時トリガー 

回 ( Rise ) 


8. 岡を巧してトリガー設定を終了し、アドバンストセットアップメニューに戻ります。 
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•フオトゲートの開始トリガー/お了トリガーを設定するには 

フオトゲートのトリガーソースとして CH 1 び選択されている場合は、次の操作を行いま 
す。 

1. "Start to " に八イライトを移動します。 

2. 次のいずれかのフアンクシヨンキーを巧します。 


この状態を開始トリガーとして設定ずるには： 

このキーを押ず： 

フオトゲートび閉じた状態 

回似 ose ) 

フオトゲートが開いた状態 

回 ( Open ) 


3. "End Gate " に八イライトを移動します。 

4. 次のいずれかのフアンクシヨンキーを巧します。 


この状態を終了トリガーとして設定ずるには： 

このキーを押ず： 

フオトゲートが閉じた状態 

回に lose ) 

フオトゲートが開いた状態 

回 ( Open ) 


已.岡を巧してトリガー設定を終了し、アドバンストセットアップメニューに戻ります。 


•トリガーのしまい値とモーシヨンセンサーのレベルを設定するには 

トリガーソースとして" SON に"が選択されている場合は、次の操作を行います。 

1. " Threshold " に八イライトを移動します。 

2. 回 ( EDIT ) を巧して、トリガーのしきい値にの値に達すると測定び開始されるデータ値) 
を指定するためのダイア□グを表おします。 

3. 希望する値を入力し、國を巧します。 

4. " Level " に八イライトを移動します。 

已.次のいずれかのフアンクシヨンキーを巧します。 


このレベルを選択ずるには： 

この キーを 巧ず： 

(しきい値よりも）下 

回 ( BIw ) 

(しきい値よりも）上 

回 ( Abv ) 


目.岡を巧してトリガー設定を終了し、アドバンストセットアップメニューに戻ります。 
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■ グラフ設定 ( Graph ) 

グラフ設定画面では、測定び完了した後で表おされるグラフに関する各種設定を行います。 
グラフを描画するか、しないかの設定は、サンプリング設定 (3-5 ぺージ）で行います。 


•グラフ設定を巧うには 

1.アドバンストセツトアップメニュー (3-1 ぺージ）が表示されているときに、团 (Graph) 
を押します。 


‘グラフ設定画面び表示されます。 


現在還択されている項目 


Graph Setup 

Coo" 

Econ fixes : On 
Real Scroll : On 


「On \ 


グラフ設定画面 


2. グラフのソースデータ名表示の設定を変更するには、み/活）を使って、 "Graph Func" 
に八イライトを移動します。続いて、次のいずれかのフアンクシヨンキーを巧します。 


この設定にずるには： 

この キーを 押ず： 

グラフのソースデータ名を表おする 

回 (On) 

グラフのソースデータ名を表示しない 

回 (Off) 


• グラフデータび測定データメモリーのファイルとして保存されている場合は、グラフの 
ソースデータ名としてそのファイル名び表示されます。グラフデータびカレント-デー 
夕•エリアに保存されている場合は、該当するチヤンネル名び表示されます。 


メモ 

測定データメモリーおよびカレント-データ-エリアについて詳しくは、「9測定データ 
メモリーを使う」 （9-1 ぺージ）を参照してください。 


3. トレース操作時の座標値表示設定を変更するには、嗟）/®を使って、 "Coord" に八イ 
ライトを移動します。続いて、次のいずれかのフアンクシヨンキーを巧します。 


この設定にずるには： 

この キーを 巧ず： 

トレース操作時に座標値を表おする 

回 (On) 

トレース操作時に座標値を表示しない 

回 (Off) 


4.座標軸の表示設定を変更するには、嗟)/度）を使って、 "Econ Axes" に八イライトを移 
動します。続いて、次のいずれかのフアンクシヨンキーを巧します。 


この設定にずるには： 

この キーを 押ず： 

座標軸を表示する 

回 (On) 

座標軸を表示しない 

回 (Off) 
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已.リアルタイムスク□-ルの設定を変更するには、み/度）を使って、 "Real Scroll" に八 
イライトを移動します。続いて、次のいずれかのフアンクシヨンキーを巧します。 


この設定にずるには： 

この キーを 巧ず： 

リアルタイムスク□ールを行ラ 

回 (On) 

リアルタイムスクロールを行わない 

回 (Off) 


6. 岡を巧してグラフ設定を終了し、アドバンストセットアップメニューに戻ります。 
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4カスタムプローブを使う 

ここで説明する操作手順によって、 EA-200 で使用するカスタムプ□-ブを設定するこ 
とができます。「カスタムプ□-ブ」とは、 E-CON2 モード標準として指定されている 
CASIO 製または Vernier 社製センサ ーL ソ外のセンサーを指します。 


■ カスタムプローブ設定を巧う 


カスタムプ□ーブ設定を行ラには、巧間式い; C +わ）の定数を入力することが必要です。傾 
き <3 (slope)、y 軸切片わ （intercept) のそれぞれの定数を入力します。補間式（の c +わ）中 
のXは、測定した電圧の値（測定範囲は〇〜己ボルト）です。 

• カスタムプローブ設定を巧うには 

1.E-C0N2 メインメニュ ー(1-1 ぺージ）で回 （SET) 回 （ADV) を巧して、アドバンスト 
セツトアップメニューを表示します。 


•「3アドバンストセットアップ （Advanced Setup) を使う」 (3-1 ぺージ）を参照して 
<ださい。 


2.アドバンストセットアップメニューで回に ustom Probe) を巧して、カスタムプ□ーブ 
一覧画面を表示します。 


Custom Probe List 



3： Current 


[tram [TOiinrawimnni [{ran 


•カスタムプ□ーブが 1 つも登録されていない場合は、 "No Custom Probe" と表示さ 
れます。 


3. 回 ( NEW) を巧します。 

•次のよラなカスタムプ□ーブ設定画面び表示されます。 


Input Probe Name 

lugi 

==Spsti’ 

Slope :1 
Intercept：0 
Unit Name：U 
Warm-Ljp : Ssst 

に DIT ICALIEIZERO 


•プ□-ブ名の初期設定は "Voltage (巨 pin)" です。はじめに、この名前を変更します。 
初期設定の名前のままで良い場合は、手順4と已は省略してください。 


4. 回 ( EDIT) を巧します。 

•プ□-ブ名の編集モードに入ります。 

已.18文字じ(内でカスタムプ□-ブ名を入力し、画を巧します。 
•"Slope" に八イライトび移動します。 
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6. カスタムプ□ーブの各種設定を行うには、次のファンクションキーを使います。 

•ある項目の設定を変更するには、はじめに®/®を使って、その項目に八イライトを 
移動します。続いて、ファンクションキーを使って希望の設定を選択します。 

(1) Slope 

回 (EDIT) を巧して、巧間式の傾き(ロズ+わの定数口として指定する値)を入力します。 

(2) Intercept 

回 (EDIT) を巧して、巧間式の： y 軸切片（化 C +わの定数わとして指定する値）を入力 
します。 

(3) Unit Name 

回 (EDIT) を巧して、単位名を8文字しソ内で入力します。 

(4) Warm-up 

回に DIT) を巧して、ウ オーム アップ時間を入力します。 


7. 画を押し、続いてメモリー番号 （1 〜 99) を入力します。 

•カスタムプ□ーブ設定び保存され、新規に登録したカスタムプ□ーブ設定を含んだカス 
タムプ□ーブの一覧に戻ります。 


• Vernier 社製センサーの設定を呼び出してカスタムプ□—ブ設定を巧うには 

1. 「カスタムプ□-ブ設定を行うには」 (4-1 ぺージ）の手順1と2の操作を行います。 

2. fF5l(VRNR) を巧します。 


•Vernier 社製センサーの一覧び表示されます。 


Usrnist- Ssnsors 

Barometer 
COi 白 as 
Conductivity 
Current -I-1 

iii—uj mvmf lu— 琴山 iiiiM TfwfJ 


3. 嗟)/®を使って、カスタムプ□-ブの設定元として使用したい Vernier 社製センサー 
に八イライトを移動し、 阿 を巧します。 

•選択した Vernier 社製センサーの名前と設定情報が、カスタムプローブ設定画面に表示 
されます。 


Edit Probe Name 



Slope ：53.341 
Intercept：-53.073 
Unit Hamei-^C 
Warm-Ljp : Ssst 


に DIT ICALIEIZERO 


•設定を完了するには、「カスタムプ□-ブ設定を行うには」 （4-1 ぺージ）の手順4か5 
7までの操作を行ってください。 
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■ カスタムプ□—ブの自動捕正を巧ラ 

自動巧正を使うと、カスタムプ□ーブに適用する巧間式の傾き ( Slope ) および y 軸切片 
( Intercept ) の値を、2つの実測値か5自動的に設定することができます。 

ごを意！ 

-下記の操作を行ラ前に、測定値がわかっている2つの測定環境を用意することび必要で 
す。 

-下記の手順已で参照値を入力する際には、手順4で測定を行ラ条件下における正確な 
測定値を入力してください。また、下記の手順7で参照値を入力する際には、手順巨 
で測定を行ラ条件下における正確な測定値を入力してください。 

• カスタムプローブの自動補正を巧うには 

1. 電卓と EA -200 を接続し、自動巧正を行いたいカスタムプ□-ブを EA -200 の CH 1 
に接続します。 

2. 次に行ラ操作は、新規のカスタムプローブの自動巧正を行ラか、登録済みのカスタムプ 
□ーブ設定を編集するかによって異なります。 

新規のカスタムプローブ設定を行ラ場台： 

•「カスタムプ□ーブ設定を行うには」 (4-1 ページ）の手順1〜6の操作を行います。 

•傾き ( Slope ) および； y 軸切片 ( Intercept ) の値は自動補正によって自動的に設定され 
るので、上記の手順巨では傾きと: y 軸切片の値を設定する必要はありません。 

登録済みのカスタムプ□ーブ設定を編集ずる場合： 

• r カスタムプ□ーブ設定を編集するには」 （4 -目ぺージ)の手順1〜3の操作を行います。 

3. 回に AUB ) を巧します。 

• EA -200 © CH 1 に接続されたセンサーによる1回目の測定が開始され、次のよラな 
画面が表示されます。 



Calibration: 

When stable? 
long press [EXEj. 

1 回目の測定中を表ず 
測定値がリアルタイムで表示される ^ 

Point 1 ： 

1.3102 lU 
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[EXE]. 


Point 2 ： 

4.30035 U 
Input Ualue ( リ） ？ 


4. 測定値が安定した5、國を数秒間巧し続けます。 

•1 回目の測定値が登録され、画面上に表示されます。このとさ画面の最下行にカーソル 
び表示され、参照値の入力が可能な状態となります。 


5. 1回目の測定値に対する参照値を入力し、國を巧します。 

•2 回目の測定が自動的に開始され、手順3で表示されたちのと同様の画面表おに切り 
替わります。 


吕回目の測定中を表す 


6. 測定値び安定した5、國を数秒間巧し続けます。 

•2 回目の測定値び登録され、画面上に表示されます。このとを画面の最下行にカーソル 
が表示され、参照値の入力が可能な状態となります。 


7. 2回目の測定値に対する参照値を入力し、國を巧します。 

•カスタムプ□ーブの設定画面に戻ります。 

•E-C0N2 は、入力された2つの参照値に基づいて傾きと）;軸切片の値を計算し、自動 
的に設定を行います。自動設定された数値はカスタムプローブ設定画面に表示されます。 


8. 國を巧し、続いてメモリー番号 （1 ~ 99) を入力します。 

•カスタムプ□ーブ設定び保存され、カスタムプローブの一覧に戻ります。 


Input Slope 

[CST ] 

== SpeciTications === 

In'L-ercep'L .： 1. 4267 e - 03 
Unit Name：0 
Warm-Ljp : Ssst 

に DIT|"LIE|ZEM Gnu 


Calibration: 

When stable ， 
long press [EXE]. 

Point 2 ： 

4.30035 U 


Calibration: 

When stable ， 
long press [EXE]. 

Point 1 ： 

1.3102 lU 
Input Ualue ( リ） ？ 


n e 
ol s 
ib s 
t3e 
at 广 

广 s p 
b 

i n g 
1 e n 
ah o 

cwl 
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■ カスタムプ□—ブのゼ□捕正を巧ラ 

カスタムプ□ーブのゼ□巧正を行ラと、実測値に基づいてカスタムプ□ーブの y 軸切片の値 
を設定することがでさます。 

• カスタムプローブのゼ□補正を巧うには 

1. 電卓と EA-200 を接続し、ゼ□巧正を行いたいカスタムプ□ーブを EA-200 の CH1 
に接続します。 

2. 次に行ラ操作は、新規のカスタムプローブのゼ□ネ甫正を行ラか、登録済みのカスタムプ 
□ーブ設定を編集するかによって異なります。 

新規のカスタムプローブ設定を行ラ場台： 

•「カスタムプ□-ブ設定を行うに财 （4-1 ぺージ）の手順1〜目の操作を行います。 

•y 軸切片 (Intercept) の値は自動巧正によって自動的に設定されるので、上記の手順巨 
では: y 軸切片の値を設定する必要はありません。 

登録済みのカスタムプローブ設定を編集ずる場合： 

•「カスタムプ□-ブ設定を編集するには」 （4 -目ページ)の手順1〜3の操作を行います。 

3. 回 (ZERO) を巧します。 

•EA- 200の CH1 に接続されたセンサーによる測定び開始され、次のよラな画面び表示 
されます。 

Zero Adjust ： 

When stable ， 
long press [EXEj. 

Point 1 ： 

0.99602 U 


4. ゼ□巧正を行いたい時点（画面に表示されている測定値びゼ□補正を行ラための適切な値 
となった時点）で、國を巧します。 

•カスタムプ□ーブの設定画面に戻ります。 

•E-C0N2 は、測定値に基づいて y 軸切片の値を自動的に設定します。自動設定された 
数値はカスタムプ□ーブ設定画面に表示されます。 


Input Slope 

[CDS ] 

== SpeciTications === 



Unit Name：U 
Warm-Ljp : Ssst 
[edit rCALItfZERO _ 


已.國を巧し、続いてメモリー番号 （1 ~ 99) を入力します。 

•カスタムプ□ーブ設定が保存され、カスタムプ□ーブの一覧に戻ります。 
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■ カスタムプ□—ブの設定を管巧ずる 

ここでは、登録済みのカスタムプ□ーブ設定の編集と削除の操作について説明します。 


• カスタムプ□—ブ設定を編集するには 


1. カスタムプ□ーブー覧画面 (4-1 ページ）を表おします。 

2. 設定内容を編集したいカスタムプ□ーブを選択します。 

•嗟)/度）を使って、編集したいカスタムプ□-ブ名に八イライトを移動します。 

3. 画 ( EDIT ) を巧します。 

•カスタムプ□ーブ設定画面び表示されます。 

•設定を編集するには、「カスタムプ□ーブ設定を行ラには」 （4-1 ページ）の手順目の操 
作を行います。 


• カスタムプローブ設定を削除するには 

1. カスタムプ□ーブー覧画面 (4-1 ページ）を表おします。 

2. 削除したいカスタムプ□ーブを選択します。 

•嗟)/度）を使って、削除したいカスタムプ□-ブ名に八イライトを移動します。 

3. 画 ( DEL ) を巧します。 

4. 選択したカスタムプローブ設定を削除するには、表示される確認メッセージ画面で 
回 ( Yes ) を巧します。 

•カスタムプ□-ブ設定を削除せずに確認メッセージを消すには、画 ( No ) を巧します。 
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5 MULTIMETER モードを使う 

EA- 200の MULTIMETER モードを使うための設冠ま、チヤンネル設定 （3-3 ぺージ）に 
よって行います。 


• MULTIMETER モードをほうには 

1. 電卓と EA-200 を接続し、測定に使いたいセンサーを EA-200 の各チャンネルに接続 
します。 

2. アドバンストセットアップメニュ ー(3-1 ぺージ）か5の操作でチャンネル設定画面 （3-3 
ページ）を表示し、使いたい各チャンネルのセンサー設定を行います。 

3. 各チャンネルのセンサー設定び済んだ5國を巧してアドバンストセットアップメ 
ニューに 戻り、回 (MLTI) を巧します。 

•EA-200 の MULTIMETER モードによる測定が開始され、各チャンネルの測定値が画 
面に表示されます。 

======== EA-BDD ========' 

CH 1 ： 1 .76U 
CH 2 :2 己 . が [ 

CH 3 : -50.4m/sa 
SONIC ： 1 .SSmeters 

STOP ： [EXE] long press 

•表示される測定値は 0 .已砂ごとに更新されます。 

•手順2で設定を行ったチャンネルしソ外には、センサーを接続しないでください。 
•MULTIMETER モードの測定データは、メモリーには保存されません。 

4. MULTIMTER モードによる測定を終了するには、國を巧します。 
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6セットアップメモリーを使う 

セットアップウイザードやアドバンストセットアップによって作成した EA -200 のセット 
アップデータは、作成した時点では「カレント-セットアップメモリー-エリア」という領 
域に保存されます。このエリアの内容は、別のセットアップデータを作成するごとに上書き 
されます。 

セットアップメモリーを使ラと、カレント-セットアップメモリー-エリアに記憶されてい 
るセツトアップデータを、電卓のメモリー上に保存しておくことびできます。 


■セットアップデータを巧巧ずる 

セットアップデータは、次のいずれかのときにセットアップメモリーに保存することがでさ 

ます。 

. セットアップウィザードを使って新規のセットアップを作成した後 
詳しくは「セットアップウィザードを使って EA - 200のセットアップを作成するには」 
に-2ぺージ）の手順8を参照してください。 

•アドバンストセットアップを使って新規のセットアップを作成した後 
詳しくは「アドバンストセットアップを使って EA - 200のセットアップを作成するには」 
(3-1 ぺージ）の手順6を参照してください。 

• E - C 0 N 2 メインメニュー （1-1 ページ）が表示されているとさ 
E - C 0 N 2 メインメニューび表示されているときにセットアップの保存操作を行うと、カレ 
ント.セットアップ メモリ—. エリアの内容がセットアップメモリーに保存されます。 

•セットアップデータを巧巧するには 

1.セットアップウィザードの完了画面 （2-4 ページ）び表示されている場合は、手順2に 
進みます。その他の場合は、次のいずれかのフアンクシヨンキー操作によって、保存操 
作を開始します。 

✓アドバンストセットアップメニューロ-1ページ）の表示中に、圆 ( MEM ) を押す。 

✓ E - C 0 N 2 メインメニュー （1-1 ページ）の表示中に、回 ( MEM ) を押す。 

•上記のいずれかの操作を行うと、セットアップメモリ ー- 覧 （ Setup-MEM List ) 画面 
が表示されます。 

Setup-MEM List 

■2 ■:怕 

3: HEARTBEAT 


Ism Rran ironj [{inj 


•保存されているセットアップデータがない場合は 、 "No Setup - MEM " というメッセー 
ジが表示されます。 
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2. セットアップウイザードの完了画面か5の操作の場合は回 (Save Setup - MEM ) を、そ 
の他の場合は回 ( SAVE ) を巧します。 

•セットアップ名の入力画面が表示されます。 iSetup-MEM Name 

[ ] 


3. セットアップ名を18文字じ(内で入力しまず。 

4. 國を巧し、続いてメモリー番号 （1 〜 99) を入力します。 

•セットアップウィヴードの完了画面 （2-4 ページ）か5の操作の場合、これで保存操作 
び完了して " Complete !" といラメッセージび表示されます。國を巧してセットアッ 
プウィザードの完了画面に戻ります。 

•アドノ（ンストセットアッフメニユ ー(3- 1ぺージ）または E - C 0 N 2 メインメニユ ー( 1 - 1 
ページ）か5の操作の場合、これで保存操作が完了して、セットアップメモリーー覧画 
面に戻ります。 

ごを意！ 

•セットアップの保存時には、各セットアップにセットアップ名とメモリー番号を割り当 
てています。このため、必要であれば複数のセットアップに同じ名前を付けることび可 
能です。 


■ セットアップメモリーに巧巧したセットアップを管理ずる 

保存したすべてのセットアップは、セットアップメモリーー覧画面に表示されます。一覧か 
5セットアップを選択して、そのセットアップを使った測定を開始したり、セットアップを 
編集したりすることびできます。 

• 巧巧をれているセットアップデータの内容を確認するには 

次の操作を行ラと、セットアップデータを使った測定を開始する前に、その内容を確認する 
ことがでをます。 

1. E - C 0 N 2 メインメニユー (1-1 ぺージ）で回 （ MEM ) を巧して、セットアップメモリー 
一覧画面を表示 します。 

2. み/度）を使って、内容を確認したいセットアップ名に八イライトを移動します。 

3. 应 I (Setup Preview ) を巧します。 

•セットアップデータの内容び表示されます。 

。-+ ■ ■_ h.H 1~ h.H I • _+ ' 

, = SETUP-MEM = b 

.NAME : TESTI 
\ SENSOR : Opt ;。！ 

INTERUAL ： □■□5… 

NUMBER : IDI 

HMJ [gran fiiaw flinj fnnj 


4 .表示を閉じるには、區图を巧します。 
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•セットアップデータを呼び出して測定を巧ラには 

EA -200 で測定を開始する前に、必ず次の操作を行ってください。 

1. 電卓に EA -200 を接続します。 

2. EA -200 の電源を入れます。 

3. 測定に使いたいセットアップに応じて、 EA - 200の各チャンネルに適切なセンサーを接 
続します。 

4. データの測定対象を準備します。 

已. E - C 0 N 2 メインメニュ ー(1-1 ぺージ）で回 （ MEM ) を押して、セットアップメモリー 
一覧画面を表おします。 

6. 度）を使って、測定に使いたいセットアップ名に A イライトを移動します。 

7. 回) ( STRT ) を巧します。 

8. 確認メッセージが表示されるので、回を巧します。 

•画を押すと、 EA -200 の設定が実行され、測定が開始されます。 

•測定を行わずに確認メッセージを消すには、画を巧します。 

メモ 

測定の実行中に可能な操作については、「測定中の動作について」 （8-2 ぺージ）を参照し 
て < ださい。 

•セットアップデータの名前を巧更するには 

1. E - CON 2 メインメニュ ー(1-1 ぺージ）で回 （ MEM ) を巧して、セットアップメモリー 
一覧画面を表示します。 

2. み/®を使って、名前を変更したいセットアップ名に八イライトを移動します。 

3. 画 ( REN ) を巧します。 

•セツトアップ名を入力する画面が表示されます。 


Setup-MEM Name 


[TESTl 

] 


4. 18文字しソ内でセットアップ名を入力し、國を巧します。 

•セットアップ名が変更され、セットアップメモリーー覧画面に戻ります。 
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•セットアップデータを削除するには 

1. E - C 0 N 2 メインメニュ ー(1-1 ページ）で回 （ MEM ) を巧して、セットアップメモリー 
一覧画面を表示します。 

2. を使って、削除したいセットアップ名に八イライトを移動します。 

3. 回 ( DEL ) を巧します。 

4. 選択したセットアップを削除するには、表示される確認メッセージ画面で回 （ Yes ) を 
押します。 

•削除せずに確認メッセージを消すには、固 ( No ) を巧します。 

•セットアップデータを呼び出すには 

保存済みのセットアップデータを、カレント•セットアップメモリー-エリアに呼び出すこ 
とができます。呼び出した後で、アドバンストセットアップを使ってセットアップ内容を編 
集することが可能です。この機能は、セットアップデータとして保存されている設定をかし 
だけ変更して測定を行いたいよラな場合に便利です。 

1. E - C 0 N 2 メインメニュ ー(1-1 ぺージ）で回 （ MEM ) を巧して、セットアップメモリー 
一覧画面を表おします。 

2. を使って、呼び出したいセットアップ名に八イライトを移動します。 

3. ( ED ( LOAD ) を巧します。 

4. 選択したセットアップを呼び出すには、表示される確認メッセージ画面で回 （ Yes ) を 
押します。 

•呼び出しを行わずに確認メッセージを消すには、画 ( No ) を巧します。 

メモ 

セットアップデータを呼び出すと、カレント•セットアップメモリー-エリア上のデー 
夕は上書さされます。 
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7プログラムコンパーター （Program Converter ) 
を使ぅ 

プ□グラムコンパ’一夕一を使ラと、セットアップウイヴードやアドバンストセットアップで 
作成した EA - 200のセットアップを、電卓上で動作するプ□グラムに変換することができ 
ます。また、セットアップを CFX -9850 G シリーズ / fx - 7400 G シリーズ互換プ□グラム 
に変換することも可能です。*1* 2 

*1 変換後のプ□グラムの使い方については、関数電卓または EA -200 に付属の取扱説明書 
を参照してください。 

*2 CFX - 日8已 0 G シリーズ / fx - 740 0 G シリーズの対応モデルについては、 E - C 0 N 2 のへ 
ルプ （ Pro 呂 ram Converter HELP ) を参照してください。 


■ セットアップをプログラムに変換ずる 

セットアップデータは、次のいずれかのとをにプ□グラムに変換することびできます。 

•セットアップウィザードを使って新規のセットアップを作成した後 
詳しくは「セットアップウィザードを使って EA -200 のセットアップを作成するには」 
(2-2 ぺージ）の手順8を参照してください。 

•アドバンストセットアップを使って新規のセットアップを作成した後 
詳しくは「アドバンストセットアップを使って EA -200 のセットアップを作成するには」 
(3-1 ぺージ）の手順巨を参照してください。 

• E - C 0 N 2 メインメニュー (1-1 ぺージ）が表示されているとき 
E - C 0 N 2 メインメニューび表示されているときにプ□グラムの変換操作を行ラと、カレ 
ント.セットアップ メモリー. エリアの内容（セットアップウィザードまたはアドバンス 
トセットアップによって設定された内容）がプログラムに変換されます。 

プ□グラム変換の操作は、上記のいずれの場合ち同じです。 

•セットアップをプログラムに巧換するには 

1. 次のいずれかのキー操作によって、プ□グラムの変換操作を開始します。 

✓ セットアップウィザードの完了画面 （2-4 ページ）の表示中に、回 (Convert Program ) 
を押す。 

✓アドバンストセットアップメニュー （3-1 ページ）の表示中に、回 ( PROG ) を押す。 

✓ E - C 0 N 2 メインメニュー （1-1 ページ）の表示中に、画 ( PROG ) を押す。 

•上記のいずれかの操作を行ラと、プ□グラムコンバーター画面び表示されます。 


Input Program Name 


FI ： Calculator : 9S60 
F2 ： Model Type : EFl-2 日日 
F3 ： Calibration：Hone 
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2. 8文字しソ内でプ□グラム名を入力します。 

メモ 

プ□グラムコンバーターの初期設定では、次のよラなプ□グラムび作成されます。 

•対応電卓： fx-9860G シリーズ 
•対応データアナライヴー: EA-200 
•巧正：なし 
•パスワード：なし 

上記の設定のままで良い場合は、しソ下の手順3〜7は省略し、手順呂に進んでください。 
いずれかの設定を変更したい場合は、手順3〜7のラち必要な操作を行ってください。 


3. プ□グラムが対応する関数電卓の機種を指定します。指定するには、次のいずれかのキー 
操作を行います。 


この関数電卓にプログラムを対応させるには： 

このキー操作を行ラ： 

fx-98 曰 0G シ U- ズ 

回 (CALC) 回 (9 呂曰 0) 

CFX-98 已 0G シリーズ 

回 (CALC) 回 (98 巳 0) 

fx- 740 0G シリーズ 

回 (CALC) 画 (7400) 


•プ□グラムコンバーター画面の" FI" 行に、指定した電卓の機種名び表示されます。 

メモ 

回に ALC) 回(一 38K) については、 rCFX-98 已 0G シリーズのプ□グラムを fx-98 巨 0G 
シリーズ互換プログラムに変換する」 （7-4 ページ）を参照してください。 


4. プ□グラムび対応するデータ□ガーの機種 (EA-100 または EA-200) を指定します。 
指定するには、次のいずれかのキー操作を行います。 


このデータ□ガーにプログラムをみ1応させるには： 

このキー操作を行ラ： 

EA-200 

回 (TYPE) 回 (200) 

EA-100 

回 (TYPE) 回（100) 


•プ□グラムコンバーター画面の "F2" 行に、指定したデータ□ガーの機種名び表示され 
ます。 


ごを意！ 

EA-100 と EA- 200は性能び異なります。このため、 EA-200 用のプ□グラムを 
EA-100 用に変換して EA-100 による測定を行うと、期待通りの結果び得られない場 
合がありますので、ごを意ください。 
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已.カスタムプ□ーブをデータ□ガーの CH1 に接続して使ラ場合は、自動巧正またはゼロ 
巧正を行ラかどラかを指定します。指定するには、次のいずれかのキー操作を行います。 


この動作を指定ずるには： 

このキー操作を行ラ： 

CH1 のカスタムプ□-ブの自動巧正を行ラ 

画に ALB) 回に AUB) 

CH1 のカスタムプ□-ブのゼ□巧正を行ラ 

画に ALB) 回に ERO) 

巧正を行わない 

画に ALB) 圆 (None) 


-プ□グラムコンバーター画面の "F3" 行に、指定した情報び表示されます。 


6. プ□グラムをパスワード保護するには、回 （ -irO ) を巧します。 

•"Password?" というプ□ンプトとパスワードの入力欄が、プ□グラム名入力欄の下に 
表示されます。 

Input Program Name 
[HEWTOH ] 

Password? 

[ ] 

FI：Calculator : 9S60 
F2 ： Model Type : EFl-1 日日 
F3：Zero Adjust：CH 1 

7. 8 文字な内でパスワードを入力します。 

•ここでもし、パスワード保護するのを取りやめたい場合は、画！]を巧します。 n スワー 
ド入力欄び画面から消え、入力したパスワードびキャンセルされます。 

8. すべての設定が済んだ！5、國を巧してプ□グラムの変換を実行します。 

•プ□グラムへの変換が完了すると、 "Complete!" というメッセージが表示されます。メッ 
セージを消して手順1で表示されていた画面に戻るには、岡または尼而を巧します。 
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■ CFX -98 己 0 G シリーズのプ□グラムを fx - 986 0 G シリーズ互換プ□グ 
ラムに変換ずる 

CFX- 日8已 0G シリーズの電卓（じ(下 「CFX-9850」 と表記）で作成された EA-200 用の制 
御プ□グラムを E-C0N2 で使ラには、そのプ□グラムを fx- 986 0G シリーズの電卓（しソ下 
rfx-9860J と表記）用のプ□グラムに変換することび必要です。変換はプ□グラムコンバー 
ターを使って実行することができます。 


CFX-98 己 0 用 


fx-98 巨0用 

EA-200 制御プ□グラム 

変換 

EA-200 制御プ□グラム 


• プログラムを巧換するには 

1. CFX-98 己0用に作成された EA- 200制御プ□グラムを、 fx-98 目0のメインメモリー 
に転送し ます。 

•fx- 日8目0に付属のケーブルを使って、 fx-98 目0と CFX-9 呂己〇それぞれの3ピンシ 
リアルポートを接続します。詳しくは、「第13章データ転送」を参照してください。 

2. 「セットアップをプ□グラムに変換するには」 (7-1 ぺージ）の手順1の操作を行い、プ 
□グラムコンバーター画面を表示します。 

3. 回 (CALC) 回(一 38K) を巧します。 

•現在メモリー上にあるプ□グラムが一覧表示されます。 

部 

MULTI 01 : 己 32 

HEWTOH : TS4 

0PTI 01 : 己 16 

Fexe 

4. み / 度） を使って、変換したいプ□グラムに八イライトを移動し、回 （EXE) または國 
を押します。 

-プ□グラム名を入力する画面が表示されます。 

Input Program Name 
[HEWTOH ] 
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已. 8文字しソ内で変換後のプ□グラム名を入力します。 

•プ□グラムをパスワード保護したい場合は、プ□グラム名の入力後に「セットアップを 
プ□グラムに変換するには」口-1ぺージ）の手順目と7の操作を行います。 

6. プ□グラムの変換を開始するには、國を巧します。 

•プ□グラムの変換び完了すると、" Complete!" というメッセージび表示されます。メッ 
セージを消すには、阮]または [Ml を巧します。 
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8測定を開始する 

ここでは、 E-CON2 モードで作成したセットアップを使って、 EA-200 による測定を開始 
する操作について説明します。 


■測定をはじめる前に 

EA-200 を使って測定をはじめる前に、必ず次の操作を行ってください。 

1. 電卓に EA-200 を接続します。 

2. EA-200 の電源を入れます。 

3. 測定に使いたいセットアップに応じて、 EA- 200の各チャンネルに適切なセンサーを接 
続します。 

4. データの測定対象を準備します。 


■ 測定を開始ずる 

次のいずれかのとさに、測定を開始することびでさます。 

. セットアップウイザードを使って新規のセットアップを作成した後 
詳しくは「セットアップウイザードを使って EA- 200のセットアップを作成するには」 
(2-2 ページ）の手順呂を参照してください。 

•アドバンストセットアップを使って新規のセットアップを作成した後 
詳しくは「アドバンストセットアップを使って EA-200 のセットアップを作成するには」 
(3-1 ぺージ）の手順目を参照してください。 

• E-C0N2 メインメニュー （1-1 ぺージ）び表示されているとき 
E-C0N2 メインメニューが表示されているときに測定を開始すると、カレント•セットアッ 
プメモリー-エリアの内容（セットアップウイザードまたはアドバンストセットアップに 
よって設定された内容）による測定び実行されます。 

. セットアップメモリ ーー 覧画面 (6-1 ページ）が表示されているとき 
セットアップメモリーー覧画面でセットアップを選択し、測定を開始することびでさます。 

上記のラち、ここでは最初の3つの場合について、操作手順を説明します。セットアップ 

メモリーー覧画面から測定を開始する操作については、「セットアップデータを呼び出して 

測定を行うには」 (6-3 ぺージ）を参照してください。 
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•測定を開始するには 

1. 次のいずれかのキー操作によって、測定を開始します。 

✓ セットアップウィザードの完了画面 (2-4 ページ）の表示中に、 圧) (Start Setup ) を押す。 
✓アドバンストセットアップメニューロ-1ページ）の表示中に、回 ( STRT ) を押す。 

✓ E - C 0 N 2 メインメニュー （1-1 ページ）の表示中に、画 ( STRT ) を押す。 

•上記のいずれかの操作を行ラと、次のよラな測定の開始確認画面が表示されます。 

======== EA-BDD ========■ 

*IS THE SENSOR CONNECTED? 
^CONNECT LINK-CflELE FIRMLY? 
*IS SAMPLING DONE? 

Press ： [EXE] 


2 .画を巧します。 

•カレント-セットアップメモリー-エリアのセットアップデータによって、 EA -200 
の設定び行われます。 

• EA - 200び設定されている間は 、 "Setting EA -200..." というメッセージび表示され 
ます。このメッセージが表示されている間は、画を巧すと設定をキャンセルすること 
びでさます。 

• EA -200 の設定び完了すると、次のよラな画面び表示されます。 

======== EA-BDD ========' 

Start sampling? 
Press ： [EXE] 


3 .測定を開始するには、画を巧します。 

•測定中、および測定の完了後に表おされる画面は、セットアップの内容（測定モード、 
トリガー設定など）によって異なります。詳しくは、下記の「測定中の動作について」 
を参照してください。 

• 測定中の動作について 

電卓か5 EA -200 に測定開始コマンドび送信されると、次のよラな一連の動作び実行され 
ます。 

セットアップデータの転送一測定開始一測定終了一 
EA -200 から電卓への測定データの転送 

次ページの表は、セットアップデータで指定されているトリガー条件とセンサーの種類に応 
じて、上記の一連の動作がどのよラになるかを示したものです。 
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9測定データメモリーを®う 

E-CON2 モードか5の指示で EA -200 による測定を行うと、その測定結果は E - C 0 N 2 の 
「カレント-データ-エリア」といラ領域に保存されます。現在保存されているチヤンネル 
ごとのデータを、各チヤンネルの「カレント-データ」と呼びます。 

あるチヤンネルのカレント-データは、そのチヤンネルでの測定を新たに行ラごとに上書き 
されます。測定結果のデータを残しておきたい場合は、カレント•データに名前を付けて、 
測定データメモリーに保存します。 


■ 測定データの保存と管巧 

•カレント-データに名前を付けて巧巧するには 

1. E - C 0 N 2 メインメニュ ー(1-1 ぺージ）で固 ( GRPH ) を巧します。 
•次のよラなグラフモード画面が表示されます。 


Mode：Graph flnalysis 



apnz.- 
[---] 
日 ph3: 
[---] 


r?ir Gcnj EEEP 0HP 

グラフモード画面 


•グラフモード画面について詳しくは、「10.グラフ分析ツールを使ラ」 （10-1 ページ) 
を参照してください。 


2. 回 ( DATA ) を巧します。 

•測定データの一覧画面が表示されます。 


カレント- データの一 覧- 

" cd " は "current data " (カレント • 
データ）を表します。コ□ンのち側 
の文字はチヤンネル名です。 


Sample_Data_LisL _ 

。も舰 

cd：MIC 


[flSGH Ban? E0P 



測定データー覧画面 
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3. ®/ 度）を使って、保存したいカレント•データに八イライトを移動し、回 （ SAVE ) を 
巧します。 

•データ名を入力する画面び表示されます。 

Sample Data Name 
[ ] 
== SpeciTications === 
Sensor：Optical 
Interval：0.2sec 
Humber： 101 
Max：SlTLum Int 
Min： 0.666667 Lum Int 

4.18 文字しソ内でデータ名を入力し、國を巧します。 

•メモリー番号を入力するダイア□グび表示されます。 

已.メモリー番号 （1 ~ 99) を入力し、画を巧します。 

•入力したメモリー番号のエリアに、カレント-データの内容び保存されます。 


保をされた測定データは、画面上に次の 
要領で表ちされまず： 

く メモリー番号>:<データ名> 


•すでに測定データが保存されているメモリー番号を指定すると、既存の測定データを新 
規のデータで上書をして良いかを確認するメッセージが表示されます。上書きして良い 
場合は回を、手順4でメモリー番号の入カダイア□グび表示された状態に戻るには 
固を巧して<ださい。 

6. E - C 0 N 2 メインメニュ ー(1-1 ぺージ）に戻るには、區田を2回巧します。 

メモ 

手順3で、カレント • データの代わりに保存済みのデータを選択した場合は、選択 したデー 
夕を別のメモリー番号に保存することびでさます。このとき、データ名は必ずしも変更 
する必要はありません。 


Sample Data List 

ち 

cd：CH2 
cd：MIC 


[flSGH Ban? E0P 
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• 巧を巧みの測定データの名前を変更するには 

メモ 

この操作によってカレント-データの名前を変更することはでをません。 

1. E - C 0 N 2 メインメニュ ー(1-1 ぺージ）で固 ( GRPH ) を巧します。 

•グラフモード画面び表示されます。 

2. 回 ( DATA ) を巧します。 

•測定データの一覧画面び表示されます。 

3. な）を使って、名前を変更したい測定データに八イライトを移動し、画 ( REN ) を巧 
します。 

•データ名を入力する画面び表示されます。 

4. 新しいデータ名を18文字じ(内で入力し、國を巧します。 

•測定データの一覧画面に戻ります。 

已. E - C 0 N 2 メインメニュ ー(1-1 ぺージ）に戻るには、區田を2回巧します。 

•測定データを削除するには 

1. E - C 0 N 2 メインメニュ ー(1-1 ぺージ）で固 ( GRPH ) を巧します。 

•グラフモード画面が表示されます。 

2. 回 ( DATA ) を巧します。 

•測定データの一覧画面が表示されます。 

3. み/度）を使って、削除したい測定データに A イライトを移動し、回 ( DEL ) を巧します。 

4. 選択した測定データを削除するには、表示される確認メッセージ画面で回 ( Yes ) を巧 
します。 

•測定データを削除せずに確認メッセージを消すには、固 ( No ) を巧します。 

•測定データの一覧画面に戻ります。 

己. E - C 0 N 2 メインメニュ ー(1-1 ぺージ）に戻るには、厄而を2回巧します。 
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10グラフ分がツールを巧う 

グラフ分析ツールを使ラと、測定データに基づいて描画したグラフを分析することができま 
す。 


■ グラフ分析ツールを利用ずる 

グラフ分析ツールは、次のいずれかの方法で利用することができます。 

• E - CON 2 メインメニューで固 ( GRPH ) を押すと表示をれるグラフモード画 
面か6、グラフ分がツールを呼び出す 


Mode：Graph flnalysis 



[ - ]hicrophone 

►Gph3：FFT Spectrum 

[ - ]Microphone 

r?ir Gcnj EEEP BiP [dr^ 

グラフモード画面 

•測定の実行後に、 E-C0N2 メインメニューを表示します。その後で、固 (GRPH) を巧 
します。 

•このち法でグラフ分析ツールを呼び出した場合は、さまざまな「分析モード」を選んで、 
分析を実行することができます。「分析モードを選んでグラフを描画する」（10-2ぺ一 
ジ）を参照してください。 


•セットアップウイザードまたはアドバンストセットアップ（測定モード= 
Real - time ) で測定を実行し、測定をに巧画されたグラフ画面か6、グラフ分 
析 ツールを 呼び出す 

CHI：Lum iKit US sec ' 



グラフ画面 


•この場合は測定の完了後すぐにグラフが描画されるので、自動的にグラフ分析ツールび 
呼び出されます。「グラフ画面での各種キー操作」 （11-1 ページ）を参照してください。 
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■ 分がモードを選んでグラフを巧画ずる 

ここでは、分析モードを選んでグラフを描画するまでの操作手順について詳しく説明します。 

メモ 


•手順4〜6は必須の操作ではないため、省略しても構いません。操作を省略した場合は、 
手順ごとの初期設定び自動的に適用されます。 

•手順2を省略すると、グラフモード画面の1行目に表おされている分析モードび初期 
設定となります。 

• 分がモードを選んでグラフを巧画するには 

1. E - C 0 N 2 メインメニュ ー(1-1 ぺージ）で固 ( GRPH ) を巧します。 

•グラフモード画面び表示されます。 


2. 岡 ( MODE ) を巧すと表示されるメニューか5、希望する分析モードを選択します。 


これをずるには： 

このメニュー 操作 
を行ラ： 

選択される分析 モー ド： 

3つの測定データを同時にグラフ化する 

[ Norm ] 

Graph Analysis 
(グラフ分析モード） 

1つの測定データと、そのデータの1次/ 
2次微分データを同時にグラフ化する 

[ diff ] 

d/dt & ボ / d ド 
(1 次/2次微分モード） 

異なる測定データのグラフを上下2画 
面1し表のする 

に MP 刊一 [ GRPH ] 

Compare Graph 
(グラフ比較モード） 

測定データの生データを上画面、出力波 
形部分を下画面に表示し、スピーカーか 
5出力する 

に MP 刊一に nd ] 

Compare Sound 
(サウンド比較モード） 

測定データのグラフを上画面、測定デー 
夕を1次微分したグラフを下画面に表 
示する 

に MP 刊一 [ d /か] 

Compare d/dt 
(1 次微分比較モード） 

測定データのグラフを上画面、測定デー 
夕を2次微分したグラフを下画面に表 
示する 

に MP 刊一[ボ / d 巧 

Compare が/が 
(2 次微分比較モード） 


•現在選択されている分析モードび、グラフモード画面の1行目に表示されます。 


分析モード名一 

Mode：Graph Analysis 


[□] 

日 ph3: 

い ] 

r?ir Gcnj EEEP 0HP 


3. 回 ( DATA ) を巧します。 

•測定データの一覧画面が表示されます。 
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4. グラフ描画用に割り当てる測定データを指定します。 

a . み/度）を使って、指定したい測定データ名に八イライトを移動し、回 ( ASGN ) または 
國を押します。 

•グラフモード画面に戻り、指定した測定データ名び表示されます。 


グラフ描画オン/オフ 
インジケーター 


にな？ TAP 鬥なご一 つ 


[ - ] Optica 


Gph2: 

[□] 

日 ph3: 

[x ] 

[seT GHEf EEEP 0 HP 


測定データ名 

測定に使用されたセンサー名 


グラフモード画面 


b . 他のグラフ描画のための測定データの割り当てが可能な場合は、上記の手順 a の操作を 
必要なだけ繰り返します。 


•手順2で分析モードとして "Graph Analysis " を選択した場合は、描画が可能な3つ 
のグラフについて、それぞれ測定データを割り当てます 。 "Compare Graph " を選択し 
た場合は、2つの測定データを割り当てます。その他の分析モードの場合は、1つだけ 
測定データを割り当てます。 

•測定データー覧画面について詳しくは、「9測定データメモリーを使う」 （9-1 ぺージ) 
を参照してください。 

已.グラフモード画面にリストされている各グラフについて、グラフ描画を行ラか、行わな 
いかを指定します。 

a . グラフモード画面で嗟）/度）を使って、グラフ描画のオン/オフを切り替えたいグラフ 
(GphK Gph 2 など）に八イライトを移動し、回 ( SEL ) を巧します。巧すたびに、グラ 
フ描画のオン/オフび切り替わります。 


グラフ描画オフ（グラフを描画しない) 
グラフ描画オン（グラフを描画ずる) 


b . グラフモード画面上の各グラフの描画オン/オフを指定するために、上記の手順 a の操 
作を必要なだけ繰り返します。 


Mode：Graph flnalysis 



>Gph3：0PTICnL3 
[x ]Optical 

r?ir HWT roiT [p^ 


6. グラフ描画時に使いたいグラフのスタイルを指定します。 

a . グラフモード画面でみ/度)を使って、スタイルを指定したいグラフ （ Gphl 、 Gph 2 など) 
に八イライトを移動し、回 （ STYL ) を巧します。フアンクシヨンメニューび次の画面の 
よラに変わります。 


Mode：Graph flnalysis 



[---] 
日 Ph3: 
[---] 
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b . フアンクシヨンキーを使って、希望するグラフのスタイルを指定します。 


このグラフ描画スタイルを指定ずるには： 

この キーを 押ず： 

巧れ線グラフ、データを"-"で表示 

回 （ 一 ) 

巧れ線グラフ、データを"□"で表示 

回 （《«*) 

巧れ線グラフ、データを" X " で表示 

圆（™") 

散巧グラフ、データを"-"で表示 

画 （ .…… ） 

散巧グラフ、データを"□"で表示 

固 （■■■■■) 

散なグラフ、データを" X " で表示 

固 （) 


C. グラフモード画面上の各グラフのスタイルを指定するために、上記の手順 a と b の操作 
をぶ、要なだけ繰り返します。 


7. グラフモード画面で画 ( DRAW ) または國を巧します。 
•手順2〜巨で行った指定に従って、グラフび描画されます。 


OPTICAL 

己ヨヨ■ヨヨ 

l；Lum Int リ S 加 

1 I3.EE 

-E.EEE 


口■□己 □■日 D.SB 


グラフ画面 


•グラフ画面の表示中は、フアンクシヨンキーを使ってグラフのズームやその他グラフ分 
析機能を利用することが可能です。 

グラフ画面でのフアンクシヨンキー操作について詳しくは、「11グラフ分析ツールと 
グラフ画面の各種操作」を参照してください。 

•グラフモード画面でグラフな画用に割り当て6れている測定データを解除する 
には 

1. グラフモード画面で®/度）を使って、測定データの割り当てを解除したいグラフ 
( Gphl 、 Gph 2 など）に八イライトを移動します。 

2. 固 ( DEL ) を巧します。 

•八イライトのあるグラフに割り当て5れていた測定データが解除されます。 
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グラフ分析ツールとグラフ画面の各種操作 


11グラフ分がツールとグラフ画面の各種操作 

ここでは、グラフの描画後にグラフ画面上で実行することびできるさまざまな操作について 
説明します。ここで説明する各種操作は、測定実行後に描画されたグラフ画面、または「分 
析モードを選んでグラフを描画するには」 (10-2 ぺージ）の操作によって描画されたグラフ 
画面のどち5でも行ラことがでさます。 


■ グラフ画面でのる種キー操作 


グラフ画面では、下表に示すキー操作によって、グラフ上のデータ値の読み取り ( Trace ) 
やグラフの拡大縮小 （ Zoom )、 さまざまな手法によるグラフの解析 ( CALC ) などを行うこ 
とが可能です。 


キー 操作 

概要 

画^回(下 RCE ) 

グラフ上にトレース点を表示すると同時に、現在のトレース点位置の 
座標値を表おすることがでさます。またグラフ上の特定範囲の周期周 
波数の値を求めて、変数メモリーに登録することがでさます。詳しく 
は「トレース機能を利用する」 （11-3 ぺージ）を参照してください。 

[sHiFf] [f^(ZOOM) 

グラフを X 軸ち向または Y 軸方向に拡大/縮ルすることびできます。 
詳しくは r ズーム機能を利用する」 （11-4 ぺージ）を参照してくださし、。 

函圆 ( V - WIN ) 

E - CON 2 モードのグラフ画面専用のビューウインドウコマンドを含 
むフアンクシヨンメニューび表示されます。詳しくは「ビューウインド 
ウのパラメーターを設定する」 （11-1 4ぺージ）を参照してください。 

画回 ( SKTCH ) 

このキーを巧すと表示されるメニューか5、 CIS, Plot , F - Line , Text , 
PEN , Vert , Hztl の各コマンドび使用可能です。これ5の各コマンド 
については、「スケッチ」（本編已 -28 ぺージ）を参照してください。 

國回(円 CT ) 

表示中のグラフ画面を画像として保存でさます。保存した画像を呼び 
出して、他のグラフを重ねて比較することなどび可能です。これ5 
の操作については、「ピクチャーメモリーにグラフを保存する」（本編 
已 -1 1ページ）を参照してください。 

國回 ( LMEM ) 

グラフで指定した範囲の測定値を、リストに保存することができます。 
詳しくは「測定データをリストデータに変換する」 （1 1- 已ページ）を 
参照してください。 
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キー 操作 

概要 

國圆 ( EDIT ) 

複数のグラフの表示中に、1つを選択してズームまたは移動できます。 
詳しくは「複数グラフ描画時のグラフ操作」 （11-10 ページ）を参照し 
て < ださい。 

耐 i ] 岡に ALC ) 

測定結果のグラフを、フーリエ級数展開で関数式に変換したり、デー 
夕の傾向を調べる回帰を実行したりすることができます。詳しくは 
「フーリエ級数展開を使って波形を関数式に変換する」 （11- 巨ページ） 
および「回帰計算を実行する」 （11-8 ページ）を参照してください。 

耐 i ] 网 ( Y 二 fx ) 

関数式の登録画面を表示して Y 二 f ( x ) グラフを選択し、測定結果のグラ 
フに重ねて描くことができます。詳しくは 「 Y 二 f ( x ) グラフを測定結果 
のグラフに重ねて描画する」 （11- 日ぺージ）を参照してください。 

國画 ( SPKR ) 

音データの波形グラフ上で範囲を指定して、スピーカーか5出力する 
ことびできます。詳しくは「グラフ上の指定範囲をスピーカーから出力 
する」 （11-1 2ページ）を参照してください。 


■ グラフ画面をスクロールずる 

グラフ画面の表示中にカーソルキーを巧すと、グラフを上下左ちにスク□ールすることびで 
さます。 

メモ 

トレース機能や、その他グラフ機能を実行しているとき、カーソルキーはスク□ールと 
異なる働きをします。このような状態か5グラフのスク□ールを行いたい場合は、區田 
を押してトレース機能など現在動作しているグラフ機能をキャンセルしてから、カーソ 
) レキーの操作を行つてください。 
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■ トレース機能を利用ずる 

トレースは、グラフ上に十字型のポインター(トレース点）を表示すると同時に、現在のトレー 
ス点位置の座標値を表おする機能です。 カーソルキーを使って、ポインターをグラフに沿っ 
て移動することびできます。またトレース機能を使ラと、グラフ上の特定範囲を選択して周 
期周波数の値を計算したり、その範囲（時間）と周期周波数の値を別々の変数メモリーに登 
録したりすることびでさます。 

• トレース機能を利用するには 

1. グラフ画面で画因回 ( TRCE ) を巧します。 

•グラフ上にトレース点が表示されます。現在のトレース点の座標値も、同時に画面上に 
表示されます。 



2. 贫 /® キーを使って、トレース点をグラフ上の希望する位置に移動します。 

-トレース点の移動に従って、座標値が更新されます。 

•画!）を巧すと、トレース点の表示をやめることびでさます。 

• 周期周波数の値をホめるには 

1. 上記の「トレース機能を利用する口ま」の操作を行い、トレース点を表示します。 

2. 周期周波数値を求めたい範囲の始点にトレース点を移動し、國を巧します。 

3. 周期周波数値を求めたい範囲の終点にトレース点を移動します。 

•手順2で指定した始点と、現在のトレース点位置の間の時間、および周期周波数の値び、 
画面下部に表示されます。 
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4. 時間および周期周波数の値を変数メモリーに保存するには、國を巧します。 

•時間 ( Period ) と周期周波数 （ Frequency ) を、それぞれどの変数メモリーに保存する 
かを指定するダイアログび表示されます。 


Store nipha-MEM 
Frequency : H 


-口™ u 。 
11 叫… c 


I93SD 

9D9.D9H ： 


BIBDD 


•初期設定では、時間は変数 S に、周期周波数は変数 H に保存されます。保存先を変更 
したい場合は、み/度）を使って変更したい項目に A イライトを移動し、保存先にした 
いアルフアベットを入力してください。 

已.変数メモリーへの保存を実行するには、國を巧します。 


•保存が実行され、トレース機能に入る前の画面に戻ります。 

•変数メモリーについて詳しくは、懷数メモリー」(本編 2-7 ぺージ)を参照してください。 


■ ズーム機能を利用ずる 

ズーム機能を使ラと、グラフを X 軸方向または y 軸方向に拡大/縮ルすることびでさます。 

メモ 

しソ下の操作では、複数のグラフび表示されている場合は、すべてのグラフび拡大/縮ル 
されます。複数のグラフが表示されている状態で、特定のグラフだけを拡大/縮ルした 
い場合は、「複数グラフ描画時のグラフ操作」 （11-10 ぺージ）を参照してください。 

• グラフを拡大/縮ルするには 

1. グラフ画面で画回に 00 M ) を巧します。 

•画面の中央にルーペ型のカーソル（鸣）び表示されます。 


HK だ oun 
□■" 日 [ 

-□■ 旧 4 叫 

.n 1 UQ L_ 

d US … C 

iii 

II 

— 日 MO BDMDD 3I9DD 

SELECT ZOOM CENTER，PRESS [EKE] 


2. カーソルキーを使って、その位置を中むに拡大（または縮ル）したい位置にルーペ型カー 
ソルを移動します。 


















11-5 

グラフ分析ツールとグラフ画面の各種操作 


3.國を巧します。 

•ルーペ型カーソルが消え、ズームモードに入ります。 

•ズームモードでは、カーソルキーで次の操作を行ラことがでさます。 


この操作を行ラには： 

このカーソルキーを押ず： 

グラフを水平方向に拡大する 


グラフを水平方向に縮小する 


グラフをを直ち向に拡大する 

み 

グラフをを直方向に縮ルする 



4. ズームモードを解除するには、画！]を巧します。 


■ 測定 データをリストデータに 変換ず る 

グラフで指定した範囲の測定値をリストデータに変換するには、次の操作を行います。 

•測ちデータをリストデータに巧換するには 

1. グラフ画面で画回 ( LMEM ) を巧します。 

•画面の最下行に [ LMEM ] メニューび表示されます。 

2. 回 ( SEL ) を巧します。 

-グラフ上の範囲を指定するためのトレース点が表示されます。 

3. リストデータに変換したい範囲の始点にトレース点を移動し、画を巧します。 



4. リストデータに変換したい範囲の終点にトレース点を移動し、画を巧します。 

•時間と測定値をそれぞれどのリストに登録するかを指定するダイア□グび表示されま 
す。 


— >■ 


SELECT END POINT? PRESS [EKEl. 
n.sgug 卜 し 


store Sample Data 


-nrEEBi 


日日叫 
己 3 叫…•： 


HEED 


9日叫 



•初期設定では、時間は Listl に、測定値は Ust 2 に保存されます。保存先のリストを 
変更したい場合は、み/度）を使って変更したい項目 （ Time 二時間、 Data 二測定値) 
に八イライトを移動し、別のリスト番号 （ Listl 〜 Ust 26) を入力してください。 
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已.リストデータへの変換を実行するには、國を巧します。 

•変換び実行され、 "Complete!" といラメッセージが表示されます。グラフ画面に戻る 
には、画を巧します。 

•リストデータの使い方について詳しくは、本編の「第3章リスト機能」を参照してくだ 
さい。 


メモ 

上記の手順2で回 （SEL) の代わりに回 （All) を巧すと、グラフ全体をリストデータに 
変換することびでさます。この場合は、手順2で回 （All) を巧すとすぐに、上記の手順 
4のダイア□グび表示されます。 


■ フーリエ級数展開を使って液おを関数式にを換ずる 

すべての音び関数式（兰角関数の和）で表現でさることを学習する上で、フーリエ級数展開 
は有効です。 E-C0N2 は、音をサンプリングしたデータをフーリエ級数展開することによっ 
て、音の波形を兰角関数の成分に分解することびでさます。 

於下の操作は、音をサンプリングしたデータ側定モードとして Sound を選択し、測定し 
たデータ）をグラフ表示してか5実行してください。 

• フーリエ級数展開を実巧するには 

1.グラフ画面で、厕回に ALC) を巧します。 


•画面の最下行にに ALC] メニューが表示されます。 



2. 回 (Furie) を巧します。 

-グラフ上の範囲を指定するためのトレース点び表示されます。 

3. フーリエ級数展開を実行する範囲の始点にトレース点を移動し、國を巧します。 
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グラフ分析ツールとグラフ画面の各種操作 


4. フーリエ級数展開を実行する範囲の終点にトレース点を移動し、画を巧します 
•フーリエ級数の開始次数を指定するダイア□グび表示されます。 



— ► 


SELECT END POINT? PRESS [EKEl. 
D-BauaM J_ 


Start Degree of 
Fourier Series 


-口-^^^ 
3 叫□…•： 


HEED 

己叫 ■ I IHl 


9日叫 


5. 1〜99の間の数値を入力し、画を巧します。 

•フーリエ級数の次数を指定するダイア□グが表示されます。 


SELECT END POINT? PRESS [EKEl. 
D-BauaM J_ 


Input Degree of 
Fourier Series 
l -10<+5>： 


-口-^^^ 
3 叫□…•： 


HEED 

己叫 ■ I IHl 


9日叫 


6. 1〜1日の間の数値を入力し、國を巧します。 
•演算結果が関数式の登録画面に表示されます。 


巧 


Graph Func : V = 

V 3=0.001315 sin ([—] 
V 4=0.4454 sin (日日!:一] 
V 5= 日.日日日の 12 sin [— ] 
V 6=0.00060 SSsin [—] 




[D^ 


7 .ここで画 ( DRAW ) を巧すと、演算結果のグラフが描画されます。 



•元のグラフとフーリエ級数展開によって求めた関数式で描いたグラフを、比較すること 
びでさます。 

メモ 


手順7で画 ( DRAW ) を巧してフーリエ級数展開した結果のグラフを描画した時点では、 
元のグラフと重なる位置には表示されない場合びあります。このよラな場合は、フーリ 
エ級数展開した結果のグラフを描画した後で、片方のグラフの位置を移動して重ね合わ 
せてみて < ださい。 

片方のグラフの位置だけを移動する操作については、「複数のグラフの表示中に特定のグ 
ラフだけを移動するには」 （11-1 2ページ）を参照してください。 
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グラフ分析ツールとグラフ画面の各種操作 


■ 回帰計算を実巧ずる 

ここで説明する操作を行ラと、グラフ上のトレース点で指定した範囲に対する回帰計算を実 
行することびでさます。実行可能な回帰計算の種類は、次の通りです。 

{1 次回帰、 Med - Med 、 2次回帰、3次回帰、4次回帰、巧数回帰、指数回帰、べき乗回帰、 
sin 回帰、□ジスティック回帰} 

それぞれの回帰計算について詳しくは、「回帰タイプと回帰グラフ」（本編目-12ページ）を 
参照してください。 

ここでは例として、2次回帰の実行のしかたを説明します。その他の種類の回帰計算ち、基 
本的には同様の操作手順で実行することびできます。 

• 2次回帰を実巧するには 

1. グラフ画面で画回に ALC ) を巧します。 

•画面の最下行にに ALC ] メニューび表示されます。 

2. 固( X へ 2) を巧します。 

-グラフ上の範囲を指定するためのトレース点び表示されます。 


3. 2次回帰を実行する範囲の始点にトレース点を移動し、國を巧します。 

4. 2次回帰を実行する範囲の終点にトレース点を移動し、國を巧します。 
•2 次回帰の計算結果画面び表示されます。 


SELECT START POINT, PRESS [EKE]. 



曰斗己斗 
己斗230 
0122 - 
+ 02斗 E 
E ■ 3斗百 
78662 
33 -76 C 
■己了百ら+ 
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グラフ分析ツールとグラフ画面の各種操作 


Graph Func 


■ Y = f ( x ) グラフを測定結果のグラフに重ねて巧画ずる 

測定結果のグラフに Y 二 f (幻のグラフを重ねて描くには、次の操作を行います。 

• 巧画巧みのグラフ上に Y = f ( x ) グラフを重ねて巧画するには 

1. グラフ画面で画固 ( Y 二 fx ) を巧します。 

•関数式の登録画面び表示されます。このとを、しソ前に登録したすべての関数式び、関数 
式の登録画面に表示されます。 


2. グラフに描画したい関数式を入力します。 

•関数式を入力するには、み/度）を使って関数式を入力したい行に A イライトを移動し、 
電卓の各キーを使って入力を行います。入力した関数式を登録するには、國を巧します。 

3. 関数式の登録画面で、グラフに描画したい関数式を選択します。 

•"二"記号び八イライト表おとなっている関数式び、グラフ描画の巧象となります。描画 
のオン/オフを切り替えるには、嗟)/度）を使って切り曾えたい関数式に A イライトを 
移動し、回旧 EL ) を巧します。 


己.画 ( DRAW ) を巧します。 

•2 次回帰した結果のグラフが、元のグラフに重ねて描画されます。 

MIC：fOUKid Uf い 〜 C 



•回帰計算結果のグラフだけを消去するには、画巧回 ( SKTCH ) 回に Is ) を巧します。 
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グラフ分析ツールとグラフ画面の各種操作 


4. 関数式の登録画面上での設定が済んだ5、画 ( DRAW ) を巧します。 

•描画対象として指定したすべての関数式のグラフび、元のグラフ画面上に重ねて描画さ 
れます。 


— ► 


Y = f ( x ) グラフを重ねて描画した状態 
•重ねて描画したグラフだけを消去するには、画回 ( SKTCH ) 回に Is ) を巧します。 

ごミ主意！ 

上記の手順4の画面例は、測定データによって描いたグラフに近似する関数式を回帰機 
能によって算出し、その関数式を登録、描画したものです。 Y 二 f ( x ) グラフ機能は、登録 
した関数式を測定データグラフ上に重ねて描画するだけで、自動的に近似グラフが描画 


- D.ggg 

jKid us … c 

WWW 


9EDD IB9DD lEEDD 


MIC：fOUKid Uf …こ 
D.DHE 

-D.DBB 

-D.B39 


1み々 み。 みみ A 
甲 W サ甘み 


9EDD 


IB9DD 


IEBDD 


元のグラフ画面 


されるわけではあ0ません。 


■ 複数グラフ描画時のグラフ操作 

ここでは、複数のグラフの表示中にいずれか1つを選択して拡大/縮ル、または移動する 
操作について説明します。 


• 複数のグラフの表示中に特定のグラフを拡大/縮ルするには 

1. グラフ画面に複数のグラフび描画されているときに、应团圆 ( EDIT ) を巧します。 
•画面の最下行に [ EDIT ] メニューび表示されます。 


MIC：fOUKid Uf …こ 



2. 回 ( ZOOM ) を巧します。 

•グラフ画面上に表示されていたグラフのラち、1つだけが表おされた状態となります。 


MIC：fOUKid Uf …こ 
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グラフ分析ツールとグラフ画面の各種操作 


3. み/度）を使って拡大/縮ルしたいグラフを表示し、画を巧します。 

•すべてのグラフが再び表示され、画面の中央にルーペ型のカーソル（鸣）び表示されま 
す。 


fNDI：fOUKid vs …こ 



4. カーソルキーを使って、その位置を中むに指定したグラフを拡大（または縮小）したい位 
置にルーペ型カーソルを移動します。 

己.國を巧します。 

•ルーペ型カーソルび消え、ズーム モー ドに 入ります。 


•ズームモードでは、カーソルキーで次の操作を行ラことがでさます。 


この操作を巧ラには： 

このカーソルキーを押ず： 

グラフを水平方向に拡大する 

(B 

グラフを水平方向に縮小する 


グラフを垂直方向に拡大する 

み 

グラフを垂直方向に縮ルする 



— ► 


6.ズームモードを解除するには、直前を巧します。 


SNDI だ •: •UKid US が ec 
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グラフ分析ツールとグラフ画面の各種操作 


•複数のグラフの表示中に特定のグラフだけを移動するには 

1. グラフ画面に複数のグラフが描画されているときに、应 D 圆 (EDIT) を巧します。 
•[EDIT] メニューが表示されます。 

2. 回 (MOVE) を巧します。 

•グラフ画面上に表示されていたグラフのラち、1つだけび表示された状態となります。 

3. み/度）を使って移動したいグラフを表示し、画を巧します。 

•移動モードに入り、すべてのグラフが再び表示されます。 

4. 手順3で表示したグラフを左ちに移動するには®/®を、上下に移動するには®/ 
度）を使います。 


— ► 


已.移動モードを解除するには、厄肝]を巧します。 


■ グラフ上の指定範囲をスピーカーか6出力ずる 

音データの波形グラフ上で範囲を指定してスピーカーから出力するには、次の操作を行いま 
す。 

• グラフ上の指定轟囲をスピーカーか S 出力するには 

1. グラフ画面で画回 (SPKR) を巧します。 

-グラフ上の範囲を指定するためのトレース点び表示されます。 



2. スピーカーから出力する範囲の始点にトレース点を移動し、國を巧します。 


fNDI：fOUKid vs …こ 



fNDI：fOUKid VS …こ 
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グラフ分析ツールとグラフ画面の各種操作 


3. スピーカーか5出力する範囲の終点にトレース点を移動し、國を巧します。 

•始点と終点を設定すると、出力周波数 （Output Frequency ) を指定する下のようなダ 
イア□グび表示されます。 





1 

i 

Output Frequency 

• ジ 100 

/ 

、 W … 

1311… C 

"-T 
1 己 E ■ 己 IHe 



4. 出力周波数の値として、％値を入力します。 

•出力周波数の設定は、％値によって行います。元の音をそのまま出力したい場合は、 
100 (%)を指定します。1オクターブ高い音を出力したい場合は、200 (%)と入力し 
ます。1オクターブほい音を出力したい場合は、己0 (%)と入力します。 

已.出力周波数の値を入力した5、國を巧します。 

• EA -200 のスピーカーか5、選択範囲の波形の音び出力されます。 

•指定した結果び音として出力できない場合は " Range Error " となります。この場合は、 
m を巧すことで、順次元の画面にさかのぼって指定し直すことがでをます。 

6. 音の出力を停止するには、 EA -200 の [ START / ST 0 P ] キーを巧します。 

7. 画]を巧します。 

-次のよラな画面び表示されます。 






Try Again? 

Ves ： [FI] 

Ho :[F り 

J 

I ヨ 11 … C 1 己 E ■己 IHe 



8.再度スピーカーか5の出力を実行したい場合は、回 ( Yes ) を巧します。操作を終了して 
グラフ画面に戻る口ま、圃 ( No ) を巧します。 

•回 （ Yes ) を巧すと、出力周波数 （Output Frequency ) を指定するダイア□グに戻り 
ます。ここか5は、上記の手順41；(降の操作を繰り返してください。 
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グラフ分析ツールとグラフ画面の各種操作 


■ ビユー ウインドウの パラメーターを 設定ず る 

グラフ画面の表示中に画团圆 （V-Window) を巧すと、画面の最下行にビューウインドウの 
フアンクシヨンメニューび表示されます。 



フアンクシヨン キー 

概要 

回 (Auto) 

ビューウインドウのパラメーターを次のように自動設定します。 

Y 軸成分：画面サイズに合わせて表示 

X軸成分：1データ1ドット L ソ上の場合は画面サイズに合わせて表 
お、そうでない場合は1データ1ドット表示 

回 (FULL) 

グラフ全体び1画面に収まるようにリサイズします。 

画が） 

グラフの Y 軸方向が画面全体に収まるようにリサイズしますが、X 
軸方向については何も変更しません。 

回 (UNm 

グラフ設定画面 （3-13 ぺージ）の座標軸表示設定 (Econ Axes) に 
よって表示される数値軸の目盛りの単位を切り曾えます。 

回山 sec): マイク□砂単位 
回 (msec): ミリ秒単位 
圆 (sec): 秒単位 

回 (DHMS): 曰時分砂表お （1 曰2時間30分己秒の場さ一 

1 d2h30m 己 S) 

固 (Auto): 自動選択 

固に HNG) 

グラフ画面上への元データ名の表示/非表示を切り替えます。 


ビューウインドウのフアンクシヨンメニュー表示中に元のメニュー表示に戻すには、區田を 
巧します。 
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E-C0N2 の機能を eActivity か5呼び出して使う 


12 E-CON2 の機能を eActivity か 5 呼び出し 
て使う 

eActivity ファイルに 「Econ ストリップ」を挿入することで、 E-C0N2 の各種機能を 
eActivity か5呼び出すことびできます。 Econ ストリップには次の4種類びあります。 

• Econ SetupWizard ストリップ 

eActivity か5、 E-C0N2 のセットアップウィザードを呼び出します。セットアッ 
プウィヴードを使った EA-200 のセットアップー測定の実行ーグラフ描画といラ 
一連の作業を実行することができます。 

メモ 

Econ SetupWizard ストリップか!5の操作の場合、 "Complete!" ダイア□グでは 
回に onvert Program) の操作はできません。 


• Econ AdvancedSetup ストリップ 

eActivity か5、 E-C0N2 のアドバンストセットアップメニューを呼び出します。 
EA- 200の詳細なセットアップや測定の実行、グラフ描画とグラフ分析ツールの利 
用、 MULTIMETER モードを使った複数センサーによる同時測定など、この画面か 
5実行可能なほぼすベての機能（プ□グラムコンバーターを除く）を利用できます。 

メモ 

1つの Econ AdvancedSetup ストリップを使って一度セットアップを行うと、そ 
のセットアップ情報は、そのストリップに記憶されます。このため、次回そのストリッ 
プを開いたとさは、前回のセットアップ情報によってすぐに測定を実行することが 
可能です。 

• Econ Sampling ストリップ 

ストリップにセットアップ情報を記憶させたうえで、測定を実行します。セットアッ 
プ情報を記憶させる操作は、ストリップの初回実行時に Econ AdvancedSetup を 
使って実施します。1度セットアップ情報を記憶させると、次回於降はすぐに測定 
を開始でさます。 

• Econ Graph ストリップ 

ストリップび記憶した測定データに基づいて、グラフを描画します。このタイプの 
ストリップに測定データを記憶させる操作は、ストリップの初回実行時に行います。 
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E - C 0 N 2 の機能を eActivity か5呼び出して使う 


• Econ ストリップのメモリー容量に関するごミち意 

•各 Econ ストリップのメモリー容量は、最大2已 K 目です。この容量を超えるよラな操 
作を行うと、エラーとなります。サンプリング数のをいデータを扱おうとすると容量才一 
バーと なりやすいので、 特にごを意ください。 

•マイクを使った測定の実行閒ま 、 FFT Graph の設定を必ず " Off " にしてください 。 FFT 
Graph を " On " にすると、容量オーバーとなります。 

•エラーび発生した場合は、画司曰 （9) を巧して eActivity の作業画面に戻り、操作を 
やり直してください。 

•ストリップごとの容量を確認する方法については、「ストリップメモリー使用画面を表 
示するには」（本編 10-1 1ぺージ）を参照してください。 

eActivity の操作について詳しくは、本編の惜10章 eActivity 」 を参照してください。 



E-CON3 モード 

(fx-9860GII S の、 fx-9860GIh 
fx-9860G AU PLUS) 



















重要 

- E - C 0 N 3 が搭載されている電卓に、アドイン•アプリケーションの 
E - C 0 N 2 をインス I -ールしないでください。不具合び生じる恐れびあり 
ます。 

-本章で説明するすべての内容は、電卓本体とデータ□ガー （ CMA 社製 
CLA 目*、または CASIO 製 EA - 20 0) の使用上のま意や用語、各種の操 
作について、ユーザーの方がすでによく理解していることを前提として 
います。 

- E - C 0 N 3 は、 CASIO 製 EA - 200の測定機能をフル活用できるように 
デザインされていますび、 CMA 社製 CLA 目にも対応しています。ただ 
し、 EA - 200が備えている SON に端子、マイク、およびスピーカーび 
CLAB にはないため、電卓と CLAB の接続中に、 CLAB では測定でをな 
いパラメーターを E - C 0 N 3 で設定して測定を開始すると、エラーとなり 
ます。 

-本章中で指定されている参照ページは、特に断りがない限りは、すべて 
本章中のページを指します。 


CMA 社および CLAB についての情報は、 http :// cma - science . nl / を参照 
して < ださい。 




E - C 0 N 3 モードの概要 

E-CON3 モードの概要 

- E - CON 3 モードに入るには、メインメニューか 5 E - C 0 N 3 を選択します C 


E-C0H3 

F1 ： Setup Data Losssr 
F2：Setup Memory 
F3：Program Converter 
F4：Start Sampling 
F 己 ： Graph Analysis 
HCT railCT Ism HMi [{inj 


E-C0N3 メインメニュ ー 

E - CON 3 モードには、データ□ガーを使ったデータ測定を簡単に、効率よく行うための、 
次の各種機能が用意されています。 

•回 ( SET ) 。……データ□ガーのセットアップを行う。 

•回 ( MEM )....... データ□ガーのセットアップデータに名前を付けて保存する。 

•圆 ( PROG ) プ□グラム変換を行う。 

•この機能を使ラと、 E - C 0 N 3 を使って作成されたデータ□ガーの 
セットアップデータを、 fx -98 巨 0 G シリーズで動作可能なデータ □ 
ガー制御プ□グラムに変換することがでさます。 

• CFX -9850 G シリーズ / fx - 740 0 G シリーズで動作可能なプ□グ 
ラムに変換することちでさます。 

•画 ( STRT )..... データ□ガーによる測定を開始する。 

•固 ( GRPH ).... データ□ガーによる測定結果をグラフに表示したり、グラフに基づ 
し、た解析を行う。 

グラフ解析のための専用機能として、周期周波数計算、各種の回帰 
計算、フーリエ級数展開などを備えています。 

•固 ( HELP )..... E - C 0 N 3 のヘルプを表おする。 

E - C 0 N 3 メインメニューの表示中に应画キー （Setup Preview ) または力ーソルキーを 
押すと、カレント•セットアップメモリー-エリアに保存されているセットアップデー 
夕の内容を表示することびでをます。 

表示を閉じるには、厄肝]を巧します。 


E 


F 
FJ 
F ： 
F ‘ 
F も 


= CURRENT SETUP DATA = 

NAME : SPEAKER 
fENfOR : M; … Phone 
INTERUAL ： 己 □… C 
NUMEER : EDI 


I ^31 ^31 I I I n ^ 

HCT railCT hMi [{inj 

メモ 

セットアップデータおよびカレント-セットアップメモリー-エリアについて詳しくは、 
「巨セットアップメモリーを使う」 （6-1 ぺージ）を参照してください。 


ヘルプについて 

画 ( HELP ) キーを巧すと、 E - CON 3 モードのヘルプを表示することびできます。 
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2セットアップウイザ■ド （Setup Wizard ) を使う 

ここでは「セットアップウイザード」を使って、データ□ガーのセットアップを、画面に順 
次表示される質問に答えるだけで手早く簡単に行ラち法を説明します。特定の測定パラメー 
夕一についてより詳細な設定を行いたい場合は、「アドバンストセットアップ （Advanced 
Setup) を使う」 (3-1 ぺージ）を参照してください。 


■セットアップウイザードのを種パラメーター 

セットアップウイザードを使うと、画面に順次表示される質問に答えるだけで、データ□ガー 
の3つの基本的な測定パラメーターの変更を行ラことびでさます。 

•使用センサーの選択 (Select Sensor): 

CASIO 製、 Vernier(Vernier Software & Technolo 呂 y 社）製または CMA 社製の各 
種センサーをメニューか5選択可能です。 

•総測定時間 (Total Sampling Time): 

0.01秒〜30曰の間で数値指定が可能です。 

•測定時間の単位 (Select Unit): 

総測定時間 （Total Sampling Time) に入力した数値に巧する単位として、秒 （sec)、 
分 （min)、 時間 （hour） または日 (day) を指定可能です。 

メモ 

-部のセンサーに A- 200の内蔵マイクや Vernier 社製のフォトゲートなど）では、測 
定パラメーターが上記とは異なります。各センサーに応じた測定ノ（ラメーターと設定操 
作の違いについては、このあと個別に説明します。 

セットアップウイ ザー ドの ルール 

セットアップウイザードを使う際には、次のルールにごを意ください。 

•EA- 200の測定チヤンネルは、 CH1 または SON にとなります。 

•CLA 目の測定チヤンネルは、 CH1 のみとなります。 

•セットアップウイザードで作成したセットアップによる測定開始のトリガーは、常に 
阮) キーと なります。 




2-2 

セツトアップウイザード （Setup Wizard ) を使う 


• セットアップウイザードをほってデータ□ガーのセットアップを作ぶするには 

セットアップをはじめる前に... 

-下記の操作をはじめる前に、セットアップウイザードを使って作成したセットアップで 
今すぐに測定を開始するのか、あるいは後で測定を行ラためにセットアップを保存して 
おくのかを、ミ央めてください。 

-測定の開始およびセットアップの保存を行ラために必要な操作手順については、 
rE-CON3 モード」章内の「巨セットアップメモリーを使う」 から 「8測定を開始する」 
までを参照して<ださい。下記の操作を実際に行ラ前に、あらかじめこれ5の操作手順 
すべてに目を通しておくことをお勧めします。 

. セットアップウイザードの操作を途中で中止してセットアップの作成をキャンセルする 
には、画固画！) ( QUIT ) を巧します。 

1. E - C 0 N 3 メインメニューを表示します (1-1 ページ)。 


2. 回 ( SET ) 回 ( W 亿）を巧します。 

•セットアップウイザードび起動し 、 "Select Sensor " 画面が表示されます。 

3. 測定に使用するセンサーのメーカーに応じて、回 （ CASIO )、 回 （ VERNIER )、 または 
画に MA ) を巧します。 

•いずれかのキーを巧すと、該当するセンサーの一覧び表示されます。 

4. 使いたいセンサーを指定します。 

を使って、使いたいセンサーに八イライトを移動し、國を巧します。 

•一覧か5選択したセンサー名に対応するオプションが複数ある場合、例えば測定単位や 
測定モードといった詳細オフションがある場合などは、ここでオフションの一覽び表示 
されます。このよラな場合は、手順巳に進んでください。 

• "Input Total Sampling Interval " 画面び表示された場合は、手順巨に進んでください。 

己.手順4で選択したセンサーに対する詳細オプションを指定します。 

み/度）を使って、指定したいオプションに八イライトを移動し、國を巧します。 

• "Input Total Sampling Interval " 画面び表示された場合は、手順巨に進んでください。 
ごま意！ 

次の各センサー/オプション項目を選択した場合は特殊な設定び必要なため 、 "Input 
Total Sampling Interval " 画面とは異なる画面が表示されます。選択したセンサー/才 
プション項目に応じて、それぞれ次の箇所を参照して操作してください。 


このセンサー/オプションを選択した場合は： 

ここを参照： 

[ CASIO ] - [ Microphone ] - |；Sound wave & 
FFT ] 

「セット アッ プウイザードで FFT 调 
波数特性）データのサンプリング設 
定を行う」に-4ぺージ） 

[ CASIO ] - [ Microphone ] - [FFT only ] 
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このセンサー/オプションを選択した場台は： 

ここを参照： 

[ VERNIER ] - [ Photogate ] - [ Gate ] または 
[ CMA ] - [ Photogate ] - [ Gate ] 

「フォトゲートを単独で使ラための 
設定を行うには」に-巳ぺージ） 

[ VERNIER ] - [ Photogate ] - [ Pulley ] または 
に MA ] - [ Photogate ] - [ Pulley ] 

「フォトゲートとスマートプーリー 
を使うための設定を行うには」 （2 -巨 
ぺージ） 

[ CASIO ] - [ Speaker ] - [ y 二 f ( x )] 

「関数式の波形をスピーカーから出 
力する」に-目ぺージ） 


6. 数字キーを使って、総測定時間を入力します。ここでは数値だけを入力します。手順8で、 
入力した数値の単位（秒、分、時間、日）を指定します。 

メモ 

•—部のセンサー ([ CASIO ] - [ Micr 叩 hone ] - |；Sound wave ] など）ではサンプリング 
時間が数秒しソ内に限5れています。このよラなセンサーを選んだ場合の単位は r 秒」固 
定なので 、 "Select Unit " 画面は表示されません。 

•総測定時間を10秒〜23時間已9分已9秒の範囲で指定した場合、測定中にリアルタ 
イムでグラフが描画されます。このグラフ描画の機能は、アドバンストセットアップメ 
ニューで Real - time モードを選択した場合と同じものです。 

7. 総測定時間を入力した5、國を巧します 。 "Select Unit " 画面が表示されます。 

8. の〜团キーを使って、手順6で入力した数値に対する単位を指定します。 

•確認画面び表示されます。 

9. 確認画面の内容に問題がなければ、回を巧します。 

設定の変更び必要な場合は、画または d 画を巧してください。手順6 (総測定時間の 
設定画面）に戻り、設定をし直すことびでさます。 

•回を巧すと、セットアップウィザードの完了画面が表示されます。 

10.作成したセットアップをどラするかに応じて、次のいずれかの数字キーを巧します。 

の (start Setup ). 作成したセットアップを使って測定を開始する （8-1 ぺージ） 

回 (Save Setup - MEM ) ...作成したセットアップを保存する（目-1ぺージ） 

固に onvert Program ) ...作成したセットアップをプ□グラムに変換する口-1ぺージ） 
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■セットアップウイザードで FFT (周波数特性）データのサンプリング設定 
を巧うに A - 200のみ） 

EA -200 の内蔵のマイクを使って音のサンプリングを実行（センサーとして [ CASIO ] - 
[ Micr 叩 hone ] を指定）するときのセットアップウイヴード上でのオプションは、に ound 
wave ], |；Sound wave & FFT ], [FFT only ] の 3 つびあります 。 "Sound wave " は、サン 
プリングした音を経過時間と音量の 2 次元データ(横軸二時間軸、縦軸二音量)として記録し、 
" FFT " は周波数と音量の2次元データ（横軸二周波数、縦軸二音量）として記録します。 

FFT データを記録するための設定は、次の要領で行います。 

1. 「セットアップウイザードを使ってデータ□ガーのセットアップを作成するには」に-2 
ぺージ）の手順！〜2の操作を行います。 

2. "Select Sensor " 画面でに ASI 0] - [ Microphone ] - [Sound wave & FFT ] または 
[ CASIO ] - [ Microphone ] - [FFT only ] を選択します。 

• "Select FFT Range " 画面が表示されます。 


•FFT Ran 邑 e は4つのオプションから選ぶことびできます。オプションごとに固定され 
たパラメーター値（下表参照）が、自動的に適用されます。 


オプション 

パラメーター 

2 - 1000 Hz : 
回 

4 - 2000 Hz : 
回 

6 -300 0 Hz : 
圆 

8 -400 0 Hz : 
回 

周波数ピッチ 

2 Hz 

4 Hz 

巨 Hz 

8 Hz 

周波数上限 

1000 Hz 

2000 Hz 

3000 Hz 

4000 Hz 

測定周期 

61 jusec 

31 iisec 

20 jusec 

31 jisec 

測定数 

8192 

8192 

8192 

409 巨 


各 パラメーターの 意昧 は、 次の通りです。 

周波数ピッチ：何 Hz 刻みでサンプリングするかを表します。 

周波数上限：サンプリングする周波数の上限値です（下限値は0 Hz 固定です)。 

測定周期：サンプリングを何 M 秒ごとに実行するかを表します。 

測定数：サンプリングを何回行ラかを表します。 

3. 回〜回キーを使って FFT Range を選択します。 

•FFT Range を選択すると、セットアップウイザードの完了画面が表示されます。 

4. 「セットアップウイザードを使ってデータ□ガーのセットアップを作成するには」 （2-2 
ページ）の手順10の操作を行います。 
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■セットアップウイザードでフォトゲートの設定を巧う 

Vernier 社製または CMA 社製のフォトゲート ( Photogate ) を接続するためには、その他 
のセンサーを接続した場合とは少し異なったパラメーターの設定び必要となります。 

•フォトゲートを単独でほうための設定を巧うには 

1. E - C 0 N 3 メインメニューで回 ( SET ) 回 ( W 亿）を巧し、セットアップウイザードを起動 
します。 

• "Select Sensor " 画面び表示されます。 

2. Vernier 社製フォトゲートの使用時は、 [ VERNIE 刊- [ Photogate ] - [ Gate ] を選択し 
ます 。 "Select Channel " 画面が表示されるので、手順3に進んでください。 

CMA 社製フォトゲートの使用時はに MA ] - [ Photogate ] - [ Gate ] を選択します 。" Gate 
Status " 画面び表示されるので、手順4に進んでください。 

3. フォトゲートび接続されているチャンネルに応じて、回 （ CH 1) または回 （ SONIC ) を 
押します。 

• "Gate Status " 画面が表示されます。 

4. "Gate Status " 画面で回〜回のいずれかのキーを巧して、測定に使う "Gate 
Status " を選択します。 

•"Gate Status " は、フォトゲートがどの状態のときに計時が開始され、どの状態のと 
きに終了するかを定義するためのパラメーターです。 

回 ( Open - Open )..... ゲートび開いたときに計時び開始され、一度閉じて再度開くまで 
継続されます。 

回 ( Open - Close ).... ゲートが開いたときに計時が開始され、閉じるまで継続されます。 
画に lose - Open ).... ゲートが閉じたときに計時び開始され、開くまで継続されます。 

回 KCIose - Close )... ゲートが閉じたときに計時が開始され、一度開いて再度閉じるま 
で継続されます。 

- "Gate Status " を選択すると、測定数を指定するための画面び表示されます。 



，-- L 



Humber of Samples 

1-255 : 

10 






已.測定数として、！〜255の間の整数値を入力します。 

日.「セットアップウイザードを使ってデータ□ガーのセットアップを作成するには」に-2 
ページ）の手順10 ( Vernier 社製の場合）または手順9〜10 ( CMA 社製の場合）の 
操作を行います。 
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•フォトゲートとスマートプ ー IJ — をほラための設定を巧ラには 

1. E - C 0 N 3 メインメニューで回 ( SET ) 回 ( W 亿）を巧し、セットアップウイザードを起動 
します。 

• "Select Sensor " 画面が表示されます。 

2. Vernier 社製フォトゲートの使用時は、 [ VERNIE 刊- [ Photogate ] - [ Pulley ] を選択し 
ます 。 "Select Channel " 画面び表示されるので、手順3に進んでください。 

CMA 社製フォトゲートの使用時は [ CMA ] - [ Photogate ] - [ Pulley ] を選択します。 
"Input Distance ( m )" 画面び表示されるので、手順4に進んでください。 

3. フォトゲートび接続されているチャンネルに応じて、回 （ CH 1) または回 （ SON に）を 
押します。 

• "Input Distance ( m )" 画面び表示されます。 

4 .Input Distance ( m )" 画面で0.1~ 4.0 の間の数値を入力し、國を巧します。 

己.「セットアップウイザードを使ってデータ□ガーのセットアップを作成するには」 （2-2 
ぺージ）の手順10 ( Vernier 社製の場合）または手順9〜10 ( CMA 社製の場合）の 
操作を行います。 


■関数式の波おをスピーカーから出力ずる （ EA - 200のみ） 

セットアップウイザードは、データ□ガーに接続されているセンサーのセットアップを巧 
助する機能です。ただしセットアップウイザードの " Select Sensor " 画面で [ CASIO ] - 
[ Speaker ] - [ Y 二 f ( x )] を選択した場合は、電卓に入力した関数式び表す波形の音声を 
EA - 200か5出力し、その関数式のグラフを電卓本体の画面に描画するためのセットアッ 
プを行■います。 

• スピーカーか百音きを出力するための設定を巧ラには 

1. 電卓の通信ポートと EA -200 の MASTER ポートをデータ通信ケーブル （ S 目- 62) で接 
続します。 

2. 「セットアップウイザードを使ってデータ□ガーのセットアップを作成するには」 （2-2 
ページ）の手順！〜2の操作を行います。 

3. "Select Sensor " 画面でに ASI 0] - [^ Speaker ] - [ Y 二 f ( x )] を選択します。 

•次のよラな画面び表示されます。 



，-- L 



=== Caution === 



V-Range ： ±1 . 5 
= only 

Angle：Radian 






4.國を巧すと、ビューウィンドウ画面が表示されます。 

• Ymin 二 一1 .已、 Ymax 二1.巳に自動的に設定されます。設定を変更しないでください。 

己.岡（または画!])を巧すと、関数式の登録画面び表示されます。 
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6. " Yl " 行に、出力したい音の波形の関数式を登録します。 


Graph Func : V = 

V 3： [― ] 

V 斗; [― ] 

V 己： [― ] 

\6： [― ] 




[D^ 


•角度単位はラジアンで入力してください。 

• Y 値が±1.已の範囲に収まる関数式を登録してください。 

7. 固 ( DRAW ) を巧してグラフを描画します。 

•グラフが描画されると、次の画面のよラな垂直カーソルが表示されます。このグラフ上 
で、スピーカーから音を出力する範囲を設定します。 



8.®/®キーを使って、出力する範囲の始点にを直カーソルを移動し、國キーを巧して 
登録します。 


9.®/®キーを使って、出力する範囲の終点に垂直力ーソルを移動し、國キーを巧して 
登録します。 

•始点、終点の両方を指定すると、次のような出力周波数 （Output Frequency ) ダイア 
□グび表示されます。 



10. 出力周波数を％値で設定します。 




1 1 


/ 

Output Frequency 

f 

— ► 

/ 

• ジ 100 



己 MIJ ド Sk 434 ■叫 Hz 


•元の音をそのまま出力したい場合は、100(%)を指定します。1オクターブ高い音を 
出力したい場合は、200(%)と入力します。1オクターブほい音を出力したい場合は、 
已0 (%)と入力します。 


11. %値を入力した！5、國を巧します。 

• EA -200 のスピーカーから、選択範囲の波形の音び出力されます。 


•指定した結果び音として出力できない場合は " Range Error " となります。この場合は、 
m を巧すことで、順次元の画面にさかのぼって指定し直すことがでさます。 


12. 音の出力を停止するには、 EA -200 の [ START / STOP ] キーを巧します。 
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13. 國を巧します。 

•次のよラな画面が表示されます。 


PRt 


Try Rgain? 

Ves ： [FI] 

Ho :[F り 


己 3 D I ■ 5 ド… 




14 .次に何をするかに応じて、下記のいずれかの操作を行います。 

出力周波数を変更して音の出力を行ラには： 

回 （Yes) を巧して出力周波数 （Output Frequency) ダイアログに戻ります。続いて、 
上記の手順10於降の操作を行います。 


波形グラフ上の節囲指定を変更して音の出力を行ラには： 

固 （No) を巧して上記手順7のグラフ画面に戻ります。続いて、手順8於降の操作を行 
います。 


関数式を変更ずるには： 

固 (No) dr] を巧して、上記手順巨の関数式の登録画面に戻ります。続いて、手順巨しソ 
降の操作を行います。 

操作を終了して E-C0N3 メインメニューに戻るには 
固 (No) を巧してか5、晒を2回巧します。 
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3アドバンストセットアップ (Advanced Setup ) を使う 

「アドバンストセットアップ」を使うと、各種の測定パラメーターを個別に制御して、特定 
の用途に合わせたデータ□ガーの詳細なセットアツプを行ラことがでさます。 


■アドバンストセットアップの基本操作 

ここでは、アドバンストセットアップを使ったデータ□ガーのセットアップ操作や、各パラ 
メーターの設定値を初期値に戻すための一般的な操作手順を説明します。個別の設定項目や、 
設定項目ごとに選択可能なオプシヨンの詳細については、 3-3 ページ於降の説明を参照して 
<ださい。 

•アドパンストセットアップをほってデータ□ガーのセットアップを作ぶするに 
は 

しソ下はアドバンストセットアップの一般的な操作手順を示したものです。個別の詳細情報に 
ついては、操作手順中の参照ページをご覧ください。 

1.E-C0N3 メインメニューを表示します （1-1 ぺージ)。 


2. 回 (SET) を巧します。 "Setup Data Logger" サブメニューが表示されます。 

3. 回 (ADV) を巧します。アドバンストセットアップメニューび表示されます。 


Advanced Setup + or_EKPERT 

LZi : Sample 

[3] : Trigger 

[4] : Graph 

[己 ]: Custom Probe 
[6]: Initialize 
Ism [mliT raraSI[M13[flET 


アドバンストセツトアップメニュ - 


4. ここでカスタムプ□-ブを設定したい場合は、回に ustom Probe) を巧します。次に、 
4-1 ぺージの「カスタムプ□-ブ設定を行うに财の操作を行いまず。 

•カスタムプ□-ブの設定は、 3-3 ぺージの「チャンネル設定を行うには」の操作で行う 
ことちでをます。 

•メモリーに保存したカスタムプローブ設定は、手順已の中の "Channel" で選択するこ 
とびでさます。 


已.その他の各パラメーターを設定するには、次の各キーを使います。 

•丘 KChannel).... 現在各チャンネルに H1.CH2. CH3. SONIC, Mic) に割り当て5 
れているセンサーの一覧画面び表示されます。この画面を使って、 
各チャンネルに割り当てるセンサーを変更することがでさます。詳 
しくは「チャンネル設定に hannel)」（3-3 ぺージ）を参照してく 
ださい。 

•回 (Sample)..... 測定モード、測定周期、測定数、およびウォームアップモードの設 
定を行う画面び表示されます。測定モード （Mode) として "Fast" 
が選択されている場合は、 FFT グラフ（周波数特性グラフ）の描画 
切り替え設定ちこの画面に表示されます。詳しくは「サンプリング 
設定 （Sample)」（3 -已ぺージ）を参照してください。 
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•回 (Tri 能 e「） 。…測定開始条件を設定する画面が表示されます。詳しくは「トリガー 
設定 （Trigger)」（3-8 ぺージ）を参照してください。 

•团 (Graph)........ グラフの描画設定を行う画面び表示されます。詳しくは「グラフ設 

定 （Graph)」(3-13 ぺージ）を参照してください。 

•上記の各画面（田〜田）に含まれる設定は、下記の「設定パラメーターを初期値に 
戻すには」の操作によって初期値に戻すことびでさます。 


巨.セットアップの作成が済んだ5、次のファンクションキー操作によって測定を開始した 
り、その他の操作を行います。 

•回 (STRT)..... 作成したセットアップによる測定を開始する （8-1 ぺージ） 

•回 (MLTI)....... 作成したセットアップによる MULTIMETER モード測定を開始する 

(5-1 ぺージ） 

•画 (MEM)....... 作成したセットアップを保存する（目-1ぺージ） 

•画 (PROG) ....作成したセットアップをプ□グラムに変換する (7-1 ぺージ） 

•固 (GRPH) データ□ガーで測定した結果をグラフ化する、各種のグラフ分析ツー 
ルを使 ラ (10-1 ページ） 


•圃 (A 目 T)........ 現在電卓に接続されているデータ□ガーのバージョン情報を表示す 

る 


• 設定パラメーターを初期値に戻すには 


カレント•セットアップメモリー•エリア （6- 1ぺージ）に保存されているセットアップの 
すべてのパラメーターを初期値に戻すには、次の操作を行います。 

1.アドバンストセットアップメニュ ー(3-1 ぺージ）び表示されているときに、 
固 ( Initialize) を巧します。 




Initialize 
Current Setup? 

Ves ： [FI] 

Ho :[F り 




2. セツトアップを初期値に戻すには、表示される確認メッセージ画面で回 （Yes 馆巧しま 
す。 


•セットアップを初期値に戻さずに確認メッセージを消ずには、圃 (No) を巧します。 
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チヤンネル設定 Channel) 

チヤンネル設定画面は、各チヤンネルに H 1. CH 2, CH 3, SONIC , Mic ) じ 
5れているセンサーを一覧表示します。 


現在割り当て 


•チヤンネル設定を巧うには 

1.アドバンストセットアップメニュ ー(3-1 ぺージ）び表示されているときに、 
圧 KChannel ) を巧します。 

•チヤンネル設定画面が表示されます。 


現在還択されているチヤンネル 


Channel Setup 
CH 1: Uoltage 


SONIC : 

Mic : 

Range ： -2 白〜 130 叩 

cm 


チヤンネル設定画面 

2. を使って、設定を変更したいチャンネルに八イライトを移動します。 

3. 次に行う操作は、選択したチャンネルに応じて異なります。 

• CH 1、 CH 2、 CH 3 の場合 

選択したチャンネルに割り当て可能なセンサーー覧を表示するために、次のファンク 
シヨン キーを 巧します。 

回 ( CASIO )...... カシオ製センサーの一覧を表示する。 

回 ( VRNR )....... Vernier 社製センサーの一覧を表示する。 

画に MA ). CMA 社製センサーの一覧を表示する。 

回 ( CSTM )....... カスタムプ□ーブの一覧を表示する。 

固 ( None )........ 選択したチャンネルにセンサーを何も割り当てない。 

• SON にの場合 （ EA - 200のみ） 

選択したチャンネルに割り当て可能なセンサーー覧を表示するために、次のファンク 
シヨンキーを巧します。 

fFil ( CASIO )...... カシオ製センサーの一覧を表示する。 


回 ( VRNR ). 


" Motion " だけが選択可能です。 

Vernier 社製センサーの一覧を表示する。 

" Motion " または " Photo 邑 ate " のいずれかを選択できます。 


メモ 


• CASIO または Vernier センサ ー 覧のいずれかか5 " Motion " を選択した場 
合は、選択後に表示されるメニューか5測定単位として" meters " (メートル） 
または " feet " (フイート）を選択してください。 

• CASIO または Vernier センサ ー- 覧のいずれかか5 " Motion " を選択した場 
合は、应 D を巧すことでスムージング（測定誤差の補正）のオン/オフを切り替 
えることびできます。オンのとをは"- Smooth " び表示され、オフのときは表示 
されません。 
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• Vernier センサ ー 覧か5 " Photo 昼 ate " を選択した場合は、選択後に表示され 
るメニューで [ Gate ] または [ Pulley ] のいずれかを選択します。 

[ Gate ]. フォトゲートセンサーを単体で使用する。 

[ Pulley ]. フォトゲートセンサーをスマートプーリーと併せて使用する。 

固 ( None ). SONIC チヤンネルを使わない。 

• Mic の場合 （ EA - 200のみ） 

このチヤンネルには、自動的に内蔵（または外部）マイクび割り当て5れます。ただし、 
次のいずれかの設定を選ぶことが必要です。 

回 ( Snd ). サンプリングした音を経過時間と音量の2次元データ（横軸二時間、 

縦軸二音量）として記録する。 

回 ( FFT ). サンプリングした音を周波数と音量の2次元データ（横軸二周波数、 

縦軸二音量）として記録する。 

固 ( None ). Mic チヤンネルを使わない。 

4. 使いたいすべてのチヤンネルについて、上記の手順2と3の操作を繰り返し行います。 

已.すべての設定が済んだ5、國を巧します。 

•アドバンストセットアップメニューに戻ります。 

メモ 

チャンネル設定画面でチャンネルを選択ずると、選択したチャンネルの測定レンジが画 
面の最下行に表示されます。 


Channel Setup 

: Uolta 〜 


CH 1: U 


SONIC : 

Mic : 

Range ： -20 〜 iJ 曰叩 

CTHff cm 


上の画面例では、 CH 2 に割り当てられている温度センサーの測定レンジび表示されてい 
ます。 

測定レンジの値が画面幅に収ま5ない場合は、表示可能な範囲の値だけび表示されます。 

チャンネル設定を変更したときに、サンプリング設定 （3 -已ぺージ）やトリガー設定 （3-8 
ページ）の現在の設定び不適切な組み合わせとなった場合は、これらの設定は自動的に初 
期値に変更されます。例えばサンプリング設定で測定モードび " Extended " に設定されて 
いるときに、チャンネル設定で Mic チャンネルを選択すると、測定モードは自動的に (Mic 
チャンネル選択時の初期設定である） " Fast " に変更されます。測定モードに応じて選択可 
能なチャンネルについては、サンプリング設定 （3 -已ぺージ）を参照してください。 
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■ ヴンプ y ング設定 (Sample) 

サンプリング設定画面を使ラと、サンプリング（測定）を制御するさまざまな設定を行ラこ 
とがでをます。 

•サンプリング設定を巧うには 

1.アドバンストセットアップメニュ ー(3-1 ぺージ）び表示されているときに、 
回 ( Sample ) を巧します。 

•サンプリング設定画面が表示され、 " Mode " の行が A イライト表示されます。この状態 
で、測定モードの選択が可能です。 

Sample Setup 

interval : Isec 
Humber :101 

[ 白 h01m40s] 
Warm-Ljp : Ruto 


「 R-T 「り " hoKlti fEKt j [!nW I D- 


2. 実行したい測定のタイプに応じた測定モードを選択します。 


これをずるには： 

このキーを 
巧ず： 

選択される 
測定モード： 

測定と同時にグラフを描画する 

回 ( R - T ) 

Real-time 

高速の現象を測定する（音声の測定など） 

回 ( Fast ) 

Fast 

長期間にわたって測定する（天気の測定など） 

画 ( Extd ) 

Extended * 

内蔵マイクを使って音のサンプリングを実行する 
( EA -200 のみ） 

画 (>) 

回 ( Snd ) 

Sound 

特定のトリガーイベントび発生したタイミングを、0 ( 測 
定開始時間）か5始まる絶対値として記録する 

画 (>) 

回に Ick ) 

Clock 

開始トリガーイベントか5終了トリガーイベントまでの 
間で、周期的な測定を行ラ 

画 (>) 

圆 ( Priod ) 

Period 

上記し U がの測定を行ラ 

画 ( Norm ) 

Normal 


^ Extended モードで測定を実行すると、スタンバイ中の EA -200 はスリープ状態（電 
源オフ状態）になります。 

•選択した測定モードによって、選択可能なチャンネルもミ央まる点にごを意ください。 


測定モード 

還択可能なチヤンネル 

Real - time , Extended , Normal 

CHI , CH 2, CH 3, SONIC 

Fast 

CHI,Mic 

Sound 

Mic 

Clock , Period 

CHI 
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3.測定周期の設定を変更するには、 " Interval " に八イライトを移動します。次に、回を 
押して測定周期を設定するためのダイア□グを表おします。 

•設定可能な値の範囲は、選択されている測定モードによってミ央まります。 


この測定モードが還択されている場台は： 

この節囲の値が設定可能： 

Real-time 

0.2 ~ 299 sec 

Fast 

20 ~ 巳00 jusec 

Extended 

已〜240 min 

Period 

"二 Trigger " 固定（値の設定は不要です） 

Sound 

20 jusec ~ 27 iisec 

Clock 

"二 Trigger " 固定（値の設定は不要です） 

Normal 

0.000已 ~ 299 sec 


4.測定数の設定を変更するには、 " Number " に八イライトを移動します。次に、回を巧 
して測定数を設定するためのダイア□グを表示します。 

•ダイア□グの最下行に表おされる総測定時間は、手順3で指定した測定周期の値と、 
ここで指定した測定数の値を掛け合わせて計算された数値です。 

ごま意！ 

次のすべての条件に当てはまる場合は、 " Number " の代わりに " Distance " び表示され 
ます。 " Distance " の設定について詳しくは、「距離 （ Distance ) 設定を行うには」 （3-7 
ページ）を参照してください。 

•チヤンネル設定 （3-3 ぺージ）：回 ( VRNR ) - [ Photogate ] - [ Pulley ]、 

画 ( CMA ) - [ Photogate ] - [ Pulley ] 

•測定モード （3 -巳ページ ）： Clock 

已.ウオームアップ時間の設定を変更するには、 " Warm - 叩"に八イライトを移動します。次 
に、下記のいずれかのフアンクシヨンキーを巧します。 

メモ 

測定モードとして " Fast "、" Sound "、 または " Extended " び選択されている場合は、 
サンプリング設定画面上に " Warm - up " の行は表示されません。 


これをずるには： 

この キーを 巧ず： 

ウオームアップ時間をセンサーごとに自動的に設定する 

回 ( Auto ) 

ウオームアップ時間を秒単位で手動入力する 

回 ( Man ) 

ウオームアップ時間を無効にする 

画 ( None ) 


ごま意！ 

次の条件に当てはまる場合は、 " Warm - up " の代わりに "FFT Graph " び表示されます。 
TFT Graph " の設定について詳しくは、 「 FFT グラフの設定を行う口ま」 （3-7 ぺージ) 
を参照してください。 

•測定モード （3 -已ぺージ ）： Fast 
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6. すべての設定が済んだ5、國を巧します。 

•アドバンストセットアップメニューに戻ります。 

メモ 

サンプリング設定を変更したときに、チャンネル設定 （3-3 ページ）やトリガー設定 
(3-8 ページ）の現在の設定び不適切な組み合わせとなった場合は、これらの設定び自動 
的に初期値に変更されたり、エラーメッセージが表示されたりすることがあります。例 
えばチャンネル設定で Mic チャンネルが選択されており、トリガー設定でトリガーソー 
ス （ Source ) として" Mic " が選択されているときに、サンプリング設定で測定モードを 
" Real - time " に変更すると、チャンネル設定の Mic チャンネルの選択状態は解除され、 
トリガーソースは "[ EXE ] key " に変更されます。 

測定モードに応じて選択可能なチャンネルについては、「サンプリング設定を行ラには」 
の手順2を参照してください。また、測定モードに応じて選択可能なトリガーソースに 
ついては、トリガー設定 （3-8 ぺージ）を参照してください。 

• 距離 ( Distance ) 設定を巧うには 

「サンプリング設定を行うには」 （3 -已ぺージ）の手順3の代わりに、回を巧して スマー ト 
プーリーの重しの落下距離をメートル単位で指定するためのダイア□グを表示します。 

距離を 0.1 〜4.0の間のメートル （ m ) 単位の数値で入力してください。 


• FFT グラフの設定を巧うには 

「サンプリング設定を行ラには」 （3 -己ページ）の手順已の代わりに、回を巧して周波数特 
性グラフの描画を行ラか、行わないかを設定するためのダイア□グを表示します。 


これをずるには： 

この キーを 巧ず： 

測定の実行後に周波数特性グラフを描画する 

回 ( On ) 

測定の実行後に周波数特性グラフを描画しない 

回 ( Off ) 
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■ 卜 y 力 . 一設定 (Trigger) 

トリガー設定画面では、例えば國キーを巧すと測定が開始されるといった、「測定び何に 
よって開始されるかの条件」を指定します。この測定の開始条件のことを「トリガーソース」 
(Trigger Source ) と呼び、トリガー設定画面上では " Source " と表示されます。 


Trisser Setup 


Trigger Setup I 

— 1 I" 1 ■ 

Source sCountDown 1 


Timer ： 己 set 

|EXE lent |CH1 iSoniclCSTRJllNIJ 

|EXE lent |CHl' fcSTRjfUnJ 




iTrigger Setup I 


Trigger Setup 

Source : CHI 1 



[Optical] 
Threshold ： 549.5 

Unit : Lum Int 

Edge : Rising 


|EXE ICnt'fCHl fcSTRjfUnJ 

|EXE lent |CHl' fcSTRjfUnJ 


下表は選択可能な目つのトリガーソースそれぞれを解説したちのです。 


このイベントによって測定を開始ずるには： 

このトリガーソースを選ぶ： 

國キーが押された 

[ EXE ] key 

指定した秒数のカウントダウンび完了した 

Count Down 

CH 1 への入力値が指定した値に達した 

CHI 

SON にチャンネルへの入力値び指定した値に達した 
( EA -200 のみ） 

SONIC 

内蔵マイクび音を感知したに A - 200のみ） 

Mic 

[ START / ST 0 P ] び巧された ( EA -200 のみ） 

[ START ] key 

[ Button ] び押された （ CLA 目のみ） 

[ START ] key 


メモ 

サンプリング設定（3-己ページ）で選択した測定モードに応じて、選択可能なトリガーソー 
スは異なります。 


この測定モードでは： 

このトリガーソースが選択可能： 

Real-time 

[ EXE ] key , Count Down 

Fast 

[ EXE ] key , Count Down , CHI,Mic 

Normal 

[ EXE ] key , Count Down , CHI , SONIC , [ START ] key 

Extended 

[ EXE ] key 

Sound 

[ EXE ] key , Count Down , Mic 

Clock 

CHI 

Period 

CHI 
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• トリガー設定を巧うには 

1.アドバンストセットアップメニュ ー(3-1 ページ）が表示されているときに、 
回 ( Trigger ) を巧します。 

-トリガー設定画面び表示され、 " Source " の行び八イライト表示されます。 


Trigger Setup _ 


に ><E lent に HI l ； onicl[ ； TR][!NlJ 

•ファンクシヨンメニユーに表示される項目は、サンプリング設定 （3 -已ページ）で選択 
した測定モードによって異なります。上の画面は、測定モードとして " Normal " び選択 
されている場合の表示例です。 


2. フアンクシヨンキーを使って、希望するトリガーソースを選択します。 
•測定モードに応じて選択可能なトリガーソースは次の通りです。 


測定モード 

トリガー ソース 

Real-time 

回に XE ) ; [ EXE ] key , 回に nt ) : Count Down 

Fast 

回 ( EXE ) ; [ EXE ] key , 回に nt ) ; Count Down , 画に HI ), 
固 ( Mic ) 

Normal 

回 ( EXE ) ; [ EXE ] key , 回に nt ) ; Count Down , 画に HI ), 
画 ( Sonic ). 固 ( STR ) ; [ START ] key 

Sound 

回 ( EXE ) : [ EXE ] key , 回に nt ) : Count Down , 固 ( Mic ) 


•測定モードび " Extended " の場合のトリガーソースは常に" [ EXE ] key " に、測定モー 
ドび " Clock " または " Period " の場合のトリガーソースは常に " CHI " となります。 
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3. 手順2で選択したトリガーソースに応じて、次のいずれかの操作を行います。 


このトリガー ソース 
の場合は： 

この操作を行う： 

[ EXE ] key 

國を巧してトリガー設定を終了し、アドバンストセットアッ 
プメニューに戻ります。 

Count Down 

カウントダウンの開始時間を設定します。下記の「カウントダ 
ウンの開始時間を設定するには」を参照してください。 

CHI 

トリガーのしきい値とトリガーエッジの向きを指定します。 
「トリガーのしきい値とトリガーエッジを指定するには」 (3-1 1 
ページ)、「トリガーのしきい値、トリガー開始エッジ、およ 
びトリガー終了エッジを指定するには」 （3-11 ぺージ）または 
r フォトゲートの開始トリガー/終了トリガーを設定する口ま」 
(3-12 ぺージ）を参照してください。 

SONIC 

トリガーのしさい値とモーションセンサーのレベルを設定し 
ます。「トリガーのしさい値とモーションセンサーのレベルを 
設定する口ま」 （3-1 2ぺージ）を参照してください。 

Mic 

マイクの感度を設定します。下記の「マイクの感度を設定する 
には」を参照してください。 

[ START ] key 

國を巧してトリガー設定を終了し、アドノ（ンストセットアッ 
プメニューに戻ります。 


• カウントダウンの開始時巧を設定するには 

1. " Timer " に八イライトを移動します。 

2. 回 （ Time ) を巧して、カウントダウンの開始時間を設定するためのダイア□グを表示し 
ます。 

3. 1~10の間の数値（単位：秒）を入力します。 

4. 岡を押してトリガー設定を終了し、アドバンストセットアップメニューに戻ります。 


• 7イクの感度を設定するには 

1." Sense " に八イライトを移動し、次のいずれかのフアンクシヨンキーを巧します。 


このレベルのマイク感度を還択ずるには： 

このキーを}甲ず： 

ほ感度 

回 ( Low ) 

中程度の感度 

回 ( Mid ) 

高感度 

圆 ( High ) 


2. 岡を巧してトリガー設定を終了し、アドバンストセットアップメニューに戻ります。 
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• トリガーのしをい値とトリガーエッジを指定するには 

測定モード (3 -已ぺージ)として" Fast "、 Normal "、 または" Clock " が選択されている場合は、 
次の操作を行います。 

1. " Threshold " に八イライトを移動します。 

2. 回 ( EDIT ) を巧して、トリガーのしきい値にの値に達すると測定び開始されるデータ値) 
を指定するためのダイア□グを表おします。 



チャンネル設定 （ 3-3 ぺージ）で CH 1 または 
SONIC チヤンネルに割り当て 5 れたセンヴー 


割り当て 5 れているセンサーの測定単位 


3. 希望する値を入力し、國を巧します。 

4. " Edge " に八イライトを移動します。 

已.次のいずれかのフアンクシヨンキーを巧します。 


このトリガーエッジを選択ずるには： 

このキーを押ず： 

下降時トリガー 

回 ( Fall ) 

上昇時トリガー 

回 ( Rise ) 


目.岡を巧してトリガー設定を終了し、アドバンストセットアップメニューに戻ります。 


•トリガーのしをい値、トリガー開おエッジ、およびトリガー終了エッジを指定 
するには 

測定モード （3 -已ぺージ）として " Period " が選択されている場 S ま、次の操作を行います。 

1. " Threshold " に八イライトを移動します。 

2. 回 ( EDIT ) を巧して、トリガーのしきい値にの値に達すると測定び開始されるデータ値) 
を指定するためのダイア□グを表示します。 

3. 希望する値を入力します。 

4. "Start to " に八イライトを移動します。 

己.次のいずれかのフアンクシヨンキーを巧します。 


このトリガー開始エッジを選択ずるには： 

この キーを 押ず： 

下降時トリガー 

回 ( Fall ) 

上昇時トリガー 

回 ( Rise ) 


6. "End Edge " に八イライトを移動します。 

7. 次のいずれかのフアンクシヨンキーを巧します。 


このトリガー終了エッジを還択ずるには： 

この キーを 押ず： 

下降時トリガー 

回 ( Fall ) 

上昇時トリガー 

回 ( Rise ) 


8. 岡を巧してトリガー設定を終了し、アドバンストセットアップメニューに戻ります。 
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•フオトゲートの開始トリガー/お了トリガーを設定するには 

フオトゲートのトリガーソースとして CH 1 び選択されている場合は、次の操作を行いま 
す。 

1. "Start to " に八イライトを移動します。 

2. 次のいずれかのフアンクシヨンキーを巧します。 


この状態を開始トリガーとして設定ずるには： 

このキーを押ず： 

フォトゲートび閉じた状態 

回に lose ) 

フォトゲートが開いた状態 

回 ( Open ) 


3. "End Gate " に八イライトを移動します。 

4. 次のいずれかのフアンクシヨンキーを巧します。 


この状態を終了トリガーとして設定ずるには： 

このキーを押ず： 

フォトゲートび閉じた状態 

回に1〇%) 

フォトゲートが開いた状態 

回 ( Open ) 


已.岡を巧してトリガー設定を終了し、アドバンストセットアップメニューに戻ります。 


•トリガーのしまい値とモーシヨンセンサーのレベルを設定するには 

トリガーソースとして" SON に"が選択されている場合は、次の操作を行います。 

1. " Threshold " に八イライトを移動します。 

2. 回 ( EDIT ) を巧して、トリガーのしきい値にの値に達すると測定び開始されるデータ値) 
を指定するためのダイア□グを表おします。 

3. 希望する値を入力し、國を巧します。 

4. " Level " に八イライトを移動します。 

已.次のいずれかのフアンクシヨンキーを巧します。 


このレベルを選択するには： 

このキーを}甲ず： 

(しきい値よりも）下 

回 ( BIw ) 

(しきい値よりも）上 

回 ( Abv ) 


目.岡を巧してトリガー設定を終了し、アドバンストセットアップメニューに戻ります。 
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■ グラフ設定 (Graph) 

グラフ設定画面では、測定び完了した後で表おされるグラフに関する各種設定を行います。 
グラフを描画するか、しないかの設定は、サンプリング設定 (3-5 ぺージ）で行います。 


•グラフ設定を巧うには 

1.アドバンストセツトアップメニュー (3-1 ページ）が表示されているときに、团 ( Graph ) 
を押します。 


‘グラフ設定画面び表示されます。 


現在還択されている項目 


Graph Setup 

Coo" 

Econ fixes : On 
Real Scroll : On 


「On \ 


グラフ設定画面 


2. グラフのソースデータ名表示の設定を変更するには、嗟)/活）を使って 、 "Graph Func " 
に八イライトを移動します。続いて、次のいずれかのフアンクシヨンキーを巧します。 


この設定にずるには： 

この キーを 押ず： 

グラフのソースデータ名を表おする 

回 ( On ) 

グラフのソースデータ名を表おしない 

回 ( Off ) 


•グラフデータび測定データメモリーのファイルとして保存されている場合は、グラフの 
ソースデータ名としてそのファイル名び表示されます。グラフデータびカレント-デー 
夕•エリアに保存されている場合は、該当するチャンネル名び表示されます。 

メモ 

測定データメモリーおよびカレント-データ-エリアについて詳しくは、「9測定データ 
メモリーを使う」 （9-1 ぺージ）を参照してください。 


3. トレース操作時の座標値表示設定を変更するには、嗟）/度）を使って、 " Coord " に A イ 
ライトを移動します。続いて、次のいずれかのフアンクシヨンキーを巧します。 


この設定にずるには： 

この キーを 押ず： 

トレース操作時に座標値を表示する 

回 ( On ) 

トレース操作時に座標値を表示しない 

回 ( Off ) 


4.座標軸の表示設定を変更するには、嗟)/度）を使って 、 "Econ Axes " に八イライトを移 
動します。続いて、次のいずれかのフアンクシヨンキーを巧します。 


この設定にずるには： 

この キーを 押ず： 

座標軸を表示する 

回 ( On ) 

座標軸を表示しない 

回 ( Off ) 
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已.リアルタイムスク□ールの設定を変更するには、嗟)/度）を使って 、 "Real Scroll " に八 
イライトを移動します。続いて、次のいずれかのフアンクシヨンキーを巧します。 


この設定にずるには： 

この キーを 押ず： 

リアルタイムスク□ールを行ラ 

回 ( On ) 

リアルタイムスク□ールを行わない 

回 ( Off ) 


6. 岡を巧してグラフ設定を終了し、アドバンストセットアップメニューに戻ります。 
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カスタムプ□-ブを使う 


4カスタムプローブを使う 

ここで説明する操作手順によって、データ□ガーで使用するカスタムプ□ーブを設定するこ 
とがでさます。 

重要 

-チャンネル設定 （3-3 ページ）の際に CASIO 製、 Vernier 社製、または CMA 社製センサー 
一覧に表示されるセンサーは、 E - CON 3 モード標準のセンサーです。一覧に表示されな 
いセンサーを測定に使いたい場合に、カスタムプ□ーブ設定を行ってください。 

- E - C 0 N 3 でカスタムプ□ーブとして設定可能なのは、出力電圧が〇〜己ボルトの範囲内 
のセンサーです。この範囲外のセンサーは、カスタムプ□ーブに対応しておりません。 


■ カスタムプローブ設定を巧う 

カスタムプ□ーブ設定を行ラには、巧間式い ; C +わ）の定数を入力することが必要です。傾 
き <3 ( slope )、 y 軸切片わ （ intercept ) のそれぞれの定数を入力します。巧間式（の：+わ）中 
の; C は、測定した電圧の値（測定範囲は〇〜己ボルト）です。 

•カスタムプローブ設定を巧うには 

1. E - C 0 N 3 メインメニュ ー(1-1 ぺージ）で回 （ SET ) 回 （ ADV ) を巧して、アドバンスト 
セットアップメニューを表示します。 

.「3アドバンストセットアップ （Advanced Setup ) を使う」 (3-1 ぺージ）を参照して 
<ださい。 

2. アドバンストセットアップメニューで回に ustom Probe ) を巧して、カスタムプ□ーブ 
一覧画面を表示します。 

Custom Probe List _ 

ろ丽 Gas 

3：Current 




•カスタムプ □- ブが 1 つも登録されていない場合は 、 "No Custom Probe " と表示さ 
れます。 

3. 回 ( NEW ) を巧します。 

•次のよラなカスタムプ□ーブ設定画面び表示されます。 

Input Probe Name _ 

==Specifications === 
Slope : 1 
Intercept：0 
Unit Name：U 
Warm-Ljp : Ssst 
た D 口 に化 ieTzem_HIU 


•プ□-ブ名の初期設定は " Voltage (巨 pin )" です。はじめに、この名前を変更します。 
初期設定の名前のままで良い場合は、手順4と己は省略してください。 
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4. 回 ( EDIT ) を巧します。 

•プ□ーブ名の編集モードに入ります。 

已.18文字しソ内でカスタムプ□ーブ名を入力し、画を巧します。 

•" Slope " に八イライトが移動します。 

6. カスタムプ□-ブの各種設定を行うには、次のフアンクシヨンキーを使います。 

•ある項目の設定を変更するには、はじめに®/度）を使って、その項目に八イライトを 
移動します。続いて、フアンクシヨンキーを使って希望の設定を選択します。 

(1) Slope 

回 ( EDIT ) を巧して、巧間式の傾き ( fl ズ+わの定数口として指定する値)を入力します。 

(2) Intercept 

回 ( EDIT ) を巧して、巧間式の： y 軸切片（化 C +わの定数わとして指定する値）を入力 
します。 

(3) Unit Name 

回に DIT ) を巧して、単位名を8文字しソ内で入力します。 

(4) Warm-up 

回 ( EDIT ) を巧して、ウォームアップ時間を入力します。 

7. 國を押し、続いてメモリー番号 （1 〜 99) を入力します。 

•カスタムプ□ーブ設定び保存され、新規に登録したカスタムプ□ーブ設定を含んだカス 
タムプ□-ブの一覽に戻ります。 


• Vernier 社製または CMA 社製センサーの設定を呼び出してカスタムプローブ 
設定を巧うには 

1. 「カスタムプ□-ブ設定を行うに财 （4-1 ぺージ）の手順1と2の操作を行います。 

2. 岡 ( VRNR ) または固に MA ) を巧します。 


•センサーの一覧が表のされます。 


1 

Uernier Sensors 1 

Baromei-er 

COi Gas 

Conductivity 

Current 




3. 嗟）/度）を使って、カスタムプ□-ブの設定元として使用したいセンサーに八イライト 
を移動し、國を押します。 


•選択したセンサーの名前と設定情報び、カスタムプ□ーブ設定画面に表示されます 


Edit Probe Name 



Slope ： 53.341 
Intercept ： -53.073 
Unit Hamei-^C 
Warm-Ljp : Ssst 


に DIT ICALIEIZERO 


•設定を完了するには、「カスタムプ□-ブ設定を行うには」 （4-1 ぺージ）の手順4か5 
7までの操作を行ってください。 
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■ カスタムプ□—ブの自動捕正を巧ラ 

自動巧正を使ラと、カスタムプ□ーブに適用する巧間式の傾き （ Slope ) および y 軸切片 
( Intercept ) の値を、2つの実測値か5自動的に設定することができます。 

ごを意！ 

•下記の操作を行ラ前に、測定値がわかっている2つの測定環境を用意することが必要 
です。 

•下記の手順己で参照値を入力する際には、手順4で測定を行ラ条件下における正確な 
測定値を入力してください。また、下記の手順7で参照値を入力する際には、手順巨 
で測定を行ラ条件下における正確な測定値を入力してください。 

• カスタムプローブの自動補正を巧うには 

1. 電卓とデータ□ガーを接続し、自動補正を行いたいカスタムプ□ーブをデータ□ガーの 
CH 1 に接続します。 

2. 次に行ラ操作は、新規のカスタムプローブの自動巧正を行ラか、登録済みのカスタムプ 
□ーブ設定を編集するかによって異なります。 

新規のカスタムプローブ設定を行ラ場台： 

•「カスタムプ□ーブ設定を行うには」 (4-1 ページ）の手順1〜6の操作を行います。 

•傾き ( Slope ) および； y 軸切片 （ Intercept ) の値は自動補正によって自動的に設定され 
るので、上記の手順巨では傾きと: y 軸切片の値を設定する必要はありません。 

登録済みのカスタムプ□ーブ設定を編集ずる場合： 

• r カスタムプ□ーブ設定を編集するには」 （4 -目ぺージ)の手順1〜3の操作を行います。 

3. 回に AUB ) を巧します。 

•データ□ガーの CH 1 に接続されたセンサーによる1回目の測定び開始され、次のよラ 
な画面が表示されます。 



Calibration: 

When stable? 
long press [EXEj. 

1 回目の測定中を表ず 
測定値びリアルタイムで表示される ^ 

Point 1 ： 

1.3102 lU 
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[EXE]. 


Point 2 ： 

4.30035 U 
Input Ualue ( リ） ？ 


4. 測定値が安定した5、國を数秒間巧し続けます。 

•1 回目の測定値が登録され、画面上に表示されます。このとさ画面の最下行にカーソル 
び表示され、参照値の入力が可能な状態となります。 


5. 1回目の測定値に対する参照値を入力し、國を巧します。 

•2 回目の測定が自動的に開始され、手順3で表示されたものと同様の画面表おに切り 
替わります。 


吕回目の測定中を表す 


6. 測定値び安定した5、國を数秒間巧し続けます。 

•2 回目の測定値び登録され、画面上に表示されます。このとを画面の最下行にカーソル 
が表示され、参照値の入力が可能な状態となります。 


7. 2回目の測定値に対する参照値を入力し、國を巧します。 

•カスタムプ□ーブの設定画面に戻ります。 

• E - C 0 N 3 は、入力された2つの参照値に基づいて傾きと y 軸切片の値を計算し、自動 
的に設定を行います。自動設定された数値はカスタムプローブ設定画面に表示されます。 


8. 國を巧し、続いてメモリー番号 （1 ~ 99) を入力します。 

•カスタムプ□ーブ設定び保存され、カスタムプローブの一覧に戻ります。 


Input Slope 

[CST ] 

== SpeciTications === 

In'L-ercep'L .： 1. 4267 e - 03 
Unit Name：0 
Warm-Ljp : Ssst 

に DIT|"LIE|ZEM Gnu 


Calibration: 

When stable ， 
long press [EXE]. 

Point 2 ： 

4.30035 U 


Calibration: 

When stable ， 
long press [EXE]. 

Point 1 ： 

1.3102 lU 
Input Ualue ( リ） ？ 


n e 
ol s 
ib s 
t3e 
at 广 

广 s p 
b 

i n g 
1 e n 
ah o 

cwl 
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■ カスタムプ□—ブのゼ□捕正を巧ラ 

カスタムプ□ーブのゼ□巧正を行ラと、実測値に基づいてカスタムプ□ーブの y 軸切片の値 
を設定することがでさます。 

• カスタムプローブのゼ□補正を巧うには 

1. 電卓とデータ□ガーを接続し、ゼ□巧正を行いたいカスタムプ□ーブをデータ□ガーの 
CH 1 に接続します。 

2. 次に行ラ操作は、新規のカスタムプローブのゼ□ネ甫正を行ラか、登録済みのカスタムプ 
□ーブ設定を編集するかによって異なります。 

新規のカスタムプローブ設定を行ラ場台： 

•「カスタムプ□-ブ設定を行うに财 （4-1 ぺージ）の手順1〜目の操作を行います。 

• y 軸切片 ( Intercept ) の値は自動巧正によって自動的に設定されるので、上記の手順巨 
では: y 軸切片の値を設定ずる必要はありません。 

登録済みのカスタムプローブ設定を編集ずる場合： 

•「カスタムプ□-ブ設定を編集するには」 （4 -目ページ)の手順1〜3の操作を行います。 

3. 圆 ( ZERO ) を巧します。 

•データ□ガーの CH 1 に接続されたセンサーによる測定が開始され、次のよラな画面が 
表示されます。 

Zero Adjust ： 

When stable ， 
long press [EXEj. 

Point 1 ： 

0.99602 U 


4. ゼ□巧正を行いたい時点（画面に表示されている測定値びゼ□補正を行ラための適切な値 
となった時点）で、國を巧します。 

•カスタムプ□ーブの設定画面に戻ります。 

• E - C 0 N 3 は、測定値に基づいて y 軸切片の値を自動的に設定します。自動設定された 
数値はカスタムプ□ーブ設定画面に表示されます。 


Input Slope 

[CDS ] 

== SpeciTications === 



Unit Name：U 
Warm-Ljp : Ssst 
[edit rCALItfZERO _ 


己.國を巧し、続いてメモリー番号 （1 〜 99) を入力します。 

•カスタムプ□ーブ設定び保存され、カスタムプローブの一覧に戻ります。 
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■ カスタムプ□—ブの設定を管巧ずる 

ここでは、登録済みのカスタムプ□ーブ設定の編集と削除の操作について説明します。 


• カスタムプ□—ブ設定を編集するには 


1. カスタムプ□ーブー覧画面 (4-1 ページ）を表おします。 

2. 設定内容を編集したいカスタムプ□ーブを選択します。 

•嗟)/度）を使って、編集したいカスタムプ□-ブ名に八イライトを移動します。 

3. 回 ( EDIT ) を巧します。 

•カスタムプ□ーブ設定画面び表示されます。 

•設定を編集するには、「カスタムプ□ーブ設定を行ラには」 （4-1 ページ）の手順目の操 
作を行います。 


• カスタムプローブ設定を削除するには 

1. カスタムプ□ーブー覧画面 (4-1 ページ）を表おします。 

2. 削除したいカスタムプ□ーブを選択します。 

•嗟)/度）を使って、削除したいカスタムプ□-ブ名に八イライトを移動します。 

3. 圆 ( DEL ) を巧します。 

4. 選択したカスタムプローブ設定を削除するには、表示される確認メッセージ画面で 
回 ( Yes ) を巧します。 

•カスタムプ□-ブ設定を削除せずに確認メッセージを消すには、画 ( No ) を巧します。 




己- 1 

MULTIMETER モードを使う 


E-C0N3 = 


STOP ： [EXE] long press 


5 MULTIMETER モードを使う 

データ□ガーの MULTIMETER モードを使うための設定は、チヤンネル設定 （3-3 ぺージ) 
によって行います。 


• MULTIMETER モードをほうには 

1. 電卓とデータ□ガーを接続し、測定に使いたいセンサーをデータ□ガーの各チャンネル 
に接続します。 

2. アドバンストセットアップメニュ ー(3-1 ぺージ）か5の操作でチャンネル設定画面 （3-3 
ページ）を表示し、使いたい各チャンネルのセンサー設定を行います。 

3. 各チャンネルのセンサー設定び済んだ5國を巧してアドバンストセットアップメ 
ニューに戻り、回 ( MLTI ) を巧します。 

•データ□ガーの MULTIMETER モードによる測定が開始され、各チャンネルの測定値 
が画面に表示されます。 


•表示される測定値は0.己秒ごとに更新されます。 

•手順2で設定を行ったチヤンネルしソ州こは、センサーを接続しないでください。 
• MULTIMETER モードの測定データは、メモリーには保存されません。 

4. MULTIMTER モードによる測定を終了するには、國を巧します。 
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6セットアップメモリーを使う 

セットアップウイザードやアドバンストセットアップによって作成したデータ□ガーのセッ 
トアップデータは、作成した時点では「カレント-セットアップメモリー-エリア」という 
領域に保存されます。このエリアの内容は、別のセットアップデータを作成するごとに上書 
さされます。 

セットアップメモリーを使ラと、カレント-セットアップメモリー-エリアに記憶されてい 
るセツトアップデータを、電卓のメモリー上に保存しておくことびできます。 


■セットアップデータを巧巧ずる 

セットアップデータは、次のいずれかのときにセットアップメモリーに保存することびでさ 

ます。 

. セットアップウィザードを使って新規のセットアップを作成した後 
詳しくは「セットアップウィザードを使ってデータ□ガーのセットアップを作成するには」 
に-2ぺージ）の手順8を参照してください。 

•アドバンストセットアップを使って新規のセットアップを作成した後 
詳しくは「アドバンストセットアップを使ってデータ□ガーのセットアップを作成するに 
は」 (3-1 ぺージ）の手順巨を参照してください。 

• E - C 0 N 3 メインメニュー （1-1 ページ）が表示されているとさ 
E - C 0 N 3 メインメニューび表示されているときにセットアップの保存操作を行うと、カレ 
ント.セットアップ メモリ —. エリアの内容がセットアップメモリーに保存されます。 

•セットアップデータを巧巧するには 

1.セットアップウィザードの完了画面び表示されている場合は、手順2に進みます。その 
他の場合は、次のいずれかのフアンクシヨンキー操作によって、保存操作を開始します。 

✓アドバンストセットアップメニュー （3-1 ページ）の表示中に、圆 ( MEM ) を押す。 

✓ E - C 0 N 3 メインメニュー （1-1 ページ）の表示中に、回 ( MEM ) を押す。 

.上記のいずれかの操作を行うと、セットアップメモリ ー- 覧 （ Setup-MEM List ) 画面 
が表示されます。 

Setup-MEM List 

■2 ■:怕 

3: HEARTBEAT 


Ism Rran ironj [{inj 

•保存されているセットアップデータびない場合は 、 "No Setup - MEM " というメッセー 
ジが表示されます。 






S - 2 

セツトアップメモリーを使ラ 


2. セットアップウイザードの完了画面か5の操作の場合は回 (Save Setup - MEM ) を、そ 
の他の場合は回 ( SAVE ) を巧します。 

•セットアップ名の入力画面が表示されます。 iSetup-MEM Name 

[ ] 


3. セットアップ名を18文字じ(内で入力します。 

4. 國を巧し、続いてメモリー番号 （1 〜 99) を入力します。 

•セットアップウィザードの完了画面か5の操作の場合、これで保存操作が完了して 
" Complete !" といラメッセージび表示されます。國を巧してセットアップウィザー 
ドの完了画面に戻ります。 

•アドバンストセットアップメニュ ー(3-1 ぺージ）または E - C 0 N 3 メインメニュー （1-1 
ページ）か5の操作の場合、これで保存操作が完了して、セットアップメモリーー覧画 
面に戻ります。 

ごを意！ 

•セットアップの保存時には、各セットアップにセットアップ名とメモリー番号を割り当 
てています。このため、必要であれば複数のセットアップに同じ名前を付けることが可 
能です。 


■ セットアップメモリーに保巧したセットアップを管理ずる 

保存したすべてのセットアップは、セットアップメモリーー覧画面に表示されます。一覧か 
5セットアップを選択して、そのセットアップを使った測定を開始したり、セットアップを 
編集したりすることびできます。 

• 巧巧をれているセットアップデータの内容を確認するには 

次の操作を行ラと、セットアップデータを使った測定を開始する前に、その内容を確認する 
ことびでさます。 

1. E - C 0 N 3 メインメニュ ー(1-1 ぺージ）で回 （ MEM ) を巧して、セットアップメモリー 
一覧画面を表示します。 

2. 嗟)/度）を使って、内容を確認したいセットアップ名に八イライトを移動します。 

3. 函 I (Setup Preview ) を巧します。 

•セツトアップデータの内容び表示されます。 


jm = SETUP-MEM = > 

‘ NAME : TESTI 
， SENSOR : Optical 
INTERUAL ： □■□5 … 

NUMBER : IDI 

Ism Rran ironj [{inj 


4 .表示を閉じるには、固のを巧します。 
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•セットアップデータを呼び出して測定を巧ラには 

データ □ ガーで測定を開始する前に、必ず次の操作を行ってください。 

1. 電卓にデータ□ガーを接続します。 

2. データ□ガーの電源を入れます。 

3. 測定に使いたいセットアップに応じて、データ□ガーの各チャンネルに適切なセンサー 
を接続します。 

4. データの測定対象を準備します。 

已. E - C 0 N 3 メインメニュ ー(1-1 ぺージ）で回 （ MEM ) を押して、セットアップメモリー 
一覧画面を表おします。 

6. 度）を使って、測定に使いたいセットアップ名に A イライトを移動します。 

7. 回) ( STRT ) を巧します。 

8. 確認メッセージが表示されるので、回を巧します。 

•画を押すと、データ□ガーの設定び実行され、測定が開始されます。 

•測定を行わずに確認メッセージを消す口ま、画を巧します。 

メモ 

測定の実行中に可能な操作については、「測定中の動作について」 （8-2 ページ）を参照し 
て < ださい。 

•セットアップデータの名前を巧更するには 

1. E - C 0 N 3 メインメニュ ー(1-1 ぺージ）で回 （ MEM ) を巧して、セットアップメモリー 
一覧画面を表示します。 

2. み/®を使って、名前を変更したいセットアップ名に八イライトを移動します。 

3. 画 ( REN ) を巧します。 

•セツトアップ名を入力する画面が表示されます。 


Setup-MEM Name 


[TESTl 

] 


4. 18文字しソ内でセットアップ名を入力し、國を巧します。 

•セットアップ名が変更され、セットアップメモリーー覧画面に戻ります。 
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•セットアップデータを削除するには 

1. E - C 0 N 3 メインメニユ ー(1-1 ページ）で回 （ MEM ) を巧して、セットアップメモリー 
一覧画面を表示します。 

2. を使って、削除したいセットアップ名に八イライトを移動します。 

3. 回 ( DEL ) を巧します。 

4. 選択したセットアップを削除するには、表示される確認メッセージ画面で回 （ Yes ) を 
押します。 

•削除せずに確認メッセージを消すには、固 ( No ) を巧します。 

•セットアップデータを呼び出すには 

保存済みのセットアップデータを、カレント•セットアップメモリー-エリアに呼び出すこ 
とができます。呼び出した後で、アドバンストセットアップを使ってセットアップ内容を編 
集することが可能です。この機能は、セットアップデータとして保存されている設定を少し 
だけ変更して測定を行いたいよラな場合に便利です。 

1. E - C 0 N 3 メインメニユ ー(1-1 ぺージ）で回 （ MEM ) を巧して、セットアップメモリー 
一覧画面を表おします。 

2. を使って、呼び出したいセットアップ名に八イライトを移動します。 

3. ( ED ( LOAD ) を巧します。 

4. 選択したセットアップを呼び出すには、表示される確認メッセージ画面で回 （ Yes ) を 
押します。 

•呼び出しを行わずに確認メッセージを消すには、画 ( No ) を巧します。 

メモ 

セットアップデータを呼び出すと、カレント-セットアップメモリー-エリア上のデー 
夕は上書さされます。 
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7プログラムコンパーター （Program Converter ) 
を使ぅ 

プ□グラムコンバーターを使ラと、セットアップウイヴードやアドバンストセットアップで 
作成したデータ□ガーのセットアップを、電卓上で動作するプ□グラムに変換することびで 
きます。また、セットアップを CFX -98 已 0 G シリーズ / fx - 7400 G シリーズ互換プ□グラ 
ムに変換することち可能です。*1* 2 

*1 変換後のプ□グラムの使い方については、関数電卓または EA -200 に付属の取扱説明書 
を参照してください。 

*2 CFX - 日8已 0 G シリーズ / fx - 740 0 G シリーズの対応モデルについては、 E - C 0 N 3 のへ 
ルプ （ Pro 呂 ram Converter HELP ) を参照してください。 


■ セットアップをプログラムに変換ずる 

セットアップデータは、次のいずれかのとをにプ□グラムに変換することびできます。 

•セットアップウィザードを使って新規のセットアップを作成した後 
詳しくは「セットアップウィザードを使ってデータ□ガーのセットアップを作成するには」 
(2-2 ぺージ）の手順8を参照してください。 

•アドバンストセットアップを使って新規のセットアップを作成した後 
詳しくは「アドバンストセットアップを使ってデータ□ガーのセットアップを作成するに 
は」 (3-1 ぺージ）の手順巨を参照してください。 

• E - C 0 N 3 メインメニュー (1-1 ぺージ）が表示されているとき 
E - C 0 N 3 メインメニューび表示されているときにプ□グラムの変換操作を行ラと、カレ 
ント.セットアップ メモリー. エリアの内容（セットアップウィザードまたはアドバンス 
トセットアップによって設定された内容）がプ□グラムに変換されます。 

プ□グラム変換の操作は、上記のいずれの場合ち同じです。 

•セットアップをプログラムに巧換するには 

1. 次のいずれかのキー操作によって、プログラムの変換操作を開始します。 

✓ セットアップウィザードの完了画面の表示中に、の (Convert Program ) を押す。 

✓アドバンストセットアップメニューロ-1ページ）の表示中に、回 ( PROG ) を押す。 

✓ E - C 0 N 3 メインメニュー （1-1 ページ）の表示中に、画 ( PROG ) を押す。 

•上記のいずれかの操作を行ラと、プログラムコンバーター画面が表示されます。 


Input Program Name 


FI ： Calculator : 9S60 
F2 ： Model Type : EFl-2 日日 
F3 ： Calibration：Hone 
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2. 8文字しソ内でプ□グラム名を入力します。 

メモ 

プ□グラムコンバーターの初期設定では、次のようなプ□グラムび作成されます。 

•対応電卓： fx -98 巨 0 G シリーズ 
•対応データ□ガ ー : EA -200 
•巧正：なし 
•パスワード：なし 

上記の設定のままで良い場合は、しソ下の手順3〜7は省略し、手順目に進んでください。 
いずれかの設定を変更したい場合は、手順3〜7のうち必要な操作を行ってください。 


3. プ□グラムが対応する関数電卓の機種を指定します。指定するには、次のいずれかのキー 
操作を行います。 


この関数電卓にプ□グラムを対応させるには： 

このキー操作を行ラ： 

fx -98 巨 0 G シ U - ズ 

( El ] ( CALC ) 回(日8巨 0) 

CFX -98 已 0 G シ U - ズ 

(ED ( CALC ) 回 (98 巳 0) 

fx - 7400 G シリーズ 

回 ( CALC ) 画 (7400) 


•プ□グラムコンバーター画面の" FI " 行に、指定した電卓の機種名び表示されます。 

メモ 

回に ALC ) 回(一 38 K ) につい口ま、！ ' CFX - SS 巳 0 G シリーズのプ□グラムを fx -98 巨 0 G 
シリーズ互換プ□グラムに変換する」 （7-4 ページ）を参照してください。 


4. プログラムび対応するデータ□ガーの機種 ( EA -100 または EA -200) を指定します。 
指定するには、次のいずれかのキー操作を行います。 


このデータ□ガーにプログラムをみ1応させるには： 

このキー操作を行ラ： 

EA -200 

(ED ( TYPE ) 回 (200) 

EA -100 

回 ( TYPE ) 回（100) 


•プ□グラムコンバーター画面の " F 2" 行に、指定したデータ□ガーの機種名が表示され 
ます。 


ごを意！ 

EA -100 と EA - 200は性能び異なります。このため、 EA -200 用のプ□グラムを 
EA -100 用に変換して EA -100 による測定を行ラと、期待通りの結果び得5れない場 
合がありますので、ごを意ください。 
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已.カスタムプ□ーブをデータ□ガーの CH 1 に接続して使ラ場合は、自動巧正またはゼロ 
巧正を行ラかどラかを指定します。指定するには、次のいずれかのキー操作を行います。 


この動作を指定ずるには： 

このキー操作を行ラ： 

CH1 のカスタムプ□-ブの自動補正を行ラ 

画に ALB) 回に AUB) 

CH1 のカスタムプ□-ブのゼ□補正を行ラ 

圆 (CAL 巨）回 (ZERO) 

巧正を行わない 

画に ALB) 画 (None) 


-プ□グラムコンバーター画面の " F 3" 行に、指定した情報び表示されます。 


6. プ□グラムをパスワード保護するには、回 （ -irO ) を巧します。 

•" Password ?" というプ□ンプトとパスワードの入力欄が、プ□グラム名入力欄の下に 
表示されます。 

Input Program Name 
[HEWTOH ] 

Password? 

[ ] 

FI：Calculator : 9S60 
F2 ： Model Type : EFl-1 日日 
F3：Zero Adjust：CH 1 

7. 8 文字な内でパスワードを入力します。 

•ここでもし、パスワード保護するのを取りやめたい場合は、画！]を巧します 。バスワー 
ド入力欄び画面から消え、入力したパスワードびキャンセルされます。 

8. すべての設定が済んだ！5、國を巧してプ□グラムの変換を実行します。 

•プ□グラムへの変換が完了すると、 " Complete !" というメッセージが表示されます。メッ 
セージを消して手順1で表示されていた画面に戻るには、岡または厄而を巧します。 
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■ CFX -98 已 0 G シリーズのプ□グラムを fx - 986 0 G シリーズ互換プ□グ 
ラムに変換ずる 

CFX-9850G シリーズの電卓（な下 「CFX-98 已〇」と表記）で作成された EA-200 用の制 
御プ□グラムを E-C0N3 で使うには、そのプ□グラムを fx-98 目 0G シリーズの電卓（しソ下 
「fx- 9860」と表記）用のプ□グラムに変換することび必要です。変換はプ□グラムコンバー 
ターを使って実行することびできます。 


CFX-98 已〇用 


fx-98 巨0用 

EA- 200制御プ□グラム 

変換 

EA-200 制御プ□グラム 


• プ□グラムを巧換するには 

1. CFX-98 已〇用に作成された EA- 200制御プ□グラムを、 fx- 日8巨0のメインメモリー 
に転送し ます。 

•fx- 日8目0に付属のケーブルを使って、 fx-9 呂目〇と CFX-9 呂已〇それぞれの3ピンシ 
リアルポートを接続します。詳しくは、本篇の博13章データ転送」を参照してく 
ださい。 

2. 「セットアップをプ□グラムに変換するには」 (7-1 ぺージ）の手順1の操作を行い、プ 
□グラムコンバーター画面を表示します。 

3. 回 (CALC) 回(一 38K) を巧します。 

•現在メモリー上にあるプ□グラムび一覧表示されます。 

部 

MULTI 01 : 己 32 

HEWTOH : TS4 

0PTI 01 : 己 16 

Fexe 

4. み/度）を使って、変換したいプ□グラムに八イライトを移動し、回 （EX 口または國 
を押します。 

-プ□グラム名を入力する画面が表示されます。 

Input Program Name 
[HEWTOH ] 
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已. 8文字しソ内で変換後のプ□グラム名を入力します。 

•プ□グラムをパスワード保護したい場合は、プ□グラム名の入力後に「セットアップを 
プ□グラムに変換するには」口-1ぺージ）の手順目と7の操作を行います。 

6. プ□グラムの変換を開始するには、國を巧します。 

•プ□グラムの変換び完了すると、" Complete !" というメッセージび表示されます。メッ 
セージを消すには、阮]または尼肝!を巧します。 
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8測定を開始する 

ここでは、 E-CON3 モードで作成したセットアップを使って、データ□ガーによる測定を 
開始する操作について説明します。 


■測定をはじめる前に 

データ □ ガーを使つて測定をはじめる前に、必ず次の操作を行つてください。 

1. 電卓にデータ□ガーを接続します。 

2. データ□ガーの電源を入れます。 

3. 測定に使いたいセットアップに応じて、データ□ガーの各チャンネルに適切なセンサー 
を接続します。 

4. データの測定対象を準備します。 


■ 測定を開始ずる 

次のいずれかのとさに、測定を開始することびでさます。 

. セットアップウイザードを使って新規のセットアップを作成した後 
詳しくは「セットアップウイザードを使ってデータ□ガーのセットアップを作成するには」 
(2-2 ページ）の手順8を参照してください。 

•アドバンストセットアップを使って新規のセットアップを作成した後 
詳しくは「アドバンストセットアップを使ってデータ□ガーのセットアップを作成するに 
は」 (3-1 ぺージ）の手順巨を参照してください。 

• E - C 0 N 3 メインメニュー （1-1 ぺージ）び表示されているとき 
E - C 0 N 3 メインメニューが表示されているときに測定を開始すると、カレント•セットアッ 
プメモリー-エリアの内容（セットアップウイザードまたはアドバンストセットアップに 
よって設定された内容）による測定が実行されます。 

. セットアップメモリ ーー 覧画面 (6-1 ページ）が表示されているとを 
セットアップメモリーー覧画面でセットアップを選択し、測定を開始することびでさます。 

上記のラち、ここでは最初の3つの場合について、操作手順を説明します。セットアップ 

メモリーー覧画面から測定を開始する操作については、「セットアップデータを呼び出して 

測定を行うには」 (6-3 ぺージ）を参照してください。 
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•測ちを開始するには 

1. 次のいずれかのキー操作によって、測定を開始します。 

✓ セットアップウイザードの完了画面の表示中に、 m (Start Setup) を押す。 

✓アドバンストセットアップメニューロ-1ページ）の表示中に、回 (STRT) を押す。 
✓ E-C0N3 メインメニュー （1-1 ページ）の表示中に、画 (STRT) を押す。 

•上記のいずれかの操作を行ラと、次のよラな測定の開始確認画面が表示されます。 

======== E-C0N3 ======== 

*IS THE SENSOR CONNECTED? 
^CONNECT LINK-CflELE FIRMLY? 
*IS SAMPLING DONE? 

Press ： [EXE] 


2 .画を巧します。 

•カレント•セットアップメモリー•エリアのセットアップデータによって、データ□ガー 
の設定び行われます。 

•データ□ガーび設定されている間は 、 "Setting Data Lo 邑 ger ..." というメッセージび 
表示されます。このメッセージが表示されている間は、画を巧すと設定をキャンセル 
することがでさます。 

•データ□ガーの設定び完了すると、次のよラな画面び表示されます。 

======== E-C0N3 ========' 

Start sampling? 
Press ： [EXE] 


3 .測定を開始するには、画を巧します。 

•測定中、および測定の完了後に表おされる画面は、セットアップの内容（測定モード、 
トリガー設定など）によって異なります。詳しくは、下記の「測定中の動作について」 
を参照してください。 

• 測定中の動作について 

電卓か5データ□ガーに測定開始コマンドび送信されると、次のよラな一連の動作び実行さ 
れます。 

セットアップデータの転送一測定開始一測定終了一 
データ□ガーか5電卓への測定データの転送 

次ページの表は、セットアップデータで指定されているトリガー条件とセンサーの種類に応 
じて、上記の一連の動作がどのよラになるかを示したものです。 
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9測定データメモリーを使う 

E-CON3 モードか5の指示でデータ□ガーによる測定を行ラと、その測定結果は E - C 0 N 3 
の「カレント-データ-エリア」という領域に保存されます。現在保存されているチャンネ 
ルごとのデータを、各チャンネルの「カレント-データ」と呼びます。 

あるチャンネルのカレント-データは、そのチャンネルでの測定を新たに行ラごとに上書き 
されます。測定結果のデータを残しておきたい場合は、カレント•データに名前を付けて、 
測定データメモリーに保存します。 


■ 測定データの保存と管巧 

•カレント-データに名前を付けて巧巧するには 

1. E - C 0 N 3 メインメニュ ー(1-1 ぺージ）で固 ( GRPH ) を巧します。 
•次のよラなグラフモード画面が表示されます。 


Mode：Graph Analysis 


[---] 


曰 ph2: 

[---] 

日 ph3: 

[ - ] 

f?ir GCnJ EEEP 0HP 


グラフモード画面 


.グラフモード画面について詳しくは、「10.グラフ分析ツールを使う」 （10-1 ぺージ) 
を参照してください。 

2. 岡 ( DATA ) を巧します。 


•測定データの一覧画面が表示されます。 


カレント- データの一 覧- 

" cd " は "current data " (カレント • 
データ）を表しまず。コ□ンのち側 
の文字はチヤンネル名です。 


Sample_Data_LisL _ 

。も舰 

cd：MIC 


[flSGH Ban? E0P 



測定データー覧画面 
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3. ®/ 度）を使って、保存したいカレント•データに八イライトを移動し、回 （ SAVE ) を 
巧します。 

•データ名を入力する画面び表示されます。 

Sample Data Name 
[ ] 
== SpeciTications === 
Sensor：Optical 
Interval：0.2sec 
Humber： 101 
Max：SlTLum Int 
Min： 0.666667 Lum Int 

4.18 文字じ(内でデータ名を入力し、國を巧します。 

•メモリー番号を入力するダイア□グが表示されます。 

已.メモリー番号 （1 ~ 99) を入力し、画を巧します。 

•入力したメモリー番号のエリアに、カレント-データの内容び保存されます。 


保をされた測定データは、画面上に次の 
要領で表ちされまず： 

く メモリー番号>:<データ名> 


•すでに測定データが保存されているメモリー番号を指定すると、既存の測定データを新 
規のデータで上書をして良いかを確認するメッセージが表示されます。上書きして良い 
場合は回を、手順4でメモリー番号の入カダイア□グび表示された状態に戻るには 
固を巧して<ださい。 

6. E - C 0 N 3 メインメニュ ー(1-1 ぺージ）に戻るには、區田を2回巧します。 

メモ 

手順3で、カレント • データの代わりに保存済みのデータを選択した場合は、選択したデー 
夕を別のメモリー番号に保存することびでをます。このとき、データ名は必ずしも変更 
する必要はありません。 


Sample Data List 

ち 

cd：CH2 
cd：MIC 


[flSGH Ban? E0P 
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• 巧を巧みの測定データの名前を変更するには 

メモ 

この操作によってカレント-データの名前を変更することはでをません。 

1. E-C0N3 メインメニュ ー(1-1 ぺージ）で固 (GRPH) を巧します。 

•グラフモード画面び表示されます。 

2. 回 (DATA) を巧します。 

•測定データの一覧画面び表示されます。 

3. な）を使って、名前を変更したい測定データに八イライトを移動し、画 (REN) を巧 
します。 

•データ名を入力する画面び表示されます。 

4. 新しいデータ名を18文字じ(内で入力し、國を巧します。 

•測定データの一覧画面に戻ります。 

已. E-C0N3 メインメニュ ー(1-1 ぺージ）に戻るには、區田を2回巧します。 

•測定データを削除するには 

1. E-C0N3 メインメニュ ー(1-1 ぺージ）で固 (GRPH) を巧します。 

•グラフモード画面が表示されます。 

2. 回 (DATA) を巧します。 

•測定データの一覧画面が表示されます。 

3. み/度）を使って、削除したい測定データに八イライトを移動し、回 (DEL) を巧します。 

4. 選択した測定データを削除するには、表示される確認メッセージ画面で回 (Yes) を巧 
します。 

•測定データを削除せずに確認メッセージを消すには、圃 (No) を巧します。 

•測定データの一覧画面に戻ります。 

己. E-C0N3 メインメニュ ー(1-1 ぺージ）に戻るには、尼而を2回巧します。 
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10グラフ分がツールを®う 

グラフ分析ツールを使ラと、測定データに基づいて描画したグラフを分析することができま 
す。 


■ グラフ分析ツールを利用ずる 


グラフ分析ツールは、次のいずれかの方法で利用することができます。 


• E - CON 3 メインメニユーで固 ( GRPH ) を押すと表示をれるグラフモード画 
面か6、グラフ分がツールを呼び出す 


Mode：Graph flnalysis 



[ - ]hicrophone 

►Gph3：FFT Spectrum 

[ - ]Microphone 

r?ir Gcnj EEEP BiP [dr^ 

グラフモード画面 

•測定の実行後に、 E-C0N3 メインメニューを表示します。その後で、固 (GRPH) を巧 
します。 

•この方法でグラフ分析ツールを呼び出した場合は、さまざまな「分析モード」を選んで、 
分析を実行することができます。「分析モードを選んでグラフを描画する」（10-2ぺ一 
ジ）を参照してください。 


•セットアップウイザードまたはアドバンストセットアップ（測ちモード= 
Real - time ) で測定を実行し、測定をに巧画されたグラフ画面か6、グラフ分 
析 ツールを 呼び出す 


CHI：Lum Int US 化 
I9E.ee 

9E.EEE 


グラフ画面 



•この場合は測定の完了後すぐにグラフが描画されるので、自動的にグラフ分析ツールが 
呼び出されます。「グラフ画面での各種キー操作」 （11-1 ページ）を参照してください。 
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■ 分がモードを選んでグラフを巧画ずる 

ここでは、分析モードを選んでグラフを描画するまでの操作手順について詳しく説明します。 

メモ 


•手順4〜6は必須の操作ではないため、省略しても構いません。操作を省略した場合は、 
手順ごとの初期設定び自動的に適用されます。 

•手順2を省略すると、グラフモード画面の1行目に表おされている分析モードび初期 
設定となります。 

• 分がモードを選んでグラフを巧画するには 

1.E-C0N3 メインメニュ ー(1-1 ぺージ）で固 (GRPH) を巧します。 

•グラフモード画面び表示されます。 


2. 岡 ( MODE) を巧すと表示されるメニューか5、希望する分析モードを選択します。 


これをずるには： 

このメニユー操作 
を行ラ： 

選択される分析モード： 

3つの測定データを同時にグラフ化する 

[Norm] 

Graph Analysis 
(グラフ分析モード） 

1つの測定データと、そのデータの1次/ 
2次微分データを同時にグラフ化する 

[diff] 

d/dt & ボ /d だ 
(1 次/2次微分モード） 

異なる測定データのグラフを上下2画面 

1し表のする 

に MP 刊^ 
[GRPH] 

Compare Graph 
(グラフ比較モード） 

測定データの生データを上画面、出力波 
形部分を下画面に表示し、スピーカーか 
5出力する （EA- 200のみ） 

に MP 刊^に nd] 

Compare Sound 
(サウンド比較モード） 

測定データのグラフを上画面、測定デー 
夕を1次微分したグラフを下画面に表示 
する 

に MP 刊一 [d /か] 

Compare d/dt 
(1 次微分比較モード） 

測定データのグラフを上画面、測定デー 
夕を2次微分したグラフを下画面に表示 
する 

に MP 刊^ 

が/が] 

Compare が/が 
(2 次微分比較モード） 


•現在選択されている分析モードび、グラフモード画面の1行目に表示されます。 


分析モード名一 

Mode：Graph Analysis 


[□] 

日 ph3: 

い ] 

r?ir Gcnj EEEP 0HP 


3. 回 ( DATA) を巧します。 

•測定データの一覧画面が表示されます。 
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Mode：Graph Analysis 


グラフモード画面 

b . 他のグラフ描画のための測定データの割り当てが可能な場合は、上記の手順 a の操作を 
ぶ、要なだけ繰り返します。 

•手順2で分析モードとして "Graph Analysis " を選択した場合は、描画が可能な3つ 
のグラフについて、それぞれ測定データを割り当てます 。 ■■Compare Graph " を選択 
した場合は、2つの測定データを割り当てます。その他の分析モードの場合は、1つだ 
け測定データを割り当てます。 

•測定データー覧画面について詳しくは、「日測定データメモリーを使う」 （9-1 ぺージ) 
を参照してください。 

己.グラフモード画面にリストされている各グラフについて、グラフ描画を行ラか、行わな 
いかを指定します。 

a . グラフモード画面で®/活）を使って、グラフ描画のオン/オフを切り替えたいグラフ 
(GphK Gph 2 など）に八イライトを移動し、回 ( SEL ) を巧します。巧すたびに、グラ 
フ描画のオン/オフび切り替わります。 


グラフ描画オフ（グラフを描画しない) 
グラフ描画オン（グラフを描画する) 


b . グラフモード画面上の各グラフの描画オン/オフを指定するために、上記の手順 a の操 
作を必要なだけ繰り返します。 

6. グラフ描画時に使いたいグラフのスタイルを指定します。 

a . グラフモード画面でみ/度)を使って、スタイルを指定したいグラフ （ Gphl 、 Gph 2 など) 
に八イライトを移動し、回 （ STYL ) を巧します。フアンクシヨンメニューび次の画面の 
よラに変わります。 


4. クラフ描画用に割り当てる測定データを指定します。 

a . み/度）を使って、指定したい測定データ名に八イライトを移動し、回 ( ASGN ) または 
國を押します。 

•グラフモード画面に戻り、指定した測定データ名び表示されます。 



測定データ名 


グラフ描画オン/オフ 
インジケーター 


測定に使用されたセンサー名 


Mode：Graph flnalysis 



[---] 
日 Ph3: 
[---] 






















10-4 

グラフ分析ツールを使ラ 


b . フアンクシヨンキーを使って、希望するグラフのスタイルを指定します。 


このグラフ描画スタイルを指定ずるには： 

この キーを 押ず： 

巧れ線グラフ、データを"-"で表示 

回 （ 一 ) 

巧れ線グラフ、データを"□"で表示 

回 （《«*) 

巧れ線グラフ、データを" X " で表示 

画 

散巧グラフ、データを"-"で表示 

画 （ ……- ) 

散巧グラフ、データを"□"で表示 

固 （■■■■■) 

散なグラフ、データを" X " で表示 

固 （) 


C. グラフモード画面上の各グラフのスタイルを指定するために、上記の手順 a と b の操作 
をぶ、要なだけ繰り返します。 


7. グラフモード画面で画 ( DRAW ) または國を押します。 
•手順2〜巨で行った指定に従って、グラフび描画されます。 


OPTICAL 

己ヨヨ■ヨヨ 

l；Lum Int リ S 加 

1 I3.EE 

-E.EEE 


口■□己 □■日 D.SB 


グラフ画面 


•グラフ画面の表示中は、フアンクシヨンキーを使ってグラフのズームやその他グラフ分 
析機能を利用することが可能です。 

グラフ画面でのフアンクシヨンキー操作について詳しくは、「11グラフ分析ツールと 
グラフ画面の各種操作」を参照してください。 

•グラフモード画面でグラフ描画用に割り当て6れている測ちデータを解除する 
には 

1. グラフモード画面で®/度）を使って、測定データの割り当てを解除したいグラフ 
(GphK Gph 2 など）に八イライトを移動します。 

2. 固 ( DEL ) を巧します。 

•八イライトのあるグラフに割り当て5れていた測定データが解除されます。 
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11グラフ分がツールとグラフ画面の各種操作 

ここでは、グラフの描画後にグラフ画面上で実行することびできるさまざまな操作について 
説明します。ここで説明する各種操作は、測定実行後に描画されたグラフ画面、または「分 
析モードを選んでグラフを描画するには」 (10-2 ぺージ）の操作によって描画されたグラフ 
画面のどち5でも行ラことがでさます。 


■ グラフ画面でのる種キー操作 


グラフ画面では、下表に示すキー操作によって、グラフ上のデータ値の読み取り （ Trace ) 
やグラフの拡大縮小 （ Zoom )、 さまざまな手法によるグラフの解析 ( CALC ) などを行うこ 
とが可能です。 


キー 操作 

概要 

ISHIFTi [ fTI ( TRCE ) 

グラフ上にトレース点を表示すると同時に、現在のトレース点位置の 
座標値を表示することがでさます。またグラフ上の特定範囲の周期周 
波数の値を求めて、変数メモリーに登録することができます。詳しく 
は「トレース機能を利用する」 （11-3 ページ）を参照してください。 

[shIftI fF ^( ZOOM ) 

グラフを X 軸方向または Y 軸方向に拡大/縮ルすることびでさます。 
詳しくは「ズーム機能を利用する」 (11-4 ぺージ)を参照してください。 

函画 ( V - WIN ) 

E-CON3 モードのグラフ画面専用のビューウインドウコマンドを含 
むフアンクシヨンメニューび表示されます。詳しくは「ビューウイン 
ドウのパラメーターを設定する」 （11-14 ぺージ)を参照してください。 

画画 ( SKTCH ) 

このキーを巧すと表示されるメニューか5、 CIS , Plot , F - Line , Text , 
PEN , Vert , Hztl の各コマンドが使用可能です。これ5の各コマンド 
については、「スケッチ」（本編已 -28 ぺージ）を参照してください。 

画回(円 CT ) 

表示中のグラフ画面を画像として保存でをます。保存した画像を呼び 
出して、他のグラフを重ねて比較することなどび可能です。これら 
の操作については、「ピクチャーメモリーにグラフを保存する」（本編 
已 -1 1ページ）を参照してください。 

画回 ( LMEM ) 

グラフで指定した範囲の測定値を、リストに保存することがでをます。 
詳しくは「測定データをリストデータに変換する」 （1 1- 已ページ）を 
参照してください。 

画画 ( EDIT ) 

複数のグラフの表示中に、1つを選択してズームまたは移動できます。 
詳しくは「複数グラフ描画時のグラフ操作」 （11-10 ページ）を参照 
して < ださい。 
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グラフ分析ツールとグラフ画面の各種操作 


キー 操作 

概要 

画)画に ALC ) 

測定結果のグラフを、フーリエ級数展開で関数式に変換したり 、テー 
夕の傾向を調べる回帰を実行したりすることができます。詳しくは 
「フーリエ級数展開を使って波形を関数式に変換する」 （11- 巨ページ） 
および個帰計算を実行する」 （11-8 ぺージ）を参照してください。 

画固 ( Y 二 fx ) 

関数式の登録画面を表示して Y 二 f ( x ) グラフを選択し、測定結果のグ 
ラフに重ねて描くことができます。詳しくは 「 Y 二 f ( x ) グラフを測定 
結果のグラフに重ねて描画する」 （11-9 ページ）を参照してください。 

画固 ( SPKR ) 

音データの波形グラフ上で範囲を指定して、スピーカーか5出力する 
ことができます （ EA - 200のみ）。詳しくは r グラフ上の指定範囲をス 
ピーカーか5出力する」 （11-1 2ページ）を参照してください。 


■ グラフ画面を スクロール ずる 

グラフ画面の表示中にカーソルキーを巧すと、グラフを上下左ちにスク□ールすることびで 
さます。 

メモ 

トレース機能や、その他グラフ機能を実行しているとき、カーソルキーはスク□ールと 
異なる働きをします。このような状態からグラフのスク□ールを行いたい場合は、區田 
を押してトレース機能など現在動作しているグラフ機能をキャンセルしてか5、カーソ 
) レキーの操作を行つてください。 
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■ トレース機能を利用ずる 

トレースは、グラフ上に十字型のポインター（トレース点）を表示すると同時に、現在のトレー 
ス点位置の座標値を表おする機能です。力ーソルキーを使って、ポインターをグラフに沿っ 
て移動することができます。またトレース機能を使ラと、グラフ上の特定範囲を選択して周 
期周波数の値を計算したり、その範囲（時間）と周期周波数の値を別々の変数メモリーに登 
録したりすることがでさます。 

• トレース機能を利用するには 

1. グラフ画面で画因回 ( TRCE ) を巧します。 

•グラフ上にトレース点び表示されます。現在のトレース点の座標値も、同時に画面上に 
表示されます。 



2. キーを使って、トレース点をグラフ上の希望する位置に移動します。 

-トレース点の移動に従って、座標値び更新されます。 

•画！）を巧すと、トレース点の表示をやめることびでさます。 

• 周期周波数の値を巧めるには 

1. 上記の「トレース機能を利用する口ま」の操作を行い、トレース点を表示します。 

2. 周期周波数値を求めたい範囲の始点にトレース点を移動し、國を巧します。 

3. 周期周波数値を求めたい範囲の終点にトレース点を移動します。 

•手順2で指定した始点と、現在のトレース点位置の間の時間、および周期周波数の値が、 
画面下部に表示されます。 
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グラフ分析ツールとグラフ画面の各種操作 


4. 時間および周期周波数の値を変数メモリーに保存するには、國を巧します。 

•時間 ( Period ) と周期周波数 （ Frequency ) を、それぞれどの変数メモリーに保存する 
かを指定するダイアログび表示されます。 


Store Rlpha-MEM 
hresuen 口用 z5 ： FT 


-Drniffi 


IE9DD 

I 叫 … c 


I93SD 
9D9.D9H ： 


BIBDD 


•初期設定では、時間は変数 S に、周期周波数は変数 H に保存されます。保存先を変更 
したい場合は、み/度）を使って変更したい項目に A イライトを移動し、保存先にした 
いアルフアベットを入力してください。 

已.変数メモリーへの保存を実行するには、國を巧します。 


•保存が実行され、トレース機能に入る前の画面に戻ります。 

•変数メモリーについて詳しくは、懷数メモリー」(本編 2-7 ぺージ)を参照してください。 


■ ズーム機能を利用ずる 

ズーム機能を使ラと、グラフを X 軸方向または y 軸方向に拡大/縮ルすることがでさます。 

メモ 

しソ下の操作では、複数のグラフび表示されている場合は、すべてのグラフび拡大/縮ル 
されます。複数のグラフが表示されている状態で、特定のグラフだけを拡大/縮ルした 
い場合は、「複数グラフ描画時のグラフ操作」 （11-10 ぺージ）を参照してください。 

• グラフを拡大/縮ルするには 

1. グラフ画面で画回に 00 M ) を巧します。 

•画面の中央にルーペ型のカーソル（鸣）び表示されます。 


HK だ oun 
□■" 日 [ 

-□■ 旧 4 叫 

.n 1 UQ L_ 

d US … C 

iii 

II 

— 日 MO BDMDD 3I9DD 

SELECT ZOOM CENTER，PRESS [EKE] 


2. カーソルキーを使って、その位置を中むに拡大（または縮ル）したい位置にルーペ型カー 
ソルを移動します。 
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グラフ分析ツールとグラフ画面の各種操作 


3.國を巧します。 

• ルーペ型カーソルが消え、ズーム モー ドに 入ります。 

•ズームモードでは、カーソルキーで次の操作を行ラことがでさます。 


この操作を行うには： 

このカーソルキーを押ず： 

グラフを水平方向に拡大する 

み 

グラフを水平ち向に縮小する 


グラフをを直方向に拡大する 

嗟） 

グラフをを直方向に縮ルする 

(3) 


4. ズームモードを解除するには、画！]を巧します。 


■ 測定データをリストデータに変換ずる 

グラフで指定した範囲の測定値をリストデータに変換するには、次の操作を行います。 

•測ちデータをリストデータに巧換するには 

1. グラフ画面で画回 ( LMEM ) を巧します。 

•画面の最下行に [ LMEM ] メニューび表示されます。 

2. 回 ( SEL ) を巧します。 

-グラフ上の範囲を指定するためのトレース点が表示されます。 

3. リストデータに変換したい範囲の始点にトレース点を移動し、画を巧します。 



4. リストデータに変換したい範囲の終点にトレース点を移動し、画を巧します。 

•時間と測定値をそれぞれどのリストに登録するかを指定するダイア□グび表示されま 
す。 


— ► 


SELECT END POINT? PRESS [EKEl. 
n.sgug 卜 し 


store Sample Data 


-nrEEBi 


日日叫 
己 3 叫…•： 


HEED 


9日叫 



•初期設定では、時間は Listl に、測定値は Ust 2 に保存されます。保存先のリストを 
変更したい場合は、み/®を使って変更したい項目 （ Time 二時間、 Data 二測定値) 
に八イライトを移動し、別のリスト番号 （ Listl 〜 Ust 26) を入力してください。 
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グラフ分析ツールとグラフ画面の各種操作 


已.リストデータへの変換を実行するには、國を巧します。 

•変換び実行され、 " Complete !" というメッセージが表示されます。グラフ画面に戻る 
には、画を巧します。 

•リストデータの使い方について詳しくは、本編の「第3章リスト機能」を参照してくだ 
さい。 


メモ 

上記の手順2で回 （ SEL ) の代わりに回 （ All ) を巧すと、グラフ全体をリストデータに 
変換することびできます。この場合は、手順2で回 （ All ) を巧すとすぐに、上記の手順 
4のダイア□グび表示されます。 


■ フーリエ級数展開を使って液おを関数式にを換ずる 

すべての音び関数式（兰角関数の和）で表現でさることを学習する上で、フーリエ級数展開 
は有効です。 E - C 0 N 3 は、音をサンプリングしたデータをフーリエ級数展開することによっ 
て、音の波形を兰角関数の成分に分解することびできます。 

しソ下の操作は、音をサンプリングしたデータ側定モードとして Sound を選択し、測定し 
たデータ）をグラフ表示してか5実行してください。 

• フーリエ級数展開を実巧するには 

1.グラフ画面で、厕回に ALC ) を巧します。 


•画面の最下行にに ALC ] メニューが表示されます。 



2. 回 ( Furie ) を巧します。 

-グラフ上の範囲を指定するためのトレース点び表示されます。 

3. フーリエ級数展開を実行する範囲の始点にトレース点を移動し、國を巧します。 
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グラフ分析ツールとグラフ画面の各種操作 


4. フーリエ級数展開を実行する範囲の終点にトレース点を移動し、画を押します 
•フーリエ級数の開始次数を指定するダイア□グが表示されます。 



SELECT END POINT? PRESS [EKEl. 
n.sgugM i 


— ► 


start Degree of 
Fourier Series 


■DrBEBl 


日日叫 
3 叫□…•： 


HEED 

己叫 ■ I IHl 


9日叫 


5. 1〜99の間の数値を入力し、國を巧します。 

•フーリエ級数の次数を指定するダイア□グが表示されます。 


SELECT END POINT? PRESS [EKEl. 
D-BauaM J_ 


Input Degree of 
Fourier Series 
l-10<+5 >： 


-口-^^^ 
3 叫□…•： 


HEED 

己叫 ■ I IHl 


9日叫 


6. 1〜1日の間の数値を入力し、國を巧します。 
•演算結果が関数式の登録画面に表示されます。 


巧 


Graph Func : V= 

V3=0.001315sin ([—] 
V4=0.4454sin ( 日日 !: 一 ] 
V5= 日 . 日日日の 12sin [— ] 
V6=0.00060SSsin [—] 

■ KMHni 




[ D ^ 


7 .ここで画 ( DRAW ) を巧すと、演算結果のグラフが描画されます。 



•元のグラフとフーリエ級数展開によって求めた関数式で描いたグラフを、比較すること 
びでさます。 

メモ 


手順7で ( ED ( DRAW ) を巧してフーリエ級数展開した結果のグラフを描画した時点では、 
元のグラフと重なる位置には表示されない場合びあります。このよラな場合は、フーリ 
エ級数展開した結果のグラフを描画した後で、片方のグラフの位置を移動して重ね合わ 
せてみて < ださい。 

片方のグラフの位置だけを移動する操作については、「複数のグラフの表示中に特定のグ 
ラフだけを移動するには」 （11-1 2ページ）を参照してください。 
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グラフ分析ツールとグラフ画面の各種操作 


■ 回帰計算を実巧ずる 

ここで説明する操作を行ラと、グラフ上のトレース点で指定した範囲に対する回帰計算を実 
行することびでさます。実行可能な回帰計算の種類は、次の通りです。 

{1 次回帰、 Med - Med 、 2次回帰、3次回帰、4次回帰、巧数回帰、指数回帰、べき乗回帰、 
sin 回帰、□ジスティック回帰} 

それぞれの回帰計算について詳しくは、「回帰タイプと回帰グラフ」（本編目-12ページ）を 
参照してください。 

ここでは例として、2次回帰の実行のしかたを説明します。その他の種類の回帰計算ち、基 
本的には同様の操作手順で実行することびできます。 

• 2次回帰を実巧するには 

1. グラフ画面で画回に ALC ) を巧します。 

•画面の最下行にに ALC ] メニューび表示されます。 

2. 固( X へ 2) を巧します。 

-グラフ上の範囲を指定するためのトレース点び表示されます。 


3. 2次回帰を実行する範囲の始点にトレース点を移動し、國を巧します。 

4. 2次回帰を実行する範囲の終点にトレース点を移動し、國を巧します。 
•2 次回帰の計算結果画面び表示されます。 


SELECT START POINT, PRESS [EKE]. 



曰斗己斗 
己斗230 
0122 - 
+ 02斗 E 
E ■ 3斗百 
78662 
33 -76 C 
■己了百ら+ 
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グラフ分析ツールとグラフ画面の各種操作 


Graph Func 


■ Y = f ( x ) グラフを測定結果のグラフに重ねて巧画ずる 

測定結果のグラフに Y 二 f (幻のグラフを重ねて描くには、次の操作を行います。 

• 巧画巧みのグラフ上に Y = f ( x ) グラフを重ねて巧画するには 

1. グラフ画面で画固 ( Y 二 fx ) を巧します。 

•関数式の登録画面び表示されます。このとき、しソ前に登録したすべての関数式び、関数 
式の登録画面に表示されます。 


2. グラフに描画したい関数式を入力します。 

•関数式を入力するには、み/度）を使って関数式を入力したい行に A イライトを移動し、 
電卓の各キーを使って入力を行います。入力した関数式を登録するには、國を巧します。 

3. 関数式の登録画面で、グラフに描画したい関数式を選択します。 

•"二"記号び八イライト表示となっている関数式び、グラフ描画の巧象となります。描 
画のオン/オフを切り替えるには、 ® /度）を使って切り替えたい関数式に八イライト 
を移動し、回 ( SEL ) を巧します。 


己.画 ( DRAW ) を巧します。 

•2 次回帰した結果のグラフが、元のグラフに重ねて描画されます。 

MIC：fOUKid Uf い 〜 C 



•回帰計算結果のグラフだけを消去するには、画巧回 ( SKTCH ) 回に Is ) を巧します。 
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グラフ分析ツールとグラフ画面の各種操作 


4. 関数式の登録画面上での設定が済んだ5、画 ( DRAW ) を巧します。 

•描画対象として指定したすべての関数式のグラフび、元のグラフ画面上に重ねて描画さ 
れます。 


— ► 


Y = f ( x ) グラフを重ねて描画した状態 
•重ねて描画したグラフだけを消去するには、画回 ( SKTCH ) 回に Is ) を巧します。 

ごミ主意！ 

上記の手順4の画面例は、測定データによって描いたグラフに近似する関数式を回帰機 
能によって算出し、その関数式を登録、描画したものです。 Y 二 f ( x ) グラフ機能は、登録 
した関数式を測定データグラフ上に重ねて描画するだけで、自動的に近似グラフが描画 


- D.ggg 

jKid us … c 

WWW 


9EDD IB9DD lEEDD 


MIC：fOUKid Uf …こ 
D.DHE 

-D.DBB 

-D.B39 


1み々 み。 みみ A 
甲 W サ甘み 


9EDD 


IB9DD 


IEBDD 


元のグラフ画面 


されるわけではあ0ません。 


■ 複数グラフ描画時のグラフ操作 

ここでは、複数のグラフの表示中にいずれか1つを選択して拡大/縮ル、または移動する 
操作について説明します。 


• 複数のグラフの表示中に特定のグラフを拡大/縮ルするには 

1. グラフ画面に複数のグラフび描画されているときに、应团圆 ( EDIT ) を巧します。 
•画面の最下行に [ EDIT ] メニューび表示されます。 


MIC：fOUKid Uf …こ 



2. 回 ( ZOOM ) を巧します。 

•グラフ画面上に表示されていたグラフのラち、1つだけび表おされた状態となります。 


MIC：fOUKid Uf …こ 
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3. み/度）を使って拡大/縮ルしたいグラフを表示し、画を巧します。 

•すべてのグラフが再び表示され、画面の中央にルーペ型のカーソル（鸣）び表示されま 
す。 


fNDI：fOUKid vs …こ 



4. 力ーソルキーを使って、その位置を中むに指定したグラフを拡大（または縮小）したい位 
置にルーペ型カーソルを移動します。 

己.画]を巧します。 

• ルーペ型カーソルび消え、ズーム モー ドに入ります。 


•ズームモードでは、カーソルキーで次の操作を行ラことがでさます。 


この操作を行うには： 

このカーソルキーを押ず： 

グラフを水平方向に拡大する 


グラフを水平方向に縮小する 


グラフを垂直方向に拡大する 

み 

グラフをを直方向に縮ルする 



— ► 


6.ズームモードを解除するには、直前を巧します。 


SNDI だ •: •UKid US が ec 
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•複数のグラフの表示中に特定のグラフだけを移動するには 

1. グラフ画面に複数のグラフが描画されているときに、应 D 圆 ( EDIT ) を巧します。 
•[ EDIT ] メニューが表示されます。 

2. 回 ( MOVE ) を巧します。 

•グラフ画面上に表示されていたグラフのラち、1つだけが表示された状態となります。 

3. み/度）を使って移動したいグラフを表示し、画を巧します。 

•移動モードに入り、すべてのグラフが再び表示されます。 

4. 手順3で表示したグラフを左ちに移動するには®/®を、上下に移動するには®/ 
度）を使います。 


— ► 


已.移動モードを解除するには、厄肝]を巧します。 


■ グラフ上の指定範囲をスピーカーか6出力ずる （ EA - 200のみ） 

音データの波形グラフ上で範囲を指定してスピーカーか5出力するには、次の操作を行いま 
す。 

• グラフ上の指定轟囲をスピーカーか S 出力するには 

1. グラフ画面で画画 ( SPKR ) を巧します。 

-グラフ上の範囲を指定するためのトレース点び表示されます。 



2. スピーカーか5出力する範囲の始点にトレース点を移動し、國を巧します。 


fNDI：fOUKid vs …こ 



fNDI：fOUKid VS …こ 
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3. スピーカーか5出力する範囲の終点にトレース点を移動し、國を巧します。 

•始点と終点を設定すると、出力周波数 （Output Frequency ) を指定する下のようなダ 
イア□グび表示されます。 





1 

i 

Output Frequency 

•ジ 100 

/ 

、 W … 

1311… C 

"-T 
1 己 E ■ 己 IHe 



4. 出力周波数の値として、％値を入力します。 

•出力周波数の設定は、％値によって行います。元の音をそのまま出力したい場合は、 
100 (%)を指定します。1オクターブ高い音を出力したい場合は、200 (%)と入力し 
ます。1オクターブほい音を出力したい場合は、己0 (%)と入力します。 

已.出力周波数の値を入力した5、國を巧します。 

• EA -200 のスピーカーか5、選択範囲の波形の音び出力されます。 

•指定した結果び音として出力できない場合は " Range Error " となります。この場合は、 
m を巧すことで、順次元の画面にさかのぼって指定し直すことがでをます。 

6. 音の出力を停止するには、 EA -200 の [ START / ST 0 P ] キーを巧します。 

7. 國を巧します。 

-次のよラな画面び表示されます。 






Try Again? 

Ves ： [FI] 

Ho :[F り 

J 

I ヨ 11 … C 1 己 E ■己 IHe 



8.再度スピーカーか5の出力を実行したい場合は、回 ( Yes ) を巧します。操作を終了して 
グラフ画面に戻る口ま、圃 ( No ) を巧します。 

•回 （ Yes ) を巧すと、出力周波数 (Output Frequency ) を指定するダイア□グに戻り 
ます。ここか5は、上記の手順4し U 降の操作を繰り返してください。 
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グラフ分析ツールとグラフ画面の各種操作 


■ ビユーウインドウのパラメーターを設定ずる 

グラフ画面の表示中に函圆 （ V - Window ) を巧すと、画面の最下行にビューウインドウの 
フアンクシヨンメニューび表示されます。 



フアンクシヨン キー 

概要 

回 ( Auto ) 

ビューウインドウのノ（ラメーターを次のように自動設定します。 

Y 軸成分：画面サイズに合わせて表示 

X 軸成分：1データ1ドットしソ上の場合は画面サイズに合わせて表 
お、そうでない場合は1データ1ドット表示 

回 ( FULL ) 

グラフ全体が1画面に収まるようにリサイズします。 

画が） 

グラフの Y 軸方向が画面全体に収まるようにリサイズしますび 、X 
軸方向については何も変更しません。 

回 ( UNIT ) 

グラフ設定画面 （3-13 ぺージ）の座標軸表示設定 (Econ Axes ) に 
よって表示される数値軸の目盛りの単位を切り替えます。 

回い sec ): マイク□秒単位 
回 ( msec ) :ミリ秒単位 
画 ( see :): 秒単位 

回 ( DHMS ): 日時分秒表示り日2時間30分己砂の場合一 

1 d 2 h 30 m 己 S ) 

固 ( Auto ): 自動選択 

固に HNG ) 

グラフ画面上への元データ名の表示/非表示を切り曾えます。 


ビューウインドウのフアンクシヨンメニュー表示中に元のメニュー表示に戻すには、區田を 
巧します。 
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E - C 0 N 3 の機能を eActivity か5呼び出して使う 


12 E-CON3 の機能を eActivity か 5 呼び出し 
て使う 

eActivity ファイルに 「 Econ ストリップ」を挿入することで、 E - C 0 N 3 の各種機能を 
eActivity か5呼び出すことができます。 Econ ストリップには次の4種類があります。 

• Econ SetupWizard ストリップ 

eActivity か5、 E - C 0 N 3 のセットアップウィザードを呼び出します。セットアッ 
プウィザードを使ったデータ□ガーのセットアップー測定の実行ーグラフ描画とい 
ラー連の作業を実行することがでさます。 

メモ 

Econ SetupWizard ストリップか5の操作の場合、 " Complete !" ダイア□グでは 
回に onvert Program ) の操作はできません。 


• Econ AdvancedSetup ストリップ 

eActivity か5、 E - C 0 N 3 のアドバンストセットアップメニューを呼び出します。 
データ□ガーの詳細なセットアップや測定の実行、グラフ描画とグラフ分析ツール 
の利用、 MULTIMETER モードを使った複数センサーによる同時測定など、この画 
面から実行可能なほぼすベての機能（プ□グラムコンバーターを除く）を利用できま 
す。 

メモ 

1つの Econ AdvancedSetup ストリップを使って一度セットアップを行うと、そ 
のセットアップ情漸ま、そのストリップに記憶されます。このため、次回そのストリッ 
プを開いたとさは、前回のセットアップ情報によってすぐに測定を実行することび 
可能です。 

• Econ Sampling ストリップ 

ストリップにセットアップ情報を記憶させたうえで、測定を実行します。セットアッ 
プ情報を記憶させる操作は、ストリップの初回実行時に Econ AdvancedSetup を 
使って実施します。1度セットアップ情報を記憶させると、次回しソ降はすぐに測定 
を開始でさまず。 

• Econ Graph ストリップ 

ストリップび記憶した測定データに基づいて、グラフを描画します。このタイプの 
ストリップに測定データを記憶させる操作は、ストリップの初回実行時に行います。 
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E - C 0 N 3 の機能を eActivity か5呼び出して使う 


• Econ ストリツプのメモリー容量に関するごを意 

•各 Econ ストリップのメモリー容量は、最大2巳 K 目です。この容量を超えるよラな操 
作を行うと、エラーとなります。サンプリング数のをいデータを扱おうとすると容量才一 
バーと なりやすいので、 特にごミ主意ください。 

•マイクを使った測定の実行閒ま 、 FFT Graph の設定を必ず " Off " にしてください 。 FFT 
Graph を " On " にすると、容量オーバーとなります。 

•エラーび発生した場合は、画司曰 （9) を巧して eActivity の作業画面に戻り、操作を 
やり直してください。 

•ストリップごとの容量を確認する方法については、「ストリップメモリー使用画面を表 
おするには」（本編 10-1 1ぺージ）を参照してください。 


eActivity の操作について詳しくは、本編の博10章 eActivity 」 を参照してください。 
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